
世
間
の
落
ち
着
き
と
共
に
わ
が
国
の
文
化
活
動
も
徐
々
に
復
活
し
、
新
し
い
民
主

化
の
一
環
と
し
て
「
教
育
刷
新
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
（
昭
和
二

十

一

年

八

月

九

日
）
学
制
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
秋
に
は
東

京
音
楽
学
校
も
美
術
学
校
と
合
併
し
て
、
東
京
芸
術
大
学
に
昇
格
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
は
創
立
お
よ
び
音
楽
教
育
創
始
七
十
周
年
目
（
音
楽
取
調

掛
設
置
年
か
ら
起
算
）
に
当
り
、
＋
月
―
―
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
帝
国
劇
場
を

借
り
切
っ
て
記
念
祭
を
催
し
た
。
翌
二
十
四
年
―
―
一
月
の
奏
楽
堂
に
お
け
る
記
念
演
奏

会
（
創
立
七
十
周
年
）
に
は
天
皇
（
昭
和
天
皇
）

・
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓

を

仰

ぐ

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一
連
の
行
事
は
、
ま
さ
に
東
京
音
楽
学
校
の
最
後
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
祭
典
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
が
発
足
し
、

制
度
上
、
東
京
音
楽
学
校
は
幕
を
降
ろ
し
た
。
だ
が
東
京
音
楽
学
校
は
そ
の
前
年
の

四
月
に
最
後
の
生
徒
を
入
学
さ
せ
、
彼
ら
が
卒
業
す
る
昭
和
二
十
七
年
三
月
ま
で
、

事
実
上
存
続
し
た
。

(

1

)

シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
は
辞
任
せ
ざ
る
を
得
な
い
心
境
を
昭
和
十
二
年
十
一
月
八
日
付
け
書

翰
で
乗
杉
校
長
宛
に
述
べ
て
い
る
（
『
外
国
人
教
師
関
係
綴
』
、
昭
和
十
二
年
ー
十
三
年
、
一

八
三

l
四
丁
）
。

当
時
、
こ
の
件
に
端
を
発
し
、
新
聞

・
雑
誌
等
で
東
京
音
楽
学
校
批
判
が

多
く
行
わ
れ
た
。
な
お
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー
は
昭
和
四
十
九
年
客
員
教
授
と
し
て
再
来
校
、

音
楽
学
部
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
三
年
間
に
わ
た
っ
て
指
導
し
た
。

(

2

)

フ
ェ
ル
マ

ー
は
ド
レ
ス
デ
ン
の
出
身
。
ザ
ク
セ
ン
国
立
管
弦
楽
学
校
を
一
九
二
八
年
に

卒
業
、
同
年
よ
り
三
三
年
ま
で
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
ド
イ
ツ
国
民
劇
場
副
指
揮
者
、
こ
の
間
イ

ェ
ー
ナ
大
学
で
音
楽
学
、
哲
学
、
芸
術
史
学
を
修
め
る
。
三
三
年
同
劇
場
の
楽
長
と
な
る
。

同
年
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
オ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
市
立
劇
場
指
揮
者
に
転
ず
る
。
ま
た
作
曲
家
、

ビ
ア
ニ
ス
ト
、
伴
奏
者
と
し
て
も
活
躍
。
三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
東
京
音
楽
学
校
教
師
と

し
て
来
日
、

管
弦
楽
と
合
唱
の
指
揮
な
ら
び
に
作
曲
の
指
導
に
当
っ
た
。
昭
和
二
十
一

年
三

月
三
十
一
日
ま
で
在
職
。
帰
国
後
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
国
立
歌
劇
場
の
合
唱
指
揮
者
を
務
め
た
。

一
九
七
七
年
一
二
月
二
十
日
（
六
十
八
歳
）
没
。

(

3

)

日
本
政
府
で
組
織
さ
れ
て
い
た
「
内
閣
紀
元
二
千
六
百
年
説
典
事
務
局
」
は
欧
米
六
力

国
に
祝
典
の
交
曹
的
作
品
を
依
凝
し
た
(
『
-
音
架
評
論
』
第
九
巻
第
九
号
・
十
号
、
昭
和
十
五

年
九
月
号

・十
月
号
）
。
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
を
除
く
五
カ
国
よ
り
次
の
五
曲
が
贈
ら
れ
て

き
た
。

R
i

c
h
a
r
d
 St
r
a
u
s
s
:
 
F
e
st
m
u
si
k
 
z
u
r
 F
ei
er 
d
e
s
 2
6
0
0
j

a
h
ri
g

e
n
 B
e
st
e
h
e
n
s
 
d
e
s
 

5

シ
ュ
ー
マ
ン
作
~
交

響
的
練
習
曲

・
作
品
一
三
…
大
澤

ー

ー
（
休
憩
）
ー
—

〔

マ

マ

〕

4

ラ
ク
マ
ニ
ノ
フ
作

3

ヨ
ー
ゼ
フ
・
マ
ル
ク
ス
作

愛

ホ

短

調

…

…

…

…

志

K
ai
serrei
c
h
es J
a
p
a
n
,
 O
p
.
 
8
4

〔
ド
イ
ツ
〕

J

a
c
q
u
e
s
 I
b
er
t
:
 
O
u
v
e
rt
u
r
e
 d
e
 f
et
e
 (19
4
0
)

〔
フ
ラ
ン
ス
〕

I
l
d
e
b
r
a
n
d
o
 Pi
z
z
et
t
i
 :
 

Si
n
foni
a
 in
 la 
(19
4
0
)

〔
イ
タ
リ
ア
〕

S
a
n
d
o
r
 V
e
r
e
s
s
:
 S
zi
m
foni
a
 (19
4
0
)

〔
ハ
ン
ガ
リ
ー
〕

B
e
nj
a
mi
n
 B
ri
t
t

e
n
:
 Si
n
foni
a
 d
a
 
r
e
q
ui
e
m
 for
 full 
o
r
c
h
e
st
ra
,
 O
p
.
 
2
0
 

(
1
9
4
0
)

〔
イ
ギ
リ
ス
〕
（
こ
の
曲
は
当
日
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
自
筆
譜
は
東
京
芸
術

大
学
附
属
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
）

昭
和
十
三
年
一
月
二
十
九
日

研
究
科
生
徒
ピ
ア
ノ
演
奏
会

昭

和

十

三

年

一

月

二

十

九

日

（

土

曜

日

）

誓

裏

口

麟

心
E開
”

於
本
校
奏
楽
堂

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
敦
師
ピ
ア
ノ
演
奏
曲
目

拇

嘗

研

究

科

生

徒

東

京

音

楽

學

校

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ゲ
・

第
二
協
奏
曲
・
ハ
短
調
・

第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
永

…

井

ロ
ン
ド
・
ト
長
調
・
作
品
五
一
―

(

b

)

ボ
ロ
ネ
ー
ズ
・
作
品
八
九

(

a

)

 作
~

2
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ノミ

ツ

ノ‘

井 J I I 
ノ‘

lレ 進

賀

登

喜

都

パ

ル

テ

ィ

ー

タ

・

ハ

短

調

…

…

角

倉

美

禰

子
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8

リ

7
 

u
nt
er 

ス

ラ

ヴ

6

シ

ョ

工 ノぐ

d
e
r
 

ト

作
ル

作

作
品
六
一
•
…
…
…
…
…
…
・
・
岩

ソ
ナ
テ
ィ
ー
ネ
…
…
…
…
…
・
：
内

（
モ
デ
ー
レ
ー
メ
ヌ
エ
ッ
ト
楽
章
ー
ア
ニ
メ
）

「
ヴ
ェ
ニ
ス
と
ナ
ポ
リ
」
よ
り

…

内

藤

喜

久

子

ゴ
ン
ド
リ
エ
ラ
と
タ
ラ
ン
テ
ラ

L
ei
t

u
ng
 v
o
n
 

ン
作
~
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・

〔原
資
料
横
組
〕

S
a
m
st
ag
,
 d
e
n
 2
9
.
 J

a
n
u
a
r
,
 u
m
 2
 
U
h
r
 3
0
,
 

i

m
 K
o
n
z
e
rt
saal 
d
e
r
 k
ai
serli
c
h
e
n
 

M
u
si
k
a
k
a
de
mi
e
 z
u
 T
o
ki
o
.
 

K
o
n
z
e
rt
 

d
e
r
 
S
c
h
u
l
e
r
 

d
e
r
 Pr
of
.
 

P
.
 W
ei
n
g
art
e
n
 

P
r
og
r
a
m
m
 

1. 
B
a
c
h
 :
 Pa
rt
i
t

a
,
 c'moll
…
…
…
…
…
…
M
i

n
e
k
o
 S
u
mi
n
o
k
u
r
a
 

-…•••M

iy

ako 

I
k
a
w
a
 

2
.
 Be
et
h
o
v
e
n
 :
 Ro
n
d
o
,
0
p
.
 5
1. 
G
'
d
u
r
 

・
 

P
o
l
o
n
ai
se
,
 O
p
.
 
8
9
.
 

3
.
 J

osep
h
 M
a
r
x
:
 P
r
a
l
u
di
u
m
 u
n
d
 F
ug
e
,
 es'moll 

…………•………

••Tok

iko 

S
hi
g

a
 

4
.
 S.
 Ra
c
h
m
a
ni
noff :
 Ko
n
z
ert
 

N
r
.
 2.
 c,moll
.
 I. 
S
at
z.
 

し̀,ぃ

.. ‘

.

.

.
’

…
…
…
…
…
…
…
…
S
u
s
u
m
u
 N
ag
ai
 

|(Pause)'~ 

5
.
 Sc
h
u
m
a
n
n
 :
 Sy
m
p
h
o
ni
s
c
h
e
 
Etiid
en
,
 O
p
.
 1
3
 

•

•……•……………

•Haru 

O
h
s
a
w
a
 

6
.
 C
h
op
i

n
 :
 Po
lo
n
ai
se'F
a
nt
asi
e
,
0p
.
 

6
1
 ......... R
ei
k
o
 Iw
at
a
 

藤

輝膿

子

田

子

7
.
 M
.
 Ra
v
el: 
S
o
n
at
i

n
e
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
T
er
u
k
o
 N
ai
t

o
 

M
o
d
e
r
e
-
M
o
uv
em
ent
 

d
e
 M
e
n
u
et
|
A
ni
m
e
 

8•L

isz
t: 

G
o
n
d
o
li
era 
u
n
d
 T
a
r
a
nt
ella
…
…
…
…
K
i

k
u
k
o
 N
ai
t

o
 

a
u
s
 "V
e
n
ezi
a
 e
 N
ap
oli
"
 

上

野

昔

業

學

校

の

意

義

深

き

演

奏

會

x
…
上
野
音
楽
學
校
に
招
聘
さ
れ
た
ウ
イ
ー
ン
名
敦
授
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
が
満
二

年
の
任
期
が
完
了
し
て
今
春
饉
國
さ
れ
る
に
つ
き
、
同
氏
檜
嘗
の
同
校
研
究
科
生
徒
八

氏
の
成
績
疲
表
演
奏
會
が
行
は
れ
た
（
一
月
廿
九
日
、
同
校
奏
楽
堂
）。

こ
れ
は
上
野

に
お
け
る
近
来
意
義
深
き
催
し
で
あ
っ
た
。

X

・：
欧
洲
に
お
け
る
洋
琴
演
奏
法
の

一
頂
貼
に
あ
る
ウ
イ
ー
ン
、
ザ
ウ
ア
）
系
統
の

精
緻
を
極
め
た
博
統
的
奏
法
を
僅
に

一一
年
の
短
日
月
で
完
全
に
本
邦
に
移
植
し
よ
う
と

す
る
の
は
無
理
な
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
、
生
徒
諸
氏
の
内
に
は
同
流
に
な
り
切
っ
て

ゐ
ぬ
人
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
中
に
は
見
事
に
そ
れ
を
帽
得
し
て

ゐ
た
人
達
も
あ

っ
た
。
女
性
の
内
藤
喜
久
子
娯
、
志
賀
登
喜
子
簾
等
そ
の
傾
向
の
著
し
い
人
達
だ
が
、

殊
に
男
性
の
永
井
進
氏
の
進
境
に
は
目
覺
ま
し
い
驚
異
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。

x
…
こ
れ
等
の
人
々
は
上
野
が
嘗
て
示
し
た
最
も
一
音
楽
的
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
を
も
つ
て
見
て
も
今
日
の
わ
が
洋
琴
敦
育
界
が
現
在
世
界
第

．
一
流
の
敦
師
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
歴
然
で
あ
ら
う
。
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
の
僻
任
は

惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
（
野
村
光
l

)

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
三
年
二
月
三
日
）

昭
和
十
三
年
二
月
十
二
日

東

京

―

音

楽

學

校

學

友

會

第
一

0
五

回

學

友

會

演

奏

會

昭
和
十
三
年
二
月
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

第
一

0
五

回

学

友

会

演

奏

会
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ピ

ア

J

重

奏

休

F
・

リ

ス

ト

の

編

曲

憩

第

一

ピ

ア

ノ

第

ニ

ピ

ア

ノ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ピ

ア

ノ

清今

交
響
詩

ハ

ン

ガ

リ

ア

リ

田 井 ス

山

田

金治

吾郎

卜

操

歌

劇

「

フ

イ

ガ

ロ

の

結

婚

」

よ

り

…

…

…

…

イ
、
遂
に
時
は
来
り
ぬ
~
ス
ザ
ン
ナ
の
詠
唱

ロ

、

新

し

き

嬉

び

、

新

し

き

悲

し

み

了

小

姓

の

詠

唱

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ト

長

調

作

品

五

八

第

一

楽

章

ア

ル

レ

グ

ロ

モ

デ

ラ

ー

ト

（

カ

デ

ン

ツ

ア

は

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

に

依

る

）

歌

劇

「

ア

イ

ー

ダ

」

よ

り

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

第

一

番

ピ

ア

ノ

獨

奏

第

ニ

ピ

ア

ノ

愛
ホ
長
調
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
リ

シ

ロ

タ

敦

師

卜

ス〔
原
資
料
横
組
〕

田

中

立

江

伴

奏

ラ

ダ

メ

ス

の

ロ

マ

ン

ツ

ェ

川

軽

・

ヴ

ェ

ル

デ

ィ

ー

ロ

.....L. 

ノ‘

゜
ヒ

ア

ノ

重

奏

佐

藤

英

子

テ

ー

ル

獨

唱

柴

田

睦

陸

伴

奏

日

原

満

珠

子

モ

ツ

ア

ル

ト

第

ニ

ピ

ア

ノ

シ

ロ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

石

場

,Iヽ

Jレ

ピ

ア

／

獨

奏

ナ

イ

長

調

…

…

ア

ン

ダ

ン

テ

ー

ア

ル

レ

グ

ロ

ア
ダ
ー
ヂ
オ
—
ア
ル
レ
グ
ロ

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ニ

短

調

作

品

三

一

イ

ン

ト

ロ

ダ

ク

シ

オ

ンァ
ン
ダ
ン
テ
—
モ
デ
ラ
ー
ト

ア

ダ

ー

ヂ

オ

レ

リ

ヂ

オ

ー

ソ

仲

夕

敦

師

…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

外

狩

ソ

夕

伴

奏

大

島

正

泰

ヘ

ン

デ

ル

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

朴

敏

鍾

伴

奏

ロ

遂

に

、

お
A
我

が

最

愛

の

愛

人

よ

伴

奏

森

・

グ

ル鼻

ッ
ク

今

井

と

し

獨

唱

歌

劇

「

フ

イ

ガ

ロ

の

結

婚

」

よ

り

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

川

軽

六

…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ユ
ー
タ
ン

仁

第 2部

ソ

。

フ

ラ

／

藤

島

晴

子

伴

奏

元

悦

伯

爵

夫

人

の

詠

唱

…

…

モ

ツ

ア

ル

ト

末

子

本

吹

奏

楽

伴

奏

指

揮

山

口

正

男

イ
、
イ
ン
ド
の
歌
百
サ
ド
コ
」
よ
り
…
…
…
…
…
•
•
•
リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ

ロ
、
故
郷
の
人
達
（
愛
奏
曲
）
…
…
·
;
…
…
…
…
…
…
•
フ
オ
ス
タ
ー
・
カ
メ
ロ
ン
編

藤

島

紀

久

子
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ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

獨

奏

曲

目

山

正

人

ソ

。

フ

ラ

／

獨

唱 ピ

ア

／

三

重

奏

曲
ア

ル

レ

グ

ロ
ア

ダ

ー

ヂ

オ
ア

ル

レ

グ

レ

ッ

ト

（

主

題

と

愛

奏

曲

）

愛

口

長

調

コ

ン

ブ

リ

ヲ

作

品

セ

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

ロ

赤

松

稔
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TOKYO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonnabend, den 12. Feb. 1938 nachmittags 1らUhr.
105. SCHULER-KONZERT 

DER MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Posaune Solo M. Yamamoto 
Blasorchester 

Dirigent. M. Yamaguchi 
a. A Song of India (from "Sadko’')…...Rimsky-Korsakow 
b. Old folks at home (Arie Varie)……...Foster-Cameron 

Sopran Solo H. Fujishima 

Begl. T. Morihana 
........................ Gluck 

B. Boku 

Begl. M. Oshima 
Sonate A-dur....................................... Handel 
Andante-Allegro 
Adagio-Allegro 

Sopran Solo 

0 del mio dolce ardor 

Violine Solo 

H. Ishiba 
Begl. M. Hinohara 

Aus der Oper "Figaro"........................ Mozart 
a. Arie der Susanne: naht sich die Stunde. 
b. Arie des Pagen: neue Freuden, neue Schmerzen 

Zwei Klaviere I Klavier H. Sato 

II Klaもier M. Yamada 

Hungaria (Symphonische Dichtung)……Liszt 
bearbeitet von F. Liszt 

Violine K. Seita 

Cello M. Akamatsu 

Klaviertrio Op. 11 B-dur........................ Beethoven 
Allegro con brio 
Adagio 
Allegretto. (Terna con 

Sopran Solo 
Vaガazioni)

K. Fujishima 
Begl. E. Suemoto 

Arie der Gr且fin...................................Mozart 
aus der Oper "Figaro" 

Violine Solo S.. Imai 
Begl. K. Kawaguchi 

Konzert cl-moll Op. 31........................... Vieuxtemps 
introduction 
Andante-moderato 
Adagio religioso 

Klavier Solo C. Togari 
II Klavier Prof. Sirota 

Konzert G-dur Op. 58........................... Beethoven 
Allegro moderato 
(nach Kadenz von Beethoven) 

Tenor Solo 
Begl. 

Romanze des Radames........................ 
aus der Oper "Aida" 

Klavier Solo 

M. Shibata 
K. Kawaguchi 
Verdi 

T. Tanaka 

II Kla℃ier Prof. Sirota 
Konzert Nr. 1 Es-dur........................... Liszt 

(
8
9
6
I
l
o
o
8
6
I
)

止
ぷ
i
比
芯~
I
U医
皆

憐
N

踪
Pause 

Klavier Trio Klavier J. Imai 
8
6
t
 



ピ

ア

ノ

獨

奏

ソ

ナ

タ

（

ト

リ

オ

）

卜

長

調

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

會

澤

幸

子

ソ

ナ

タ

ト

短

調

・

・

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

タ

ル

テ

ィ

ー

ニ

ク

ワ

ジ

ア

ン

ダ

ン

テ

イ

ノ

ー

プ

レ

ス

ト

ノ

ン

ト

ロ

ツ

ボ

伴

奏

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

井

尻

櫻

子

清

野

保

子

〔原
資
料
横
組
〕

T
O
K
Y
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
nt
a
g
,
 d
e
n
 
13•F

eb. 

1
9
3
8
 n
a
c
h
mi
t
t
a
g
s
 1½ 

U
h
r
.
 

1
0
6
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 T
O
K
I
O
 

ノゞ

ツ

ノ‘

ピ

ア

ノ

貫

名

ォ

ー

ボ

エ

山

重

奏

本木

敦

混

授力

フ

リ

ュ

ー

ト

鈴

正

オ

ラ

ト

リ

オ

「

パ

ウ

ロ

」

よ

り

詠

唱

「

紳

よ

我

に

恵

み

を

垂

れ

給

へ

」

…
…
…
…
…
…
•
…

•
•メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ピ

ア

ノ

獨

シ 江

戸

弘

子

伴

奏

渡

部

澄

子

ア

ル

ト

獨

唱

木

下

助

敦

授

雛

子

堀

田

田

中

富

貴

子

・
バ

ッ

ハ

は

た

め

き

山

櫻

田

ヘ

作

品

狡

表
盤

合

唱

．

曲

曲

目

合
唱
指
揮

昭
和
十
三
年
二
月
十
三
日

東
京
―音
楽
學
校
學
友
會

第

一

〇

六

回

學

友

會

演

奏

會

昭
和
十
三
年
二
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

リ

木
下
杢
太
郎
詩
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
丸

高
市
黒
人
詩
…
…
•

•
…
…
…
•
•
…
・
・

津
久
井

日手

第
一
〇
六
回
学
友
会
演
奏
会

雄昇

直

子

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

松

田

ト

シ

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ス

テ

ュ

ッ

ク

作

品

七

八

第

ニ

ピ

ア

ノ

ロ

タ

敦

師

ヘ

短

調

…

…

…

ウ

ェ

ー

バ

ー

シ

第 2部

ピ

ア

ノ

獨

奏

川

口

軽

六

伴

奏

L

中

立

ロ

ヂ

ー

ナ

の

詠

唱

…

…

ロ

ッ

シ

ニ

ー

国

江

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

井

上

フ

r
r
r
 

休

憩

昭和の東京音楽学校篇

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

歌

劇

「

セ

ヴ

ィ

ラ

の

理

髪

師

」

よ

り

第

ニ

ピ

ア

ノ

愛
ホ
長
調
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
•
•
リ

伴

奏

堀

歌

劇

「

夢

遊

病

者

」

よ

り

ア

ミ

ナ

の

宣

叙

唱

及

び

詠

唱

…

…

ベ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏
シ

ャ

コ

ン

ヌ

ニ

短

調

（

無

伴

奏

）

．
．
．
 

（

パ

ル

テ

イ

タ

ニ

番

よ

り

）

奏

第

ニ

ピ

ア

ノ

ロ

タ

敦

師

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

第
二
番
卜
短
調
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
サ
ン
サ
ー
ン

ア

ン

ダ

ン

テ

ソ

ス

テ

ヌ

ー

ト

ア

ル

レ

グ

ロ

ス

ケ

ル

ツ

ア

ン

ド

。

フ

レ

ス

ト

第

一

番

井

口

助

敦

授

ス

ト
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R
e
ci
t
 

u
n
d
 
Ari
e
 vo
n
 A
mi
n
a
 

S
o
p
r
a
n
 S
o
l
o
 

S
op
r
a
n
 

P
a
u
s
e
 

B
産．

ょ^

U
n
a
v
o
c
e
 p
o
c
o
 f
a
"
 Ca
v
at
i

n
a
 di
 

R
o
si
n
a
 

aus der 
O
p
e
r
 "B
a
r
bi
ere di
 

Si
vi
g

li
a
"…
…

R
o
s
si
ni
 

K
l
a
 vi
er 
S
o
l
o
 

K•Kawaguch

i 

II K
l
a
忌
r
Prof. 
Si
rot
a
 

K
o
n
z
e
rt
stii
c
k
 ~,moll 

O
p
.
 
79•

……•……………

•Webe

r 

S
o
l
o
 

T
.
 M
at
s
u
d
a
 

N•Hor

i 

P
R
O
G
R
A
M
M
 B

egl
.
 

F
.
 In
o
u
e
 

T
.
 Ta
n
a
k
a
 

K
o
m
p
o
si
t
i

o
n
 (
G
e
mi
s
c
ht
e
n
c
h
o
r
)
 

S
a
k
u
r
a
d
a
 e……………………………

~…

•………

N
. 

T
s
u
k
ui
 

Ha
tamek

i…………•……………………………

••K

. 

M
a
r
uy
a
m
a
 

Di
ri
g

ent
 

Prof. T•K

inosh

ita 

A
l
t
 S
o
l
o
 

H•Ho

tt
a 

A
ri
e
,, G
ot
t
 

sei
 

m
i
r
 gnad

ig^C·………………

••Mendels~ohn 

T
ri
o
 

Fi葵
e

S
.
 Su
z
u
ki
 

O
b
o
e
 

C•Yamamo

to 

k
[
a
ミ
・er
Prof. M•Nuk

ina 

S
o
n
at
e
 
G'dur

……………•……………………

••Bach 

Vi
oli
n
e
 
Solo

,

Y•K

iy

ono 

Begl•Y

. 

A
i

z
a
w
a
 

S
o
n
at
e
 

g,moll:

…………………………………

•Tar

tm1 

を
asi
a
n
d
a
nt
i

n
o
 

Prest
o
 n
o
n
 t
rap唸

K
l
a
vi
er 
S
o
l
o
 

S

.
 
I
j
i

ri
 

II K
l
a
vi
er Prof. 
M
.
 
I

g
u
c
hi
 

K
o
n
z
e
rt
 

N
r.
 
1
 

Es'dur
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Li
szt
 

II 

メ
ヌ
エ
ッ
ト

バ
レ
ー

ド

ビ

ュ

ッ

シ

ィ

作

：

小

組

曲

小
舟
に
て
行

列

I
．

管

絃
aus der O
p
e
r
 "L
a
 S
o
n
n
a
m
b
u
l
a
"…
…

…

…

Bellini
 

V
i

oline 
S
o
l
o
 
(
Vi
oli
n
e
 allei
n
)
 

F
.
 Ta
n
a
k
a
 

C
h
a
c
o
n
n
e
 d'moll
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
a
c
h
 

R
a
rt
i
t

a
I
I
 

K
l
a
vi
er 
S
o
l
o
 

H
.
 
E
d
o
 

II 
K
l
a
vi
er Prof. 
Si
rot
a
 

．
 

K
o
n
z
e
rt
 

N
r.
 
2
 g,moll:·

……………………

•••Sam

t'Saens 

A
n
d
a
nt
e
 sost
e
n
ut
o
 

A
灼
g
r
o
S
c
h
e
r
z
a
n
d
o
 

Prest
o
 

昭
和
＋
l

-

l

年
二
月
二
十
六
日
出
征
軍
人
家
族
慰
問
演
奏
会

午
後
六
時
開
場

同

七

時

開

演

昭
和
十
三
年
二
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）

於
日
比
谷
公
會
堂

出
征
軍
人
家
族
慰
問
演
奏
曲
目

楽

…

…

…

…

…

…

…

…

旨

オ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

長

ピ

ア

ノ

伴

奏

今

井

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
こ
歌
劇
「
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
タ
」
第
一
幕
中

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
詠
唱
「
あ
A

、
そ
は
か
の
ひ
と
か
」

治
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昭和13年～27年(1938~1952)

東
京
一
音
楽
學
校



昭
和
十
l

―
ー
年
三
月
十
九
日

上

野

兒

童

音

楽

學

園

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

（
昭
和
十
三
年
三
月
十
九
日
午
后
一
時
三
十
分
開
始
）

國
歌

君

第

三

回

上

野

児

童

音

楽

学

園

卒

業

式

管
絃
楽

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

〔原
資
料
横
組
〕

仰
げ
ば
尊
し
（
二
部
合
唱
）

五
、
唱

歌

ピ

ア

ノ

重

奏

第

六

番

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

尋

常

科

卒

業

生

一

同

一
長
調
…
•
•
…‘・
・
ハ
イ
ド
ウ
ン

セ

ロ

渡

邊

善

吉

合

唱

箕

山

子

（
内
閣
情
報
部
撰
・
橋
本
國
彦
演
奏
會
用
編
曲
）

か

代

四

、

三

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

重

奏

ピ

ア

ノ

別

府

壽淑

即
興
曲
風
ワ
ル
ツ

ツ

フ

揮

澤

崎

定

之

ア

ノ

揮

木

下

保

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

橋

本

國

彦

皿
．
ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
…
…
…
…
…
・
：
獨

IV
．
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
・

管
絃
楽
伴
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
獨伴奏
指
揮

ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
作
ら
励
奏
曲
•
愛
口
長
調

ア
レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ダ
ー
ヂ
オ

ロ
ン
ド
（
ア
レ
グ

ロ）

＞
．
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽
…
…
…
…
…
…
指

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
二
舞
撒
曲
・
ハ
長
調
・
作
品
八
六

1
．
主
憐
み
給
ヘ

2
．
榮

光

愛
國
行
進
曲
・
四
部
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
指

ロ
ー
マ
ン
・
ド
ウ
ク
ソ
ン

ソ
ナ
タ
作
品
十
卜
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
デ
ュ
セ

第
二
楽
章
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
コ
ン
ス
ピ
リ
ト

蜀

奏

愛
口
長
調
…
…
…
…
…
•
•
•
ラ

奏

ー

休

憩

I

伴

奏

指

揮

橋

本

國

彦

リ
ス
ト
作
~
ハ
ン
ガ
リ
ー
幻
想
曲

奏

井

ロ

基

成

一
、
國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

二

、

卒

業

證

書

授

呉

三

、

學

園

長

告

辮

四

、

卒

業

生

穂

代

謝

辮

五
、
唱
歌
「
螢
の
光
」
合
唱

六

、

演

奏

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協
奏
曲
楽
曲
第
二
番
作
品
七
十
七
…
•
•
•
•
…
・
・
ダ

ア
レ
グ
ロ
ブ
リ
ラ
ン
テ

三

、

ピ

曲

目

荒

木

富

士

子

ン

ク

ラ 浦
富

士

子

ッ
ク

夫

久

保

田

民

子
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一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

バ
ッ
ハ
作
・
フ
ー
ゲ
「
聖
ア
ン
」
•
愛
ホ
長
調

二
、
ピ
ア
／
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

シ
ョ
パ
ン
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
嬰
ハ
短
調
・
作
品
舟
九

三
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

マ
ス
ネ
作
・
歌
劇
「
エ
ロ
デ
ィ
ア
ー
ド
」
中
の

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

バ
ッ
ハ
・
ブ
ー
ゾ
ニ
作
・
オ
ル
ガ
ン
・
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ゲ
・
ニ
短
調

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
作
・
ソ
ナ
タ
・
ト
短
調
•
第
一
、
第
二
楽
章

曲

目
奏

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
二
日

卒
業
式

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
二
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

一
、
園
歌
「
君
か
代
」
奉
唱

―
-
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

三

、

學

校

長

告

僻

四

、

文

部

大

臣

祝

辮

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

僻

六
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

七

、

卒

業

演

清

野

保

子
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末

元

悦

子

蟻

谷
武

田

東

京

音

楽

學

校

ェ
ロ
ー
ド
の
詠
唱

シ
ョ
パ
ン
作
・
グ
ラ
ン
ド
・
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
•
愛
ホ
長
調
・
作
品
ニ
ニ

威

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
協
奏
曲
・
第
三
・
ト
長
調
•
第
一
楽
章
山

内

妙

子

信

太

田

綾

奥

田

耕

天

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

十
一
、

十
三
、

十
五
、

十
二
、 +、

ー
ー
＇
休
憩
・
十
分
ー
ー

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

ロ
ル
ツ
ィ
ン
グ
作
・
歌
劇
「
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
」
中
の
水
の
精
の
詠
唱

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
交
響
的
練
習
曲
・
作
品
一
三

十
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

バ
ッ
ハ
・
ブ
ー
ゾ
―
ー
作
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ
・
ニ
短
調

田

中

立

江

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
運
命
の
力
」
中
の

七、 六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

サ
ン
・
サ
ー
ン
作
・
協
奏
曲
・
第
四
・
ハ
短
調
・
作
品
四
四
•
第
一
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

レ
オ
ノ
ー
レ
の
詠
唱

シ
ョ
パ
ン
作
・
船
唄
・
嬰
へ
長
調
・
作
品
六
〇

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

リ
ス
ト
作
・
パ
ガ
ニ
ー
ニ
練
習
曲
・
第
六
・
イ
短
調

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

加

古

三

枝

子

藤

島

紀

久

子

井

上

千

賀

子

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
第
一
幕
・
ロ
ド
ル
フ
ォ
の
詠
唱

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

柴

田

睦

陸

森

瑶

子

有

元

延
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i

、

吹

奏

業

イ
、
二
宮

金

次

郎

ロ

、

飛

行

機

ハ
、
秋

二、

橘

ホ
、
月

と 中

佐蛙

（二
部
合
唱
）

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
吹
奏
楽
部

指

揮

山

口

正

男

飯
田
龍
代
司
作
詩

下

純

院

一
作
曲

葛

原

臨

作

詞

宮
城
道
雄
作
曲

” 

の

山

” 

生
田
流
等
曲

ィ
、
古

戦

場

の

月

” 尋常
小
學
唱
歌
（
文
部
省
）

東
京
昔
榮
學
校
敦
授

指
揮
伴
奏

上
野
兒

童

音

楽

學

園

兒

童

百
五
十
名

兵

衛

愛

子

黒城

澤

三
、
邦

又

二
、
合

唱
番

組

二
、
映

書
一

イ

、

國

民

精

紳

穂

動

員

大

演

説

會

ロ

、

支

那

事

菱

‘

、

火

ノ

手

楽

の

山

野

第

一
、
國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

伴
奏

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
吹
奏
楽
部

會

衆

一
同

二

巻

愛

闊

行

進

曲

内
閣
情
報
部
撰
定

郡

一、

齊

唱 第

郡

休

憩

（

十

分

）

主

催

文

部

省

映
蜜
教
育
中
央
會

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
五
日
文
部
省
製
作
映
画
と
音
楽
の
タ

昭
和
十
三
年
l

二
月
二
十
五
日
（
金
）
午
後
六
時

會

場

日

比

谷

公

會

堂

腎

麟

映

驚

と

一

音

楽

の

タ

四
、
映

壷

イ

、

飛

行

機

猿

達

ロ

、

図

民

皆

泳

ハ
、
二

宮

尊

徳

先

生

一
巻

の

イ

、

ア

イ

ダ

1
行

進

曲

ロ

、

ハ

イ

ス

ク

ー

ル

行

進

曲

二

巻
二

巻

東
塞
音
楽
學
校

選
科
長
唄
科
研
究
修
了
生
二
十
名

囃

子

望

月

太

左

吉

外

巻
一
巻

伴
奏

宮

城

道

雄

外

職

員

生

徒

二

十

五

名

東
京
音
楽
學
校
生
徒
吹
奏
楽
部

會

衆

一

同

ス

ー

ザ

ー

作

曲

ヴ
ェ
ル
デ
イ
作
曲
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昭
和
十
三
年
四
月
十
六
日

会

乗

杉

嘉

壽

作

詞

吉
住
小
三
園
作
曲

稀
昔
家
六
四
良

一

、

皇

軍

必

勝

長

唄

ハ

、

打

て

や

つ

づ

み

東
京
―
音
楽
學
校

選
科
長
唄
科
研
究
修
了
生
二
十
名

囃

子

望

月

太

左

吉

外

島

崎

藤

村

作

詞

宮

城
道
雄
作
曲

生

田

流

等

曲

第
三
回
上
野
児
童
音
楽
学
園
卒
業
生
音
楽
演
奏

第
三
回
卒
業
生

音

楽

演

奏

會

曲

目

上
野
兒
童
音
楽
學
園
尋
常
科

昭
和
十
三
年
四
月
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
開
演

會
場
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

下
谷
慨
上
野
公
園

作

詞

者

不

明

初
代
杵
屋
勝
三
郎
作
曲
東

京

昔

榮

學

校

敦

授

宮

城

道

雄

外

職

員

生

徒

二

十

五

名

ロ

、

鞍

馬

山

長

唄

ロ
ン
ド

ー

（

休

憩

）
ー
ー

8
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

499 

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
章2
 

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n

第

名

越

史

子

7
．
ピ
ア

ノ

獨

奏

加

宮

未

麻

子

ソ
ナ
ー
タ
・
作
品
三
十
一
J
一
・
ト
長
調
第
一
業
章
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

S
o
n
at
e
 o
p
.
 
3
1
,
 N
r
.
 1. 
G
'
d
u
r
 
1. 
S
at
z
 

ロ
ン
デ
ィ
ネ
ッ

ト
中
よ
り
一
＿
一
曲
…•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ニ

R
o
n
di
n
e
tto
s
 

力
。
フ
リ
チ
オ
ー
ゾ
作
品
十
四

R
o
n
d
o
 c
a
p
ri
cci
o
s
o
 
o
p
.
 
1
4
 

B
e
et
h
o
v
e
n
 

ー
マ
N
i

e
m
a
n
n
 

M
o
z
a
rt
 

ソ
ナ
ー
タ
・
ト
長
調
第
一
楽
章
•
…
•
•
•
;
•
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

S
o
n
at
e
 G
'
d
u
r
 1. 
S
at
z
 

ン

6

ピ

ア

ノ

獨

奏

阜
甲

山

澄

子作
曲

5
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

吉

岡

加

奈

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
イ
短

調

第

一
楽
章

K
o
n
z
e
rt
 

A
,
m
o
l
l
 
1. 
S
at
z
 

・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

Vi
v
a
l
di
 

4
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

浦

葉

子

ソ
ナ
ー
タ
•
愛
口
長
調

S
o
n
at
e
 B
'
d
u
r
 3
.
 S
at
z
 第
三
楽
章

M
o
z
a
rt
 

3
．
ピ

ア

ノ

獨

奏

大

輝

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

江

子

即
興
曲
愛
イ
長
調

I
mp
r
o
mp
t
u
 A
s
'
d
u
r
 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

S
c
h
u
b
e
rt
 

2
．
ピ

ア

ノ

獨

奏

原

田

頴

子

ソ
ナ
ー
タ
・
イ
短
調
第
一
楽
章
…

S
o
n
at
e
 A
,moll 
1. 
S
at
z
 

1
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

M
o
z
a
rt
 

荒

木

稔

子
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ソ
ナ
ー
タ
・
作
品
十
四
ノ
一
・
ホ
長
調

第
ニ
・
三
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
・
：
・:

S
o
n
at
e
 o
p
.
 
1
4
,
 N
r
.
 1. 
E
'
d
u
r
 2
,
 3
 
S
at
z
 

16
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

B
e
et
h
o
v
e
n
 

〔
原
資
料
横
組
〕

富

田

美

致

子

春
の
囁
き
：
…
…
…
…
…
…
…
•
ぃ
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ズ
ィ
ン
デ
ィ
ン
グ
作
曲

Friihli
n
g
s
r
a
u
s
c
h
e
n
 

Si
n
di
n
g
 

安

井

照

代

ノ

獨

奏

ソ
ナ
ー
タ
•
愛
ホ
長
調

第
一
楽
章
：
·
…
•
…
…
…
…•
•
ハ
イ
ド
ウ
ン
作
曲

S
o
n
at
e
 E
s
'
d
u
r
 
1. 
S
at
z
 

H
a
y
d
n
 

五
、
長

花

四
、
等
曲

三
、
合

唄

題
（
古
今
集
よ
り
）

中
能
島
欣
一
作
曲

イ
、
海
ゆ
か
ば
（
古
歌
）
信
時
潔
作
曲

ロ
、
萬
博
行
進
曲
日
本
萬
國
博
覧
會
撰
歌

東
京
音
榮
學
校
作
曲

「
萬

博

行

進

曲

」

唱

和

指

第

二

部

山
田
流

邦

楽

中

能

島

欣

一

外

導

木

下

保

15
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

唱

指

揮

木

下

保

14 ． 

ヒ°

ア

杉

本

喜

生

子 史

子

雄

パ
ガ
ニ
ー
ニ
練
習
曲
ホ
長
調

P
a
g
a
ni
ni
'St
u
di
e
 E
'
d
u
r
 

ソ
ナ
ー
タ
・
ト
長
調
第
一
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…
•
ハ
イ
ド
ウ
ン
作
曲

S
o
n
at
e
 G
'
d
u
r
 1. 
S
at
z
 

H
a
y
d
n
 

コ
ン
セ
ル
テ
ィ
ー
ノ
作
品
四
十
一
卜
長
調

第
一
楽
章
•
…
…
•
…
…
…
·
:
;
............. ;
:
 ．．．．．．．．．． 
；
ク

K
o
n
c
e
rt
i

n
o
 o
p
.
 
4
1
 
G
'
d
u
r
 
1. 
S
at
z
 

レ

ン

ゲ

ル

作

曲

K
l
e
n
g
e
l
 

指

揮

木

内

閣

惜

報

部

撰

イ
、
愛
園
行
進
曲
（
無
伴
奏
）
演
奏
會
用
編
作
橋
本
國
彦

ロ

、

大

島

節

（

民

陥

に

腺

る

）

信

時

潔

作

曲

ハ

、

さ

ら

下

練

院

一

作

曲

序
曲
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
第
三

二

、

管

絃

楽

一
、
合

＜
 

13 ． 
セ

ロ

獨

奏

柑

谷

箕

認

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

正

清

唱第

部

洋

佐

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

S
c
h
u
m
a
n
n
 

曲

目

楽

指

揮

山

ソ
ナ
ー
タ
・
イ
短
調
第
一
楽
章
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

S
o
n
at
e
 A
-m
o
l
l
 1. 
S
at
z
 

即
興
曲
愛
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
・
:

I
mp
r
o
m
p
t
u
 E
s
'
d
u
r
 

M
o
z
a
rt
 

昭
和
十
三
年
四
月
二
十
三
日
総
裁
宮
奉
戴
式
奉
祝
音
楽
会

昭
和
十
三
年
四
月
二
十
三
日
（
士
曜
日
）
午
後
戸
撃
彎
疇

於
横
濱
開
港
記
念
館

穂
裁
宮
奉
戴
式
奉
祝
一
音
楽
會
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
日
本
萬
國
博
覧
會

横

濱

市

ピ
ア
ノ
伴
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

口 渡
邊

千

世

下

正

男

保

第2部

11
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

崎

美

子

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

S
c
h
u
b
e
rt
 

10
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

前

島

幸

代

主

催
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二

唱

歌

高

木

伊
澤
修
二
先
生
作
品
抜
幸
（
伊
澤
先
生
著
小
學
唱
歌
六
巻
よ
り
）

加

藤

司

｛

加

部

厳

ィ 唱

歌

山

内

秀

伊
澤
修
二
先
生
作
品
抜
幸
（
伊
澤
先
生
著
小
學
唱
歌
六
巻
よ
り
）

紀

元

節

：

…

…

…

…

…

…

…

…

・

高

崎

正

天
長
節
（
今
日
は
十
一
月
三
日
の
朝
よ
）
・
・
・
伊
澤
修

天
長
節
（
天
津
日
影
は
か
は
ら
ね
ど
）
…
・
：
高
崎
正

花
疾
春
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
伊

澤
修

ニハ イ

皇

御

＜
 

昭
和
十
三
年
四
月
二
十
四
日國

…
…

島

崎

藤

村

作

歌

宮

城

道

雄

作

曲

出

演

書夫

作

歌

二風二風

清

君
作作作作
歌歌歌歌

六

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

山

内

秀

歌
劇
「
ボ
エ
ー
ム
」
中
の
ミ
ミ
ー
の
歌
…
プ
ッ
チ
ー
ニ

お
菓
子
と
娘
…
…
…
•
…
…
…
•
…
…
•
｛
西
條
八
十

橋

本

國

彦

三

木

露

風

…
…
…
…
…
・
:
i
山
田
耕
搾

ノ‘ 口 ィ

伴

奏

r —·-

信内

時藤

輝

潔子

君君

口

子

君
作
曲
作
歌
作
曲
作
歌
作
曲

子

君

ニハ

コ

ッ

ク

ロ

ノくマ

ス

ロ

東
京
―
音
楽
學
校
同
槃
會

イ

伊
澤
修
二
先
生
建
碑
記
念
演
奏
会

昭
和
十
三
年
四
月
二
十
四
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
開
會

會
場
長
野
縣
高
遠
町
高
遠
閣

喧
帽
疇
筵
―
音
楽
演
奏
會
曲
目

五

ノ‘

日
本
青
年
の
歌
•
…
…
•
•

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

瞑

想

曲

ガ

ボ

ッ

ン

唄
…
…
…

兎

束

龍

…
…
•
…
…
•
•
マ
ス
ネ

ヽ

ト
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
コ
ッ

夫

君

ー

作

曲

セ

ク

作

曲

…
…
・
：
・
ヴ
イ
ニ
ア
フ
ス
キ
イ
作
曲

…
…
…
…
・
・
・
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
イ
作
曲

ロ

泊

り

イ

父

と

子
…
…

濱

…
…
｛
船ヒ

舟
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…•
E団乗

…
…
｛
橋

本杉松原橋田

國嘉耕白榮廣

彦壽輔秋吉介

作作作作作作
曲歌曲歌曲歌

東
京
音
楽
學
校
職
員
生
徒

四

バ
リ
ト
ン
獨
唱

高

木

清

君

外

ロ

う

て

や

鼓

宮

城

道

雄

イ

六
、
等
曲
生
田
流

ピ

ア

ノ

獨

奏

メ

ヌ

エ

ッ

ト

…

…

…

…

…

ソ
ナ
ー
タ
作
品
一

0
九

第
一
・
ニ
楽
章

内

藤

輝

子

君

…
…
•
•
ラ
ヴ
ェ
ル
作
曲

ホ
長
調
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作
曲

長
唄
研
精
會
撰
歌
作
曲

吉
住
小
三
郎

稀
音
家
六
四
郎

ニハ

櫻

疾

＜

國

長

唄

科

生

徒

ロ

来矢小

： ： 
れ 霰隊
．． ．． 
: : : : 
： ： 
： ； ： ： 

: : : : : : ．．．  ．． ． 
: : : ．． ． ...  ... 
外作伊

山歌澤

正者修

ー末ニ

作作
歌詳歌
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ー

（

休

憩

）

ー

昭
和
十
三
年
四
月
三
十
日
研
究
科
修
了
演
奏
会

昭
和
十
三
年
四
月
三
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
l

時
半
開
演

於
本
校
奏
楽
堂

研

究

科

修

了

演

奏

曲

目

一
、
作
曲
科
作
品
演
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
指
揮

柏
木
俊
夫
作
絃
楽
合
奏
曲
「
古
式
に
よ
る
絃
楽
組
曲
」

序
曲
・
ロ
ン
ド
・
サ
ラ
バ
ン
デ
・
ブ
ー
レ
・
ガ
ボ
ッ
ト
・
ジ
ー
グ

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
ハ
ン
ガ
リ
ー
歌
曲
を
主
題
と
せ
る
愛
奏
曲
・

ニ
長
調
・
作
品
廿
一
ノ
―
―

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
「
ひ
そ
か
な
る
誘
ひ
」
・
作
品
廿
七
ノ
三

「
萬
震
節
」
・
作
品
十
ノ
八

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

七
、
作
曲
科
作
品
演
奏

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

b. 

” 

a. 

―-、 二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

華
か
な
る
ポ
ロ
ネ
イ
ズ
・
作
品
廿

東

京

音

楽

學

校

....................................... l
 

....................................... 1
 

·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
千
葉
八
千
代

ス
ケ
ル
ツ
ォ
•
愛
ホ
短
調
・
作
品
四

五
、
メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
蜀
奏

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
「
魔
王
」

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

用
四舟

..

....

.....

.....

.................... 

ウ
ィ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作

fr 

..

....................

........ t
 

山

谷

正

秋

内

幸

塚

瑞

枝

崎

イ

ク

ロ
正

男

セ

我我ロ
獨
奏

伴

奏

高

赤

田 松

信

稔

が が

伴

奏

バ
リ
ト
ン
獨
唱

悌

木

下

助

敦

授

中

山
ア

Jレ

卜

吹

口

正

男

シ
ュ
ー
マ
ン
作

十

一

、

管

絃

楽

指

揮

…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
•
…
·
會

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ↓
 

ア
ベ
グ
麦
奏
曲
・
作
品
一

ロ
ー
ズ
の
詠
唱

．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 古
E
l

ロ

.........

.....

...

..............

........ l
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

序
曲
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
・
作
品
七
二

昭
和
十
三
年
五
月
十
四
日
第

1

0
七
回
学
友
会
演
奏
会

第

百

七

回

學

友

會

演

奏

會

昭
和
十
三
年
五
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

奏

楽

指

揮

山

「
魔
笛
」
序
曲
：
…
…
…
…
…
…
……
…
…
•
•
…
…
…
•
モ
ッ
〔ママ〕

「
ア
イ
ー
ダ
」
凱
旋
行
進
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
エ
ル
デ
イ
ー

宿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

影
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

部2
 
第

口

正

男

+、
ピ

ア

ノ

獨

奏

橋

喜

美

メ
イ
ヤ
ー
ル
作

歌

劇

「
隠
者
の
小
鐘
」
中
の

九、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

田

ト

シ

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
シ
ュ
ー
マ
ン
の
主
題
に
よ
る
愛
奏
曲
・
作
品
九

八、

ピ

ア

ノ

獨

奏

澤

幸

子

昭和の東京音楽学校篇

演
奏
岡
田
二
郎
、
田
村
五
郎
、

喜
田
遷
吉
、
小
澤
弘

渡

鏡

子

作

絃

楽

四

重
奏
曲

「
ド
ッ
ペ
ル
・
フ
ー
ゲ
」
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協
奏
曲
第
四
番

第
一
楽
章

春烏嵐
朝

辻

音

楽

師

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

門
田
に
立
ち
て

入

日
ニ
長
調
：
·
；
…
…
…
…
…
…
•
；
・
・

・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ア
ル
レ
グ
ロ

清

伴

奏

伊

指合

揮 唱

田逹

金

純吾

の
り

山

部

赤

人

詩

…

…

…

…

…

津

久

井

島
崎
藤
村
詩
：
…
…
…
…
•
今
井
慶

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
詩
…
…
…
…
…
今
井
慶

師
範
科
三
年
生
徒

木

下

助

敦

授

〔

マ

マ

〕

「
冬
の
嵐
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

溢
る

A

涙夢

の

明 明

ぬ
ば
た
ま
の

作

疲

表

混

盤

合

唱

曲

品

伴

山

田

和

交
響
的
愛
奏
曲

フ
リ
ュ
ー
ト
獨
奏

鈴

木

正

〔

マ

マ

〕

作
品
2
3
:
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ボ
ー
ル

昇

奏

男

ソ
ナ
タ
第
二
番
二
短
調
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ヴ
ェ
(
1
7
0
0
1
1
7
6
8
)

〔

マ

マ

〕

ア
ン
ダ
ン
テ
ー
ア
レ
マ
ン
ド
（
ア
ル
レ
グ
ロ
）
ー

ガ
ボ
ッ
ト
（
ト
ラ
ン
ク
ヰ
ロ
）

サ
ラ
バ
ン
ド
（
ラ
ー
ル
ゴ
）
ー
終
曲
（
ア
ル
レ
グ
ロ
）

マ
ン

能
榮
観
世
流
連
吟

櫻

川

ピ
ア
ノ
獨
奏

第
ニ
ピ
ア
ノ

コ
ン
ツ
〔
エ
〕
ル
ト
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ク
ヘ
短
調
作
品
79
…

ウ

ー

バ

ー

（『
＿
音
榮
』
塵
友
會
、
第
十
九
号
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
、
一
三

0
l
一
三
一
頁
）

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
日

〔曲目
等
不
明
〕

シ
テ

千

葉

信

子

中

村

フ

ミ

小

林

ハ

ナ

新
村
由
紀
子

服大江中本

部和見村戸

登美潤ミ富

和咲子ツ士

（
『
東
京
昔
架
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
三
年
至
昭
和
十
四
年
、
一
〇
九
頁
）

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
＿
日
選
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

一
時
開
場

一
時
半
開
演

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後

於
本
校
奏
楽
堂

選

科

邦

楽

修

了

演

奏

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校

華
北
婦
女
訪
日
団
歓
迎
演
奏
会

工

村

瀬

由

紀

子

夕

敦

師

シ

口
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長

唄

八

櫻

疾

＜

國

洗

鯉

棲

作

詞
作
曲

吉
住
I
j
三
郎

稀
音
家
六
四
郎

闘

鱈

砕

麟

戸

疇

補

導

邦

楽

科

、

選

科

生

徒

約

百

名

教

授

宮

城

道

雄

外

職
員
及
邦
楽
科
、
選
科
生
徒
約
五
拾
名

（
イ
）

三
味
線

三
味
線

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
八
日
ー
六
月
一
日

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
九
日
午
後
一
時
開
會

新
築
落
成
記
念

皇
軍
慰
問
音
楽
會
プ
ロ
グ
ラ
ム

宇
治
山
田
高
等
女
學
校
々
友
會

國
歌
『
君
か
代
』
奉
唱
無
伴
奏
四
部
合
唱

『

愛

國

行

進

曲

』

内

閣

情

報

部

撰

定

演
奏
會
用
編
作
橋
本
國
彦

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
内

輝
詩
曲
・
ト
短
調
・
作
品
二
三

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
山

＾ ^ ノ、ロ
、一 、ーノ

歌
劇
「
聯
隊
の
娘
」
中
の
別
れ
の
歌

か

ら

た

ち

の

花

山

田

お

菓

子

娘

橋

本

お

六

娘

橋

本

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ピ
ア
ノ
伴
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
清

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
ニ
・
ニ
短
調
ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作

ロ
マ
ン
ス
…
…
ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
フ
ォ
コ

五
、
四
部
唱
・
合
唱
・
ピ
ア
ノ
伴
奏
附

海

行

か

ば

（
萬

葉

集

大

伴

氏

言

立

）

春

の

雪

さ

（

古

歌

）
＜
 
ら

等

曲

生

田

流

七

古

戦

場

の

月

葛
原
し
げ
る
作
歌

宮

城

道

雄

作

曲

部

合

唱

長

唄

六
三
園
妖
狐
物
語
那
須
野
の
巻

初
代
杵
屋
六
四
郎
作
曲

唄

片

山

静

子

片

柳

澄

子

鈴
木
家
壽
子

中

山

岬

山
口
あ
っ
子

保

坂

マ

サ

（
イ
）

（
口
）

（
ハ
）

（
二
）

、
四

等

曲

生

田

流

五

け

し

の

花

（

古

曲

）

等

紳丸上本木山

戸山野間藤下
すキ

光さ和みミ

子く子子子相

塚

越

清

子

網

野

操

子

鈴
木
嘉
代
子

中

村

睦

子

ー

休

憩
I

細坂開坂小渡

井田谷本林邊

紀幾孝絹

子秀代子忍子

．
 

ヽ

ヒ°

長

唄

唄

岡

本

松

子

高
居
玖
美
子

四

四

季

の

山

姥

神
田
智
恵
子

壻

田

今

子

文

久

二

年

杵

屋

勘

五

郎

作

曲

片

柳

澄

子

等

曲

山

田

流

一

岡

康

砧

岡
康
小
三
郎
原
曲

等
三
宅
富
美
子

高

橋

つ

や

大

網

静

子

等

低

音

中

島

泰

子

東

條

夏

子

敦
務
啜
託

三

絃

古

澤

正

三

三
味
線

能

榮

観

世

流

連

吟

二

俊

寛

ワシ康成
キテ頼経

綾小齋安

帽藤藤
英之季光
猪助夫二

小木揺佐

池村島藤

正末俊

雄治茂彦

小小小田徳

島山田中江

芳道梅政

正衛好作次

と

下下

純純

院院

作作

無

伴

奏

ピ
ア
ノ
伴
奏金

田

吾

信

時

潔

作

無

伴

奏

國國耕
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
イ
ー
作

搾

作

彦

作

彦

作 伴

奏

内

藤

輝秀

子 子

藤

輝

子

主
催

シ
ョ
パ
ン
作

内

無
伴
奏
四
部
合
唱

演
奏
旅
行
（
宇
治
山
田
ー
大
阪
）
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旅

行

記東京
ー
|
'
宇
治
山
田

ハ

長

調

ミ

サ

曲

中

「

榮

光

L

東
京
―
音
楽
學
校
學
生
百
餘
名
が
大
コ
ー
ラ
ス

宇
治
山
田
高
女
の
校
舎
落
成
祝
ひ

地

主

忠

宇

治

山

田

高

等

女

學

校

は

既

報

の

如

く

二

十

六

日

新

校

舎

落

成

式

を

畢

行

す

る

が

同

校

で

は

記

念

事

業

と

し

て

同

日

か

ら

三

日

間

生

徒

製

作

品

展

覧

會

と

活

動

寓

置

や

物

理

化

學

の

質

験

な

ど

の

動

的

展

覧

會

を

開

催

し

二

十

六

日

は

来

賓

、

二

十

七

日

は

一

般

市

民

と

父

兄

、

二

十

八

日

は

卒

業

生

を

招

待

す

る

が

、

そ

の

ほ

か

二

十

九

日

に

は

皇

軍

将

士

慰

問

金

造

成

の

た

め

大

―

音

楽

會

を

新

築

講

堂

で

開

催

す

る

こ

と

に

な

っ

た

、

こ

れ

に

東

京

昔

楽

學

校

を

明

年

三

月

卒

業

す

る

男

女

學

生

百

餘

名

を

乗

杉

同

校

長

は

じ

め

敦

授

が

引

率

し

て

出

演

、

大

合

唱

や

獨

唱

そ

の

他

が

あ

る

は

ず

で

あ

る

、

縣

下

で

は

聞

く

機

會

の

少

い

豪

華

な

最

初

の

催

し

で

多

大

の

期

待

を

か

け

ら

れ

て

ゐ

る

（

『

大

阪

朝

日

新

聞

（

三

重

版

）

』

昭

和

十

三

年

五

月

十

九

日

）

雄

伊

勢

参

り

を

兼

ね

た

今

回

の

旅

行

は

事

愛

下

の

演

奏

旅

行

と

し

て

極

め

て

意

義

深

き

も

の

と

云

は

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

支

那

事

愛

の

勃

猿

に

依

り

四

國

方

面

に

計

蜜

さ

れ

た

昨

年

の

演

奏

旅

行

は

其

後

戦

局

の

披

大

に

伴

ひ

常

然

中

止

さ

れ

る

の

止

む

な

き

に

至

っ

た

。

そ

し

て

引

績

く

事

愛

の

進

展

は

富

分

の

間

殊

に

今

年

度

の

演

奏

旅

行

は

絶

封

に

不

可

能

で

あ

ら

う

と

さ

え

豫

想

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

斯

う

し

て

我

々

は

學

校

生

活

中

に

一

度

の

旅

行

も

無

く

卒

業

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

で

あ

ら

う

事

に

酎

し

て

、

云

ひ

知

れ

な

い

淋

し

さ

物

足

り

な

さ

を

感

じ

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。

演
奏
東
京
音
楽
學
校
職
員
生
徒

指

揮

助

教

授

木

下

保

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

上

野

の

生

活

に

演

奏

旅

行

を

切

り

離

し

て

考

へ

る

事

は

出

来

な

い

。

演

奏

旅

行

は

音

楽

學

校

獨

特

の

物

で

あ

り

、

上

野

に

育

つ

幾

多

學

徒

達

の

最

も

豊

か

な

楽

し

い

思

ひ

出

と

な

り

、

尊

い

試

練

に

な

る

の

で

あ

る

。

五

月

廿

八

日

、

鳥

猜

行

の

夜

行

が

今

回

旅

行

の

ス

タ

ー

ト

で

あ

る

。

豫

期

し

な

か

っ

た

旅

行

賓

現

を

眼

前

に

控

え

て

集

ふ

者

誰

一

人

と

し

て

満

面

喜

び

を

湛

え

ぬ

者

は

な

い

。

殆

ん

ど

昨

日

と

今

日

の

麗

別

を

覺

え

ず

に

山

田

に

着

い

た

の

は

朝

の

九

時

前

で

あ

る

。

宇

治

山

田

に

於

て

は

二

つ

の

目

的

が

あ

っ

た

。

一

は

云

ふ

ま

で

も

な

く

皇

太

神

宮

参

秤

で

あ

り

、

一

は

音

楽

會

で

あ

る

。

騨

か

ら

バ

ス

に

分

乗

、

直

に

外

宮

（

豊

受

大

紳

）

、

内

宮

（

皇

太

紳

宮

）

に

詣

づ

゜

尊

き

帥

域

に

入

り

清

ら

か

な

五

十

鈴

川

に

口

を

漱

ぎ

手

を

清

め

、

老

杉

の

翠

色

も

紳

紳

し

い

参

道

を

登

る

時

は

自

ら

云

ひ

知

れ

な

い

敬

虔

な

畏

を

感

ぜ

ず

に

は

ゐ

ら

れ

な

、。＞
 

改

っ

た

氣

持

で

皇

室

の

弾

榮

え

ま

す

る

事

を

祈

り

奉

り

、

日

本

國

に

生

れ

た

仕

合

せ

に

封

し

て

感

謝

の

念

を

深

く

し

た

次

第

で

あ

っ

た

。

又

特

に

今

回

事

愛

の

戦

勝

を

祈

願

申

し

上

げ

尊

い

紳

域

を

下

っ

た

の

で

あ

る

。

音

楽

會

場

で

あ

る

山

田

高

等

女

學

校

で

は

準

備

全

く

成

つ

て

迎

へ

て

呉

れ

た

。

新

築

落

成

記

念

と

云

ふ

だ

け

あ

っ

て

校

舎

が

新

し

く

綺

麗

で

大

愛

に

感

じ

が

良

い

。

午

前

中

の

演

奏

は

聴

衆

が

全

部

女

學

校

生

徒

で

あ

る

。

．

東

京

に

住

ん

で

ゐ

る

せ

い

か

歌

ひ

な

が

ら

も

邊

り

の

空

氣

が

と

て

も

清

く

澄

ん

で

ゐ

る

や

う

に

感

じ

ら

れ

た

。

演

奏

に

聴

き

入

る

乙

女

達

の

何

と

幸

揺

さ

う

な

感

激

に

満

ち

た

表

情

だ

っ

た

ら

う

。

強

い

感

激

を

も

っ

た

箕

剣

な

演

奏

は

午

前

、

午

後

共

に

全

く

聰

衆

を

興

奮

の

堵

塙

の

中

に

投

げ

込

ん

で

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

〔

マ

マ

〕

．

昨

夜

の

不

眠

に

加

へ

今

旧

の

猛

暑

は

一

同

を

相

等

に

疲

榮

さ

せ

た

の

で

あ

っ

た

が

、

そ

れ

に

も

不

拘

午

前

の

演

奏

に

引

績

き

殆

ん

ど

書

食

が

落

着

く

間

も

な

く

開

始

さ

れ

た

午

後

の

部

に

於

て

も

一

同

非

常

な

緊

張

裡

に

演

奏

を

行

ひ

前

後

共

に

極

め

て

立

派

な

出

来

榮

え

を

見

る

事

が

出

来

た

の

で

あ

る

。

（

『

＿

音

架

』

學

友

會

、

第

十

九

号

、

昭

和

十

三

年

十

二

月

、

八

六

ー

九

一

頁

）
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九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
褐
奏
：
・
：
・
:
・

八、 七、

ピ

ア

／
 

獨

憩

）

協
奏
曲
・
ハ
短
調
•
第
一
楽
章

…
・
：
岡

…
…
…
…
…
…
…
度、vi

；
…
・
:
・
:
石

橋

茂

子

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

永

田

み

や

子

奏

ソ
ナ
タ
・
作
品
二
の
三
番
・
終
楽
章
…
•
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

邊

壽

子

（

休

ピ

ア

ノ

獨

本

悦

子

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毛

三、

ピ
ソ
ナ
タ
・
ト
短
調
•
第
一
、
二
楽
章
•
…
…
…
…
…
・
・
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
作

ロ
ン
ド
・
作
品
―
-
…
…
…
…

奏
…
…
…
…
…
…

ニ
ー
ド
ラ
イ
•
…
…
•
•

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉

ソ
ナ
タ
・
作
品
四
ニ
・
イ
短
調
•
第
一
癸
章
…
…
・
・
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

奏

…
・・

…
…
…
フ

…
…
河

協
奏
曲
・
第
二
十
三
番
・
ト
長
調
•
第
一
楽
章
…
…
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
イ
作

…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

第
ニ
ピ
ア
ノ

野

俊

逹

五

、

ピ

ア

ノ

獨

岡

俊

子

コ
ー
ル

ブ

Jレ

ツ

フ

作

四、

セ

ロ

獨

．

仁

科

常

雄

ン

メ

Jレ

作

ア

ノ

獨

奏

小

池

正

子

利

富

士

子

パ
ル
テ
ィ
ー
タ
・
ト
短
調

ツ

ノ‘

作

~
 

ヽ

オ

ル

ガ

ン

昭
和
十
三
年
六
月
四
日
春
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

一
時
開
場

昭
和
十
三
年
六
月
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
開
演

會
場
本
校
奏
楽
堂

春

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木

村

寛

子

東

京

音

楽

學

校

ピ

盆

子

子

宇

佐

美

敦

授

協
奏
曲
二
短
調
：
·
·
:
·
…
…
…
…
…
…
……
…
…
…
…

…
…
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ア
ル
レ
グ
ロ
（
カ
デ
ン
ツ
、
フ
ン
メ
ル
に
依
る
）

ア

J
 
獨

奏

愛

コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ア
リ
ア
・
・
・

伴
奏

テ

J

ル

獨

唱

モ木
l 
ッ下

ァ助
Jレ

ト敦

授牧

富

田

政

曲

目

ソ
ナ
タ
・
作
品
五
三
•
第
一
楽
章
：
·

昭
和
十
三
年
六
月
十
八
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

〇

八

回

學

友

會

演

奏

會

昭
和
十
三
年
六
月
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

第

1

0
八
回
学
友
会
演
奏
会

十
三
、

ピ

ア

ノ

獨

田

秀

第2部

バ
ラ
ー
デ

ボ
ロ
ネ
ー
ズ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ

奏
：
•
•
•
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…
太

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ユ

タ

ン

作

十
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
秋葉
き

よ

主
題
と
愛
奏
曲
・
作
品
一
六
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
作

+

l

、 +、
ピ

ア

ノ

獨

奏
…
…
•
…
…
…
……
・
・
・
・
・
・・
・・
・
・原

幸

子

セ
協
奏
曲
・
ニ
長
調
•
第
一
楽
章
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

昭和の東京音楽学校篇

ロ

獨

奏
•
••…
…
•

•
••
…
…
…
…
…
·

·
·
：
中

山

動

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ
•
第
二
、
三
楽
章
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ジ

ッ

ト

乍
イ
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管 ピ

橋

本

助

敦

授

交
響
曲
第
九
四
番
「
驚
愕
」
卜
長

調
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
•
•
ハ
イ
ド
ン

ア
ダ
ー
ヂ
オ
カ
ン
タ
ビ
ー
レ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
ア
ッ
サ
イ

ア
ン
ダ
ン
テ

絃

メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
ト
）

ア
ル
レ
グ
ロ
デ
イ
モ
ル
ト

指
揮

〔原
資
料
横
組〕

楽

第
ニ
ピ
ア
ノ

生
徒
管
絃
楽
部

協
奏
曲
イ
短
調

作
品
五
四

ア
ル
レ
グ
ロ

・
ア
フ
エ
ト
ー
ゾ

敦

師

シ
ュ
ー
マ
ン

シ

ロ

夕

み
そ
さ
ざ
い

ア

ノ

獨

奏

…
…
'
:
;
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

H
.
 T
o
mi
n
a
g
a
 

Begl.
 K
.
 Ma
r
ut
a
 

F
葵
eM•Yamagu

ti 

L
a
 
Ca
pi

nera

…………………………………•………••J

. 

B
e
n
e
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K
l
a
vi
er,S
o
l
o
 

M
.
 Se
z
a
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g
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rot
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I
mp
r
o
mp
t

u
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C
h
op
i

n
 

S
o
p
r
a
n
'
S
o
l
o
 

K
o
r
n
 po
siti
o
n
 

瀬

崎

美

登

利

伴

奏

丸

フ
ル
ー
ト
助
奏
山

ロ 田

正克

男子

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

富

永

治

子

シ
ョ
パ
ン
風
即
興
曲

ピ

ア

ノ

曲

M
.
 Na
g
at
a
 

Begl•Y

. 

M
i

syuku 

A
n
 di
e
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c
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i
g
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.
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.
 4

6

 

N
o
.
 
4

…
…
…
…
…
…
…

・
:
B
r
a
h
m
s
 

B
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t
.
 

O
p
.
 
4

7

 

N
o
.
 
1

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
‘
 

B
a
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t
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·

•
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 S
.
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g
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A
u
s
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O
p
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o
n
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i 

A
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e
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n
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o
d
ri
g

o
 

演

奏

者

永

井

脩

進

作

品

狡

表

ノゞ

M
.
 T
o
mi
t

a
 

B
eg
!
.
 

P
r
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K
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M
o
z
a
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K
a
d
e
n
z
妥

0
n
Hミ
m

mさ

S
o
p
r
a
n
,
S
o
l
o
 
・
 

K
o
n
z
e
rt
 

A
ri
e
 

K
l
a
vi
er,Solo 

休

永

井

歌
劇
「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
」
よ
り
ロ
ド
リ
ゴ
の
詠
唱
…
•
…
…

・
・
ヴ
ェ
ル
デ
イ

進

リ

ト

ン

獨

唱

使 鶯

に

寄

す

憩

伴
奏

石

黒

藤

井

典

明

” 

…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

伴
奏

御

宿

好

枝

T
O
K
Y
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
n
a
b
e
n
d
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8

.
 
J

u
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,
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n
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c
h
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r
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O
E
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L
I
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H
E
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E
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I
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O
K
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e
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r
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S
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o
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R
O
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R
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M
M
 

S
.
 Isi
g

u
r
o
 

k
l
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ざ
≫
Solo

S
.
 Na
g
ai
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汝

が

像

竪
琴
に
寄
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

テ

ノ

ル

獨

唱

” 

伴

奏

永

井

進

・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

伴

奏

田・ゲノ

ノ 中

立

江

ォ

金

子

雄

E
 

高

折

敦

授

協
奏
曲
第
三
番
ハ
短
調
作
品
三
七
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ア
ル
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ
（
カ
デ
ン
ツ
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
に
依
る
）

交
響
的
菱
奏
曲

重

唱

第
ニ
ピ
ア
ノ

ピ

ア

ノ

獨

奏

加

古

三

枝

子

柴

↓

睦

陸

北

村

和

子

ピ

ア

ノ

奏

く

ち

づ

け

昭
和
十
三
年
六
月
十
九
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第
一

0
九

回

學

友

會

演

奏

會

昭
和
十
三
年
六
月
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

メ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱 曲

目

伴

奏

佐

伯

貞

子

・
ア
ル
デ
イ
テ
ィ

野

田

先

伴
奏

泰

ル

獨

唱

酒

井

弘

休

憩

第

1

0
九
回
学
友
会
演
奏
会

テ

J ア
デ
ラ
イ
デ

伴
奏

丸

克

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

田

白

尾

容

子
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…
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 ........ ;…
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g
r
o
 
A
f
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O
r
c
h
e
st
e
r
 

Leit
u
n
g
 
Pro
f
•K

. 

H
a
si
m
ot
o
 

S
y
m
p
h
o
ni
e
 N
r.
 94
.,,
P
a
u
k
e
n
s
c
h
l
a
g
'̂
G
 d
u
r
…
…
…

H
a
y
d
n
 

A
d
ag
i

o
 c
a
nt
a
bi
l
e
|
<i
足

ace
assai
 

A
n
d
a
nt
e
 

M
e
n
u
e
tto
 (
A
l
l
e
g
r
o
 
m
o
lt
o) 

A
l
l
e
g
r
o
 di
 

m
o
lt
o
 

協
奏
曲
卜
短
調

ア
ン
ダ
ン
テ

。
フ
レ
ス
ト
モ
ル
ト 作

品
二
五

メ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

…
…
•
…
…
•
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ア
ル
レ
グ
ロ

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り

既
に
日
暮
れ
ぬ
~
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
、

第
ニ
ピ
ア
ノ

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

大

島

正

「
詩
人
の
懇
」
よ
り
作
品
四
八
•
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン

1
．
美
は
し
の
五
月
に

2
．
汝
が
眼
に
見
入
る
時

3
．
輝
け
る
夏
の
朝
に

4
．
夜
毎
夢
に
獨

第
ニ
ピ
ア
ノ

日

原

満

珠

子

井

口

助

敦

授

…
…
…
…
…
・
：
フ
ラ
ン
ク

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

フ
ア
ウ
ス
ト
の
二
重
唱

高

折

敦

授

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
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〔医嵐宰賂薬〕

TOKYO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonntag, den 19. Juni, 1938 nachmittags 1½ Uhr. 
109. SCHULER-KONZERT 

DER STAATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Mezzosopran-Solo S. Noda 
Begl. T. Saeki 

Il Bacio......................................................... L. Arditi 

Klavier-Solo K. Kitamura 
II. Klavier Prof. M. Takaori 

Konzert III. c-moll. Op. 37................................. Beethoven 
Allegro con brio (Kadenz von Reinecke) 

Tenor-Solo K. Kaneko 
Begl. S. Nagai 

1. Ihr Bild................................................... Schubert 
2. An die Leier.............................................,, 
3. Die Taubenpost.......................................... " 

Klavier-Solo J. Date 
Il. Kla℃ier Prof. M. Takaori 

Konzert g-moll. Op. 25.................................... Mendelssohn 

Andante 
Presto 
Molto allegro e vivace 

Mezzosopran-Solo Y. Sirao 
Begl. K. Maruta 

Adelaide......................................................... Beethoven 

Pause 

H. Sakai 
Begl. M. Osima 

Aus der "Dichterliebe" Op. 48........................... Schumann 
1. Im wunderschonen Monat Mai. 
2. W enn ich in deine Augen seh. 
3. Arn leuchtenden Sommermorgen. 
4. Allnachtlich im Traume. 

Klavier-Solo 

Tenor-Solo 

M. Hinohara 
II. Klavier Prof. M lguti 

Symphonische Variationen.. ………••...……...… •.Cesar Franck 
Duett Sopran : M. Kako 

Tenor: M. Sibata 
Begl. T. Tanaka 

Aus der Oper,,Faust".................................... Gounod 
Duett: Margarete und Faust 

Orchester Leitung Prof. K. Hasimoto 
Symphonie Nr. 94.,,Paukenschlag" G dur…………Haydn 
Adagio cantabile-Vivace assai 
Andante 
Menuetto (Allegro molto) 
Allegro di molto 

(
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ー
．
管

：こ．

序
曲
『
ロ
ザ
ム
ン
デ
』

、

（
メ
ロ
ド
ラ
マ
「
魔
の
ハ
ー
。
フ
」
序
曲
）

II
．
混
盤
合
唱
・
管
絃
楽
附

絃

楽 —

晋 昭
和
十
三
年
六
月
二
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
豆
瓢
’
鋼
開
疇

會

場

日

比

谷

公

會

堂

業

演

奏

曲

，
 

ヽ
‘

•
f̂

,、
.
.
 
~r 

9

9
 

、 ー・ム

~»· 
L.,  

-., 

ヽ

目 季

」

全

曲

年

邦

初

演八
指

揮

合

唱

管

絃

楽

獨

唱

者

,.-3 

9..,、

イ

シ
ュ
—
ベ
ル
ト
作

東

京

一

音

楽

學

校

ド” 

ン

9ヽ・

＼． 
作

昭
和
十
三
年
六
月
二
十
五
日
第
八
十
四
回
定
期
演
奏
会

＇

〔
第
八
十
四
回
定
期
演
奏
会
は
、
昭
和
十
二
年
十
月
二
十
三
日
の
第
一

0
0
回
学
友
会
演
奏
会
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
（
横
組
）
で
次
の
よ
う
に
予
告
さ
れ
て
い
た
が
中
止
と
な
り
、
約
半
年
後
、
フ
ェ
ル
マ

ー
指
揮
に
よ
り
新
た
な
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
た
。

r

十
二
月
十
八
日

C

第
八
十
四
回
定
期
演
奏
會

管
絃
榮
附
獨
唱
・
合
唱

オ
ラ
ト
リ
オ
「
四

ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ガ
ー

東

京

音

榮

學

校

生

徒

東

京

昔

榮

學

校

管

絃

榮

部

，未

定

〕

，

← 

カ
ン
タ
ー
テ
『
海
の
静
け
さ
と
楽
し
き
舟
行
』

作
品
―
―
二
…
…
…
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
•
•

ー
（
休

ア
ル
ト
獨
唱
・
絃
楽
合
奏
附
]
[
•
ー
り

r、
、
‘
"
←
一

マ

リ

ア

古

諏

1
．
碑
文

2
.

＞
．
管

IV m 

絃

楽

P
r
o
g
r
a
m
m
 

^
 

ア
ル
ト
獨
唱
~

指

＇

揮
~

合

唱

管

絃

楽

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

〔原
資
料
横
組
〕

リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ル
ト

ヘ

ル

ム

ー

ト

・

フ

ェ

ル

メ

ル

ー

（

休

憩

）

1

ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー

作
品
五
一
―
-
·
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

'、
P

ぐ

．．
 
0

，̀
‘

-

．
＇
、

交
響
曲
・
ニ
長
調
・
作
品
三
六
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•

,

…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

：

ア
ダ
ヂ
ォ
・
モ
ル
ト
ー
ア
ル
C

レ
グ
ロ
・
・
コ
シ
．．
 ブ
リ
オ

． 9
~

〔

マ

マ

〕

ラ
ル
ヂ
エ
ッ
ト

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ア
ル
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト

O
r
c
h
e
st
e
r
 

O
u
v
erti.i
re 
"
R
o
s
a
m
u
n
d
e
"
 (
Z
a
u
b
e
r
h
a
rfe
)
…

…

…

…

S
c
h
u
b
ert 

マ
リ
ア
と
舟
入

（
本
邦
初
演
）

ア
ル
ト
獨
唱
・
男
盤
合
唱
・
管
絃
楽

丸

渡

り

鳥
,

J
7
 

、
'

^• 
ヽ

a

憩
）

1

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ア
ル
ミ
ン
・
ク
ナ
ッ
プ
作
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、
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 m
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r
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D
r
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K
n
a
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I
n
s
c
h
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f
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M
a
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a
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n
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f
f
 e
r
 

3
.
N
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(
N
u
m
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e
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m
a
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a
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c
h
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・
 
R
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…
…
…
…
…
…
…
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…
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B
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a
h
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|
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P
a
u
s
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ー
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C
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S
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N
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2
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p
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thoven 

A
d
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i

o
 m
o
l
t
o
|
A
l
l
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r
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o
n
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L
a
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g
h
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t
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S
c
h
e
r
z
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・
 

、

A
l
l
e
g
r
o
m
o
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o
、

し

i

.
’
-
[
9
0

A
l
t
,
S
o
l
o
 :
 Ri
a
 v
o
n
 H
e
s
s
e
r
t
 

.
 
L
ei
 t

u
ng
:

 

H
e
l
m
ut
 

F
 el
l
m
e
r
 

O
r
c
h
e
st
e
r
 
d
e
r
 
St
a
at
l
i
c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
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e
 

z
u
 T
o
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曲

目

並

に

解

脱

ー
．
序
曲
「
ロ`
ザ
ム
ン
デ
」
作
品
二
六
：
…
…
…
…
…
•
i…
•
•
シ
ュL

ベ
ル
ト

（
一
七
九
七
ー
一
八
二
八
）

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
一
八
二

0
年
頃
か
ら
劇
的
―
音
楽
を
も
作
曲
し
た
。
此
序
曲
は
本
来

は
メ
ロ
ド
ラ
マ
「
魔
の
ハ
ー
プ
」
の
序
曲
(
-
八
二

0
年
作
）
で
あ
っ
た
の
を
、
一
八

〔

マ

マ

〕

二
五
年
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
ッ
ピ
か
ら
歌
劇
「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
の
序
曲
と
し
て
出
版
さ
れ
て

2
 

以
来
此
名
稲
が
あ
る
。
且
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
自
身
も
亦
「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
の
為
め
に
此
序

曲
を
選
ん
だ
。
ハ
短
調
の
ア
ン
ダ
ン
テ
に
始
ま
り
、
ハ
長
調
の
急
速
調
に
移
る
。

n．
混
盤
合
唱

・、管
絃
楽
附
・
カ
ン
タ
ー
テ
「
海
の
静
け
さ
と

楽
し
き
舟
行
」
作
品
一

―
二
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

（
一
七
七

0
ー
一
八
二
七
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
合
唱
曲
中
で
は
短
か
い
も
の
で
あ
る
が
、
す
つ
き
り
と
し
た
手

ぎ
は
の
い
A

曲
で
あ
る
。
作
曲
は
一
八
一
五
年
、
そ
の
年
の
十
二
月
二
十
五
日
の
演
奏

會
で
初
演
さ
れ
た
。
歌
詞
は
ゲ
ー
テ
の
作
I

深
き
静
か
さ
は
海
を
支
配
し
、
波
立
た
ず
水
の
面
た
A

ふ

風
は
な
く
舟
人
は
不
安
に
た
ゞ
眺
む
、
死
の
静
か
さ
、
波
は
な
し
。

霧
は
睛
れ
、
天
は
輝
き
、
風
は
そ
よ
ぎ
出
で
来
り
、

舟
は
波
を
け
た
て
A

は
や
く
は
や
く
走
る
、
遠
き
か
の
地
は
近
づ
き
、

陸
は
見
え
た
り
、
陸
は
近
づ
け
り
。

ク
ナ
ッ
。
フ
は
現
獨
逸
作
曲
家
の

一
人
で
、
歌
曲
の
多
く
を
作
曲
し
て
ゐ
る
。
こ
の
絃

楽
合
奏
附
ア
ル
ト
獨
唱
曲
は
、
マ
リ
ア
に
開
す
る
古
謡
に
作
曲
し
た
澁
味
の
あ
る
、
し

か
も
氣
の
き
い
た
歌
曲
で
あ
っ
て
、
ヘ
ッ
セ
ル
ト
女
史
日
本
赴
任
に
際
し
、
作
曲
家
か

ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
獨
語
歌
詞
繹
|
~

皿

文
（
古
謡
集
「
子
供
の
魔
の
角
笛
」
よ
り
）

「
順
證
の
あ
は
れ
な
女
よ
、
こ
の
像
の
ほ
と
り
に
立
寄
つ
て

つ
か
れ
た
足
を
休
め
ま
せ
ん
か
、
も
し
も
お
前
が
善
い
人
な
ら
ば

や
さ
し
い
母
の
マ
リ
ア
は
こ
A

に
、
静
か
に
立
つ
て
待
っ
て
ゐ
ま
す
」

マ
リ
ア
と
舟
人
（
ラ
イ
ン
の
古
謡
）

ー
．
碑

：
憩

）

ー

ア
ル
ト
獨
唱
・
絃
楽
合
奏
附

「
マ
リ
ア
古
諏
」
三
曲
（
初
演
）

ー

（

休

・ア
ル
ミ
ン
・
ク
ナ
ッ
。
フ

（
一
八
八
―
|

、一
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IV 

唱）

マ
リ
ア
は
み
寺
に
行
か
う
と
し
て
、
深
い
湖
の
ほ
と
り
に
出
た
。

そ
こ
に
若
い
船
頭
が
立
つ
て
ゐ
た
。

「お
A

船
頭
さ
ん
、
わ
た
し
を
舟
で
送
る
な
ら
、
何
ん
で
も
す
き
な
も
の
を
あ
げ

ま
せ
う
」

「
も
し
も
わ
た
し
の
妻
と
な
る
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
舟
で
送
り
ま
せ
う
」

「
あ
な
た
の
妻
と
な
る
よ
り
は
、
わ
た
し
は
泳
い
で
渡
り
ま
せ
う
」

既
に
泳
い
で
来
た
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
鐘
が
な
り
出
し
て
、

マ
リ
ア
は
磯
に
ひ
ざ
ま
づ
く
。
舟
人
の
心
は
は
り
裂
け
た
。

鳥
（
古
謡
集
「
子
供
の
魔
の
角
笛
」
よ
り
）

3
．
渡

ぉ
A

何
ん
と
美
し
い
潔
ら
か
な
足
ど
り
で
、

マ
リ
ア
は
小
さ
な
お
靴
で
あ
ち
ら
へ
と
、

何
に
か
お
考
へ
に
な
り
な
が
ら
、
な
ぜ
お
急
ぎ
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
？

「
お
き
A

な
さ
い
善
い
女
よ
、
純
潔
な
こ
の
身
と
心
と
に
、

永
遠
の
言
葉
（
ク
リ
ス
ト
）
を
も
つ
て
ゐ
ま
す
。
わ
た
し
を
苦
し
め
ず
助
け
な
さ

、。＞
 
渡
鳥
の
翼
の
そ
の
や
う
に
、
絶
え
ず
ひ
そ
か
に
た
ゞ
ひ
と
り
、

紳
の
御
子
を
わ
た
く
し
が
、
お
は
こ
び
申
し
て
ゐ
ま
す
の
で
す
。
」

ア
ル
ト
獨
唱
・
男
盤
合
唱
・
管
絃
楽

「
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
」
作
品
五
三
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

管
絃
楽
附
ア
ル
ト
獨
唱
・
男
槃
合
唱
の
こ
の
曲
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
傑
作
の
一
っ
で
あ

る
。
歌
詞
は
ゲ
ー
テ
の
「
ハ
ル
ツ
の
旅
」
の
一
部
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
の
夏
ボ
ー
ン

の
町
で
ゲ
ー
テ
と
同
時
代
の
作
曲
家
ラ
イ
ヒ
ア
ル
ト
の
歌
曲
集
に
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
と
し

て
、
こ
の
歌
詞
が
作
曲
さ
れ
て
あ
る
の
を
見
出
し
た
。
こ
の
同
じ
歌
詞
に
ブ
ラ
ー
ム
ス

は
作
曲
し
て
、
イ
エ
ナ
で
一
八
七

0
年
に
初
演
し
、
有
名
な
ヴ
ィ
ア
ル
ド
ー
・
ガ
ル
チ

ア
が
獨
唱
し
た
と
云
ふ
。
こ
の
曲
の
楽
想
は
沈
静
な
澁
味
で
あ
り
、
荒
涼
た
る
感
じ
を

輿
へ
る
。

（獨

り

（
一
八
三
三
ー
九
七
）

長

治輝雄

大

岡

運

英

輻

井

巖

岡

見

温

彦

桂

平

太

西

川

満

枝

松

田

十

蔵

松

浦

き

み

よ

離
れ
て
彼
方
へ
行
く
も
の
は
誰
か
？
草
叢
の
そ
の
足
跡
は
絶
え

荒
野
に
草
木
は
馘
れ
る
。
バ
ル
ザ
ム
の
香
に
毒
せ
ら
れ
、

愛
の
飲
み
も
の
に
人
生
の
、
に
が
み
を
味
へ
る
も
の
は
、

誰
か
そ
の
苦
悩
を
癒
さ
れ
ん
！

あ
な
ど
ら
れ
し
も
の
、
あ
ざ
笑
ふ
も
の
と
な
り
、

ひ
そ
か
に
も
か
ひ
な
き
わ
れ
に
生
き
ん
と
す
。
（
反
覆
）

（
獨
唱
合
唱
）

手
琴
に
ひ
ゞ
く
そ
の
調
べ
に
、
お
A

愛
の
父
よ
、
な
が
心
浮
き
た
A

せ、

雲
れ
る
ま
な
ざ
し
み
ひ
ら
き
て
、
荒
野
に
索
め
る
無
限
の
泉
を
み
よ
！

＞
．
交
響
曲
第
ニ
・
ニ
長
調
・
作
品
三
六
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ア
ダ
ー
ヂ
オ
・
モ
ル
ト
ー
ア
ル
レ
グ
ロ
・
コ
ン
ブ
リ
オ

ラ
ル
和
〗
ッ
ト

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ア
ル
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト

此
交
響
曲
は
一
八

0
二
年
の
作
、
全
楽
章
を
通
じ
て
快
活
新
鮮
、
若
さ
の
輝
き
を
見

せ
て
ゐ
る
。
第
一
交
響
曲
よ
り
は
更
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
獨
自
性
が
表
現
さ
れ
て
ゐ

る
。
即
ち
序
奏
部
（
ア
ダ
ー
ヂ
オ
）
の
長
い
事
と
藝
術
味
の
豊
富
さ
、
第
一
楽
章
の
猿

展
部
及
コ
ー
ダ
ー
の
獨
特
な
手
法
、
第
二
楽
章
の
美
し
い
無
限
の
歌
調
、
第
三
楽
章
の

純
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
藝
術
的
獨
創
性
の
確
立
、
第
四
楽
章
の
す
ば
ら
し
い
楽
想
の
展
開
等

無
敷
に
此
交
響
曲
の
よ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

學

校

乗

杉

嘉

壽

ヘ
ル
ム
ー
ト
・

フ
エ
ル
メ
ル

指

揮

者

海

軍

々

榮

隊

榮

長

内

藤

清

五

閥
係
管
絃
楽
部
員

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

井

上

武

林

良
栗

原

大
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セ

ロ

ヴ

ィ

オ

ラ

第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

小平杉梅喜松伊平北榎増岡藤朴近消荒山岩小水渡小田多兎清田細

澤井田谷田村藤井川本田田田 野木内本谷口邊宮村 束田中谷

庸長尚敏藤 山久富

保夏興遷重純保二四一次鰹 保幹妙政芳幸暁 五 龍金貴正

弘三子次吉利三喜郎郎郎郎秋鐘泉子枝子蔵朗麿雄繁郎興夫吾子秋

ボ

ザ

ウ

ネ

フ

リ

ュ

ー

ト

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

フ

ア

ゴ

ッ

ト

ト

ラ

ン

ペ

ー

ト

ホ オ

Jレ

ボ

ン

コ

ン

ト

ラ

バ

ス

酒

井

悌

沖

不

可

止

盛

口

悦

知

安

部

幸

明

黒

梵

亘

細

井

琢

磨

赤

松

稔

深

海

善

次

城

多

又

兵

衛

今

村

清

一

（

海

）

塚

本

高

(

”

)

小

原

政

治

山

口

正

男

揺

家

軍

平

鈴

木

正

三

中

津

井

質

山

本

カ

中

藪

皓

應

北

爪

利

世

片

山

頴

太

郎

金

子

登

永

田

睛

大

石

昇

（

海

）

尾

形

良

治

(

”

)

簗

田

甚

市

井

上

直

二

中

山

富

士

雄

山

本

正

人

（

海

）

小

田

切

芳

雄

演

奏

主

任

（
海
）
洞

テ

イ

ン

パ

，

1-

西

JI[ 口

潤賢

敦

授
敦
務
鴫
託

野

村

光

ー

解

説

及

繹

詞

上
野
の
新
任
外
人
敦
師
紹
介
演
奏
會

今

度

の

上

野

昔

楽

學

校

演

奏

會

は

、

新

任

外

人

敦

師

二

人

の

披

露

と

し

て

期

待

さ

れ

た

が

失

望

に

終

っ

た

。

シ

ュ

ウ

イ

ー

ガ

ー

氏

の

後

任

指

揮

者

フ

エ

ル

メ

ル

氏

は

末

だ

鰹

験

が

淡

い

や

う

だ

。

勿

論

、

音

楽

的

感

性

に

訣

け

て

は

ゐ

な

い

が

、

し

か

し

、

経

験

の

未

熟

さ

は

、

氏

が

管

絃

園

に

働

き

掛

け

れ

ば

掛

け

る

程

そ

の

統

率

に

手

抜

か

り

を

起

さ

せ

、

楽

曲

に

置

摯

で

あ

れ

ば

あ

る

ほ

ど

そ

の

本

筋

を

見

失

は

せ

る

結

果

に

な

っ

た
。結

局

、

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

第

二

交

響

曲

に

お

け

る

問

題

は

要

領

で

あ

る

。

海

軍

か

ら

の

援

助

を

断

つ

て

、

一

本

立

ち

と

な

っ

た

管

絃

園

も

未

だ

若

い

。

し

か

し

漸

次

に

正

し

く

基

礎

つ

け

ら

れ

て

来

た

こ

と

は

看

過

出

来

な

い

。

〔

マ

マ

〕

新

任

槃

楽

敦

師

ヘ

ッ

セ

ル

ト

女

史

は

疲

槃

と

昔

程

が

健

質

だ

が

、

槃

質

は

柔

軟

性

に

乏

し

く

、

ま

た

、

ア

ル

ト

の

昔

色

に

も

鋏

け

て

ゐ

る

。

ブ

ラ

ー

ム

ス

の

「

ア

ル

ト

・

ラ

。

フ

ソ

デ

イ

」

の

獨

唱

は

情

味

に

涸

渇

し

た

も

の

だ

っ

た

。

ど

う

も

純

ド

イ

ツ

人

の

演

奏

は

、

一

般

に

リ

リ

シ

ズ

ム

に

不

足

す

る

と

こ

ろ

が

あ

る

。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
三
年
七
月
一
日
）

昭
和
十
三
年
七
月
六
日
日
本
劇
場
音
楽
実
演
並
解
説

日
本
劇
場
音
楽
賓
演
並
解
説
（
昭
和
十
三
年
七
月
六
日
）

解

説

敦

授

杉

本

金

太

郎

（
稀
音
家
六
四
郎
）

吉

住

小

三

郎

杵

家

安

彦

（
杵
屋
六
左
衛
門
）

〔原
資
料
横
組
〕

遠

藤

宏
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太

―

―

-

、

琴

唄

の

幕

明

き

（

二

上

り

）

三

味

線

四

、

社

殿

の

合

方

笛

、

大

拍

子

、

三

味

線

五

、

大

太

鼓

打

形

種

々

（

山

お

ろ

し

、

雨

音

、

浪

音

、

水

音

、

ド

ロ

／

＼

）

六

、

忍

び

三

重

三

味

線

、

ど

ら

七

、

竹

笛

入

合

方

笛

、

三

味

線

八

、

世

話

だ

ん

ま

り

三

味

線

、

桶

胴

、

太

鼓

九

、

騨

路

「

箱

根

八

里

」

三

味

線

唄

入

+

、

木

魚

合

方

入

木

魚

、

三

味

線

（

古

び

た

破

れ

寺

の

場

）

早

木

魚

台

方

入

十

一

、

修

羅

囃

子

小

鼓

、

大

鼓

、

三

味

線

十

二

、

セ

リ

上

り

合

方

大

太

鼓

、

楽

太

鼓

、

釣

鐘

大

拍

子

、

木

魚

、

ど

ら

（

立

派

な

る

寺

の

棲

門

な

ど

の

迫

上

り

の

場

）

キ

ン

、

双

盤

等

、

三

味

線

―

-

、

着

．
 

ヽ
學

大

及

唄

鼓

校

長

挨

拶

演

奏

番

組

番

太

鼓

（

芝

居

開

演

前

）

嘗

（

座

頭

入

座

の

知

ら

せ

）

大

太

唄

同

石

村

義

（

吉

住

小

三

八

）

打笛

楽

器

同

月

吉

同

味

線

敦

務

嘱

託

味

線

同

鼓

鈴

木

利

治

（

稀

音

家

四

郎

吉

）

杉

本

茂

一

（

稀

音

家

三

郎

助

）

望

月

長

之

助

望

郎

他

小

冶

杵
屋
勝
五
郎
曲

鍛

四

、

長

唄

岡

砧

岡

康

小

三

郎

曲 康

―

-

、

等

曲

山

田

流

皇

勝

乗

杉

嘉

壽

詞

吉

住

小

―

―

一

郎

曲

稀
音
家
六
四
郎

軍

必

二

、

長

唄

八

島

十

三

、

打

シ

大

太

．

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
三
年
至
昭
和
十
四
年
、
―
ニ
ー
頁
）

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
三
年
至
昭
和
十
四
年
、
一

0
九
頁
）

昭

和

十

三

年

七

月

十

五

日

海

軍

戦

傷

病

将

士

並

海

兵

団

将

士

慰

問

演

奏

会

午

後

一

時

於

横

須

賀

海

軍

病

院

同

三

時

於

横

須

賀

海

兵

園

―

音

楽

堂

昭

和

十

三

年

七

月

十

五

日

（

金

）

一

、

能

楽

観

世

流

仕

舞

演

奏

曲

目

海
軍
戦
傷
病
将
士
並

海
兵
園
勝
士
慰
問

昭

和

十

三

年

七

月

十

四

日

〔
曲
目
等
不
明
〕

出

生

徒

五

名

敦

授

中

能

島

欣

外

蒙

彊

教

育

視

察

団

歓

迎

演

奏

会

名

生

徒

二

十

五

名

生

徒

四

名

鼓
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越

後

獅

子

敦敦

授授

輝

砕

言

疇

補

導

生

徒

長

唄

；

つ

て

や

鼓

（

麟

輝

麟

揺

）

敦

授

宮

城

道

雄

外

生

徒

等

曲

生

田

流

船

辮

慶

敦

授

観

世

清

久

外

職

員

能

榮

観

世

流

舞

囃

子

昭
和
十
三
年
九
月
二
十
七
日

昭
和
十
三
年
九
月
二
十
七
日
（
火
曜
日
）

於
本
校
奏
楽
堂

謬

竺

訂

歓

迎

演

奏

曲

目

菌

歌

『

君

が

越

獅

九
代
目
杵
屋
六
左
術
門
曲

後

子

囃
子
付

五
、
等
曲
生
田
流

生
徒
二
十
五
名

〔手
書
き
〕

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
歓
迎
演
奏
会

東
京
昔
楽
學
校

六

、

長

唄

内
閣
情
報
部
撰

宮
城
道
雄
編
曲

島

崎

藤

村

詞

宮

城

道

雄

曲

ろ

、

愛

國

行

進

曲

代』

吹管合

奏絃

楽楽唱

指

揮

敦

授

澤

崎

定

之

指
揮

助

教

授

木

下

保

内
閣
情
報
部
選
＿

愛

國

行

進

曲

（

橋

本

國

彦

編

曲

指

揮

教

授

澤

崎

定

之

ヒ
ッ
ト
ラ
ー

合

唱

・

無

伴

奏

獨

唱

・

合

唱

・

管

絃

榮

ミ

サ

曲

・

ハ

長

調

（

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
）

〔

マ

マ

〕

キ
リ
ー
・
エ
レ
イ
ゾ
ン

グ
ロ
リ
ア

K
o
n
z
e
rt
 

z
u
 E
h
r
e
n
 d
e
r
 
Hi
t
l

er,J
u
g
e
n
d
 

d
e
n
 2
7
.
 S
ep
t
e
m
b
e
r
 1
9
3
8
 

n
a
c
h
mi
t
t

a
g
s
 u
m
 3
 
U
h
r
 

I
m
 S
a
a
l
e
 d
e
r
 St
a
at
l
.
 

M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

D
i

e
 St
a
at
l
i

c
h
e
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

土
井
晩
翠
作
詞
）

ユ
ー
ゲ
ン
ト
歓
迎
の
歌
（
東
京
音
榮
學
校
作
曲

指

揮

教

授

澤

崎

定

之

い

、

う

て

や

鼓

敦

授

宮

城

道

雄

外
職
員
生
徒
十
九
名

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒
管
絃
楽
園

東
京

一音

楽

學

校

生

徒

吹

奏

楽

園

ナ

チ

ス

黛

の

獨

逸

國

齊

唱

・

合

唱

・

吹

奏

榮

伴

奏

歌歌

515 第2章 昭和13年～27年(1938~1952)



PROGRAMM 

1. No-Spiel : Prof. 

"Huna Benkei" 

2. Koto-Musik: Prof. 

Kanze-Sakon 
u.a. 

Miyagi-Mi tio 
u.a. 

"Ute ya Tuzumi" 
Komponiert von Prof. Miyagi-Mitio 

3. Naga-Uta-Musik: Schiller u. Schillerinnen 

"Etigo Jisi" Leitung: Prof. Yosizumi-Kosaburo 

Prof. Kineya-Rokusiro 

Deutschland, Deutschland 

Die F ahne hoch ! 
"Willkommen ! Willkommen ! Hitler-Jugend" 

Komponiert in der Staatl. Musikakademie 

"Aikoku Kosinkyoku" 

Vaterlandischer Marsch a cappella Chor 
Bearb. von Prof. Qunihico Hasimoto 

— Pause 
tiber alles. 

Soli, Chor und Orchester : 
Kyrie eleison-Gloria. 
aus der Messe, C-dur……Beethoven 

"Kimigayo" 

Chor, Schtiler-Orchester und Blasorchester 
der Staatl. Musikakademie zu Tokio 
Leitung: Prof. Sadayuki Sawasaki 

Prof. Tamotu Kinosita 

Willkommensgruss vom Direktor. 

Meine liebe Hitler-J ugend, ich muss Ihnen zuerst meine 

grosse Freude aussprechen, class die Freundschaft zwischen der 
in Vaterlandsliebe brennenden japanischen und der deutschen 
Jugend so stark gefordert wurde, dadurch class wir Sie als junge 
Volkssendboten aus dem mit uns eng verblindeten Deutschland 
in Japan begrlissen konnen. 
Es war vor 60 Jahren, class unsere Akademie gegrtindet 
wurde. Damals stand unser Japan der grossen Aufgabe gegen-
uber,ein neues Erziehungswesen aufzubauen. Auch in der 
Musikerzieh ung flihrten wir die Organisation und das System 
europaischer Lander ein, um eine neue Unterrichtsorganisation 
zu schaffen; besonders war es das grosse Ideal bei der Grtin-
dung unserer Akademie, eine grosse Neu-Nationalmusik 
hervorzubringen. Und seitdem haben wir Jahrzehnte eifrig diesem 
Ziele entgegengestrebt. Wir haben jetzt 200 Lehrer, 2200 Schiller 
und Schtilerinnen und 500 Kinder unserer Kindermusikschule. 
Wahrend der ganzen Zeit waren auch viele europ恥ischeMusiker 
als Lehrer an unserer Akademie t且tig,die meist Deutsche waren. 
Wir mlissen daflir dankbar sein, class nicht wenige dieser 
Deutschen uns gute Lehrer mit grossen F且higkeitenwaren, deren 
Taten wir uns immer wieder erinnern. Auch studierten unsere 
Musiker, die als Abiturienten unserer Akademie, Prof essoren an 
unserer Akademie oder berlihmte Musiker in der japanischen 
musikalischen Welt jetzt t且tigsind, fast ohne Ausnahme einst 
in Deutschland. Daran zurlickdenkend kann man sagen, class 
der grosse Geist der Freundschaft zwischen Deutschland und 
Japan schon seit 60 Jahren <lurch die schone Musik zwischen 
uns zwei Volkern ineinander stromte und pulsierte. 
Es freut uns, Professoren und Schiller, alle sehr, class Sie 
trotz Ihrer Inanspruchnahme unsere Akademie besucht haben. 
Wir stellen Ihnen jetzt in dieser kurzen Zeit einige Aufftihrungen 
der ja panischen Musik, unserer eigenen, und der europaischen 
Musik vor, die neu von Europa, besonders von Ihrem Lande, 
nach Japan gebracht wurde. 
Schliesslich spreche ich, 
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herzliche Hoffnung aus, class die freundschaftlichen Bindungen 
unserer beiden L且nderimmer enger werden, und class dadurch 
ewiger Frieden in der Welt herbeigefi.ihrt werden moge. 

壬／三
Direktor d. Staatlichen 
Musikakademie zu Tokio. 

Erlauterungen zur japanischen Musik. 

I. No-Spiel. 
No-Spiel ist das ungefahr im 15ten Jahrhundert im Samurai-
Stand vollendete, klassische Schauspiel, von dem es 200 Sti.icke 
gibt, deren Darstellungskunst stilgemass bewahrt wird und deren 
Aufbau dem griechischen Drama sehr ahnlich ist. 
No-Spiel hat in der Regel eine Hauptrolle (au£ jap. "Site"), 
eine Nebenrolle (auf jap. "Waki") und eventuell noch einige klei-
nere Rollen. Ausserdem wirkt ein Chor (auf jap. "Ziutai") mit. 
Die Begleitungsinstrumente sind nur kleine Handtrommel 
(Tuzumi), grosse Handtrommel und Bambusfl如te.
Die Musik ist mehr rezitativisch als melodisch. 
Fs bringt den religios gebildeten samuraischen (ritterlichen) 
Gedanken zum Ausdruck und sein Stil ist klassisch und die 
Stimmung ist ernst und pathetisch. 
Wenn ein Fragment von No-Spiel ohne Kosti.ime gespielt wird, 
nennt man es "Simai". Heute wird "Simai" aus "Huna Benkei" 
gespielt, <lessen Handlung folgende ist. 
Im Mittelalter befahrt Samurai (Ritter) Yositune, der sich 
seinem altesten Bruder, Syogun (eine Art Statthalter, der die 
Regierungsgewalt i.iber das ganze Land im Namen des Kaisers 
ausi.ibte) Yoritomo verfeindet hatte, das Meer, um von der 
Hauptstadt nach den westlichen Provinzen zu entfliehen. 

Dann erscheinen die Samurai-geister von dem "Heike" 
Geschlecht, welche Y ositune einst auf den Befehl seines Bruders 
zugrunde richtete, und der tapferste Geist von Samurai Tomomori 
bedr註ngt,sein langes Schwert schwingend, Y ositune. 
Aber <lurch das Gebet von Benkei, der einer der Untertanen 
von Yositune ist, und friiher ein buddistischer Priester war, 
verschwinden die Geister, ohne ihnen Schaden getan zu haben. 

IL Koto-Musik. 
Koto ist ein Saiteninstrument, welches ungef且hrim 10. Jahr-
hundert vom asiatischen Kontinent hierher gebracht wurde, 
und 13 Saiten hat, und es wird fur Ensamble, flir Solo und fur 
Liederbegleitung gebraucht. 
Am Anfang der modernen Zeit ist eine neue Solomusik flir 
dieses Instrument entstanden, welches schon ein wenig seine 
Form ge且nderthat, und es ist ublich geworden, auch moderne 
Kunstlieder zu begleiten, und beim Samurai-und Burgerstand ist 
dieses Instrument sehr beliebt. 
Bis jetzt entwickelte sich die T echnik 
in den letzten 300 Jahren immer weiter, 
wurden daflir komponiert. 
Das heute zu spielende Stuck heisst "Ute ya Tuzumi" (d. 
h. "Schlag Handtrommel !" oder "Im Fruhling"), dessen Text 
von dem in der Gegenwart beruhmten Dichter, Simazaki-Toson 
ist, und die Musik ist vom Professor Miyagi-Mitio, der die 
heutige Auff uhrung leitet. 

III. Naga-Uta. 
Naga-Uta ist die Buhnenmusik flir das in der modernen Zeit 
in den burgerlichen Schichten entwickelte Drama (sogenannt 
"Kabuki"), und T且nzevon Schauspielern. 
In der modernen Zeit wird sie, getrennt vom Theater, auch 

als Konzertmusik gespielt. Der Text ist mehr lyrisch als drama-
tisch und das Hauptinstrument ist Syamisen (Instrument von 3 
Saiten) und ausserdem werden die zum NかSpielverwendeten 
Begleitungsinstrumente gelegentlich hinzugenommen, d. h. kleine 

dieses lnstrumentes 
und viele neue Stucke 
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ラ
ン
デ
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ル
グ
協
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曲
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第
三
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ト
長
調
…
…
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バ
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．
ピ
ア
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獨
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・
管
絃
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伴
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協
奏
曲
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ニ
短
調
・
（
ケ
ッ
ヘ
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四
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レ
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マ
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ロ
ン
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ツ
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の
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憩
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．
バ
リ
ト
ン
獨
唱
・
管
絃
楽
伴
奏

ツ

.Iヽ

東
京
一
音
楽
學
校

作

ー
．
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昔
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昭
和
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―
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十
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九
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八
十
五
回
定
期
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昭
和
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三
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土
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日
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午
後
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＋
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曲

目

並

解

説

ー
．
絃
楽
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
・
第
三
・
ト
長
調
…
バ

バ
ッ
ハ
が
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
（
一
七

0
八
ー
一
七
年
）
に
一
音
楽
の
保
護
者
で
あ
っ
た

C
h
ri
st
i

a
n
 L
u
d
wi
g

 

v
o
n
 B
r
a
n
d
e
n
b
u
rg
 

~
 G
'
.
i
j
z
~
を
受
け
た
頃
、
彼
の
小
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
為
め
に
幾
つ
か
の
協
奏
曲
を
書
い
て
演
奏
し
た
。
次
の
時
代
即
ち
ケ
ー
テ

ン
公
に
奉
仕
し
て
ゐ
た
時
代
（
一
七
ニ
―
ー
ニ
三
年
）
に
そ
の
六
協
奏
曲
を
完
成
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
侯
に
献
呈
し
た
。
そ
の
第
三
が
即
ち
今
回
の
演
奏
曲
で
あ
る
。
剛

健
な
感
じ
の
二
楽
章
か
ら
な
る
愛
っ
た
形
式
の
も
の
で
、
績
け
て
演
奏
さ
れ
る
。
第
一

楽
章
は
二
分
の
二
拍
子
、
第
二
楽
章
は
八
分
の
十
二
拍
子
、
共
に
卜
長
調
の
ア
レ
グ
ロ

で
あ
る
。
こ
の
協
奏
曲
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
が
各
々
―
―
一
部
に
分

れ
、
そ
れ
に
バ
ス
と
チ
ェ
ム
バ
ロ
が
加
は
る
。
チ
ェ
ム
バ
ロ
は
ピ
ア
ノ
で
奏
さ
れ
る

が
、
指
揮
者
フ
エ
ル
マ
ー
が
新
し
く
書
き
加
へ
た
。

n

．
ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
伴
奏
•
…
…
…
…
·
·
獨
奏
高
折

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
・
ニ
短
調
・
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
四
六
六
）

ア
レ
グ
ロ
ー
ロ
マ
ン
ス
ー
ロ
ン
ド
（
。
フ
レ
ス
テ
ィ
シ
モ
）

一
七
六
四
年
四
月
初
め
て
ロ
ン
ド
ン
ヘ
行
っ
た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
、
バ
ッ
ハ
の
子
ヨ

ハ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
と
初
め
て
會
ひ
、
彼
か
ら
多
大
の
影
響
を
受
け
た
。

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
も
彼
の
様
式
に
な
ら
ひ
、
最
初
の
全
奏
部
で
主
要
主
題
、
副
主
題
の
提

示
を
な
し
、
親
奏
部
と
全
奏
部
と
の
麗
別
を
は
か
り
、
近
世
古
典
協
奏
曲
の
形
式
を
確

立
し
た
。
彼
の
作
曲
し
た
二
十
七
曲
の
協
奏
曲
中
、
短
調
の
も
の
は
甚
だ
少
敷
で
あ
っ

て
、
こ
の
曲
は
特
に
優
れ
た
晩
年
の
作
で
あ
る。

第
一
楽
章
ー
ニ
短
調
•
四
分
の
四
拍

宮
ツ

次
ハ
作
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子
、
全
奏
部
の
た
へ
ず
繰
り
か
へ
す
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
と
バ
ス
の
重
い
足
ど
り
に
封

し
て
獨
奏
部
は
美
し
く
歌
ふ
の
が
特
色
で
あ
る
。
形
式
は
ソ
ナ
タ
形
式
。
第
二
楽
章
ー

愛
口
長
調
・
四
分
の
四
拍
子
、
ロ
マ
ン
ス
の
形
式
で
あ
っ
て
、
獨
奏
部
と
全
奏
部
が
交

互
に
美
し
く
奏
さ
れ
る
ア
ン
ダ
ン
テ
の
歌
謡
形
式
で
あ
る
。
第
三
築
章
ー
ニ
短
調
・
ニ

分
の
二
拍
子
、
最
急
速
調
で
ロ
ン
ド
の
形
式
で
あ
る
。
因
に
カ
デ
ン
ツ
は
ラ
イ
ネ
ッ
ケ

の
作
で
あ
る
。

rn．
バ

リ

ト

ン

獨

唱

ヽ

管

絃

楽

伴

奏

…

…

…

…

獨

唱

雄

ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
夫
人
の
五
歌
よ
り
…
…
…
…
；
…
；
・
ワ
ー
グ
ネ
ル
作

(

a

)

天
使
、
(

b

)

傷
心
、
(

C

)

夢

ワ
ー
グ
ネ
ル
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
亡
命
期
の
作
で
あ
る
。
富
商
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
夫
妻

は
常
時
ワ
ー
グ
ネ
ル
に
多
大
の
厚
意
を
よ
せ
た
人
で
あ
り
、
思
索
と
劇
詩
と
に
浚
頭
す

る
彼
の
よ
き
友
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
曲
「
天
使
」
と
「
傷
心
」
と
「
夢
」
と
は
一
八
五

七
年
十
二
月
の
作
曲
で
あ
り
、
他
の
二
曲
「
静
に
立
て
」
と
「
温
室
」
と
は
翌
年
の
作

で
あ
る
。
本
来
前
の
三
曲
が
連
作
の
形
式
を
と
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
尚
此
等
は

本
来
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
あ
る
が
、
輩
な
る
リ
ー
ド
で
は
な
く
、
詩
と
一
音
楽
の
融
合
一
致
の

表
現
を
理
想
と
し
て
楽
劇
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ソ
ル
デ
」
を
作
っ
て
ゐ
た
頃
の
同
じ
傾

向
の
作
で
あ
る
。

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
ウ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
詠
唱
…
ワ
ー
グ
ネ
ル
作

(

d

)

歌
合
戦
の
序
唱
「
見
廻
せ
ば
」
、

(

e

)

夕
星
の
歌

共
に
有
名
な
詠
唱
で
、
前
者
は
第
二
幕
ワ
ル
ト
ブ
ル
グ
城
内
歌
合
載
の
場
面
で
、
最

初
に
歌
は
れ
る
ウ
オ
ル
フ
ラ
ム
の
愛
の
讃
歌
で
あ
る
。
ハ
ー
。
フ
は
獨
唱
者
の
手
琴
を
あ

ら
は
す
。

「
夕
星
の
歌
」
は
第
三
幕
谷
間
の
場
で
、
夕
闇
迫
り
星
が
輝
き
出
す
頃
、
ウ
オ
ル
フ

ラ
ム
が
浮
い
夕
星
の
美
し
さ
を
歌
ひ
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
姫
の
光
明
の
為
め
に
祈
る
の
で

あ
る
。
rv．
交
響
曲
・
第
四
・
ホ
短
調
・
作
品
九
八
…
…
…
…
…
…

ー

休

憩
ー
ー
＇

伊

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

藤

武

者 長

太英巖輝治夫雄

岡

見

温

彦

西

川

満

枝

松

浦

き

み

よ

松

田

十

蔵

田

中

富

貴

子

細

谷

正

秋

伊

藤

光

清

田

金

吾

岡

田

次

郎

多

久

興
村

五

郎

田

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ボ

ア
ン
ダ
ン
テ
・
モ
デ
ラ
ー
ト

ア
レ
グ
ロ
・
ヂ
ヨ
コ
ー
ゾ

ア
レ
グ
ロ
・
エ
ネ
ル
ヂ
コ
・
エ
・
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト

「
秋
の
大
自
然
の
表
現
、
静
寂
と
憂
愁
を
思
は
せ
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
な
楽
曲
で
あ
る
」

と
リ
ー
マ
ン
は
言
ふ
。
澁
み
の
あ
る
盛
き
ぬ
詩
情
に
溢
れ
た
傑
作
で
あ
ら
う
。
此
曲
は

一
八
八
五
年
完
成
し
、
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
と
ヴ
ィ
ー
ン
で
初
演
し
た
後
出
版
し
た
。

第
一
楽
章
ー
ホ
短
調
・
ニ
分
の
二
拍
子
、
序
奏
な
く
、
絃
で
最
初
に
長
い
主
要
主
題

を
奏
す
。
副
主
題
は
管
の
強
昔
で
奏
さ
れ
る
。
こ
の
二
主
題
を
主
要
な
も
の
と
し
た
自

由
な
ソ
ナ
タ
形
式
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
第
二
楽
章
ー
ホ
長
調
・
八
分
の
六
拍
子
、
最
初

の
ホ
ル
ン
の
主
要
主
題
を
基
礎
と
し
た
ロ
マ
ン
ス
の
形
式
で
あ
る
。
第
三
楽
章
ー
ス
ケ

ル
ツ
オ
の
形
式
で
あ
っ
て
、
ハ
長
調
•
四
分
の
二
拍
子
、
こ
の
楽
章
で
ピ
ッ
コ
ロ
、
コ

ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
ト
リ
ア
ン
ゲ
ル
が
参
加
す
る
。
第
四
楽
章
ー
ホ
短
調
・
四
分
の

三
拍
子
、
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
が
参
加
す
る
。
純
譜
に
は
書
い
て
な
い
が
、
パ
ッ
サ
カ
リ
ア

或
は
シ
ャ
コ
ン
ヌ
の
形
式
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
主
題
は
八
小
節
か
ら
な
り
、
輩
純
な

e
 fi
s
 g
 a
 ai
s
 h
 
H
 e
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
八
小
節
づ
A

の
三
十
二
愛
奏
曲
が
書
か
れ
、
そ
れ
に
大
き
な
コ
ー
ダ
が
つ
い
て
ゐ
る
。

學

校

乗

杉

嘉

壽

ヘ
ル
ム
ー
ト
・

フ
エ
ル
メ
ル

指

揮

海

軍

々

築

隊

榮

長

内

藤

清

五

閥
係
管
絃
楽
部
員

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
井
上
武

兎

束

龍

栗

原

大

林

良

輻

井

大

岡

運

桂

平

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
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一雄人二雄市治昇晴雄次登世應力 質 三平男男衛治高雄一衛次稔磨

ボ

ザ

ウ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

東
鬼
音
楽
學
校
演
奏
會

誤

れ

る

指

導

に

低

下

す

る

技

術

去
る
廿
九
日
東
京
音
楽
學
校
の
秋
の
演
奏
會
が
日
比
谷
公
會

堂
で
開
か
れ
た
。
こ
れ

に
は
先
般
上
海
戦
線
で
負
傷
し
た
同
校
敦
授
伊
藤
武
雄
が

ワ

ー

グ

ナ

ー

の

「

五

つ

の

詩
」
か
ら
の
三
曲
と
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
中
の
二
曲
を
歌
つ
て
各
方
面
の
注
目
を
惹
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
他
の
曲
目
に
は
高
折
宮
次
獨
奏
の

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
ニ

短
調
、
フ
エ
ル
マ
ー
の
指
揮
に
よ
る
バ
ッ
ハ
の
第
三
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
と
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
第
四
交
響
曲
で
あ
る
。
伊
藤
武
雄
は
相
常
期
間
の
空
隙
に
も
拘
ら
ず
殆
ど

技
術
の
低
下
を
示
さ
ず
に
、
部
分
的
に
向
上
の
跡
さ
へ
も
窺
へ
る
の
は
ま
こ
と
に
喜
ば

し
い
。
喉
が
引
緊
ら
ず
無
定
形
の
纏
ま
り
な
さ
に
陥
る
傾
向
が
幾
分
改
善
さ
れ
た
や
う

だ
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
は
そ
の
鉄
黙
が
未
だ
残
っ
て
ゐ
た
が
、
「
五
つ
の
詩
」
の
「
夢
」

は
立
派
な
歌
ひ
方
で
あ
っ
た
。

高
折
敦
授
の
獨
奏
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
熱
愛
し
た
と
い
は
れ
る
こ
の
人
間
的
情
感

の
濃
厚
な
協
奏
曲
を
甚
だ
風
格
の
小
さ
な
も
の
に
し
て
了
っ
た
。
昔
量
が
貧
弱
で
昔
強

の
度
合
も
不
足
し
て
を
り
技
術
的
に
何
等
卓
越
し
た
も
の
を
示
さ
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
四
で
は
睦
衆
は
聴
き
づ
ら
い
思
ひ
を
す
る
だ

け
で
あ
っ
た
。
殊
に
前
者
の
第
一
楽
章
と
後
者
の
終
楽
章
は
聴
衆
の
音
楽
的
感
性
を
愚

弄
し
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
だ
。
こ
れ
は
主
と
し
て
管
絃
楽
自
閥
の
宿
命
的
弱
さ
か
ら
来

て
ゐ
る
。
経
験
の
未
だ
淡
い
若
年
の
指
揮
者
が
こ
の
結
果
だ
け
か
ら
無
能
視
さ
れ
て
は

少
々
氣
の
毒
だ
し
、
彼
の
才
能
を
こ
の
管
絃
楽
の
上
で
判
定
す
る
事
は
誰
に
も
出
来
な

い
で
あ
ら
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
や
う
な
音
楽
會
は
東
京
―
音
楽
學
校
の

一
般
的
頭
曖
を
公
開
す
る
以

外
の
も
の
で
あ
り
得
ぬ
。

一
と
か
ど
の
技
術
的
誇
示
は
勿
論
の
こ
と
鶉
の
毛
ほ
ど
の
藝

術
的
抱
負
も
な
く
、

箪
に
寄
せ
集
め
の
時
間
ふ
さ
ぎ
は
音
楽
會
と
し
て
も
時
代
遅
れ
で

テ
イ
ン
パ
ー

ト

ウ

ノミ

西友

川利

洞明

ー 長

解

伊

達

純

説

遠

藤

宏
〔
原
資
料
横
組
〕
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生
田
流
等
曲

五

地

唄

四

季

の

眺

頭
長
g
[
『
畔
疇

邦

楽

科

生

徒

十

選

科

生

徒

十

六

名

長

唄

四

秋

色

種

名

山
田
流
等
曲

――

き

り

ぎ

り

す

中

能

島

敦

授

外

職

員

邦

楽

科

、

選

科

生

徒

―

―

十

名

観
世
流
謡
曲
連
吟

甲
、
紅

葉

狩

乙

、

小

鍛

冶

賓
生
流
謡
曲
連
吟

甲

、

枕

慈

童

乙
、
小
袖
曾
我

選
科
二
、
三
、
四
、
五
年
女
生
徒
十
二
名

選
科
二
、
三
、
四
、
五
年
男
生
徒
廿
四
名

選

科

一

、

二

年

女

生

徒

五

名

↓

、

二

年

男

生

徒

十

名

選

科

邦

目

あ

る

こ

と

を

申

し

添

へ

て

お

き

た

い

。

東

京

音

楽

學

校

は

乗

杉

校

長

の

誤

れ

る

指

導

に

よ

っ

て

そ

の

徳

性

に

お

い

て

も

技

術

に

お

い

て

も

既

に

楽

界

の

水

準

か

ら

逝

に

遅

れ

た

低

地

に

さ

迷

ひ

つ

A
あ

る

こ

と

を

、

こ

の

音

楽

會

が

明

瞭

過

ぎ

る

ほ

ど

明

瞭

に

物

語

っ

て

ゐ

る

。

（

山

根

銀

二

）

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
三
年
十
一
月
四
日
）

昭
和
＋
＝
一
年
十
一
月
十
二
日
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
三
年
十
一
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
麟
贔
”

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

楽

演

奏

曲

東
京
一
音
楽
學
校

昭
和
十
一
l

一
年
＋
＿
月
二
十
六
日
秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
こ
詑
疇
疇

會
場
本
校
奏
楽
堂

秋

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

長
九

楠

八
l

、
女
盤
三
部
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
選

い
、
ア
。
フ
シ
ー
ド
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
エ

高

野

辰

之

作

詞作
曲

吉
住
小
三
郎

稀
音
家
六
四
郎

の唄

薫

生
田
流
第
曲

イ

、

暁

の

海

葛
原
し
げ
る
作
詞

宮

城

道

雄

作

曲

ロ

、

漢

口

陥

落

を

祝

し

て

宮

城

道

雄

作

曲

長

唄

（

囃

子

付

）

七

時

雨

西

行 永

井

荷

風

作

詞

中
能
島
欣
一
作
曲

山
田
流
等
曲

六

行

＜
 
秋 |
ー
休

ッ

セ

ル

作

科

生

徒

科

生

徒

全

員

東
京
一
音
楽
學
校

邦

楽

科

、

選

宮

城

敦

授

外

職

員

邦

楽

科

、

選

科

生

徒

四

十

五

名

邦

楽

科

生

徒

十

名

中

能

島

敦

授

外

邦

楽

科

生

徒

五

名

憩

ー
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ェ
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．
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ル
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ピ

ア
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D
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e
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•
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(
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Sopran-Solo 
Begl. 

"Ah! Je veux vivre" Arietta von Juriette 
aus der Oper "Romeo et Juliette'’…………Gounod 

Kla vier-Solo M. Takahasi 
II. Klavier Prof. N. Fukui 

Konzert, a-moll, Op. 85.............................. Hummel 
I. Satz: Allegro moderato 

Bari ton-Solo 

A. Takahasi 
A. Masiko 

T. Mizutani 
Begl. T. Mizutani 

Allerseelen Op. 10 Nr. 8.............................. Strauss 
Morgen! Op. 27 Nr. 4.............................. 11 
Zueignung Op. 10 Nr. 1.............................. // 

Klavier-Solo M. Tanabe 
II. Klavier Prof. N. Fukui 

Konzert Nr. 3. c-moll, Op. 37........................ Beethoven 
I. Satz: Allegro con brio 

Violine-Solo 

Lied der Mignon, Op. 62 Nt. 4..................…Schubert 
Ganymed, Op. 19 Nr. 3.............................. // 

．． 
Klavier-Solo M. Imaizumi 

II. Klavier Prof. Sirota 
Konzert Nr. 5. Es-dur, Op. 73........................ Beethoven 
I. Satz: Allegro 

Violine-Solo 

0. Umetani 
Begl. T. Mizutani 

Romanze, F-dur, Op. 50.............................. Beethoven 

Klavier-Solo M. Sesimo 
Rhapsodie-Espagnole................................. Liszt 

Pause 

Orgel-Solo U. Kioka 
Fantaisie und Fuge, a-moll........................... Bach 

Klavier-Solo T. Morihana 
Rhapsodie, Es-dur, Op. 119 Nr. 4.................. Brahms 

Tenor-Solo K. Watanabe 
Begl. Prof. T. Kinosita 

An Silvia, Op. 106 Nr. 4.............................. Schubert 

A. Watanabe 
Beg!. J. Imai 

Konzert Nr. 11. G-dur, Op. 70........................ Spohr 
I. Satz: Allegro vivace 

Klavier-Solo 

8
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g
 

E. Sato 
II. Klavier Prof. Sirota 

Konzert Nr. 1. Es-dur................................. Liszt 
Allegro maestoso-Quasi Adagio-
Allegretto vivace-Allegro marziale animato 
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・
:
 ...... ,:．．．．．．．．．．．．．．．．．ケクリーク

近

藤

泉

伴

奏

田

中

立

江
…

・

・

タ

ル

テ

ィ

ー

ニ

伴

： ： 奏

； ：酒
ブシ川

ラユ

I I 
ムベ

スル軽
卜
六弘

ロ井
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aus der Oper "Simon Boccanegra"……Verdi 
Kla vier-Solo Y. Kanki 
Sona tine pour le piano........................... Ravel 

Sopran-Solo S. Isomura 
Begl. F. Tuzuki 

"Hore Israel, Hore Stimme" Op. 70……...Mendelssohn 
aus dem Oratorium "Elia~" 

Klavier-Solo T. Tutiya 
II. Klavier Z. Imai 

Konzert Nr. 2. B-dur, Op. 19...........…....... Beethoven 
I. Satz: Allegro con bri・o 

Violoncello-Duett I. Violoncello M. Akamatu 

II. Violoncello Prof. R. Dukson 
Suite fur 2 Violoncellos, Op. 16 ……•…… ..Popper 
Nr. 3 Scherzo quasi Presto 
Nr, 4 Largo espressivo 

Pause 

Klavier-Solo M. Osima 
II. Klavier Z. Imai 

Konzert, a-moll, Op. 54........................... Schumann 
I. Satz : Allegro aff etuoso 

Flote-Solo S. Suzuki 
Begl. Prof. M. Nukina 

Konzert Nr. 2. D-dur.............................. Mozart 
I. Satz : Allegro apperto 

Klavier-Solo 

Am Grabe Anselmos Op. 6, Nr. 3 ……… •..Schubert 
Wie hist du, meine Konigin, Op. 32, Nr. 9…Brahms 
Breit Uber meine Haupt Op. 19, Nr. 2………Strauss 
Violine-Solo S. Kondo 

Begl. T. Tanaka 
Senate, g-moll....................................... Tartini 
Quasi Andante 
Presto ma non troppo 
Largo, Allegro con moto 

Klavier-Solo K. Maruta 
II. Kla℃ier Prof. Sirota 

Konzen, a-moll, Op. 16........................... Grieg 
II. Satz : Adagio 
Ill. Satz: Allegro moderato molto e marcato 

苫
g

据
祀
訃
嵌
枷
俣
嶽
e

CI
沢

苦

器

N

撚

智品＋lll叶十II皿十や田 抵<+1く回似臣搭獣脩

苦品＋111記＋11匹十如エ（遭に）如畔鱈喜

停唸 工丑ぬ冬伽刹

1甘1Il縦悪悌至 IIIl

紙俣 1甘1Il継惑泌

S. Nomura 
Il. Klavier Prof. Sirota 

Konzert, cis-moll, Op. 30........................ Rimsky-Korsakow 
In I. Satz: Moderato-Andante mosso-Allegro 

Tenor-Solo H. Sakai 
Begl. K. Kawaguti 
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II
.
 S
o
li
,
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

R
eq
ui
e
m
,
 d'm
o
l
l
.
 (
K
.
'
V.
 6
2
6
)
…
…
…
•

→
:̀
→
・
；・t.
f9→
;
:
…•
•
M
9
z
~
r

t

に一→． 

O
r
c
h
e
st
e
r
 

S
y
mp
h
o
ni
e
,
 D'
d
u
r.
 
(

K

.
 -V
.
 

504)

………………………

•••Mozart 

(
o
h
n
e
 M
e
n
u
et
t
)
 

A
d
ag
i

o
|
A
l
l
eg
r
o
 

A
n
d
a
nt
e
 

F
i

n
a
l
e
 :
 Pr
e
st
o
 

合

P
r
o
g
r
a
m
m
 

_
(
P
a
u
s
e
)
|
 

管指

絃

唱楽揮

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

東

楽

學

校

生

徒

〔原
資
料
横
組
〕

京

昔

こ
の
交
響
曲
は
第
三
楽
章
M
e
n
u
e
t
t
が
無
く
、
三
楽
章
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
の
で

o
h
n
e
 M
e
n
u
e
t
t
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
無
し
」
の
標
語
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
而
も
晩
年
の
作

で
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

作
曲
年
代
ー
歌
劇
フ
イ
ガ
ロ
と
ド
ン
・
フ
ァ
ン
を
作
曲
し
て
ゐ
た
頃
の
作
で
、
一

七
八
六
年
十
二
月
に
ウ
ィ
ー
ン
で
完
成
し
て
、
初
演
は
翌
年
一
月
十
九
日
。
フ
ラ
ー
ハ
で

行
は
れ
た
。

形
式
と
内
容
|
|
第
一
楽
章
は
先
づ
ア
ダ
ー
ヂ
ォ
四
分
の
四
拍
子
の
堂
々
た
る
一
―
-
+

六
小
節
の
長
い
序
奏
部
に
始
ま
り
、
提
示
部
の
本
閥
に
入
っ
て
急
速
調
に
な
る
。
主
副

主
題
（
楽
譜
参
照
）
を
骨
子
と
し
て
、
通
常
の
ソ
ナ
タ
形
式
を
な
し
て
ゐ
る
。
第
二
楽

章
は
ア
ン
ダ

ン
テ
八
分
の
六
拍
子
・
ト
長
調
で
書
か
れ
、
美
し
い
歌
謡
調
旋
律
が
流
れ

曲

解

説

ー
．
交
響
曲
・
ニ
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
五

0
四
）

目

ヘ

ル

ム

ー

ト

・

フ

工

ル

マ

ソ
。
フ
ラ
ノ

ア

ル

ト

テ
ノ
ー
ル

ノゞ

ス

村木徳山

尾下末内

護義秀

郎保子子

1. 
R
eq
ui
e
m
 a
et
e
r
n
a
m
 (
I
nt
r
oi
t

u
s
)
 
et
 

K
y
ri
e
 elei
s
o
n
.
 

D
i

e
s
 i
r
a
e
:
 

2•D

ies 

i

r
a
e
|
3
.
 T
u
b
a
 m
i

r
u
m
|
4
.
 R
e
x
 t
r
e
m
e
n
d
a
e
 

5•Recordare

|6

. 

C
o
nf
u

t

at
i

s
|
7.
 L
a
c
ri
m
o
s
a
.
 

O
ff
ertori
u
m
:
 

8•Dom

ine 

J
 

e
s
u
 
C
h
ri
st
e
|!9
.
 H
o
st
i

a
s
 

1
0.
 S
a
n
ct
u
s
|
|
1
1
.
 
B
e
n
e
di
ct
u
s
 

1
2
.
 A
g
n
u
s
 D
ei
 

et
 

L
u
x
 a
et
e
r
n
a
 

H
i

d
e
k
o
 
Y
 am
a
n
o
ut
i
 

N
o
ri
k
o
 T
 o
k
u
s
u
e
 

T
 a
m
ot
u
 Ki
n
o
si
t

a
 

G
o
r
o
 M
u
r
a
o
 

C
h
o
r
 u
n
d
 

L
ei
t

u
ng
:

 

H
e
l
m
ut
 

F
e
l
l
m
e
r
 

O
r
c
h
e
st
e
r
 
d
e
r
 
St
a
at
l
i

c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

獨

唱

S
o
li
 

鎮
魂
曲
（
レ
ク
イ
エ
ム
）
、

永
遠
の
安
息
（
入
祭
誦
）
と
キ
ュ
リ
エ

怒
の
日
ー
怒
の
日
、
奇
し
き
剛
夙
の
主
日
、
恐
る
可
き
王
よ
、

思
ひ
出
さ
せ
給
へ
、
狼
狽
し
て
、
涙
な
が
ら
の
日
よ

奉
献
ー
主
な
る
イ
エ
ズ
よ
、
オ
ス
テ
イ
ア
ス

聖
な
る
哉
と
眠
せ
ら
れ
給
ヘ

紳
恙
誦
と
永
遠
の
光
明

S
op
r
a
n
 

A
lt
:

 

T
e
n
o
r
:
 

B
a
s
s
:
 

一
短
調
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
六
二
六
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲
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昭和13年12月17日演奏会解説の表紙「1850年頃の Mozartの墓」

（
主
題
・
楽
譜
参
照
）
し
か
し
形
式
は
ソ
ナ
タ
形
式
を
以
て
出
来
上
つ
て
ゐ
る
。
第
三

楽
章
即
終
楽
章
は
最
急
速
調
・
四
分
の
二
拍
子
・
ニ
長
調
に
戻
り
、
軽
快
に
し
て
而

も
氣
品
が
あ
る
。
形
式
は
ロ
ン
ド
風
を
思
は
せ
る
が
、
ソ
ナ
タ
形
式
を
整
備
し
て
ゐ

る。

II
．
鎮
魂
曲

（
レ
ク
イ
エ
ム
）

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

レ
ク
イ
エ
ム
は
通
常
鎮
魂
曲
と
繹
し
て
ゐ
る
が
、
死
者
の
第
め
の
弾
撒
、
追
躊
弾
撒

の
こ
と
で
あ
つ
て
、
死
者
の
震
魂
の
安
息

(
R
e
q
ui
e
m
)
を
祈
る
為
め
に
行
は
れ
る
天

主
敦
の
聖
祭
の
こ
と
で
あ
る
。
葬
儀
、
法
事
等
に
も
レ
ク
ィ
エ
ム
は
行
は
れ
る
。
こ
の

聖
祭
の
為
め
の
音
楽
が
鎮
魂
曲
で
あ
る
。

作
曲
に
就
い
て

l

こ
の
作
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
死
（
一
七
九
一
年
十
二
月
五
日
）
直

前
ま
で
作
曲
し
て
ゐ
た
の
で
、
未
完
成
の
ま
A

で
遺
さ
れ
た
。
こ
の
作
の
置
偽
に
就
い

て
は
種
々
の
論
議
が
あ
り
、
一
八
二

0
年
頃
ま
で
作
曲
に
開
す
る
事
情
が
明
か
に
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
丁
度
「
魔
笛
」
の
完
成
と
「
テ
ィ
ト
ゥ
ス
」
の
作
曲
に
多
忙
だ

っ

た
そ
の
年
の
七
月
頃
の
或
日
、
匿
名
の
男
が
レ
ク

イ
エ
ム
の
作
曲
を
依
頼
し
て
来
た
。

謝
金
も
二
百
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
置
い
て
行
っ
た
。
棠
時
貧
し
か

っ
た
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
は
こ

れ
が
作
曲
を
引
受
け
た
が
、
上
記
歌
劇
の
作
曲
に
多
忙
だ
っ
た
の
で
レ
ク
イ

エ
ム
の
作

曲
は
十
月
に
入
っ
て
か
ら
始
め
た
。

し
か
し
彼
の
心
身
は
共
に
衰
へ
、
「
こ
の
レ
ク
イ

エ
ム
は
自
分
の
為
め
に
書
い
て
ゐ
る
の
だ
。
自
分
の
感
じ
で
は
も
う
長
く
績
か
な
い
と

思
ふ
」
と
妻
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
に
言
っ
た
。
十
一
月
末
に
は
病
は
重
く
再
起
の
望
み
な

く
、
死
の
前
日
の
午
後
友
人
達
と
レ
ク

イ
エ
ム
の
試
奏
を
病
床
で
聞
い
た
。
自
分
も
ア

ル
ト
の
パ
ー
ト
を
歌
ひ
、
「
涙
な
が
ら
の
日
よ
、
L
a
cri
m
o
s
a
」
の
初
節
に
達
し
て
流
沸

し
て
譜
を
置
い
て
し
ま
っ
た
と
云
ふ
。
そ
の
夜
死
期
の
迫
っ
た
こ
と
を
語
り
、
弟
子

筈
s
s
m
e
y
e
r

に
未
完
成
の
レ
ク
イ
エ
ム
に
開
す
る
指
圏
を
輿
へ
た
と
近
親
の
遺
し
た

記
録
に
あ
る
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
未
亡
人
は
、
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル
に
取
り
あ
へ
ず
そ
の
完
成
を
托

し
ニ
ヶ
月
後
に
依
頼
者
に
手
渡
し
た
。
こ
の
依
頼
者
は

F
r
a
n
z
v
o
n
 W
a
l
s
e
g
g
伯
の

家
令
で
あ
っ
て
、
伯
は
大
家
の
作
曲
を
買
ひ
取
っ
て
は
自
作
と
し
て
自
邸
で
演
奏
し
て
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l
.
 

I
I
.
 

I
I
I
.
 

C
r
e
d
o
 

I
V
.
 S
a
n
ct
u
s
-
B
e
n
e
di
ct
u
s
 

V
.
 
A
g
n
u
s
 D
ei
 

A
g
n
u
s
 D
ei
ー

L
u
x
a
et
e
r
n
a
 

I
．
①
永
遠
の
安
息

R
eq
u
ie
m
a
e
te
r
n
a
を
輿
へ
給
へ
と
静
か
に
祈
る
の
が
こ
の

入
祭
誦
ア
ダ
ー
ヂ
オ
の
部
分
、
合
唱
で
あ
る
。
主
憐
み
給
へ

K
y
r
ie
ele
is
o
n
は
ア
レ

グ
ロ
で
、
合
唱
は
フ
ー
ゲ
の
形
で
歌
は
れ
る
。
（
以
下
楽
譜
参
照
の
こ
と
）

Il
．
セ
ク
エ
ン
ツ

D
ies
ir
a
e
は
⑫

I
mま
で
ゞ
あ
っ
て
、
レ
ク
イ
エ
ム
の
本
謄
を

な
す
も
の
で
あ
る
。
公
審
判
の
意
味
で
、
世
の
終
局
と
判
官
の
出
現
を
叙
し
こ
の
世
の

罪
人
が
神
の
裁
き
を
受
け
ん
と
す
る
情
景
を
描
き
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

侶
友
ト
ー
マ
ス
の
作
詞
で
あ
る
。
恐
怖
、
激
動
、
哀
願
の
宗
敦
感
情
を
表
現
し
、
作
曲

家
は
劇
的
表
現
を
な
し
易
い
。
⑫
怒
の
日

D
ies

ir
a
e
は
強
昔
四
部
合
唱
（
ア
レ
グ

ロ
）
で
公
審
判
の
開
始
を
歌
ふ
。
⑧
奇
し
き
ラ
ッ
パ
の
昔

T
u
b
a
m
ir
u
m
は
死
者
の

璽
を
呼
び
さ
ま
し
、
墓
か
ら
引
出
す
こ
と
を
告
げ
る
。
こ
の
楽
節
は
四
人
の
獨
唱
（
ア

通
常
ミ
サ

K
y
ri
e
 elei
s
o
n
 

G
l
o
ri
a
 

ゐ
た
。
所
が
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
未
亡
人
は
そ
の
後
、
原
稿
断
片
を
指
揮
者
J
o
se
p
h

E
y
b
l
e
r
に
托
し
た
が
少
々
編
曲
し
た
の
み
で
、
其
後
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル
が
完
成
し

て
、
公
に
演
奏
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
秘
密
は
暴
露
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
瞑
目
し
た
時
は
、
完
全
に
書
き
上
げ
て
あ
っ
た
の
は
、
第

一
番
の

R
e
q
u
ie
m

と

K
y
r
ie
ele
is
o
n

だ
け
で
、
第
二
番
か
ら
第
九
番
即

D
ies

ir
a
e
か
ら

H
o
s
tia
s
ま
で
は
馨
音
部
と
敷
字
付
低
昔
が
書
か
れ
、
所
々
に
前
奏
、
間

奏
等
楽
器
の
部
分
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
第
七
番
「
涙
な
が
ら
の
日

よ
」
は
最
初
の
八
小
節
の
み
が
作
曲
さ
れ
て
ゐ
る
。
尚
最
後
の
三
曲
即
ち

S
a
n
c
tu
s
,

B
e
n
e
d
ic
tu
s
,
 A
g
n
u
s
 D
e
i
は
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル
が
師
の
楽
想
に
従
ひ
、
師
の
作

曲
手
法
に
於
て
書
き
加
へ
た
の
で
あ
る
。

形
式
と
内
容
ー
ー
↓
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
レ
ク
イ
エ
ム
は

N
o
.
1
か
ら

N
o
.
1
2
ま
で
に

分
れ
て
ゐ
る
が
、
次
の
や
う
に
大
別
出
来
る
し
、
又
通
常
ミ
サ
と
形
式
を
比
較
し
て
置

＜
 

レ
ク
イ
エ
ム
（
死
者
の
為
め
の
ミ
サ
）

R
eq
ui
e
mー

K
y
ri
e

S
eq
 ue
n
z
 :
 Di
es i
r
a
e
 

〇茫
er
to
r
iu
m
:
D
o
m
in
e
 J
e
s
u
,
 H
o
s
tias 

S
a
n
ct
u
sー

B
e
n
e
di
ct
u
s

ン
ダ
ン
テ
）
で
あ
る
。

伯
恐
ろ
し
き
王
よ

R
e
x

tr
e
m
e
n
d
a
e

に
於
て
は
再
度
合
唱

（
グ
ラ
ー
ヴ
ェ
）
と
な
り
、
ク
リ
ス
ト
に
す
が
ら
う
と
し
て
、
救
ひ
給
へ
、
慈
悲
の
泉

よ
Sal':'a
m
e
,
 fon
s_
 pie
ta
ti
s
 !
と
歌
ふ
。
⑥
思
ひ
出
さ
せ
給

へ
R
e
c
o
r
d
a
r
e
は
ア

ン
ダ
ン
テ
の
四
重
唱
で
あ
り
、
こ
の
世
に
降
り
給
ひ
、
世
の
罪
を
一
身
に
贖
ひ
た
る
を

思
ひ
出
さ
せ
給
へ
と
歌
ふ
の
で
あ
る
。
⑥
狼
狽
し
て

C
o
n
fut
a
ti
s,
四
部
合
唱
（
ア
ン

ダ
ン
テ
）
で
、
煉
獄
に
投
ぜ
ら
れ
る
前
に
救
ひ
給
へ
と
祈
る
。
「
我
心
は
悔
恨
に
よ
り

灰
の
如
し
」
と
有
名
な
旬
を
歌
ふ
。
⑦
涙
な
が
ら
の
日
よ

L
a
c
r
im
o
s
a
,

こ
の
ラ
ル
ヂ

ェ
ッ
ト
の
合
唱
は
特
に
優
れ
た
作
で
あ
る
。
こ
の
楽
節
で
「
怒
の
日
」
を
終
る
。
最
後

に
永
遠
の
安
息
を
彼
に
輿
へ
給
へ
と
歌
ふ
°

'

,

.

I
I
I
．
奉
献
〇
庄
er
to
r
iu
m
は
⑧
主
主
ス
・
ク
リ
ス
ト

D
o
m
in
e
J

e
s
u

と
⑲
供
物

H
o
s
tias
と
か
ら
成
立
す
る
。
死
せ
る
凡
て
の
信
者
の
露
魂
を
地
獄
の
刑
罰
か
ら
救
ひ

給
へ
と
歌
ふ
。
こ
の
ア
ン
ダ
ン
テ
の
⑧
側
の
部
分
は
合
唱
と
獨
唱
と
か
ら
出
来
て
ゐ

る
。
合
唱
は
フ
ー
ゲ
を
巧
み
に
歌
ひ
込
ん
で
ゐ
る
。
奉
献
誦
の
歌
は
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
第
四
世
紀
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
命
に
よ
る
。

I
V
．
聖
な
る
哉

S
a
n
ctu
s
~
と
祝
せ
ら
れ
給
へ
B
e
n
e
di
c
t
u
s

6
か
ら
成
り
た
っ
。

紳
の
無
限
聖
を
讃
美
す
る
の
が
こ
の
聖
旬
で
あ
る
。
合
唱
と
重
唱
と
で
歌
は
れ
る
。

H
o
s
a
n
n
a
 in
 excels
is
 !
「
い
と
高
き
所
に
オ
ザ
ン
ナ
」
は
フ
ー
ゲ
で
歌
は
れ
る
。
オ

ザ
ン
ナ
と
は
「
我
等
を
救
ひ
給
へ
」
と
云
ふ
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
あ
る
。

＞
．
紳
恙
誦

A
g
n
u
s
D
e
i
と
永
遠
の
光
明

L
u
x
a
e
te
r
n
a
か
ら
成
立
ち
、
紳
聖

な
感
じ
で
充
満
し
て
ゐ
る
。
紳
の
恙
は
世
の
罪
を
除
く
の
で
あ
る
。
彼
等
に
永
遠
の
安

息
を
輿
へ
給
へ
と
合
唱
は
祈
る
。
最
後
の
楽
節
「
主
よ
永
遠
の
光
明
を
彼
等
の
上
に
照

し
給
へ
」

は
先
づ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
で
歌
は
れ
、
合
唱
が

こ
れ
に
績
い
て
「
永
遠
に
汝
の

衆
聖
と
共
に
彼
等
を
照
さ
ん
こ
と
を
」
と
祈
つ
て
曲
が
終
る
。

〔
歌
詞
省
略
〕
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第 海指學
一軍
ヴ々

：開塁揮校

ォ係架

リ管長者

ン畠

山岩小水渡小田多岡清伊細田松松西岡桂大揺林栗兎井部内へ乗

邊宮村 田田藤谷中田浦川見 岡井 原束上員藤フ］よ杉

幹妙政芳幸暁山五久次金 正： ＋ ：満温平運 良大龍武 清:i嘉

メ・

枝子蔵朗麿雄繁郎興郎吾光秋子蔵よ枝彦太英巖輝治夫雄 五ル壽

第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン 長

荒

木内本谷口

コ

ン

ト

ラ

バ

ス

セ

ロ

ヴ

ィ

オ

ラ

清

野

保

子

近

藤

泉

河

鰭

美

恵

子

朴

敏

鐘

藤

田

経

秋

増

田

尚

一

郎

榎

本

長

四

郎

北

川

庸

二

郎

平

井

保

喜

伊

藤

純

三

松

村

重

利

喜

田

遷

吉

梅

谷

興

次

杉

田

夏

子

長

澤

正

治

平

井

保

三

小

澤

弘

酒

井

悌

沖

不

可

止

盛

口

悦

知

安

部

幸

明

黒

蒻

亘

細

井

琢

磨

赤

松

稔

深

海

善

次

城

多

叉

兵

衛

今

村

清

一

川

崎

敏

雄

（

海

）

小

原

政

治

フ

リ

ュ

ー

ト

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

フ

ア

ゴ

ッ

ト

オ

上
野
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

◆

…

十

二

月

十

七

日

夜

、

日

比

谷

公

會

堂

、

東

京

音

楽

學

校

の

公

開

演

奏

會

は

近

頃

で

も

や

は

り

評

判

が

芳

ば

し

く

な

い

や

う

で

あ

る

。

管

絃

園

の

メ

ム

バ

ー

も

随

分

古

参

が

整

理

さ

れ

新

顔

が

加

は

つ

て

再

組

織

さ

れ

た

し

、

指

揮

者

も

前

任

の

シ

ュ

ウ

イ

ー

ガ

ー

氏

ほ

ど

で

は

な

い

が

、

少

く

と

も

。

フ

リ

ン

グ

ス

ハ

イ

ム

氏

と

は

比

較

に

な

ら

ぬ

、

若

い

管

絃

園

統

率

能

力

の

あ

る

フ

エ

ル

マ

ー

氏

が

代

っ

た

の

だ

か

ら

以

前

と

は

相

違

し

た

成

績

を

皐

げ

て

ゐ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

筈

で

あ

る

。

◆

…

果

然

、

今

度

の

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

の

「

鎮

魂

曲

」

は

従

来

の

杞

憂

を

打

破

す

る

演

奏

と

な

っ

た

。

こ

ん

な

こ

と

は

珍

し

い

。

私

自

身

音

楽

と

し

て

楽

し

め

る

演

奏

を

こ

A
の

演

奏

會

か

ら

聴

い

た

の

は

全

く

久

振

り

の

こ

と

で

あ

る

。

勿

論

今

般

の

好

成

績

の

大

部

分

は

博

統

的

に

優

秀

な

合

唱

園

と

こ

れ

も

ま

た

稀

に

揃

っ

た

山

内

、

徳

末

、

木

下

、

村

尾

四

氏

の

獨

唱

に

よ

る

と

こ

ろ

多

々

あ

っ

た

が

、

そ

れ

を

あ

れ

だ

け

確

賓

な

演

奏

に

纏

め

上

げ

た

フ

エ

ル

マ

ー

氏

の

指

揮

振

り

に

も

負

は

ね

ば

な

ら

ぬ

と

思

ふ

。

殊

に

、

氏

の

リ

ズ

ミ

ッ

ク

な

部

分

に

お

け

る

健

全

な

ア

ク

セ

ン

ト

は

、

多

少

ド

イ

ッ

風

の

訛

り

は

あ

る

が

快

い

も

の

で

あ

る

。

上

野

は

今

後

、

こ

の

若

い

、

正

直

な

指

揮

者

と

と

も

に

立

直

り

さ

う

な

氣

が

し

た

。

（

『

東

京

日

日

新

聞

』

昭

和

十

三

年

十

二

月

二

十

一

日

）

ボ

オ

ル

ガ

金北中

（

海

）

常

松

秀

衛

(
”
)
梶
谷
宗
之
助

ン

奥

田

耕

天
山

口

正

男

鈴

木

正

三

中

津

井

質

山

本

カ
藪

皓

應

爪

利

世

子

登

テ
イ
ン
パ
ー
ニ

解

説

並

謬

詞

ボ

ザ

ウ

ネ

ト

ラ

ン

ペ

ー

ト

ホ

Jレ

野

村

光

ン

中

次

永

田

睛

伊

藤

善

十

郎

中

山

富

士

雄

井

上

直

二

山

本

正

人

（

海

）

小

田

桐

芳

雄

（

＂

）

洞

口

賢

一

西

川

潤

一

遠

藤

宏〔
原
資
料
横
組
〕

田
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八

五

、

観

世

流

仕

舞

嶋 休

花

の

雲

三

世

山

勢

松

韻

作

曲

四

、

山

田

流

等

曲

胡新

杉吉半

言
郎郎水
作作蝶

曲詩

曲

三

、

長

唄

地

唄
新

娘

道

成

寺

二

、

生

田

流

等

曲

一

、

観

世

流

謡

曲

鉢

木
（
後
シ
テ
よ
り
）

曲

憩
目

” 等 ” ” ” 唄 II三／9等
絃

大

西

信

辮

中

島

泰

子

東

條

夏

子

絃

中

能

島

数

授

梶

菊

江

藤

江

多

恵

遠

山

美

津

子

味

線

横

山

芳

枝

原

澤

百

合

子

（
本
手
）

（
替
手
）

鈴

木

嘉

代

子

中

村

睦

子

塚

越

清

子

網

野

操

子

II地ワシ
キテ

＾^ 謡襲
清大浅服

水西見部

郁信重榮

三辮信次

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
一
日
学
友
会
第
一
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
一
日
（
第
三
士
曜
日
）
午
後
一
時
半
始

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

回

邦

楽

演

奏

會

於

本

校

奏

楽

堂

春

調

娘

七

種

學
友
會
邦
楽
演
奏
會
の
誕
生

昭

和

十

一

年

七

月

の

本

校

に

於

け

る

邦

楽

科

設

置

の

質

施

に

よ

り

現

在

一

回

の

卒

業

生

を

出

し

、

此

所

に

四

年

の

歳

月

を

経

た

。

昨

年

度

嘗

初

よ

り

第

一

期

生

の

間

に

學

友

會

邦

楽

演

奏

會

希

望

の

氣

運

起

り

し

も

種

々

困

難

事

あ

り

て

其

の

質

現

を

見

ず

。

昨

年

十

二

月

に

於

け

る

理

事

改

選

直

前

に

、

前

理

事

古

川

君

と

自

分

の

手

に

よ

っ

て

〔
マ
マ
ヽ

此

の

誕

生

を

見

た

の

で

あ

る

。

併

し

其

の

嘗

時

に

於

て

は

全

々

雲

を

掴

む

如

く

あ

っ

た

の

は

嘗

然

で

あ

り

其

の

質

現

は

危

い

物

で

あ

っ

た

。

と

は

云

へ

其

の

以

前

よ

り

諸

先

生

の

間

に

も

全

々

俎

上

の

物

と

な

ら

な

か

っ

た

。

話

で

は

な

か

っ

た

併

し

乍

ら

此

の

計

蓋

が

賓

現

し

た

今

日

一

筆

止

め

て

置

き

度

い

事

は

我

々

が

之

を

起

し

た

動

機

で

あ

る

。

0

0

 

一

、

我

々

邦

楽

科

生

徒

の

演

奏

會

は

別

に

無

く

、

唯

年

二

回

あ

る

邦

楽

選

科

定

期

演

奏

會

に

補

助

出

演

す

る

の

み

で

あ

っ

た

事

。

一

、

今

迄

の

演

奏

會

そ

の

物

が

非

常

に

大

衆

的

で

あ

り

場

受

の

す

る

曲

目

の

多

く

あ

っ

た

事

。

一

、

邦

楽

科

と

し

て

能

楽

、

等

曲

、

長

唄

三

科

が

纏

つ

て

は

ゐ

る

も

の

A
各

科

生

徒

は

御

互

ひ

を

理

解

す

る

事

無

く

徒

ら

に

我

田

引

水

の

夢

よ

り

覺

め

ざ

り

し

事

。

一

、

演

奏

そ

の

も

の

A
経

験

と

し

て

は

今

迄

或

る

固

定

の

人

材

の

み

用

ひ

ら

れ

た

為

一

般

に

そ

の

闘

験

に

乏

し

き

者

多

き

事

。

七

、

長

五古

曲

唄

段

砧

六

、

生

田

流

等

曲

笠

之

段

II II三唄

西

桓

勇

蔵

味

線

原

澤

百

合

子

橋

本

た

け

子

横

山

芳

枝

等
（
雲
井
調
子
）

（
平
調
子
）

” 

古松

川尾

太清

郎二

清

水

郁
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以
上
の
四
箇
條
は
我
々
が
日
頃
か
ら
痛
感
し
て
ゐ
る
所
で
又
此
の
時
機
を
選
ん
だ
の

は
邦
楽
科
生
徒
の
充
質
と
共
に
第
一
期
生
の
卒
業
前
に
第
一
回
演
奏
會
開
催
を
志
し
た

事
に
依
る
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
十
二
月
七
日
（
水
）
會
長
並
び
に
理
事
長
、
五
敦
授
承
認
を
以
つ
て
誕
生

し
、
之
よ
り
各
科
第
一
回
演
奏
會
の
曲
目
選
定
、
引
き
績
き
練
習
に
取
り
掛
り
明
け
て

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）
に
第
一
回
を
開
く
事
が
出
来
た
。

此
所
に
我
々
の
學
友
會
演
奏
會
に
封
す
る
趣
旨
を
述
べ
る
。

一
、
飽
迄
學
生
ら
し
く
箕
面
目
に
演
奏
す
る
事
。
之
は
云
ふ
迄
も
無
い
事
で
あ
る

が
、
併
し
肝
心
な
事
で
故
観
世
敦
授
、
吉
住
敦
授
の
御
言
葉
に
も
「
人
に
見
せ

る
、
聞
か
せ
る
と
云
ふ
の
で
な
く
人
の
前
で
自
己
の
藝
を
練
り
修
行
の
一
課
程

と
し
て
見
る
べ
き
が
至
嘗
で
あ
ら
う
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

一
、
演
奏
曲
目
、
演
奏
方
法
並
び
に
演
奏
態
度
は
純
本
格
的
に
為
す
事
。

一
、
目
的
は
観
客
に
な
く
正
し
く
敦
へ
ら
れ
た
通
り
を
狡
表
す
る
事
。

年
三
回
の
制
度
に
依
つ
て
五
月
二
十
七
日
（
日
）
に
第
二
回
を
十
月
二
十
八
日
（
土
）

に
第
三
回
を
無
事
に
開
催
出
来
た
事
は
、
會
長
を
始
め
諸
先
生
の
御
後
援
に
よ
り
し
事

は
勿
論
で
あ
る
が
、
我
々
邦
楽
科
生
徒
も
演
奏
は
も
と
よ
り
事
務
に
到
る
迄
、
各
員

揃
つ
て
良
く
働
い
て
く
れ
た
事
は
勝
来
に
も
影
響
し
て
良
い
結
果
を
得
る
事
と
信
ず

る。
凡
そ
新
創
の
事
業
は
一
直
線
に
無
難
に
進
行
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
或
は
蹟
き

或
は
悩
み
種
々
の
態
難
を
経
、
辛
苦
を
嘗
め
て
こ
そ
始
め
て
成
功
を
見
る
の
で
あ
る
。

将
来
の
人
達
の
為
に
言
っ
て
置
く
が
、
斯
る
事
業
を
な
す
に
は
第
一
に
志
操
の
堅
賓
゜

第
二
に
知
識
の
豊
富
。
第
三
に
勉
強
心
の
旺
盛
。
第
四
に
忍
耐
力
の
翠
固
で
あ
る
。
以

上
四
つ
の
要
件
を
具
備
し
将
来
此
の
邦
楽
演
奏
會
を
健
全
に
育
て
A

行
っ
て
ほ
し
い
と

思
ふ
。併
し
始
め
の
中
は
成
る
可
く
合
議
制
に
依
る
事
を
計
劃
し
た
が
反
省
し
て
見
る
と
殆

ん
ど
行
は
れ
ず
自
分
一
人
の
狭
い
考
へ
で
事
務
の
慮
理
を
行
っ
た
事
は
、
仕
方
が
無
か

っ

た

と

は

言

へ

質

に

遺

憾

な

事

で

あ

る

。

（

服

部

榮

次

）

（
『
昔
築
』
學
友
會
、
第
二
十
号
、
昭
和
十
五
年
一
月
、
一
三
七
l

l

-

l

＿八頁）

四

紳

田

祭

幸

堂

得

知

歌

稀
音
家
六
四
隅
曲

吉
住
小
三
良

吉

住

小

三

枝

外
職
員
生
徒
約
百
名

囃

子

望

月

長

之

助外

長

唄

生
田
流
等
曲

地

唄

一

根

引

の

松

宮

城

道

雄

牧

瀬

喜

代

子

外

職

員

生

徒

地

謡

疇

詠

麟

疇

鶴

亀

シ
テ

賓

生

重

英

賓
生
流
舞
囃
子

太大小笛
鼓鼓鼓

加賓徳金川森一

藤生力春崎噌

秀英禄｀Ij重怠英
衛

治雄久門吉朗二

岡

久

雄

地

謡

山

階

信

弘

武

田

太

加

志

清
観
世
流
舞
囃
子

経

シ
テ

観

世

左

近

大小笛
鼓鼓

島藤坂高幸寺

澤;;
二欠

次郎郎喜朗敷

安井

道l吾政

昭
和
十
四
年
l

月
二
十
八
日
銃
後
奉
仕
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
翌
麟
疇
疇

會
場
紳
田
一
ツ
橋
共
立
講
堂

鱈

疇

邦

楽

演

奏

會

曲

目

東
京
音
楽
學
校
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八

東

亜

の

黎

明

乗

杉

嘉

壽

歌

宮

城

道

雄

曲

生
田
流
等
曲

山
田
流
等
曲

七

聖

戦

讃

歌

乗

杉

嘉

壽

歌

中
能
島
欣
一
曲

ー

休

憩

|

|

六

連
正

治獅

郎

曲子

長

唄

五

綱

館

曲

舞

之

段

稀
昔
家
照
海
曲

長

唄

長
唄
杵
屋
六
左
術
門

中

村

六

廣

杵

屋

六

置

次

中

村

六

之

助

長
唄

太大

鼓鼓

小笛

鼓

一
味
線

太大

鼓鼓

小笛

鼓

士士士士
ロロにロ

住住住住

小小小小

太三三三

郎八蔵郎

品
線 ＇

ー

休

憩

l

芹上高牧牧宮
外
川野草瀬瀬城

生愛恵幹敷：道

徒子子子江子雄

中

能

島

欣

一

古

澤

正

三

外

生

徒

柏望田田望杵岡杵杵

月中中月屋安屋屋

扇吉博博太禰喜六

三佐畠喜三三一寒

吉郎久門郎郎郎郎玉

望望望望望稀稀稀稀

月月月げ畠塁塁喜
太吉孝長

左三太左之嘉塁塁旦

吉郎郎吉助助作吉郎

ピ

ア

ノ

獨

奏

奏
鳴
曲
へ
短
調
作
品
五

下

山

智

子

・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り

誰
で
も
ミ
ヽ
と

ソ

プ

ラ

ノ

獨

唱

杉

浦

文

子

伴

奏

都

筑

富

美

子

ミ
ヽ
の
詠
唱
…
…
…
•
•
;
•
…
·
:
。
フ
ッ
チ
ー
ニ

ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲

菱
ホ
長
調
第

一
楽
章

ア
ダ
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

作

品

猿

表

高

田

信

演

奏

”

糸
車
に
よ
る
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン

O
p
.
2

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

曲

目

昔
楽
學
校
の
邦
楽
科
が
銃
後
奉
仕
で
街
頭
進
出

東
京
―
音
楽
學
校
で
は
博
統
の
殻
を
破
つ
て
銃
後
奉
仕
の
た
め
最
近
は
街
頭
進
出
公
演

を
敢
行
し
て
ゐ
る
が
、
今
度
同
校
邦
楽
部
を
あ
げ
て
廿
八
日
午
後
六
時
か
ら
紳
田
一
っ

橋
の
共
立
會
館
に
進
出
が
決
定
、
全
講
師
出
演
の
銃
後
奉
仕
邦
楽
大
演
奏
會
を
催
す
こ

と
A

な
っ
た
、
番
組
は
〔
中
略
〕
、
牧
盆
は
全
部
國
防
献
金
に
あ
て
る
と
い
ふ

（
『
報
知
新
聞
』
昭
和
十
四
年
一
月
十
六
日
）

昭
和
十
四
年
二
月
四
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

―

四

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
二
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

都

田

千

枝

子

伴

奏

都

筑

富

美

子

…
…
・
・
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

学
友
会
第
一
＿
四
回
洋
楽
演
奏
会
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ド
ッ
ペ
ル
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

二
豪
の
ピ
ア
ノ
の
第
の
小
協
奏
曲

ア
ル
レ
グ
ロ

ア
ン
ダ
ン
テ

歌
劇
「
ウ
イ
ン
ザ
ー
の
陽
氣
な
女
房
達
」
よ
り

フ
ル
ー
ト
と
ラ
イ
ヒ
の
二
重
唱

重

ア
デ
ラ
イ
デ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

ロ
ン
ド 唱

ア
ル
レ
グ
ロ 愛

ホ
長
調

ア
パ
シ
ョ
ナ
ー
・
タ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

作
品
四
十
六

バ

リ

ト

ン

獨

唱

休

吹

奏

楽

昔
詩
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
イ
ア

憩

第

一

ピ

ア

ノ

中

村

、

マ

第

ニ

ピ

ア

ノ

谷

康

子

伴

奏

シ

ロ

タ

敦

師

・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ソ

。

フ

ラ

ノ

豊

田

春

恵

ア

ル

ト

進

藤

梅

子

伴
奏

富

永

瑠

璃

子

作
品
三
五

ニ
コ
ラ
イ

〔原
資
料
横
組
〕

朴

敏

鐘

伴

奏

大

島

正

泰

…
…
…
•
ヴ
ユ
ー
タ
ン

車

田

謁

也

伴

奏

川

口

軽

六

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

指
揮

山

口

助

敦

授

シ
ベ
リ
ウ
ス

諧
誹
曲間
奏
曲終
曲
ア
ル
レ
グ
ロ

ァ
ン
ダ
ン
テ

ア
ル
レ
グ
ロ
エ
ネ
ル
ジ
ー
コ

モ
ル
ト
モ
デ
ラ
ー
ト

マ

レ
ミ
ー
ト

9’

ノ

B
a
ri
t

o
n
'
S
o
l
o
 

P
a
u
s
e
 

T
O
K
Y
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
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A
K
U
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U
K
A
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S
o
n
n
a
b
e
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d
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 de
n
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 F
e
b
.
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3
9
 
n
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c
h
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a
g
s
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0
 U
h
r
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1
1
4
.
 S
C
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L
E
R-K
O
N
N
E
R
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D
E
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A
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H
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B
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S
c
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u
b
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K
o
m
p
o
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t
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o
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S
.
 Ta
k
at
a
 

ヽヽ

k
u
g:e
r
 Solo 

K
l
a
vi
er 
S
o
n
at
e,
 Es'dur,
 Sat
z
 1. 

A
d
ag
i

o
|
A
l
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ro 
m
o
lt
o
 

S
o
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r
a
n
'
S
o
l
o
 

A
ri
e
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n
 M
i

m
i
,
 

"m
i
 

c
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a
m
a
n
o
 M
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m
i
"
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O
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"L
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o
h
e
m
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…
…
…
…

・
:
G
.
 Pu
c
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K
l
a
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er,Solo 

T
.
 Si
m
o
y
a
m
a
 

S
o
n
at
e,
 
f
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,
 Op.
 

5•

……………………………••J

. 

Brahm:::: 

Scherzo: 
Alleg
ro 
energ
i

co 

Int
ermezzo :
 An
d
a
nt
e
 mo
lt
o
 

Fi
nale :
 Allegro 
m
o
d
e
r
at
o
 m
a
 r
u
b
at
o
 

D
i

ri
g

ent
:
 

P
r
of
 

B
l
a
s
o
r
c
h
e
st
er 

M
.
 Y
 a
m
ag
ut
i
 

T
 on
di
c
ht
u
ng
 
:
 F
inland

ia••

………………………

•S
ibel
ius 

E•Kurumada 

Begl•K•Kawa

g
u
ti 

A
d
e
l
ai
d
e
 O
p.
 
4

6

…
…
…
 ...
...
...
.....
.
 

;
·;…

…
……•L. 

v
.
 
B
e
et
h
o
v
e
n
 

B
食

~
l
. F
.
 S
ug
i

u
r
a
 

F
.
 Tu
z
u
ki
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テ

ノ

ピ

ア繹
詩
曲

D
u
ett 

ル

獨

唱

榊

原

昌

伴

奏

伊

達

純

協
奏
曲
ホ
短
調

ア
ン
ダ
ン
テ

獨

第
二
番

奏ヘ
長
調

F
r
a
u
 F
l
ut
 

u
n
d
 F
r
a
u
 R
ei
c
h
 

aus 
der 
O
p
e
r
 
"D
i

e
 lust
i

g

e
 W
 ei
ber 
v
o
n
 W
i

n
d
s
o
r
"
 

…
…
…
…

0
.
 Ni
colai
 

2
 
K
l
a
vi
e
r
e
 

I•H•Nakamura II•Y

. 

T
a
ni
 

B
e
g
l.
 Prof. 

L. 
Si
rot
a
 

D
o
p
p
e
l
'
K
o
n
z
e
rt
 
f
 

iir 
K
l
a
vi
ere
,
 Es
 
dur·

………

••W

.A

. 

M
o
z
a
rt 

Allegro 

A
n
d
a
nt
e
 

R
o
n
d
o
 Allegro 

学
友
会
第
一

昭
和
十
四
年
二
月
五
日

東
京
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

―

五

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
二
月
五
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

作
品
三
八

J
 

幅

澤

光

世

…
•
シ
ョ
パ
ン

河

鰭

美

恵

子

伴

奏

野

村

幸

子

…
…
・
：
ナ
ル
デ
イ
ー
ニ

曲

目

ー
五
回
洋
楽
演
奏
会

ア
ン
ダ
ン
テ

。
フ
レ
ス
ト
（
ス
ケ
ル
ツ
オ
）

ア
ン
ダ
ン
テ
（
主
題
と
愛
奏
曲
）

ア
ル
レ
グ
ロ
ヂ
ュ
ス
ト
（
フ
ィ
ナ
ー
レ
）

メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
：
…
…
…
…
…
…
•

ハ
ゞ
ネ
ラ
の
歌

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

白

伴
奏

ビ丸

尾

容

子

田

克

子

ゼ

休

憩

歌
曲
「
鱒
」
に
よ
る
五
重
奏
曲
作
品
―
―
四

ア
ル
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

セ

ロ

一弘

ヴ

ィ

オ

ラ

み 二

よ
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五

重

奏

ピ

ア

ノ

永

井
岡

田

松

浦

き

小

澤

今

村

清

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

郎進

B
.
 Bo
k
u
 

M
.
 
O
si
m
a
 

F
a
nt
asi
a
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ta,
0p
.

35•

…………………

••H•V
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S
op
r
a
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H
.
 To
y
o
d
a
 

A
lt
 

U
.
 Si
n
d
o
 

B
eg
!.
 R
.
 T
o
mi
n
a
g
a
 

ア
ル
レ
グ
ロ

作

疲

表

ピ
ア
ノ
の
為
の
三
つ
の
前
奏
曲

1
．
へ
短
調
ア
ジ
タ
ー
ト

2
．
愛
ホ
長
調

3
．
ハ
長
調

レ
ン
ト

カ
ル
マ
ー
ト

品

中

田

演

奏

”

次
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Vi
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S
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B
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歌
劇
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フ
ア
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」
よ
り

カ
ヴ
ア
テ
イ
ナ

ヽ

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ク
ー
／
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協

奏

曲

第

二

番

へ
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調
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伴
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澤
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歌
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歌
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り
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 U
h
r
.
 

1
1
5
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
A
A
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 T
O
K
I
O
 

プ

＿フ

J
 
獨

唱

ピ

ア

ノ

獨

奏

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
狂
詩
曲
第
十
五

（
ラ
コ
ッ
ツ
イ
マ
ー
チ
）或

る
睛
れ
た
日
に

山

歌
劇
「
自
由
射
手
」
第
二
幕
よ
り

ア
ガ
ー
テ
と
エ
ン
ヒ
エ
ン
の
二
重
唱

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り
…
…
…

ス
ザ
ン
ナ
と
伯
爵
夫
人
の
二
重
唱

ア
ル
レ
グ
ロ
ヂ
オ
コ
ー
ソ

重

唱

若

槻

ソ
。
フ
ラ
ノ

ソ
。
フ
ラ
ノ

田
ロ

タ

敦

師

シ

ョ

パ

ン

シ リ

ス
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

金

用
富

治

伴

奏

丸

田

克

子

…
•
•
…
…
…
…
・
ウ
エ
ー
バ
ー

第
ニ
ピ
ア
ノ

永

〔
原
資
料
横
組
〕 操 子

文

子

卜

子子

Pause 

D
ie
 Plaludien fil
r
 Klavier 

1. 
A
git
ato
,
 
f

,moll 

2•Len

to 

calmat
o
,
 Es,dur 

3
.
 
Alleg
ro
,
 C'dur 

K
l
a
vi
erq
ui
nt
ett 

B
egl
.
 

S
.
 N
ag
ai
 

J. 
O
k
a
d
a
 

k•Ma

tuura 

H
.
 Oz
a
w
a
 

S
.
 Im
a
m
u
r
a
 

Forellen'Quint
et
t
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
:
F
.
 Schubert 

A
苓
gro
vi
vace 

A
n
d
a
nt
e
 

Scherzo :
 Prest
o
 

A
n
d
a
nt
e
 (
T
e
m
a
 con 
V
a
r-i
a
z-i
o
n-
i
)
 

Fi
na[e: 
Alleg
ro g
i

ust
o
 

M
e
z
z
o
s
op
r
a
n-Solo 

Arie v
o
n
 C
a
r
m
e
n
,
 Ha
b
a
n
e
r
a
 

aus der O
p
er 
"C
a
r
m
e
n
"…
…
…
…
…
…
…
…

・
:
G
.
 Bizet
 

V
i

oli
n,Solo 

M•Kawaba

ta 

k
[
a
ui
er 

<

i

oli
n
 

V
i

ola 

Cello 

K
o
nt
rabass 

k
[
ag
i

er Solo 

P
R
O
G
R
A
M
M
 

Y
.
 Si
rao 

K
.
 M
a
r
ut
a
 

ヽヽ

K
l
a
vi
er,Solo 

T•Hukuzawa 

Ballade
,
 F-dur
,
 Op
.
 

38

…………………………

•••F

. 

C
h
opi
n
 

T
e
n
o
r
,
S
o
l
o
 

S
.
 Sa
k
a
ki
b
a
r
a
 

J•Da

te 

C
a
v
ati
n
e
 

aus der O
p
er "Faus

t"
•………………………

••Gounod 

K
o
mp
ositi
o
n
 

K
.
 Na
k
a
d
a
 

B
egl
.
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S
op
r
a
n
'
S
o
l
o
 

A
g
at
h
e
 u
n
d
 A
n
n
c
h
e
n
 

a
u
s
 der 
O
p
e
r
 "D
e
r
 
Fre

isch

tit
z"
•
…………

••C
. 
M
.
 
v
.
 We
b
e
r
 

S
u
s
a
n
n
a
 u
n
d
 Grafin 

a
u
s
 d
e
r
 O
p
e
r
'̂D
i

e
 H
o
c
h
z
ei
t
 

des Fi
g

aro
"…
V

[

.
 

A
.
 Mo
z
a
rt
 

K
l
a
vi
e

r

、

S

o

l

0

F

.
W
a
k
at
u
ki
 

U
n
g
a
ri
sche R
h
a
p
s
o
di
e
 N
r
.
 
1
5
 (
R
a
k
o
c
z
y
 M
a
r
s
c
h
)
 F.
 Li
szt
 

F•Hu

jit

a 

A
.
 Ku
r
o
s
a
w
a
 

A
ri
e
 v
o
n
 T
o
s
c
a

`̀ 

a
u
s
 
der 
O
p
er 
"T
o
sca
"
…

…

…

…

…

…

…

…

…

G
.
 Pu
c
ci
ni
 

A
ri
e
 v
o
n
 B
ut
t

erfly 

a
u
s
 d
e
r
 
O
p
e
r
 "M
a
d
a
m
a
 Butterfly
"
 

K
l
a
vi
er,Solo 

M•Yamada 

K
o
n
z
e
r
t
 N
r
.
 
2
 f
'moll
,
 O
p
.
 

21

…………•………

••F
. 

C
h
opi
n
 

S
at
z
 I. 
M
aest
oso 

昭
和
十
四
年
二
月
二
十
五
日
第
八
十
七
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
四
年
二
月
二
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
芦
疇
臼
疇
疇

會
場
日
比
谷
公
會
堂

定

期

演

奏

曲

目

D
u
ett 

東
京
一
音
楽
學
校

B
egl
.
 

S
op
r
a
n
 Y•K

in 

S
op
r
a
n
 
H
.
 T
o
mi
n
a
g
a
 

B
e
g
l.
 K
.
 Ma
r
ut
a
 

S
.
 No
m
u
r
a
 

K
o
z
e
rt
,
 
e,moll…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
P.
 Na
r
di
ni
 

A
n
d
a
nt
e
c
a
ni
a
bi
le 

Alleg
ro 
giocoso 

B
egl
.
 

絃

楽

一

、

管

絃

楽

並

獨

唱

指管

絃

揮楽

ー
休
憩
ー
—
’

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ア
ー
ベ
ン
ト

ゲ
ー
テ
作
悲
劇
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
の
音
楽
（
作
品
八
四
）
よ
り

a
．

序

曲

b
．
ク
レ
ル
ヘ
ン
の
歌
二
曲

1
．
太
鼓
は
響
き

2
．
嬉
し
く
も
ま
た
悲
し
み
て

C

．
ク
レ
ル
ヘ
ン
の
死
（
管
絃
楽
）

d
．
勝

利

の

一

音

楽

（

）

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
・
管
絃
楽
伴
奏

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ

ル
マ
ー

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

獨

奏

ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
・
ニ
長
調

・
作
品
六
一

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ

〔

マ

マ

〕

ラ
ル
ヂ
ェ
ッ
ト

ロ
ン
ド

三
、
管第

四
交
響
曲
•
愛
口
長
調
・
作
品
六
〇

ア
ダ
ー
ヂ
ォ
ー
ア
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ア
ダ
ー
ヂ
ォ

ア
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ボ

” 

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

〔原
資
料
横
組
〕

加

古

三

枝

子
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I
I
I
.
 

こ 仁一→

悲
し
い
演
奏

S
o
p
r
a
n
 

Vi
oli
n
e
 

M
i

e
k
o
 K
a
k
o
 

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 M
o
g
i
l
e
w
s
k
y
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
タ

東
京
音
楽
學
校
定
期
演
奏

P
r
og
r
a
m
m
 

B
e
et
h
o
v
e
n
'
A
b
e
n
d
 

M
u
si
k
 z
u
 G
o
et
h
e
s
,,
E
g
m
o
nt
'̂
O
p
.
 84
 

a) 
O
u
v
e
r
ttire 

b

)

 

2
 Li
eder v
o
n
 C
l
a
r
c
h
e
n
 

1•D

ie 

T
r
o
m
m
e
l
 geriihret
 

2•Freudvoll 

u
n
d
 lei
dvoll 

c) 
C
l
a
r
c
h
e
n
s
 
T
o
d
 (
O
r
c
h
.)
 

d
)
 S
i

e
g
e
s
s
y
m
p
h
o
ni
e
 

Vi
oli
n
k
o
n
z
e
r
t
,
 D'
d
u
r
,
 O
p
.
 61
 

A
l
l
e
g
r
o
 
m
a
 n
o
n
 t
rop
p
o
 

L
a
r
g
h
et
t

o
 

R
o
n
d
o
 

|
P
a
u
s
eー

S
y
m
p
h
o
ni
e
 N
r
.
 4,
 B
'
d
u
r
,
0
p
.
 60
 

A
d
ag
i

o
|
A
l
l
eg
r
o
 vi
v
a
c
e
 

A
d
ag
i

o
 

A
l
l
e
g
r
o
 vi
v
a
c
e
 

A
l
l
e
g
r
o
 m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

L
ei
 t

u
ng
 :
 H
e
l
m
ut
 

F
 el
l
m
e
r
 

O
r
c
h
e
st
e
r
 
d
e
r
 S
t

a
at
l
i

c
h
e
n
 A
k
a
d
e
mi
e
 z
u
 T
o
ki
o
 

上
野
―
音
楽
學
校
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
タ

◇
…
半
年
振
り
で
演
奏
會
に
行
っ
た
の
で
批
評
よ
り
も
楽
し
み
た
い
氣
持
が
多
か
つ

た。

し
か
し
段
々
聞
い
て
行
く
内
に
、
そ
の
最
初
の
氣
持
は
消
え
て
、
管
絃
楽
の
中
の
、

互
の
協
和
が
容
易
に
得
ら
れ
な
い
や
う
な
管
の
群
や
、
ま
た
管
楽
器
の
量
が
貧
弱
で

絃
の
竪
倒
的
な
大
人
敷
に
封
抗
し
得
な
い
事
や
、
そ
こ
か
ら
起
る
テ
ュ
テ
イ
の
力
無

さ
や
、
歌
の
伴
奏
の
管
絃
楽
の
無
遠
慮
な
大
さ
や
、
ま
た
そ
の
為
か
知
ら
な
い
が
獨

唱
者
の
負
け
ま
い
／
＼
と
す
る
努
力
や
、
管
絃
楽
員
に
休
止
符
が
来
る
と
證
を
休
め

る
の
に
余
り
に
急
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
態
度
が
こ
の
演
奏
會
全
閥
を
兎
に
角
片
付

け
れ
ば
い
A

の
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
は
せ
、
私
の
心
は
す
つ
か
り

沈
ん
で
し
ま

っ
た。

◇
…
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
の
弾
い
た
協
奏
曲
も
そ
の
第
一
楽
章
の
味
も
素
つ
氣
も
な
い
片

付
け
方
が
妙
に
私
の
心
に
つ
か
へ
て
、
第
二
楽
章
の
美
し
い
歌
ひ
方
や
、
時
々
ホ
ツ
と

さ
せ
る
や
う
な
彼
の

G
線
の
歌
の
美
し
さ
も
、
何
だ
か
十
分
に
楽
し
め
な
か
っ
た
や
う

な
後
口
の
悪
さ
が
残
っ
た
。

◇
…
指
揮
者
の
ヘ
ル
ム

ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
は
、
こ
の
前
、
去
年
の
春
聰
い
た
時
に
比

べ
る
と
遥
に
い
A

印
象
を
受
け
た
、
私
は
こ
の
箕
面
目
さ
が
好
き
だ
〔
゜
〕
そ
れ
は
曲
の

解
繹
に
出
て
ゐ
る
。

し
か
し
、
も
つ
と
場
内
の
氣
と
機
を
掴
ん
で
も
ら
ひ
た
い
意
味
で
、
こ
の
人
に
世
阿

弾
の

「
申
楽
談
義
」
の
や
う
な
も
の
を
讀
ま
せ
て
や
り
た
い
、
曲
目
、
「
エ

グ
モ
ン

ト
」
（
序
曲
、
歌
、
そ
の
他
）

提
琴
協
奏
曲
二
長
調
〔
〕ヽ
第
四
交
響
曲
。
（
長
谷
川
千
秋
）

（『東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
八
日
）

二
月
廿
五
日
日
比
谷
公
會
堂
で
東
京
―
音
楽
學
校
の
定
期
演
奏
が
行
は
れ
た
。

曲
目
は
全
部
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
エ
グ
モ
ン
ト
の
音
楽
、
提
琴
協
奏
曲
、
第
四
交

響
曲
の
三

つ
。
獨
唱
者
は
加
古
―
―
―
枝
子
、
提
琴
は

モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。

エ

グ
モ
ン
ト
の
二
つ
の
歌
は
よ
く
勉
強
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
槃
量
に
不
足
し
ま
た

表
情
に
乏
し
い
の
が
鋏
貼
で
あ
っ
た
。
「
楽
し
く
悲
し
く
物
想
は
し
く
」
と
歌
詞
の

冒
頭
に
あ
る
や
う
に
歌

つ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

山

根

銀
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第

モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
は
提
琴
協
奏
曲
の
第
二
楽
章
を
妙
に
や
に
こ
く
持
つ
て
廻
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
長
っ
た
ら
し
い
自
作
の
飾
奏
を
終
り
に
つ
け
て
全
く

原
曲
の
味
を
殺
し
て
了
っ
た
。

此
虞
の
カ
デ
ン
ツ
は
無
く
も
が
な
の
も
の
で
強
ひ
て
つ
け
る
と
す
れ
ば
第
三
楽
章

ヘ
滑
り
込
む
た
め
の
滑
油
で
あ
り
弾
み
車
で
あ
る
や
う
に
（
さ
う
で
な
け
れ
ば
雨
楽

章
の
封
照
が
生
き
ぬ
）
工
夫
さ
れ
る
べ
き
だ
。
モ
氏
の
や
う
な
幻
想
は
此
虞
で
は
い

ら
ぬ
。

終
楽
章
の
主
題
ま
で
が
そ
の
延
長
に
さ
れ
て
腑
抜
け
と
な
り
管
絃
楽
に
受
繊
が
れ
て

は
じ
め
て
正
し
い
表
情
に
訂
正
さ
れ
る
や
う
な
遣
り
方
は
正
営
な
も
の
で
は
な

い
。
第

四
交
聾
曲
は
例
に
よ
っ
て
荒
つ
ぽ
い
も
の
だ
っ
た
が
、
ス
ケ
ル
ツ
オ
で
シ
ン
コ
ペ
ー
シ

ヨ
ン
が
生
き
ず
ご
た
ご
た
し
た
の
は
一
等
い
け
な
い
。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
四
年
三
月
二
日
）

昭
和
十
四
年
＝
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
卒
業
式

昭
和
十
四
年
―
―
一
月
{
―
-
『
詞
認
疇
雙
｝
午
後
一
時
開
始

卒

業

證

書

授

輿

式

順

序

東
京
一
音
楽
學
校

日
（
三
月
二
十
二
日
午
後
一
時
開
始
）

一
、
國
歌
「
君
か
代
」
奉
唱

二、

卒
業
證
書
並
賞
品
授
奥

三

、

學

校

長

告

辮

四

、

文

部

大

臣

祝

僻

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

僻

六
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

七、

卒

業

演

奏

1

0
、

九、 七、 六、 五、 四、 三、 二、
l
 

ヽ

洋

楽

多

l

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業

榊

原

昌

包
1

一
部

ー

休

憩

l

ピ

ア

科

卒

業

佐

藤

英

子

藤

泉

科

卒

業

富

永

治

子

グ
ス
タ
ー
フ
・
ラ
ス
カ
作
•
愛
の
詩
・
作
品
一
七

ピ
ブ
ラ
ー

ム
ス
作
・
永
遠
の
愛
・

作
品
四
三
•
第
一

ノ
獨
奏
•
…
•

•
•
•
•
…
…
本

シ
ョ
パ
ン
作
・
諦
詩
曲
・
ト
短
調

卜
獨
唱
…
…
·
:
·
…
•
•
本

ノ
獨
奏
•

•
••
…

…
•
•
…
本

シ
ョ
パ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
ロ
短
調
•
第
四
楽
章

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
獨
奏
…
…
…
•
•
•
本

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
．．．．．．．．．．
．．
 
本

ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
セ
ヴ
ィ
ラ
の
理
髪
師
」
中

ロ
ジ
ー
ナ
の
詠
唱

八
、
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

本

科

卒

業

近

〔

マ

マ

〕

ゴ
ダ
ー
ル
ド
作
・
協
奏
曲

・
ト
短
調
・
作
品
一
三
l

.

第

一
楽
章

ノ
獨
奏
…
•
•
…
…
…
•
本

リ
ス
ト
作
・
フ
ュ
ネ
レ
イ
ユ

科

卒

業

今

村

清

ピ

ア

科

卒

業

今

泉

み

ち

ワ
ー
グ
ネ
ル
作

・
楽
劇
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
中

女
神
の
詠
唱

ア

Jレ

部2
 

第

科

卒

業

登

坂

嘉

代

子

ア

科

卒

業

丸

田

克

子

シ
ョ
パ
ン
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
嬰
ハ
短
調
・
作
品
三
九

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
・
甲
種
師
範
科
卒
業

塚

本

智

子

ピ

ア

演

奏洋
楽

多

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業

高

橋

千

枝

子
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一七、
一四、

―二、
一三、

一六、
一
、
観
世
流

l

-

、

能
楽邦

小楽

袖

曾

我

第

二

日
（
三
月
二
十
三
日
午
後
一
時
開
演
）

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
協
奏
曲
・
第
一
・
ニ
短
調
・
作
品
十
五
・

第
一
楽
章

ピ

ア

ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
•
•
本
科

卒

業

富

永

瑠

璃

子

b. a. 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
何
慮
へ

「
美
し
き
水
車
小
屋
の

乙
女
よ
り
」
・
作
品
二
五
ノ
ニ

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
焦
燥
「

作
品
二
五
ノ
七

ノ
獨
奏
…
…
•
…
…
•
•
本

リ
ス
ト
作
・
リ
ゴ
レ
ッ
ト
・
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
獨
奏
：
…
…
…
•
本

ト
ー
マ
作
・
歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
中
ミ
ニ
ョ
ン
の
詠
唱

マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
・
歌
劇
「
豫
言
者
L

中

フ
ィ
デ
ス
の
詠
唱

ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
•
•
本

一
五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
本

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
•
••
本

シ
ン
デ
ィ
ン
グ
作
・
組
曲
・
イ
短
調

・
作
品
一
〇

科

ニ
コ
ラ
イ
作
・
歌
劇
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
氣
な
女
房
達
」
中

フ
ル
ー
ト
夫
人
の
詠
唱

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
中
ト
ス
カ
の
詠
唱

卒

業

豊

田

春

恵

科

卒

業

清

田

金

吾

リ
ス
ト
作
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ
ェ
ル

。ヒ

ア

科

卒

業

山

田

操

b. a. 自
作
・
小
協
奏
曲

ア

ル

ト

獨

唱

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

進

藤

梅

子

ピ

ア
b. a. 

科

卒

業

山

本

正

人

科

卒

業

大

橋

恒

子

同

」
．

三
、
長

洋

楽

第

三

部

ー

休

憩

I
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三同同
囃
子

職

員

第2章

味

線

唄

邦

楽

科

卒

業

同同同
本

校

西

垣

勇

蔵

原

澤

百

合

子

横

山

芳

枝

橋

本

ゑ

け

子

五

、

長

唄

土

蜘
（
稀
音
家
照
海
作
曲
）

同三同同等

絃

同同同同邦

楽

科

卒

業

網塚中鈴松

野越村木尾

嘉

操清睦代清

子子子子二

四
、
生
田
流
等
曲

八

重

衣

同三同同唄

上味

，線

同同同同邦

楽

科

卒

業

原横遠藤梶

澤山山江

百 美多菊

合芳津恵

子枝子子江

唄

靱

猿
（
二
世
杵
屋
勝
三
郎
作
曲
）

同箪

邦

楽

科

卒

業

中

島

泰

子

同

東

條

夏

子

二
、
山
田
流
等
曲

岡

康
十

郎

祐

成

邦

楽

科

卒

業

五

郎

時

致

同

母

同囃
子
、
後
見
、
地
謡

清

水
大

西

浅

見

本

校

職

員

砧
（
岡
康
小
三
郎
作
曲
）

重信郁

信辮三

昭和13年～27年(1938~1952)



二
六
、

二
五
、

二
―
‘

一八、
一九、

二

0
、

二
二
、

二
三
、

ニ
四
、

バ
ッ
ハ
・
ブ
ゾ
ー
ニ
作
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ

ピ

ア

ピピピ

科

卒

業

星

野

す

み

れ

フ
リ
ュ
ー
ト
獨
奏
…
…
…
•
•
…
•
本

シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
作
・
小
協
奏
曲

・
作
品
一

〇
七

ノ

獨

奏

…
…
…
…
・
：
本

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
•
第
一
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
••

•ヽ

•
•
•
本

マ
ス
カ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
イ
カ
ナ
」
中

サ
ン
ト
ウ
ッ
ツ
ァ
ー
の
詠
唱

ノ
獨
奏
…
…
…

…
；

•
本

能
楽
の
博
統
を
破
る

11
女
性
の
シ
テ
“
登
場

音
楽
學
校
邦
楽
科
初
の
卒
業
生

昭
和
十
一
年
六
月
故
松
田
源
治
氏
が
文
相
時
代
の
置
き
土
産
と
し
て
東
京
音
楽
學
校

科

卒

業

藤

田

文

子

昭
和
十
四
年
四
月
二
十
七
日
研
究
科
生
徒
ピ
ア
ノ
演
奏
会

昭
和
十
四
年
四
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）
午
後
二
時
十
五
分
開
演

於

本

校

奏
楽
堂

ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
数
師

ピ

ア

ノ

演

奏

曲

目

撞
賞
研
究
科
生
徒

東

京

音

楽

學

校

ア

科

卒

業

井

尻

櫻

子

科

卒

業

鈴

木

正

バ
ッ
ハ
・
ブ
ゾ
ー
ニ
作
・
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ゲ

ア

科

卒

業

甕

崎

佳

子

ヘ
ン
デ
ル
作
・
歌
劇
「
ガ
リ
ア
の
ア
マ
デ
ィ
ー
ヂ
」
中

メ
リ
ッ
サ
の
詠
唱

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
•
•
•
本

ノ
蜀
奏
•
…
…
…
…
•
•
本
科

卒

業

津

田

豊

子

パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
作
•
愛
奏
曲
・
イ
短
調

第2部

ア
b. a. 

パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
本

バ
ッ
ハ
作
・
フ
ー
ゲ
•
愛
ホ
長
調

バ
リ
ト
ン
獨
唱
：
…
…
…
…
•
本

科

卒

業

野

村

幸

子

ヘ
ン
デ
ル
作
・
聖
靡
曲
「
サ
ム
ソ
ン
」
中

サ
ム
ソ
ン
の
詠
唱

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
愛
す
る
も
の
よ
、

作
品
ニ
―
ノ
第
三

ノ
獨
奏
…
•
…
…
…
•
•
本

い
ざ
別
れ
ん
・

科

卒

業

酒

井

弘

昭和の東京音楽学校篇

科

卒

業

木

岡

梅

子

に
設
置
し
た
邦
楽
科
は
観
世
左
近
（
能
）
稀
昔
家
六
四
郎
、
吉
住
小
―
二
郎
（
長
唄
）
中

能
島
欣
一
、
宮
城
道
雄
（
等
曲
）
の
諸
氏
を
斯
界
か
ら
敦
授
に
招
い
て
大
き
な
話
題
を

提
供
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
年
、
松
田
元
文
相
の
遺
志
は
こ
こ
に
質
を
結
ん
で
今
度
初

め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
に
な
り
廿
三
日
午
後
一
時
か
ら
同
校
で
卒
業
演
奏
會

を
畢
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
〔
中
略
〕

い
づ
れ
も
成
績
良
好
だ
が
、
な
か
で
も
能
楽
の
三
君
は
そ
の
道
で
い
ふ
職
分
の
位
置

に
ま
で
達
し
て
ゐ
る
堂
々
た
る
専
門
家
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
、
卒
業
生
は
大
恒
研

究
科
に
残
っ
て
あ
と
二
年
間
研
鑽
を
積
む
が
、
早
く
も
端
曲
の
松
尾
君
は
千
葉
縣
市
川

の
閥
東
學
園
で
敦
鞭
を
と
る
こ
と
に
き
ま
り
、
ま
た
長
唄
の
原
澤
百
合
子
さ
ん
は
お
師

匠
さ
ん
と
し
て
市
井
に
出
る
と
い
ふ

卒
業
演
奏
會
の
演
奏
種
目
は
観
世
流
能
楽
「
小
袖
曾
我
」

山
田
流
等
曲
「
岡
康
砧
」

長
唄
「
靱
猿
」
生
田
流
等
曲
「
八
重
衣
」
長
唄
「
土
蜘
」
で
長
唄
組
は
十
八
日
午
後

―
―
一
時
か
ら
紳
田
分
敦
場
で
最
後
の
練
習
を
行

っ
た

ま
た
本
年
の
邦
楽
科
入
學
志
望
者
の
う
ち
能
を
志
望
し
て
ゐ
る
女
性
が
三
人
あ
る

が
、
能
楽
界
多
年
の
博
統
は
女
性
が
シ
テ
を
演
ず
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
に
封
し

乗
杉
校
長
、
観
世
敦
授
の
努
力
に
よ
っ
て
成
績
さ
へ
よ
け
れ
ば
入
學
せ
し
め
る
方
針
に

決
定
、
能
が
始
つ
て
以
来
初
め
て
の
「
女
の
シ
テ
」
が
養
成
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
っ
た

乗
杉
校
長
談
「
松
田
さ
ん
に
よ
っ
て
邦
楽
科
が
新
設
さ
れ
た
営
時
と
や
か
く
い
は

れ
た
も
の
だ
が
、
や
っ
て
み
れ
ば
順
調
に
い
つ
て
こ
の
通
り
卒
業
生
が
出
る
こ
と
に

な
っ
た
、
志
望
者
も
だ
ん
／
＼
増
え

て
き
て
を
り
素
質
も
い
A

、
今
度
の
卒
業
生
が

ど
の
方
面
に
進
む
か
、
研
究
科
へ
行
く
の
が
大
部
分
だ
か
ら
も
う
し
ば
ら
く
様
子
を

み
な
け
れ
ば
わ
か
る
ま
い
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
四
年
三
月
十
九
日
）
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Donnerstag, den 27. April, um 2 Uhr 15, 
im Konzertsaal der Staatlichen 

Musikakademie zu Tokio. 

Konzert・ der Schiller 

der 

unter der Leitung von Prof. L. Kreutzer 
stehenden Meisterklasse 

I. 

PROGRAMM 

Orgel-Toccata, C-dur.............................. Bach-Busoni 
Prelude-Intermezzo-F uga 

II. 
井上千賀子

Sonate, As-dur, Op. 110........................... Beethoven 
Moderato cantabile molto espressivo 
Allegro molto 
Adagio-Arioso I-Fuga I-Arioso II-Fuga II 

市川秀

III. "Konzert ohne Orchester," Op. 14…………Schumann 
(Sonate £-moll) 
Allegro 
Scherzo 
Andante con variazioni 
Prestissimo 

子

外狩仲一

IV. Sonate, b-moll, Op. 74.............................. Glazunoff 
Allegro moderato 
Andante 
Allegro scherzando 

V. "Images" 1................................................ Debussy 
a) Reflets clans l'eau 
b) Hommage a Rameau 
c) Mouvement 

VI. 24 Prもludes,Op. 28 
1) C-dur, Agitato 
2) a-moll, Lento 
3) G-dur, Vivace 
4) e-moll, Largo 
5) D-dur, Molto allegro 
6) h-moll, Assai lento 
7) A-dur, Andantino 
8) fis-moll, Molto agitato 
9) E-dur, Maestoso 
10) cis-moll, Molto allegro 
11) H-dur, Vivace 
12) gis-moll, Presto 

有 元

末 プじ 悦 子

留呂十目尉H皿km 尉点窓睾臼餐獣領

苦品＋回母用匹4くエ(--H匿エ）-1:1-~ I堂母匡悪

案怜認餘継華

忘娯碇拳ド悪継至皿

嶽誤 1Mrn笥蘭認

1, Iトヘー込喪顎………

じャH込',<ーミ迅
「将入器継国」

延

.................................... Chopin 
13) Fis-dur, Lento 
14) es-moll, Allegro 
15) Des-dur, Sostenuto 
16) b-moll, Rubato 
17) As-dur, Allegro 
18) £-moll, Molto allegro 
19) Es-dur, Vivace 
20) c-moll, Largo 
21) B-dur, Cantabile 
22) g-moll, Molto agitato 
23) F-dur, Moderato 

24) cl-moll, Allegro appassionato 

田中立江

． ． ． ． ． ， ． ． ． ． ． ． ． 鍵

沓嚢「トト=RQ祁」廿

塩 巡

(
N
9
6
1
 ~
8
8
6
1
)
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Z

~
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十
一
、 +

、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
田

八、 六、 五、
四

、
―

-

、

ヴ

ェ

ル

デ

ィ

作

歌

劇

「

ア

イ

ー

ダ

」

中

ア

イ

ー

ダ

の

詠

唱

「

お

A
祖

國

」

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

：

・

:

；

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

山

第
四
協
奏
曲
・
ニ
長
調
•
第
一
楽
章

内

秀

子

村

五

郎

九

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

フ

ラ

ン

ク

作

交

醤

的

愛

奏

曲

宅

洋

郎

ノミ

リ

ト

ン

獨

唱

夕

協

奏

曲

イ

長

調

第

一

楽

章

の

c. b. 

シ

ュ

ー

マ

ン

作

プ

ラ

ー

ム

ス

作

秘
密
・
作
品
七
一
•
第
三

五
月
の
夜
・
作
品
四
―
―
-
•
第
二

甲
斐
な
き
小
夜
曲
・
作
品
八
四
•
第
四

シ

ョ

パ

ン

作

北

利

伴

奏

高

信

一

…

…

・

・

・

・

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

田 爪

世

歌

劇

「

カ

ル

メ

ン

」

よ

り

ホ

セ

の

詠

唱

君
が
投
げ
し
此
の
花

a. 

尾

規

子

テ

ノ

ル

獨

唱

渡

邊

高

之

助

伴

奏

伊

達

純
：

・

・

・

・

ビ

ゼ

ヨ

卜

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

徳

ワ

ー

グ

ネ

ル

作

歌

劇

「

リ

エ

ン

チ

」

中

ア

ド

リ

ア

ー

ノ

の

詠

唱

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

堀

三

ス

ケ

ル

ツ

ォ

・

ホ

長

調

・

作

品

五

四

七
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
高

「

詩

人

の

愛

」

よ

り

四

曲

゜

ソ

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

:

・

:

・

…

：

中

田

木

清

ピ

ア

ノ

獨

奏諜

詩

曲

愛

イ

長

調

作

品

四

十

七

シ 瀧

パ
静
ン

子

ー

（

休

憩
）
ー
—

す

み

れ

歌

劇

「

女

天

下

」

よ

り

ピ

ア

ア

Jレ

リ

ス

ト

作

ハ

ン

ガ

リ

ー

幻

想

曲

ピ

ア

ノ

獨

奏 ヴ

ェ

ル

デ

ィ

作

歌

劇

「

ト

ラ

ヴ

ィ

ア

タ

」

中

「

お

A
そ

は

彼

の

人

力

」

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

；

・

瀬

リ

ス

ト

作

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

の

結

婚

行

進

曲

と

妖

精

の

輪

舞

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
•

ピ

ア

…

…

…

奥

上

と

み

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

末

義

子

田

智

重

子

「

箕

夏

の

夜

の

夢

」

中

の

直

子

崎

美

登

利

十
二
、

ビ

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

獨

奏

歌

劇

「

タ

ン

ホ

イ

ザ

ー

」

よ

り

中

山

悌

伴

奏

伊

達

純

ヴ

ォ

ル

フ

ラ

ム

の

詠

唱

…

・

・

・

ヴ

ァ

グ

ナ

ー

星

歌

ァ

曲

リ

ア

。

フ

ー

ノ

フ

作

目 学
友
会
第
一
―
六
回
洋
楽
演
奏
会

ノ
獨
奏
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
・
・
・
・
・
渡

エ

チ

ュ

ー

ド

第

十

「

レ

ス

ギ

ン

カ

」

昭
和
十
四
年
五
月
二
十
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

―

六

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
五
月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

セ

ル

ピ

ナ

の

詠

唱

石

紳

以

代

伴

奏

末

元

悦

子

・

・

・

・

・

・

ス

カ

ル

ラ

ッ

テ

ィ

ー

…

・

・

・

パ

イ

シ

ェ

ル

ロ

子

邊

千

世
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協
奏
曲
第
四
番
卜
長
調
作
品
五
十
八

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

〔原
資
料
横
組
〕

553 

ピ

ア

ノ

獨

奏

佐

伴

奏

シ

n
 

手

夕

敦

師

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ロ

第2章

竹

子

歌
劇
「
置
珠
採
り
」
よ
り

歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り

波

伴

奏

伊

夢
の
如
く
聴
く
歌
槃

•
•
…
…
・
・
・
・
ビ

星
は
燦
き
ぬ

゜

•
•
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
フ

ッ

チ

ー

ニ

テ

ノ

ル

獨

唱

平

恵

弘
達

純
ゼ

河

鰭

美

恵

子

伴

奏

永

井

曝

託

…
・
ヴ
ュ
ー
タ
ン

歌
劇
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
よ
り

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

タ
ラ
ン
テ
ラ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

民

謡

1
．
三
つ
の
薔
薇
が
疾
い
て
ゐ
た

2
．
私
は
天
に
向
つ
て
嘆
き
た
い

3
．
雪
色
の
鳥
が
と
ま
つ
て
た

4
．
昔
々
一
人
の
大
工
が
あ
っ
た

5
．
或
時
聖
母
マ
リ
ア
が
歩
い
て
た

6
．
夜
鶯
よ
云
つ
て
お
呉
れ

7
．
ひ
そ
や
か
に
月
は
昇
る

混

盤

合

唱

休

師

範

科

第

三

學

年

生

徒

指
揮

澤

崎

敦

授

伴

奏

末

元

悦

子

•
…
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム
ス

衛

藤

美

津

伴

奏

井

上

千

賀

子

慕
は
し
き
御
名
：
…
…
…
…

•
ヴ
ェ
ル
デ
イ

祭
毎
寺
に

作
品
二
十
ニ
ノ
五

憩

代

S
op
r
a
n
,
S
o
l
o
 

P
R
O
G
R
A
M
M
 

I. 
Isi
g

a
mi
 

E
.
 Su
e
m
ot
o
 

L
e
 
V
iole
tt

e•

………………………………………

••A
. 

Scarlat
t
i
 

A
ri
e
 v
o
n
 Serp
i

n
a
 aus der 
O
p

er 

ょ

'L
a
Serva Padrona

"•…………………………

••G
. 

P
ai
si
ello 

K
l
a
vi
er'Solo 

S
.
 T
a
ki
t

a
 

Ballade 
A
s
 d
u
r
 O
p

.
 
47

•…………………………••F

. 

C
h
op
i

n
 

T
e
n
o
r
'
S
o
l
o
 

・
 

K
.
 W

at
a
n
a
b
e
 

B
e
g
l.
 
J•Da

te 

A
ri
e
 vo
n
 D
o
n
 J
ose
,
 "Il 
fi.or c
h
e
 a
v
e
vi
 
a
 m
e
 
t

u
 dat
o
"
 

a
ut: 
der 
O
p
e
r
 "Carmen

"
…………•…………

••G
. 

Bi
zet
 

K
l
a
ri
n
et
t

e'Solo 

R
.
 Ki
t

a
z
u
m
e
 

B
e
g
l.
 S
.
 Ta
k
at
a
 

K
o
n
z
e
rt
,
 

A
 d
u
r,
 1. Sa
tz
…………………………

•••Mozar

t 

B
a
ri
t

o
n
,
S
o
l
o
 

T•Nakayama J•Da

te 

え
よ

W
olffram
's
 Ad
d
r
e
s
s
"
 

：
こ

A
b
e
n
d
st
ern
"
 

a
u
s
 der 
O
p
e
r
 "Tannhauser

"
……•…………

••R
. 

W
a
g
n
e
r
 

P
a
u
s
e
 

G
e
mi
s
c
ht
e
n
c
h
o
r
 

D
i

e
 
3•Klasse 

d
e
s
 N
o
r
m
a
l
k
u
r
s
u
s
 

Volksl

ied•

…………………………………………••J

. 

B
r
a
h
m
s
 

1•Es 

st
u
n
d
e
n
 drei
 

R
o
s
e
n
 

2•Den 

H
i

m
m
e
l
 will i
c
h
 k
l
a
g
e
n
 

3
.
 E
s
 sass 
ei
n
 s
c
h
n
e
e
w
ei
ss 
V
o
g
e
l
ei
n
 B

e
gl
.
 

B
egl
.
 

T
O
K
Y
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
n
a
b
e
n
d
,
 de
n
 2
0
.
 M
ai
.
 

1
9
3
9
 
n
a
c
h
mi
t
t

a
g
s
 
1.30 
U
h
r
.
 

1
1
6
.
 S
C
H
U
L
E
R
-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
A
A
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 T
O
K
I
O
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K
o
n
z
e
rt
 

N
r.
 
4
 

].
 Sat
z
 

A
l
l
e
g
r
o
 m
o
d
e
r
aざ

4
.
 

E
s
 w
a
r
 ei
n
m
a
l
 ei
n
 Zi
m
m
e
rg
esell 

5
 .. E
s
 g
i

ng
 

si
c
h
 u
n
s
're 
F
r
a
u
e
 

6•Nach

tig

all
, 

S
ag
 

7•Vers

tohlen 

g
e
ht
 

d
e
r
 M
o
n
d
 a
uf
 

S
o
p
r
a
n
'
S
o
l
o
 

於

R
o
m
a
n
c
e
 d
e
 N
a
di
r
 
a
u
s
 d
e
r
 
O
p
e
r
 

"L
e
s
 P
e
c
h
e
u
r
s.
 de
 Perles
"
…

…

…

…

…

…

…

…

G
.
 Bi
zet
 

E
 l
u
c
e
v
a
n
 le 
st
elle 
a
u
s
 
d
e
r
 
O
p
e
r
 "T
o
s
c
a
"…
…

G
.
 Pu
c
ci
ni
 

K
l
a
vi
e
r
,
S
o
l
o
 

K
.
 S
at
a
k
e
 

P
r
o
 j.
 
S
i

r
ot
a
 

G
 d
u
r
 Op

.58•

…………………

••Bee

thoven 

昭
和
十
四
年
五
月
二
十
七
日
学
友
会
第
二
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
五
月
二
十
七
日
（
第
四
士
曜
日
）
午
後

一時
半
始

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

二

回

邦

楽

演

奏

會

本

校

奏

楽

堂

B
e
gl
.
 

占

'T
ut
t

e
le 
fest
e
 al 
t

e
mp
i

o
"
 

n
 

"C
a
r
o
 n
o
m
e
 

・
 

a
u
s
 d
e
r
 
O
p

er "R
ig

ole
tt
o

"
·
…………………

••G

. 

V
e
r
di
 

Vi
oli
n
e
'
S
o
l
o
 

M
.
 
K
a
w
a
b
at
a
 

B
e
g
l.
 S
.
 Na
g
ai
 

T
a
r
e
nt
elle 
O
p.
 

22•Nr

.5•
…………………………

••H

. 

V
i

e
u
xt
e
m
p
s
 

T
e
n
o
r
,
S
o
l
o
 

E•Nam

ih
ira 

J•Da

t
e 

B
e
gl
.
 

M
.
 
Et
o
 

T
.
 In
o
u
e
 

六、

長

唄
竹

生

島

五
、
生
田
流
等
曲

地
唄夜

々

の

星

松

浦

検

校

曲

四、

観
世
流
舞
囃
子

高

砂

休

憩

II II I!三／III II唄

味

線

杉阿高井岡中酒塚

本部崎田本り井田

富利 — 
紀恵洋孝松千 壽

子子江子子代大美

”三等

絃

網塚古

野越川

操清太

子子郎

太大小笛／III地シ

鼓鼓鼓 謡テ

金加原寺他清藤浅

井藤田井生水波見

三徒助
高良才千三嘱敦重

嘉助三雄名託授信

、
山
田
流
等
曲

夏
二
世

の

詠

山

木

太

賀

曲

三／I等唄

絃

東栗野佐

條原口々

夏夏：木

子江子従

二
、
生
田
流
等
曲

み

だ

れ八
橋

検

校

曲

” 
（

本

手

）

（

替

手

）

外 森

池田

カ

ネ

等

一、

観
世
流
謡
曲

連
吟隅

田

) I I 

曲

目

地ワシ

千

代

謡キテ

服清大

部水西

榮郁信
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進

天
保
壬
一
年．＇ 

“
-

|
—
休

憩
l

唄

増

田

今

子

野
口
倭
文
子

高
居
玖
美
子

東

真

世

帳

荒

本

枝

高

島

安

江

西

村

代

子

杵
屋
六
翁
作
曲

庄

司

絹

子

上
調
子

． 

‘長
勘
’‘ 
‘ヽ

唄

三
味
線

大
久
保
タ
ケ

山

口

智

子

西
鶴
八
代
子

三

橋

サ

イ

岩

淵

多

美

大
北
千
代
子

作

曲

山

木

太

賀

中

能

島

松

槃

.
 ヽ

一
、
松

風

等
曲
山
田
流

一

、

竹

生

島

選

科

男

生

徒

十

四

名

能
楽
賓
生
流

一
、
田

村
連
吟

選

科

女

生

徒

ーよ—
ノ‘

名

能

楽

賓

生

流

連

吟

昭
和
十
四
年
六
月
三
日
選
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

一
時
開
場

昭
和
十
四
年
六
月
三
日
（
土
曜
日
）
午
後
{
-
時
半
開
演

於
本
校
奏
楽
堂

選

科

邦

楽

修

了

演

奏

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校

職
員
及
邦
楽
科
・
選
科
生
徒
十
三
名

昭
和
十
四
年
六
月
十
日
春
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

一
時
開
場

昭
和
十
四
年
六
月
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
時
半
開
演

於
本
校
奏
楽
堂

春

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

二、三
、
ピ
．
＇ア

．
，f↓

い
、
エ
チ
ュ
ー
ド
・
作
品
二
五
ノ
一
・

菱
イ
長
調

…
ジ

一
、
若

菜

天
保
十
一
年

東
京
一
音
楽
學
校

六
ツ
の
斐
奏
曲
・
作
品
三
四
・
ヘ
長
調
：
·
·
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

バ

リ

ト

ン

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

渡

邊

清

忠

い
、
紳
を
讃
ふ
（
オ
ラ
ト
ー
リ
オ

・
・

「
パ
ウ
ル
ス
」
中
よ
り
）
：
·
·
…
…
…
…

•…
`
•̀

…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

ろ
、
少
女
と
夫
人
（
歌
劇
「
魔
笛
」
中
よ
り
）
・
・
・
・
・
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

＂ 

ノ

良
獨

奏
：
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
中

ヨ

ノぐ 山

ン

作

曲

卯

ピ

ア

ノ

獨

奏

齋

藤

晃

子

杵
屋
勝
五
郎
作
曲

摘

長

唄

昭
和
十
四
年
六
月
＝
l

日

鱈
岬
疇
こ
這
慰
問
演
奏

〔
曲
目
等
不
明
〕

（
『
東
京
昔
架
學
校
一
究
』
自
昭
和
十
四
年
至
昭
和
十
五
年
、

l

ニ
―
頁
）

六
月
―
―
―
日

習
志
野
陸
軍
病
院
在
院
戦
傷
軍
人
慰
問
演
奏
会

於
本
校
奏
楽
堂

555 第2章

敦
授
敦
授

吉

住

小

三

園

補

導

杉

本

金

太

良

選
科
修
了
生
及
邦
楽
科
・
選
科
生
徒

約
七
十
名

等
曲

一
、
茶

音

酉百ジ

職

員

及

選

科

生

徒

六

名

生
田
流

能

楽

観

世

流

連

吟

一

、

藤

戸

明

石

勇

小
林
善
兵
衛

シ

テ

榎

本

誠

一

堀

切

箕

一

郎

窪

田

義

之

ワ

キ

和

田

饒

茨

勝

行

松

井

庄

太

郎

能
楽

一
、
源

氏

供

観
世
流

連
吟養

シ
テ

池

田

静

枝

丸

山

里

子

平
松
き
ぬ
を
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~
 

ヽ

1
0

、
八、 七、 六、 五、

ーニ、 四、

ヒ°
『
ミ
ミ
の
唄
』
（
歌
劇

「ラ・
ボ
エ

ー
ム
」
中
よ
り
）
．
．．
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲

獨

澤

慰

會

澤

幸

子

協
奏
曲
・
作
品
三
二
•
愛
ホ
長
調
：

·
…
·
:
·
…
…
…
•
•
ウ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

第
二
、
三
楽
章

ア

ノ

ピ

ア

ノ

獨

子

原

久

子

野

仁

子

リ

オ

作 茂

曲

橋

子

、、＞
 
ろ
、
カ
ー
ロ

セ
ン
ト
ネ
ル

テ

ナ

獨

奏
•…
…
…

…
…
鷲

ソ
ナ
タ
・
作
品
五
三
・
ハ
長
調
•

第
一
楽
章
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

唱
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
三

コ
ー
レ
：
…
…
…
…

…
…
…
…

•
ス
カ
ラ
ッ
テ
イ
作
曲

ミ
オ
ベ
ン

：
·
·
…
…
•
…
•
…

…
…
…
•
ジ
ョ
ル
ダ

ー
ニ
作
曲

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏
•
……
•
…
…
…
…

…
…
·
:
：

：
石

バ
レ
ー
の
音
楽
：
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ

奏
•
•
…
…
…
…
;
•
…
…

…
…
·
·
：
山

舞
踏
へ
の
勘
誘
：
・
：
・
:
;
…
…
…
・
…
…
・
:
・
：
；・・・・
・・
・・ウ
ェ

ー

ベ

ル

作

曲

ソ

。フ
ラ
ー
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
萩

奏
••
…
…
;
…
…
…

·
:
·
:
·
…

…
戸

第
ニ
ピ
ア
ノ

好

日

出

夫

ピ

ア

ノ

獨

尾

八

重

子

l
休

憩
ー
ー
_

佐

協
奏
曲
・
ハ
長
調
•
…
…
…
…
…
…

…

…
…

…
…

…
•
•
バ

ピ

ア

ノ

重
奏
•
…
…
…
…
•
第
一
ピ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

田

ツ
藤地

ハ

作雅米

曲子子

獨
唱
：
·
·
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
後

3‘
 
ノ

い
、
好

奇

心
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ろ
、
セ
レ
ナ
ー
デ

（
歌
劇
「
ド
ン
ジ
ュ
ア
ン
」
中
よ
り
）
：
…
……
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

リ

ト

ン

藤

昌

人

セ

ハ
ン
ガ
リ
ー
幻
想
曲
：
…
…
•
•
…
…

•
…
…
…
…
…

•
グ
リ
ッ
ツ
マ
ッ
ヘ
ル
作
曲

ろ、

ロ

獨

奏
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・・：
長

森

エ
チ
ュ
ー
ド
・
作
品
一

0
ノ
ニ
ー
・
ハ
短
調
…

シ

ョ

パ

ン

作

利曲

ノゞ ピ

リ

ト

ン

獨

唱

昭
和
十
四
年
六
月
十
七
日

東

京

―

音

楽

學

校

學

友

會

第

一

―

七

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
六
月
十
七
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

学

友

会

第

一

―

七

回

洋

楽

演

奏

会

獨

奏

井

上

芳

ソ
ナ
タ
ハ
長
調
・
作
品
五
十
三
（
ヴ
ァ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章
ア
ル

レ
グ
ロ

コ
ン
ブ
リ
オ

第
ニ
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
愛
ホ
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
二
七
l

)

第

一
楽

章

ア

ル

レ
グ
ロ

夫

多

田

光

朝

倉

春

奏

石

井

京

秋
の
歌
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

聖
母
哀
悼
歌
よ
り
肉
髄
の
滅
ぶ
時
…
…
…
…
•

•
…
…
…
…
…

•
ベ
ル
ゴ
レ
ー
ジ

歌
劇

「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り
手
紙
の
歌
：
…
…
…
…
・・・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

奏

朝

倉

靖

第
ニ
ピ
ア
ノ

高

折

敦

授

協
奏
曲

第
三
番
・
ハ
短
調
・
作
品
三
十
七
•
•
…

•
•
ベー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第

一

楽

章

ア

ル
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ

獨

水

谷

俊

伴

奏

水

谷

達

夫

歌
劇
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
よ
り
小
夜
曲
窓
邊
に
出
で
て
よ
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ア

J
 

伴

重

日
日nP 

ビ

ア

ノ

獨

奏

堀

野

壽

美井

口

助

敦

授

；
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ピ

ァ

J
 

曲

目

子 子子 子 子
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萬
震
節
に
君
を
憶
ひ
て
作
品
十
の
八

黄

昏

の

夢

作

品

二

十

九

の

一

秘

め

し

誘

ひ

作

品

二

十

七

の

三

…

…

・

:

..

............ .
 

献

呈

作

品

十

の

一

バ

リ

ト

ン

獨

唱

伴

藤
奏

永

JI 

” ” 
井

典

井

囁

託

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

明

ピ
我
が
心
な
ど
斯
く
も
痛
め
る

歌
劇
「
愛
の
妙
薬
」
よ
り

獨

ア

ノ

奏

江

金

子

一

奏

永

井

囁

託

........... ;
:
·
:
·
;
…
·
;
…
…
•
•
パ
イ
シ
ェ
ル
ロ

ひ
そ
か
に
頬
を
博
ふ
涙
：
・
・

・
・
・
・
・
・
'
•
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
イ
ー

カ
。
フ
リ
チ
オ
・
ブ
リ
ラ
ン
テ

荘

良

第
ニ
ピ
ア

ノ

高

折

敦

授

作
品
二
十
二
•
…
…
•
•
…
•

•
•
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

伴

テ

J

ル

獨

唱

雄

協
奏
曲
イ
短
調
・
作
品
八
十
五

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

．．．．．
．．．．．
．．．．．．
．．．
．．．．．．． 
；
：
フ

ン折

メ

第

ニ
ピ
ア
ノ

ピ

ア

ノ

獨

奏

高 西

敦泰

ル授

子

休

憩

管

絃

合

奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ

ア
ル
レ
グ
ロ

ヒ
日才

第
六
番

・
作
品
三

の
六

モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ル
レ
グ
ロ

揮

！井
ヘ

ロン

フ―
ー、助

ル 敦

授

ピ

ア

ノ

獨

奏

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り
バ
レ
ン
チ
ノ
の
詠
唱

さ
ら
ば
心
の
故
郷
よ
：
・
：'
..
.....
.... ;
:
・
:
・
:
・
:
 ..... ;
…
…
・
・グ

協
奏
曲
第
二
番
・
ヘ
短
調
・
作
品
二
十
一

第
一
癸
章
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

上

遠

野

喜

久

子

第
ニ
ピ
ア

ノ

井

口

助

敦

授

•
…
•
；
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・
シ
。
ハ
ン

ヨ
ノ

T
O
K
Y
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
n
a
b
e
n
d
,
 de
n
 1
7
.
 J

u
ni
.
 

1
9
3
9
 
n
a
c
h
mi
t
t

a
g
s
 
1.3
0
 U
h
r
.
 

1
1
7
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
 A
A
 
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
N
u
 

K
l
a
vi
er'Solo :
 

Y
.
 In
o
u
e
 

S
o
n
at
e,
 C-dur,
 
O
p.
 
5
3
 
(Walds

te
in)
…………

•••Bee

thoven 

].
 Satz
;

 

A
苓
gro
con 
b
ri
o
 

K
l
a
vi
er'Solo: 

II•Klav

-ier 

:
 Pr
o
 j.
 

Konzert
,
 Es'dur,
 (K
.'
V
.
 
2
7
1
)
 

].
 Sat
z

;

 

Allegro 

D
u
et
t
:
 

M
.
 Ta
d
a
 

H
.
 As
a
k
u
r
a
 

B
森

l
•
K.

Isi
i
 

H
erb
stli
ed
…

…

…
;
…
 ......
.... ;•……………

·:·:Mendels

sohn 

Q
u
a
n
d
o
 C
o
r
p
u
s
 m
o
ri
et
ur
.
 

aus de:r 
"St
abat
 

M
at
er
".,,, .. •••……

•9.: 

.. 
,
 
.... Perg
olesi
 

管 ピ

ア

絃

楽

P
R
O
G
R
A
M
M
 

．．．．．．．．．．．．
．．
．．．．．．．．
．．．．
．．．．
．．．
 
）
 

交
響
曲
第
四
十
一
番
（
ジ
ュ
ピ
タ
ー
）
ハ
長
調

（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
五
五
一
）

．．．．．
．．．．
．．
．．．．．．．．．．
．．．． 

第

一
楽
章

ア

ル

レ

グ

ロ
ヴ
イ
ヴ

ァ
ー
チ
ェ

ラ
コ
ッ
ツ
ィ
ー
行
進
曲
：
・…
・
:
・…
…
…
…
・
:
・
:
;

…
…
…
•
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

〔原
資
料
横
組
〕

T
O
K
I
O
 

S
.
 Ho
ri
n
o
 

M
.
 
I

g
ut
i
 

…

…

…

…

…

…

…

M
o
z
a
rt
 

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

指

揮

橋

本

助

敦

授

生

徒

管

絃

楽

部

獨

奏

リ
ゴ
レ
ッ
ト
・
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

ノ

ス

卜

田

邊

ま

ち

子
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Che soave zeffiletto. aus der Oper 
"Die Hochzeit des Figaro"..................... Mozart 

Klavier-Solo: ・ Y. Asakura 

11. Klavier : Pro j. M. Takaori 
Konzert, Nr. 3. c-moll, Op. 37............. …•....Beethoven 
I. Satz; Allegro con brio 

Bariton-Solo : 

Begl. 
Tosio Miztuani 
Tatuo Mizutani 

Serenade "Deh vieni alla finestra" 
aus der Oper_ "Don Giovanni'’…………••… .Mozart 

Ar~a von Varentino "Dio posen te dio d'amor" 
aus-der Oper "Faust"..... :i...'.................... Gounod 

Klavier-Solo : • • K. Kadono 

II. Klavier: Prof. M. Iguti 
Konzert, Nr. 2. £-moll, Op. 21..................... Fr. Chopin 
I. Satz ; M aestoso 

Kammermusik : Leitung : Prof. 
Concerto grosso No. 6・, Op. 3 Nr. 6 
Allegro moderato 
Allegro 

oog
g
 

Pause 

Klavier-Solo: 

M. lguti 
............ Handel 

Y. Nisi 
11. Klavier: Prof M. Takaori 

Kon.zert, a-moll, Op. 85.............................. Hummel 
• I. Satz; Allegro moderato 
Tenor-Solo: 

Capriccio brillant, Op. 22........................... Mendelssohn 

Bariton-Solo : N. Fujii 
Begl. S. Nagai 

Allerseelen Op. 10. Nr. 8…R. Strauss 
Traum durch die Dammerung Op. 29. Nr. 1…”  
Heimliche Aufforderung Op. 27. Nr. 3…”  
Zueignung Op. 10. Nr. 1…”  

Klavier-Solo : M. Tanabe 
Rigoletto-Paraphrase................................. Fr. Liszt 

Orchester: Leitung: Prof. K. Hasimoto 
Symphonie Nr. 41. C-dur (Jupiter), (K.-V. 551) 

............ Mozart 
I. Satz ; Allegro vivace 
Rakoczy March....................................... Berlioz 

撰
記
祉
嵌
伽
俣
擬

e＝
忘
苦

垢
N

転

K. Kaneko 

Begl. S. Nagai 
Nel cor piu non mi sento........................... G. Paisiello 
Romanze des Nemotino. 
aus de1 Oper "Der Liebestrank"....………..Donizetti 

Klavier-Solo: Y. Sho 

11. Kla℃ier: Prof. M. Takaori 

智品＋目叶km::ll十目m 探く＋く回似臣懲獣脩

皆品十麟記（匹11十町[Il(--H匿[Il)麟巡｛譴鱈

案 エ云ゆく中榔華l

捉芸涎擦至IIlI.

嶽誤 1tt[Il継藁認

ー・赴1l!I 坦継

叔朧呈・ 釈伶幽冨 （ふ入く込臨翫甘目I1) 

ドヘー沖m＿卜ゞへ n

ト 9¥',ヘ,¥lト・n,¥•中 一上

ロ・ 赳皿

・・・・・・・・・中一入トミ土辿

謎

ベ区 H>"..L・土 ＝ャ

ド ヽトー 入 ・ ト ~ゞ n

継



「・|
皿
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

ー

休

P
r
o
g
r
a
m
m
 

指

揮

合

唱

管
絃
楽

獨

唱

者

東

京

一

音

楽

學

校

徒

東
京
一
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

〔原
資
料
横
組
〕

生

‘、ノ
バ

リ

ト

ン

3‘ ノ ロ

ー

ザ

（

ソ

。

フ

ラ

ノ

）

豊

ソ

。

フ

ラ

ノ

藤

ア

ル

ト

進

柴藤中栗

ス ス

テ

ノ

ー

ル

本山井

悌典睦梅文春

田藤 田 田

正一明陸子子恵

歌

劇

「

ド

ン

ナ

・

デ

ィ

ア

ー

ナ

」

の

序

曲

：

…

・

「

薔

薇

の

巡

證

」

作

品

―

―

二

番

（

モ

ー

リ

ツ

・

ホ

ル

ン

作

童

話

詩

に

櫨

る

）

第

一

部

及

第

二

部

憩
|
|

ン

作

レ

ツ

ニ

チ

ェ

ー

ク

作

…

…

シ

ュ

ー

マ

ヘ

ル

ム

ー

ト

・

フ

エ

ル

メ

ル

I
I
:
9、

O
r
c
h
e
st
er
:

●

:

O
u
v
e
rt
u
r
e
 zur 
O
p
e
r
,,
D
o
n
n
a
 D
i

a
n
a●6…

E
.
 
N
.
 
v
o
n
 R
e
z
ni
c
e
k
 

O
r
c
h
e
st
e
r
:
 

S
y
m
p
h
o
ni
e
,
 Es
‘
d
u
r
 (
K
.
 
V
.
 

542)

………………V[•A

. 

M
o
z
art 

A
d
agi
o
|
A
l
l
eg
r
o
 

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
 

M
e
n
u
et
t

o
|
T
ri
o
 

Fi
nale :
 Al
l
e
g
r
o
 

I
I
I
.
 

ー

P
a
u
s
eー
ー

ー

ー

＇

S
o
li
,
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 :
 

D
e
r
 R
o
s
e
 Pi
lge
rfa
h
rt
 

O
p
.
 

112••…………;:R

. 

S
c
h
u
m
a
n
n
 

(
M
a
r
c
h
e
n
 n
a
c
h
 ei
n
e
r
 D
i

c
ht
u
n
g
 v
o
n
 M
o
ri
t

z
 H
o
r
n
)
 

E
r
st
er 
T
ei
l
|
N
w
ei
t

er T
ei
l
 

S
olist
en: 
R
o
s
a
 (
S
o
p
r
a
n
)
…
…
…
H
a
r
u
e
 T
o
y
o
d
a
 

S
o
p
r
a
n
…
…
…
…
…
…
F
u
mi
k
o
 F
uj
i
t
a

,
.
.
.
 

Alt·…………………••Umeko 

S
i
n
d
o
 

T
e
n
o
r
…
…
…
…
…
…
・
:
M
ut
u
m
u
 Si
b
at
a
 

T
ot
e
n
g
r
a
b
e
r
 
(
B
a
s
s
)
 
N
o
ri
a
ki
 

F
uj
i
i
 

Bar

it

on…………•…••Te

iti 

N
a
k
a
y
a
m
a
 

Bass:………………•Masas

i 

K
u
ri
m
ot
o
 

L
ei
t

u
ng
:

 

H
e
l
m
ut
 

F
e
l
l
m
e
r
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 
d
e
r
 St
a
at
li
c
h
e
n
 A
k
a
d
e
mie
 

z
u
 T
o
ki
o
 

貧
弱
な
る
合
唱

音
楽
學
校
定
期
演
奏

二

十

四

日

夜

、

日

比

谷

公

會

堂

で

東

京

音

楽

學

校

定

期

演

奏

會

を

聰

い

た

。

曲

目

は

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

作

「

愛

ホ

長

調

交

響

曲

」

レ

ツ

ニ

チ

ェ

ッ

ク

作

、

歌

劇

「

ド

ン

ナ

・

デ

イ

ア

ー

ナ

」

序

曲

、

シ

ュ

ー

マ

ン

作

獨

唱

合

唱

管

絃

楽

「

薔

薇

の

巡

證

」

a

〔

マ

マ

〕

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

の

作

品

の

演

奏

は

、

音

そ

の

も

の

の

中

に

、

洗

煉

さ

れ

た

も

の

、

う

ま

味

を

盛

り

、

そ

こ

か

ら

典

雅

な

遊

び

の

感

じ

が

現

れ

る

と

こ

ろ

ま

で

来

な

け

れ

ば

駄

目

だ

と

思

ふ

。

掌

夜

の

成

績

は

遺

憾

な

が

ら

、

そ

の

貼

の

鉄

け

た

も

の

が

あ

っ

て

、

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

を

楽

し

ま

せ

る

と

こ

ろ

ま

で

行

か

な

か

っ

た

。

レ

ツ

ニ

チ

ェ

ッ

ク

の

序

曲

は

、

や

A
成

功

に

近

い

が

、

そ

れ

で

も

、

矢

張

り

、

諸

所

に

、

前

と

似

た

非

難

を

加

へ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

部

分

が

あ

っ

た

。

＇
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合
唱
は
、
何
故
あ
ん
な
に
槃
が
小
さ
い
の
だ
ら
う
。
時
々
、
群
中
の
頭
株
ら
し
い
磐

が
、
一
＿
一
生
々
し
く
突
き
抜
け
て
聰
こ
え
た
。
あ
と
の
約
三
分
の
二
の
頭
敷
は
、
無
用

の
も
の
ら
し
い
。
各
人
が
、
皆
も
つ
と
責
任
を
感
じ
て
、
疲
想
記
琥
だ
け
の
槃
を
出
し

た
ら
、
あ
ん
な
貧
弱
な
合
唱
に
は
な
ら
な
い
だ
ら
う
。

敷
人
の
獨
唱
者
が
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
極
端
に
異
っ
た
ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
の
速
さ
と

幅
を
も
つ
て
ゐ
た
。
あ
れ
は
看
過
す
べ
き
事
だ
ら
う
か
。

獨
唱
者
と
雖
も
、
一
っ
の
一
音
楽
組
織
の
中
に
在
る
。
そ
の
中
に
存
在
す
る
資
格
を
思

ふ
時
、
こ
れ
等
の
極
端
な
相
違
を
、
そ
れ
は
個
性
で
あ
る
、
な
ど
と
簡
輩
に
は
片
付
け

ら
れ
な
い
。
少
く
と
も
、
各
々
が
相
営
な
合
奏
効
果
を
畢
げ
得
る
範
園
内
に
、
そ
の
相

違

を

矯

正

す

べ

き

で

は

な

い

だ

ら

う

か

。

（

長

谷

川

千

秋

）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
四
年
六
月
二
十
七
日
）

學
究
的
態
度
を
望
み
た
い

東
京
音
楽
學
校
の
定
期
演
奏
會

◆
…
…
廿
四
日
日
比
谷
公
會
堂
に
催
さ
れ
た
東
京
―
音
楽
學
校
の
定
期
演
奏
會
を
久
し
振

り
に
聰
い
た
、
同
校
が
毎
シ
ー
ズ
ン
月
に
一
回
の
定
期
演
奏
會
を
催
し
て
ゐ
る
事
は
周

知
の
こ
と
乍
ら
、
嘗
夜
の
演
奏
曲
目
や
演
奏
技
術
に
接
し
て
見
る
と
、
彼
等
の
毎
月
の

定
期
演
奏
に
は
甚
だ
し
い
危
瞼
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た

◆
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
曲
「
交
響
曲
愛
ホ
長
調
」
に
し
て
も
指
揮
者
フ
エ
ル
マ
ー
の
タ

ク
ト
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
此
音
楽
に
は
一
向
に
解
繹
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
モ

ー
ツ
ア
ル
ト
晩
年
の
此
作
品
に
於
け
る
老
熟
し
た
主
題
の
表
現
力
が
、
唯
臨
切
れ
の

悪
い
楽
―
H

日
に
綴
ら
れ
た
も
の
と
し
て
再
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
次
の
レ
ツ
ニ
チ

エ
ー
ク
曲
「
ド
ン
ナ
・
デ
イ
ア
ン
ナ
の
序
曲
」
が
無
難
に
演
奏
さ
れ
た
と
は
言
へ

、

こ
れ
は
何
等
嘗
夜
の
成
績
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

彼
等
は
言
は
ゞ
一
音
楽
の
ア
カ
デ
ミ
ス
ト
で
あ
る
、
彼
等
が
明
確
に
そ
の
意
識
を
有
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
演
奏
會
（
曲
目
形
式
を
含
め
て
）
に
更
に
憤
重
な
態
度
を
取
る
べ
き
で

あ
り
、
學
蒻
會
程
度
の
も
の
は
恥
ず
べ
き
だ

◆
•
；
・
第
二
部
の
シ
ュ
ー
マ
ン
曲
「薔
薇
の
巡
證
」
は
一
時
間
に
わ
た
る
大
作
で
此
演

獨
唱
、
合
唱
、
管
絃
楽

「

天

地

創

造

」

よ

り

指管獨作

絃：
揮楽唱曲

木生生ハ

徒

下管

絃

楽

保部徒ン

イ

ド

藝

術

學

會

出

席

者

招

待

演

奏

會

曲

目

奏
、
歌
唱
共
に
努
力
の
跡
を
見
せ
た
も
の
だ
が
、
聴
い
た
後
で
非
―
音
楽
的
な
疲
榮
を

覺
え
た
、
唱
歌
は
豊
田
、
藤
田
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
進
藤
（
ア
ル
ト
）
の
女
生
徒
の
方
が

優
れ
て
ゐ
た
の
は
事
質
だ
〔
ヽ
〕
東
京
＿
音
楽
學
校
は
演
奏
會
に
も
つ
と
櫂
威
あ
る
方
法

を
と
る
べ
き
だ
ら
う
（
お
）

（
『
東
京
音
築
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
四
年
至
昭
和
十
五
年
、
ー
ニ
―
頁
）

昭
和
十
四
年
＋
月
十
四
日

誌
認
尋
常
科
第
六
回
演
奏

〔
曲
目
等
不
明
〕

上
野
児
童
音
楽
学
園
尋
常
科
第
六
回
演
奏
会

十

月

十

四

日

於

本

校

奏

楽

堂

（
『
東
京
昔
築
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
四
年
至
昭
和
十
五
年
、

昭
和
十
四
年
＋
月
二
十
＿
日
芸
術
学
会
出
席
者
招
待
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

於
上
野
公
園
本
校

ー
ニ
ー
頁
）

東

京

音

楽

學

校

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
八
日
広
東
訪
日
婦
女
団
歓
迎
演
奏
会

疇

嗜

即

歓

迎

演

奏

六

月

二

十

八

日

於

本

校

奏

楽

堂

〔
曲
目
等
不
明
〕

（
『
都
新
聞
』
昭
和
十
四
年
六
月
二
十
九
日
）
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六

其
他
芝
居
囃
子

屋
豪
囃
子
全
般
に
就
い
て

劇
場
音
楽
の
賓
演
と
解
説

骰
名
手
本
忠
臣
蔵
（
大
序
よ
り
）

菅
原
博
授
手
習
鑑
（
車
引
）

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
二
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

―

八

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
二
日
（
日
）
午
後
一
時

学
友
会
第
l

l

八
回
洋
楽
演
奏
会

賓解

説

杵

屋

六

左

術

門

演

岡

安

喜

三

郎

田

中

伝

佐

衛

門

外

ベ ピ
ア諧
誰
曲

休

作

品

狡

表

草

ビ

ア

ノ

の

為

の

三

つ

の

前

奏

曲

演

奏

作

ボ
コ
ア
ジ
タ
ー
ト

—

グ
ラ
ジ
オ

ー
ソ
ー
。
フ
レ
ス
ト

ピ ピ

ス

獨

唱

栗

本

正

伴

奏

中

田

一

次

561 

J
 
獨

奏

藤

田

嬰
ハ
短
調
作
品
三
十
九
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ョ
パ
ン

仲

子

第2章

曲川

者

憩

華
か
な
る
ポ
ロ
ネ
ー

ズ

ホ

長
調

ア

ノ

獨

華
か
な
る
愛
奏
曲獨

ア

ノ

奏

戦
死
者
二
賜
ハ
リ
タ
ル
御
歌

傷
病
兵
二
賜
ハ
リ
タ
ル
御
歌

遺
家
族
二
賜
ハ
リ
タ
ル
御
歌

識識謹

作

奏唱曲

宮伊宮

城藤城

道武道

雄雄雄

武

安

千

賀

第

ニ

ピ

ア

ノ

田

中

敦

授

作
品
七
十
二
…
…
…
…
ウ
エ
バ
ー
ー
リ
ス
ト

奏愛
口
長
調

五

皇

后

宮

御

歌

清

水

作
品
十
二
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ョ
パ
ン

ソ
。
フ
ラ

語
り
給
ヘ

ノ

獨

唱

獨
唱
・
等
曲

四

秋

生

曲

徒外雄曲

ピ

ア

ノ

獨

繹
詩
曲
卜
短
調

の

等

曲

等

宮古

城

道

歌
劇
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア

マ
マ
も
知
る
通
り

舞

踊

若

柳

吉

越

後

獅

子

囃長指作

子唄導曲

望笙言［職中下中

次外郎郎徒観郎門

月月

孝吉

太三

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

三
絃
と
室
内
管
絃
楽

長
唄
・
舞
踊

ピ

ア

ノ

獨

奏

ボ
ロ
ネ
ー
ズ
作
品
二
十
六
ノ

絃

協

奏

曲

管三編作

絃

楽絃曲曲

能能
員純

島島

生耐島伏

徒―--

ロ
マ
ン
ス
・
ワ
ル
ツ

ピ

ア

ノ

曲

重

奏

卜

シ

子

道

子
美

子

齋

藤
高

橋

作
品
十
五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ア
レ
ン
ス
キ
ー

北

島

恵

…
…
…
…
…
;
:
·
…
…
…
•
シ
ョ
パ
ン

坂

元

芳

伴

奏

星

野

す

み

れ

ル
ス
チ
カ
ー
ナ
」
よ
り
：
…
…
…
…
•
マ
ス
カ
ー
ニ

奏

谷

津

作
品
二
十
三
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ョ
パ
ン

目

徳

和

…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
：
ア
ル
デ
イ
テ
イ

第
一
ピ
ア
／

第
ニ
ピ
ア
ノ

啓 子 子 子 和照

昭和13年～27年(1938~1952)
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慇

Soprano-Solo 

〔医媒宰話粟〕

TOKYO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonntag, den 22. 0kt. 1939 nachmittags 1. Uhr. 
118. SCHULER-KONZERT 

DER STAATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

1. Klavier T. Saito 

11. Kla℃ier K. Takahashi 
Romance.-Vabe. Op. 15.............................. A. Arensky 

Klavier-Solo E. Kitajima 
Polonaise Op. 26 Nr. 1................................. Chopin 

Y. Sakamoto 
Begl. S. Hosino 

Aus der Oper "Cavalleria Rusticana."…………Mascagni 
Voi lo sapete 

Klavier-Solo M. Y atu 
Ballade g-moll Op. 23.................................... Chopin 

Soprano-Solo K. Toku 

Begl. S. Hosino 
Porda !...................................................... Arditi 

Klavier-Solo T. Simizu 
Variations Brillantes B-Dur Op. 12.. …••… •.......Chopin 
Klavier-Solo T. Takeyasu 

Begl. Prof. K. Tanaka 
Polonaise Brillante E-dur Op. 72..................... Weber-Liszt 

Pause 

a
9
9
 

撰
記
将
嵌
珈
桜
擬

e品
苦

Korn position 
Drei Praludien fur Klavier Klavier-Solo 
Poco Adagio-Grazioso-Presto 

Kla vier-Solo 
Scherzo cis-moll 

Bass-Solo 

瞬
N

採

K. Kusakawa 

” 
N. Fujita 

Op. 39................................. Chopin 

T. Kurimoto 
Begl. K. Nakata 

Aus dem Oratorium "Schopfung"…•...…•.......J. Haydn 
Recitative und Arie des Raphael 

Klavier-Solo K. Y osida 
Sonate (Les Adieux) Es-Dm Op. 81……………Beethoven 
Adagio-Allegro 
Andante espressivo 
Vivacissimamente 

Soprano-Solo 
Begl. 
K. Fujisima 
E. Suemoto 



三
、
長

常

磐

庭 唄
霊

二
、
山
田
流
等
曲

ヽヽしJ
 

賀

し 茂

一
、
観
世
流
舞
囃
子

曲

目

上／9三／III唄

調味

子線

原橋横塚遠藤

澤本 山、
山田江

百た 美

合け芳壽津多

子子枝美子恵
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等

伊

藤

良

平

太大小笛地シ

鼓鼓鼓 謡テ

吉加長寺研服
究

谷井科
田藤 邦部

川三楽

直良淳千科榮
生

夫助一雄徒次

安

宅

の

松

唄

”””三／III！！ 唄

味

線

井阿杉高塚岡中酒

田部本崎田本島

利富 三井

孝恵紀洋壽松千

子子子江美子代大

於

絃

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
八
日
学
友
会
第
三
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
八
日
（
第
四
土
曜
日
）
午
後
一
時
始

東
京
音
楽
學
校
學
友
會

第
一
ー
一
回
邦
楽
演
奏
會

本

校

奏

楽

堂

三／I等

佐西小

々
山林

木

松糸

従江子

六
、
生
田
流
等
曲

地

唄

萩

の

露

II三／I等

絃

網塚中栗

野越山林

操清蘭フ

子子子ミ

(

1

)

こ

れ

ら

は

、

J

.
S
・

バ

ッ

ハ

の

作

品

で

、

〈

ア

ン

ナ

・

マ

ク

ダ

レ

ナ

・

バ

ッ

ハ

の

た

め

の

音

楽

帳

第

二

巻

〉

中

の

二

曲

で

あ

る

。

之

段姥

清浅

水見

郁重

三信

W
illst 
d
u
 d
ei
n
 H
e
r
z
 m
i

r
 s
c
h
e
n
k
e
n
…
…
A
n
n
a
 M
a
g
d
a
l
e
n
a
 
B
a
c
h
 

Bi
st
 

d
u
 b
ei
 m
ir••………………………•…‘‘ 

D
e
r
 H
i
r
t
 
au£ 
d
e
m
 F
e
l
s
e
n
:
・
…
…
…
…
・
:
S
c
h
u
b
e
r
t
 

K
l
a
vi
e
r
'
S
o
l
o
 

M
.
 O
si
m
a
 

B
egl
.
 

P
r
of
.
 S
i

r
ot
a
 

K
o
n
z
e
r
t
 N
r.
 4
 G
'
d
u
r
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
B
e
e
t
h
o
v
e
n
 

I. 
S
at
z
 A
l
l
e
g
r
o
 
M
o
d
e
r
at
o
 

四
、
生
田
流
等
曲

ィ
、
虫
の
武
蔵
野

五、

観
世
流
仕
舞

イ
、
山

ロ
、
玉

七
、
山
田
流
等
曲

近

江

八

景

八
、
長

学
友
会
第
一

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
九
日

東
塞
音
楽
學
校
學
友
會

第

一

―

九

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時

一
九
回
洋
楽
演
奏
会

ロ
、
瀬

休
昔

憩

十等

七

絃

外古

池川

カ太

ネ郎

II II三／9等

絃

中鈴森加山

村木田藤下

嘉

睦代千泰愛

子子代子子

昭和13年～27年 (1938~1952)



メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ア
ニ
マ
ー
ト

ア
ダ
ヂ
エ
ッ
ト

プ
レ
ス
ト

コ
ン

佐

工

作

ソ
ナ
チ
ネ
品

狡

表

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

ス
テ
ュ
ッ
ク

Jヽ
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
演
奏
作

レ
ジ
ェ
ー
ロエ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ー
ネ

々

木

成

子

林

揺

子

曲

者

休

憩

第
ニ
ピ
ア
ノ

作
品
七
十
九
…

ピ

ア

ノ

獨

奏

矢

島

さ

幅

井

敦

…
ウ
エ
ー
バ
ー
授よ

チ

靱

持

富

美

伴

奏

西

泰

子

協
奏
曲
第
四
番
卜
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

ア
ル
レ
グ
ロ
ー
ア
ン
ダ
ン
テ
イ
ー
ノ

子

ピ
聖
諄
曲
「
四
季
」
よ
り

シ
モ
ン
の
詠
唱

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り

さ
ら
ば
故
郷
よ

ア

ノ

獨

奏

聖
諦
曲
「
波
を
渡
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
」

獨

工

ロ

奏

子

•
•
…
…
•
…
…
…
…

•
•
•
リ
ス
ト

森

留

奈

子

第
ニ
ビ
ア
ノ

協
奏
曲
イ
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
四
百
八
十
八
、

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

・
・
グ
ー
ノ
ー

バ

リ

ト

ン

獨

唱

堀

二

郎

伴

奏

戸

田

盛

忠

…
…
…
•
ハ
イ
ド
ン

ピ

ア

J

獨

奏

曲

目

成

田

百

合

志

賀

登

喜

子

K
l
a
vi
er-S
o
l
o
 

ピ

ア

ノ

獨

奏

B
e
gl.
 

J
.
 

H
o
ri
 

左

右

田
シ

ロ

五

十

鈴

夕

敦

師

レ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

子

第2部

ピ

石

井

京

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

郷
愁
作
品
六
十
三
の
七

我
が
幼
き
時
花
咲
く
を
見
き
作
品
六
十
三
の
九
…
•
•
•

永
遠
の
愛

作
品
四
十
三
の
一

ア

ノ

獨

奏

奏
鳴
曲
嬰
へ
長
調
作
品
七
十
八
…
…
…
…
•
•

ア
ル
レ
グ
ロ
マ
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ
ー

ア
ル
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

歌
劇
「
イ
ル

加

古

三

枝

伴

奏

瀬

崎

美

登

利

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

助

奏

田

中

富

貴

子

パ
ス
ト
ー
レ
」
よ
リ
の
詠
唱
：
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

第
ニ
ピ
ア
ノ

ハ
ン
ガ
リ
ア
幻
想
曲
…
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ
ス
ト

T
O
K
I
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
nt
ag
,
 d
e
n
 2
9
.
 0
kt
.
 
1
9
3
9
 
n
a
c
h
mi
t
t

ag
s
 
1. 
U
h
r.
 

1
1
9
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
A
A
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 

P
R
O
G
R
A
M
M
 

〔
原
資
料
横
組
〕

T
O
K
I
O
 

Y•Nar

it
a 

T
.
 
S
i

g

a
 

Konzert A
,
D
u
r
 K
.
 
V
.
 
4
8
8

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

M
o
z
a
rt
 

I. 
S
at
z
 Alleg
ro 

B
a
ri
t

on'Solo 

伴
奏

” ” 
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…
•
•
…
…
…
•
ブ
ラ
ー
ム
ス
倉

靖

子
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B
egl
.
 

<
iol
g
oblzg
.at
 

B
egl
.
 

K
o
r
n
 po
si
t
i

o
n
 

S
o
n
at
i

n
e
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

K
l
a
vi
er,Solo 

A

n

i

m
at
o
 e
 leg
g
i

e
r
o
 

A
d
a
g
1
et
t

o
 c
o
n
 espress10ne 

P
r
e
st
o
 

M
e
z
z
o
s
op
r
a
n
o
'
S
o
l
o
 

M•Kako 
M
.
 Se
z
a
ki
 

F
.
 Ta
n
a
k
a
 

一
、
越
後
獅
子

吉
住
小
三
郎
指
導

稀

昔

家

浮

観

九
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

舞
踊

S
.
 Sa
s
a
ki
 

Y
.
 As
a
k
u
r
a
 

H
ei
m
w
e
h
 O
p.
 
6
3
 N
r.
 

7•

…………………………

••Brahms 

I
c
h
 s
a
h
 als K
n
a
b
e
 B
l
u
m
e
n
 blti
h
n
 O
p
.
 
6
3
 N
r.
 
9
…

‘

、

V
o
n
 e
wi
g

er 
Li
e
b
e
 O
p
.
 
4
3
 
N
r.
 
1

…

…

…

…

…

…

…

‘

‘

 

K
l
a
vi
e
r
,
S
o
l
o
 

I. 
Isi
i
 

S
o
n
at
e
 F
i

s
,
D
u
r
 O
p
.
 
7
8
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
B
e
et
h
o
v
e
n
 

A
l
l
e
g
r
o
 m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 vi
v
a
c
e
 

S
o
p
r
a
n
,
S
o
l
o
 

囃
子

若望望職

柳月月員

吉太長

三左之生

郎吉助徒
外

565 第2章

長

唄

・

舞

踊

高

野

辰

之

作

詞

宮

城

道

雄

作

曲

等

曲

生

田

流

あ

き

の

ひ

ゞ

き

一
、
秋

韻

宮

城

道

雄

外

職

員

生

徒

合

作

二

世

山

木

大

賀

初
代
中
能
島
松
磐

一
、
松

風

F•Koba

y
as

i 

ヽヽ

'
 ヽ

八

島

シ

テ

賓

生

重

英

s•Ya

ji

ma 

B
eg
l.
 Prof. 
N
.
 Fu
k
ui
 

K
o
n
z
e
rt
s
tiic
k
 O
p
.
 

79•

………………••……………

Weber 

P
a
u
se
 

大小笛
鼓鼓

一
、
商

砂
シ
テ

B
eg
l.
 M
.
 To
d
a
 

A
u
s
 
den^

' Jahresze

it
en

"
·
…………………………

••Haydn 

A
r
i
e
 v
o
n
 Si
m
o
n
 

A
u
s
 d
e
r
 
O
p
e
r
 "F
a
u
st
"

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

G
o
u
n
o
d
 

D
a
 ic
h
 n
u
n
 verlassen 
soll 

K
l
a
vi
e
r
,
S
o
l
o
 

R
.
 M
o
ri
 

に
g
e
n
d
e
"St
.
 F
r
a
nc;
oi
s
 d
e
 P
a
u
l
e
 m
a
r
c
h
a
nt
 

sur 
les 
flot
s"
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Li
szt
 

Vi
oloncell,Solo 

F•Kenmo

ti 

Be
g
l•Y•N

i
s

i 

K
o
n
z
e
rt 
N
r
.
 
4
 

G
'
D
u
r
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

G
.
 G
ol
t

erm
a
n
n
 

A
l
l
e
g
r
o
|
A
n
d
a
nt
i

n
o
 

K
l
a
vi
e
r
,
S
o
l
o
 

観
世
流
舞
囃
子

賓
生
流
舞
囃
子

等

曲

山
田
流

中

能

島

欣

外

職

員

生

徒

島

澤

啓

次

太大小笛
鼓鼓鼓

川森寺金安宮一

崎井春揺本噌

之重政胄春靖錢
衛

靖朗敷門雄二二

演

奏

曲

目

昭
和
十
四
年
＋
月
三
十
一
日

出

演

東

A
u
s
 d
e
r
 O
p
e
r
 "II 
R
e
 p
a
st
ore
"
 

Arie
 

K
l
a
vi
e
r
,
S
o
l
o
 

京

音

楽

學

校

日
比
谷
公
會
堂

…

…

…

…

…

…

・
:
M
o
z
a
rt
 

I. 
S
o
d
a
 

B
eg
l.
 Pr
of
.
 

Si
r
ot
a
 

．
 

U
ng
ari
s
c
h
e
 Phan

tas1e•

……………………………

••L
isz
t 

演
奏
会
（
邦
楽
）

昭和13年～27年 (1938~1952)



m．
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

「
マ
リ
ア
・
カ
ン
タ
ー
タ
」
作
品
九
九
…
…
…
…
…
…
。ハ
ウ
ル
・
グ
レ
ー
ナ
ー
作

1
．
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
と
合
唱
「
お
告
げ
」

2
．
合
唱
（
無
伴
奏
）「
讃
歌
」

3
．
バ
ス
獨
唱
と
女
槃
合
唱

「
子
守
歌
」

4
．
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
と
合
唱
「
ハ
レ
ル
ヤ
」

5
．
間
奏
楽
「
や
さ
し
き
聖
母
」

6
．
ア
ル
ト
獨
唱
と
男
槃
合
唱
「
恵
み
の
泉
」

7
．
ア
ル
ト
獨
唱
と
合
唱
「
御
心
の
ま
A

に」

8
．
バ
ス
獨
唱
「
お
A

マ
リ
ア
、
悲
し
み
の
女
」

9
．
合
唱
「
悲
泣
の
心
」

ー
休

II
．
ピ
ア
ノ
と
管
絃
榮

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

憩
ー

交

響

楽

詩

第

「
前
奏
曲
」

ー

．

管

絃

榮

第
八
十
九
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
一
月
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
{

5

』
謬

會

場

（
市
電
・
稗
田
・
ー
ツ
橋
下
車
）

愛
ホ
長
調
：
…
…
…
…
…
…
•
リ

定

期

演

奏

曲

目 共

立

講

堂

昭
和
十
四
年
十
一
月
四
日

獨

奏

永

井

リ

ス ス

卜

進作

卜

乍
'ー

〔
こ
の
。フ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
曲
目
の
印
刷
さ
れ
た
頁
の
み
が
残
さ
れ
て
お
り
、
年
月
日
と
会
場
は
そ

こ
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
情
報
に
よ
っ
た
。
〕

東

京

昔

榮

學

校

1
0
．
四
重
唱

「お
A

マ
リ
ア
、
わ
が
愛
」

11
．
四
童
唱
と
合
唱
「
悦
び
の
歌
」

ソ
。
フ
ラ
ノ
立
山
内
秀
子

唱

一

テ

ノ

ー

化

木

下

保
P
r
o
g
r
a
m
m
 

I•Orches

ter 

S
y
m
p
h
o
ni
s
c
h
e
 
D
i

c
ht
u
ng
 

N
r
.
 
3
.
 
Pralud

ien·

………

••Fr•L

i sz
t 

II•Klav

ier 

u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

K
l
a
vi
e
r
k
o
n
z
e
rt
 

N
r
.
 1. Es'dur

…………••……………

•Fr

. 

Li
szt
 

S
o
li
st
:

 

S
u
s
u
m
u
 N
a
g
ai
 

獨

ー

(
P
a
u
s
e
)ー

合管指

絃

唱楽揮

東
京
昔
架
學
校
管
絃
楽
部

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

〔原
資
料
横
組
〕

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

III
.
 So
li
,
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

M
a
ri
e
n
,
K
a
nt
at
e
,
 O
p
.
 

99·

……………•…………

•Paul 

G
r
a
e
n
e
r
 

1. 
S
o
p
r
a
n
s
o
l
o
 
u
n
d
 C
h
o
r
,,
V
e
r
k
i
i
n
di
g

u
ng
ĉ 

2
.
 Ch
o
r
 a
 cappella
,,
C
a
nt
uŝ
 ̂

3
.
 Bass,solo 
u
n
d
 F
r
a
u
e
n
c
h
o
r
,,
W
i

egenlied̂

 ̂

4
.
 So
p
r
a
n
s
o
l
o
 u
n
d
 C
h
o
r
,,Halleluj
a
h
 !̂̂ 

5
.
 O
r
c
h
e
st
er :
 Int
erludi
u
m
,,M
at
er 
dolorosâ

 ̂

6
.
 Altsolo 
u
n
d
 C
h
o
r
,,
0
 U
r
s
p
r
u
n
g
 
aller 
B
r
a
n
n
e
n
"
 

7
.
 Altsolo 
u
n
d
 C
h
o
r
,,
D
ei
n
 W
i
l
l
e
,
 He
r
r
,
 geschehê
c 

8
.
 Bass,solo: 
A
ri
e
,,
0
 M
a
ri
a
,
 
t

r
a
u
ri
g

 

W
ei
b̂
c 

9
.
 C
h
o
r
,,A
l
l
e
n
 w
ei
n
e
n
d
e
n
 Seelen̂

 ̂

1
0
.
 So
l
o
q
u
a
rt
ett
,,
0
 M
a
ri
a
,
 m
ei
n
e
 Li
ebê
6 

1
1
.
 
・
 
S
o
l
o
q
u
a
rt
ett 
u
n
d
 C
h
o
r
,,F
r
e
u
et
 

E
u
c
h
 !"
 

ア
ル
ト
：
リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ル
ト

バ
ス
＂
伊
藤
武
雄
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昔

楽

會

往

来

山

銀

野

村

光

S
o
p
r
a
n
 :
 Hi
d
e
k
o
 Y
 am
a
n
o
ut
i
.
 

A
l
t
 :
 

R
i

a
 v
o
n
 H
e
s
s
e
rt
 

T
e
n
o
r
:
 T
a
m
ot
u
 Ki
n
o
si
t

a
.
 Ba
s
s
 :
 Ta
k
e
o
 I
t

o
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

C
h
o
r
 u
n
d
 

L
ei
t

u
ng
:

 

H
e
l
m
ut
 

F
e
l
l
m
e
r
 

O
r
c
h
e
st
er 
d
e
r
 St
a
at
l
i

c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

東
京
音
楽
學
校
定
期
演
奏
會
（
四
日
夜
共
立
講
堂
）

上

野

の

管

絃

園

は

最

近

完

全

に

楽

員

の

入

替

へ

を

行

ひ

、

純

粋

に

同

校

の

新

進

卒

業

生

を

中

心

と

し

て

そ

れ

を

組

織

し

た

ら

し

い

。

こ

れ

で

こ

そ

學

校

管

絃

園

だ

。

但

し

、

技

倖

は

結

局

、

再

出

漿

に

な

っ

た

為

、

現

朕

で

は

、

以

前

非

難

の

あ

っ

た

不

純

な

時

よ

り

も

末

だ

落

ち

る

〔

゜

〕

そ

れ

が

た

め

、

演

奏

は

今

や

正

に

崩

潰

せ

ん

と

す

る

危

瞼

朕

態

に

屡

々

立

至

っ

た

が

、

併

し

、

癌

を

根

絶

す

る

に

は

こ

の

位

の

荒

療

治

、

犠

牲

は

覺

悟

す

可

き

だ

ら

う

。

リ

ス

ト

の

愛

ホ

長

調

の

協

奏

曲

を

弾

奏

し

た

永

井

進

氏

は

洋

琴

家

と

し

て

の

各

種

の

條

件

を

具

備

し

た

手

腕

を

猿

揮

し

た

。

若

し

強

ひ

て

鋏

黙

を

皐

げ

れ

ば

、

餘

り

各

要

素

が

飽

和

欣

態

に

ま

で

融

合

し

過

ぎ

て

、

積

極

性

、

特

異

性

に

鋏

け

て

ゐ

る

位

の

も

の

だ

ら

う

。

リ

ス

ト

は

第

三

楽

章

が

傑

出

し

て

を

り

、

こ

の

く

ら

ゐ

衆

型

が

鮮

明

に

表

出

さ

れ

た

演

奏

も

珍

し

い

。

氏

は

上

野

が

誇

る

に

足

る

洋

琴

家

で

あ

る

。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
二
日
）

根

今

月

位

い

そ

が

し

か

っ

た

月

は

な

い

。

編

輯

部

か

ら

―

音

楽

會

評

を

頼

ま

れ

て

ゐ

た

が

、

ど

れ

と

ど

れ

を

書

く

の

だ

っ

た

か

忘

れ

た

。

そ

れ

で

聰

い

た

の

を

紐

浚

へ

し

て

見

る

の

も

一

興

だ

と

思

ふ

。

勢

ひ

短

評

に

な

る

か

も

知

れ

な

い

。

東

京

―

音

楽

學

校

定

期

演

奏

十

一

月

四

日

於

共

立

講

堂

。

共

立

講

堂

と

い

ふ

の

は

始

め

て

だ

。

行

っ

た

ら

既

に

始

ま

つ

て

ゐ

て

、

二

階

か

ら

入

ら

う

と

階

段

を

登

っ

た

ら

一

等

天

つ

ぺ

ん

ま

で

行

っ

て

や

っ

と

扉

が

あ

る

始

末

に

ま

ご

つ

い

た

。

入

っ

て

見

る

と

一

杯

の

人

で

席

も

と

れ

ぬ

。

や

っ

と

一

っ

見

つ

け

て

腰

を

お

ろ

さ

う

と

し

た

が

、

此

の

椅

子

は

大

愛

狭

く

て

私

の

お

尻

が

易

々

と

は

入

ら

な

い

に

は

閉

口

す

る

や

ら

氣

ま

り

が

悪

い

や

ら

。

や

っ

と

嵌

ま

り

こ

ん

で

音

楽

に

耳

を

傾

け

た

が

、

リ

ス

ト

の

「

前

奏

曲

」

に

は

大

い

に

弱

っ

た

。

ま

る

で

合

奏

に

な

っ

て

な

い

の

だ

か

ら

。

上

野

の

管

絃

楽

が

こ

ん

な

に

悪

か

っ

た

こ

と

は

私

の

記

憶

に

は

一

寸

な

い

。

お

そ

ら

く

二

十

年

か

三

十

年

前

に

だ

っ

て

ど

う

か

と

思

ふ

。

今

日

こ

れ

を

書

い

て

る

宵

の

口

に

武

蔵

野

音

楽

學

校

の

管

絃

楽

を

一

寸

耳

に

し

て

来

た

が

、

こ

の

方

が

ま

だ

よ

い

と

思

っ

た

。

第

二

に

は

矢

張

り

リ

ス

ト

の

愛

ホ

長

調

ピ

ア

ノ

協

奏

曲

。

永

井

進

獨

奏

で

あ

る

が

、

〔

マ

マ

〕

こ

の

方

は

ず

つ

と

よ

い

。

ピ

ア

ノ

は

相

常

に

健

賓

で

あ

っ

た

。

し

か

し

ど

う

に

も

感

銘

が

薄

い

も

の

で

あ

っ

た

。

尤

も

は

る

か

上

の

席

で

、

お

そ

ら

く

舞

豪

か

ら

百

米

近

く

あ

〔

マ

マ

〕

る

か

も

知

れ

な

い

程

の

距

離

か

ら

競

か

さ

れ

て

る

の

だ

か

ら

、

そ

の

ハ

ン

デ

キ

ッ

。

フ

も

考

へ

て

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

し

か

し

遠

い

な

り

に

粗

雑

な

と

こ

ろ

が

消

え

る

こ

と

も

あ

る

か

ら

、

さ

し

て

不

利

ば

か

り

と

は

云

へ

な

い

。

い

づ

れ

と

し

て

も

此

の

ピ

ア

ノ

に

は

結

晶

を

見

る

や

う

な

裁

然

さ

透

明

さ

は

な

く

、

又

リ

ス

ト

張

り

の

天

馬

空

を

行

く

如

き

爽

快

さ

も

味

は

れ

ず

、

混

沌

の

う

ち

に

息

づ

く

情

熱

も

感

じ

ら

れ

な

い

貼

に

、

自

分

の

適

確

な

シ

ュ

テ

ー

ル

を

末

だ

把

握

し

て

ゐ

な

い

弱

貼

を

指

摘

し

う

る

。

打

鍵

は

末

だ

粗

で

あ

る

。

幸

日

の

冒

頭

が

弾

力

的

に

赦

断

さ

れ

ず

、

可

成

り

乾

燥

し

た

も

の

と

な

る

。

．

そ

れ

か

ら

、

幸

日

の

打

出

し

は

リ

ズ

ム

よ

り

一

瞬

お

く

れ

勝

に

な

り

（

こ

れ

は

憤

重

を

期

す

る

演

奏

者

に

よ

く

あ

る

こ

と

だ

）

、

幸

日

の

切

れ

目

は

こ

れ

に

反

し

て

一

瞬

間

早

い

。

妙

に

ぴ

ん

／

＼

と

幸

日

を

は

ね

上

げ

る

。

こ

れ

が

大

愛

軽

手

な

印

象

を

輿

へ

る

。

昔

誠

は

大

で

な

＜

‘

-

音

色

の

愛

化

陰

影

は

不

充

分

で

あ

る

。

つ

き

つ

め

て

い

ふ

と

如

何

に

も

昔

楽

學

校

風

な

昔

が

す

る

、

と

い

っ

た

ら

常

ら

う

。

次

の

グ

レ

ー

ナ

ー

の

カ

ン

タ

ー

タ

は

作

品

と

し

て

聴

い

て

置

き

た

い

も

の

で

あ

っ

た

が

、

ど

う

も

座

席

の

エ

合

が

落

着

を

失

つ

て

る

の

で

失

敗

し

た

。

（『
＿音
榮
評
論
』
第
八
巻
第
十
二
号
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
、
四
二

l
四
三
頁
）
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ー

休

憩

|

|

華
麗
な
る
園
舞
曲
（
ワ
ル
ツ
ブ
リ
ラ
ン
テ
）
愛
イ
長
調
…
…
シ

4
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

岩

崎

富

美

子

伴

奏

堀

川

八

千

代

第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ

奏

華
麗
な
る
大
圃
舞
曲

（
ク
ラ
ン
ド
ワ
ル
ツ
ブ
リ
ラ
ン
テ
）
作
品
十
八
•
…
…
…
…
•
•
シ

奏作
品
三
十
一

狂
詩
曲
（
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
）

第
一
二
楽
章
·
·
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ト
短
調
：
．．
 

・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

8

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

原

定

繊

の
道
化

シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ク
ア
ウ
フ
ヴ
ィ
ー
ン
）
…
シ

ユ

ー

マ

ン

7
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

服

部

ツ

ユ

子

ソ
ナ
タ

一
短
調

6
．

ピ

ア

ノ

獨

松

尾

幸

子 ョ

ノミ

ン

5
．

ピ

ア

ノ

矢

島

三

保

子

協
奏
曲

ト
短
調獨

ヨ

ン

3
．

ピ

ア

ノ

獨

第
一
楽
章

奏

小

河

パ石

代

昭
和
十
四
年
十
一
月
十
＿
日

秋
季
選
科
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
一
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
麟
午
疇
疇

會
場
東
京
音
楽
學
校
奏
柴
堂

秋

季

選

科

邦

楽

演

奏

曲

目

奉

や
ま
と
に
は
（
國
見
の
歌
）

舒
明
天
皇
御
製
信
時
潔
謹
作

唱
（
四
部
合
唱
）

東

京

音

楽

學

校

内
閣
祀
元
二
千
六
百
年

奉

祝

會

謹

撰

〔
原
資
料
横
組
〕

繹
詩
曲
（
バ
ラ
ー
ド
）

1

4

．

ピ

ア

ノ

獨

第
二
、
三
楽
章
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

奏

中

野

富

貴

子

愛
イ
長
調
…
…
…
…
…
…

•
…
…
…
•
•
シ
ョ
パ
ン

高
等
科
二
、
三
、
四
年

玉
本
校
本
三
、
師
二
、
三
男
生
徒

ソ
ナ
タ
愛
ホ
長
調

ソ
ナ
タ

：
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

1

3

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

中

田

喜

直

2

．

ピ

ア

ノ

獨

ハ
短
調

奏

小

森

綾

子

協
奏
曲
イ
短
調

第
一
、
二
楽
章
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章
・

ソ
ナ
タ

1
．

ピ

ア

ノ

獨

嬰
へ
長
調
奏
作
品
七
十
八

澤

野

良

子

1
2
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

昭
和
十
四
年
十
一
月
四
日
上
野
児
童
音
楽
学
園
高
等
科
第
一
回
演
奏
会

高
等
科
上
野
兒
童
―
音
楽
學
園
演
奏
會
曲
目
第
一
回

昭
和
十
四
年
十
一
月
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
演

會
場
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

東
京
下
谷
属
上
野
公
園

諧
請
曲
（
ス
ケ
ル
ツ
オ
）

作
品
三
十
一
…
…
・
・
・
シ
可

兒

幸

壽

榮

伴

奏

堀

川

八

千

代

…

…

…

…

…

…

…

バ

ッ

ハ

愛
口
短
調

ョ

ン

1

1

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

川

島

パ久

子

ソ
ナ
タ
嬰
ハ
短
調

1

0

.

。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

船

橋

豊

子

9
．
ピ

獨

狂
想
曲
風
の
回
旋
曲

（
ロ
ン
ド
カ
フ
リ
チ
ヲ
ー
ゾ
）

ァ

ノ

奏

ホ
短
調
：
·
…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

第
二
、
三
楽
章
…

・・・・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

菊

地

琴

子

第2部 昭和の東京音楽学校篇 568 



九

勝

乗

杉

嘉

壽

作

歌作
曲

吉

住

小

三

郎

代
目
稀
音
家
六
四
郎

皇

軍

必

長

唄

敦
授
吉
住
小
三
郎

敦
授
杉
本
金
太
郎
補
導

職

員

及

女

生

徒

八

秋

草

葛
原
し
げ
る
作
詞

宮

城

道

雄

作

曲

の

女

七

夜
生
田
流
等
曲

観
世
流
連
吟

橋

辮

賓
生
流
連
吟
寸nnn
 

曾

我

男

六

慶

男

生 生 生

徒 徒 徒

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
二
十
号
、
昭
和
十
五
年
一
月
、

―
一
八
頁
）

I

休

五

秋

色

種

長

唄

四

花 山
田
流
第
曲

題
（
古
今
集
よ
り
）

中
能
島
欣
一
作
曲

の
＂
（
地
唄
）

,
'
/
 

憩
ー
ー

女

生

生
田
流
等
曲

職

員

及

女

生

徒

職

員

及

女

生

徒

ま

、A

吉
観
世
流
連
吟
野

天

人

女

生

徒 徒

穴 十
十ノ＇‘ よ 十 古 十 十 十 九

七 四 日
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

演土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 曜

； 奏唇 塁． 誓 松高 治今 信 冒 旅

公 尚． 

［ 
高公 新 廣 演 行

知 松 會 島 奏 日
會

劇 高． 榮
蘭． 會 程

堂 場 女堂 座 女 場

夜墨放送 夜藍 夜聾 夜羞 夜輩

i ーニ ーニ ーニ~

回回回 回回 回回 回回回 回回 回回

月̀.IJ月、rIJ 月‘’IJ 後前 後前 後同同前 後同前 月99 IJ 後前 後
登

五〇 四 〇七 二〇 八七 ー一八 九 一．九． 

塁三 四 霞．． 0．五．三．一． 00.五0.三0 • 翌 喜九九 四八四三 九

員

＇ 
員著麟装 松著高登同 治著今松登山 松著山濱著高登宇品， ：［ 
｀ 
著
繭
和

十； 
學器霜本架場見日繹放送ら巴中本器榮↑ ルヨ日リ< i 

孟
宿泊瓢電置廣島： 

見學：： 烹シ
東後 四

：； 備
年ノ‘

二

［ 
十

散ヽ

二

： ど合 考
リ

玉 賓生
流
連
吟

葛

女

生

徒

昭
和
十
四
年
十
一
月
九
日
！
十
八
日

高
松
ー
徳
島
—
高
知
ー
浜
松
）

演
奏
旅
行
（
広
島
ー
松
山
ー
今
治
ー
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ー

【

休

聖
諜
曲
「
天
地
創
造
」…
…
…
…
…
…
…
…

…

…
…
…

•
9・
ハ

ガ
ブ
リ
エ
ル
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
•
…
:
山

獨
唱
言
ウ
リ
エ
ル
（
テ
ノ
ー
ル
）
…
…
柴

ラ
フ
ア
エ
ル
（
バ
ス
）
：
・
…
村

第
一
部
「
天
地
自
然
界
の
創
造
」

よ
り

1
．
序

奏
天
地
混
沌

2
．
ラ
フ
ア
エ
ル
（
バ
ス
）
の
朗
唱
（
レ
テ
イ
タ
テ
イ
ー
フ
）
と
合
唱
「
光
明
あ
れ
」

3
．
ウ
リ
エ
ル
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
詠
唱
（
ア
リ
ア
）
と
合
唱
「
光
明
の
日
と
陰
影
の
夜
」

4
．
ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
お
ほ
空
と
水
」

5
．
ガ
ブ
リ
エ
ル
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
の
詠
唱
と
合
唱
「
天
地
の
讃
歌
」

14．

合
唱
と
三
重
唱
「
天
地
自
然
界
創
造
の
讃
歌
」

憩
】
ー
—l

（一）

か
へ
れ
ソ
レ
ン

ト
へ

四

）

ば

ら

の

質

り

や

ん

せ

伊

太

利

民

謡

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

指
揮
助
敦
授

ま

｛

大

伴

氏

言

立

ー

…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

信

時

潔

作

曲

乗

杉

嘉

壽

作

歌

ロ
．
皇
軍
慰
問

の

歌
：
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
•
｛
下
純
院
一
作
曲

内

閣

情

報

部

撰

ハ．

愛
國
行
進
曲
（
無
伴
奏
）
：
・
:
・…
…
…
…
…
…

…

{

橋

本

國

彦

編

曲

富

永

瑠

璃

子

ィ
．
華
麗
な
る
ワ
ル
ツ
・
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

ロ
．
鐘
（
カ
ム。
ハ
ネ
ラ
）•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ

演
奏
指
揮
助
教
授

ロ
マ
ン
ツ
ェ
（
ア
ン
ダ
ン
テ
）

メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
）

ロ
ン
ド
（
ア
レ
グ
ロ
）

指
揮
助
敦
授

尾田内イ

ィ
．
海

嬢

曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

〔
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
曲
目
が
適
宜
差
し
か
え
ら
れ
て
、
演
奏
さ
れ
た
。〕

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
二
）
松

（

三

）

通

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

島

昔

頭

小林本童山北

松柳居 田原
長耕白

清波世 搾秋

作作作 作作
曲歌曲謡曲歌

護睦秀
ン

郎陸子作

氏氏嬢曲

歌
劇
「
ト
ロ

バ
ト
ー
レ
」
中

（一）

の
レ
オ
ノ
ー
レ
の
詠
唱

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲

ド

|

【

休

憩

】

ー

4

．
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

木

下

保

氏

小

夜
ア
レ
グ

ロ

國

歌

「

君

が

代

」

奉

唱

二

回

3
．

絃

楽

合

奏

井

上

武

雄

氏

、゚

ョ

ノス

ト

作

曲

作

曲

行

1
．
混
盤
四
部
合
唱

か

ン

木

下

保

氏

第
二
部
「
生
物
の
創
造
」
よ
り

15．

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
詠
唱
「
空
と
水
の
生
物
」

1

6

．

同

上

「

鷲
と
雲
雀
と
鳩
と
鶯
の
歌
」

2
0
．
ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
地
上
の
動
物
の
創
造
」

2

1

．

同

上

「

獅

子

と

鹿

と

馬
と
牛
及
昆
虫
と
爬
虫
類
」

2
2
．
同
上

詠
唱

「
す
べ
て
の
も
の
輝
け
り
、
而
も
尚
―
つ
欠
け
た
り
」

2
3
．
ウ
リ
エ
ル
の
朗

唱

「
誹
は
人
間
を
創
造
し
生
震
を
興
へ
給
ふ
」

2

4

．

同

上

詠

唱

「人
間
の
讃
美
ー
ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
歌
」

2
5
．
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
朗
唱

「紳
は
創
造
を
完
成
し
天
使
は
讃
め
唱
ふ
」

26
．
合
唱
「
誹
の
偉
業
の
讃
歌
」
と
三
重
唱
「
新
し
き
生
命
の
讃
美
」

第
三
部
「
人
間
の
創
造
と
榮
光
」
よ
り

27
．
序
奏
「
朝
」
と
ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
感
謝
の
歌
」

3
1
．
ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
幸
あ
れ
、
不
迷
な
れ
、
求
め
よ
、
知
れ
よ
」

32．

終
唱
ー
合
唱
と
四
重
唱

「感
謝
の
頌
歌
と
永
遠
の
讃
歌
」

管

絃

榮

並

合

唱

（
四
部
合
唱
、
管
絃
楽
伴
奏
）

ピ
ア
ノ
伴
奏

ピ
ア
ノ
伴
奏

柴

田

睦

陸

伊

逹

純

富

永

瑠

璃

子

藤

田

文

子

東

京

―
音
楽

學

校

職

員

生

徒

〔原
資
料
横
組
〕
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東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
會
愈
迫
る

傷
病
兵
を
慰
問
招
待

（

一

）

は

た

め

き

バ
リ
ト
ン
獨
唱

四
）
し
ぐ
れ
に
寄
す
る
抒
情

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
二
）
ゆ

（
三
）
月

（
二
）
高

（
三
）
ニ縣

敦
育
會
主
催
の
東
京
昔
楽
學
校
大
演
奏
會
は
期
日
の
追
る
に
つ
れ
て
各
方
面
か
ら

の
申
込
殺
到
し
書
間
演
奏
會
の
入
場
者
豫
定
三
千
六
百
名
の
と
こ
ろ
す
で
に
三
千
八
百

名
の
申
込
あ
り
夜
間
演
奏
の
分
も
千
五
百
名
の
豫
定
の
と
こ
ろ
殆
ど
賣
切
れ
に
近
く
千

三
百
名
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
希
望
者
は
至
急
入
場
券
を
入
手
さ
れ
た
い
と
、
な
ほ
同
演

奏
會
に
は
傷
病
兵
と
盲
唖
學
校
生
徒
を
慰
問
招
待
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

(
『
高
知
新
聞
』
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
一
日
）

な

（
一
）
平

‘-' 

曼ひ

人

の

精

兵

り 珠梵
城ら

か

札 ご 山：

沙ば

華な

（
二
）
山

の

あ

な

た

木
下
杢
太
郎
作
歌

丸
山
和
雄
作
曲

木
下
杢
太
郎
作
歌

丸
山
和
雄
作
曲

妹
尾
幸
陽
繹
詩

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

北
見
志
保
子
作
歌

平
井
保
喜
作
曲

同山
村
平
井
佐
藤
平
井

暮
鳥
作
歌

保
喜
作
曲

春
夫
作
歌

保
喜
作
曲

豆
騨
聾
門
麟

鴎

疇

畔

讐

認

藤

井

典

明

伴

奏

伊

逹

純

伴

奏

富

永

瑠

璃

子

山

内

秀

子

徳
島
女
師
高
女
同
窓
會
並
に
同
槃
會
支
部
主
催
、
縣
市
、

敦
育
會
後
援
の
下
に
東
京

昔
楽
學
校
大
演
奏
園
を
迎
へ
て
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
國
防
婦
人
會
館
に
於
て
開
催
し

た
大
昔
楽
演
奏
會
は
招
待
せ
る
陸
軍
病
院
の
白
衣
勇
士
を
始
め
名
西
、
小
松
島
、

富

岡
、
三
好
、
香
蘭
高
女
、
各
私
立
學
校
生
徒
一
千
名
入
場
、

會
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の

盛
況
を
呈
し
木
下
保
氏
指
揮
の
四
部
合
唱
の

『
海
ゆ
か
ば
』
『
愛
國
行
進
曲
』
、
ピ
ア
ノ

獨
奏
『
華
麗
な
る
ワ
ル
ツ
』
か
ら
獨
唱
、
絃
衆
合
奏
、
ハ
イ
ド
ン
作
曲
『
天
地
創
造
』

抜
莱
な
ど
豪
華
な
高
級
昔
楽
の
蔭
術
場
に
感
激
し
第
一
回
演
奏
を
終
り
同
三
時
半
か
ら

女
師
高
女
校
生
徒
一
千
百
餘
名
の
た
め
に
同
様
の
演
奏
が
あ
っ
た
、
尚
午
後
七
時
か
ら

〔

マ

マ

〕

の
夜
間
の
部
は
地
方
で
は
と
て
も
機
會
に
恵
ま
れ
る
大
コ
ー
ラ
ス
や
絃
楽
合
奏
を
聰
か

む
も
の
と
一
音
楽
に
理
解
を
持
つ
名
士
名
流
婦
人
一
千
名
に
近
き
入
場
が
あ
っ
た

（
『
徳
島
毎
日
新
聞
』
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
五
日
）

東
京
音
楽
學
校
濱
松
で
演
奏
會

あ
す
・
出
演
者
百
二
十
五
名

（
濱
松
支
局
）
今
回
日
本
楽
器
製
造
株
式
會
社
が
莫
大
な
犠
牲
を
彿
つ
て
東
京
―音
楽
學

校
職
員
生
徒
か
ら
な
る
管
絃
楽
園
及
合
唱
園
百
賦
拾
五
名
を
招
聘
し
て
傷
病
兵
慰
問
の

た
め
濱
松
市
公
會
堂
に
お
い
て
十
一
月
十
七
日
ー
、
音
楽
會
を
開
催
す
る
事
と
な
っ

た
、
書
間
は
午
後
三
時
か
ら
傷
病
兵
並
に
女
學
生
の
た
め
夜
間
は
一
般
の
た
め
無
料
で

公
開
さ
れ
る
、
乍
然
座
席
に
限
り
の
あ
る
こ
と
だ
か
ら
招
待
券
で
入
場
者
の
せ
い
り
を

す
る
由
で
あ
る
な
ほ
営
日
午
後
0
時
五
分
か
ら
三
十
分
ま
で
日
本
楽
器
製
造
株
式
會
社

講
堂
か
ら
静
岡
、
濱
松
雨
放
送
局
で
縣
下
へ
中
繊
放
送
す
る
こ
と
に
な
つ
て
る

（
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
六
日
）

豪
華
な
一
音
楽
聾
宴

書
夜
三
回
公
演

聴

衆

溢

る

A

盛
況
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第
三
日
(
+
一
月
十
一
日
）
廣
島

北
島
恵
美
子

三
時
、
旅
行
最
初
の
演
奏
が
始
ま
る
。
二
晩
の
夜
汽
車
が
崇
つ
て
か
、
合
唱
の
出
来

は
餘
り
か
ん
ば
し
く
な
い
。
で
も
聴
衆
は
女
學
生
が
主
な
の
で
よ
く
拍
手
し
て
く
れ

る
。
富
永
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
此
の
可
愛
い
聴
手
は
思
は
ず
首
を
の
ば
し
て
、
そ
の
質
に

よ
く
動
く
指
に
驚
異
の
眼
を
輝
か
し
て
ゐ
る
。
又
、
藤
田
さ
ん
の
歌
磐
に
は
す
つ
か
り

〔

マ

マ

〕

魅
了
さ
れ
て
仕
末
つ
て
、
我
を
忘
れ
て
聰
き
ほ
れ
て
ゐ
る
。
き
っ
と
女
學
生
達
の
小
さ

い
頭
の
中
に
は
、
多
彩
な
夢
が
去
来
し
た
事
だ
ら
う
。
山
本
正
人
さ
ん
が
こ
の
席
で
故

郷
に
錦
を
飾
ら
れ
る
。
奏
す
る
も
聴
く
も
感
激
の
一
色
で
あ
る
天
地
創
造
は
第
一
部
の

み
を
演
奏
し
た
が
、
こ
れ
も
良
い
出
来
と
は
云
へ
な
か
っ
た
。

夜
こ
そ
は
と
思
ひ
つ
A‘

係
員
の
方
の
御
案
内
で
夕
食
を
精
養
軒
で
戴
く
。

會
場
へ
戻
つ
て
み
る
と
、
聴
衆
が
績
々
と
つ
め
か
け
て
ゐ
る
。

七
時
開
演
。
會
場
は
一
ぱ
い
。
校
長
先
生
の
御
挨
拶
も
一
段
と
お
槃
が
高
い
。
拍
手

に
迎
へ
ら
れ
て
木
下
先
生
が
指
揮
台
に
立
た
れ
る
。
さ
あ
ゆ
か
う
と
、
先
生
の
眼
が
無

言
の
中
に
語
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
「
海
行
か
ば
」
前
奏
二
小
節
が
力
強
く
響
く
、
先
生
の

手
が
さ
つ
と
上
る
と
、
大
洋
に
挺
る
潮
の
轟
が
わ
き
起
る
。
思
は
ず
私
逹
の
櫃
が
ピ
ン

と
張
切
る
。
先
生
の
お
顔
を
見
る
と
、
歴
へ
切
れ
な
い
喜
び
が
溢
れ
去
て
私
達
の
眼
も
〔

マ

マ

〕

輝
き
み
ち
る
。
「
皇
軍
慰
問
の
歌
」
「
大
島
節
」
上
出
来
。
愛
國
行
進
曲
等
、
曲
の
終
り

な
い
中
か
ら
、
全
く
豫
期
し
な
か
っ
た
程
の
拍
手
を
も
つ
て
迎
へ
ら
れ
て
、
夢
の
様
な

氣
持
で
ス
テ
ー
ジ
を
下
り
た
。
外
へ
出
る
と
、
降
る
様
な
星
夜
だ
。
冷
た
い
夜
氣
が
快

い
。
窓
の
外
ま
で
お
客
が
溢
れ
て
ゐ
る
。

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
査
間
と
ち
が
つ
て
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
と
換
つ
て
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
小

夜
曲
が
入
り
、
天
地
創
造
は
抜
莱
で
あ
る
。

再
び
ス
テ
ー
ジ
ヘ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
も
張
切
つ
て
ゐ
る
。
先
生
の
お
顔

に
も
緊
張
の
色
が
伺
は
れ
る
。
さ
つ
と
力
強
い
モ
ー
シ
ョ
ン
が
一
大
音
醤
を
巻
き
起
し

た
。
天
地
混
沌
。
そ
れ
を
支
配
す
る
の
は
指
揮
棒
の
ひ
ら
め
き
の
み
だ
。
私
達
は
あ
ら

ん
か
ぎ
り
の
注
意
力
を
も
つ
て
、
そ
の
指
揮
棒
が
私
達
め
が
け
て
突
進
し
て
来
る
の

を
、
今
か
今
か
と
待
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
間
も
な
く
の
中
に
私
達
の
竪
は
呼
び
起
こ
さ
れ

旅

行

記

師
一

〔

マ

マ

〕

る
。
光
を
呼
ぶ
槃
な
の
だ
〔
。
〕
そ
の
墜
は
程
な
く
£
と
な
り
f
f
と
な
っ
て
、
電
雷
の
如

＜
雄
叫
び
し
、
或
ひ
は
天
地
を
讃
歌
し
、
又
紳
の
偉
業
を
頌
歌
し
、
全
く
私
達
は
我
を
忘

れ
て
昔
の
渦
の
中
に
沈
み
切
つ
て
仕
末
っ
た
の
だ
唱
〔
。
〕
ひ
終
つ
て
、
未
だ
感
激
の
ほ
と

〔

マ

マ

〕

ぼ
り
の
冷
め
ぬ
中
に
、
友
達
と
肩
を
並
べ
て
宿
へ
鱈
へ
る
さ
、
な
ん
だ
か
一
大
奇
蹟
が
起

っ
た
様
な
氣
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
云
へ
ば
今
夜
の
星
は
一
き
は
近
々
と
感
じ

ら
れ
て
な
ら
な
い
。
明
日
も
お
天
氣
だ
ら
う
。
今
か
ら
楽
し
い
船
旅
が
豫
想
さ
れ
る
。

第
四
日
（
十
一
月
十
二
日
）
松
山

御

宿

好

枝

休
息
所
に
あ
て
ら
れ
た
旅
館
に
二
十
分
と
落
着
く
間
な
く
向
ひ
側
の
會
場
新
榮
座
に

入
っ
た
。
ナ
ン
ト
生
れ
て
初
め
て
入
る
様
な
舞
豪
裏
兼
楽
屋
で
あ
る
。
四
十
燥
程
の
場

所
に
大
道
具
小
道
具
が
所
狭
し
と
置
か
れ
て
あ
る
の
だ
。
お
ま
け
に
何
虞
か
ら
か
何
か

が
匂
つ
て
来
る
。
こ
れ
も
演
奏
旅
行
な
ら
で
は
味
は
へ
ぬ
氣
分
で
あ
る
。

午
後
一
時
主
催
者
、
つ
い
で
校
長
先
生
の
御
挨
拶
の
後
直
ち
に
第
一
回
演
奏
開
始
、

會
場
は
中
央
に
白
衣
の
勇
士
を
か
こ
ん
で
、
中
等
學
校
の
生
徒
で
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
で

あ
る
。
四
畷
で
の
最
初
の
演
奏
だ
け
に
一
同
緊
張
、
演
奏
は
上
々
の
出
来
で
三
時
終

了
。
聴
衆
を
入
換
へ
る
間
も
惜
し
と
第
二
回
演
奏
は
三
時
半
開
始
。
藤
田
さ
ん
、
富
永

さ
ん
の
ソ
ロ
を
聰
衆
の
後
で
聰
く
。
「
す
て
き
ね
」
。
「
よ
く
手
が
動
く
わ
ね
」
。
「
も
っ

と
聰
か
し
て
」
。
等
々
こ
れ
は
女
學
生
の
言
葉
。
第
二
回
終
了
後
直
ち
に
今
日
宿
泊
す

べ
き
道
後
へ
向
ふ
。

ゆ
つ
く
り
夕
食
を
認
む
間
も
な
く
又
先
程
の
新
榮
座
へ
、
ま
だ
開
演
時
間
ま
で
間
が

あ
る
に
か
A

わ
ら
ず
會
場
の
外
は
断
ら
れ
た
人
で
一
ぱ
い
だ
。
夜
は
一
般
聴
衆
な
の
で

あ
る
。
我
々
は
相
愛
ら
ず
ハ
リ
切
っ
て
歌
ひ
好
成
績
を
牧
め
た
。
一
日
三
回
の
演
奏
は

相
富
身
糧
に
こ
た
へ
る
が
終
り
ま
で
ベ
ス
ト
を
盛
す
つ
も
り
だ
。
學
校
の
為
に
、
木
下

先
生
の
た
め
に
、
そ
し
て
自
分
逹
の
た
め
に
、
木
下
先
生
が
ど
ん
な
に
御
疲
れ
か
と
そ

れ
の
み
心
配
だ
。

第
五
日
（
＋
一
月
十
三
日
）
今
治
・
高
松

同
じ
客
車
に
二
人
の
外
國
婦
人
が
乗
っ
て
ゐ
る
の
で
、
「
珍
ら
し
い
な
」
。
と
思
っ
て

本

二

中

田

一

次

本
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會
場
は
周
園
の
ゴ
ミ
／
＼
し
た
中
に
あ
り
楽
屋
は
一
層
稼
い
、
其
上
ス
テ
ー
ジ
は
狭

＜
聰
衆
は
ざ
わ
め
き
あ
ま
り
い
A

氣
持
が
致
し
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
一
回
目
と
二
回
目

の
演
奏
に
は
二
階
の
方
に
白
衣
の
勇
士
が
大
勢
座
を
占
め
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
出

来
る
だ
け
張
り
切
つ
て
演
奏
を
致
し
ま
し
た
。
愛
國
行
進
曲
だ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
、
木

下
先
生
が
タ
ク
ト
を
正
に
振
ら
れ
ん
と
し
た
時
聴
衆
の
中
よ
り
「
ハ
イ
」
な
ど
と
相
の

手
を
入
れ
る
け
し
か
ら
ん
人
が
ゐ
て
お
蔭
様
で
お
か
し
い
や
ら
小
頻
に
障
る
や
ら
片
腹

の
痛
い
思
ひ
を
致
し
ま
し
た
。

第
六
日
（
十
一
月
十
四
日
）
徳
島

本

一

松

浦

光

本

一

呉

秀

置

ゐ
る
中
に
汽
車
は
今
治
に
着
い
た
。
今
治
は
新
し
い
都
市
の
せ
い
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
街
路
も
、
私
逹
の
演
奏
し
た
公
會
堂
も
、
と
て
も
清
潔
な
感
じ
が
し
た
。
が
そ
れ
に

も
増
し
て
九
時
か
ら
の
演
奏
會
は
楡
悦
に
満
ち
た
演
奏
で
あ
っ
た
。

食
堂
の
大
き
な
ガ

ラ
ス
窓
か
ら
、
明
る
い
朝
の
日
射
が
流
れ
込
ん
で
ゐ
る
。
何
時
も
〔
と
〕
逆
に
、
最
初

「
君
が
代
」
。
す
ぐ
に
「
天
地
創
造
」
の
第
三
部
が
演
奏
さ
れ
た
。
序
奏
「
朝
」
。
の
フ
リ

ユ
ー
ト
三
重
奏
が
快
く
響
く
と
ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
感
謝
の
歌
」
。
が
高
ら
か
に
唱
は

れ
る
。
そ
こ
の
ホ
ル
ン
ニ
重
奏
。
殊
に
一
番
ホ
ル
ン
の
高
い

E-H日は
質
に
素
睛
ら
し
い

昔
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
終
り
の
合
唱
と
四
重
奏
。
「
感
謝
の
頌
歌
と
永
遠
の
讃
歌
」
。
ま
で
、
此
所

の
朝
の
演
奏
會
は
私
達
に
忘
れ
難
い
印
象
を
興
へ
て
呉
れ
た
。
そ
う
そ
う
、
先
刻
の
外

人
が
二
人
と
も
中
央
の
席
で
嬉
し
さ
う
に
聰
い
て
ゐ
た
の
も
喜
ば
し
い
光
景
だ
っ
た
。

一
行
は
十
時
五
十
八
分
の
列
車
で
高
松
へ
向
っ
た
。
二
時
半
、
高
松
高
女
の
立
派
な

講
堂
で
、
午
後
の
演
奏
會
が
開
始
さ
れ
た
。
藤
田
さ
ん
の
ソ
ロ
で
、
「
ば
ら
の
質
」
は

又
々
大
喝
采
だ
っ
た
。
四
時
半
に
演
奏
が
終
了
す
る
と
、
直
ぐ
栗
林
公
園
に
案
内
さ
れ

優
雅
な
池
の
端
で
美
味
し
い
日
本
料
理
を
御
馳
走
に
な
っ
た
。
七
時
に
な
る
と
第
三
回

目
の
演
奏
會
が
始
ま
っ
た
。
さ
す
が
に
今
晩
は
、
皆
疲
れ
て
ゐ
る
様
子
で
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
各
。
ハ
ー
ト
が
所
々
、
思
は
ぬ
失
敗
を
仕
出
か
し
た
。
僕
な
ん
か
、
ハ
イ
ド
ン
が

終
つ
て
階
段
を
下
り
る
時
、
ふ
ら
／
＼
し
て
、
楽
器
を
持
っ
た
ま
A

、
尻
も
ち
を
つ
い

て
し
ま
っ
た
。

築
屋
裏
で
は
口
笛
や
フ
リ
ュ
ー
ト
の
伴
奏
で
井
上
さ
ん
や
藤
井
さ
ん
が
指
揮
を
し
槃

を
抑
え
な
が
ら
皆
一
生
懸
命
、
徳
島
縣
民
歌
を
練
習
し
ま
し
た
。

第
七
日
(
+
一
月
十
五
日
）
高
知

左
右
田
五
十
鈴

二
時
よ
り
高
知
劇
場
で
第
一
回
の
演
奏
開
始
、
高
知
は
さ
す
が
昔
か
ら
土
佐
魂
で
知

ら
れ
た
だ
け
あ
っ
て
街
の
感
じ
に
も
又
集
っ
た
聰
衆
の
空
氣
に
も
は
つ
き
り
と
感
じ
ら

れ
る
。
皆
大
い
に
は
り
き
っ
て
演
奏
す
る
。
第
一
回
目
は
全
部
女
學
生
、
第
二
回
の
四

時
よ
り
開
始
の
演
奏
は
中
學
生
と
女
學
生
が
半
分
づ
A

゜
夕
食
は
土
佐
ホ
テ
ル
で
主
催

者
の
方
々
の
御
馳
走
に
興
る
。
食
後
「
よ
さ
こ
い
節
」
「
土
佐
節
」
等
の
踊
り
を
見
せ

て
戴
く
。
名
産
珊
瑚
の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
を
席
上
で
戴
き
時
間
に
せ
ま
ら
れ
て
急
い
で
第

三
回
目
の
演
奏
の
為
會
場
に
向
ふ
。
熱
心
な
洋
楽
研
究
者
が
多
い
と
か
で
思
ひ
が
け
ぬ

専
門
的
な
質
問
を
受
け
た
り
し
て
驚
か
さ
れ
た
事
も
少
く
な
い
。
四
國
の
中
で
は
一
番

熱
の
あ
る
聰
衆
で
あ
っ
た
。
反
響
の
少
い
演
奏
し
難
い
劇
場
乍
ら
皆
一
生
懸
命
、
洋
楽

を
心
か
ら
待
っ
て
ゐ
る
様
子
に
何
か
感
動
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
八
日
（
十
一
月
十
六
日
）
高
知
猿

第
九
日
(
+
一
月
十
七
日
）
濱
松

第
十
日
(
+
一
月
十
八
日
）
東
京
著

中
繊
放
送

0
時
五
分
、
中
繊
放
送
。
合
唱
と
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
。

ま
づ
テ
ス
ト
、
ま
だ
眼
が
覺
め
き
れ
て
ゐ
な
い
の
か
、
ど
の
パ
ー
ト
も
晋
程
が
悪

い
。
歌
つ
て
ゐ
て
も
き
い
て
ゐ
て
も
何
だ
か
、
頭
が
は
つ
き
り
せ
ず
氣
持
が
悪
い
が
流

石
に
本
嘗
の
時
は
思
は
ず
ハ
リ
キ
ッ
て
成
功
し
た
ら
し
い
。

〔

マ

マ

〕

演
奏
午
後
、
濱
松
公
會
堂
で
演
奏
。
床
に
絨
縣
の
敷
か
れ
た
立
派
な
ホ
ー
ル
で
、

今
迄
芝
居
小
屋
で
旅
役
者
氣
分
を
十
分
味
は
A

さ
れ
て
来
た
一
行
に
と
つ
て
は
何
だ
か

う
れ
し
い
。
そ
し
て
東
京
に
近
く
な
っ
た
事
を
強
く
感
じ
る
。
書
間
の
演
奏
に
は
傷
病

兵
の
方
が
澤
山
見
え
て
居
ら
れ
た
の
で
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
に
『
出
征
兵
士
を
送
る

歌
』
を
附
加
す
る
。

本

三

伊

達

純

師
三
國
藤
ち
か
子

本
三
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昭和14年11月 9日～18日，「旅のアルバムより」 （『昔榮』第20号，昭和15年1月）

四国に向かう船の甲板にて， 乗杉校長

松山の中学生による歓迎の奏楽

松山市新栄座前の盛況ぶり

11日，広島の朝

待望の四国に第一歩を印す。12日高浜港上陸

11月12日， 演奏会場

となった松山新栄座

前のたて看板
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〈海行かば〉の合唱。指揮木下保

テノール独唱柴田睦陸

高知五台山にて

575 第2章昭和13年～27年 (1938~1952)

演奏会に先立ち挨拶をする乗杉校長

絃楽合奏。指揮井上武雄

金刀比羅さん参り



四
部
合
唱
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
絃
楽
合
奏
、
と
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
む
に
つ

れ
て
、
流
石
に
我
國
最
高
の
一
音
楽
殿
堂
た
る
東
京
昔
楽
學
校
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
面
目

躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
本
格
的
な
演
奏
に
聰
衆
一
同
す
つ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
ひ

ま
し
た
。
更
に
オ
ラ
ト
リ
オ
「
天
地
創
造
」
（
獨
唱
、
三
重
唱
、
合
唱
、

管
絃
楽
）
に
到

つ
て
は
嘗
て
一
度
も
證
験
し
得
な
か
っ
た
所
の
、
演
奏
者
聴
衆

一
閥
と
な
っ
て
渾
然
と

〔

マ

マ

〕

昔
楽
の
流
れ
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
和
や
か
な
雰
園
氣
が
醸
し
出
さ
れ
て
、
特
殊
の
世

界
が
現
出
し
た
様
な
感
じ
が
致
し
ま
し
た
。
最
後
の
國
歌
「
君
が
代
」
の
奉
唱
に
は
、

祖
國
日
本
の
姿
を
ま
ざ
／
＼
と
眼
前
に
見
せ
つ
け
ら
れ
る
様
で
自
然
に
頭
が
下
る
の
を

覺
え
ま
し
た
。
西
洋
の
楽
器
を
用
ひ
西
洋
の
歌
ひ
方
に
よ
っ
て
も
、
矢
張
日
本
人
は
日

〔

マ

マ

〕

本
の
音
楽
を
作
り
つ
A

あ
る
す
だ
と
云
ふ
事
を
し
み
／
＼
考
へ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

高
知
縣
師
範
學
校
二
部
一
一
年

島

崎

英

夫

東
京
音
楽
學
校
大
演
奏
會
に
の
ぞ
み
て
の
所
感

夕
食
後
い
よ
／
＼
最
後
の
演
奏
、
十
六
回
の
演
奏
の
後
の
事
と
て
、
も
う
咽
喉
は
ガ

〔

マ

マ

〕

ラ
／
＼
で
あ
る
。
一
寸
大
き
な
槃
を
出
す
と
ト
タ
ン
に
ひ
つ
く
り
返
る
仕
末
。
し
か
し

最
後
の
華
を
か
ざ
る
意
氣
が
誰
の
顔
に
も
溢
れ
て
、
出
る
時
の
柴
田
さ
ん
の
『
ハ
リ
キ

ラ
う
ぜ
』
の
一
言
に
皆
が
一
様
に
う
な
づ
く
。
『
海
行
か
ば
』
。
男
竪
コ
ー
ラ
ス
が
ハ
リ

キ
リ
の
皮
切
り
で
『
愛
國
行
進
曲
』
等
も
今
迄
に
な
い
出
来
榮
え
だ
。
『
ハ
イ
ド

ン』。

先
生
も
ソ
リ
ス
ト
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
や
る
。
そ
れ
を
み
て
ゐ
る
と
自
然
興
奮

し
て
来
て
、
思
は
ず
ガ
ラ
／
＼
墜
を
張
り
上
げ
る
。
シ
ュ
ル
ッ
ス
コ
ー
ア
は
熱
狂
そ
の

も
の
だ
っ
た
。
ア
ー
メ
ン
を
目
茶
く
ち
や
に
歌
ひ
ま
く
つ
て
、
た
う
／
＼
最
後
の
幕
を

閉
ぢ
る
。
木
下
先
生
の
う
れ
し
さ
う
な
お
顔
。
控
室
へ
饉
る
や
否
や
、
バ
ン
ザ
イ
の
連

装
で
あ
る
。
何
か
、
何
で
も
か
ま
は
な
い
歓
槃
を
あ
げ
な
く
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
氣
持
な

の
だ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
控
室
で
も
栗
本
さ
ん
の
音
頭
で
華
々
し
い
拍
手
が
行
は
れ

る。
こ
れ
で
清
ん
だ
！
十
七
回
の
演
奏
が
。

（
『
一
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
十
号
、
昭
和
十
五
年
一
月
、

―
二
O
~
―
二
七
頁
）

特
に
土
佐
出
身
平
井
保
喜
、
丸
山
和
雄
雨
氏
の
作
品
を
眼
の
あ
た
り
味
は
ひ
得
た
の

は
我
々
非
常
な
喜
び
で
し
た
。
特
別
の
御
配
慮
の
有
っ
た
も
の
と
存
じ
感
謝
に
耐
へ
ま

せ
ん
。以
前
は
女
生
徒
の
方
な
ん
か
振
袖
姿
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
れ
絢
爛
た
る
場
面
が
展
開

〔

マ

マ

〕

さ
れ
た
と
云
ふ
事
を
伺
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
時
局
の
反
影
か
、
き
ち
つ
と
し
た
黒
の
正
服

だ
っ
た
し
、
男
生
徒
の
方
の
中
に
は
丸
刈
の
頭
も
交
つ
て
ゐ
た
し
、
ほ
ん
と
に
時
局
下

に
相
應
し
い
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
と
心
か
ら
な
る
敬
意
を
表
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
演
奏
せ

ら
れ
る
方
々
に
と
つ
て
は
色
々
御
不
満
の
黙
も
多
々
有
ら
れ
た
事
で
せ
う
が
、
唯
境
邊

土
佐
に
於
け
る
、
＿
音
楽
研
究
熱
と
云
ふ
か
、
音
楽
愛
好
熱
と
云
ふ
か
、
そ
ん
な
風
な
も

の
が
決
し
て
下
火
で
は
な
い
、
と
い
ふ
黙
は
、
非
常
時
局
下
に
於
け
る
情
操
敦
育
上
確

に
喜
ん
で
い
た
ゞ
く
の
に
足
る
も
の
が
有
っ
た
と
信
じ
ま
す
。
此
の
演
奏
會
に
よ
っ
て

今
後
の
土
佐
音
楽
界
は
更
に
／
＼
啓
疲
さ
れ
一
大
躍
進
を
約
さ
れ
た
事
と
信
じ
、
大
い

に
将
来
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
不
オ
を
も
顧
み
ず
感
じ
た
儘
を
臆
面
も
な
く
、
述
べ
ま
し
た
事
を
お
詑
び
し

て
筆
を
お
き
ま
す
。
（
昭
和
一
四
・
―
―
•
一
八
）

東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
を
聴
き
て

高
知
縣
立
第
一
高
女
五
年

館

京

子

ー
ケ
月
以
前
か
ら
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
許
り
に
、
大
な
る
期
待
を
か
け
て
待
ち
佳
び

て
居
た
東
京
音
楽
學
校
の
演
奏
會
嘗
日
が
や

っ
て
来
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
何
と
な
く

胸
の
と
き
め
く
の
を
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず
、
授
業
の
終
る
の
を
待
ち
か
ね
て
會
場
へ

駈
け
つ
け
た
。
満
場
立
錐
の
餘
地
も
な
い
學
生
軍
の
歓
喜
の
興
奮
を
前
に
し
て
、
先
づ

混
竪
合
唱
か
ら
始
ま
る
。

古
代
大
和
民
族
の
忠
誠
を
表
徽
す
る
歌
詞
に
ぴ
っ
た
り
合
致
し
た
荘
重
そ
の
も
の
A

様
な
歌
ひ
振
り
、
一
言
一
句
も
疎
か
に
し
な
い
と
い
っ
た
様
な
熱
情
を
以
て
猿
槃
さ
れ

て
居
た
事
も
見
逃
す
こ
と
が
出
来
ず
非
常
に
感
心
し
た
。
純
粋
な
日
本
味
を
有
つ
大
島

節
は
私
達
に
は
非
常
に
珍
し
く
聞
か
れ
た
。
三
味
線
伴
奏
に
よ
る
所
謂
民
謡
と
は
全
然
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異
つ
て
、
此
の
様
に
編
曲
さ
れ
A

ば
非
常
に
立
派
な
―
つ
の
一
音
楽
と
化
す
る
も
の
で
あ

る
事
を
敦
へ
ら
れ
て
、
特
に
興
味
が
深
か
っ
た
。
通
俗
的
で
私
共
に
も
馴
染
深
い
愛
國

行
進
曲
は
、
眼
も
覺
め
ん
許
り
に
臨
切
れ
よ
く
勇
批
に
し
て
、
指
揮
に
忠
賓
な
歌
ひ
方

で
有
る
為
耳
馴
れ
た
あ
の
歌
詞
が
生
き
／
＼
と
し
た
生
彩
を
放
つ
様
に
感
じ
ら
れ
た
。

L

マ

マ

〕

〔

マ

マ

〕

同
じ
曲
で
も
、
か
く
も
異
ふ
も
の
が
と
つ
く
人
＼
感
心
し
、
次
か
ら
は
も
う
少
し
立
派

に
歌
へ
る
様
な
氣
持
が
し
た
。
各
。
ハ
ー
ト
が
恰
も
一
箇
の
槃
帝
か
ら
猿
し
た
か
の
如

く
、
融
合
し
て
進
む
流
麗
さ
、
光
澤
有
る
豊
か
な
昔
色
は
、
叶
は
ぬ
事
と
は
知
り
乍
ら

置
に
羨
ま
し
い
極
み
で
あ
っ
た
。

次
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
の
冴
え
た
昔
色
と
洗
練
さ
れ
た
技
巧
も
さ
す
が
と
感
心
す
る
外

は
な
か
っ
た
。
何
れ
も
平
井
保
喜
先
生
の
作
曲
に
な
る
も
の
許
り
で
、
我
が
高
知
縣
か

ら
も
此
の
様
に
立
派
な
作
曲
家
が
出
ら
れ
た
事
は
、
私
達
に
と
つ
て
も
大
な
る
誇
で
あ

り
平
井
先
生
が
今
後
盆
々
偉
大
な
る
一
音
楽
家
と
な
ら
れ
又
第
二
、
第
三
の
平
井
先
生
が

出
て
我
が
高
知
縣
の
為
に
大
い
に
氣
を
吐
い
て
い
た
ゞ
き
度
い
も
の
だ
と
思
ふ
。

一
番
楽
し
み
に
し
て
居
た
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
の
中
に
は
自
分
も
及
ば
ず
乍
ら
苦
心
し
た
経

験
を
持
つ
ワ
ル
ツ
の
一
曲
が
加
は
つ
て
居
た
の
で
、
一
層
感
銘
を
深
く
し
た
。
ワ
ル

ツ
、
カ
ム
。
ハ
ネ
ラ
は
文
字
通
り
華
麗
の
極
み
を
證
し
て
豪
牡
に
弾
か
れ
た
一
方
、
紳
経

そ
の
も
の
A

様
な
デ
リ
ケ
ー
ト
さ
を
以
て
終
始
さ
れ
、
愁
ひ
を
帯
び
た
典
雅
さ
と
銃
さ

を
有
つ
シ
ョ
パ
ン
獨
特
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
世
界
に
陶
然
と
酔
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
演

奏
者
の
侵
し
難
い
力
に
よ
っ
て
、
技
巧
を
超
越
し
た
詩
的
境
地
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

絃
楽
合
奏
も
皆
の
氣
分
が
自
ら
一
致
し
て
、
明
快
優
雅
な
こ
の
小
夜
曲
の
有
つ
意
を

無
感
覺
な
私
達
の
上
に
も
十
二
分
に
呉
へ
て
く
れ
た
と
思
ふ
。

最
後
の
天
地
創
造
は
箕
に
天
地
宇
宙
の
創
造
を
思
は
す
雄
大
、
荘
重
且
崇
高
な
曲
で

〔

マ

マ

〕

あ
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
や
ラ
ヂ
オ
で
聞
く
の
と
違
っ
て
、
こ
う
し
た
秩
序
井
然
と
し
た
熱

演
を
眼
の
あ
た
り
見
る
事
が
出
来
た
の
は
大
な
る
歓
び
で
あ
っ
た
木
下
先
生
の
指
揮

ー
。
之
に
打
た
れ
な
い
者
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
先
生
の
タ
ク
ト
は
生
あ
る
も
の
A

如
く
、
多
く
の
人
達
を
我
が
手
の
如
く
動
か
さ
れ
る
の
だ
。
全
身
に
藝
術
に
封
す
る
熱

情
が
満
ち
溢
れ
て
ゐ
る
の
だ
。

私
達
は
今
日
此
の
偉
大
な
藝
術
に
接
し
得
た
歓
び
を
心
か
ら
感
謝
す
る
と
同
時
に
藝

七

、

ピ

ア

ノ

獨
【

休

憩

】

枝

京

子

六、

ピ

ア

ノ

獨

林

慶

田

百

合‘、

ー

ノ

ー

乍，ー 子子

ツ

ノ‘

作

橋

茂

子

ョ

ノぐ

ン

作

四

、

ピ

ア

ノ

獨

術
に
封
す
る
敬
虔
の
念
を
盆
々
深
く
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
十
号
、
昭
和
十
五
年
一
月
、

昭
和
十
四
年
十
＿
月
十
八
日
秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
一
月
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
こ
戸
疇
疇

會
場
本
校
奏
楽
堂

秋

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

三
、
゜
ヒ

奏
…
…
…
…
…
•

東
京
一
音
楽
學
校

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
城

ソ
ナ
タ
・
ヘ
長
調
•
第
一
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
•
…
•
•
…
…

…
…
…

…
…
…
…
高

ソ
ナ
タ
・
ホ
長
調
•
第
一
・
―
―
楽
章
…
…
…
…
…
•
•
•
ヘ

奏
：
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
•
松

六
ッ
の
愛
奏
曲
・
作
品
三
四
：
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

・・・・
青

ワ
ル
ツ
・
ブ
リ
ラ
ン
ト
・
作
品
三
四
ノ
一
…
…
…
•
•
•
シ

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
一
番
・
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
•
•
•
バ

奏

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小

伴

奏

澤

〔

マ

マ

〕

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
シ
テ
ュ
ッ
ク
・
作
品
七
八
：
…
…
•
ウ
ェ

奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
稲

ソ
ナ
タ
・
作
品
五
七
•
第
ニ
・
三
楽
章
：
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

木

枝

子

ア

ノ

獨

尾

幸

子

ン

デ

レ

乍

J

rー

島

美

一

、

ピ

ア

ノ

獨

―
二
八
t
一
三

0
頁

）

雪

所

鈴

子
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一
三
、

―
一
、

1

0

、
九、

ピ

ア

ノ

第

一

鏑

木

和

子

第

二

岡

田

珪

重
奏
…
…
…
…
…
…
…
…

綱嵐

之

段山

ー
【
休

憩
】
ー

ト
ッ
カ
ー
タ
・
ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
バ

獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴

奏
：
·
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…

…

進

ソ
ナ
タ
・
作
品
二
七
ノ
ニ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

―
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
・
…
…
・
:
…
…
…
…
…
…
…
秋

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
一
九
番
・
第
一
楽
章
•
•
…
…
…
…

•
ク

ロ
イ
ツ
ァ
ー
作

組
曲
・
作
品
一
五
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•
ア
レ
ン
ス
キ
ー
作

ロ
マ
ン
ス
・
ワ
ル
ツ
・
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
創
立
六
十
周
年
記
念
式

昭
和
十
四
年
十
一
月
廿
三
日
（
木
曜
日
）
午
前
九
時
開
始

創
立
六
十
周
年
記
念
式
順
序

一

、

宮

城

遥

拝

二
、
國
歌
「
君
力
代
」
奉
唱

三

、

學

校

長

式

僻

四

、

文

部

大

臣

祝

僻

東

京

一
音
楽
學
校

藤

富

夫

作

ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
・
ニ
短
調

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
豊

ロ
ル
ツ
イ
ン
グ
作

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
•
…•
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
・
近

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作

四
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱
…
…
…
…
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
·
柴

水

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

．．．．
．．．
．．．．．．
．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．
．．
．．．
．．．．．．． 
王

六
、
三
絃
と
室
内
管
絃
楽
：
・
：
・
…
…
…
…
…
三
絃
獨
奏

中
能
島
欣
一
作
曲

管

絃

楽

三
絃
協
奏
曲

下
純
院
一
編
作

七
、
観
世
流
仕
舞

リ
ス
ト
作

ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
・
第

敦

授

中

能

島

欣

一

本
校
職
員
並
生
徒

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

伴
奏
助
敦
授

歌
劇
「
ド
ン

・
フ
ァ
ン
」
中
の
詠
唱

浅丸

見山

重里

信子

中

立

江

谷 田

達睦

夫陸

伴

奏

田

華
麗
な
る
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
・

第
ニ
・
イ
長
調

藤

泉

中

立

江

葉

き

よ

伴

奏

歌
劇
「
ウ
ン
デ
イ
ー
ネ
」
中

ウ
ン
テ
イ
ー
ネ
の
詠
唱

ピ

ア

ノ

獨

春

恵

富

永

瑠

璃

子

田

歌
劇
「
バ
タ
フ
ラ
イ
」
よ
り
『
或
る
睛
れ
た
日
に
』
…
。
フ
ッ
チ

二

バ
ッ
ハ
作

第2部

ソ

。

フ

ラ

ノ

木

絢

子

ツ

ノ‘

作

ピ

ア

ノ

獨

イ
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
イ
短
調
：
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
ィ
バ
ル
デ
イ
作

ロ
、
三
ッ
の
小
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
•
…
…
…
…
…
…
・
・
ダ
ン
ク
ラ
作

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
齋

藤

幸

子

田

耕

天

昭和の東京音楽学校篇

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
齊
奏
及
二
重
奏

…
…
…
…
…
…
…
女

生

徒

五

、

「

記

念

歌

」

合

唱

、
、
一
音
楽
敦
育
功
労
者
並

ノ
本
校
永
年
勤
績
者
表
彰

4
 七

、

記

念

演

奏

目
（
洋
楽
並
邦
楽
）

一
、
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
獨
奏
：
·
：
·
·
:
·
:

·
:
·
:
·
…
…

…

•
•
…
…
…
…

奥

曲

578 



式 國

鞍

馬

山

九
、
長

唄

於

根

引

の

松

八

、

生

田

流

等

曲

三
味
線

上
調
子

唄

:
;
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
娃

昭
和
十
四
年
＋
＿
月
二
十
三
日
創
立
六
十
周
年
記
念
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
一
月
廿
三
日
（
木
曜
日
）
午
後
{

5

麟
疇
疇

彗
糧
謬
紐
記
念
演
奏
曲
目
（
洋
楽
）

記

念

演

奏

次

第

歌
「
君
が
代
」
奉
唱

歌
創
立
六
拾
周
年
記
念
歌

混
槃
四
部
合
唱
並
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

日

比

谷

公

會

堂

乗
杉
嘉
壽
作
歌
・
下
穂
暁
一
作
曲

フ
ア
ゴ
ッ
ト
、

ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
助
奏

ハ
イ
ド
ン
作

聖
諏
曲
「
天
地
創
造
」
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

,̀D
i

e
 S
c
h
o
p
f
u
n
g
^
^
O
r
at
ori
u
m
 v
o
n
 J
osep
h
 H
ay
d
n
 

絃

遠

山

美

津

子

塚

田

壽

美

酒

井

大

横

山

芳

枝

原

澤

百

合

松

尾

清

二

鈴

木

嘉

代

子

中

村

睦

子

野

操

子

越

清

子

塚網

地

謡

助

敦

授

藤

波

重

男

外

本

校

生

徒

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 

，
 

8
 
7
 

6
 5
 

4
 3
 
2
 
ー

第
一
部
「
天
地
自
然
界
の
創
造
」

序

奏

天

地

混

沌

ラ
フ
ア
エ
ル
（
バ
ス
）
の
朗
唱
（
レ
テ
イ
タ
テ
イ
ー
フ
）
と
合
唱
「
光
明
あ
れ
」

ウ
リ
エ
ル
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
詠
唱
（
ア
リ
ア
）
と
合
唱
「
光
明
の
日
と
陰
影
の
夜
」

ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
お
ほ
空
と
水
」

ガ
ブ
リ
エ
ル
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
の
詠
唱
と
合
唱
「
天
地
の
讃
歌
」

ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
神
は
天
と
海
と
を
分
つ
」

同

詠

唱

「

海

と

陸

L

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
神
は
草
木
を
創
り
給
ふ
」

同
詠
唱
「
野
の
青
み
、
花
の
香
り
」

ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
天
使
よ
歌
へ
」

合
唱
「
天
使
の
頌
歌
」

ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
書
と
夜
、
四
季
、
星
の
創
造
」

同
「
太
陽
と
月
」

合
唱
と
三
軍
唱
「
天
地
自
然
界
創
造
の
讃
歌
」

第
二
部
「
生
物
の
創
造
」

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
空
と
水
の
生
物
」

同
詠
唱
「
鷲
と
雲
雀
と
鳩
と
鶯
の
歌
」

ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
生
物
の
繁
殖
」

同
「
天
使
よ
讃
め
給
へ
」

三
重
唱
と
合
唱
「
生
物
の
さ
か
え
と
稗
の
榮
光
讃
歌
」

ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
地
上
の
動
物
の
創
造
」

同
「
獅
子
と
鹿
と
馬
と
牛
及
び
昆
虫
と
爬
虫
類
」

同
詠
唱
「
す
べ
て
の
も
の
輝
け
り
而
も
尚
唯
一
っ
欠
け
た
り
」

ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
紳
は
人
間
を
創
造
し
生
震
を
異
へ
給
ふ
」

同
詠
唱
「
人
間
の
讃
美
ー
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ア
の
歌
」

ラ
フ
ア
エ
ル
の
朗
唱
「
神
は
創
造
を
完
成
し
天
使
は
讃
め
歌
ふ
」

ー
【
休

憩
】
ー
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32 31 30 29 28 27 26 

枕

慈

費
生
流
舞
囃
子

童

指

揮
合
唱
並
管
絃
楽

獨

唱

ー
【
休

於

合
唱
「
紳
の
偉
業
の
讃
歌
」
と
三
重
唱
「
新
し
き
生
命
の
讃
美
」

第
三
部
「
人
間
の
創
造
と
榮
光
」

序
奏
「
朝
」
と
ウ
リ
エ
ル
の
朗
唱
「
感
謝
の
歌
」

二
重
唱
（
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
）
と
合
唱
「
神
の
恵
み
と
説
輻
と
永
遠
の
讃
歌
」

ア
ダ
ム
（
バ
ス
）
と
エ
ヴ
ァ
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
の
朗
唱

同
二
重
唱
「
人
類
讃
美
の
歌
」

ウ
リ
H

ル
の
朗
唱
「
幸
あ
れ
、
不
迷
な
れ
、
求
め
よ
、
知
れ
よ
」

終
唱
・
合
唱
と
四
重
唱
「
感
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ノミ ピ ' ノ‘
「
冬
の
旅
」
よ
り
：
•
•
…
…
…
…
…
•
•

旅

籠

屋

歌
劇
「
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
」
よ
り
…
…
•
•

。
フ
ロ
ヴ
ェ
ン
ツ
ァ
の
海
よ
陸
よ

リ

ト

ン

獨

唱

…
ヴ
ェ
ル
デ
イ

加

藤

泰

義

伴

奏

大

島

正

泰

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

岡

崎
…
シ
ョ
。
ハ
ン

中

山

富

士

伴

奏

高

田

信

一

三
つ
の
小
品
：
・
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
・
・
高
田
信
一

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
、
ア
リ
ア
、
ア
ル
レ
グ
ロ

ア

獨

奏

諜

詩

曲

第

二

番

へ

長

調

コ

ル

ネ

ッ

ト

獨

奏

ピ

ノ

作
品
三
十
八
：
・

政

雄

第2章

子

ア

獨

奏

歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
ト
」
の
舞
踏
音
楽
に
よ
る

力
。
フ
リ
ッ
チ
オ

ノ

岡

部

道

子

・
グ
ル
ツ
ク
ー
サ
ン
サ
ー
ン

園

藤

ち

か

伴

奏

朝

倉

靖

子

歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
フ
ッ
チ
ー
ニ

誰
で
も
ミ
ヽ
と

組

曲
「
逝
く
春
」
…
•
•
;
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•

ー
．
移
ろ
ひ
行
く
花
（
ア
ン
ダ
ン
テ
）

2
．
或
時
は
心
軽
く
（
モ
ル
ト
ア
ル
レ
グ
ロ
）

3
．

子

守

唄

4
．
ロ
ン
ド
風
の
思
ひ

ソ
。
フ
ラ

J
 
獨

唱

子

曲

目

：松上喜北
下

純 爪
院浦所田

利

光饒賦世

昭
和
十
四
年
十
二
月
十
六
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第
一
―
1

0

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
四
年
十
二
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

休

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

憩第
一
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

第

二

”

第

三

”

バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

協
奏
曲
第
一
番
ホ
短
調
作
品
十
一

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

学
友
会
第
＿
二

0
回
洋
楽
演
奏
会

小

夜

曲

戸
の
外
で
：
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
コ
ト
ー
ニ

第
ニ
ピ
ア
ノ

ピ

ア

ノ

獨

奏

矢

橋

満

井

口

助

敬

授

…
シ
ョ
パ
ン

同

杵
屋
六
左
衛
門

吉

住

小

三

枝

吉

住

小

照

同

同 唄

三
味
線

同

稀
音
家
六
富
佐

稀

昔

家

壽

子

稀
音
家
喜
久
子

望
月
長
之
助

鼓

望

月

左

吉

鼓

望

月

吉

三

郎

太

鼓

望

月

太

左

吉

他

邦

築

科

生

徒

大小笛

581 

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

岡

部

多

喜

伴

奏

横

井

和

子

…
…
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
ピ
エ
ト
ロ
・
マ
ス
カ
ー
ニ

協

奏

曲

第

一

番

ハ

長

調

作

品

十

五

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ

相

生

松

長

唄

ピ

ア

ノ

獨

奏

第
ニ
ピ
ア
ノ

子

澤

田

茂

子

小

倉

敦

授

…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

昭和13年～27年(1938~1952)



°"- 卜 へ、 瞑 檄

n,¥入Hミ,.L... K！トti<¥ ~ ぐ艇匿

卜
4

[

 

..L 喪 塑

苗薔「謳楽賑避徊」サー

心さ ';:¥RQ墓0

。山 卜 ヘ、 襄 盤

ヨ王姿

踪11°山卜＼そ領涎謝

~ngゃ＋共 …心H—クく一

十中報 菌

延檄亘窒盤出
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．谷 H~-1トャ

」
_
ョ

綜11°山卜へ

蔚e鞣窒
入
＇

.......................................... :::, 
n

k

 

怒

詢

涎へ
上

＋＇ 

出
＇

出
~

〔延瞑宰悪蓬〕

Aus der Oper "La Traviata".................. Verdi 
Di Provenza il mar il suol 

Klavier-Solo S. Sawada 

Begl. Prof S. Ogura 
Konzert Nr.1 C-dur Op. 15.................. Beethoven 
I. Satz Allegro con brio 

Mezzosopran-Solo 

TOKIO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonnabend, den 16. Dez. 1939, nachmittags 1.30 Uhr. 
120. SCHULER-KONZERT 

DER STAATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Sopran-Solo T. Kunito 
Beg!. Y. Asakura 

Aus der Oper "La Bohさme"..................Puccini 
Arie von Mimi "Mi chiamano Mimi" 

Klavier-Solo M. Okabe 
Capriccio............................................. Gluck-Saint-Saens 
Thema : Ballett aus der Oper "Alceste" 

Bariton-Solo Y. Kato 
Beg!. M. Osima 

Aus der "Winterreise"........................... Schubert 
Das Wirtshaus 

T. Okabe 

Begl. K. Y okoi 
Serenata............................................. P. Mascagni 
Tuori di f詞五．．．．．•・ •. • • • • • • • •. 9.... 9.. ...  9.. .... • •. 9.. 9.. • •. :.. : :.. • • • •.... • •... • M.Cotoni 

Klavier-Solo M. Yabase 

Begl. Prof. M. lguti 
Konzert Nr. 1 e-moll Op. 11.................. Chopin 
I. Satz Allegro maestoso 

N
8
9
 

遷
叙
拙
裸
迦
＂
誤
峯

e品
智

誤
N

綜

Pause 

Klarinetten-Quartett 
1. Klar. R. Kitazume 
2. Klar. 0. Kita 
3. Klar. T. Uesyo 
Bassklar. H. Matuura 

Suite "Der scheidende Frtihling"…••… ,...K. Simofusa 
1. Die verblassenden Blurnen (Andante) 
2. Frohlich (molto Allegro) 
3. Wiegenlied 
4. Rondische 

Klavier-Solo M. Okazaki 
Ballade Nr. 2 F-dur Op. 38..................... Chopin 

Kornett-Solo F. Nakayama 
Begl. S. Takata 

Drei kleine Werke................................. S. Takata 
Praludium, Arie, Allegro. 
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TOKIO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonntag, den 17. Dez. 1939, nachmittags 1.30 Uhr. 
121. SCHULER-KONZERT 

DER ST AATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Klavier-Solo Y. Nakane 

Faschingschwank aus Wien Op. 26………………Schumann 
I. Allegro 

Bari ton-Solo 

領

出・

Begl. Prof. N. Fukui 
Konzert a-moll Op. 85................................. Hummel 
I. Satz Allegro moderato 

Mezzosoprano-Solo T. Nanba 
Begl. K. Y okoi 

Stornello................................................... P. Cimara 
Aus der Oper "La Gioconda".....…•...............A. Ponchielli 
"Voce di donna" 

Klavier-Solo 

ヌ
oog

Y. Otani 
Begl. Prof. M. Iguti 

Konzertsiick £-moll Op. 79.............................. Weber 

撰
私
訃
嵌
枷
悩
擬
e
C
I
忘
苦

瞬
N

探

S. Ozawa 
Begl. Prof T. Kinosita 

Aus der Oper "Macbeth".............................. Verdi 
"Pieta, rispetto, onore." 
Klavier-Solo T. Tujimura 

Pause 

Klavier-Solo S. Ma 
Prelude Op. 3 Nr. 2.................................... Rachmaninoff 
Moments Musicaux Op. 16 Nr. 4..........…••…” 
Violoncell-Solo W. Kurobane 

Begl. J. Date 
Suite Nr. 2 D-dur....................................... De Hervelois 
1. Prelude (Grave) 
2. Allegro 
3. Menuett (Allegretto) 
4. Plainte (Andantino) 
5. La Napolitaine (Allegro) 

Klavier-Solo F. Saito 
Scherzo b-moll Op. 31................................. Chopin 

Sopran-Solo F. Inoue 
Begl. T. Tanaka 

Traum <lurch die Dammerung Op. 29 Nr. 1... R. Strauss 
Zueignung Op. 10 Nr. 1................................. 11 

Standchen Op. 17 Nr. 2................................. " 

Klavier-Solo Y. Okazaki 



「

海

ゆ

か

ば

」

大

伴

指

揮ピ
ア
ノ
伴
奏

合

唱

氏

言

立

上

野

兒

童

一

音

楽

學

園

高

等

科

一

東

京

一

音

楽

學

校

男

生

徒

澤

崎

定

之

水

谷

達

夫

信

時

潔

作

4
．
管

ボ
コ
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
＇
~
ヴ
ィ
ヴ
ァ
チ
ェ

ア
レ
グ
レ
ッ
ト

プ
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年

奉

祝

會

謹

撰

は

」

舒

明

天

皇

御

製

「
や
ま
と

に

信

時

潔

識

作

ー
（
休

憩
）
ー

p 

園
歌
「
君

銃

後

奉

仕

演

奏

會

次

第

代

」

奉

唱

が

1. 

Ballade 
O
p
.
 
1
9
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
:
F
a
u
r
e
 

Vi
oli
n
'
S
o
l
o
 

B
.
 B
o
k
u
 

B
egl
.
 

K
.
 Ka
w
ag
ut
i
 

S
o
n
at
e
 
g
-moll

……………………………•………

••Tar

ti

n
i 

A
d
ag
i

o
 

N
o
n
 t
ro
ヽヽ
゜ヽ
rest
o

L
a
rg
oー
A'
茫
gro
c
o
m
m
o
d
o
 

K
l
a
vi
e
r
'
S
o
l
o
 

Y•Ume

tan
i 

B
e
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.
 

P
r
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S
i

r
ot
a
 

K
o
n
z
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rt
 

g
,moll 
O
p
.
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昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
銃
後
奉
仕
演
奏
会

昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
（
土
）
｛
仔
麟
5
麟
疇
疇

會
場
日
比
谷
公
會
堂

演

奏

會

曲

東
京
一
音
楽
學
校

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
：
平
原
壽
恵
子

ピ
ア
ノ
伴
奏
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

1
．
月
影
に
さ
ま
よ
は
ん
・
作
品
四
ノ
ニ
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
作

2
．

夢

に

来

れ

リ

ス

ト

作

3
．
我
等
さ
ま
よ
ひ
ぬ
・
作
品
九
六
ノ
ニ
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

4
．
静
か
な
る
空
氣
・
作
品
五
七
ノ
八

5
．
わ
が
ま
ど
ろ
み
は
静
か
に
・
作
品
一

0
五
ノ
ニ

唱
（
無
伴
奏
）

マ
リ
ア
歌
曲
集
・
作
品
ニ
ニ
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

1
．
天
使
の
あ
い
さ
つ

2
．
マ
リ
ア
の
み
寺
詣
で

3
．
マ
リ
ア
の
巡
證

4
．
天
使
の
狩

5
．
お
A

聖
母
マ
リ
ア
よ

6
．
マ
グ
ダ
レ
ナ

7
．
マ
リ
ア
の
讃
歌合3日オ

3

．
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
L
e
oSi
r
ot
a
 

C
h
op
i

n
 :
 No
ct
urne
,
 Fi
s,dur •
夜
曲
・
嬰
へ
長
調

Li
szt
:

 

U
ng
ari
sche 
R
h
ap
sodi
e
 N
r
.
 
6
.
匈

牙

利

狂

詩

曲

・

第

六

銃
後
奉
仕

目

2
．

混

磐

合

ー

唱

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

揮

木

下

保

” ” 
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五
、
等
曲
（
山
田
流
）

都

の

春

休

四
、
等
曲
（
生
田
流
）

春

の

曲

、

長

唄春

調

娘

七

種

、
能
楽
（
観
世
流
）

連

吟兼

平

一
、
等
曲
（
山
田
流
）

臼

の

盤

憩

三／III等

絃

中佐栗野

能々ロ
原

島木ふ

夏
み敦

授従江子

II等／I等

（
本
手
）

（
替
手
）

栗中森外井高阿杉尾中酒塚

林山田池

フ蘭千力

ミ子代ネ

”””三／III II唄

味

線

田崎部本畑島田

利富三井

孝洋恵紀芳千 壽

子江子子子代大美

三／9等唄

絃

野東栗佐

ロ々
條原

ふ木

み夏夏

子子江従

地ワシ
キテ
＾へ

謡昌言
郷清浅

こ郎郎弘

昭
和
十
五
年
一
月
二
十
七
日
学
友
会
第
四
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
五
年
一
月
二
十
七
日
（
第
四
土
曜
日
）
午
後
一
時
始

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

邦

楽

演

奏

第
四
回

曲

目 會

於
本
校
奏
楽
堂

ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ

管

絃

楽

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

指

揮

ヘ

ル

ム

ー

ト

・

フ

ェ

ル

マ

ー

〔
原
資
料
横
組
〕

日
時
主
催

休

憩

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
出
張
演
奏
（
府
立
第
二
高
等
女
学
校
）

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
（
土
）
午
後
二
時

東
京
府
立
第
二
高
等
女
學
校

〔
こ
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
校
か
ら
東
京
府
立
第
二
高
等
女
学
校
長
に
宛
て
ら
れ
た
「
出
張
演
奏

曲
目
送
付
の
件
」
と
い
う
書
類
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
曲
目
と
出
演
者
を
記
し
た
頁
の
み

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
〕

来

賓

御

演

奏

第
一

観
世
流
仕
舞
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
選
科
邦
楽
部
生
徒
（
七
名
）

八

、

長

唄四
季
の
花
里

七
、
第
曲
（
生
田
流
）

御

山

獅

子

部

出
演

II II三／III II唄

東

京

音

楽

學

校

味

線

橋横原山岡遠藤

本山澤蔭本山江

た百美

け芳合箕松津多

子枝子弓子子恵

II三／III等

絃

網塚山加古

野越下藤川

操清愛泰太

子子子子郎

仕

舞イ

、

花

筐

（

狂

）

ロ
、
殺
生
石

浅服

見部

重榮

信次

六
、
能
楽
（
観
世
流
）

連

吟笹

之

段

シ

テ

（

地

謡

）

大

和

美

咲

地

謡

丸

山

里

子
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ピ

ア

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
江

グ
ラ
ン
ド
ワ
ル
ツ
ブ
リ
ラ
ン
テ
…

三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
江

f

.
A.
,
‘‘'ご
、
ぐ
’‘
‘

伴

奏

江

藤

玲

子

氏

U

マ
マ
〕

④
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
作

◎
力
。
フ
リ
ッ
チ
ェ
バ
ス
ク
…
…
…
…
…
…
…
サ
ラ
サ
ー
テ
作
品
二
十
四

藤

俊

哉

氏

チ

工

口
＇
K

．獨

奏

‘
‘
K
、

ヽ

r
,

赤

松

伴

奏

高

田

信

稔
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悲

、歌

可
愛
い
小
鳥
…
•
‘……
…
…
•
…
…
·

第 2章

シ
ョ
パ
ン
作
品
十
八
藤

玲

子

氏

伴

奏

藤

俊

哉

氏

江

藤

玲

子

氏

指

揮

助

数

授

城

多

又

兵

衛

氏

合
唱
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
（
五
十
名
）

vヽ

ろ

は

う

た
第

二

部

紀
元
二
千
六
百
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
下

純

院

婦
人
従
軍
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
下
純
院

小

鳥

歌

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

橋

本

國

彦

•…………………………••

-l=-[ 
ィ

休

憩

第

三

部

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
江

⑦
メ
ヂ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
タ
イ
ス
よ
り
）
…
…
マ
ス
ネ
ー
作

◎
マ
ラ
グ
イ
ナ
（
ス
パ
ニ
シ
ュ
ダ
ン
ス
）
…
サ
ラ
サ
ー
テ
作
品
二
十
一

時

潔

作

曲

ろ

の

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

協

奏

曲

第

一

番

へ

短

調

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ

獨

唱

作

曲

Vヽ

編

曲
編

曲

一
等
あ
き
の

い

秋

ろ

打

て

や

曲
…
…
…
•
…
…
…
•
…

薮

韻
宮
城
道
雄
作
曲

鼓

助

敦

授

牧

瀬

喜

代

子

外

邦
楽
科
生
徒
（
十
四
名
）

雄

春

調

娘

七

種

ニ

長

唄

ろい

梵敦

衣 盛

二
代
目
杵
屋
六
三
郎
作
曲
…
…
邦
楽
科
生
徒
（
八
名
）

宮

城

授

道

氏

テ

緒

方

伴

奏

木

下

助

敦

授

愛

の

歓

び

…

…

…

…

マ

ル

テ

ィ

ー

ニ

歌
劇
「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」
よ
り
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ナ

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

獨

奏

J
 

Jレ

曲

昭
和
十
五
年
二
月
十
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

―

二

二

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
五
年
二
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

閉校

會

之

薪歌

学
友
会
第
―
二
二
回
洋
楽
演
奏
会

松

浦

伴

奏

大

和

哲

作
品
七
十
三
•
…
…
…
…
…
•
•
ウ
ェ
ー
バ
—

モ
デ
ラ
ー
ト

石

紳

以

代

伴

奏

丸

田

克

子

フ

ル

ー

ト

助

奏

鈴

木

正

三

：
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｀
・
マ
ス
ネ
ー

…
…
;…・
・
・
・
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド

目

．朗

子 光 勉

〔
手
書
き
〕
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「
メ
リ
ケ
の
歌
」

．．．
 

女
紳
ヴ
ィ
ラ
の
歌

鼓

手
眠
れ
る
幼
兒
イ
エ
ス

テ

ノ

ル

獨

唱

協 牧
歌
…
…
…
…
…
•
•

マ
リ
ア
の
子
守
歌
：
…
•

眠

に

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

り

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

ピ

ア

ノ

獨

奏

休

憩

伴

奏

中

山

悌

・
ヴ
ォ
ル
フ

波

平

恵

弘

伴

奏

金

子

登

・
ヴ
ュ
ー
タ
ン

細

谷

正

秋

伴
奏
安

愛

子

協

横

井

和

子

秋ラ

に

ル

ゴ

メ
ツ
オ
ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱

協

奏

曲

二

短

調

第
一
楽
章
レ
ン
ト

ア
ル
レ
グ
ロ

伴
奏
相

田

信

子

•
•
…
…
…
…

·

:
·
;
•
…
―
フ

マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

都

筑

富

美

子

…
…
…
ヘ
ン
デ
ル

作
品
十
七
の
六
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ラ
ン
ツ

境
ニ
ピ
ア
J

モ
デ
ラ
ー
ト

井

口

助

教

授

奏
曲
イ
短
調
作
品
十
六
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
リ
ー
ク

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
●

西

都

筑

富

美

子

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

…
…
…
·
…
…
…
…
•
•
レ
ー
カ
ー

…
…
…
•
•
レ
ー
ガ
ー

奏

曲

第

四

番

二

短

調

第
一
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ

第
二
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ
レ
リ
ヂ
オ
ー
ゾ

作
品
三
十
一

ロ

メ
ヌ
エ
ッ
ト

・
・
・
リ
ス
ト

北

世

中

次

岡

田

朗

朴

敏

鐘

小

橋

行

雄

黒

沼

俊

夫

今

村

清

一

七
重
奏
曲
愛
ホ
長
調
作
品
二
十
：
…
…
…
…
…
…
…

•
ベー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ

ロ

コ

ン

ブ

リ

オ

第
二
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

第
三
楽
章
テ
ン
ボ
デ
ィ

第
四
楽
章
主
題
と
愛
奏
曲

第
五
楽
章
ス
ケ
ル
ツ
ォ

第
六
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ

〔
原
資
料
横
組
〕

T
O
K
I
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
n
a
b
e
n
d
,
 d
e
n
 
10•Feb. 

1
9
4
0
,
 n
a
c
hm
i
t
t
a
g
s
 1
.
3
0
 
U
h
r
.
 

1
2
2
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
 A
A
 
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 T
O
K
I
O
 

室 ヒ°

ア

内

榮

獨

奏

タ
ラ
ン
テ
ラ
ト
短
調

。
フ
レ
ス
ト

ノ

園古か

書ち

にの

寄た

丁すび

P
R
O
G
R
A
M
M
 

コ
ン

モ
ト

バチ

ア
ラ
マ
ル
チ
ア
ー
。
フ
レ
ス
ト

ス

ホ

ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

イ

オ工

口

ヴ

―フ ン

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

フ
ァ
ゴ
ッ
ト

原

田爪
口

ー利
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Tenor-Solo T. Ogata 
Begl. Prof T. Kinosita 

Piacer d'amor............................................. Martini 
Aus der Oper "Il Trovatore"..................... Verdi 
Cavatina 

Klarinette-Solo H. Matuura 
Begl. T. Yamato 

Konzert Nr. I £-moll Op. 73........................ Weber 
I. Satぇ Allegromoderato 

Sopran-Solo 1. Isigami 
Beg!. K. Maruta 

Flりteobligat S. Suzuki 
Elegie...................................................... Massenet 
Charmant Oiseau....................................... David 

Cello-Solo M. Akamatu 
Begl. S. Takata 

Konzert d-moll.......................................... Lalo 
I. Satz Lento-Allegro maestoso 

Mezzosopran-Solo 

Zurn Schlafen............................................. Reger 

Violin-Solo M. Hosoya 
Begl. N. Kaneko 

Konzert Nr. 4 cl-moll Op. 31........................ Vieuxtemps 
I. Satz Andante 
II. Saに Adagioreligioso 

Tenor-Solo 

N. Aida 
Begl. F. Tuzuki 

Largo...................................................... H且ndel
Im Herbst. Op. 17 Nr. 6.............................. Franz 

Klavier-Solo K. Y okoi 
Begl. Prof. M. lguti 

Konzert a-moll Op. 16................................. Grieg 
I. Satz Allegro molto moderato 

Pause 

Sopran-Solo A. Anzai 
Begl. F. Tuzuki 

La Pastorella............................................. Schubert 
Maria Wiegenlied...........,....,...,,,.,,....,........ Reger 

E. Naminohira 
Begl. T. Nakayama 

Morike-Lieder............................................. Wolf 
Gesang W eylas 
Der Tambour 
Schlafendes J esuskind 
Fussreise 
Auf ein altes Bild 
Der Gartner 

Klavier-Solo U. Haraguti 
Tarantella g-moll....................................... Liszt 
Presto 

Kammermusik Klarinette R. Kitazume 
Fagott K. Nakata 
Horn A. Okada 
Violin B. Boku 
Viola Y. Kobasi 
Cello T. Kuronuma 
Bass S. Imamura 

Septett Es-dur Op. 20................................. Beethoven 
Ada炉a-Allegrocon bが0
Adagio cantabile 
Tempo di Menuetto 
T ema con V ariazioni 
Scherzo 
Andante con moto alla Marcia-Presto 

(

Z
g
6
I
l
o
o
8
6
I
)

吐
ぷ
ー
母
8
I
n
爬
苦

憐
N

嫁

6
0
0
9



獨

唱

,‘‘、
、-
ハプアソ

゜ノフ
lルラ

ルトノ

ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

グ

協

奏

曲

・

第

五

・

ニ

長

調

ア

レ

グ

ロ

ア

ッ

フ

ェ

ッ

ツ

オ

ー

ゾ

ア

レ

グ

ロ

指
揮
並
ピ
ア
ノ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ル

ミ
サ
曲
・
第
五
•
愛
イ
長
調
•
…
…
…
•
•

1
．

主

憐

み

給

ヘ

2
亀

榮

光

3
．

信

経

4
．

聖

な

る

哉

5

．

祝

せ

ら

れ

給

ヘ

6
．

紳

恙

誦
ー

（

休

憩

)

|

|

I
I
l
．
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

フ

劇

「

ロ

ー

エ

ン

グ

リ

ン

」

序

曲

II
．
室
内
管
絃
楽

歌

ー

．

管

絃

楽

卜

ス

栗柴千 豊

田葉

本

睦静春

田

正陸子恵

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

マ

ン

フ

レ

ー

ド

グ

ル

リ

ッ

ト

井

上

武

鈴

木

正

三雄

昭
和
十
五
年
二
月
二
十
四
日
第
九
十
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
五
年
二
月
廿
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
雰
疇
疇
疇

會
場
日
比
谷
公
會
堂

定

期

演

奏

會

曲

目

ノゞ

ツ

ノ‘

東
京
一
音
楽
學
校

作

ワ

ー

グ

ネ

ル

作

I•Orches

ter 

R
.
 
W
a
g
n
e
r
 :
 Vo
r
sp
i

el 
z
u
^
^
L
o
h
e
n
g
ri
n
"
 

II•Kammerorches

ter 

]. 
S
.
 Ba
c
h
:
 
B
r
a
n
d
e
n
b
u
rgi
s
c
h
e
s
 
K
o
n
z
e
rt
 

N
r
.
 
5•D'dur 

A
l
l
eg
r
o
 
A
d
ag
i
o
 aff et
t

u
o
s
o
 
A
l
l
eg
r
o
 

L
ei
t

u
n
g
 u
n
d
 K
l
a
vi
er: 

G
e
n
e
r
a
l
m
u
si
k
di
r
e
kt
o
r
 M
a
n
f
r
e
d
 G
u
r
li
t
t
 

V
i

oli
n
e
 :
 Ta
k
e
o
 I
n
o
u
e
 

F
l
ot
e: 
S
y
o
z
o
 S
u
z
u
ki
 

III. 

P
r
o
g
r
a
m
m
 

ー

(
P
a
u
s
e
)
|

S
o
li
,
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

F
r
.
 Sc
h
u
b
e
rt
:
 

M
e
s
s
e
 N
r. 
5
.
 As
'
d
u
r
 

K
y
ri
e
 (
C
h
o
r
 u
.
 Soli) 

G
l
o
ri
a
 (
C
h
o
r
 u
.
 So
li
)

 

C
r
e
d
o
 
(
C
h
o
r
 u
.
 So
li
)
 

S
a
n
ct
u
s
 (
C
h
o
r
)
 

B
e
n
e
di
ct
u
s
 (
C
h
o
r
,
 So
p
r
a
n
,
"
A
lt
,
u
.
 Te
n
o
r
,
s
o
l
o
)
 

A
g
n
u
s
 D
ei
 

(
C
h
o
r
 u
.
 So
li
)

 

S
o
p
r
a
n
:
 
H
a
r
u
e
 T
o
y
o
d
a
 

A
l
t
 :
 

Si
z
u
k
o
 T
i

b
a
 

T
e
n
o
r
:
 
M
ut
u
m
u
 Si
b
at
a
 

B
a
s
s
:
 

T
a
d
a
si
 

K
u
ri
m
ot
o
 

L
ei
 t

u
n
g
 

P
r
of•
H
e
百
u
t

F
e
l
l
m
e
r
 

C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 
d
e
r
 St
a
at
l
i

c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 T
o
ki
o
 

指

揮

合

唱

管
絃
楽

東

楽

學

校

徒

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

〔
原
資
料
横
組
〕

京

昔

生

ヘ

レ

ム

ー

ト

・

フ

9

/
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〔
曲
目
等
不
明
〕

第

一

、

國

歌

「

君

か

代

」

奉

唱

二
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

三

、

學

校

長

式

僻
日

▽

東

京

―

音

楽

學

校

定

期

演

奏

（

廿

四

日

夜

日

比

谷

公

會

堂

）

欧

洲

各

地

の

＿

音

楽

學

校

に

比

肩

し

得

る

よ

い

演

奏

で

あ

っ

た

。

バ

ッ

ハ

の

協

奏

曲

を

指

揮

し

た

グ

ル

リ

ッ

ト

は

テ

ム

ボ

や

リ

ズ

ム

に

於

て

ど

こ

迄

も

歴

史

的

解

繹

の

中

に

生

き

よ

う

と

し

た

。

こ

れ

は

感

覺

的

演

奏

の

流

行

を

追

ふ

我

闊

一

部

の

傾

向

に

相

封

峙

し

て

ゐ

る

も

の

で

深

く

敬

意

を

表

し

た

い

。

ミ

サ

を

指

揮

し

た

フ

エ

ル

マ

ー

は

管

絃

合

唱

と

四

つ

に

組

み

上

背

を

利

用

し

て

一

音

楽

を

吊

り

出

す

こ

と

四

十

五

分

間

。

彼

を

育

て

る

日

本

人

の

ド

イ

ツ

楽

界

に

貢

獄

す

る

も

の

大

な

り

と

云

ふ

べ

き

か

？

ソ

プ

ラ

ノ

の

豊

田

春

恵

は

注

目

す

べ

き

逸

材

で

あ

る

。

（

有

馬

大

五

郎

）
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
―
―
一
月
二
日
）

昭
和
十
五
年
三
月
二
十
三
日

上
野
兒
童
音
楽
學
園
卒
業
證
書
授
呉
式

（
『
東
京
昔
架
學
校
一
究
』
自
昭
和
十
五
年
至
昭
和
十
六
年
、
l

―
八
頁
）

卒
業
式

二
十
五
日

（
月
曜
日
）
午
後
一
時
開
始

l

二
十
六
日
（
火
曜
日
）
午
前
十
時
開
始

昭
和
十
五
年
三
月

卒

業

證

書

授

奥

式

次

第

上
野
児
童
音
楽
学
園
第
五
回
卒
業
式

於
本
校
奏
楽
堂

三
月
二
十
三
日東

京

一
音
楽
學
校

（

三

月

二

十

五

日

午

後

一

時

開

始

）

昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

九、 七、
六

、

五、 四、

七
、
卒

三

、 二、
~
 

ヽ
ピ

ア

ノ

獨

シ

ョ

パ

ン

作

・

ス

ケ

ル

ツ

ォ

・

ホ

長

調

・

作

品

五

四

。
ヒ

ア

ノ

獨

ソ

。

フ

ラ

ノ

ヒ ゜

ァ

ノ

獨

四
、
文

部

大

臣

祝

僻

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

窮

六

、

合

唱

「

仰

げ

ば

尊

し

」

業

演

奏
演

奏洋

ピ

猥

楽

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

リ
ス
ト
作

•

第
二
協
奏
曲
・

イ
長
調

メ

ゾ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

：

…

…

；

・

:

…

…

…

：

同

奏
•
•…
…

·
:
…
…
…
…
同

ド

ニ

ゼ

ッ

チ

作

・

歌

劇

「

ラ

・

フ

ァ

ヴ

ォ

リ

ー

タ

」

中

レ

オ

ノ

ー

ラ

の

詠

唱

獨

バ

ッ

ハ

原

作

・

ブ

ー

ゾ

ニ

編

作

・

シ

ャ

コ

ン

ヌ

・

ニ

短

調

獨

唱

：

…

…

・

：

・

…

…

…

…

本

科

卒

業

L
バ

ッ

ハ

作

・

カ

ン

タ

ー

タ

「

わ

が

信

仰

厚

き

心

」

2
ヘ

ン

デ

ル

作

・

歌

劇

「

フ

ロ

リ

ダ

ン

テ

」

中

小

詠

唱

「

愛

は

こ

の

世

を

支

配

す

」

シ

ュ

ー

マ

ン

作

・

交

響

的

練

習

曲

・

作

品

十

三

獨

唱

：

・

：

・

…

…

…

…

…

…

同

マ

ス

カ

ー

ニ

作

・

歌

劇

「

イ

リ

ス

」

中

の

詠

唱

八

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

タ

ル

テ

ィ

ー

ニ

作

・

奏

嗚

曲

・

ト

短

調

奏
…

…

•

:

・

…

・

：

同

．．
．．．．
．．
．
 

…

…

司

ソ

フ゜

ァ
―

フ

ノ

ノ

゜
ヒ

ア

ノ

奏
・
・・・
・・
…
…

•
••
•
•
•
…
…
同

奏
：
…
•
…
…
…
…
…
…
同

第

曲

目

部

北

村

和

子

591 

芦

葉

ス

マ

第 2章

紳

吉

百

合

子

磯

村

澄

子

大

島

正

泰

安

西

愛

子
梅

谷

洋

子

目

田

言

子

木

i

l

浅

原

暉

久

子

昭和13年～27年(1938~1952)



リ
ス
ト
作
・
第
一
協
奏
曲
・
菱
ホ
長
調
•
第
二
、
三
、
四
楽
章

一
七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
•
•
…
…
•
•
；
：
同
渡

一

六

、

ピ

一
五
、
テ

第
L
マ

イ

エ

ル

ベ

ー

ル

作

・

歌

劇

「

ア

フ

リ

カ

の

女

」

中

ヴ

ァ

ス

コ

ダ

ガ

マ

の

詠

唱

「

お

A
楽

園

よ

」

2
ブ

ラ

ー

ム

ス

作

・

歌

集

「

マ

ゲ

ロ

ー

ネ

」

中

「

ま

こ

と

な

る

愛

は

永

し

」獨

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
第
三
協
奏
曲
・
ト
長
調
•
第
一
楽
章

ア

ノ

ー

ノ
Jレ

日

（
三
月
二
十
六
日
午
前
十
時
開
演
）

一
三
、

ソ

フ゜
L
ヘ

ン

デ

ル

作

・

聖

諦

曲

「

救

世

主

」

中

の

詠

唱

「

歓

び

を

も

て

立

て

よ

」

2
シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

・

小

夜

曲

奏
•
•
…
…
…
•
…
…
…
…
同

リ

ス

ト

作

・

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

の

結

婚

行

進

曲

に

腺

る

編

作

曲

獨

唱

：

．．．． 
；…
…
…
…
…
：
同

一

四

、

゜

ヒ

ア

ノ

獨

奏

…
｀
…
•
•
'
:
·
:
·
:
·
…
同

邊

暁

雄

高

橋

睦

子

波

平

恵

弘

左

右

田

五

十

鈴

ラ

ノ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
第
五
協
奏
曲
・
愛
ホ
長
調
・
作
品
七
―
―
-
•
第
一
楽
章

l

-

、

テ

ノ

ー

ー
ニ
、
ピ

獨
唱
：
・
…
…
…
…
…
…
…
同

L
マ

ス

ネ

ー

作

・

歌

劇

「

マ

ノ

ン

」

中

騎

士

デ

ー

・

グ

リ

ュ

ー

の

夢

の

歌

2
。フ

ッ

チ

ー

ニ

作

・

歌

劇

「

お

蝶

夫

人

」

中

ピ

ン

カ

ー

ト

ン

の

歌

「

さ

ら

ば

愛

の

家

」奏
：
·
…
…
…
…
•
•
;
•
•
…
同

グ
ラ
ズ
ー
ノ
フ
作
•
愛
奏
曲
・
嬰
へ
短
調

獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

永

田

み

や

子

ア

ノ

獨 ］レ

雄

二
、
第
曲

一

九

、

二

0
、
ピ
ビ

ゼ

ー

作

・

歌

劇

「

カ

ル

メ

ン

」

中

ミ

カ

エ

ラ

の

詠

唱

獨

ア

ノ

ソ
プ

―

フ

ノ

三

世

山

登

松

齢

作

曲

吉

澤

検

校

作

曲

下

山

智

子

金

子

サ

ン

・

サ

ー

ン

ス

作

・

第

四

協

奏

曲

・

ハ

短

調

・

作

品

四

四

・

終

楽

章

1

0
、

ピ

ア

ノ

獨

楽
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

佐

伯

貞

子

第

三

部

邦
楽
科
卒
業

獨
唱
：
・
：
・
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業

奏
：
…
…
…
…
…
…
；
：
同

リ

ス

ト

作

・

ペ

ト

ラ

ル

カ

の

短

詩

百

0
四

洋

了

八

、

。

ヒ

ア

ノ

獨

楽
奏
：
・
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業

山

上

豊

國

藤

ち

か

子

井

上

芳

子

第

日

（
三
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
）

ろ

、

春

の

曲

同同同本同替

手 手

同同同同同同

加山中栗森外

藤下山林田池

泰愛フチカ

子子蘭ミヨネ

四
、
等
曲

生
田
流

い

、

西

行

櫻

菊

崎

檄

校

作

曲

等

古

川

太

郎

子

、

長

唄綱
館
（
曲
舞
之
段
）

三

世

杵

屋

勘

五

郎

作

曲

囃同同同三同同唄

塁
邦
楽
科
卒
業

同同同同同同

塚

田

壽

美

酒

井

大

中

島

三

千

代

井

田

孝

子

高

崎

洋

江

杉

本

富

紀

子

阿

部

利

恵

子

本

校

職

員

外

臼

山
田
流盤

の

洋

第

二

部

ー

（

休

憩

）

ー

l
|

唄

邦

楽

科

卒

業

佐

々

木

従

等

同

栗

原

夏

江

三

絃

同

野

口

ふ

み

子

一

、

能

楽

観

世

流

経

政
邦

楽

詐

囃

彗

麟

疇

謡

服

本

虹

[

』

[

次
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0
、

バ

リ

ト

ン

二
九
、
ピ

獨
唱
…
•
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
同

洋獨

シ
ョ
パ
ン
作
・
奏
嗚
曲
・
ロ
短
調
・
作
品
五
八
・
終
楽
章

藤

井

典

明

（
『
東
京
昔
築
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
五
年
至
昭
和
十
六
年
、
-

l

八
頁
）

593 

ァ

ノ

楽
奏
：
·
…
…
…
•
…
…
•
•
•
•
本
科
卒
業

御

宿

好

枝

〔
曲
目
等
不
明
〕

第

四

部

上
野
兒
童
音
楽
學
園
尋
常
科
卒
業
演
奏
會

四
月
二
十
日

於

本
校
奏
楽
堂

第2章

ー
（
休
憩
）
ー
ー
＇

バ
ッ
ハ
作
・
半
昔
階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ゲ

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
日
上
野
児
童
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TOKIO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonnabend, den 25. Mai. 1940, nachmittags 1 Uhr. 
123. SCHULER-KONZERT 

DER STAATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Orgel-Solo K. Shu 
Tokkata und Fuge cl-moll.............................. Bach 

Bass-Solo K. Yamamoto 

Begl. Prof T. Kinosita 
Aus der Oper "Zauberflote"........................... Mozart 
Arie von Sarastro 
Aus der "Winterreise"................................. Schubert 
Die Post 

Klarinette und Kla vier Klarinette 0. Kita 
Kla℃ier K. Kusaka wa 

Sonate Nr. 1 £-moll....................................... Brahms 
I. Satz Allegro appassionato 

Sopran-Solo 

Klavier-Trio 

Alt-Solo 

H. Tujino 
Begl. Y. Asakura 

La Serenata................................................ Bassani 
Aus der Oper "Cavalleria Rusticana"………...Mascagni 
Voi lo sapeta 

Klavier-Solo M. Muroi 
Ballade As-dur Op. 47................................. Chopin 

Violin-Solo J. Amari 
Begl. M. Osima 

Sonate Nr. 4 D-dur....................................... Handel 
Adagio, Allegro, Larghetto, Allegro 

Pause 

Klaガnette R. Kitazume 

Cello M. Akamatu 

Kla℃ier S. Takata 
Trio Nr. 4 B-dur Op. 11.............................. Beethoven 
Allegro con brio 
Adagio 
Allegretto (T ema con Vaがazioni)

T. Kotorii 
Beg!. S. Hosino 

Dettinger Te De um....................................... Handel 
Von ewiger Liebe. ::::.. :: : :: ::.. ::: :: : :: : : : : : :: ::: :: : ::: :Brahms 

Violin-Solo Y. Kobasi 
Beg!. M. Osima 

Sonate A-dur............................................. Bach 
Andante, Allegro assai, 
Andante un poco, Presto 

Klavier-Solo F. Shoji 
Rhapsodie h-moll Op. 79.............................. Brahms 
Agitato 

Tenor-Solo T. Watanabe 
Begl. M. Osima 

Aus der Oper "Freischiitz"........................... Weber 
Arie von Max 

Violin-Solo A. Yamaguti 
Begl. S. Horino 

Konzert Nr. 2 E-dur.................................... Bach 
I. Satz Allegro 

Klavier-Solo T. Sato 
Begl. Prof. N. Fukui 

Konzert a-moll Op. 16................................. Grieg 
I. Satz Allegro molto moderato 
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TOKIO ONGAKUGAKKO GAKUYUKAI 

Sonntag, den 16. Juni. 1940, nachmittags 1.30 Uhr. 
124. SCHULER-KONZERT 

DER ST AATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Klavier-Solo T. Yosikawa 
Variations brillantes B-dur Op. 12.. ………… ••..Chopin 
Mezzosopran-Solo R. Iizuka 

Begl. S. Nakamura 
Ritorna vincitor !.......................................... Verdi 
aus der Oper "Aida" 

T. Mori 
Begl. K. Nakada 

Concertino D-dur Op. 107.............................. Chaminade 

Sopran-Solo H. Asakura 
Begl. R. Tominaga 

に口ニ．． ．・•．:: :’・ • 9.... • • • • • • 9... • • • • • • • • 9... • • • • • •.. • • • • • • • • • •...... • •.... • •.... •・．．．．．．：： ： ： ： ： ： ： ：F;1ure 
Clair de Lune............................................. 11 

Klavier-Solo T. Yamato 
II. Klavier Prof. N. Fukui 

Konzert Nr. 3 c-moll Op. 37........................ Beethoven 
I. Satz Allegro con bが0

Sopran-Solo 

Pause 

I. Isigami 
Beg!. T. Tomimoto 

Arie von Michaela....................................... Bizet 
aus der Oper "Carmen" 

Klavier-Solo N. Maejima 
Grande Polonaise brillante Es-dur Op. 22………Chopin 
Bariton-Solo T. Nakayama 

Beg!. M. Osima 
An die ferne Geliebte Op. 98........................ Beethoven 

Klavier-Solo K. In 
II. Klavier Prof. M. Iguti 

Konzert a-moll Op. 16................................. Grieg 
II. Satz Adagio 
III. Satz Allegro moderato molto e marcato 

(
N
9
6
1
 ~
8
E
6
1
)
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組

曲
「
シ
シ
リ
ア
」

ー降

誕

の

物

語

移

住

民

の

唄

四

、

管

絃

楽

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
二
日
第
九
十
一
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
豆
亨
疇
疇

會
場
日
比
谷
公
會
堂

定

期

演

奏

曲

目

一
、
管
交
響
曲
（
第
八
八
番
）
卜
長
調
：
．．．． 

ア
ダ
ー
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ

ラ
ル
ゴメ
ヌ
エ
ッ
ト
ー
ト
リ
オ
（
ア
ル
レ
グ
レ
ッ
ト
）

終
曲
こ
ノ
ル
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ス
ピ
リ
ー
ト

二
、
ピ
ア
ノ
ニ
豪
と
管
絃
楽

協
奏
曲
•
愛
ホ
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
琥
三
六
五
）

ア
ル
レ
グ
ロ

ァ
ン
ダ
ン
テ

ロ
ン
ド
（
ア
ル
レ
グ
ロ
）

三
、
合
唱
と
管
絃
楽

「
ネ
ニ
エ
」
作
品
八
―
―

絃

楽

•
•
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

…
…
…
…
・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

…
…
…
…
;
…
…
…
…
…
…
…
・
ヂ
ー
ノ
・
マ
リ
ヌ
ッ
チ

ー

（

休

憩

）

ー

第

一

ピ

ア

ノ

市

川

秀

子

第

ニ

ピ

ア

ノ

末

元

悦

子

獨

奏

ハ
イ
ド
ン
作

東
京
一
音
楽
學
校

P
r
o
g
r
a
m
m
 

I. 
O
r
c
h
e
st
e
r
 

S
y
m
p
h
o
ni
e
 N
r
.
 
8
8
.
 G
'
d
u
r
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
J
.
 H
a
y
d
n
 

A
d
ag
i
o
|
A
l
l
eg
r
o
 

L
a
r
g
o
 

M
e
n
u
e
t
t
o
|
T
ri
o
 (
A
l
l
e
g
r
e
t
t
o
)
 

F
i

n
a
l
e
 :
 Al
l
e
g
r
o
 
c
o
n
 sp
i

ri
t

o
 

II•Klav

ier,So

li 

u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

K
o
n
z
e
rt
 
fil
r
 z
w
ei
 

K
l
a
vi
ere
,
 Es
'
d
u
r
 
(
K
.'
V
.
 
3
6
5
)
 

…
…
…

W
.
 
A
.
 Mo
z
a
rt
 

A
l
l
e
g
r
o
 

A
n
d
a
nt
e
 

R
o
n
d
o
 (
A
l
l
e
g
r
o
)
 

ー

(
P
a
u
s
e
)ー

III. 
C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

↓

^
N
a
ni
e"
0
p
.
 
8
2
 

I
V
.
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

管

絃

楽唱揮

合

1•Klav

ier 

2•Klav

ier 

S
o
li
:

 

·…………………………………••J

. 

B
r
a
h
m
s
 

H
i

d
e
k
o
 I
t
i

k
a
w
a
 

E
t

u
k
o
 S
u
e
m
ot
o
 

〔
原
資
料
横
組
〕

東

楽

學

校

生

徒

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

京

昔

指

ヘ

田

舎

人

の

踊

ま

つ

り（
本
邦
初
演
）

レ

ム

ー

ト

・

フ

J
 

工

ル

マ
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奏

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
二
日
学
友
会
第
五
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
二
日
（
第
四
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
始

東
京
音
楽
學
校
學
友
會

第

五

回

邦

築

演

會

S
ui
t

e
 Si
ci
li
a
n
a
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
Gi
n
o
 M
a
ri
n
u
z
zi
 

'
L
e
g
g
e
n
d
a
 di
 

N
at
ale 

(
1
8
8
2
|
)
 

L
a
 c
a
n
z
o
n
e
 dell
'
e
m
i
g
r
a
nt
e
 

V
 alzer 
c
a
m
 pe
st
ra 

F
e
st
a
 p
o
p
u
l
a
r
e
 

(
N
u
m
 erst
e
n
m
a
l
 i
n
 J
a
p
a
n
)
 

L
ei
t
u
ng
:
 H
e
l
m
ut
 

F
e
l
l
m
e
r
 

O
r
c
h
e
st
e
r
 
u
n
d
 C
h
o
r
 d
e
r
 S
t

a
at
l
i

c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 

z
u
 -T
o
ki
o
 

▽

東

京

―

音

楽

學

校

定

期

演

奏

會

（

二

十

二

日

夜

日

比

谷

公

會

堂

）

ハ

イ

ド

ン

の

交

響

曲

ト

長

調

は

緩

速

度

の

楽

章

に

於

け

る

不

揃

ひ

な

演

奏

を

除

け

ば

上

出

来

と

言

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。聘

衆

に

も

そ

れ

か

ら

指

揮

者

フ

エ

ル

マ

ー

に

も

本

邦

初

演

の

マ

リ

ヌ

ッ

チ

作

「

組

曲

」

が

最

も

ピ

ッ

タ

リ

し

た

も

の

で

あ

っ

た

ら

う

。

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

作

ピ

ア

ノ

ニ

台

の

協

奏

曲

を

弾

い

た

市

川

秀

子

と

末

元

悦

子

は

、

と

も

に

よ

く

修

業

を

積

ん

で

ゐ

る

有

望

な

演

奏

家

で

あ

る

。

只

時

と

し

て

脂

濃

い

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

が

出

現

す

る

の

は

、

こ

の

人

達

の

罪

で

な

く

、

そ

れ

を

授

け

た

も

の

の

責

任

で

あ

る

。

吾

々

が

こ

れ

ら

の

催

し

か

ら

不

断

に

見

出

さ

う

と

す

る

も

の

は

、

技

巧

の

完

璧

で

は

な

く

、

養

成

さ

れ

た

も

の

が

一

人

歩

き

の

出

来

る

ま

で

に

様

式

感

を

自

得

し

て

ゐ

る

か

ど

う

か

と

言

ふ

こ

と

で

あ

る

。

（

有

馬

大

五

郎

）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
七
日
）

於

本

校

奏

楽

堂

七 六 五 四

等

曲

（

生

田

流

）

古
今
組夏

の

曲

箪
（
替
手
）

”
（
本
手
）

相宮

原城

ょ
茂

し

子子

603 

等

曲

（

山

田

流

）

菊

水

三／I箪

絃

東小西

條林山

夏糸松

子子枝

"地

ノ‘

田

口

松

袖

曾

能

楽

（

観

世

流

）

仕

舞

イ

ト
9, 

村風我

謡

浅清郷

こ：
弘郎郎

浅

見

重

大丸

和山

美里

信疾子

休

憩

し

の

等

曲

（

生

田

流

）

地

唄
ナ＇（
 

花

I/三／I等

第2章

絃

宮相重墜

：原藤田

し
茂キ君

子子ミ江

長

唄

新

小

鍛

治

II II II三／III II唄

味

線

林池鵜杉酒中後尾

川本 島藤畑

邦昭紀富匠

美紀千妙芳

子子代子大代子子

等

曲

（

山

田

流

）

子

の

日

の

遊

び

三等唄

絃

鹿吉三

山

田島

：稲恒

枝子子

能

楽

（

観

世

流

）

連

吟春

日

龍

紳
曲

目

地ワシ
キテ

＾^ 謡塁塁
疇清

享::7四K
郎弘郎

昭和13年～27年(1938~1952)



歌

モ
ノ
ス
タ
ト
ス
（
サ
ラ
ス
ト
ロ
に
仕
へ
る
ム
ー
ア
人
）
…
…
酒
井
弘
（
テ
ノ
ー
ル
）

l
演
奏
會
形
式
に
依
る
ー
ー

サ
ラ
ス
ト
ロ
（
イ
ジ
ス
、
オ
ジ
リ
ス
の
紳
に
仕
へ
る
高
憎
）

．．． 
栗

本

正

（

バ

ス

）

タ
ミ
ノ
（
或
る
國
の
王
子
）

．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柴
田
睦
陸
（
テ
ノ
ー
ル
）

辮
者
（
サ

ラ
ス
ト
ロ
の

次
に
位
す
る
憎
）
•
•
…
…
…
…
•
中
山
悌
一
（
バ
ス
）

夜
の
女
王
（
以
前
さ
る
高
憎
の
妻
で
あ
っ
た
閤
の
魔
法
師
）
奥
田
智
重
子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

パ
ミ
ー
ナ
（
そ
の
娘
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
三
宅
春
恵
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

第
一
の
侍
女
（
夜
の
女
王
に
仕
へ
る
女
）
•
•
…
…
…
…
…
…
・
朝
倉
春
子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

第

二

の

侍

女

(

”

)

・

:

・

…

…

…

…

…

：

佐

々

木

成

（

ソ

。フ

ラ
ノ
）

第

三

の

侍

女

(

”

)

…

…

…

…

…

・

:

・

：

千

葉

孵

子

（

ア

ル

ト

）

パ
ヽ
ゲ
J
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
藤

井

典

明

（

バ

ス

）

獨

唱

者

劇

「

魔

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲笛
」

幕

シ
カ
ネ
ダ
ー
作
詞

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
九
日

東

京

―

音

楽

學

校

學

友

會

第

―

二

五

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
開
演

演

奏

曲

目

並

解

説

八

長

唄
四

季

の

山

姥

学

友

会

第

ー

ニ

五

回

洋

楽

演

奏

会

II II三／III唄

味

線

井磯川山熱岡

田田蔭海本
又

孝秋 置は松

子子敦弓な子

憎

の

一

人

一

…

…

…

…

…

…

…

…
…
：
・:
・:・:
渡
邊
高
之
助
（
テ
ノ
ー
ル
）

第
一
の
武
装
せ
る
番
憎

第
二
の
武
装
せ
る
番
憎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・・
・
中
山
悌
一
（
バ
ス
）

第
一
の
少
年
…
…
…
…
…
…
…
…

•
••
…
…
…
…
…
…
·
:

．．． 
永
田
み
や
子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

第
二
の
少
年
…
•

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
·
相
田
信
子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ）

第
三
の
少
年
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•

•
•
•
…
…

…
…
…
…
…
•
小
鳥
居
尊
（
ア
ル
ト
）

パ
ヽ
ゲ
ナ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
安
西
愛
子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

合

日
日
nぃ

管

絃

楽

巳
日才

盤

架

擁

嘗

盤

楽

部

並

師

範

科

第

三

學

年

生

徒

生

徒

管

絃

楽

部

揮

橋

本

敦

授

伊

助

敦

授

〔
原
資
料
横
組
〕

S
o
n
n
a
b
e
n
d
,
 de
n
 2
9
.
 J

uli
 

1
9
4
0
 

n
a
c
h
mi
t
t

ag
s
 1.3
0
 U
h
r
 

1
2
5
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
A
A
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 T
O
K
I
O
 

W
.
A
.
M
O
N
A
R
T
 

^̂
Di
e
 Zauberflot
e"
 

O
p
er i
n
 2
 
A
kt
e
n
 

D
i

c
ht
u
ng
 v
o
n
 E
.
 Sc
hi
k
a
n
e
d
e
r
 

|
K
o
n
z
e
rt
auffiihrung
|

_

 

L
ei
t

u
ng
:
 

Q•Hash

imo
to 

Ftihrung
 fli
r
 d
e
n
 G
e
s
a
ng
:
 T
.
 Ito 

Soli
st
en
:
 

Sarast
r
o
 (Bass)

………••

•••
……

……………………

•T
. 

K
u
ri
m
ot
o
 

T
a
mi
no 
(Tenor)

…
…………•………………………

••M

. 

Si
bat
a
 

藤
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S
p
r
e
c
h
e
r
 (Bass)•

……………………………………

••T

. 

N
a
k
a
y
a
m
a
 

D
i

e
 K
o
ni
g

i

n
 d
e
r
 N
a
c
ht
 

(
S
o
p
r
a
n
)
…

…

…

…

…

…

…

T
.
 Ok
u
d
a
 

P
a
mi
n
a
,
 
i

h
r
e
 T
o
c
ht
er 
(
S
o
p
r
a
n
)
…

…

…

…

…

…

…

…

H
.
 M
i

y

a
k
e
 

E
r
st
e
 D
a
m
e
 d
e
r
 K
o
ni
g

i

n
 (
S
o
p
r
a
n
)
…

…

…

…

…

・
:
H
.
 As
a
k
u
r
a
 

Z
w
ei
t

e

、

、

（

ヽ

ヽ

）

…

…

…

…

…

…

S
.
S
a
s
a
ki
 

D
ri
t
t
e

、
、

(
Al
t
)
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
S

.

T
i

b
a
 

P
a
p
a
g
e
n
o
 
(Bass)

……•………………………………

••N

. 

F
uj
i
i
 

M
o
n
o
st
at
o
s
,
 ei
n
 M
o
h
r
 (
T
e
n
o
r
)
…

…

…

…

…

…

…

…

H
.
 
S
a
k
ai
 

P
ri
e
st
e
r
 
(Tenor)••

…………………………………

;:T

. 

W
at
a
n
a
b
e
 

E
r
st
e
r
 
g
e
h
a
r
ni
s
c
ht
er 
M
a
n
n
 (
T
e
n
o
r
)
…

…

…

…

…

…

ヽ

ヽ

Z
w
e
1te
r

、
、

(
B
a
s
s
)
•

…
…
…
…
…
…

•
•
T

.

N
a
k
a
y
a
m
a
 

E
r
st
er 
K
n
a
b
e
 (
S
o
p
r
a
n
)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
M
.
 Na
g
at
a
 

Z
w
ei
t

er
ヽ

ヽ

（

ヽ

ヽ

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

N
.
A
i

d
a
 

D
r
i
t
t
e
r

、
、

(
Al
t
)
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…••T

.

K
ot
o
ri
i
 

P
a
p
a
g
e
n
a
 (Sopran)•

………………………………

••A

. 

A
n
z
ai
 

C
h
o
r
:
 

Schiller 
d
e
r
 S
a
n
g
e
r
a
bt
ei
l
u
n
g
 
u
n
d
 
3•Klasse 

d
e
s
 
N
o
r
m
a
l
k
u
r
s
u
s
 

O
r
c
h
e
st
e
r
 :
 Schiller'Orchr;st
e
r
 

〔
解
説
省
略
〕

昭
和
十
五
年
七
月
九
日

二
、
合

東
亜
教
育
大
会
参
加
者
参
観
演
奏
会

東
亜
敦
育
大
會
参
加
者
参
観
演
奏

昭
和
十
五
年
七
月
九
日
午
後
二
時

曲

目

並

解

説

一
、
等
曲
（
生
田
流
）

三
百
年
程
前
、
八
橋
槍
校
が
作
曲
し
た
純
器
楽
の
為
め
の
名
曲
で
あ
る
。

は
六
段
に
分
れ
、
六
個
の

V
a
ri
at
i

o
n
s
の
形
式
で
出
来
上
つ
て
ゐ
る
。

演

奏

本

校

指

揮

澤

崎

ー

唱

（

四

部

混

盤

）
日

本

古

歌

「
海
行
か
ば
」

信

時

潔

作

曲

「
海
行
か
ば
水
づ
く
か
ば
ね
、
山
行
か
ば
草
む
す
か
ば
ね
、

六
段

演
奏

邦

楽

科

生

徒

全
曲

敦生

大
君
の
へ
に
こ
そ

授徒

後
援
主
催

死
な
め
、
か
へ
り
見
は
せ
ず
」
と
云
ふ
至
誠
盛
忠
の
歌
で
合
唱
曲
と
し
て
新
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

愛
國
行
進
曲
記
繹
疇
麟
疇
疇

こ
の
歌
は
今
事
愛
に
際
し
皇
國
日
本
の
精
紳
と
八
紘
一
宇
の
大
理
を
表
現
し
た

る
歌
で
、
こ
の
歌
を
四
部
混
槃
合
唱
曲
に
編
曲
し
、
三
個
の

V
a
ri
at
i

o
n
s
が

附
加
さ
れ
て
ゐ
る
。

日

本

古

歌

信

時

潔

作

曲

日
本
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
歌
ひ
込
ん
だ
古
歌
を
歌
詞
と
し
て
、
作
曲
さ
れ
た

も
の
で
、
日
本
的
曲
調
に
基
い
た
四
部
混
盤
の
無
伴
奏
合
唱
曲
を
な
し
、
愛
奏

曲
風
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

三
、
管

建

國

祭

本

部

制

定

橋

本

國

彦

作

曲

第

二

楽

章

軽

快

調

第
三
楽
章
「
紀
元
節
訳
日
歌
に
よ
る
主
題
と
愛
奏
及
フ
ー
ガ
」

こ
の
曲
は
紀
元
二
千
六
百
年
紀
念
の
為
め
純
日
本
的
精
神
に
腺
つ
て
作
曲
さ
れ

た
管
絃
榮
曲
で
、
時
間
の
都
合
上
第
一
楽
章
を
省
略
し
て
演
奏
さ
れ
る
。
管
絃

業
は
大
編
成
に
て
各
種
の
楽
器
を
使
用
し
て
ゐ
る
。

昭
和
十
五
年
九
月
二
日
！
七
日
演
奏
旅
行
（
仙
台
ー
函
館
ー
小
樽
ー
札
幌
）

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝

・
銃
後
―
音
楽
奉
仕

東
京
一
音
楽
學
校
大
演
奏
會

九
月
六
日
|
ー
於
中
央
座

（
午
後
七
時
三
十
分
開
演
）

讀
賣
新
聞
社

北
海
道
罷

・
小
樽
市

3
 

2
 

絃

楽

交
響
曲
・
ニ
調

「
い
ろ
は
歌
」

演
奏
指
揮

橋職

〔原
資
料
横
組
〕

本員

敦生

授徒
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二
、
バ

◇ 

ハロイ
、、、

田久平

植方城

唄の

北
見
志
保
子
作
歌
平
井
保
喜
作
曲

紀

友

則

作

歌

信

時

潔

作

曲

林

柳

波

作

歌

橋

本

國

彦

作

曲

リ

ト

ン

◇

大

日

本

の

ピ

猜

奏〔
マ

マ

〕

イ
、
バ
ラ
ー
ド
「
諏
詞
曲
」
愛
イ
調

ア

ノ

シ
ョ
パ
ン
作

富

永

瑠

璃

子

山

番

組

午

後

七

時

三

十

分

開

演

國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

紀

元

二

千

六

百

年

讃

歌

歌

日

本

文

化

中

央

聯

盟

選

定

）

否
バ
賀
秀
次
郎
作
詞
、
東
京
―
音
楽
學
校
作
曲
、
橋
本
國
彦
編
曲

一

、

管

絃

楽
竺

二

社

疇

鯰

認

交

響

曲

・

ニ

調

橋

本

國

彦

作

曲

●
紀
元
節
祝
日
歌
に
よ
る
主
題
と
斐
奏
及
遁
走
曲

●
軽

快

調獨
唱

――-、

ピ
イ

、

青

蛙

ロ
、
マ
ル
ー
シ
ャ
の
歌

ハ
、

野

ば

ら

二

、

ア

レ

ル

イ

ア

五

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

三
木
露
風
作
歌
、
山
田
耕
搾
作
曲

山
田
耕
搾
作
曲

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

大
伴
氏
言
立

ハ
、
天
の
元
后
（
レ
ヂ
ナ

・
チ
ヱ
リ
）
（
無
伴
奏
）

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ダ
ー
ラ
作
曲
（
1
6
7
0
1
1
7
3
6
)

〔
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
曲
目
も
適
宜
加
え
、
組
み
合
わ
せ
て
演
奏
さ
れ
た
。〕

伴

奏
藤

井

典

伊

達

純明

合

唱

東

京

音

楽

學

校

生

徒

管

絃

楽

東

京

―

音

楽

學

校

職

員

並

生

徒

指

揮

教

授

橋

本

國

彦

田

中

（
管
絃
楽
伴
奏
）

イ
、
海
ゆ
か
ば
（
男
墜
合
唱
）

ロ
、
川
（
女
槃
合
唱
）

信
時
潔
作
曲
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

橋
本
國
彦
作
曲
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

ピ

ア

ノ

伴

奏

立

江

（
讀

賣

新

聞

社

選

定

）

宮
城
道
雄
作
曲
、
下
認
院
一
編
曲

ピ

ア

ノ

伴

奏

伊

達

◇
 

純

六

、

合

唱

ロ

ン

ド

ト

短

調

伴

奏
渡

邊

暁

伊

逹

純雄

奏

田

中

立

江

第2部

橋本國彦教授

伴

四
、

ソ
。
フ

獨

奏

ハ
ン
ガ
リ
ア
狂
詩
曲

獨

唱

―フ

ノ

奥

田

智

重

子

第
十
四
リ
ス
ト
作

ア

ノ

田

中

立

江

昭和の東京音楽学校篇

二
、
歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
中
エ
ス
カ
ミ
リ
オ
の
詠
唱

ト

レ

ア

ド

ー

ル

ビ

ゼ

ー

作

曲

606 



ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

協
奏
曲
・
第
四

第
一
•
第
二
楽
章

管

絃

七

部

奏

曲

メ

ヌ

エ

ッ

ト

ソ

ナ

タ

「

嵐

」

二

短

調

・

作

品

ホ

ノミ セ

伴

ル

ン

ス ロ

ヴ

イ

オ

ラ

奏

松

穣

田

村

谷

五

郎

岡

田

朗

中

田
北

爪

今

村

利清

次世

赤兎

松
束

助

敦

授

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

井

上

龍武

稔夫雄

ロ

、

練

習

曲

作

品

第

十

五

番

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

主

題

と

愛

奏

曲

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

フ

ア

ゴ

ッ

ト

ヴ

ユ

ー

タ

ン

作

曲

室

内

楽

第

ピ

ア

ノ

獨

奏

田

中

立

江

イ

、

序

曲

と

ガ

ボ

ッ

ト

ロ

、

支

那

の

太

鼓

バ

ッ

ハ

原

作

ク

ラ

イ

ス

ラ

ー

編

作

ラ

モ

ー

原

作

ク

ラ

イ

ス

ラ

ー

編

作

伴

奏

田

中

立

江

シ

ョ

パ

ン

作

近

藤

泉

子

昭和15年9月 2日，上野駅から夜行で東北地方へ銃後奉仕の演奏旅
行に出発する東京音楽学校生徒（『讀賣新聞』昭和15年9月 3日）

銃
』
演
奏
の
旅
へ

秋

の

楽

壇

を

飾

る

上
野
―
音
楽
〔
學
〕
校
の
本
道
公
演

秋

の

一

音

楽

シ

ー

ズ

ン

に

魁

け

東

京

（

上

野

）

―

音

楽

學

校

の

本

道

巡

回

演

奏

會

は

九

月

五

、

六

、

七

日

の

三

日

間

函

館

市

日

活

館

（

畳

夜

二

回

）

小

樽

市

電

氣

館

（

夜

一

回

）

札

幌

市

公

會

堂

（

鵞

夜

二

回

）

―

ニ

ケ

所

で

開

か

れ

る

、

乗

杉

校

長

引

率

の

も

と

に

職

員

十

五

名

、

本

科

、

師

範

科

、

管

絃

楽

専

修

生

、

卒

業

生

等

男

女

百

五

十

名

の

大

皐

来

道

は

質

に

本

道

音

楽

界

に

と

り

劃

期

的

な

催

し

で

紀

元

二

千

六

百

年

記

念

建

國

祭

本

部

制

定

の

交

響

曲

を

聴

か

せ

て

く

れ

る

〔

‘

]

な

ほ

札

幌

會

場

で

は

白

衣

勇

士

を

招

待

す

る

（

『

小

樽

新

聞

』

昭

和

十

五

年

八

月

十

日

）

昔
楽
學
校
生
一
行
出
狽

紀

元

二

千

六

百

年

奉

祝

事

業

の

一

っ

と

し

て

上

野

東

京

―
音

楽

學

校

で

は

本

祉

協

賛

の

下

に

＿

―

-

日

か

ら

十

日

ま

で

休

暇

を

利

用

し

て

乗

杉

校

長

引

率

の

下

に

敦

職

員

と

上

級

生

徒

百

五

十

名

の

大

演

奏

園

を

編

成

し

て

東

北

、

北

海

道

の

各

地

に

演

奏

旅

行

を

行

ふ

こ

と

に

な

り

多

彩

な

今

秋

奉

祝

演

奏

の

意

義

あ

る

ト

ッ

。

フ

を

切

っ

た

が

、

上

野

―
音

楽

學

校

は

じ

め

て

の

こ

の

大

規

模

な

演

奏

園

は

二

日

夜

上

野

騨

狡

列

車

で

最

初

の

演

奏

地

仙

憂

に

向

ひ

華

や

か

な

出

装

を

し

た

一

行

は

乗

杉

校

長

以

下

職

員

廿

五

名

男

生

徒

五

十

五

名

、

女

生

徒

五

十

九

名

、

見

送

り

の

級

友

も

多

く

ふ

だ

ん

は

地

味

な

上

野
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【
仙
憂
電
話
】
二
千
六
百
年
の
秋
を
壽
ぐ
東
京
―
音
楽
學
校
の
銃
後
奉
仕
地
方
演
奏
旅
行

は
本
社
協
賛
の
も
と
に
三
日
仙
豪
市
文
化
キ
ネ
マ
で
そ
の
第
一
回
演
奏
會

が
開
か
れ

た
午
後
三
時
開
場
、
入
場
者
の
敬
虔
な
歓
迎
の
う
ち
に
白
衣
勇
士
二
百
餘
名
が
入

場
、
東
北
一
を
誇
る
大
會
場
も
超
滴
員
と
な
り
そ
の
敷
三
千
、
國
歌
奉
唱
に
絢
爛
豪

華
な
。
フ
ロ
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ピ
ア
ノ
獨
奏
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
と
純
昔
楽
の
香
り
高

い
饗
宴
に
聴
衆
は
陶
酔
し
た
、
夜
は
午
後
六
時
開
場
、
遠
く
山
形
、
輻
島
雨
縣
か
ら

も
聘
衆
が
殺
到
、
爆
狡
的
人
氣
を
呼
ん
で
二
千
六
百
年
奉
訳
演
奏
の
豪
華
。
フ
ロ
を
終

っ
た

仙
豪
は
超
満
員

上
野
―
音
楽
學
校
奉
祝
演
奏
會

繹
に
華
や
か
な
色
彩
を
ば
ら
撒
き
「
し
つ
か
り
や
つ
て
き
て
ね
」
の
槃
援
裡
に
十
時

舟
五
分
疲
常
磐
線
廻
り
列
車
は
意
義
深
い
一音
楽
報
國
の
使
命
を
乗
せ
て
仙
豪
に
向
つ

た乗
杉
校
長
と
遠
藤
、
橋
本
雨
敦
授
及
び
小
野
本
社
編
輯
企
畳
部
長
は
こ
れ
よ
り
一
列

車
さ
き
に
十
時
廿
分
猿
青
森
行
で
出
狡
し
た
、
乗
杉
校
長
は
語
る

「
二
千
六
百
年
式
典
に
こ
の
秋
學
校
で
行
ふ
事
業
は
澤
山
あ
り
ま
す
が
そ
の
魁
け
と

し
て
こ
の
演
奏
旅
行
が
鐵
道
省
そ
の
他
各
方
面
の
後
援
と
讃
賣
新
聞
社
協
賛
の
下
に

質
現
し
た
こ
と
は
近
ご
ろ
の
快
事
に
思
ひ
ま
す
、
一
同
盟
力
鍛
錬
の
意
味
を
も
兼
ね

て
大
へ
ん
な
意
氣
込
み
で
す
」

（
『
讃
賣
新
聞
』
昭
和
十
五
年
九
月
三
日
）

（
『
讃
賣
新
聞
』
昭
和
十
五
年
九
月
四
日
）

秋
雨
が
昔
も
な
く
靖
國
の
杜
を
濡
ら
し
て
行
っ
た
け
ふ
十
四
日
、
秋
た
け
し
靖
國
紳

〔

マ

マ

〕

社
拝
殿
前
か
ら
牡
重
な
一音
楽
の
吹
奏
に
つ
れ
て
「
こ
A

日
の
本
の
み
民
等
が
た
か
き
心

の
ふ
る
さ
と
ぞ
」
と
美
し
い
男
女
混
槃
合
唱
が
湧
き
あ
が
り
、
明
十
五
日
か
ら
執
り
行

は
れ
る
臨
時
大
祭
に
上
京
し
た
多
敷
の
遺
族
た
ち
の
涙
を
し
ぼ
っ
た

秋
雨
に
煙
る
木
立
を
雄
ふ
こ
の
歌
槃
は
初
め
て
陸
海
軍
省
が
英
震
を
偲
ぶ
た
め
に
苦

心
制
定
し
た
「
靖
國
紳
社

の
頌
」
で

…

上

野

―音
楽
學
校
槃

楽
科
男
女
生
徒
百
名
が

陸
、
海
軍
癸
隊
と
共
に
殉

忠
の
英
震
よ
安
か
れ
と
捧

げ
る
奉
仕
の
迎
歌
な
の
で

あ
る
、
タ
ク
ト
を
振
る
大

沼
楽
長
の
指
揮
棒
に
、
軍

帽
に
も
雨
が
降
る
：
…

•
そ

の
後
に
鼎
然
と
整
列
し
て

歌
ふ
黒
背
廣
の
男
生
徒
、

黒
絞
付
に
紺
袴
の
女
生
徒

の
頬
に
も
背
に
も
、
軍
楽

隊
員
の
ラ
ッ
パ
も
ド
ラ
ム

に
も
葦
條
と
雨
が
降
る
：
・

•
•
•
そ
の
周
園
を
園
ん
で
ぢ

っ
と
歌
槃
に
聴
き
入
る
若

者
男
女
の
遺
族
達
の
顔
も

肩
も
、
胸
に
飾
る
饗
の
遺

昭和15年10月14日「靖国神社の頌」

聖
歌
隊
に
九
段

・
敬
虔
な
一
瞬

頬
博
ふ
涙
に
雨
し
と
ゞ

昭
和
十
五
年
十
月
十
四
日

靖
国
神
社
の
頌

第2部 昭和の東京音楽学校篇 608 



2
．

ピ

イ

、

牧

場

の

朝

・

ロ

、

廣

瀬

中

佐

・

獨

1
．
齊

第
七
回

ソ

ナ

タ

ア

ノ
ー

長

調

第

一

楽

章

奏 日
日n
 

東

京

下

谷

謳

上

野

公

園

昭
和
十
五
年
＋
月
十
九
日

上
野
兒
童
音
楽
學
園
演
奏
會
曲
目

常

科

…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

脇

田

橙

子

ソ

ナ

タ

族

章

も

濡

れ

て

行

く

身

動

き

も

し

な

い

人

々

の

群

で

あ

る

、

歌

ふ

者

も

奏

る

者

も

聴

く

者

も

雨

と

共

に

涙

が

頬

を

博

ふ

…

…

終

つ

て

「

海

行

か

ば

」

に

歌

詞

が

愛

れ

ば

感

極

ま

っ

た

女

生

徒

達

の

合

唱

の

中

へ

突

然

幼

な

い

歌

槃

が

入

っ

た

、

草

む

す

屍

と

績

け

る

こ

の

槃

は

傘

も

さ

A
ず

老

婆

と

共

に

立

つ

田

舎

の

八

九

歳

の

小

學

生

で

、

小

倉

の

服

な

が

ら

洗

ひ

浮

め

ら

れ

、

繊

の

常

っ

た

半

ズ

ボ

ン

は

折

目

が

正

し

い

箕

黒

な

顔

を

天

に

向

け

雨

に

打

た

せ

亡

き

父

よ

聞

け

と

涙

た

め

幼

い

磐

を

張

り

上

げ

て

歌

ふ

…

誰

れ

も

が

泣

い

た

、

誰

も

が

こ

の

幼

い

磐

に

聴

き

入

っ

た

…

…

や

が

て

遺

族

達

や

一

般

参

拝

者

ま

で

涙

槃

で

「

大

君

の

邊

に

こ

そ

死

な

め

か

へ

り

見

は

せ

ず

」

と

槃

を

揃

へ

て

共

に

合

唱

し

出

し

た

の

で

あ

っ

た

（
『
都
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
月
十
五
日
）

第
七
回
上
野
児
童
音
楽
学
園
尋
常
科
演
奏
会

尋

昭
和
十
五
年
十
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
演

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•

田
園
調
の
主
題
に
よ
る
愛
奏
曲
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

作

品

―

―

ノ

一
調
（
へ
調
）
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…

幻
想
即
興
曲
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

伴

奏

都

筑

講

師

イ

、

海

（

二

部

合

唱

）

・

:

・

：

上

野

兒

童

音

楽

學

園

楽

譜

二

部

合

唱

編

曲

集

ロ

、

秋

の

山

（

二

部

合

唱

）

…

…

”

「
デ
ュ
ボ
ー
ル
」
の
主
題
に
よ
る愛
奏
曲
…
…
…
…
•
…
…
••
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

作

品

十

四

ノ

ニ

12．
ピ

ア

ノ

獨

奏

ト

長

調

第
一
楽
章
…
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン

松

浦

豊

明
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伴

奏

松

田

講

師

•
新
訂
尋
常小
學
唱
歌

,' ,' 

11．
ピ

ア

ノ

獨

奏

立

野

サ

ト

第 2章

協

奏

曲

ー

長

調

第

一

二

楽

章

…

…

…

…

…

…

…

…

ハ

イ

ド

ウ

ン

年

伴

奏

宅

講

師

10．
ピ

ア

ノ

獨

奏

橋

絢

子

ー

休

憩

l

9
．

日
日nド

歌

年

8
ピ

ア

ノ

獨

奏

小

横

豊
°、

ョ

ノ

ン 子

緩

徐

…

ベ

ー

ト

ー

ベ

ン

7
ピ

ア

ノ

獨

奏

西

矢

富

子

即

興

曲

作

品

菱
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

シ

ュ
ー
ベ

レ

ト

J
 

6
ピ

ア

ノ

獨

奏

廣

瀬

謹

子

ソ

ナ

タ

ン

5
，

ピ

ア

ノ

獨

奏

小

野

崎

美

智

子

4
ピ

ア

ノ

獨

奏

林

作

恵

子

3
ビ

ア

ノ

獨

奏

…
…
•
•
•
•
ヘ

第

一

楽

章

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ベ

―フ

米

澤

聖

子

昭和13年～27年 (1938~1952)



1
8
．
唱
ソ
ナ
タ

（『
東
京
晋
築
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
五
年
至
昭
和
十
六
年
、

昭
和
十
五
年
十
月
二
十
六
日

學
友
會
第
一
＿
一
六
回
洋
楽
演
奏
會

〔
曲
目
等
不
明
〕

歌

学
友
会
第
―
二
六
回
洋
楽
演
奏
会

於
本
校
奏
楽
堂

十
月
二
十
六
日

イ
、
隣
民
進
軍
歌
（
齊
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
軍
事
保
護
院
選
定

ロ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
三
部
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ツ
ア
ル
ト

ハ
、
ひ
ば
り
の
歌
（
三
部
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
・
：
下
純
院

伴

奏

小

〔原
資
料
横
組
〕

-

l

九
頁
）

林

昭

子

ピ ノミ

リ

ト

ン

獨

唱

コ
ン

モ
ー
ト

伴

奏

雅

子

岩

崎

常

次

郎

謂
詩
曲

ト
短
調

ピ

ア

ノ

獨

久

子

協
奏
曲
第
二
番
二
短
調

第
一
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ

伴

伊

達

作
品
四
十
四
…
…
…
・
・
・
ブ
ル
ッ
フ

マ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ポ
奏

純

作
品
ニ
ノ
ニ

ベ

ー

ト

ー

ベ

木

下

敦

授

楽
に
寄
す
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

春
の
信
仰
…
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•

ガ
ニ
メ
ー
ト
…
…

•
…

…
…
…
…
…
…
…
•
•

オ
ル
ゲ
ル
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏奏

渡

邊

作
品
二
十
三
•
…
…
•
…
…
…
…
…
•
シ
ョ
パ
ン

木

下

敦

授

「
冬
の
旅
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

あ
ふ
る
る
涙
、
郵
便
、
霜
お
く
髪

獨

奏

奏
鳴
曲
へ
短
調
作
品
五
十
七
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
二
業
章
ア
ン
ダ
ン
テ

ア

ノ

篠

塚

伊

達

良

一短
調

：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
バ
ッ
ハ
ー
タ
ウ
ジ
ッ
ヒ

年

。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

川

瀬

喜

美

イ
長
調
第
一
楽
章

ン

” 

1

7

．

ピ

ア

ノ

．
獨

奏

西

宮

桂

子

” 

飛

奏
〔

マ

マ

〕

躍
（
ア
ウ
フ
シ
ュ
ク
ア
ン
ダ
）
二
短
調

シ

ユ

マ

ン

16 ． 
ヒ°

ア

ノ

協
奏
曲

第
九
番獨

戸

澤

和

子

伴

奏

第2部

イ
短
調

高

第
一
楽
章
…
…
…
…
…
・
・
・
ベ

リ

伴

奏

橋

節

オ子

テ

ノ

ル

獨

唱
曲

目

1
5
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

高

角

郁

子

ソ
ナ
タ

3
．
ピ

ぃ

ー
『
、
＇～

、

r ・

華
麗
な
る
回
旋
曲
：，••
•
…
…
…
…
…
•

14
．
ピ

，，
ア

獨

ア

作
品
三
十
一
J
ニ

第
一
楽
章

ニ
短
調
…
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン

ノ

奏

藤

井

和

子

9ヽ・

月IJ

田

幸

市

郎

昭和の東京音楽学校篇

ノ

獨

奏

•
…
…
•

•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

幡

生

倫

子

昭
和
十
五
年
十
月
二
十
七
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

第

―

二

七

回

洋

楽

演

奏

會

昭
和
十
五
年
十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時

学
友
会
第
＿
二
七
回
洋
楽
演
奏
会

610 



ソ

プ

ラ

ノ

濶

唱

尾

高

泰

子

伴

奏

清

水

ト

シ

子

夜
想
曲
愛
二
長
調

即

興

曲

へ

短

調

即
興
曲
愛
イ
長
調

” ” 

ピ

ア

ノ

獨

奏

矢

橋

満

子

ア
ル
レ
グ
ロ

ア
ダ
ヂ
オ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

コ
ン

奏
嗚
曲
卜
短
調

ラ
ル
ゴ
ー

第
三
楽
章

ア
ル
レ
グ
ロ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

グ
ラ
ン
ド
ボ
ロ
ネ
ー
ズ

吉

田

和

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
エ
ッ
ク
ル
ス

ス
ピ
リ
ッ
ト

作
品
六
十
三
…
…
•
…
•
…
…
…
•
フ
ォ
ー
レ

作
品
三
十
一
…
…
…
…
…
…
・
:

作
品
三
十
四
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
•

T
O
K
I
O
 O
N
G
A
K
U
G
A
K
K
O
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
 

S
o
n
nt
a
g
,
 de
n
 2
7
.
 0
kt
.
 
1
9
4
0
,
 n
a
c
h
mi
t
t

a
g
s
 1
 
U
h
r
.
 

1
2
7
.
 S
C
H
U
L
E
R-K
O
N
N
E
R
T
 

D
E
R
 S
T
A
A
T
L
I
C
H
E
N
 M
U
S
I
K
A
K
A
D
E
M
I
E
 Z
U
 T
O
K
I
O
 

T
e
n
o
r
'
S
o
l
o
 

K
.
 Ma
e
d
a
 

B
e
g
l.
 Pr
of
.
 
T•K

inos

it

a 

A
n
 di
e
 
Mus

ik
…•………………………………

••Schuber

t 

Friihli
ngsglaube
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
‘
 

G
a
ny
m
e
d
•
•
…
•
•
•
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
·
:
·
…
•

ぃ
·
:
·
…
‘
‘

伴

奏

子

チ

工

ロ

獨

奏

剣

持

富

美

子

第
一
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
北

第
ニ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
喜

フ

ア

ゴ

ッ

ト

作

曲
爪

利
田

者賦世

作

疲

主
題
、
愛
奏
曲
と
フ
ー
ガ

品

表
休

ピ

ア

ノ

獨

奏

協
奏
曲
第
二
番
ホ
短
調

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ

憩
マ

伴

奏

中

田

次

園
舞
曲
作
品
三
十
九
…
•
•
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

1
．
口
長
調

2
．

ホ

長

調

3
．
嬰
卜
短
調
4
．
ホ
短
調

5
．
ホ
長
調
6
．
嬰
ハ
長
調

7
．
嬰
ハ
短
調
8
．
愛
口
長
調

9
．
二
短
調
1
0
．
卜
長
調
1
1
．
愛
口
短
調
1
2
．
ホ
長
調

1
3
．
口
長
調
1
4
．
嬰
卜
短
調

15
．
愛
イ
長
調

16
．
嬰
ハ
短
調

ピ

ア

ノ

獨

奏

菱
ホ
長
調
作
品
二
十
ニ
・
・
・
シ
ョ
パ
ン

玉

木

丑

卒

子

村

川

瀬

喜

作
品
二
…
…
…
…
・・
・
・
・
・
シ
ュ
ボ
ー
ア

モ
デ
ラ
ー
ト

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

奏
鳴
曲
卜
短
調
（
無
伴
奏
）
…
・
：
・
…
…
…
…
…
…
…
・
・
バ
ッ
ハ

ア
ダ
ヂ
オ
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

フ
ー
ガ
ア
ル
レ
グ
ロ

前
奏
曲
と
遁
走
曲

美

ビ

ア

ノ

獨

奏

中

ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ

桃

子

歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
よ
り
…
…
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
ト
ー
マ

今
宵
私
は
妖
女
の
女
王
よ

イ
短
調
：
・
：
・
・
・
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
バ
ッ
ハ
ー
リ
ス
ト

P
R
O
G
R
A
M
M
 

〔原
資
料
横
組〕

上

遠

野

喜

久

子

近 森

藤

泉

留

奈

子
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Klavier-Solo K. Kawase 

Orgeltokkata und Fuge cl-moll.……………..Bach-Tausig 
Violin-Solo R. Date 

Begl. J. Date 
Konzert Nr. 2 cl-moll Op. 44..................... Bruch 
1. Satz Adagio ma non troppo 

Klavier-Solo H. Watanabe 
Ballade g-moll Op. 23.............................. Chopin 

Bari ton-Solo T. Iwasaki 
Begl. Prof. T. Kinosita 

aus der "Winterreise".............................. Schubert 
Wasserflut 
Die Post 
Der greise Kopf 

Klavier-Solo M. Sinozuka 
Sonate £-moll Op. 57................................. Beethoven 
2. Satz Andante con moto 
3. Satz Allegro ma non troppo 

Violin-Solo M. Nakamura 

Begl. K. Kawase 
Konzert Nr. 2 e-moll.............................. Spohr 
1. Satz Allegro moderato 

Klavier-Solo A. Tamaki 
Grande Polonaise Es-dur Op. 22..………….Chopin 

Sonate g-moll.......................................... Eccles 
Largo, Allegro con spirito, Vivace 

Klavier-Solo M. Y abasi 
Nocturne Op. 63....................................... Faurも
Impromptu £-moll Op. 31........................... 11 
Impromptu As-dur Op. 34........................ 11 

Sopran-Solo Y. Odaka 
Begl. T. Simizu 

aus der Oper "Mignon"........................... Thomas 
Rezitativ und Polonaise 

Klavier-Solo R. Mori 
Orgelpraludium und Fuge a-moll…………...Bach-Liszt 

Violin-Solo S. Kondo 

Sonate fur Solo-Violin Nr. 1 g-moll…………Bach 
Adagio cantabile 
Fuga: Allegro 

Klavier-Solo K. Kadono 
Walzer Op. 39....................................... Brahms 
1. H-dur 2. E-dur 3. gis-moll 4. e-moll 
5. E-dur 6. Cis-dur 7. cis-moll 8. B-dur 
9. d-moll 10. G-dur 11. b-moll 12. E-dur 
13. H-dur 14. gis-mol1 15. As-dur 16. cis-moll 

N
I
9
 

撰
魯
塁
塁
ハ
芸
畜
瞬
N

綜

Pause 
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K. Nakada 

R. Kitazume 
0. Kita 
K. Nakada 

F. Kenmoti 
K. Yosida 
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休

長

五

、

老

松

文
政
三
年
杵
屋
六
三
郎
作
曲

唄

等

曲

山

田

流

三

、

野

路

の

梅

島

崎

藤

村

作

詩

中

能

島

欣

一

作

曲

等

曲

生

田

流

四

、

千

鳥

の

曲

能

楽

観

世

流

連

吟

二

、

狸

々

能

楽

観

世

流

連

吟

一

、

紅

葉

狩

憩

唄

西

村

代

子

高

島

安

江

荒

本

枝

窪

田

房

枝

山

田

貴

美

子

野

口

倭

文

子

一
味
線
大
橋
道
江

鈴

木

千

枝

―
―
―
谷
瑞
江

佐

伯

美

佐

子

小

池

縫

子

大
北
千
代
子

昭
和
十
五
年
＋
＿
月
十
日
、
十
一
日
紀
元
二
干
六
百
年
奉
祝
会

昂
ま
り
ゆ
く
11
民
族
の
齊
唱
“
這
鱈
麟
〔
練
習
風
景
を
報
じ
た
も
の
〕

上

野

の

森

の

午

さ

が

り

、

こ

の

ご

ろ

毎

日

の

や

う

に

木

の

間

を

通

つ

て

聞

え

て

く

る

美
し
い
歌
竪
…
…
人
々
は
足
を
合
は
せ
、
呼
吸
を
躍
ら
せ
、
胸
を
高
鳴
ら
し
て
歩
い
て

雙

替

手

）

小

野

衛

同
（
本
手
）
金
成
英
雄

（
『
東
京
―
音
楽
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
五
年
至
昭
和
十
六
年
、

l

―
九
頁
）

唄

中

野

み

ね

子

大

網

静

子

所

京

子

鴨

井

佳

哉

黒

田

定

子

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
六
日

第
六
回
學
友
〔
會
〕
邦
築
演
奏
會

〔
曲
目
等
不
明
〕

ご`
澤濱鈴森前宮茂

井嬰木廣原澤呂

ー ＝光正茂

仁郎正郎年雄一

泉重長小下染野

糧貝村谷崎

四太昂正秀寛

清郎郎七雄明一

田

邊

竹

生

竺

竺

疇

疇

中

陸

奥

三

小

菅

長

次

郎

加

藤

雅

雄

白

勢

敬

二

等

岡

本

智

恵

子

舘

野

鶴

子

小

林

桃

子

飽

井

富

智

子

―
―
―
好
京
子

増

田

サ

ヨ

菊

谷

員

佐

子

九

、

八

應

烏

丘

棲

霞

作

歌作
曲

吉

住

小

三

郎

稀
昔
家
浮
観

長

唄皇
紀

二

千

六

百

年

記

念

学
友
会
第
六
回
邦
楽
演
奏
会

十
一
月
十
六
日
於

補
導

敦

授

吉

住

小
―
―
一
郎

敦

授

杉

本

金

太

郎

選

科

生

徒

本
校
奏
楽
堂

杉

村

豊

子

藤

井

伊

勢

子

シ

テ

北

村

ハ

ナ

ワ

キ

山

口

芳

子

安

武

田

鶴

子

小

山

和

子

三責矢前二新

樹原野田宮井

睦悶美愛淑菟

子子代子子也

等

曲

生

田

流

八

、

御

代

の

祝

箪

中笹小開足岩増

村井林田立井田

花ヤ 京佳

子ス蕉 國子子綾

忍江笠松下雲

、喜原島村井

洋房啓ふ幸基

子江子み子子

丘
吉紳塚牧高

松戸越瀬草

安光清敷幹

子子子江子

昭
和
十
五
年
十
一
月
九
日
選
科
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
五
年
十
一
月
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
蜘
至
疇
”

於
本
校
奏
楽
堂

選

科

邦

楽

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校

能

楽

賓

生

流

連

吟

七

、

小

鍛

冶

藤

井

象

次

平
澤
壽
之
介

栗

本

東

一

大

久

保

一

術

登丸堀千

坂内葉
昌武

男雄操茂

能

楽

賓

生

流

連

吟

六

、

竹

生

島

小

野

信

子

山

川

知

槙

美

禰

子

吉

富

光

子

竹

本

久

枝

杉

本

榮

子

濱

崎

ハ

マ

岡

本

佐

枝

子

岡

本

智

恵

子

吉

富

千

枝

子
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ゆ

く

「

遠

す

め

ら

ぎ

の

畏

く

も

…

…

」

あ

A
、

あ

の

歌

、

日

本

國

民

感

激

の

旋

律

だ

、

来

る

十

日

の

紀

元

二

千

六

百

年

式

典

が

間

近

に

迫

つ

て

来

る

に

つ

れ

、

街

に

も

野

に

も

港

に

も

、

老

い

も

若

き

も

幼

き

も

、

耳

か

ら

心

へ

、

魂

か

ら

口

へ

…

…

歩

く

に

も

働

く

に

も

こ

の

歌

に

は

づ

みこ

の

韻

律

が

ひ

と

り

で

に

あ

ふ

れ

出

て

、

昂

ま

り

ゆ

く

そ

の

極

み

の

か

な

た

の

祝

典

へ

と

よ

ろ

こ

び

と

感

激

は

上

つ

て

ゆ

く

、

そ

の

睛

れ

の

日

の

齊

唱

に

心

は

づ

ま

す

若

人

、

乙

女

た

ち

、

熱

誠

こ

め

た

練

習

が

い

よ

／

＼

高

潮

し

て

ゆ

く

ば

か

り

、

東

京

―

音

楽

學

校

で

は

澤

崎

定

之

敦

授

の

指

揮

で

、

既

に

さ

る

八

月

二

十

九

日

か

ら

始

め

ら

れ

、

七

日

の

練

習

で

は

完

璧

の

折

紙

が

つ

け

ら

れ

た

本

科

、

師

範

科

、

研

究

科

、

邦

楽

科

の

男

女

生

徒

四

百

名

の

練

り

に

練

つ

た

竪

々

が

―

つ

に

溶

け

て

澄

み

渡

る

〔

ヽ

〕

流

れ

る

が

ご

と

く

荘

重

に

、

は

ち

き

れ

さ

う

な

よ

ろ

こ

び

に

高

ま

つ

て

、

一

っ

の

謳

切

り

一

節

一

節

の

高

低

、

速

き

も

遅

き

も

ま

る

で

一

人

で
歌
ふ
が
や
う
に
、
ピ
タ
リ
と
合
っ
て
楓
れ
ず
に
…
•
•
•
そ
し
て
指
揮
す
る
も
の
も
歌

ふ

も

の

も

伴

奏

の

管

絃

園

も

聞

く

も

の

も

、

た

ゞ

ひ

た

す

ら

に

「

そ

の

日

」

を

迎

ヘ

る

よ

ろ

こ

び

に

を

の

A
き

な

が

ら

の

奉

訳

歌

「

紀

元

二

千

六

百

年

」

の

練

習

で

あ

る

十

日

に

は

一

音

楽

學

校

生

徒

た

ち

だ

け

で

齊

唱

を

奉

仕

し

、

十

一

日

に

は

三

千

余

名

の

齊

唱

園

を

指

導

し

て

歌

ふ

の

だ

、

陛

下

の

御

前

に

、

歴

史

に

残

る

民

族

の

齊

唱

を

高

ら

か

に

歌

は

う

と

す

るそ

の

感

激

は

昂

ま

つ

て

ゆ

く

ば

か

り

、

つ

ゞ

い

て

来

る

二

十

九

、

三

十

雨

日

大

阪

朝

日

會

館

で

催

さ

れ

る

本

社

社

會

事

業

園

主

催

の

奉

祝

音

楽

會

に

歌

は

れ

る

交

槃

曲

「

海

道

東

征

」

の

練

習

が

始

め

ら

れ

、

五

十

五

分

を

要

す

る

大

合

唱

曲

は

木

下

保

敦

授

の

指

揮

で

さ

ら

に

絢

爛

た

る

一

音

楽

奉

祝

の

熱

誠

に

み

ち

あ

ふ

れ

る

ま

た

十

一

日

の

奉

訳

會

に

一
音

楽

學

校

の

左

に

並

び

、

榮

あ

る

大

齊

唱

の

列

に

加

は

る

東

京

市

内

小

學

校

は

（

男

子

）

番

町

、

一

橋

、

中

之

町

、

牛

込

、

本

所

、

碑

、

新

井

、

桃

井

、

學

習

院

、

高

等

師

範

（

女

子

）

京

橋

昭

和

、

愛

宕

、

湯

島

、

忍

岡

、

第

二

延

山

、

大

森

第

一

、

瀧

野

川

、

第

一

吾

嬬

、

女

子

師

範

、

女

子

學

習

院

の

各

校

で

そ

れ

ぞ

れ

練

習

を

積

ん

で

ゐ

る

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
一
月
八
日
）

舞

四
、
七

雁届
踊

帥

囃

子

長

唄

望望望望望稀稀稀稀中杵杵杵藤

月月月 月 昔昔昔昔村屋屋屋間

月家家 ‘ 

孝太吉長 家家六吉六勘
左四四六六 左

太左三之郎郎六四員之術十

郎吉郎吉助吉作治郎廣次丞門郎

、

蒻

衣

に

寄

せ

て

風

巻

景

次

郎

作

歌

中

能

島

欣

一

作

曲

中

能

島

欣

外

山

田

流

昭

和

十

五

年

十

一

月

二

十

日

紀

元

二

千

六

百

年

奉

祝

演

奏

会

昭

和

十

五

年

十

一

月

廿

日

（

水

曜

日

）

午

後

｛

喜

麟

《

”

”

於
本
校
奏
楽
堂

紀

元

二

千

六

百

年

奉

祝

演

奏

曲

目
賓

生

流

舞

囃

子

二
、
高

砂

シ

テ

賓

生

重

英

三
味
線

大

鼓

安

輻

春

雄

太

鼓

金

春

惣

右

衛

門

小

鼓

幸

悟

朗

笛

一

噌

鉄

二

シ

テ

観

世

錬

之

丞

子

方

観

世

元

正

一

、

橋

辮

慶

観

世

流

舞

囃

子

第

部

大

鼓

川

崎

利

吉

小

鼓

森

重

朗

東
京
一
音
楽
學
校

笛

寺

井

政

敷
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二
、
ソ
。
フ
ラ

ー
（
休
憩
）
1

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
。ヒ
ア
ノ
合
奏

指

揮

木

下

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
鳴
曲
・
イ
長
調

．．．．．．．．．．．．．．
．．
 
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン

ク
作

宣
叙
調
と
幻
想
曲

急
速
調

四

、

合

唱

・

獨

唱

・

管

絃

楽

交
竪
曲
「
海
道
東
征
」
（
抜
幸
）

ノ

獨

唱

一

、

ピ

ア

ノ

獨
第

奏 部

ー
（
休
憩
）
ー

佐
々
木
信
綱
作
歌

宮

城

道

雄

作

曲

六

、

大

和

の

春

生

田

流

丘

棲

霞

作

歌
作
曲

吉
住
小
三
郎

稀
昔
家
浮
観

長

五
、

八

應

烏

唄

ピ

ア

ノ

井

上

高

折

保

武宮

雄次

ボ
ロ
ネ
ー
ズ
•
愛
イ
長
調
•
…
…
…
•
…
…
…
…
•
シ
ョ
パ
ン
作
浅

野

千

鶴

子

ピ

ア

ノ

伴

奏

川

上

き

よ

（
イ
）
歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
ス
ザ
ン
ナ
の
詠
唱
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

（
口
）
歌
劇
「
フ
ア
ル
ス
タ
フ
」
中
ナ
ン
ネ
ッ
タ
の
詠
唱
…
ヴ
ェ
ル
デ
イ
作

（
ハ
）
唄
…
・
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
山
田
耕
搾
作

井

口

基

成

外

宮

城

道

雄

吉

住

小

三

郎

補

導

稀

昔

家

浮

観

職

員

生

徒

祀
元
二
千
六
百
年
記
念

日
本
文
化
中
央
聯
盟
制
定

高

千

穂

大

和

思

慕

速

吸

と

菟

狭

白

肩

の

津

上

陸

天

業

恢

弘

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒

上
野
兒

童
一
音
楽
學
園

〔
曲
目
解
説
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
！
十
二
月
三
日
の
演
奏
旅
行
の
項
を
参
照
。
〕

＊
東
京
―
音
楽
學
校
の
奉
祝
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
で
は
廿
日
（
水
）
一
時
半
か
ら
同
校
奏
楽
堂
で
紀
元
二
千
六
百
年
奉

祝
演
奏
會
を
開
催
、
特
に
日
本
文
化
中
央
聯
盟
制
定
交
竪
曲
「
海
道
東
征
」
を
廿
六
日

の
同
聯
盟
疲
表
會
に
先
立
つ
て
抜
幸
演
奏
す
る（
『
國
民
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
七
日
）

舞
踊
科
初
公
演
鱈
疇
疇
蜘

上
野
―
音
楽
學
校
で
は
来
る
廿
日
午
後
零
時
か
ら
紀
元
二
千
六
百
年
奉
説
秋
季
演
奏
會

を
開
催
さ
る
が
、
こ
の
演
奏
會
に
は
去
る
九
月
の
新
學
期
か
ら
新
に
課
目
に
加
は
っ
た

舞
踊
科
の
初
公
演
が
あ
り
｛
晶
日
は
同
科
敦
授
藤
間
流
宗
家
藤
間
勘
十
郎
氏
が
紀
元
二
千

六
百
年
の
佳
き
歳
を
壽
ぐ
「
七
幅
紳
」
を
舞
ふ
こ
と
A

な
っ
て
ゐ
る

（
『
都
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）

管

絃

楽

合

唱
兒
童
合
唱

作

詩

北

原

白

秋

作

曲

信

時

潔
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演

奏

第

部

新

日

本

―

音

楽

「

祝

典

第

協

奏

曲

」

主

目

宮

城

道

雄

曲

昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日

奏
会

皇

紀

二

千

六

百

年

奉

祝

藝

能

祭

制

定

疇

呻

翫

釦

囀

麟

猿

表

演

奏

會

日
時
十
一
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
六
時
半

場
日
比
谷
公
會
堂

催

財

園

法

人

日

本

文

化

中

央

聯

盟

入
場
料
（
税
共
）
二
園
・
一
園

前
賣
取
扱
。
フ
レ
イ
ガ
イ
ド
各
店

聯

盟

内

藝

能

文

化

の

會

七

演

奏

第

管

絃

楽

昔

詩

「

紳
山

田

耕

搾

作

曲

合

唱

・

獨

唱

・

管

絃

楽

交

磐

曲

「

海

道

東

征

」

北

原

白

秋

作

詩

信

時

潔

作

曲

高

千

穂
御

船

出

速

吸

と

菟

狭

白

肩

の

津

上

陸

大

和

思

慕

御

船

謡

海

邊

回

顧

天

業

恢

弘

管

絃

楽

東

京

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

合

唱

・

獨

唱

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

兒

童

合

唱

上

野

兒

童

一

音

楽

學

園

八

五

r. 

ノ‘

會

四

新

日

本

音

楽

並

第

二

回

交

響

作

品

発

表

演

臨
蜘
畔
閑
院
若
宮
台
臨

東
京
音
楽
學
校
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
演
奏
會
は
閑
院
若
宮
、
同
妃
雨
殿
下
の
台

臨
を
仰
ぎ
、
學
習
院
長
山
梨
大
豚
、
安
倍
一
高
校
長
を
は
じ
め
名
士
几
そ
七
百
名
を
招

待
し
て
二
十
日
午
後
一
時
半
か
ら
上
野
の
同
校
奏
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
、
観
世
流
舞
囃

子
の
「
橋
弁
慶
」
か
ら
始
つ
て
豪
華
な
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
次
ぎ
／
ヽ
に
展
開
、
目
出
度
い

「
七
福
紳
」
の
舞
踊
、
紳
代
を
偲
ぶ
長
唄
「
八
應
烏
」
の
幽
玄
な
調
べ
な
ど
雅
趣
豊
か

な
邦
楽
の
粋
に
満
堂
を
魅
了
し
た
、
つ
い
で
第
二
部
洋
楽
の
部
に
移
り
ピ
ア
ノ
獨
奏
、

ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
。
ヒ
ア
ノ
の
合
奏
に
つ
ゞ
い
て
、
同
校
學
生
、
兒
童

昔
楽
學
園
生
徒
約
五
百
名
の
交
槃
曲
「
海
道
東
征
」
の
大
合
唱
が
上
野
の
杜
を
慶
び
の

旋
律
に
ふ
る
は
せ
て
、
同
四
時
半
終
了
し
た

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
）

風
」

部

新

日

本

昔

業

「

寄

櫻

祝

」

佐

藤

春

夫

作

詩

宮

城

道

雄

作

曲

宮

城

道

雄

作

曲

指

揮

木

下

指

揮

橋

本

國

彦

指

揮

保

合

唱

雄他

東

京

―

音

楽

學

校

生

徒

城

多

兵

衛又

宮

城

道 睛

宮

城

合

奏

園

吉

田

風

獨

奏

田

邊

尚

雄
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雄

祝
典
等
協
奏
曲
こ
の
曲
は
西
洋
の
コ
ン
ツ
ヱ
ル
ト
風
に
作
曲
し
た
も
の
で
、
等
の

獨
奏
に
合
奏
部
の
伴
奏
が
つ
い
て
ゐ
る
。
合
奏
部
に
用
ひ
る
楽
器
は
等
、
十
七
絃
、
三

絃
、
尺
八
、
フ
リ
ュ
ー
ト
、
胡
弓
、
笙
、
打
物
で
、
特
に
日
本
楽
器
の
み
で
作
曲
し
て

み
た
の
で
あ
る
が
、
元
来
横
笛
を
使
ふ
所
を
都
合
で
フ
リ
ュ
ー
ト
を
使
っ
た
。
曲
の
形

式
は
、
は
じ
め
は
稽
々
早
い
氣
分
の
も
の
で
、
中
程
に
雅
楽
調
の
や
う
な
節
を
取
り
入

れ
て
、
緩
や
か
な
昔
調
を
奏
す
る
。
最
後
に
早
い
感
じ
の
も
の
に
な
っ
て
終
る
。
紳
武

天
皇
の
昔
と
今
と
の
感
じ
を
取
り
入
れ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

寄
櫻
説
前
奏
は
紳
域
の
櫻
を
想
像
し
た
も
の
で
等
の
ス
ク
ヒ
爪
に
よ
っ
て
櫻
の
花

の
感
じ
を
あ
ら
は
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
歌
は
佐
藤
春
夫
氏
の
作
歌
で
混
槃
の
コ
ー
ラ

ス
に
よ
っ
て
一
番
と
二
番
と
は
同
じ
ふ
し
で
繰
返
す
。
そ
し
て
一
一
番
の
歌
の
終
り
の

「
さ
き
て
い
み
じ
き
さ
く
ら
ば
な
、
ち
り
て
か
ひ
あ
る
さ
く
ら
ば
な
」
の
こ
と
ば
を
い

ろ
／
＼
に
ふ
し
を
愛
へ
て
幾
度
も
繰
返
す
や
う
に
し
た
。
そ
の
中
に
は
日
本
の
民
謡
の

や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
等
曲
の
中
の
「
さ
く
ら
、
さ
く
ら
」
の
ふ
し
の
或
部
分
を
取
り
入

れ
た
。
一
二
番
は
詩
の
感
じ
を
と
つ
て
朝
鮮
や
支
那
の
氣
分
を
と
り
入
れ
て
作
曲
し
た
。

こ
の
所
も
作
曲
上
、
三
番
の
歌
を
二
度
繰
返
し
「
い
よ
よ
っ
ち
か
へ
さ
く
ら
ば
な
」
と

い
ふ
こ
と
ば
を
二
度
目
の
時
に
昔
頭
風
に
扱
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
四
番
の
歌
は
最
初

朗
詠
風
に
一
度
う
た
つ
て
、
こ
れ
も
同
じ
歌
詞
を
二
度
使
っ
て
二
度
目
に
は
い
ろ
／
＼

に
ふ
し
を
愛
へ
て
終
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
尚
作
歌
者
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
事
は

同
じ
う
た
こ
と
ば
を
幾
度
も
作
曲
上
繰
返
し
た
事
で
あ
る
。
併
し
必
ず
一
度
は
作
歌
者

の
指
定
通
り
正
確
に
う
た
つ
て
そ
の
あ
と
で
い
ろ
／
ヽ
に
愛
形
し
た
の
で
あ
る
。
尚
曲

中
に
は
外
國
の
フ
ー
ゲ
風
を
と
り
入
れ
た
所
も
あ
る
。

作
者
の
こ
と
ば

寄
櫻
祝
は
思
を
櫻
に
寄
托
し
た
日
本
文
化
の
謳
歌
の
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
申
し
上
げ
れ
ば
あ
と
は
格
別
何
も
説
く
ま
で
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
ご
ら
ん

の
如
く
、
内
容
も
形
式
も
極
＜
箪
純
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
一
た
い
わ
た
く
し

新
日
本
―
音
楽
に
つ
い
て

佐

藤

春

夫

宮

城

道

こ
れ
は
紳
風
の
擬
音
的
描
窟
で
は
な
い
。

蓋
し
擬
―
H

日
は
置
の
一
音
楽
と
は
な
り
得
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
故
私
は
「
紳
風
」
を
一
っ

の
昔
詩
と
し
紳
風
の
外
的
描
寓
を
租
に
し
そ
の
内
な
る
も
の
を
よ
り
密
に
表
現
し
よ
う

と
努
め
た
。

試
み
に
眼
を
蒙
古
襲
来
の
常
時
に
向
け
よ
う
。

そ
れ
は
日
本
に
と
つ
て
正
に
累
卵
の
危
機
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
も
あ
の
有

曲

に

添

へ

て

山

田

耕

搾

の
考
へ
で
は
こ
の
種
の
う
た
に
説
明
を
要
す
る
や
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
は
間
違

、
、
、

ひ
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
内
容
は
な
る
べ
く
す
く
な
く
し
て
し
ら
べ
だ
け
を
お
も

し
ろ
く
作
り
た
い
も
の
だ
と
心
が
け
ま
し
た
が
果
し
て
ど
ん
な
こ
と
で
し
た
か
知
ら
。

形
式
も
今
様
を
四
つ
重
ね
た
や
う
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
氣
の
利
か
な
い
間
の
抜
け
た

と
こ
ろ
を
大
様
な
と
見
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
ら
結
局
ば
か

A
＼
し
い
だ
け
の
も
の
に

思
は
れ
て
も
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
ゃ
う
な
句
の
く
り
か
へ
し
も
し
ら
べ
を
か
な

で
る
上
の
た
く
み
で
し
た
が
、
歌
ふ
方
が
あ
ま
り
同
じ
ゃ
う
な
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
に

〔

マ

マ

〕

戸
迷
ひ
し
な
け
れ
ば
い
A

が
と
案
じ
て
居
り
ま
す
。
何
に
致
せ
―
音
楽
の
歌
詞
は
は
じ
め

は
作
曲
家
に
何
か
の
暗
示
を
輿
へ
た
後
は
、
曲
の
な
か
に
溶
け
入
っ
て
し
ま
つ
て
も
う

獨
立
す
る
資
格
の
な
い
程
内
容
的
に
は
稀
薄
な
の
が
い
A

と
い
ふ
一
家
の
管
見
を
持
論

と
致
し
て
居
り
ま
す
か
ら
解
説
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
寧
ろ
宮
城

さ
ん
に
曲
の
事
を
お
聞
き
し
た
い
く
ら
ゐ
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

む
か
し
か
ら
悲
し
み
の
歌
は
や
さ
し
く
、
喜
び
の
歌
は
む
つ
か
し
い
と
申
さ
れ
て
居

り
ま
す
、
ま
こ
と
に
そ
の
と
ほ
り
と
思
は
れ
ま
す
の
に
、
そ
れ
を
事
も
な
く
か
た
づ
け

て
し
ま
つ
て
果
し
て
ど
ん
な
も
の
が
出
来
て
ゐ
る
か
解
説
ど
こ
ろ
か
皆
さ
ん
の
叱
正
を

得
た
い
だ
け
で
す
。

大
様
に
ゆ
た
か
に
氣
宇
が
ひ
ろ
く
、
品
位
悪
か
ら
ず
出
来
て
言
外
に
喜
び
と
誇
あ
れ

と
い
ふ
わ
が
ね
が
ひ
が
ど
れ
位
果
さ
れ
て
ゐ
る
か
お
ぼ
つ
か
な
く
も
そ
れ
を
た
の
し
み

に
宮
城
さ
ん
の
装
表
を
た
の
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
と
だ
け
が
本
常
に
申
し
上
げ
た
い

と
こ
ろ
で
す
。
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楽
曲
に
つ
き
ま
し
て
は
北
原
先
生
の
御
作
の
御
精
紳
に
で
き
る
だ
け
副
ひ
得
る
や
う

努
め
ま
し
た
こ
と
A

、
日
本
的
な
旋
律
の
和
槃
化
に
輩
純
平
明
な
一
方
向
を
意
圏
し
た

こ
と
を
申
し
上
ぐ
る
に
と
ゞ
め
、
す
べ
て
は
公
刊
の
楽
譜
と
演
奏
と
に
よ
っ
て
大
方
の

海
道
東
征
作
曲
に
つ
い
て

信

時

潔

史
以
来
の
國
難
は
誠
に
明
快
に
克
服
さ
れ
て
ゐ
る
。
時
の
宰
相
青
年
相
模
太
郎
の
勇
断

に
よ
っ
て
。

然
し
私
は
思
ふ
。
よ
し
あ
の
時
、
百
の
相
模
太
郎
あ
り
と
し
て
も
も
し
わ
が
國
民

が
、
紳
と
共
に
耕
し
、
紳
と
共
に
唱
ひ
、
紳
と
共
に
生
き
ん
と
す
る
浮
心
の
持
主
で
な

か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
ど
う
で
あ
っ
た
ら
う
。
或
は
稗
風
も
そ
の
奇
蹟
を
示
さ
な
か
つ

た
で
あ
ら
う
。
幸
に
も
日
本
國
民
は
い
み
じ
く
も
そ
の
心
の
所
有
者
で
あ
り
、
紳
人
一

如
の
精
紳
に
生
き
て
ゐ
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
精
紳
こ
そ
は
賓
に
世
界
無
比
の
も
の
で

あ
り
、
ま
た
わ
が
國
獨
自
の
尊
い
精
紳
で
も
あ
る
の
だ
。
紳
人
協
和
の
生
活
、
そ
こ
に

は
超
風
も
な
く
不
可
思
議
も
な
い
の
だ
。
紳
風
も
従
っ
て
極
め
て
必
然
な
現
象
で
あ
る

と
さ
へ
い
へ
る
。

私
は
か
う
信
じ
て
こ
の
曲
に
筆
を
起
し
た
。

そ
し
て
信
念
の
人
相
模
太
郎
を
窟
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
紳
風
を
描
き
、
奇
し
き
紳

風
の
秘
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
障
碍
に
も
断
乎
と
し
て
ゆ
る
が
ざ
る
皇
國

日
本
の
姿
を
刻
み
あ
げ
よ
う
と
つ
と
め
た
。

今
、
私
は
絃
に
「
紳
風
」
最
後
の
一
昔
符
に
終
止
の
一
黙
を
附
し
了
へ
て
、
思
は

ず
、
祖
國
の
現
情
に
眼
を
移
し
、
瞑
目
時
を
久
し
く
し
た
。

私
の
眼
底
に
は
青
年
時
宗
の
英
姿
が
浮
び
、
憂
國
の
至
情
は
切
な
る
思
ひ
と
な
っ

て
、
私
の
胸
を
衝
く
の
で
あ
る
。

今
こ
そ
吾
々
は
佛
な
き
「
知
」
へ
の
執
着
を
断
ち
、
潔
く
叡
智
の
世
界
に
進
み
、
紳

人
一
如
の
生
活
を
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

輩
な
る
考
察
の
段
階
よ
り
感
悟
の
高
堂
に

上
り
、
い
と
も
崇
き
創
造
の
人
た
る
べ
く
、
必
死
の
努
力
を
い
た
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
光
輝
あ
る
二
千
六
百
年
を
そ
の
正
し
い
歩
み
の
第
一
線
と
し
て
。

敢
え
て
記
し
て
作
者
の
言
葉
と
す
る
。

ヒ才

こ
の
交
槃
曲
詩
篇
は
、
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
底
の
藝
能
祭
に
際
し
、
日
本
文
化
中
央

聯
盟
の
嘱
に
依
り
特
に
作
詩
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
信
時
潔
氏
に
よ
っ
て
作
曲
せ
ら
れ

た
。
聖
代
、
而
も
此
の
世
紀
の
轄
換
期
に
嘗
り
、

肇
國
の
精
神
と
紳
武
天
皇
の
偉
大

に
わ
た
ら
せ
ら
れ
る
御
事
蹟
を
顕
彰
し
ま
つ
る
光
榮
を
捌
ひ
、
一
布
衣
の
詩
徒
と
し
て

ま
こ
と
に
恐
燿
措
く
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
作
曲
に
於
い
て
は
常
代
稀
に
見
る
藝
術
良

心
の
持
主
で
あ
り
高
邁
簾
潔
の
信
時
氏
を
得
た
こ
と
は
、
そ
の
正
大
、

荘
重
、
撲
茂
の

諸
相
を
通
じ
、
感
謝
こ
の
事
に
思
ふ
。

作
詩
に
就
い
て
は
、
眼
疾
最
悪
の
時
に
嘗
り
、
ほ
と
ほ
と
難
澁
し
た
。
讀
み
も
書
き

も
な
ら
な
い
欣
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
祝
詞
、
宣
命
等

の
そ
れ
ら
の
資
料
は
、
妻
や
娘
に
、
習
字
帳
大
に
筆
窟
し
て
も
ら
っ
た
。
無
論
大
方
は

讀
ま
せ
て
聴
い
た
。
作
も
口
述
が
主
で
あ
っ
た
。
機
構
が
稽
々
大
き
く
、
歌
ふ
も
の
と

し
て
の
整
齊
を
節
々
句
々
或
は
字
脚
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
上
に
必
要
と
し
、
相
嘗
に
複
雑

し
て
ゐ
る
の
で
眼
を
瞑
つ
て
た
だ
心
頭
に
案
配
し
調
律
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
つ

こ。t
 
さ
て
、
こ
の

「
海
道
東
征
」
は
も
と
も
と
紳
武
天
皇
讃
歌
と
し
て
日
向
御
進
猿
よ

り
橿
原
の
宮
に
於
け
る
御
即
位
に
至
る
迄
の
結
構
を
初
念
と
し
た
が
、
創
作
中
、
白
肩

ノ
津
御
上
陸
に
筆
が
及
ぶ
頃
は
既
に
制
限
さ
れ
た
紙
敷
を
費
し
て
了
っ
た
。
質
演
に
要

す
る
豫
定
の
時
間
を
も
超
過
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
謄
の
三
分
の
一
に
達
せ
ず
し
て
う

ち
切
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
で
、
早
め
な
が
ら
、
天
業
恢
弘
の
一
章
を
以
て
、
一

應
の
締
め
く
く
り
を
つ
け
た
。
何
れ
は
之
を
前
篇
と
し
て
、
中
篇
後
篇
を
成
す
べ
き
で

あ
り
、
三
部
作
と
し
て
完
う
し
た
い
考
で
あ
る
が
、
今
は
之
を
獨
立
し
た
一
篇
の
も
の

と
し
て
置
く
。
作
全
閥
の
風
髄
に
就
い
て
は
、

寧
ろ
萬
葉
以
前
の
歌
謡
の
槃
調
を
取
り

海
道
東
征
に
つ
い
て

原

白

秋

御
判
断
と
御
示
敦
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

尚
こ
の
機
會
に
際
し
、
私
の
未
熟
な
管
絃
編
曲
の
仕
事
に
貴
重
な
御
助
言
を
下
さ
い

ま
し
た
グ
ル
リ
ッ
ト
先
生
と
此
度
の
上
演
に
閥
し
一
方
な
ら
ぬ
御
力
添
を
給
は
り
ま
し

た
中
央
聯
盟
の
方
々
、
並
に
母
校
の
皆
様
に
篤
く
御
纏
を
申
上
ま
す
。
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作
者
平
生
の
主
調
を
極
度
ま
で
昂
揚
し
よ
う
と
し
た
。
而
し
て
愛
化
の
上
か
ら
、
催
馬

楽
風
の
童
ぶ
り
な
ど
を
も
織
り
交
ぜ
た
。

要
す
る
に
、
八
紘
一
宇
の
大
精
紳
と
、
同
じ
く
神
武
紀
の
勅
語
に
よ
る
養
生
、
重

暉
、
積
慶
の
御
遺
徳
を
通
じ
て
、
皇
國
の
蒼
古
よ
り
、
高
千
穂
の
宮
に
及
び
之
に
宏
遠

な
る
大
海
洋
思
想
を
配
し
、
か
の
黒
潮
と
共
に
装
展
し
や
ま
ぬ
大
和
民
族
の
進
取
性
を

も
歌
ひ
上
げ
よ
う
と
し
た
。
「
御
船
謡
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
紳
武
天
皇
の
御
東
征
、
一

大
天
業
恢
弘
の
御
盛
徳
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
で
あ
る
。

な
ほ
か
か
る
交
竪
曲
詩
篇
の
創
作
は
、
自
身
に
と
つ
て
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
日
本

に
於
て
、
そ
の
範
例
を
見
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
眼
が
見
え
ぬ
上
に
、
全
く
の

暗
中
模
索
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ど
う
に
か
口
述
を
了
つ
て
み
る
と
、
更
に
進
ん
で
こ
の

形
式
に
向
ふ
氣
組
も
で
き
て
来
た
や
う
で
あ
る
。

皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
藝
能
祭
制
定

新
日
本
音
楽
・
昔
詩
・
交
磐
曲
の
狡
表
に
つ
い
て

本
聯
盟
主
催
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
藝
能
祭
は
、
秋
季
シ
ー
ズ
ン
を
迎
へ
、
去
る

九
月
三
十
日
東
京
賓
塚
劇
場
に
於
け
る
現
代
舞
踊
「
日
本
」
三
部
曲
の
猿
表
公
演
を
行

ひ
ま
し
た
が
、
絃
に
本
夕
日
比
谷
公
會
堂
に
於
い
て
、
東
京
―音
楽
學
校
の
賛
助
出
演
に

依
り
、
新
日
本
―
音
楽
こ
音
詩
・
交
槃
曲
作
品
猿
表
演
奏
會
を
開
催
致
す
運
び
と
な
り
、

本
年
一
月
三
十
一
日
藤
能
祭
式
典
に
よ
り
開
式
さ
れ
、
此
の
光
輝
あ
る
一
年
間
に
亙

り
、
一
音
楽
に
舞
踊
に
演
劇
に
映
書
一
に
、
現
代
日
本
藝
術
の
精
華
を
装
揚
し
た
皇
紀
二

千
六
百
年
奉
祝
藝
能
祭
制
定
作
品
の
有
終
の
美
を
清
す
こ
と
A

な
り
ま
し
た
。

新
日
本
昔
楽
二
曲
は
斯
界
の
第
一
人
者
宮
城
道
雄
氏
が
多
年
に
亙
る
蘊
蓄
を
籠
め
て

此
の
千
載
一
遇
の
國
民
的
訳
典
の
年
を
奉
訳
す
る
た
め
、
年
餘
の
苦
心
の
末
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
特
に
「
寄
櫻
説
」
は
佐
藤
春
夫
氏
の
古
調
絶
唱
に
な
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
り
ま
し
て
四
部
合
唱
曲
に
作
曲
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

又
昔
詩
「
紳
風
」
は
國
家
非
常
時
局
に
際
し
、
山
田
耕
符
氏
が
一
音
楽
報
國
の
熱
情
に

燃
え
、
苦
心
作
曲
さ
れ
ま
し
た
、
管
絃
編
成
百
二
十
五
名
に
及
ぶ
大
編
成
に
な
る
一
大

昔
詩
曲
で
あ
り
ま
す
。

更
に
交
竪
曲
「
海
道
東
征
」
は
北
原
白
秋
氏
作
詩
信
時
潔
氏
作
曲
に
な
り
、
畏
＜

國
歌
『
君
が
代
』
奉
奏

一
、
宮

城

遥

拝

も

'-！ 

朝
日
會
館
主
催

帥
武
天
皇
御
東
征
の
御
事
蹟
を
一
大
荘
重
調
に
よ
り
顆
彰
し
、
演
奏
時
間
約
一
時

間
に
及
ぶ
一
大
カ
ン
タ
ー
タ
で
あ
り
ま
し
て
、
之
が
猿
表
に
際
し
ま
し
て
は
合
唱
、
獨

唱
、
兒
童
合
唱
、
管
絃
楽
合
計
五
百
餘
名
に
依
る
大
々
的
な
る
演
奏
に
依
る
こ
と
A

な

り
ま
し
た
。

此
等
の
制
定
作
品
の
創
作
に
際
し
ま
し
て
、
本
聯
盟
は
汎
＜
我
國
藝
能
界
の
熱
心
な

る
協
力
と
参
加
に
依
り
、
夫
々
専
門
委
員
會
の
決
定
に
基
づ
い
て
企
饗
を
進
め
た
の
で

あ
り
ま
し
て
、
i
呉
に
此
の
光
輝
あ
る
二
千
六
百
年
に
邁
遇
し
た
現
代
國
民
と
し
て
の
歓

喜
と
感
激
を
遠
く
後
世
國
民
に
博
へ
る
べ
き
蔭
術
的
作
品
の
完
成
を
期
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。昭
和
十
五
年
十
一
月

昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
ー
十
二
月
三
日

ー
名
古
屋
ー
岐
阜
）

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝

東
京
音
楽
學
校
闘
西
大
―
音
楽
會

昭
和
十
玉
年
十
一
月
廿
九
日
午
後
七
時

三

十

日

午

後

一

時

三

十

日

午

後

七

時

於

大

阪

朝

日

會

館

十
二
月
一
日
午
後
七
時

於
京
都

管

絃

楽

演

奏

演
奏
旅
行
（
大
阪
ー
京
都

朝
日
新
聞
社
會
事
業
園

疇
虚

日
本
文
化
中
央
聯
盟
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「
交

「
紀
元
節
説
日
歌
に
よ
る
主
題
と
愛
奏
及
遁
走
曲
目
」

「荘
「
軽

獨
唱
ソ
。
フ
ラ
ノ
山
内
秀
子
、
浅
倉
春
子

ア

ル

ト

進

藤

梅

子

、
千

葉

静

子

テ
ノ
ー
ル
柴
田
睦
陸

バ
リ
ト
ン
藤
井
典
明

紀
元
二
千
六
百
年
記
念

女
槃
（
獨
唱
並
合
唱
）

男
槃
女
槃
（
獨
唱
並
合
唱
）

男
竪
（
獨
唱
並
合
唱
）

男
槃
（
獨
唱
並
合
唱
）

木

男
槃
獨
唱
、
女
墜
合
唱
（
童
ぶ
り
）
合
唱

男
槃
女
槃
（
交
互
に
唱
和
並
合
唱
）

男
竪
女
竪
（
獨
唱
齊
唱
並
合
唱
）

響

第
一
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

ー

（

休

二
、
合
唱
・
獨
唱
・
管
絃
楽

日
本
文
化
中
央
聯
盟
主
催
、
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
藝
能
祭
制
定

北

原

白

秋

信

時

潔

交
竪
曲
「
海
道
東
征
」

一

、

高

千

穂

男

竪

（

嬌

唱

並

合

唱
）

二

、

大

和

思

慕

三

、

御

船

出

四

、

御

船

謡

五

、

速

吸

と

菟

狭

六

、

海

道

回

顧

七
、
白
肩
の
津
上
陸

八

、

天

業

恢

弘

作作

曲詩

下

憩

)

|

|

快巌調
L 

調
」

調
」

曲
・

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
演
奏
曲
目

一

、

管

絃

楽

二

、

獣

躊

指

揮

指

揮

建
園
祭
本
部
制
定

橋

本

國

彦

保

作

曲

橋

本

國

彦

ク‘

｀ 

交

盤

曲

海

征

〔
解
説
〕

第

一

章

高

穂

天
地
初
狡
の
時
、
天
の
御
中
主
の
紳
二
柱
産
巣
日
の
紳
が
高
天
原
に
成
り
ま
し
た
。

次
い
で
下
界
が
生
れ
出
た
時
、
伊
邪
那
岐
・
伊
邪
那
美
二
柱
の
御
紳
が
天
の
覆
鋒
を
以

て
海
水
を
か
き
廻
し
て
、
大
八
洲
の
國
土
を
形
作
さ
れ
た
。

そ
こ
で
天
照
大
紳
の
御
裔

が
高
千
穂
の
峰
に
天
降
ら
れ
、
御
榮
え
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
御
東
征
の
時
は
迫

道

第

一

楽

章

ア

レ

グ

千 東
ロ

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
・
ニ
短
調

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

チ

工

口

三

重

奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

稔 吾

ピ

ア

ノ

ピ

ア

ノ

純

（

二

）

サ

ン

タ

ル

チ

ア

（

ハ

）

の

（

口

）

の

賓整

（

イ

）

歌
劇
『
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
』
中
ミ
ミ
の
詠
唱

母茨

二

作

山

田

耕

搾

作

小

松

清

作

伊

太

利

民

謡

伊

達

清

田

金

赤

松

フ

チ

ー

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

山

内

秀

子

伴

奏

松

谷

穣

管
絃
楽

合

唱

三
、
管

楽

ー

（

休

憩
）
|
ー
ノミ

ス

橋

本

國

彦

中

山

悌

一

、

栗

本

絃

指

揮

日
本
文
化
中
央
聯
盟
主
催
、
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
藝
能
祭
制
定

詩
「
紳

山

田

耕

搾

作

曲

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

音

楽

學

校

生

徒

〔岐
阜
で
は
、「
管
絃
楽
『
帥
風
』
」
の
か
わ
り
に
、
次
の
曲
目
が
演
奏
さ
れ
た
。
〕

昔

風」
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道

顧

既
に
吉
備
の
國
高
島
の
宮
に
八
年
間
、
全
軍
準
備
成
つ
て
、
ま
さ
に
一
路
難
波
へ
進

ま
れ
や
う
と
す
る
時
、
全
軍
の
人
々
遥
か
来
し
方
を
顧
み
て
、
九
州
か
ら
瀬
戸
内
海
を

東
へ
と
辿
っ
た
行
程
を
歌
ふ
。
三
節
に
分
れ
て
ゐ
る
。
（
男
竪
女
盤
交
互
唱
並
に
合
唱
）

第
七
章
白
肩
の
津
上
陸

難
波
御
着
船
、
青
雲
の
白
肩
の
津
に
お
着
き
に
な
る
と
、
長
髄
彦
が
逆
ら
ひ
奉
る
の

で
、
楯
を
並
べ
て
ひ
た
押
し
に
敵
前
上
陸
を
遊
ば
さ
れ
よ
っ
て
其
慮
を
今
も
日
下
の
蓼

第
六
章

海

回

第
五
章

第
四
章

几
口舟

謡

第
三
章

御

船

出

〔

マ

マ

〕

つ
て
き
た
と
、
事
質
も
言
葉
も
古
事
記
上
巻
に
よ
っ
て
質
に
批
重
に
歌
ひ
出
し
て
ゐ

る
。
（
男
槃
獨
唱
並
に
合
唱
）大

第

二

章

思

菓

皇
軍
進
狡
の
前
奏
曲
。
大
和
の
自
然
の
美
し
さ
と
、
大
和
へ
の
思
慕
の
情
と
を
、
日
本

武
尊
の
國
思
の
御
歌
の
言
葉
を
借
り
て
、
優
し
く
歌
つ
て
ゐ
る
。
（
女
墜
獨
唱
並
に
合
唱
）

和

そ
の
一
は
日
向
國
の
美
美
津
御
出
帆
の
曙
の
大
業
成
就
を
豫
言
す
る
や
う
な
、
平
和

で
美
し
い
情
景
、
そ
の
二
は
、
皇
威
凛
々
と
し
て
御
出
帆
の
時
の
情
景
、
そ
の
三
は
海

路
の
静
か
に
凪
い
だ
情
景
を
歌
つ
て
早
く
出
で
ま
せ
と
感
激
に
あ
ふ
れ
つ
A

歌
ふ
歓
呼

の
竪
。
（
男
槃
女
竪
獨
唱
並
に
合
唱
）

nμ 稚

い
よ
く
艦
隊
の
行
進
。
そ
の
一
は
や
が
て
神
武
天
皇
と
な
り
給
ふ
べ
き
純
帥
紳
倭

磐
余
彦
命
を
讃
へ
申
す
歌
。
そ
の
二
以
下
は
、
命
を
上
に
い
た
ゞ
い
て
、

次
第
に
た
か

ま
る
全
軍
の
意
氣
の
高
揚
を
、
船
謡
の
形
で
歌
つ
て
ゐ
る
。
（
男
槃
獨
唱
並
に
合
唱
）

速

吸

と

菟

狭

速
吸
の
瀬
戸
に
来
ら
れ
る
と
、
國
つ
紳
珍
彦
が
龍
の
甲
に
乗
て
参
り
、
水
先
案
内
を

っ
と
め
奉
つ
て
、
稿
根
津
日
子
と
名
を
賜
っ
た
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
博
へ
を
そ
の
ま

ま
そ
の
一
に
歌
つ
て
ゐ
る
「
宇
佐
ま
で
進
ま
れ
る
と
、
宇
佐
津
彦
が
足
一
騰
宮
を
作
っ

て
、
お
迎
へ
申
し
た
い
」
と
い
ふ
古
事
記
の
博
へ
を
そ
の
二
に
歌
つ
て
ゐ
る
。
（
男
槃
獨

唱
並
童
墜
或
は
女
槃
合
唱
）

津
と
言
っ
て
ゐ
る
と
の
、
古
事
記
の
博
へ
を
そ
の
ま
A

に
歌
つ
て
あ
る
。
二
節
に
分
れ

て
ゐ
る
。
（
男
磐
獨
唱
並
に
合
唱
）

第

八

章

天

業

恢

弘

三
種
紳
器
の
御
紳
徳
の
讃
歌
。
大
和
國
の
山
河
の
讃
歌
。
そ
し
て
日
嗣
の
御
子
の
御

稜
威
の
讃
嘆
。
そ
し
て
八
紘
一
宇
の
大
業
を
質
現
あ
そ
ば
さ
る
為
に
、
い
ざ
大
和
の
國

へ
と
、
全
軍
意
氣
に
燃
へ
て
歓
呼
の
裡
に
曲
は
終
る
。
（
男
槃
女
墜
）
（
以
上
風
巻
景
四

郎
解
説
）

こ
の
交
槃
曲
の
所
要
時
間
は
一
時
間
で
あ
る
。

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

聖
紀
の
旋
律

東
京
―
音
楽
學
校
開
西
大
音
楽
會

紀
元
二
千
六
百
年
を
奉
祝
す
る
本
社
社
會
事
業
園
主
催
、
東
京
音
楽
學
校
閥
西
大
昔

楽
會
は
畏
く
も
李
王
大
阪
師
園
長
殿
下
の
台
臨
に
輝
き
二
十
九
日
午
後
七
時
大
阪
朝
日

會
館
に
初
日
の
幕
を
ひ
ら
い
た

こ
の
日
殿
下
に
は
御
背
廣
服
に
て
兒
島
李
王
職
次
官
、
光
森
御
附
武
官
、
林
事
務
官

ら
を
従
へ
さ
せ
ら
れ
午
後
六
時
五
十
分
本
貼
に
御
着
、
上
野
會
長
、
石
井
専
務
、
原

田
常
務
以
下
重
役
、
幹
部
ら
の
お
出
迎
へ
を
受
け
さ
せ
ら
れ
て
三
階
貴
賓
室
に
御
小

憩
の
の
ち
會
場
に
御
成
り
、

全
員
の
敬
證
に
御
會
繹
を
賜
ひ
つ
A

二
階
正
面
中
央
の

御
席
に
御
着
席
遊
ば
さ
れ
た

堂
々
百
二
十
五
名
に
の
ぼ
る
大
管
絃
編
成
の
旋
律
は
光
榮
に
ひ
と
し
ほ
の
感
激
を
こ

め
て
同
校
橋
本
國
彦
敦
授
の
指
揮
の
も
と
に
ま
づ
荘
重
な
「
君
が
代
」
に
は
じ
ま
り
、

帝
國
の
精
神
と
躍
動
す
る
國
風
を
盛
り
あ
げ
た
橋
本
敦
授
奉
祝
記
念
作
曲
「
交
響
曲
・

二
調
」
は
最
初
の
日
本
的
交
響
楽
と
し
て
わ
が
民
族
の
崇
高
な
喜
び
を
謳
ふ

つ
い
で
舞
台
を
埋
め
た
二
百
五
十
名
の
合
唱
と
九
十
名
の
管
絃
楽
員
が
渾
然
と
し
て

同
校
木
下
保
敦
授
の
指
揮
で
交
槃
曲
「
海
道
東
征
」
に
紳
武
天
皇
の
御
大
業
を
讃
ヘ

奉
り
、
最
後
に
山
田
耕
搾
氏
作
曲
昔
詩
「
紳
風
」
は
蒙
古
襲
来
の
際
の
稗
人
一
如
の

世
界
を
再
現
し
、
渦
場
を
埋
め
た
睦
衆
を
感
激
に
陶
酔
せ
し
め
た
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'
光
輝
あ
る
紀
元
二
千
六
百
年
の
佳
き
年
を
奉
祝
し
て
日
本
文
化
聯
盟
が
制
定
さ
れ
た

敷
多
藝
術
作
品
の
中
で
、
在
欧
の
著
名
な
作
曲
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
奉
祝
楽
曲
の
疲
表

と、

交`
槃
曲
「
海
道
東
征
」
の
初
演
と
は
熱
心
な
音
楽
愛
好
者
の
闘
心
と
興
味
を
最
も

惹
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
「
海
道
東
征
」
は
わ
れ
ら
の

有
す
る
も
つ
と
も
純
粋
な
日
本
詩
人
の
一
人
、
北
原
白
秋
氏
と
、
お
な
じ
日
本
的
作
曲

家
と
し
て
わ
れ
ら
の
尊
敬
し
て
や
ま
ぬ
信
時
潔
先
生
と
が
、
こ
の
職
古
の
盛
典
の
際
會

し
て
國
民
的
感
激
の
高
潮
を
「
交
槃
曲
」
の
形
式
を
借
り
、
心
血
を
注
い
で
う
た
ひ
あ

げ
ら
れ
た
一
大
傑
作
で
あ
る
と
思
ふ
。

こ
の
曲
を
東
京
―
音
楽
學
校
が
演
奏
す
る
こ
と
に
き
ま
っ
た
の
は
昨
年
四
月
の
頃
で
あ

っ
た
。
指
揮
は
不
肖
私
に
擢
嘗
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
獨
唱
者
、
合
唱
園
並
に
管
絃
楽

部
の
協
力
を
え
て
徹
力
な
が
ら
も
非
オ
に
鞭
た
う
と
心
に
き
め
た
。
幸
ひ
、
演
奏
者
の

な
み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
は
所
期
の
成
果
を
結
び
、
こ
の
作
品
を
讃
え
る
槃
に
あ
は
せ
て

演
奏
の
出
来
も
評
判
さ
れ
た
の
で
、
演
奏
闘
係
者
一
同
こ
の
上
な
き
誇
り
に
思
っ
て
ゐ

る。
ま
た
、
最
近
、
ビ
ク
タ
ー
が
採
算
を
全
く
度
外
視
さ
れ
た
文
化
的
良
心
か
ら
こ
れ
の

レ
コ
ー
ド
化
を
企
て
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
大
過
な
く
録
―
H

日
を
了
し
た
の
で
、
こ
の
機
會

に
、
求
め
ら
れ
る
ま
A

感
想
を
つ
ゞ
つ
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。

「
海
道
東
征
」
は
全
曲
を
演
奏
す
る
に
約
一
時
間
を
要
す
る
大
曲
で
あ
り
、
全
曲
は

第
一
章
「
高
千
穂
」
以
下
、
八
つ
の
楽
章
に
分
れ
、
悠
久
二
千
六
百
年
の
建
國
の
昔
、

稗
武
帝
御
東
征
の
軍
が
高
千
穂
宮
か
ら
大
和
の
國
に
入
ら
れ
る
ま
で
を
扱
ひ
、
ま
こ
と

に
藝
能
祭
作
品
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
題
材
で
あ
る
。

交
盤
曲
「
海
道
東
征
」
演
奏
覺
書

東
京
昔
榮
學
校
数
授

木

下

保

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
一
月
三
十
日
）

殿
下
に
は
乗
杉
同
校
長
の
御
説
明
で
御
興
深
げ
に
楽
譜
を
お
手
に
遊
ば
さ
れ
畏
く
も

曲
目
毎
に
御
拍
手
を
賜
は
り
、
最
後
ま
で
御
耳
を
傾
け
さ
せ
ら
れ
て
同
九
時
半
御
饂
邸

あ
ら
せ
ら
れ
た

．

以
下
、
昨
年
、
練
習
開
始
の
四
月
か
ら
、
十
一
月
初
演
に
至
る
ま
で
半
年
の
練
習
に

闘
す
る
ノ
ー
ト
を
、
記
憶
を
手
繰
つ
て
つ
ゞ
つ
て
み
よ
う
。

第
一
章
「
商
千
穂
」
で
は
、
旋
律
が
あ
ま
り
に
も
簡
素
で
、
そ
れ
だ
け
に
、
歌
詞
の

一
っ
―
つ
を
生
か
す
こ
と
が
、
か
へ
つ
て
技
巧
的
に
困
難
な
の
で
、
こ
の
こ
と
が
い
ち

ば
ん
骨
が
折
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
楽
譜
で
は
細
か
い
味
を
要
求
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
け
れ

ど
も
、
こ
の
「
味
」
が
表
現
さ
れ
な
い
限
り
、
楽
譜
を
通
じ
て
輩
調
に
陥
り
や
す
い
の

で
、
ま
と
め
あ
げ
る
に
か
な
り
の
苦
心
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
歌
詞
の
母
昔
の
色
が
輩
純

だ
っ
た
り
明
る
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
曲
の
も
つ
重
さ
、
紳
々
し
さ
と
い
ふ
や
う
な
も
の

が
表
現
さ
れ
ぬ
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
殊
に
若
い
學
生
に
は
苦
手
ら
し
く
思
へ
た
。
ニ

楽
章
の
「
大
和
思
慕
」
は
女
の
三
重
唱
。
こ
れ
は
各
歌
手
が
一
々
注
文
を
出
さ
な
く
て

、
、
、
、

も
、
お
の
づ
か
ら
う
る
は
し
い
あ
こ
が
れ
の
如
き
も
の
を
う
た
ひ
出
せ
る
の
で
、
ま
と

め
る
の
に
骨
も
折
れ
な
か
っ
た
。
特
に
管
絃
楽
は
美
し
い
し
、
指
揮
棒
と
る
身
も
屡
々

う
つ
と
り
し
た
く
ら
ゐ
だ
。

三
楽
章
の
「
御
船
出
」
前
奏
で
波
の
音
が
あ
ま
り
｛
島
質
的
で
な
く
む
し
ろ
雰
園

氣
的
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
管
と
絃
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
苦
榮
し
た
。
合
唱
は
概
し

て
あ
か
る
＜
景
氣
よ
く
う
た
は
れ
る
の
で
、
相
掌
な
が

い
楽
章
に
も
か
A

は
ら
ず
、
ま

と
ま
り
も
早
く
、
演
奏
の
結
果
も
よ
か
っ
た
。

第
四
楽
章
は
「
御
船
謡
」
。
最
初
に
語
り
も
の
風
に
う
た
は
れ
る
バ
リ
ト
ン
獨
唱
は

言
葉
づ
か
ひ
も
う
た
ひ
ぶ
り
も
か
な
り
理
想
に
近
い
出
来
に
行
は
れ
、
聴
衆
に
も
影
か

ら
ぬ
感
銘
を
輿
へ
た
や
う
に
お
も
は
れ
た
。
幸
ひ
、
こ
の
歌
手
は
私
の
生
徒
だ
っ
た
の

が
好
都
合
だ
っ
た
。

途
中
で
、
日
本
古
来
の
舟
唄
の
調
子
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
に
若

い
學
生
達
は
ひ
ど
く
ま
ご
つ
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
さ
す
が
は
日
本
人
だ
と
思
っ

た
。
少
し
大
仰
な
言
ひ
方
を
す
る
と
、
大
和
民
族
の
血
は
季
へ
ぬ
も
の
で
練
習
の
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
難
物
も
見
事
に
把
握
さ
れ
ゆ
く
の
に
心
強
く
覺
え
た
。
な

ほ
、
最
後
の
節
で
、

幸
日
程
な
し
の
掛
竪
が
あ
ら
は
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
ち
よ
っ
と
面
喰

っ
た
。五
楽
章
「
速
吸
と
菟
狭
」
で
は
、
「
わ
ら
べ
ぶ
り
」
で
子
供
が
ユ
ニ
ソ
ン
で
う
た
ふ

の
だ
が
、
子
供
の
竪
を
楽
譜
通
り
に
表
現
す
る
の
に
い
さ
さ
か
苦
心
を
要
し
た
。
し
か

も
、
演
奏
も
指
揮
者
と
し
て
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
と
は
思
へ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
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演
奏
効
果
は
案
外
な
成
果
を
あ
げ
え
た
の
は
む
し
ろ
意
外
だ
っ
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
。

第
六
楽
章
「
海
道
回
顧
」
の
も
つ
味
を
楽
譜
よ
り
直
ち
に
理
解
す
る
こ
と
は
學
生
達

に
と
つ
て
容
易
だ
っ
た
の
で
、
二
、
三
言
葉
の
表
現
に
苦
し
ん
だ
ほ
か
、
大
体
成
功
。

第
七
楽
章
「
白
肩
の
津
上
陸
」
男
盤
合
唱
で
、
し
か
も
戦
季
の
場
面
だ
か
ら
、
カ
、、

強
く
、
む
し
ろ
荒
々
し
く
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
、
い
つ
も
の
、
い
は
ゆ
る
き
れ

、
、
、

い
な
昔
と
は
全
く
反
封
な
猿
磐
を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
思
ふ
や
う
に
ゆ
か

ず
、
私
も
練
習
の
都
度
槃
を
か
ら
す
始
末
だ
っ
た
。
後
奏
の
管
絃
楽
は
複
雑
な
中
に
も

、
、
、
、
、
、
、
、

或
る
強
い
明
確
な
力
を
表
現
す
る
に
並
大
抵
の
努
力
で
は
な
か
っ
た
。
全

曲

を

通

じ

て
、
恐
ら
く
こ
の
個
所
が
い
ち
ば
ん
骨
が
折
れ
た
ら
う
。

し
か
も
、
作
者
の
意
圏
の
何

分
の
一
を
表
現
し
え
た
か
と
お
も
ふ
と
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

第
八
楽
章
「
天
業
恢
弘
」
こ
の
最
後
の
楽
章
で
は
、
第
一
楽
章
「
高
千
穂
」
と
殆
ど

同
様
の
楽
想
で
終
始
す
る
の
で
、
苦
心
の
個
所
と
い
へ
ば
、
な
か
ば
ご
ろ
、
男
竪
合
唱

の
主
旋
律
を
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
一
楽
章
と
殆
ど
同
じ
旋
律
と
リ
ズ
ム
で

終
る
の
で
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
終
結
の
表
現
に
努
力
し
た
。

さ
て
、
こ
の
「
海
道
東
征
L

は
、
も
ち
ろ
ん
交
竪
曲
だ
か
ら
、
合
唱
あ
り
、
合
唱
の

中
に
長
い
獨
唱
あ
り
、
ま
た
管
絃
楽
に
言
葉
な
き
言
葉
あ
り
で
、
内
容
ま
こ
と
に
豊
富

か
つ
複
雑
だ
か
ら
、
箪
に
合
奏
と
か
伴
奏
と
か
い
ふ
生
半
可
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

だ
け
に
演
奏
者
の
榮
苦
も
並
大
抵
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
作
詞
、
作
曲
の
北
原
、
信

時
雨
先
生
の
御
意
圏
を
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
演
出
し
え
た
か
、
思
へ
ば
お
恥
し
い
次
第

だ
が
、
獨
唱
、
合
唱
、
管
絃
楽
の
各
演
奏
者
が
事
情
の
ゆ
る
す
限
り
最
善
を
憲
し
た
こ

と
A

お

も

へ

ば

、

顧

み

て

悔

ひ

は

な

い

。

（

談

・

文

責
在
記
者
）

（
『
月
刊
楽
譜
』
第
三
十
巻
第
三
号
、
昭
和
十
六
年
三
月
、
五
四

l
五
六
頁
）

昭

和

十

五

年

十

二

月

七

日

秋

季

選

科

洋

楽

演

奏

会

一

時

開

場

昭
和
十
五
年
十
二
月
七
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
時
半
開
演

於

本

校

奏

楽

堂

秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
曲
目

東

京

一

音

楽

學

校

九
、

七、

バ
ラ
ー
デ
・
作
品
五
ニ
・
ヘ
短
調
：
…
＇
・
・
・
・
・
・
・
・
・
シ

ピ

ア

ノ

獨

ピ

表
…
…
…
…
作
曲
及
演
奏

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
・
ハ
短
調
•
第
一
業
章

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸

ョ

ノぐ

ン

作

澤

慰

子

八

、

作

品

巧足
ク又

高

橋

宏

人

バ
ラ
ー
デ
・
作
品
四
七
•

愛
イ
長
調
…
…
…
•
•
•
シ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…
…
・
:
・：
山

い
、
歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
中
の
花
の
歌
…
…
グ

ろ
、
野
薔
薇
…
…
…
…
…
…
…
…

•
…

…
•
•
山

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

阿

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
作
品
一
五
ノ
一

番
・

ハ
長
調
•
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

休

憩

田

六
、
ソ

。フ

―フ

ノ

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

マ
ヅ
ル
カ
・
作
品
七
ノ
一
番
・

菱
口
長
調
…
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

ろ
、
ワ
ル
ツ
・
遺
作
・
ホ
短
調
：
…
…
…
…
…
•
シ

獨

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鏑

作織作

耕

搾

作

部

年

子

ノ 田
ョ

ノミ

紗
ン

五
、

ピ

ア

ノ

木

和

子

ョ
ノぐ

ン

ヨ

ノミ

ン

作作

Vヽ
ヽ

四、 ―-、 二、

ピ

ア

色

光

子

ろ、

ノミ ピ

、
、
子

V

女

リ

ト

友

ア

ノ ノ

獨

子

一、

パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
蜀
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
荘

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
・
ト
短
調
…

•
…
…
…
…
·
：
・
・
レ

獨

奏
…
…
…
•
•
•
…

…
…
•
•
…
…
深
‘、

澤

千

重

九
ツ
の
愛
奏
曲
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ン

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

闘

隆

奇

心
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

J
 

セ
レ
ナ
ー
デ
：
·
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

マ

ン

作

田

ひ

ろ
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一
、
能
楽
観
世
流
連
吟

田

村

能

楽

科

男

生

徒

八、

舞
踊
藤
間
流

イ

、

千

代

見

草

番

組

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
・
銃
後
奉
仕

官
立
東
京
昔
楽
學
校

邦

楽

大

演

奏

會

八

應
丘
棲
霞
作
詞

吉
住
小
三
郎
稀
音
家
浮
観
作
曲

太大小笛

鼓鼓鼓

宮

城

道

雄

牧

瀬

喜

代

子

高

草

幹

子

牧

瀬

敷

江

等
曲
科
生
徒
加
藤
泰
子
外

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
二
日
ー
十
六
日

都
ー
浜
松
ー
静
岡
）

唄

補

導

三
味
線
補
導

望望望住長稀吉
唄

月月月田科昔住

吉孝左又：：小

三太三三井郎三
大

雄郎郎郎外吉枝

-
0
、

―
二
、

ソ

プ

セ

一
三
、
ピ

獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
栗

い
、
心
に
感
ず
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ス
カ
ラ
ッ
テ
イ
作

ろ
、
若
し
「
フ
ロ
リ
ン
ド
」
忠
質
な
ら
ば
：
…
•
ス
カ
ラ
ッ
テ
イ
作

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長

い
、
悲
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
フ

ろ
、
夢
の
後
に
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
フ

獨

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森

ス
ケ
ル
ツ
オ
・
愛
口
短
調
：
·
·
…
…
•
…
…
…
…
•
シ

澤

演
奏
旅
行
（
名
古
屋
ー
大
阪
ー
京

日
時
・
十
二
月
十
二
日
（
木
）
午
後
二
時

會
場

・

於

名

古

屋

市

公

會

堂

主
催
・

讀

賣

新

聞

社

後
援
•
愛
知
縣
・
名
古
屋
市

七
、
等
曲
生
田
流

イ
、
紀
元
二
千
六
百
年
讃
歌

讀
賣
新
聞
社
撰
定
宮
城
道
雄
作
曲

あ

き

の

ひ

び

き

ロ

、

秋

韻

高
野
辰
之
作
詞
宮
城
道
雄
作
曲

ハ

、

う

て

や

鼓

島
崎
藤
村
作
詞
宮
城
道
雄
作
曲

六
、
長

唄

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
曲

烏

作

ア

ノ

清

ョ

パ

ン

子

五
、
等
曲
山
田
流

岡

康

砧

中
能
島
欣
一
編
曲

ブ
リ
ル
ラ
ン
テ
•
愛
ホ
長
調
…
…
…
ウ
エ
ー
バ
ー
作

利作作

オ

レ

オ

レ

ロ

獨

森

ロ
ン
ド

―

-

、

ピ

ア

ノ

獨

の

ぶ

子

―フ

J
 

谷

朝

子

中

能

島

欣

一

外

等

曲

科

生

徒

四
、
能
楽
賓
生
流
仕
舞

舟

辮

慶

部

賓

生

英

雄

話

野

口

祗

久

2

外

能

楽

科

生

徒

第

二
、
能
楽
賓
生
流
連
吟

八

嶋

三
、
能
楽
観
世
流
仕
舞

玉

の

段

地 地

謡
岡

浅大服

見西部

久

重信榮

信辮次雄
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能

楽

科

男

生
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長

唄

越

後

獅

子

靱 長 ロ
ヽ

唄

猿

能
楽
観
世
流
連
吟

紅

葉

狩

第

曲

山

田

流

聖

載

讃

歌

乗
杉
嘉
壽
作
詞
中
能
島
欣
一
作
曲

尾

上

の

松

宮
城
道
雄
作
曲

七

輻

紳

唄

補

導

太大小笛

鼓鼓鼓 鼓鼓鼓

味

線

立

方

地

方

長

唄

吉

住

小

照

三
味
線
補
導

望望望住稀
外

月月月田 昔
長

吉孝左又唄家

科
三太三三浮
生

雄郎郎郎徒観

牧高牧宮
外

瀬
等瀬草城

曲喜

科敷幹、道

生
代

徒江子子雄

中

能

島

欣

一

外

等

曲

科

生

徒

能

楽

科

女

生

徒

望望望住岡杵杵岡杵杵中中藤

〔
そ
の
他
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
曲
目
が
あ
り
、
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
演
奏
さ

れ
た
。
〕

太大小笛

月月月田安屋屋安屋屋村 間
村

吉孝左又喜六六喜六六六勘

＇ 
三太三三千吉郎三京員松ノ‘+

中
内
蝶
二
作
詞
吉
住
小
三
郎
稀
昔
家
浮
観
作
曲
藤
間
勘
十
郎
按
舞

舞

踊

科

女

生

長

唄

科

生

地立

方方

雄郎郎郎蔵郎助郎治次次廣郎徒徒

東

京

昔

楽

學

校

邦

楽

大

演

奏

會

東
京
昔
楽
學
校
で
は
佳
き
歳
を
奉
訳
し
銃
後
奉
仕
、
傷
病
兵
慰
安
と
地
方
―
音
楽
文
化

の
振
興
に
資
す
る
た
め
乗
杉
同
校
長
以
下
敦
職
員
、
生
徒
百
二
十
餘
名
を
も
つ
て
邦
楽

大
演
奏
園
を
組
織
し
て
来
阪
、
十
三
日
午
後
二
時
と
同
六
時
の
二
回
大
阪
軍
人
會
館
で

「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
説
邦
楽
大
演
奏
會
」
を
催
す
、
｛
晶
日
は
稀
昔
家
淫
観
、
杵
屋
六

左
衛
門
、
藤
間
勘
十
郎
、
宮
城
道
雄
、
賓
生
英
雄
氏
ら
長
唄
、
舞
踊
、
等
曲
、
謡
曲
の

各
流
宗
家
家
元
ら
が
特
別
出
演
す
る

岸

の

（『大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
二
日
）

太大小笛

鼓鼓鼓

味

線

舞

踊

藤

間

流

賤

の

苧

環官

八

島

柳女

立

方

地

方

長

唄

望望望住岡杵杵岡杵杵中中藤

月月月田安屋屋安屋屋村
村

吉孝左又喜六六喜六六六 間

六
三太三三千吉郎三京員松

雄郎郎郎蔵郎助郎治次次廣紫

長

唄

秋

の

色

種

太大小笛

鼓鼓鼓

味味

線線

長

唄

科

生

徒

望望望住稀稀
外

月月月田昔昔
長

吉孝左又唄家家

科
三太三三喜
生

雄郎郎郎徒久壽
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オ
ル
ガ
ン
協
奏
曲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

コ

ル

ネ

ッ

ト

獨

奏

ピ

ア

ノ

獨

奏

ピ

ア

ノ

獨

奏

伴
奏
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石

幸

夫

大

和

美

智

子
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，
ー
木

子

協
奏
曲
愛
口
長
調
作
品
二
十
二
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー

第
二
楽
章
ロ
マ
ン
ス

無
休
曲
卜
長
調
作
品
三
十
四

奏
鳴
曲
（
告
別
）
愛
ホ
長
調
作
品
八
十
一
の

a
:

·
:
·
…

•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
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ア
ダ
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ
ア
ン
ダ
ン
テ
エ
ス
プ
レ
ッ
シ
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ヴ
ォ

ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
シ
マ
メ
ン
テ

手

埼

ベ
ニ
ス
の
カ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
愛
奏
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ア
ー
バ
ン

伴
奏

玉
吉

ス
華

善

武

英

子

ニ
短
調
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
:
F
バ
ッ
ハ
ー
シ
ュ
ト
ラ
ー
ダ

ア

ル

ト

蜀

唱

伴

奏

佐

竹

和

子

進

藤

梅

子

ピ

ア

ノ

獨

奏

岡

崎

政

子

伴
奏

ノミ

リ

卜

ン

獨

唱

水

谷

夫

伴
奏

山

崎

和

子

シ

ピ

ア

ノ

獨

奏

石

井

京

田

誠

我
が
心
な
ど
か
く
も
痛
め
る
…
…
…
•
•
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
•
パ
イ
シ
ェ
ル
ロ

す
み
れ
：
·
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
イ

伴
奏

中

ピ

ア

ノ

岡

子

テ

ノ

ル

獨

唱

チ

工

ロ

靱

子

協

奏

曲

第

二

番

愛

口

長

調

第

一
楽
章

ア

ル

レ

グ

ロ

ピ

ア

ノ

獨

奏

曲

目

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
四
日

東
京
一
音
楽
學
校

學

友

演

奏

會

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時

濱

野

政

雄

水

伴

奏

宇

佐

美

敦

授

作
品
十
九
：
…
…
…
…
•
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

コ
ン
ブ
リ
オ

野

久

学
友
会
第
―
二
八
回
洋
楽
演
奏
会

美

子

室

内

楽

杉

原

淑

持

富

美

崎

泰

協
奏
曲
第
一
一
番
へ
短
調
作
品
二
十

第
一
楽
章
マ
エ
ス
ト
ー
ソ

伴

奏

井

口

敦

授

シ
ョ
パ
ン

ピ

ア

ノ

獨

奏

休

憩

新

名

博

子

井

敦

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
五
十
四
…
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
グ
ラ
チ
オ
ー
ソ

第
三
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

三
重
奏
曲
二
短
調
作
品
四
十
九
：
·
：
·
·
…
…
•
•
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ン

第
一
楽
章
モ
ル
ト
ア
ル
レ
グ
ロ
エ
ド
ア
ヂ
タ
ー
ト

ロ
タ

協
奏
曲
第
一
番
ホ
短
調
作
品
十
一
：
…
…
…
…
…
…
•
シ
ョ
パ
ン

第
一
楽
章
ア
ル
レ
ク
ロ
マ
エ
ス
ト
ー
ソ

タ
ラ
ン
テ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…
·
:
·
…
…
…
·
…
…
…
…
…
•
リ
ス
ト

敦

師

…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
・
:
・:
・
…
…
…
…
・
・
・
・
・
マ
ス
カ
ー
ニ

俊

水

谷

助

敦

授

夢
の
佳
人
…
…
…
…
・:
・
・
…
…
…
…
…
…
・
:
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・
ト
ス
テ
イ

イ
デ
ア
ー
ル
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・・
・
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・
・
・
・
・
ト
ス
テ
イ

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア

ピ

ア

ノ

獨

奏

伴
奏
原

ロ 口

授

子 歌
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〔廷嶽宰悪薬〕

Sonnabend, den 14. Dez. 1940, nachmittags 1 Uhr. 

SCHULER-KONZERT 
DER STAATLICHEN MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Klavier-Solo K. Mizuno 
Begl. Prof. T. Usami 

Konzert Nr. 2 B-dur Op. 19..…………….L. v. Beethoven 
1. Satz Allegro con brio 

Tenor-Solo M. Hamano 
Begl. S. Tanaka 

Nel cor pi心 nonmi sento..................... G. Paisiello 
La Violetta.......................................... A. Scarlatti 

Klavier-Solo K. Yamazaki 
Orgel-Konzert d-moll.............................. W. F. Bach-Strada 

Violin-Solo E. Y ositake 

Begl. A. Tamaki 
Romanze............................................. H. Wieniawski 
Perpetuum mobile................................. F. Ries 

Klavier-Solo M. Yamato 
Sonate Es-dur Op. 81a........................... L. v. Beethoven 

Adagio-Allegro 
Andante espressivo 
Vivacissimamente 

Kornett-Solo Y. Kanaisi 
Begl. K. In 

Le Carnaval de Venise........................... J. B. Ar ban 

Klavier-Solo U. Haraguti 

Begl. Prof. M. Iguti 
Konzert a-moll Op. 54........................... R. Schumann 
2. Satz Andantino grazioso 
3. Satz Allegro vivace 

Pause 

Klavier-Solo H. Niina 
Begl. Pro j: M. lguti 

Konzert Nr. 2 £-moll Op. 21.................. F. Chopin 
1. Satz Maestoso 

Klavier-Trio Violin Y. Sugihara 

Cello F. Kenmoti 
Klavier Y. Okazaki 

Trio Nr. 1 d-moll Op. 49....................….F. Mendelssohn 
1. Satz Molto allegro ed agitato 

Klavier-Solo K. Isii 
Begl. Prof Sirota 

Konzert Nr. 1 e-moll Op. 21.................. F. Chopin 
1. Satz Allegro maestoso 

Bari ton-Solo T. Mizutani 
Begl. Prof. T. Mizutani 

Sogno................................................ F. P. Tosti 
Ideale................................................,, 
Ave M五詞． ．．．．．．．．．．． •．...... .......................................... ......: : : : : : : : : Mascagni 

Klavier-Solo M. Okazaki 
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大
交
響
楽
園
を
編
成

麟
疇
十
二
月
七
、
八
雨
日
公
演

國
を
皐
げ
て
の
大
式
典
ー
ニ
千
六
百
年
を
奉
祝
す
る
わ
が
世
紀
の
祭
典
も
一
ヶ
月
と

さ
き

旬
日
に
追
つ
て
ゐ
る
が
こ
の
わ
が
奉
祝
式
典
に
國
民
的
説
群
と
し
て
鍍
に
獨
逸
、
伊
太

利
、
佛
蘭
西
、
ハ
ン
ガ
リ
の
諸
國
か
ら
贈
ら
れ
た
奉
祝
楽
曲
の
指
揮
者
と
演
奏
園
の

組
織
が
決
定
し
そ
の
第
一
回
公
開
演
奏
日
は
十
二
月
七
、
八
の
雨
日
と
決
定
さ
れ

た
⇔ ド

こ
の
披
露
演
奏
に
つ
い
て
は
音
楽
會
の
櫂
威
者
を
網
羅
し
た
委
員
會
を
組
織
し
て
研

究
協
議
を
行
っ
て
ゐ
た
が
獨
逸
か
ら
贈
ら
れ
た
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
氏
の

『
祝
典
音
楽
』
の
如
き
は
到
底
一
楽
園
の
メ
ン
バ
ー
で
は
演
奏
が
不
能
な
た
め
、
紀

元
ニ
キ
六
百
年
奉
祝
會
で
臨
時
的
に
新
交
響
―
音
楽
園
を
組
織
す
る
こ
と
A

な
っ
て
、

宮
内
省
楽
部
、
東
京
―
音
楽
學
校
、
新
交
害
楽
園
、
中
央
交
響
楽
園
、
星
櫻
吹
奏
楽
園
、
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Allegro vivace 
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H
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聖
紀
の
歓
喜
と
感
激
を
こ
め
て
け
ふ
二
十
六
日
と
あ
す
二
十
七
日
の
二
日
間
午
後
七

時
か
ら
大
阪
歌
舞
伎
座
で
開
催
す
る
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
主
催
、
本
社
後
援
の

「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
訳
楽
曲
発
表
大
演
奏
會
」
で
演
奏
す
る
宮
内
省
楽
部
を
は
じ
め

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
、
新
交
響
楽
園
、
星
櫻
吹
奏
楽
園
、
東
京
放
送
管
絃
楽
園
、

日
本
放
送
交
響
楽
園
の
七
大
楽
圃
精
銑
百
七
十
餘
名
は
二
十
五
日
午
後
四
時
五
十
分
大

阪
騨
着
特
設
二
車
輛
を
増
結
し
た
特
別
列
車
で
来
阪
、
湧
き
た
つ
興
奮
を
胸
一
ぱ
い
に

秘
め
て
各
宿
舎
に
入
っ
た
が

さ
ら
に
同
五
時
同
闘
着
特
急
「
つ
ば
め
」
で
は
聖
紀
奉
祝
の
指
揮
棒
を
揮
ふ
山
田
耕

搾
、
橋
本
國
彦
、
ガ
エ
タ
ノ
・
コ
メ
リ
ー
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
の
四
氏
が

け
ふ
ぞ
「
完
全
な
演
奏
」

奉
祝
曲
演
奏
張
切
る
四
指
揮
者

東
京
放
送
管
絃
楽
園
、
日
本
放
送
交
響
楽
園
の
各
圃
髄
を
綱
羅
す
る
優
秀
メ
ン
バ
ー

の
中
か
ら
百
六
十
四
名
を
選
び
新
編
成
の
大
交
害
園
を
組
織
、
又
こ
の
各
國
か
ら
の

作
品
の
指
揮
者
に
つ
い
て
は

獨
伊
雨
國
共
自
國
人
の
手
で
指
揮
し
た
い
意
向
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
、
獨
逸
の
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
『
祝
典
音
楽
〔
』
は
一音
楽
〕
學
校
敦
師
の
獨
人
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ

ル
マ
ー
氏
が
、
伊
太
利
ピ
ゼ
ッ
テ
イ
作
曲
『
イ
長
調
交
審
楽
』
は
宮
内
省
楽
部
の
伊

人
ガ
エ
タ
ノ
・
コ
メ
リ
ー
氏
が
そ
れ
人
＼
指
揮
に
常
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ベ
ー
ル
作

曲
『
祭
典
序
曲
』
は
山
田
耕
搾
氏
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヴ
ェ
レ
ッ
シ
ュ
作
曲
『
交
響
曲
』

は
橋
本
國
彦
氏
が
そ
れ
人
＼
タ
ク
ト
を
振
ふ
こ
と
に
決
定

十
月
十
五
日
か
ら
練
習
を
開
始
、
十
二
月
か
ら
は
赤
坂
三
會
堂
で

一
曲
目
十
三
回
に

亘
る本

格

的

綜

合
練
習
を
行
ふ

こ
と
A

な
っ
て
ゐ
る
、
第
一
回
公
式
猿
表
演
奏
會
は
十

二
月
七
、
八
雨
日
午
後
一
時
半
か
ら
歌
舞
伎
座
で
開
催
、
第
二
回
一
般
公
開
演
奏
は
十

二
月
―
―
十
三
、
二
十
四
の
雨
日
午
後
六
時
か
ら
日
比
谷
公
會
堂
で
畢
行
し
世
紀
の
年
ニ

千
六
百
年
の
昭
和
十
五
年
悼
尾
を
飾
る
こ
と
A

な
つ
て
ゐ
る

（『
や
ま
と
新
聞
』
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
八
日
）
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会場を埋めた聴衆

631 第2章昭和13年～27年 （1938~1952)

昭和15年12月26,27日，紀

元2600年奉祝演奏会。大阪

歌舞伎座にて（『大阪朝日新

聞』昭和15年12月27日）

R.シュトラウス作曲〈祝典音楽〉，H.フェルマー指揮

4人の指揮者。左から，橋本國彦， H.フェルマー，山田耕筏

ガエタノ・コメリー



盟
邦
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
各
園
か
ら
贈
ら
れ
た

五
線
の
旋
律
に
「
聖
紀
日
本
」
を
訳
揺
す
る
紀
元
二
千
六
百
年
奉
説
會
主
催
、
本
社
後

援
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
説
楽
曲
狡
表
大
演
奏
會
」
は
い
よ
い
よ
け
ふ
二
十
六
日
午

後
七
時
大
阪
歌
舞
伎
座
に
牡
麗
な
幕
を
あ
け
る
が
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
午
前
十
一
時
最

後
の
仕
上
げ
に
磨
き
を
か
け
る
綿
練
習
が
同
座
で
行
は
れ
、
早
く
も
感
激
の
序
曲
は
切

つ
て
落
さ
れ
た
、
宮
内
省
楽
部
を
は
じ
め
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
、
新
交
響
楽
園
、

中
央
交
響
楽
園
、
星
櫻
吹
奏
楽
園
、
東
京
放
送
管
絃
楽
園
、
日
本
放
送
交
響
楽
園
の
わ

が
國
最
高
七
楽
園
を
純
動
員
し
た
大
演
奏
は
大
阪
で
は
は
じ
め
て
ゞ
あ
り
、
歌
舞
伎
座

で
も
緊
張
し
て
舞
台
に
は
四
百
枚
（
二
百
坪
）
の
高
級
ベ

ニ
ヤ
板
で
一
音
楽
堂
型
の
装
置

を
施
し
反
響
そ
の
他
に
水
も
洩
ら
さ
ぬ
布
陣
、

聘
衆
席
も
す
つ
か
り
浮
め
ら
れ
、
玄
闘

に
は
清
楚
な
紅
白
の
幕
を
め
ぐ
ら
し
、
大
國
旗
が
奉
説
曲
演
奏
會
ら
し
い
雰
園
氣
に
は

た
め
い
て
ゐ
る

聰
け
聖
紀
日
本
の
旋
律

今
夜
！
奉
祝
楽
曲
大
演
奏
會

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
）

堀
爽
と
到
着
、
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
、
か
く
て
全
日
本
楽
壇
の
粋
は
大
阪
に
勢

揃
ひ
し
け
ふ
二
十
六
日
午
前
十
一
時
か
ら
歌
舞
伎
座
で
純
稽
古
を
行
ひ
、
午
後
七
時

か
ら
大
演
奏
會
が
開
か
れ
雄
大
豪
肛
、
絢
爛
の
奉
祝
の
調
べ
が
繰
り
展
げ
ら
れ
る

新
大
阪
ホ
テ
ル
に
落
ち
つ
い
た
山
田
耕
搾
氏
は
歌
劇
「
夜
明
け
」
の
作
曲
で
痛
め
た

目
も
す
つ
か
り
快
癒
し
て
澄
剌
た
る
元
氣
さ
で

「
日
本
の
楽
人
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
名
唇
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
汽
車
の

な
か
で
フ
エ
ル
マ
ー
、
コ
メ
リ
ー
雨
氏
と
も
語
り
あ
ひ
ま
し
た
が
雨
氏
と
も
こ
ん
ど

の
名
曲
を
指
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
に
持
つ
て
ゐ
た
日
本
に
封
す
る
親
愛

さ
を
一
層
誨
々
と
感
じ
日
本
の
榮
光
に
敬
意
を
表
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
、
こ
れ
ま

で
に
演
奏
四
回
、
放
送
一
回
、
練
習
は
四
十
回
も
や
り
大
阪
の
公
演
で
は

11
完
全
な

る
演
奏
“
を
な
し
と
げ
た
い
と
四
人
で
語
り
合
ひ
ま
し
た
」

と
感
激
し
な
が
ら
語
っ
た

胸
せ
ま
る

11
民
族
の
旋
律
“

聖
紀
の
奉
祝
楽
曲
大
演
奏
會
第

一
夜

綿
勢
百
六
十
五
名
の
演
奏
者
は
ま
す
ま
す
好
調
、
目
を
奪
ふ
金
色
の
大
ハ
ー
。
フ
な
ど

十
九
種
の
楽
器
が
舞
台
に
持
ち
こ
ま
れ
三
千
ワ
ッ
ト
の
ト
ッ
。フ
ラ
イ
ト
を
は
じ
め
三

万
ワ
ッ
ト
の
照
明
に
浮
出
さ
れ
た
大
演
奏
園
は
ま
づ
山
田
耕
搾
氏
の
指
揮
下
に
ジ
ャ

ッ
ク
・
イ
ベ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
作
曲
I
f
訳
典
序
曲
“
に
練
習
を
開
始
、
祭
典
の
歓

喜
に
満
ち
た
澄
剌
た
る
リ
ズ
ム
が
満
場
を
包
み
、
つ
ゞ
い
て
橋
本
國
彦
氏
の
タ
ク
ト

で
ヴ
ェ
レ
ッ
シ
ュ
・
シ
ャ
ン
ド
ー
ル
作
曲
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

II
交
響
曲
“
が
美
し
く

新
鮮
な
抒
情
の
律
動
を
奏
で
同
夜
の
興
奮
を
偲
ば
せ
る
、

緩
急
自
由
な
絃
の
流
れ
に

イ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
・
ピ
ッ
エ
テ
イ
（
イ
タ
リ
ア
）
作
曲
I
f
交
響
曲

（イ
長
調
）
“
に
ガ

エ
タ
ノ
・
コ
メ
リ
ー
氏
の
指
揮
も
い
よ
／
＼
冴
え
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
氏

指
揮
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（
ド
イ
ツ
）
作
曲
I
f
説
典
―音楽
“
が
壮
大
な
鐘

の
韻
と
と
も
に
友
邦
が
捧
げ
た
わ
が
民
族
の
感
激
を
揺
り
、
傾
聴
し
て
ゐ
た
楽
園
闘

係
者
ら
も
口
々
に
深
い
感
動
を
洩
ら
し
た

か
く
て
練
習
は
自
信
た
っ
ぷ
り
に
終
り
睛
れ
の
舞
台
に
の
ぼ
る

（『大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
付
〔
二
十
六
日
発
行
〕
）

怒
濤
の
や
う
に
迫
る
力
強
い
律
動
、
軽
い
た
の
し
い
絃
奏
の
流
れ
、
何
と
い
ふ
歓
喜

で
あ
ら
う
打
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祇
會
主
催
本
屁
後
援
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
楽

曲
演
奏
大
會
」
は
二
十
六
日
大
阪
歌
舞
伎
座
で
宮
内
省
楽
部
、
東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽

部
、
新
交
響
楽
園
、
中
央
交
響
楽
園
、
星
櫻
吹
奏
楽
園
、
東
京
放
送
管
絃
楽
園
、

日
本

放
送
交
響
楽
園
編
成
の
精
鋭
に
よ
り
盟
邦
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス
よ
り
お
く
ら
れ
た
五
線
の
旋
律
に
批
麗
き
は
ま
り
な
い
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
ひ
ろ

げ
ら
れ
た

こ
れ
よ
り
さ
き
李
王
、
同
妃
雨
殿
下
、
王
世
子
李
玖
殿
下
、
久
遁
宮
故
多
星
王
妃
殿

下
に
は
お
揃
ひ
に
て
會
場
に
御
成
り
、
全
員
起
立
し
て
お
迎
へ
申
上
げ
る
う
ち
に
二
階

中
央
正
面
の
御
席
に
お
つ

き
あ
そ
ば
さ
れ
た

楽
界
未
曾
有
の
協
議
に
睛
れ
の
舞
台
は
爛
々
た
る
照
明
に
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
、
三
千
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鎮

魂
四
部
獨
唱
、

合
唱
並
管
絃
楽

曲

う
づ

の
聴
衆
席
も
ま
た
A

く
ま
に
埋
め
つ
く
さ
れ
定
刻
第
一
部
に
始
ま
り
宮
城
遥
拝
、
欺

躊
、
國
歌
合
唱
の
の
ち
歌
田
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
幹
事
長
な
ら
び
に
村
山
本
社
長

の
挨
拶
あ
り
、
や
が
て
演
奏
は
イ
ベ

ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
作
曲
「
祝
典
序
曲
」
に
は
じ

ま
り
山
田
耕
搾
氏
の
バ
ト
ン
が
高
く
あ
げ
ら
れ
た
、
な
ご
や
か
な
快
速
調
が
湧
き
出
る

と
み
る
ま
に
全
楽
器
が
満
場
い

つ
ば
い
に
鳴
り
ひ
ゞ
い

て
訳
典
の
昂
奮
が
躍
動
し
て
や

ま
ぬつ
ゞ
い
て
シ
ャ
ン
ド
ー
ル
作
曲
「
交
響
曲
」
（
指
揮
者
橋
本
國
彦
氏
）
は
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
民
話
調
に
わ
が
聖
紀
に
寄
せ
ら
れ
た
作
者
の
美
し
い
友
情
が
旋
律
と
な
っ
て
た
か

ま
り
、
清
玄
の
イ
タ
リ
ア
＿
音
楽
精
紳
に
つ
A

ま
れ
た
ピ
ツ
ェ
ッ
テ
イ
作
曲
「
交
咽
曲
イ

長
調
」
が
ガ
エ
タ
ノ
・
コ
メ
リ
ー
氏
指
揮
の
も
と
に
悦
惚
境
を
描
き
出
す

百
六
十
五
名
に
の
ぼ
る
演
奏
者
の
燕
尾
服
の
純
白
な
胸
、
胸
、

舞
台
も
聴
衆
も
渾
然

と
し
て
―
つ
の
メ
ロ
デ
イ
に
融
け
込
み
眼
の
あ
た
り
に
ほ
の
人
＼
と
し
た
わ
が
民
族
の

幸
謳
が
ふ
く
れ
上
る

つ
ゞ
い
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
「
祝
典
―
音
楽
」
が
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
氏
の

タ
ク
ト
で
韻
々
た
る
鐘
の
音
と
と
も
に
退
し
い
日
本
調
の
祭
典
を
謳
ひ
四
殿
下
に
は
終

始
御
興
深
げ
に
御
耳
を
傾
け
さ
せ
ら
れ
た
、
か
く
て
聰
衆
の
深
い
感
銘
の
う
ち
に
佳
き

歳
の
掠
尾
を
飾
る
本
大
會
の
第
一
日
は
午
後
九
時
過
ぎ
閉
さ
れ
た
、
な
ほ
第
二
日
は
け

ふ
二
十
七
日
午
後
七
時
か
ら
開
催
す
る
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
）

昭
和
十
六
年
二
月
八
日
第
九
十
二
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
六
年
二
月
八
日
（
土
曜
日
）
竺
疇
『
麟
臼
疇
疇

會
場
日
比
谷
公
會
堂

昔

楽

演

奏

曲

目
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學

校
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管
絃
楽

合

唱

獨指

唱揮

誦 献

聖

な

る

哉

内

秀

葉

静
下山
悌

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

音

楽

學

校

生

徒

〔
原
資
料
横
組
〕

中木千山

子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

子
（
ア
ル
ト
）

保
（
テ
ノ
ー
ル
）

一

（

バ

ス

）

神

恙

永
遠
の
光
明

永
久
の
死
よ
り
赦
し
給
ヘ

永
遠
の
安
息
を
呉
へ
給
ヘ

怒

日

（

紳

の

公

審

判

）

奉

の

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

（
一
八
七
四
年
五
月
二
二
日
詩
人
マ

ン
ツ
ォ

ー
ニ
の
一
週
年
忌
の
為
め
に
作
曲
）

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲

昭和13年～27年 (1938~1952)
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昭
和
十
六
年
二
月
十
五
日
学
友
会
第
七
回
邦
楽
演
奏
会

拝
啓
盆
々
御
清
詳
賀
上
候
陳
者
来
る
二
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
半
よ
り
第

七
回
學
友
邦
楽
演
奏
會
を
本
校
奏
楽
堂
に
於
て
開
催
致
侯
に
付
御
来
聴
被
下
度

此

段

御

案

内

申

上

侯

敬

具

昭
和
十
六
年
二
月

東

京

音

楽

學

校

八

、

長

唄

七
、
等

六

、

能

五
、
毎

三
、
等

三
ムヒ
月ヒ

三

曲

松

竹

梅

御
曲
（
山
田
流
）

代

薦

歳

巻
榮
（
疇
畔
躊
）

ロ丹系
休

憩

き

ぬ

曲
（
生
田
流
）

た

賤

機

帯

四

、

長

唄 春

の

曲
（
生
田
流
）

安

夜

楽
（
尋
世
疇
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達

原
ケ

三／9/！唄

味

線
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II II地太大小笛シ
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清浅大金加原寺浅

水見西井藤田井見

四侑信高良才啓重

郎弘辮嘉助造之信

”等

（高）
（低）

宮

城

よ

し

子

相

原

茂

子

上

調

子

三

味

線

唄

原鵜池磯阿井尾後熱岡

澤川 田部田畑藤海本

百祀B刀安利
合美口祀恵孝芳妙は松
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奏
鳴
曲
第
五
番

ア
ル
レ
グ
ロ

ヘ
長
調
作
品
二
十
四

ヴ

ァ

イ

オ

リ
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獨

奏

ソ

。

フ

ラ
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獨

唱 ア
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曲
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ド

伴
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狡
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シ
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り

コ
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憩

槃

楽
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科

昭
和
十
六
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六
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音
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友
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ソ
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ス
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モ
ル
ト
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ノ
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唱
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子
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z
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料
横
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横

井

和

子
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Konzert Nr. 1 g-moll Op. 25........................ F. Mendelssohn 
Molto allegro con Fuoco 
Andante 
Presto-molto allegro e vivace 

Bari ton-Solo T. Kento 
Begl. Prof. T. Kinosita 

Lasciar d'amarti.......................................... F. Gasparini 
Dio possente dio d'amor.............................. C. Gounod 
Aus der Oper "Faust" 

Klavier-Solo M. Adati 
Konzert-Etiide Nr. 3 Des-dur........................ F. Liszt 
Gnomen-Reigen.......................................... 11 

Mannerchor • Schuler der Sangerabteilung 
Pilgerchor................................................... R. Wagner 
Die Nacht................................................... F. Schubert 
Werbung................................................... G. F. H且ndel

Pause 

Gemischtenchor Die. 3. Klasse des Normalkursus 
Leitung ; Prof M. Kita 
Orgel; Prof. T. Masino 
Kontrabass ; K. Kasuya 

K. Sakuma 
K. Hiyama 

Kyrie aus der Messe.................................... C. Frank 

Sopran-Solo W. Watanabe 
Begl. M. Aramaki 

Estrano aus der Oper "Faust"..................... C. Gounod 

Klavier-Solo S. Sato 
Etuden...................................................... F. Chopin 
Op. 25 Nr. 7 cis-moll Op. 10 Nr. 5 Ges-dur 
Op. 10 Nr. 3 E-dur Op. 10 Nr. 12 c-moll 

Bari ton-Solo S. Imai 
Begl. M. Toda 

Morgen Op. 27 Nr. 4.................................... R. Strauss 
Du meines Herzens Kronelein Op. 21 Nr. 2……”  
Ach Lieb, ich muss nun Scheiden Op. 21 Nr. 3.. 11 

Komposition K. Kusakawa 
Klavier-Sonate D-dur 

（ママ）

Allegro, Larghetto in modo polonare, Animato assai 

Bariton-Solo T. Mizutani 
Begl. Prof. T. Mizutani 

Sogno......................................................... F. P. Tosti 
Ideale......................................................... 11 

Kammermusik Klavier S. Takata 

Klarinette R. Kitazume 
Viola Y. Kobasi 

Trio Nr. 7 Es-dur....................................... W. A. Mozart 
1. Satz Andante 
3. Satz Rondo allegro 

Klavier-Solo 
Davidsbi.indlertanze (18 Charaktersti.icke) 
Op. 6.................................................... R. Schumann 

K. Yokoi 

智昂＋1<掛II皿十<m塩癌僻＃稲燕擦獣領
麟＋繹ll匹十＜エ（※）尋悶鱈喜

案苧這蒜

畠喜揉縦悪檄誨薬

嶽揺 1甘m継墜認

(
Z
S
6
1
~
8
8
6
1) ~
l
｀
g
l

吐
芯3
I
E
k
g
=
憾
N

綜

l
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作
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曲
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控
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、
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演
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六

廣

同

杵

屋

六

＝

県

次

囃

子戸
“
閂
讐
疇

同

望

月

壽

蔵

藤

間

流

舞

踊

長

唄
い

吾

妻

八

藤

間

勘

十

郎

景
按

舞

大

鼓

墜

月

孝

太

郎

部

第

太

鼓

婆

月

太

左

吉

2

藤

間

勘

十

郎

三

味

線

岡

安

喜

三

郎

疇

臼

讐

謬

疇

舞

踊

科

生

徒

唄

河

合

君

子

三

味

線

原

澤

百

合

藤

江

多

恵

横

山

芳

枝

遠

山

美

津

子

染

谷

喜

久

子

昭和の東京音楽学校篇 638 



一
(a) 
K
ot
o
-S
o
l
o
 

P
r
og
r
a
m
m
e
 

第

獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

交
盤
曲
「
海
道
東
征
」

木

北

原

白

秋

作

詩

信

時

潔

作

曲

高
千
穂
、
大
和
思
慕
、
御
船
謡
、
速
吸
卜
菟
狭
、
海
道
回
顧
、
天
業
恢
弘

管
絃
楽
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

合

唱

並

獨

唱

東

京

音

楽

學

校

生

徒

兒

童

合

唱

上

野

兒

童

學

園

部

「

春

海

」

二

絃

卜

室

内

楽

「
三
絃
協
奏
曲
」
琴奏

巴
P
a
rt
 
1
 

指

揮

中
能
島
欣

下

純

院

P
r
of
.
 

M
i
t
i

o
 M
i
y

ag
i
 

下

作
曲
編
曲

保

敦

授

三
絃
獨
奏

敦

授

の

（

イ

）

縮

古

（

口

）

等

ト

提

宮

城

道

雄

敦

授

松

浦

君

代

嬢

宮

城

道

雄

作

曲

曲

「

六

獨
第
曲

目
郡

宮

城

道

雄

敦

授

中
能
島
欣
一

〔
原
資
料
横
組
〕

J

O
H
O
K
Y
O
K
U
 

C
o
n
c
e
rt
 

F
ri
d
a
y
,
 Ma
r
c
h
 1
4
,
 
1
9
4
1
 

I
I
I
 

に

^
^
R
o
k
u
d
a
n"
 

(
b
)
 
K
ot
o
 a
n
d
 Vi
oli
n
 

P
r
of
.
 M
i
t
i

o
 Mi
y

ag
i

 

"H
a
r
u
 n
o
 U

mi
"
 

M
i

ss K
i

m
i
y

o
 M
at
u
u
r
a
 

C
o
mp
o
s
e
d
 by
 

P
r
of
.
 

M
i
t
i

o
 Mi
y

ag
i
 

C
o
n
c
e
rt
s
 for 
S
y
a
mi
sen'Solo 
a
n
d
 C
h
a
m
b
e
r
 O
r
c
h
e
st
ra 

C
o
mp
o
s
e
d
 by
 

P
r
of
.
 

K
i

ni
 ti
 

N
a
k
a
n
o
si
m
a
,
 

a
r
r
a
n
g
e
d
 f
o
r
 O
r
c
h
e
st
r
a
 b
y
 

Pro

f•Kan

iti 

Si
m
of
u
s
a
 

S
y
a
mi
sen
-S
o
l
o
 Pro

f•K

. 

N
a
k
a
n
o
si
m
a
 

P
a
rt
 
2
 

C
a
nt
at
a: 
"
P
r
o
c
e
e
di
ng
 

E
a
st
w
a
r
d
 by
 

S
e
a
"
 

(
K
ai
do,Telsei
)
 

for 
S
ol
i
,
 

C
h
o
r
u
s
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
ra 

C
o
m_唸
s
e
d
by
 

K
i
y

osi
 

N
o
b
ut
o
ki
 

W
o
r
d
s
 b
y
 H
a
k
u
s
h
u
 K
i
t

a
h
a
r
a
 

(a) 
T
a
k
at
i

h
o
 (
b
)
 
Y
e
a
r
ni
ng
 

A
f
t

er 
Y
a
m
at
o
 

(c) 
T
h
e
 B
o
at
'
S
o
ng
 

(
d
)
 
H
a
y
a
s
ui
 

a
n
d
 U
s
a
 

(e) 
L
o
o
ki
ng
 

B
a
c
k
 t
h
e
 S
e
a
 R
o
ut
e
 

(
f
)
 

R
e
n
o
v
at
i

o
n
 of
 
t

h
e
 H
e
a
v
e
n
ly
 

M
i

ssi
o
n
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 Pr
of
.
 

T
a
m
ot
u
 K
i

n
o
si
 t

a
 

O
r
c
h
e
st
r
a
:
 
T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

S
o
li
 

a
n
d
 C
h
o
r
u
s
:
 St
u
d
e
nt
s,
 To
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

C
hi
ldren 
C
h
o
r
u
s
:
 U
e
n
o
 J
i

d
o
 G
a
k
u
e
n
 

外
人
に
邦
楽
を
紹
介

音
楽
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
水
準
の
高
さ
を
紹
介
す
る
た
め
に
伊
藤
情
報
局
純
裁
は

十
四
日
午
後
四
時
四
十
五
分
か
ら
同
局
大
ホ
ー
ル
に
在
京
の
各
國
外
交
官
及
び
家
族
、

外
國
新
聞
、
雑
誌
特
派
員
〔
ヽ
〕
國
際
文
化
闘
係
者
等
を
招
待
し
現
代
日
本
音
楽
演
奏
會

を

開

催

す

る

（

『

都
新
聞
』
昭
和
十
六
年
三
月
十
一
日
）
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五、

ア

ル

ト

獨

二
、
ピ

昭
和
十
六
年
三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
卒
業
式

昭
和
十
六
年
三
月
言
疇
13

鯰
疇
雙
竺
霜
讐

卒

業

證

書

授

呉

式

次

第

一
、
國
歌
「
君
か
代
」
奉
唱

二
、
卒
業
證
書
並
賞
品
授
奥

三

、

學

校

長

式

僻

四

、

文

部

大

臣

祝

寄

五

、

卒

業

生

穂

代

謝

辮

六
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

七

、

卒

業

演

奏
演

奏

第

午

前

之

部

一
、
パ
イ
。
フ
ォ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

四、

ピ
バ
ッ
ハ
作
・
幻
想
曲
と
遁
走
曲
・
イ
短
調

ア

獨
奏
：
・
…
…
…
…
…
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
前
奏
曲
・
作
品
二
八
•
第
一
、

二
三
、
二
四

三
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
·
…
…
…
…
•
•
同

ア 第

ノノ

日
（
二
十
五
日
）

日
（
二
十
五
日
）

獨

リ
ス
ト
作
・
パ
ガ
ニ
ー
ニ
練
習
曲
・
第
六

奏
…
…
…
…
…
…
同

日
日

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
司
r

n
 

曲

目

―一、

午
前
九
時
開
始

千

葉

静

子

荘

良

江

徳

尾

千

鶴

子

西

泰

子

一
八
、
二
l

、
慶

淵

一
五、

ピ

ア

ノ

獨

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン
作
・
第
一
協
奏
曲
・
イ
短
調
•
第
一
楽
章

―――-‘ 

ピ

一
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
·
…
•
…
·
…
…
•
同

ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
作
・
協
奏
曲
・
イ
長
調
•
第
一
楽
章

奏
…
•
…
…
…
…
•
•
同

ヘ
ン
デ
ル
作
・
組
曲
第
三
・
ニ
短
調

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作
・
ワ
ル
ツ
形
式
に
振
る
練
習
曲

山

田

淑

子

山

口

愛

子

ア

ノ

獨

ー
ニ
、
テ
ノイ

、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作
・
歌
劇
「
愛
の
妙
薬
」
中
ネ
モ
リ
ー
ノ
の
詠
唱

ロ
、
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
作
・
歌
劇
「
道
化
師
」
中
ア
レ
キ
ー
ノ
の
小
夜
曲

奏
…
…
…
…
…
…
同

上
遠
野

］レ

獨
唱
：
…
…
…
…
…
•
同

周

バ
ッ
ハ
作
・
半
昔
階
的
幻
想
曲
と
遁
走
曲

十
時
開
演

東
京
音
楽
學
校

―
一
、

ピ

ア

ノ

獨

日
（
二
十
五
日
）

奏
…
…
·
:
·
…
…
•
•
本
科
卒
業

堀

野

壽

美

子

渡

邊

高

之

助

第

午
後
之
部

一
時
開
演

シ
ョ
パ
ン
作
・
幻
想
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
四
九

1

0

、
九、 八、

ピ
ウ
ェ
ー
ベ
ル
作
・
歌
劇
「
魔
弾
射
手
」
よ
り

イ
、
カ
ス
パ
ル
の
詠
唱
口
、
カ
ス
パ
ル
の
リ
ー
ド

獨

喜
久
子

ア

ノ

奏
：
…
…
…
…
…
•
同

佐

竹

和

子

バ

リ

ト

ン

中

山

悌

ピ

第2部

獨

シ
ュ

ー
マ
ン
作
・
奏
鳴
曲
・
嬰
へ
短
調
・
作
品
一
―
・
終
楽
章

ア

ノ

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
椿
姫
」
中
「
あ
A

そ
は
彼
の
人
か
」

ト
ー
マ
ス
作
・

歌
劇

「
ナ
デ
シ
ュ

ダ
」
中

「
わ
が
心
悲
し
」

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

シ
ョ
パ
ン
作
•
愛
奏
曲
・
ホ
長
調
・
遺
作

七
、
ソ
。
フ
獨
唱
•
…
…
…
…
…
•
•
同

奏
…
…
…
…
…
…
同

獨
唱
：
…
…
…
…
…
•
同

―フ

ノ

多

田

光

子
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二

0
、

二
―
‘

二
二
、

二
三
、

二
五
、

二
六
、

一
九
、
一
八
、
一
七
、
一
六
、

ピピ

奏
…
…
…
…
…
…
同

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏
…
…
…
…
…
…
同

ア

ノ

獨

爪

バ
ッ
ハ
・
ブ
ゾ
ー
ニ
作
・
ト
ッ
カ
ー
タ
・
ハ
長
調
・
間
奏
曲
と
遁
走
曲

ヒ
J

4
 

利

世

同

同

宮

城

よ

相

原

茂

子

第

し

子

矢

島

サ

ョ

五

シ
ョ
パ
ン
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
ロ
短
調
・
作
品
二
〇

ニ
四
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
（
無
伴
奏
）
…
同

マ
ク
ス
・
レ
ー
ガ
ー
作
・
組
曲
・
ニ
短
調
・
作
品
―
―
―
ニ
ノ

C

前
奏
曲
と
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト

三
一
、
等

曲

生

田

流

段

砧

光

崎

検

校

作
邦
楽
科
卒
業

同

同

小

林

赤

子

松

稔

ア

ノ

獨

奏
…
…
…
…
…
…
同

糸松

枝

清

水

ト

シ

子

三

0
、
第

曲

山

田

松

中
能
島
松
盤

風

作

山

木

大

賀

第

邦

楽

科

卒

業

西

山

流

イ
、
フ
ォ
ー
レ
作
・
夢
の
後
に

ロ
、
フ
ォ
ー
レ
作
・
揺
藍

ハ
、
ド
ビ
ュ
ッ
ス
イ
ー
作
・
緑

同

同

顎

田

君

江

等

重

藤

キ

ソ

プ
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
奏
嗚
曲
・
嬰
へ
短
調
・
作
品
ニ
・
第
一
楽
章

獨

唱

…

…

…

…

…

…

同

―フ

ノ

朝

倉

春

子

松

竹

二
九
、
築

曲

生

田

梅流

津

橋

検

校

作

邦
楽
科
卒
業

ピ

ア

ノ

獨

奏
…
…
…
…
…
…
同

吉

田

和

等

邦
楽
科
卒
業

伊

藤

良

平

獨
奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

リ
ス
ト
作
・
カ
ム
。
ハ
ネ
ル
ラ

須

麿

の

ピ

ア

ノ

土

屋

徳

蔵

ニ
八
、
審

曲

山

田

嵐 流

山
登
寓
和
作

ー

（

休

憩

）

ー

第

日
（
二
十
六
日
）

午

前

之

部

十

時

開

演

シ
ョ
パ
ン
作
・
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
作
品
六

ピ
ブ
ル
ッ
フ
作
・
歌
劇
「
火
の
十
字
架
」
中
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」

獨

ア

ノ

奏
…
…
…
…
…
；
・
同

矢

橋

満

佐

々

木

成

指
揮

助
敦
授

中

根

ゆ

り

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
奏
鳴
曲
・
作
品
八
一
ノ
a
•

第
二
、
三
楽
章

メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
同

イ
、
信
時
潔
作
・
春
の
領
生

ロ
、
下
純
院
一
作
・
秋
の
落
葉

ハ

、

同

・

春

の

雪

二
、
信
時
潔
作
・
送
別
の
歌

混

盤

合

ピ ソ

。

フ

ラ

ノ

〔

マ

マ

〕
デ
リ
ー
ベ
作
・
歌
劇
「
ラ
ク
メ
」
中
「
鐘
の
歌
」

獨

ア

ノ

奏
…
…
…
…
…
…
同

バ
ッ
ハ
・
ブ
ゾ
ー
ニ
作
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ
・
ニ
短
調

二
七
、

ピ

ア

ノ

獨

獨
唱
…
…
…
·
·
:
·
…
•
本
科
卒
業

ル
シ
ア
ン
・
マ
ー
ウ
ェ
作
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
為
の
抒
情
詩
曲

奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生
一
同

城

多

又

兵

衛

石

井

尾

高

や

す

京
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一八、

三
三
、

三
四
、

三
五
、

三
七
、

三
九
、

ピピピピ
バ
ッ
ハ
・
ブ
ゾ
ー
ニ
作
・

シ
ャ
コ
ン
ヌ
・
ニ
短
調

ア

ノ

獨

森

留

奈

子

バ

リ

ト

ン

獨
唱
…
…
…
·
:
·
…
•
•
同

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
作
・
歌
劇
「
ア
ン
ド
ウ
ル
・
シ
ェ
ニ
エ
ー
ル
」
中

ゲ
ェ
ラ
ー
ル
ド
の
叙
唱
及
詠
唱

奏
：
…
…
…
•
•
•
…
•
同

水

谷

俊

夫

シ
ュ

ー
マ
ン
作
・

ア
ベ
ッ
グ
愛
奏
曲
・
作
品

タ
ル
テ
ィ

ー
ニ
作
・
協
奏
曲
・
イ
短
調

•

第
一
楽
章

獨

ア

ノ

奏
…
…
…
…
…
•
••
本
科
卒
業

甲
種
師
範
科
卒
業

三
六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨
奏
…
…
…
…
…
…
同

奏
…
…
…
…
…
•
•
•
同

澤

田

茂

子

柴

山

レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
作
・
歌
劇
「
道
化
師
」
中
ネ
ッ
ダ
の
詠
唱
「
鳥
の
歌
」

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

シ
ュ

ー
マ
ン
作

・
即
興
曲

・
作
品
五

藤

田

仲

哀 子

ソ

プ リ
ス
ト
作
・
協
奏
曲
的
ワ
ル
ツ

獨
唱
…
…
•
•

―フ

ノ

辻

野

英

子

ア

ノ

獨

馬

煕

純

第

日
（
二
十
六
日
）

午

後

之

部

一
時
開
演

唄

邦

楽

科

卒

業

岡

本

松

子

同

同

熱

海

は

な

同

同

尾

畑

芳

子

同

同

後

藤

妙

子

同

同

山

蔭

置

弓

三

味

線

同

11

又

敦

同

同

磯

田

秋

子

同

同

池

昭

子

同

同

鵜

川

紀

美

子

紀

州

道

成

寺三

世

杵

屋

勘

五

郎

作

＝ 
r 、

長

唄

混

盤
四
八
、

四
七
、

四
六
、

四
五
、

四
四
、

四
三
、

四
一
、

ピ
合
ピ

ア

ノ

獨

指
揮

助
数
授

岡

崎

泰

子

マ
ル
セ
ル
・
ソ
ー
レ
ー
ヂ
作
・
幻
想
的
協
奏
曲
・
作
品
一
九

シ
ョ
パ
ン
作
・

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
•
愛
イ
長
調
・
作
品
五

ア

ノ

朝

倉

靖

子

ソ

プ

―フ

ノ

シ
ョ
パ
ン
作

・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
ホ
長
調
・
作
品
五
四

ピ

ア

ノ

獨

齋

藤

文

子

ノミ

ス

獨

栗

本

獨

リ
ス
ト
作
・
パ
ガ
ニ
ー
ニ

練
習
曲

・
第
六

正

第2部

ア

ノ

辻

村

棠

子

。ヒ

ァ
ー

（

休

憩

）

ノ

獨

岡

崎

政

子

昭和の東京音楽学校篇

四
0
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
：
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

四
二
、

ピ
ボ
ェ
ル
マ
ン
作

・
交
響
的
愛
奏
曲

奏
：

·
…
…
…
…
•
•
•
同

グ
ラ
ズ
ー
ノ
フ
作

・
菱
奏
曲
・
作
品
七
二

奏
：
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

日
日

．．．．
．．．．．．．．．．．．
．．
 

司
r

nド奏
…
…
…
…
・
:
・
：
同

奏
…
…
…
•
…
…
•
•
同

ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
獨
奏
：
…
…
…
…
…
•
同

奏
·
·
…
…
……
…
•
同

リ
ス
ト
作
・
フ
ュ
ネ
ラ
イ
ユ

イ
、
信
時
潔
作
・
春
の
嚢
生

ロ
、
下
綿
院
一
作
・
秋
の
落
葉

ハ
、

同

・

春

の

雪

二
、
信
時
潔
作
・
送
別
の
歌

剣

持

富

美

子

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
」
中
フ
ィ
リ
ッ
。
フ
王
の
詠
唱

獨

唱

…

…

…

…

…

…

同

イ
、
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
作
・
歌
劇
「
ル
イ
ー
ズ
」
中
ル
イ
ー
ズ
の
詠
唱

ロ
、
マ
イ
ラ
ー
ル
作
・
歌
劇
「
隠
者
の
鐘
」
中
ロ
ー
ズ
の
詠
唱

獨

石

紳

以

代

子

中

山

富

士

雄

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生

一
同

城

多

又

兵

衛
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III II 

道

東

征
」

獨

唱

・

合

唱

・

管

絃

楽

木

、a

日
本
文
化
中
央
聯
盟
主
催
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
説
藝
能
祭
制
定

北
原
白
秋
作
詩
・
信
時
潔
作
曲

交

盤

曲

「

海

管
中

田

ヒ
日才

揮

下

休

憩

「

牧

歌

風

序

曲

」

一
次
作
曲

「

祝

典

序

絃

楽

指

揮

橋

本

國

彦

曲

」

高

田

信

一
作
曲

I
管

絃

楽

指
東
京
―
音
楽
學
校
報
國
園
長

乗

杉

嘉

橋

本

揮

國

挨 同

拶

作
曲
科
卒
業
制
作
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

管

絃

楽

「

祝

典

序

曲

」
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
届

管

絃

楽

「

牧

歌

風

序

曲

」

昭

和

十

六

年

四

月

三

十

日

報

国

団

結

成

記

念

演

奏

会

東

京

―

音

楽

學

校

報

閾

園

結

成

記

念

演

奏

會

昭

和

十

六

年

四

月

三

十

日

午

後

七

時

開

演

於

日

比

谷

公

會

堂

中

田
高

田

信

保 彦壽 次

ソ
。
フ
ラ
ノ

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

上

野

兒

童

―

音

楽

學

園

兒

童

東

京

―

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

東

京

音

楽

學

校

報

図

園

結

成

記

念

演

奏

會

三

十

日

、

日

比

谷

公

會

堂

で

政
治
も
鰹
演
も
文
化
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
新
謄
制
へ

、
報
國
運
動
へ
と
組
織
が
へ
を

行
っ
て
ゐ
る
折
柄
、
東
京
音
楽
學
校
で
は
學
友
會
を
解
散
し
改
め
て
東
京
―
音
楽
學
校
報

國
園
を
結
成
し
日
本
國
民
音
楽
文
化
の
昂
揚
に
邁
進
、
臣
道
質
践
に
邁
進
す
る

こ
と
A

な
り
来
る
三
十
日
午
後
七
時
か
ら
日
比
谷
公
會
堂
に
結
成
記
念
演
奏
會
を
開
催
す
る
、

演
奏
曲
目
左
の
通
り
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
日
本
産
業
報
國
新
聞
』
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
五
日
）

昭

和

十

六

年

五

月

三

日

研

究

科

修

了

演

奏

会

昭

和

十

六

年

五

月

三

日

（

土

曜

日

）

午

後

一

時

半

開

演

於

本

校

奏

業

堂

研

究

科

修

了

演

奏

曲

目

八 七

白

肩

の

津

上

陸

天

業

恢

弘

＇ ノ‘ 五 四

海速御御大

道吸 和

と船船

回菟 思

顧狭謡出慕穂

高

千

管
絃
楽

合

昌
E

μ

 ノゞ

ス

バ
リ
ト
ン

テ
ノ
ー
ル

ア

ル

ト

栗

正

中

山

本

悌典

倉葉

渡

邊

高

之

助

井

藤

明

千

静春秀

子

朝

子

山

内

子
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八、 六、 五、 四、

ア
イ
、
ピ
ア
ノ
の
為
の
小
曲
・
ヘ
長
調

—
ー
休

憩
|
ー

曲

修

レ
オ
・
シ
ロ
タ
敦
師
）

石

セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
作
・
前
奏
曲
と
コ
ラ
ー
ル
と
遁
走
曲

ピ

ア

ノ
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甕

リ
ス
ト
作
•
練
習
曲
•
愛
―
―
長
調

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹

イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
た
そ
が
れ
の
夢

ロ
、
ハ
ン
ス
・
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
作
・
愛
と
美
の
女
誹

ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
渡

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
酒

七
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…

·
：
津

ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
・

歌
劇

「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
中

ロ
ジ
ー
ナ
の
詠
唱
「
今
の
歌
ご
ゑ
」

獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
•
山

九
、
作
曲
部
修
了
制
作
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
作
（演
奏

シ
ョ
パ
ン
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
・
嬰
ハ
短
調
・
作
品
三
九

ピ

ア Jレ

一
、
ピ
ア

里ヽヽヽ
田

操

田

豊

子

イ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
夜
と
夢
・
作
品
四
三
ノ
―
―

ロ
、
ワ
ー
グ
ネ
ル
作
・
楽
劇
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
中
ジ
ー
ク
ム
ン
ド
の
愛
の
歌

井

弘

邊

澄

子

レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
作
・
歌
劇
「
道
化
師
」
中
ネ

ッ
ダ
の
「
鳥
の
歌
」

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
無
伴
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
河
鰭
美

恵

子

〔

マ

マ

〕

バ
ッ
ハ
作
・
第
三
組
曲
・
ホ
長
調
よ
り
前
奏
曲
と
ガ
ボ
ッ
ト
と
ジ
ー
ク

卜

獨

唱

…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
登
坂

嘉

代

子

内

靖

子

崎

佳

子

東

京

一

音

楽

學

校

作
曲
部
修
了
制
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
高

昭
和
十
六
年
五
月
十
七
日
報
国
団
結
成
紀
念
第
八
回
邦
楽
演
奏
会

午

後

一

時

開

場

午
後
一
時
半
開
演

昭
和
十
六
年
五
月
十
七
日
（
第
四
士
曜
日
）

東

京

音

楽

學

校

報

國

園

鱈

喝

疇

邦

楽

演

奏

會

十
五
、

十
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
近

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
第
七
協
奏
曲
・
ニ
長
調
•
第
二
、
第
三
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤

十
四
、

十
二
、

十
一
、 +、

ヒ°

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
・
協
奏
曲
•
愛
口
短
調
•
第
一
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
．．． 
；
…
…
…
…
…
…
…
…
．
富

ベ
リ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
夢
遊
病
の
女
」
中

ア
ミ
ナ
の
詠
唱
「
あ
A

信
ぜ
ざ
り
き
」

イ
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
中
「
勝
ち
て
還
れ
」

ロ
、
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
マ
ノ
ン
・
レ
ス
コ
ー
」
中
「
た
ゞ
ひ
と
り
淋
し
」

ア
ノ
獨
奏
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
富
永
瑠
璃
子

リ
ス
ト
作
・
奏
鳴
曲
・
ロ
短
調

管
絃
楽
曲

・
山
形
の
子
守
唄
の
主
題
に
よ
る

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
二
重
フ
ー
ゲ
」
（
演
奏
は
後
日
行
ふ
）

ピ

ア マ
ク
ス
・
ブ
ル
ッ
フ
作
・
「
オ
デ
ィ
ッ
ソ
イ
ス
」
中
「
衣
を
縫
ふ
ペ
ネ
ロ
ー
。
フ
」

ァ

Jレ ロ
、
ピ
ア
ノ
の
為
の
膵
詩
曲
・
ヘ

短
調

卜
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
進

於

本

校

奏

楽

堂

上

野

公

園

田 田 藤

郎

文

子
泉

第2部

永

治

子

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

星

野

す

み

れ

昭和の東京音楽学校篇

藤

梅

子
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七
、
等
曲
（
山
田
流
）

松

上

鶴

ロ

、

鞍

馬

天

狗

六
、
能
楽
（
観
世
流
）

漬
囃
子

ィ

吉

野

天

人

三等

吉

田

稲

子

絃

鹿

山

美

智

枝

太大小笛／III地

鼓鼓鼓 謡

吉渡原寺郷服浅清

田部田井部見水
郭

榮才政太榮侑四

淳嗣三敷郎次弘郎

" "地

謡

内丸吉大

藤山田和

房里敬美

子子子咲

（
休
憩
十
分
）

五

、

長

唄岩

戸

開
（
宮
比
御
紳
楽
）

II II三／III唄

味

線

磯川井中酒塚

田，田島田
安又三井

紀孝千壽

子敦子代大美

四
、
等
曲
（
生
田
流
）

遠

砧

II：：：： /I II II等

＾^^^ 絃しし芭芭
三水緒近長田

川：方藤岐村

さ恵康敏通

と子康子子子

II II地

＝ 
ヽ

ムヒ
月ヒ

楽
（
賓
生
流
）

仕

舞
田

村

キ

リ

謡

角常川菱

山越田

嘉俊清尚

ー道行三

二
、
等
曲
（
山
田
流
）

野

路

梅

の

三／I箪

絃

一

、

能

楽

（

賓
生
流
）

連

吟
鉢

木

演

奏

曲

目

II地ッシ
レテ

＾^ 地地＝、叶謡謡酎h‘‘
捕林緒 川菱角富

川 形

ぃ美
園恵

江ね子

越田山

清尚嘉俊

行三一道

生
田
流
等
曲

四

、

な

が

ら

の

春

菊

岡

檄

校

作

曲

等

小笹開雲中

林井田居村

ヤ圏基花

薫ス子子子

一

絃

高

草

幹

子

牧

瀬

敷

江

塚

越

清

子

観
世
流
能
楽
連
吟

、

竹

生

島

賓
生
流
能
楽
連
吟

二

、

熊

坂

昭
和
十
六
年
五
月
二
十
四
日
選
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

昭
和
十
六
年
五
月
二
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
開
場

一
時
半
開
演

於
本
校
奏
業
堂

選

科

邦

楽

修

了

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校

選

科

三

、

四

、

五

年

女

生

徒

選

科

三

、

四

、

五

年

男

生

徒

選
科

二
、
三
、
四
、
五
年
女
生
徒

賓
生
流
能
楽
連
吟

一

、

鵜

飼

+、

築

曲

（

生

田

流
）

茶

昔

頭

"三／9篠

九
、
等
曲
（
生
田
流
）

軒

雫

の

八、

長

唄士

蜘

三箪

絃 絃

相宮藤山

原城田下川屋
ょ
茂し優相

子子子子

山古

直富

治蔵

II II三／I唄

味

線

丸會林磯塚

山田野田

綾英邦宗

子子子一博
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第

n
 

立
口

1
．
長「越

後

獅

子

」

唄

昭
和
十
六
年
五
月
二
十
八
日

診

療

報

國

之

夕

舞
踊

1

0
、
千

長
唄
代

見

草

…

…

休

長

唄

九

、

櫻

咲

く

國

洗

鯉

棲

作

詞腿
作
曲

四

世

吉

住

小

三

じ

三

世

稀
音
家
六
四
良

自
3

…
…

衷

選

科

二

、
三
、

四
、
五

年

男

生

徒

唄
、
三
味
線

診
療
報
国
の
タ

敦
授
敦
授

九
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

東
京
一
音
楽

學

校

出

演

選

科

女

生

徒

同

上

闘

鰐

疇

補

導
職
員
及
邦
楽
科
、
選
科
生
徒

観
世
流
能
楽
連
吟

八
、
俊

寛

ツ
レ
シ
テ

小
菅
長
次
郎

中

陸

奥

三

観
世
流
能
楽
連
吟

七

、

菊

慈

童

観
世
流
能
楽
連
吟

六

、

小

袖

曾

我

長

唄

五
、
高

砂

半

井

桃

水

作

詞
限
作
曲

四
世

吉

住

小

三

じ

三
世
稀
音
家
六
四
良

シ

テ

矢

野

美

代

ワ

キ

前

田

愛

子

唄

瀧

口

倭

文

子

窪

田

房

枝

山
田
貴
美
子

荒

本

枝

三
味
線

大
北
千
代
子

鈴

木

千

枝

大

橋

道

江

佐
伯
美
佐
子

第

曲

（
生
田
流
）

イ、

第
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

「
春
の
海
」

踊
（
藤
間
流
）

「
千
代
見
草
」

囃三唄

味： 導

子線： ： ： 
: : : : 

． 
同同職稀吉
員音住

並家小

生浮三

徒観郎

宮

城

道

雄

作

曲

等：・
…
…
…
…
・
：
宮

十
七
絃
等
：
・
・
…
・
・
牧

按
舞
並
指
導
…
…
藤

間

勘

十

郎
作
曲

吉

住

小

三

郎

稀

音

家

淫

観

舞

踊

：・：
・:
;
・
：
・
・
舞
踊
科
生
徒

唄
、
三
味
線
、
囃
子
…
職

員

他

ア

ノ

獨

奏

．．．．．．．．
．．．
．．
．．．．．．．
．．．．．． 
；
：
…
…
…
…
…
岡

イ
、
前
奏
曲
（
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
）

ロ

、

月

の

光

（

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲
）

ハ
、
土

紳

の

踊

り

（

リ

ス

ト

作

曲

）

5

．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
·
…
•
…
;.......... ;
:
・・:
・・:
・:
・
：
岩
崎
吉

伴
奏

・・
・・・・,:
・:・
:
・
:
・
:
…
…
…
…
…
…
…
伊
達

゜

4

ヒ
部

3
．
舞

2
．
等

ロ
、
「
瀬

ー

（

休

憩

）

ー

昔
」

等
：
…
…
…
…
…
•

宮

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
•
松

純三

崎

泰

子

瀬城

敷道

江雄 雄代

宮

城

道

雄

作

曲

浦城

君道

指
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主
催
一
帝
國
女
子
瞥
學
薬
學
専
門
學
校
報
國
園
鶴
風
會

イ

、

ス

ペ

イ

ン

舞

曲

（

モ

ス

コ

フ

ス

キ

ー

作

曲

）

ロ

、

メ

ヌ

エ

ッ

ト

（

ド

ビ

ュ

ッ

シ

ー

作

曲

）

ベ

リ

ゴ

ー

ド

ン

（

ラ

ヴ

ェ

ル

作

曲

）

6
．
獨
唱
、
合
唱
、
管
絃
楽

日
本
文
化
中
央
聯
盟
主
催

指
揮
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
木
下
保

管
絃
楽
：
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

獨
唱
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
同
職
員
•
生
徒

合

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

同

生

徒

皇
紀
二
六

0
一
年
五
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
六
時
三
十
分

日
比
谷
公
會
堂

會

員

券

一

、
五

0

二
、
二

0

昭
和
十
六
年
五
月
三
十
一
日

科
新
設
披
露
演
奏
会

昭
和
十
六
年
五
月
三
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
喜
疇
戸
疇
疇

於
日
比
谷
公
會
堂

〔原
資
料
横
組
〕

邦
楽
科
卒
業
、
同
研
究
科
修
了
、
選
科
舞
踊

邦

楽

科

卒

業

同

研

究

科

修

了

披

露

演

奏

會

選
科
舞
踊
科
新
設

東

京

一音

楽

學

校

舞
踊
藤
間
流

長

唄

一
、
千

長

唄

一
、
櫻

代

見

草

鱈

讐

畔

疇

作

曲

藤

間

勘

十

郎

按

舞

題

新

曲

等

曲

生

田

流

一

、

尾

上

の

松

宮

城

道

雄

作

曲

舞

踊

選

科

舞

踊

科

生

徒

長

唄

邦

楽

研

究

科

生

徒

囃

子

笙

月

社

中

長

唄

科

職

員

生

徒

等

絃

網塚鈴中松

野越木村尾
嘉
操清代睦清

子子子子二

囃
子

於

唄

藤

江

多

恵

長

唄

岡

本

松

子

熱

海

は

な

一

、

紀

州

道

成

寺

尾

畑

芳

子

十

一

代

目

杵

屋

六

左

衛

門

作

曲

後

藤

妙

子

山

蔭

箕

弓

遠
山
美
津
子

二
味
線

望井磯池鵜阿川杉
月田田川部又本

社孝秋昭塁悶眉
中子子子子子敦子

等

曲

山

田

流

一
、
松

風

作

曲

山

木

大

賀

中
能
島
松
盤

交
槃
曲
「
海
道
東
征
」

穂

、

大

和

思

慕

、

御

船

出

謡
、
速
吸
と
菟
狭
、
天
業
恢
弘

御高

几
口舟 千

皇
紀
二
千
六
百
年
奉
説
藝
能
祭
制
定

疇

い

白

輝

詞

疇

等

曲

生

田

流

一

、

夏

の

曲

作

曲

吉

澤

検

校

松

阪

検

校

絃

東伊西小栗野岸甕重相宮

條藤山林原：邊田藤原：

夏良松糸夏み 君キ茂し

子平枝子江子従江ミ子子

能
楽
観
世
流
仕
舞

清

経

一、

熊

坂

曲

目

等 等
（
替
手
）

同
（
本
手
）

地

謡

清服郷淡大淡

水部見西見
郭
四榮太重信重

郎次郎弘辮信
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オ
ル
ゲ
ル
ト
ッ
カ
ー
タ
と
遁
走
曲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

手

埼

鳴
曲
第
四
番
ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ン
デ
ル

ア
ダ
ヂ
オ
ー
ー
ア
ル
レ
グ
ロ
ー
ラ
ル
ゴ
ー
ー
ア
ル
レ
グ
ロ

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り

バ

リ

ト

ン

獨

唱

ピ

ア

ノ

獨

奏

手

さ
ら
ば
故
郷
よ
：
…
…
…
…
・
・
・
・
グ
ノ
ー

伴

奏

伴

奏 奏

埼

善

合

日
日n
 

指

揮

澤

崎

敦

授

本

校

生

徒

岩

崎

常

治

郎

協

伴

善

河

野

俊

達

獨
曲
愛
口
短
調

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

諧

献萬愛

を

震抱

き

伴

奏

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

奏

ピ

ア

ノ

小

夜

獨

奏

達

昭
和
十
六
年
六
月
七
日

東
京
一
音
楽
學
校

第

一

三

一

回

演

奏

會

昭
和
十
六
年
六
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分

第
一
三
＿
回
報
国
団
演
奏
会

出
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•

伊

奏

伊

達

純

奏
曲
ホ
短
調
作
品
六
十
四
：
·
…
•
…
…
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

第
一
楽
章

ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
ト
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ

絃

楽

合

奏曲

目

良

諒

朝

倉

靖

子

て
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

•
R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

,7-
J
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

u王

．．．．．
．．．．．．．．．．
．．．
．．．
．．．．．
．．．．．
．．．．
．．
．．
．．
．．．． 

ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
バ
ッ
ハ
ー
ブ
ゾ
ー
ニ

ピ

ァ

ノ

奏

吉

久

子

林

慶

子
” 

抒別

情

” 

伴

奏

盆

子

万

里

子

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

協

奏

曲
第
一
楽
章
ト
短
調
作
品
五
十
八
…

ア
ル
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

鳴
曲
（
告
別
）
愛
ホ
長
調
作
品
八
十
一
ノ

a
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
エ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ー
ボ

第
三
楽
章
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ッ
シ
マ
メ
ン
テ

伴

奏

揺

井

敦

授

モ
シ
ェ
ル
ス

ピ

ア

ノ

獨

奏

野

邊

地

泰

青

山

光

子

歌
劇
「
マ
ク
ベ
ス
」
よ
り

柔
順
、
尊
敬
、
熱
情
…
•
…
…
・
・
・
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
イ

奏
曲
イ
短
調
作
品
十
六
…
…

…
•
•

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

モ
デ
ラ
ー
ト

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト

ト
ロ
ム
ボ
ー
ン

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
の
為
の
奏
鳴
曲
：
・
。
フ
ー
ラ
ン
ク

岡

部

多

喜

子

新

名

博

子

れ
：
·
：
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
•
•
•
…
…
…

…
…
ト
ス
テ
イ

照
…
…
…
…
…
…
·
…
•
…
…
…
·
:
·
:
·
:
·
:

·
…
…
…
•
•
•
ト
ス
テ
イ
武

作
品
三
十
一
•
•
…
…
…
·
:
·
…
…
•
•
•
シ
ョ
パ
ン

白

英

生

徒

絃

楽

部

指

揮

渡

邊

暁

雄

・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ホ

ル

ン

岡

田

俊朗夫

第2部

重

奏

金

石

幸

休

憩

協

伴

ピ

ア

ノ

獨

奏

奏

井

妙

子

揺

井

敦

授

・
グ
リ
ー
ク
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巴

起
‘

捌

ャ
‘

葉
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〔吾躯宰翠薬J

Sonnabend, den 7. Juni 1941, nachmittags 1.30 Uhr. 

SCHULER-KONZERT 
DER STAATLICHEN MUSIKAKADMIE ZU TOIO 

PROGRAMM 

Streichorchester Dirigent A. Watanabe 
Eine kleine Nachtmusik........................... Mozart 

Klavier-Solo M. Aoyama 
Sonate (Das Lebewohl) Es-dur Op. 81a……Beethoven 
2. Satz Andante espressivo 
3. Satz Vivacissimamente 

Mezzosopran-Solo M. Masiko 
Begl. Y. Asakura 

Ich trage meine Minne Op. 32 Nr. 1.….....Strauss 
Allerseelen Op. 10 Nr. 8........................... 11 
Zueignung Op. 10 Nr. 1........................... 11 

Klavier-Solo Y. Hayasi 
Orgeltokkata und Fuge cl-moll …..・・・・・• ••… ..Bach-Busoni 
Violin-Solo S. Kono 

Begl. K. In 
Sonate Nr. 4 E-dur.................................... Handel 
Adagio-Allegro-Largo-Allegro 

Bari ton-Solo 

Aus der Oper "Faust".............................. Gounod 
Dio possente, Dio d'amor 
Aus der Oper "Macbeth"........................... Verdi 
Pieta, rispetto, onore 

Klavier-Solo T. lguti 
Begl. Prof. N. Fukui 

Konzert a-moll Op. 16.............................. Grieg 
1. Satz Allegro molto moderato 

Pause 

Horn A. Okada 

Trumpet Y. Kanaisi 
Trombone E. Haku 

Sonate................................................... Poulenc 
1. Satz Allegro moderato 
3. Satz Rondo 

Klavier-Solo 

Trio fur Blaser 

Begl. 
T. Iwasaki 
K. In 

Y. Nobeji 
Begl. prof. N. Fukui 

Konzert g-moll Op. 58.............................. Moscheles 
1. Satz Allegro moderato 

Mezzosopran-Solo T. Okabe 

Begl. H. Niina 
Addio...................................................... Tosti 
L'ultima canzone....................................... 11 

Klavier-Solo H. Y ositake 
Scherzo b-moll Op. 31.............................. Chopin 

Violin-Solo R. Date 
Begl. ]. Date 

Konzert e-moll Op. 64.............................. Mendelssohn 
1. Satz Allegro molto appassionata 

Gemischtenchor DiがgentProf. 
Begl. 
S. Sawazaki 
J. Date 

(
Z
9
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1
~
8
S
6
1) 
iJ;l
Z

~

iJ;S
I
品
苦

憐
N

綜

6
v
9
 



歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
全
四
幕
（
演
奏
會
形
式
に
櫨
る
）

獨
唱
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
伯
爵
（
バ
リ
ト
ン
）

伯
爵
夫
人
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

同

昭
和
十
六
年
六
月
八
日
第
一
三
二
回
報
国
団
演
奏
会

第
一
三
二
回
報
國
園
演
奏
會

〔曲
目
等
不
明
〕

昭
和
十
六
年
六
月
十
三
日
第
九
十
三
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
六
年
六
月
十
三
日
（
金
曜
日
）
午
後
｛
六
時
開
場

七
時
開
演

會
場
共
立
講
堂
（
紳
田
一
ツ
橋
）

定

期

演

奏

曲

目

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

F
i

g

a
r
o
s
 
H
o
c
h
z
ei
t
 

0
p
e
r
 i
n
 vi
e
r
 
A
u
fzilgen 

六
月
八
日

S
op
r
a
n
 

A

l

t
 

T
e
n
o
r
 

於

中
山
悌
一

山

内

秀

子

（
『
東
京
―
音
楽
學
校
一
党
』
自
昭
和
十
六
年
至
昭
和
十
七
年
、
二
五
五
頁
）

S
.
 Sa
s
a
ki
 

T
.
 K
ot
o
ri
i
 

T
.
 W

at
a
n
a
b
e
 

K
a
nt
at
e
 N
r
.
 
4

………………………·…………

••Bach 

本
校
奏
楽
堂

東

京

音

楽

學

校

v
o
n
 

W
o
l
f
 ga
n
g
 A
m
a
d
e
u
s
 M
o
z
a
rt
 

S
oli
,
 C
h
o
r
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er der St
aat
l
i

c
h
e
n
 M
u
si
k
a
k
a
d
e
mi
e
 zu
 T
o
ki
o
 

L
ei
t

u
ng
:

 

G
e
n
e
r
a
l
m
u
si
k
di
re
kt
or 
M
a
n
f
r
e
d
 G
u
r
li
t
t
 

9
．

詠

唱

フ
ィ
ガ
ロ
獨
唱

合

6
．

詠

唱

三
重
唱唱

8
 
7
 

伯
爵
と
バ
ジ
リ
オ
と
ス
ザ
ン
ナ
ー

農
民
ケ
ル
ビ
ン
獨
唱

5
 
二
重
唱

マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
と
ス
ザ
ン
ナ
ー

4
．

詠

唱

3
 
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ

フ
ィ
ガ
ロ
獨
唱

バ
ル
ト
ロ
獨
唱

2
 

同

ー

二
重
唱

第序
作時

曲 詞 代

ス
ザ
ン
ナ
ー
、
侍
女
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

ケ
ル
ビ
ン
、
小
姓
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

フ

ィ

ガ

ロ

、

従

僕

（

バ

ス

）

マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
、
侍
女
頭
（
ア
ル
ト
）

バ
ジ
リ
オ
‘
一
音
楽
敦
師
｝
（
テ
ノ
ー
ル
）

ド
ン
・
ク
ル
チ
オ
、
判
事

バ
ル
ト
ロ
、
典
瞥
｝
（
バ
ス
）

ア
ン
ト
ニ
オ
、
園
丁

バ
ル
バ
リ
ー
ナ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
の
娘
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
朝
倉
春
子

東

京

一音

楽

學

校

生

徒

東
京
一音

楽

學

校

管

絃

楽

部

マ
ン
フ
レ
ー
ド
・
グ
ル
リ
ッ
ト

ダ
・
ボ
ン
テ

十
七
世
紀
中
葉
、
セ
ヴ
ィ
ラ
の
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
伯
爵
邸
の
物
語
。

原
作
伊
語
、
獨
繹
に
て
演
奏
。

幕

（
伯
爵
邸
内
半
ば
完
成
さ
れ
た
一
室
）

フ
ィ
ガ
ロ
と
ス
ザ
ン
ナ
ー

合

唱

管
絃
楽

指

揮

栗

本

正

柴

田

睦

陸

永
田
み
や
子

平
原
壽
恵
子

伊

藤

武

雄

千

葉

静

子

第2部 昭和の東京音楽学校篇 650 



第 第
〔
詠
唱
・
重
唱
・
合
唱
等
の
番
号
は
当
時
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
た
。
〕

29
．

終

唱

多
勢

28 

同

27 

レ
テ
イ
タ
テ
ィ
ー
フ
と
詠
唱

フ
ィ
ガ
ロ
の
獨
唱

ス
ザ
ン
ナ
ー
の
獨
唱

26 24 ． 
詠

唱

バ
ジ
リ
オ
の
獨
唱

カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ

バ
ル
バ
リ
ー
ナ
の
獨
唱

四

園

）

23
．
合

日
日n
 幕
（
花

20
．
二
重
唱

21
．
合
唱
そ
の
他

2
.
 

2
 
レ
テ
イ
タ
テ
ィ
ー
フ
と
行
進
曲

多
勢

多
勢

19 18
．
六
重
唱

幕
（
伯
爵
夫
人
の
居
間
）

唱

伯

爵

夫

人

獨

唱

カ

ン

ツ

ォ

ー

ネ

ケ

ル

ビ

ン

獨

唱

12
．

詠

唱

ス

ザ

ン

ナ

ー

獨

唱

13
．

三

重

唱

伯

爵

と

夫

人

と

ス

ザ

ン

ナ

ー

15
．

終

唱

多

勢

三
幕
（
装
飾
さ
れ
た
結
婚
式
の
大
廣
間
）

二

重

唱

伯

爵

と

ス

ザ

ン

ナ

ー

レ
テ
イ
タ
テ
ィ
ー
フ
と
詠
唱

マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
、

ク
ル
チ
オ
、
伯
爵
、

レ

テ

イ

タ

テ

ィ

ー

フ

と

詠

唱

伯

爵

夫

人

ス
ザ
ン
ナ
ー
と
伯
爵
夫
人

17 

伯
爵

16 11 10
．
詠

第

ス
ザ
ン
ナ
ー

フ
ィ
ガ
ロ
、

〔原
資
料
横
組〕

バ
ル
ト
ロ
、

▽
東
京
―
音
楽
學
校
演
奏
會
(
+
―
―
―
日
共
立
講
堂
）
ブ
ル
ジ
ョ
ア
心
理
の
機
微
と
露
骨
な

情
痴
の
世
界
を
ロ
コ
コ
的
感
性
で
お
ほ
っ
た
此
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
代
表
的
作
品
歌
劇

「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
は
、

敦
室
授
業
の
延
長
の
や
う
な
演
奏
で
は
到
底
演
じ
こ
な
せ

る
も
の
で
は
な
い
。
軽
妙
繊
細
な
手
法
で
歌
を
支
持
す
る
管
絃
楽
に
は
微
細
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
も
逃
が
さ
ぬ
合
奏
の
統
一
が
要
る
。
そ
し
て
歌
手
に
は
歌
ふ
技
巧
以
外
に
歌
詞

を
我
物
に
し
て
そ
れ
に
傾
倒
し
切
れ
る
余
裕
が
な
く
て
は
歌
曲
の
妙
味
は
表
は
せ
な

い
、
こ
の
意
味
で
嘗
夜
の
演
奏
は
、
演
奏
會
形
式
に
よ
る
と
は
言
へ
、

質
演
の
舞
台
を

想
像
さ
せ
る
こ
と
は
お
ろ
か
歌
劇
ら
し
い
雰
園
氣
さ
へ
甚
だ
稀
薄
で
あ
っ
た
。
歌
手
で

は
伊
藤
武
雄
が
さ
す
が
に
経
瞼
を
生
か
し
、

敷
人
の
新
人
歌
手
の
努
力
の
中
で
は
千
葉

静
子
と
中
山
悌
一
と
が
堂
々
と
歌
つ
て
他
を
黙
し
て
ゐ
た
。
（
園
部
三
郎
）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
六
年
六
月
十
五
日
）

上
野
の
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」

ら
う及
び

久

保

田

公

平

モ
ツ
ア
ル
ト
の
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
が
演
奏
會
形
式
に
よ
っ
て
六
月
十
三
日
共
立

講
堂
で
演
奏
さ
れ
た
。
演
奏
は
上
野
の
東
京
音
楽
學
校
生
徒
職
員
卒
業
生
、
指
揮
は
マ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
グ
ル
リ
ッ
ト
氏
。

私
は
こ
の
演
奏
會
批
評
を
書
く
前
に
最
近
讃
ん
だ
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
「
フ
イ
ガ
ロ
」

に
つ
い
て
の
言
葉
を
引
用
し
た
い
と
思
ふ
。
彼
は
次
の
様
に
云
つ
て
ゐ
る
。

「
フ
イ
ガ
ロ
」
に
つ
い
て
ま
づ
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
感
受
性
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
作
曲

家
は
、
ボ
オ
マ
ル
シ
ェ
に
あ
っ
て
は
ア
グ
ュ
ア
・
フ
レ
ス
カ
館
の
貴
紳
士
共
を
興
ぜ
し

め
た
に
す
ぎ
ぬ
可
成
軽
桃
な
色
懇
を
‘
]
県
の
情
熱
に
愛
へ
て
し
ま
っ
た
と
い
ふ
こ
と

だ
。
ボ
オ
マ
ル
シ
ェ
で
は
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
伯
爵
が
ス
ザ
ン
ナ
に
品
を
起
す
そ
れ
だ
け

の
話
し
だ
。
ア
リ
ア

ー
わ
し
が
か
う
し
て
溜
息
を
つ
い
て
ゐ
る
間
に
下
男
奴
が
う
ま
く
や
り
を
る
ぢ
や
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ー
ひ
ど
い
奴
め
、
い
つ
ま
で
待
た
せ
る
氣
ぢ
ゃ
ー

に
溢
れ
た
情
熱
と
は
凡
そ
縁
遠
い
も
の
だ
。
た
し
か
に
こ
れ
は
か
の
フ
ラ
ン
ス
の
喜

劇
第
三
幕
第
四
場
で
次
の
様
に
言
ふ
人
間
と
は
別
人
だ
。

「
こ
ん
な
氣
紛
れ
に
い
つ
ま
で
も
懇
々
た
る
と
は
ど
う
し
た
わ
け
じ
ゃ
。
何
度
思
ひ
切

〔

マ

マ

〕

ら
う
と
思
っ
た
か
知
れ
ん
が
…
…
は
て
さ
て
き
ま
り
が
つ
か
ん
と
い
ふ
こ
と
は
奇
閥
な

も
の
ぢ
や
。
わ
し
の
望
み
が
い
ざ
こ
ざ
な
し
に
す
む
も
の
な
ら
、

あ
ん
な
女
な
ぞ
こ
ん

な
に
欲
し
う
は
な
い
筈
ぢ
ゃ
」
こ
の
分
別
は
ま
こ
と
に
正
し
い
が
ど
う
し
て
音
楽
家
が

か
う
し
た
考
へ
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
の
喜
劇
を
観
て
も
ロ
ジ
イ
ヌ
の
小
姓
に
封
す
る
愛
着
は
も
つ
と
箕
面
目
に

な
り
得
る
の
を
感
じ
る
。
事
賓
モ
ツ
ァ
ル
ト
に
お
い
て
は
彼
女
の
魂
の
朕
態
、
こ
の
甘

い
憂
愁
、
運
命
が
我
々
に
輿
へ
る
幸
輻
の
割
合
に
闘
す
る
反
省
な
ど
す
べ
て
、
こ
の
大

き
な
情
熱
の
誕
生
に
先
立
つ
困
難
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
喜
劇
に
お
け
る
よ
り
も
逝
か
に
狡

展
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
魂
の
朕
態
は
殆
ん
ど
表
現
す
べ
き
言
葉
を
持
た
ぬ
し
、
恐
ら
く

音
楽
が
言
葉
よ
り
遥
か
に
よ
く
描
き
得
る
朕
態
の
―
つ
で
あ
る
。
伯
爵
夫
人
の
歌
は
だ

か
ら
全
然
新
し
い
描
窟
だ
。
バ
ル
ト
ロ
の
性
格
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
（
中
略
）

ー
—
伯
爵
様
、
も
し
御
前
が
、
お
踊
り
に
な
る
な
ら
|

|
‘
に
現
れ
た
フ
イガ
ロ
の
嫉

妬
は
フ
ラ
ン
ス
の
フ
イ
ガ
ロ
の
軽
桃
と
は
凡
そ
か
け
離
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
意
味
で
モ

ツ
ァ
ル
ト
は
こ
の
喜
劇
を
こ
れ
以
上
出
来
な
い
程
愛
形
し
て
し
ま
っ
た
と
い
ふ
こ
と
も

出
来
よ
う
。
音
楽
が
四
幕
に
わ
た
つ
て
フ
ラ
ン
ス
流
の
都
雅
と
軽
桃
を
描
く
こ
と
が
出

来
る
か
ど
う
か
僕
は
知
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
登
場
人
物
に
つ
い
て
描
く

な
ん
て
、
こ
れ
は
難
か
し
い
だ
ら
う
。
幸
揺
で
あ
れ
不
幸
で
あ
れ
兎
に
角
音
楽
に
は
明

白
な
情
熱
が
必
要
だ
微
妙
な
應
答
は
魂
に
は
何
も
感
じ
さ
せ
な
い
。
魂
の
瞑
想
に
何
の

材
料
も
そ
う
し
た
洒
落
は
提
供
し
な
い
。
（
中
略
）
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
は
機
智
と
憂

愁
と
の
至
上
の
混
渚
で
あ
る
。
そ
の
類
例
は
あ
り
得
な
い
。
悲
し
く
優
し
い
感
情
は
時

と
し
て
退
屈
に
陥
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
。
が
、
こ
A

で
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
き
ら

め
く
フ
ラ
ン
ス
喜
劇
の
鋭
い
機
智
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
可
能
な
唯
一
の
映
黙
か
ら
救
つ

て
ゐ
る
…
•
•
•
（
下
略
）

こ
れ
が
小
説
家
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
書
い
た

モ
ツ
ア
ル
ト
に
針
す
る
文
章
の

一
部
で
あ

る
。
私
は
こ
の
短
評
の
中
に
何
故
長
々
し
く
こ
の
様
な
説
を
引
用
し
た
か
、
次
に
そ
の

理
由
を
書
い
て
行
く
事
に
し
よ
う
。
つ
ま
り
は
其
れ
が
、
こ
の
上
野
の

に
封
す
る
私
の
批
評
の
形
を
成
す
事
に
な
る
筈
な
の
で
あ
る
か
ら
：
・
…

「
フ
イ
ガ
ロ

」

モ
ツ
ア
ル
ト
の
「
フ
イ
ガ
ロ
」
が
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
伯
爵
達
の
軽
桃
な
色
患
を
題
材

に
し
な
が
ら
、
モ
ツ
ア
ル
ト
は
其
れ
を
箕
の
情
熱
に
愛
化
さ
せ
た
と
言
ふ
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
の
見
方
は
、
彼
が
有
名
な
「
懇
愛
論
」
の
著
者
で
あ
る
だ
け
に
非
常
に
興
味
が
あ
る
。

彼
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
フ
イ
ガ
ロ
の
嫉
妬
も
、
他
の
登
場
人
物
の
軽
佛
な
懇
愛
遊
戯

も
、
モ
ツ
ア
ル
ト
の
置
質
な
愛
と
、
熱
情
、
そ
し
て
彼
の
本
質
的
な
憂
愁
に
よ
っ
て
、

非
常
に
高
い
藝
術
的
な
も
の
に
愛
形
さ
れ
、
猿
展
さ
せ
ら
れ
た
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
こ

、
、
、
、

れ
は
一
県
に
正
し
い
。
我
々
は
こ
の
美
し
い
オ
ペ
ラ
か
ら
懇
の
ざ
れ
ご
と
を
聴
く
よ
り

も
、
も
つ
と
本
質
的
な
一音
楽
の
美
、
そ
し
て
人
間
的
な
美
し
さ
を
聘
く
の
で
あ
る
。
と

言
ふ
よ
り
こ
の
美
し
い
音
楽
の
中
に
我
々
は
美
し
い
道
徳
を
さ
え
聴
く
事
が
出
来
そ
う

に
思
へ
る
の
だ
。

と
す
れ
ば
上
野
の
音
楽
學
校
が
、
こ
の
懇
愛
遊
戯
を
主
題
と
し
た
オ
ペ
ラ
の
演
奏
を

行
っ
た
事
に
封
し
て
、
我
々
は
道
徳
的
な
異
論
を
申
立
て
る
理
由
は
―
つ
も
無
い
。
そ

の
意
味
で
な
ら
形
式
主
義
的
官
立
―音
楽
學
校
で
は
、
ち
ょ
っ
と
出
せ
な
い
「
フ
イ
ガ

ロ
」
の
全
曲
演
奏
に
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ル
も
大
い
に
同
意
す
る
事
で
あ
ら
う
と
私
も
思
ふ

の
で
あ
る
。

だ
が
し
か
し
其
れ
に
し
て
は
懇
愛
遊
戯
に
置
換
へ
ら
れ
た
筈
の
モ
ツ
ア
ル
ト
の
情

熱
、
巨
大
な
愛
情
は
何
虚
に
行
っ
て
仕
舞
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
も
言
っ
て
ゐ
る
「
悲
し
く
優
し
い
感
情
は
時
と
し
て
退
屈
に
陥
る
お

そ
れ
な
し
と
し
な
い
」
そ
れ
を
救
ふ
の
は
、
こ
の
オ
ペ
ラ
を
貫
く
フ
ラ
ン
ス
派
の
鋭
い

機
智
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
上
野
の
演
奏
は
、
こ
の
美
し
い
情
熱
と
フ
ラ
ン

ス
流
の
機
智
を
、
ご
つ
ご

、
、
、
、

つ
し
た
お
さ
ら
ひ
的
演
奏
に
愛
へ
て
仕
舞
っ
た
。
色
あ
せ
た
懇
、
間
の
び
の
し
た
上
下

を
著
用
し
た
洒
落
で
は
、
氣
の
抜
け
た
ビ
ー
ル
の
様
な
も
の
で
一
向
に
モ
ツ
ア
ル
ト
の

情
熱
等
感
じ
ら
れ
無
い
。
演
奏
會
形
式
と
言
ふ
も
の
が
既
に
オ
ペ
ラ
の
魅
力
の
半
分
を

消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
上
に
、
唯
長
い
期
間
の
練
習
に
だ
け
情
熱
を
示
し
た
の
で
は

ど
う
に
も
成
ら
な
い
。
こ
の
オ
ペ
ラ
の
持
つ
懇
愛
感
情
は
、
ど
う
し
て
も
大
人
の
も
の

、
、
、
、
、
、

で
あ
る
。
そ
れ
も
粋
に
く
だ
け
た
と
言
っ
た
風
の
も
の
を
多
分
に
持
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
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そ
し
て
其
れ
が
モ
ツ
ア
ル
ト
に
よ
っ
て
箪
な
る
軽
挑
浮
薄
さ
か
ら
、
よ
り
高
い
熱
情
に

猿
展
し
て
ゐ
る
の
で
、
音
楽
の
美
し
さ
と
楽
し
さ
は
、
そ
う
し
た
二
つ
の
重
大
な
要
素

か
ら
出
装
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

置
の
愛
情
と
、
鋭
い
機
智
の
二
つ
と
も
に
無
い
「
フ
イ
ガ
ロ
」
は
、
全
く
榮
養
債
が

無
さ
過
ぎ
た
の
で
あ
る
。

〔

マ

マ

J

第

一
マ
ン
フ
レ

ッ
ト

・
グ
ル
リ
ッ
ト
氏
の
指
揮
が
全
々
情
熱
を
失
っ
て
ゐ
る
。
少
々

な
げ
や
り
な
其
場
限
り
の
氣
持
が
其
の
指
揮
棒
に
流
れ
て
ゐ
る
。

た
と
へ
ば
演
奏
者
に
不
満
が
あ
っ
て
も
、
彼
が
本
賞
に
藝
術
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
自

分
の
音
楽
生
活
に
も
つ
と
生
氣
が
あ
っ
て
良
い
と
思
ふ
。
彼
の
指
揮
に
は
其
の
様
な
生

活
力
、
革
新
し
て
行
く
力
、
情
熱
が
鋏
け
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
正
に
デ
カ
ダ
ン
ヘ
の
道
な

の
だ
と
私
は
思
ふ
の
だ
。

「
フ
イ
ガ
ロ
」
に
は
美
し
さ
は
充
分
あ
る
し
、
楽
し
さ
も
充
分
に
あ
る
。
だ
が
其
れ
に

は
山
が
無
い
の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
モ
ツ
ア
ル
ト
の
i
県
の
情
熱
が
そ
の
演
奏
の
上
に
無

く
て
は
、
そ
れ
は
絶
封
に
退
屈
す
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
フ
ラ
ン
ス
派
の
鋭
い
機
智
が
無
か

っ
た
な
ら
ば
モ
ツ

ア
ル
ト
の
美
し

い
憂
愁
の
ア
リ
ヤ
か
ら
我
々
は
退
屈
を
感
じ
る
か
も
知
れ
無
い
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
言

つ
て
ゐ
る
の
だ
。

三
幕
の
有
名
な
伯
爵
夫
人
（
山
内
秀
子
）
の
詠
唱
と
伯
爵
夫
人
と
ス
ザ
ン
ナ
ー
（
永

田
み
や
子
）
の
二
重
唱
の
美
し
さ
は
矢
張
り
富
夜
一
番
楽
し
め
た
が
、
し
か
し
此
の
様

な
美
し
い
メ
ロ
デ
ー
と
純
粋
な
愛
情
の
音
楽
の
外
、
各
自
の
持
役
の
性
格
と
情
熱
が
表

出
さ
れ
た
場
面
は
非
常
に
少
い
。
フ
イ
ガ
ロ
の
伊
藤
武
雄
も
役
所
で
無
く
、
近
頃
大
愛

槃
が
く
た
び
れ
て
居
る
。
ケ
ル
ビ
ン
の
平
原
壽
恵
子
も
「
も
ふ
飛
ぶ
ま
い
ぞ
こ
の
蝶

蝶
」
と
言
は
れ
る
様
な
人
の
歌
で
は
無
い
。
そ
れ
に
講
堂
の
為
め
も
あ
ろ
う
が
、
あ
ま

り
に
も
皆
の
槃
量
が
少
い
事
は
ど
う
し
た
為
め
か
、
わ
ざ
／
＼
モ
ツ
ア
ル
ト
が
伊
太
利

語
で
書
い
た
オ
ペ
ラ
を
、
歌
ひ
難
い
獨
逸
語
に
よ
っ
て
歌
っ
た
為
め
か
、
ど
う
も
其
れ

だ
け
の
事
で
は
無
さ
そ
う
に
思
へ
る
。
上
野
の
磐
楽
敦
授
法
が
、
オ
ペ
ラ
に
適
し
て
居

な
か
っ
た
為
め
か
。
私
は
つ
い
こ
の
前
に
聞
い
た
美
し
く
獨
逸
語
を
ベ
ル
カ
ン
ト
し
た

ハ
ル
ト
マ
ン
の
竪
を
思
ひ
出
す
の
で
あ
る
。

兎
も
角
も
歌
竪
が
聴
衆
に
迫
っ
た
の
は
、
疲
槃
の
正
し
さ
を
言
々
し
な
け
れ
ば
、
マ

三、四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
窪

二、 ．
 ヽ

獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
城

幻
想
即
興
曲
・
嬰
ハ
短
調
・
作
品
六
六
（
遺
作
）
…
シ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
·
…
…
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…
•
…
…
•
佐

ピ ピ
イ
、
も
し
フ
ロ
リ
ン
ド
忠
質
な
ら
ば
•
•
…
…
…
…
•
ス
カ
ラ
ッ
テ
ィ
作

ロ
、
踊
れ
よ
踊
れ
優
し
き
少
女
…
…
…
…
…
…
…
ド
ゥ
ラ
ン
テ
作

出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ

〔

マ

マ

〕

イ
、
デ
ス
・
ア
ー
ベ
ン
ド

ア
ウ
フ
シ
ュ
ウ
ン
グ

ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ト
長
調
・

ロ
ヽ
小

幻

木目、Cヽ
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ュ

ー

マ

ン

作

ア

ノ

内

順

子＇ 

藤

艶

子

ン

作

ア

ノ

ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
の
千
葉
静
子
唯
一
人
で
あ
っ
た
。

管
絃
楽
、
合
唱
、
獨
唱
者
、
そ
し
て
指
揮
者
、
い
づ
れ
も
熱
心
で
は
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
が
、
熱
心
と
情
熱
は
必
ず
し
も
同
居
し
て
は
居
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
。

少
く
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
こ
の
オ
ペ
ラ
を
聴
い
た
ら
、
さ
ぞ
か
し
退
屈
し
た
だ
ろ
う

と
思
ふ
の
で
あ
る
。

情
熱
も
機
智
も
無
い
「
フ
イ
ガ
ロ
」
。
こ
れ
は
困
る
と
思
ふ
。

（
『
一
音
楽
評
論
』
第
十
巻
第
七
号
、
昭
和
十
六
年
七
月
、
四
六

l
四
八
頁
）

昭
和
十
六
年
六
月
十
四
日

春
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

一
時
開
場

一
時
半
開
演

昭
和
十
六
年
六
月
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後

於
本
校
奏
楽
堂

春

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹

ョ

ノぐ

所

鈴

子

昭和13年～27年(1938~1952)



九、

ピ

…
…
…
【
休

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土

六
ッ
の
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幡
野
百
合
子

華
麗
な
る
大
園
舞
曲
：
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ョ
パ
ン
作

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

小

坪

清

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ト
長
調
・
ニ
三
番
・
第
一
楽
章
…
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
作

昭
和
十
六
年
六
月
十
八
日
、
十
九
日
、
七
月
三
日
ー
五
日

夫
人
チ
ェ
ン
バ
ロ
独
奏
会

獨
逸
國
外
務
省
文
部
省
派
遣
文
化
使
節

エ
タ
・
ハ
ー
リ
ッ
ヒ
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
女
史

ク
ラ
ブ
サ
ン
（
チ
ェ
ム
バ
ロ
）
獨
奏
會
管
絃
楽

指

揮

七
月
三
日
午
後
七
時
大
阪
朝
日
會
館

七
月
四
日
午
後
七
時
京
都
朝
日
會
館

六
、
ピ

五、

ピ
作
品
一
三
ノ
ニ
：
；
•
•
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ザ

（
一
ノ
位
置
ノ
為
ノ
）

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩

ロ
ン
ド
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
・
作
品
六
二
…
…
…
…
…
ウ
ェ
ー
バ

憩
】
…
…
…

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幅

イ
、
ベ
ル
セ
ー
ズ
・
作
品
五
七
…
•
•
…
…
…
…
…
•
シ

ロ
、
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
・
作
品
二
六
ノ
一
…
…
…
…
…
シ

ア

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー

ョ ョ
ノぐ ノぐ

ン ン

作作

田

明

子

田

雪

子

ー

乍,1 

田

美

子

イ

ツ

作

中
庸
の
快
速
調

優

雅

に

快

速

調

バ
ッ
ハ
曲

I
V
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
協
奏
曲
五
番

ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
と
ド
ウ
ブ
ル

（ラ

ジ

（バ

夕

ン

ブ

―フ

クごン

サ

ラ

ノミ

ン

ド

シ

ヤ

ヴ

ォ

ン

ヌ

m
古

代

曲

I
I
イ
タ

協

奏

曲

ー

休

憩

I

舞

リ

ャ

快

速

調

シ
シ
リ
ヤ
舞
曲

快

速

調

バ
ッ
ハ
曲

ー

チ

ェ

ン

バ

ロ

協

奏

曲

バ
ッ
ハ
曲

演

奏

曲

目

後 主

（ラ （ク

。フ
モ ッ モ

ヘ
長
調

イ
長
調

一長
調 ー
曲
）
ハ曲）
ー
曲
）

（
シ
ャ
ム
ボ
ニ
エ
ル
曲
）

ラ
ン
曲
）

七
月
五
日
午
後
七
時

紳

戸

海

員

會

館

催

朝

日

新

聞

社

會

事

業

園

援
外
務
省
・
文
部
省
・
情
報
局
・
獨
逸
大
使
館

日
獨
文
化
協
會
・
日
本
ポ
リ
ド
ー
ル
蓄
昔
器
會
社

第2部 昭和の東京音楽学校篇 654 
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.
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d
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B
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c
h
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s
 
K
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n
z
e
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N
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.
 
5
 

D
 d
u
r
 

Alleg
ro 
molto 
m
o
d
e
r
a
 to
 

A
茫

ettu
o
s
o

Alleg
ro 

O
r
c
h
e
st
er 
d
e
r
 k
ai
serli
c
h
e
n
 A
k
a
d
e
mi
e
 fu
r
 M
u
si
k
 in
 T
o
ki
o
 

u
nt
er 
L
ei
t

u
n
g
 d
e
s
 H
e
r
r
n
 Pro

f•Helmu

t 

F
e
l
l
m
e
r
.
 

(
C
e
m
b
a
l
o
 :
 Ma
e
n
d
l
e
r
'
S
c
h
r
a
m
 M
i
i
n
c
h
e
n
)
 

P
R
O
G
R
A
M
M
 

〔原
資
料
横
組
〕

（
チ
ェ
ン
バ
ロ
ー
メ
ン
デ
ラ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ム
使
用
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
岩
崎
吉
―
―
-
)

デ

ル

ー

ト

獨

奏

鈴

木

正

―

―

―

管
絃
楽
・
東
京
一
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

指

揮

・

ヘ

ル

ム

ー

ト

・

フ

エ

ル

マ

ー

ロ
ン
ド
~
ア
レ
グ
ロ

ラ

ル

ゴ

I

管

絃

楽

序
曲
「
コ
リ
オ
ラ
ン
」

昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日
、
十
二
日

獨

奏

ス
ケ
ル
ツ
ァ
ン
ド

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
夫
人
チ
ェ
ン
バ
ロ
獨
奏
會

日
獨
音
楽
親
善
の
使
命
を
帯
び
て
去
る
五
月
四
日
来
朝
し
た
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
、

伯
林
高
等
音
楽
學
校
敦
授
ハ

ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
夫
人
の
獨
奏
會
は
来
る
六
月

十
八
、
十
九
日
の
雨
夜
日
本
宵
年
館
で
行
は
れ
る
。
指
揮
は
上
野
音
楽
學
校
敦
授

ヘ
ル

ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー
氏
、
管
絃
楽
は
上
野
音
楽
學
校
管
絃
園
。
尚
右
音
楽
會
は
日
獨

文
化
協
會
、
日
本
ポ
リ
ド
ー
ル
蓄
音
器
會
社
の
共
同
主
催
で
行
は
れ
る
。

更
に
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
氏
は
東
京
公
演
後
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
、
紳
戸
、
札
幌
等
に

地
方
公
演
を
な
し
、
七
月
上
旬
再
び
東
京
に
於
て
獨
奏
會
を
な
す
豫
定
。

（
『
昔
築
評
論
』
第
十
巻
第
六
号
、
昭
和
十
六
年
六
月
、
五
四
頁
）

、

+

―

日十
二
日

昭
和
十
ナ
年
十
月

會
場

東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

昔

楽

演

奏

曲

目

（
士
）
午
後
六
時
開
場
・
六
時
半
開
演

（
日
）
午
後
一
時
開
場

・
ニ
時
開
演

•
作
品
六
ニ

II
．
ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
附

第
一
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
・
ハ
長
調
・
作
品
一
五

ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ

第
九
十
四
回
定
期
演
奏
会

（
上
野
公
園
）

東
京
一
音
楽
學
校

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

富

永

璃

瑠

子
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演

奏

曲

目

演

奏

會

於

本

校

奏

楽

堂

上
野
公
園

長

唄

九

、

寒

山

拾

得

唄

塚

田

博

三
味
線
阿
部
利
恵
子

”

丸

山

綾

子

”

會

田

英

子

山
田
流
等
曲

八
、
雨

後

等

伊

藤

良

平

昭
和
十
六
年
十
月
十
＿
日
報
国
団
第
九
回
邦
楽
演
奏
会

午
後
零
時
半
開
場

午

後

一

時

開

演

昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日
（
第
二
土
曜
日
）

東
京
―
音
楽
學
校
報
國
園

第

九

回

邦

楽

大

鼓

加

藤

良

助

太

鼓

吉

田

淳

観
世
流
舞
囃
子

七

、

高

砂

シ

テ

丸

山

里

子

小

鼓

田

中

允

笛

藤

田

大

五

郎

地

謡

内

藤

房

子

大

和

美

咲

吉

田

敬

子

大

鼓

加

藤

良

助

観
世
流
舞
囃
子

六

、

安

宅

シ

テ

浅

見

侑

弘

小
鼓

田

中

允

笛

藤

田

大
五
郎

地

謡

郷

郭

太

郎

清

水

四

郎

〔原
資
料
横
組
〕

（

休

憩

十

分

）

管
絃
楽

合

唱
指

揮

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

悌

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

バ
リ
ト
ン

中

山

II II三／III等

絃

三水田緒長近

川野村方岐藤
美
さ恵通敏康

と子子康子子

4
．
終
楽
章
・
シ
ル
レ
ル
作
「
歓
喜
の
頌
歌
」
に
腺
る
四
部
獨
唱
合
唱
附

山

内

秀

子

千

葉

静

子

渡
邊
高
之
助

獨

日
日n
 

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

ア

ル

ト

生
田
流
等
曲

五

、

さ

む

し

ろ

長

唄

四

、

鞍

馬

山

II II II唄

山

田

頼

子

三

味

線

林

邦

子

”

鍋

島

美

鳥

山
田
喜
代
子

山

田

初

子

大

國

明

子

上

調

子

川

又

敦

3
．
ア
ダ
ー
ヂ
ォ
・
モ
ル
ト
・
エ
・
カ
ン

タ
ビ
ー
レ

山
田
流
等
曲

、

岡

康

砧

II等／I等

低高

晋音

小西野栗

林山口原
ふ

糸松み夏

子枝子江

ー
八
休
憩

V
_~

田
．
管
絃
楽
・
四
部
獨
唱
合
唱
附

第
九
交
響
曲
・
ニ
短
調
・
作
品
―
二
五

1
．
ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ツ
ボ
・
ウ
ン
・
ボ
コ
・
マ
エ

ス
ト
ー
ゾ

モ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
チ
ェ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

賓
生
流
仕
舞

二

、

山

姥

II II地シ

謡テ

田田山

尚嘉正俊

三一治道

賓
生
流
連
吟

一

、

放

下

僧

" "地シ

謡テ

菱角植嘗植角営菱

田山田

正嘉俊尚

治一道三
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小
夜
曲

狂
詩
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
ニ

重
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ

重
奏

二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
為
の
奏
嗚
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ロ
短
調
曲

長

唄

十

一

、

時

雨

西

行

作
品
七
十
九
の
一

目

II II唄

n
H
 
手

佐

々

木

綾

乃

伴
奏

川
瀬
喜
美
子

第

一
・
ニ
楽
章

…
…
ヘ
ン
デ
ル

熱尾岡

海畑本

は芳松

な子子

伴

奏

岩

津

章

子

ト
ス
テ
イ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

鎌

倉

和

子

伴
奏
室
井
摩
耶
子

657 

米

田

更

子

ピ
ア
ノ
獨
奏

奏

鳴

曲

熱

情

第
一
楽
章

ヘ
短
調
作
品
五
十
七

…
゜
…

…
•
•
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ア
ル
レ
グ
ロ
ア
ッ
サ
イ

第2章

山

上

雅

庸

中

山

子

歌

劇

「

オ

イ

リ

ア

ン

テ

」

よ

り

伴

奏

井

口

妙

子

オ
イ
リ
ア
ン
テ
と
エ
グ
ラ
ン
テ
イ
ー
ネ
の
二
重
唱
：
·
…
•
•
•
ウ
エ
ー
バ
ー

永賞

別

賞

順

壽子

田

加

生
田
流
編
曲

+

、

秋

の

言

葉

休

メ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

飯

塚

り

ゑ

子

伴
奏
室
井
摩
耶
子

後
で
：
·
…
•
…
…
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ト
ス
テ
イ

女
よ
、
死
な
ま
ほ
し
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ト
ス
テ
イ

戸
の
外
で
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
コ
ト
ー
ニ

憩

昭
和
十
六
年
＋
月
二
十
五
日
第
一
三
三
回
報
国
団
演
奏
会

昭
和
十
六
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

第
1
3
3
回
報
國
園
演
奏
會

東
京
一
音
楽
學
校
報
國
園

…
…
•
ブ
ラ
ー

ム
ス

水

野

久

一

郎

管

絃

楽

生
徒
管
絃
楽
部

指
揮
中
山
富
士
雄

…
…
…
・
グ
ル
ツ
ク

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
八

十
五
…
•
…
…
•

第
一
楽
章
ア

ル
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

「

ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
」
序
曲
…
•
•
•

伴

奏

高

折

敦

授

フ
ム
メ
ル

安

永

美

世

子

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
よ
り

見
渡
せ
ば

タ
の
星
影

伴

奏

松

野

景

・
ワ
グ
ナ
ー

三
味
線
杉
本
富
紀
子

”

鵜
川
紀
美
代

”

池

昭

子

上
調
子
井
田
孝
子

等
（
替
手
）

”
（
本
手）

”
(
”
)
 
藤山古

田下屋

優相富

子子蔵

バ
リ
ト
ン
獨
唱

諧

諒

曲

愛

口
短
調

。フ

レ
ス
ト

み
そ
さ
ゞ
い

…
…
…
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ピ
ア
ノ
獨
奏

ピ
ア
ノ
獨
奏

作
品
三
十
一

岩

崎

常

治

郎

..

..

..

.... ,
:
·
…
…
•
,
:
·
…
•
ベ
ネ
デ
イ
ク

ト

牧

野

泰

…
•
•
•
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•

シ
ョ
パ
ン

子
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昭
和
十
六
年
十
月
＝
一
十
一
日
ー
十
一
月
三
日

名
古
屋
）

昭
和
十
六
年
十
月
舟
一
日
午
後
六
時
半

管

生

徒

管

絃

楽

部

指

揮

北

爪

利

世

ロ
ザ
ム
ン
デ
舞
踊
音
楽
：
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

〔
原
資
料
横
組
〕

絃

楽

ピ
ア
ノ
獨
奏

「
詩
人
の
懇
」
よ
り
•
…
…
•
•
…
…
…

わ
が
心
消
え
な
む

わ
れ
、
君
を
恨
ま
じ

花
ぞ
知
る

夜
毎
、
夢
に
見
る
君

古
へ
の
む
く
つ
け
き
歌

ピ
ア
ノ
獨
奏

長

谷

川

久

子

伴

奏

輻

井

敦

授

協
奏
曲
第
一
番
愛
ホ
長
調
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ
ス
ト

ク
ワ
シ
ア
ダ
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ

ア
ル
レ
グ
ロ
マ
ル
チ
ア
ー
レ

歌
劇
「
夢
遊
病
者
」
よ
り

ぁ
A

9
・
信
ぜ
ざ
り
き

演
奏
旅
行
（
京
都
ー
大
阪
ー

於
京
都
朝
日
會
館

ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
ー

ア
ニ
マ
ー
ト

伴

奏

手

埼

善

シ
ュ
ー
マ
ン

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
五
十
四
•
…
…
•
…
…
•

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ

ロ

バ
リ
ト
ン
獨
唱

堀

ァ
ッ
フ
エ
テ
ユ
オ
ー
ソ
伴

奏

輻

井

敦

授

シ
ュ
ー
マ
ン

…
…
ベ
リ
ー
ニ

郎

田

中

寓

里

子

3
．
管

2
．
ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
附

第
一
協
奏
曲
ハ
長
調
・
作
品
一
五
番
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ

ラ

ル

ゴ

ー

ロ
ン
ド
・

ア
レ
グ
ロ
休

憩

I

絃

楽

・

獨

唱

及

び

合

唱

附

第
九
番
交

響
曲

二
短
調
・
作
品
―
二
五
番
…
…
•
•
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

シ
ル
レ
ル
の
頌
歌
「
歓
喜
に
寄
す
」
に
よ
る
終
末
合
唱
附

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ボ
・
ウ
ン
・
ポ
コ
・
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

モ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
チ
ェ

ア
ダ
ー
ジ
オ

・モ

ル
ト
・
エ
・
カ
ン
タ
ビ
ー
レ

終

曲

二 ノ‘ 口 イ

春

の

お
も
ひ
で
•
…
…
…
…
…

（
妻
を
さ
き
だ
て
し
人
の
も
と
に
）

雉日

子ぐ

がれ

喘の

雪 く花

： ： ： : : : 

］ ： ： 
: : : 

i i i 
i : : 
： ： ： 
: : : 
: : : 

i i : 
: : i ： ． 
野下野下野下

1
．
混

盤

合 曲

日
日n
 

ス
ケ
ル
ツ
ア
ン
ド

目

獨

奏

作

富

永

瑠

璃

子
作

指

揮

澤

崎

定

之

ロ穂口穂口穂

雨院雨院雨院

情ー情ー情一

歌作歌作歌作

主
催

十
一
月
一
・
ニ
日
午
後
六
時
半

東
京
一
音
楽
學
校
大
演
奏
會

原時

有

明潔

歌作

於
大
阪
朝
日
會
館

朝
日
新
聞
社
會
事
業
園

―-――ロ

…
…
…
…
胴
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豪
華
な
旋
律
に
陶
酔

下
谷
属
上
野
公
園
内

東
京
一
音
楽
學
校
報
國
園

東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
會
終
る

大
阪
朝
日
會
館
に
お
け
る
今
秋
の
東
京
音
楽
學
校
大
演
奏
會
は
一

、
二
雨
日
と
も
非

常
な
超
満
員
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終
っ
た

第
二
夜
も
六
時
半
開
演
で
第
一
の
混
槃
合
唱
は
思
出
、
以
下
四
曲
で
ま
づ
聴
衆
を
魅

了
し
、
第
二
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
富
永
瑠
璃
子
譲
の
力
奏
で
第
一
協
奏
曲
ハ
長
調
作
品

十
五
番
に
至
妙
な
陶
酔
境
に
導
き
最
後
は
合
唱
隊
二
百
人
と
管
絃
楽
百
人
が
舞
台
を

埋
め
る
豪
華
な
る
第
九
番
交
響
楽
は
山
内
秀
子
さ
ん
、
千
葉
静
子
さ
ん
、
渡
邊
高
之

助
氏
、
中
山
悌
一
氏
の
獨
唱
が
光
り
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
氏
の
指
揮
の
も
と

に
終
始
至
高
な
る
雰
園
氣
に
悦
惚
と
し
て
午
後
九
時
散
會
し
た

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
六
年
十
一
月
三
日
）

昭
和
十
六
年
十
＿
月
十
五
日
第
一
三
四
回
報
国
団
演
奏
会

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

第

1
3
4
回
報
國
園
演
奏
會

指

揮

〔
原
資
料
横
組
〕

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー

悌

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

ピ
ア
ノ
獨
奏

シ
ャ
コ
ン
ヌ

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

晩

一
短
調

歌
劇
「
ジ
ョ
コ
ン
ダ
」
よ
り

空
と
海
の
詠
唱

伴
奏

D
 
ヵ井
口

妙

子

藤

晶

子

伴
奏

ス
テ
イ

中

目

徹

田

鍋

宗

三

郎

合

唱

パ
デ
レ
フ
ス
キ
ー

管
絃
楽

上

池

倭

子

上
低
音

中

山

下
高
音

中
高
昔

千

葉

渡

邊

高

之

助

笠
ず
主

Pl

子

獨

唱

高

昔

山

内

秀

子

管

絃

楽
（
研
究
科
卒
業
制
作
）

山

形

の

民

謡

に

依

る

フ

エ

ル

ム

ー

ト

・

フ

エ

ル

マ

ー

1
1

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
二
重
フ
ー
ガ
“
…
…
…
…
…
…
•
…
…
・
・
高
田
三
郎
作
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

主
題
と
愛
奏
曲
イ
長
調
作
品
十
六
の
三
：
・

ア
ン
ダ
ン
テ
ー
ピ
ウ
モ
ッ
ソ
ー
ア
ル
レ
グ
レ
ッ
ト

ー
レ
ン
ト
ー
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ
ヴ
イ
ヴ
ォ
ー
ア
ン
ダ
ン
テ

ー
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
ト
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

ピ
ア
ノ
獨
奏

奏
鳴
曲
嬰
ハ
短
調
作
品
二
十
七
の
二

第
二
楽
章
ア
ル
レ
グ
レ
ッ
ト

第
三
楽
章
。
フ
レ
ス
ト
ア
ヂ
タ
ー
ト

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

伴
奏

吉

島

喜

三

郎

森

田

親

之

…
…
…
…
…
•
…
・
・
ボ
ン
キ
エ
リ
ー

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

葛

原

守

歌
劇
「
カ
ヴ
ア
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
イ
カ
ナ
」
よ
り
•
…
…
…
…
•
•
マ
ス
カ
ー
ニ

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア

歌
：
・
…
…
…
…
…
…
…

竹

内

美

枝

子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
バ
ッ
ハ
ー
ブ
ゾ
ー
ニ

曲

目

指
揮

本
校
管
絃
楽
部
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協
奏
曲
イ
短
調

伴
奏

歌
劇

「
フ
ア
ボ
リ
ー
タ
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
ニ
ツ
ェ
ッ
テ
イ

ぉ
A

我
が
フ
エ
ル
ナ
ン
ド

ピ
ア
ノ
獨
奏

五
重
奏
曲
「
鱒
」
イ
長
調

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ

第
四
楽
章
主
題
と
愛
奏
曲

ア
ル
ト
獨
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ピ
ア
ノ
獨
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ィ
オ
ラ

作
品
百
十
四
…
·
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

内

田

留

里

子

内

田

映

子

聖
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ヘ
ン
デ
ル

楽
劇
「
ラ
イ
ン
の
黄
金
」
よ
り
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ワ
グ
ナ
ー

エ
ル
ダ
の
ヴ
ォ
ー
タ
ン
ヘ
の
警
告

田

中

寓

里

子

揺

井

敦

授

作
品
五
十
四

．．．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン

「
パ
ル
テ
イ
ー
タ
第
三
番
」
よ
り

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
ガ
ボ
ッ
ト
ホ
長
胴
•
…
…
•
•
•
…
…
…
•
•
バ
ッ
ハ

津

野

文

子

室

内

楽

佐黒

村；沼野達

活俊俊

宏也夫達

田 河 伊

死
の
舞
踏

休

一
短
調

憩

ピ
ア
ノ

チ
ェ
ロ

伴

奏

矢

橋

満

子

伴
奏

コ
ン
ト
ラ
バ
ス 伴

奏

井

口

敦

授

リ
ス
ト

良

澤

井

淳

子

ー
．
管
絃
楽

序
曲
「
コ
リ
オ
ラ
ン
」
・
作
品
六

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

室
井
摩
耶
子

野
の
し
づ
け
さ
作
品
八
十
六
の
―
―
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

知
ら
せ
作
品
四
十
七
の
一

ピ
ア
ノ
獨
奏

第
一
三
五
回
報
國
園
演
奏
會

〔曲
目
等
不
明
〕

（『東
京
昔
柴
學
校
一
覧
』
自
昭
和
十
六
年
至
昭
和
十
七
年
、
二
五
五
頁
）

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
六
日

協
奏
曲
第
四
番
卜
長
調

第
一
楽
章
ア
ル
レ
グ
ロ

第
一
楽
章

ア
ル
レ
グ
ロ

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
九
日

銃
後
奉
仕
演
奏
会

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）
行
疇
疇
麟
臼
疇
疇

會
場
共
立
講
堂
（
帥
田
一
ツ
橋
）

銃

後

奉

仕

音

楽

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校

十
一
月
十
六
日

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

第
＿
三
五
回
報
国
団
演
奏
会於

ア
フ
エ
テ
ユ
オ
ー
ソ

井

口

敦

授

作
品
五
十
八
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

モ
デ
ラ
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ト

伴
奏

伴
奏

〔
原
資
料
横
組
〕

本
校
奏
楽
堂

内

田

映

子 ” 

坂

元

芳

子
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能
楽
賓
生
流
連
吟

一

、

黒

塚

槙吉小山竹

美富野川本

弾光信久

子子子知枝

昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
選
科
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
時
開
場

一
時
半
開
演

於
本
校
奏
楽
堂

選

科

邦

楽

演

奏

曲
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2
．
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ル
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ヴ
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絃
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唱
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．
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ト
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葉
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ノ
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邊
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中

山

悌

一

東
京
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音
楽
學
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管
絃
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部
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京
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楽
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徒

獨

日
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II
．
管
絃
楽
・
四
部
獨
唱
合
唱
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第
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・
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五
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レ
グ
ロ
・
マ
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ノ
ン
・
ト
ロ
ツ
ボ
・
ウ
ン
・
ボ
コ
・
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エ
ス
ト
ー
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ェ
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ー
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曲
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田

流

七
、
銃
後
の
女
性

葛
原
し
げ
る
作
詞

宮

城

道

雄
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曲

能
楽
観
世
流
連
吟

六

、

土

蜘

蛛

職

員

及

選

科

生

徒

宮岡蔵璽小濱山副中星

澤部田凰貝田内田桐

正保 ：昂ど巴勝ご秀
雄興稔助七郎郎武郎世

茂柳久澤高吉早安宮三

呂澤靡井橋見川部崎：

茂章喜喜俊文――ー

一博雄仁吉一夫彦也郎

鈴加重田森鷲白長野前

這松邊廣見勢瀬崎原
十郁
雅四竹三保敬太寛光

正雄郎生郎｝［｛二郎一年

能
楽
観
世
流
連
吟

五

、

吉

野

天

人

花

見

倫

子

服

部

淳

子

廣森多鈴渡三

瀬田賀木邊水
ょ＝
珠し平道敬サ

江江代子子ダ

山三北大川杉

口樹村鳳浪原

芳睦青言
子子ナ子子榮

ー

休

憩
I
~

杵：長

胃妻
面 八 唄
作
曲景

唄

窪塚鈴吉

田本木濱

房俊淳み

枝子子ほ

上
調
子

三
味
線

齋

藤

芳

子

輻

永

徳

子

鈴
木
喜
美
代

佐
伯
美
佐
子

唄

岡

本

智

恵

子

等

曲

山

田

流

Il
上

定

子

硼
谷
真
佐
子

、

花

三

題

疇

冠

田

町

古
今
集
ョ
リ

中
能
島
欣
一
作
曲

同
低
昔 等

所中渡武三小龍

野邊川好林井

京み富恭京桃喜

子ね美子子子子

能
楽
賓
生
流
連
吟

二

、

紅

葉

狩

木二山瀬吉登宮

村宮崎嘉川疇

隆忠省昌

次行廣三尚男和

樋千栗堀丸志鶴

ロ葉本内 賀島

正東武政

文茂ー操雄美利
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て
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ソ
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フ
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野

た
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ピ

ア

ノ

獨

昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日
秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

一
時
開
場

昭
和
十
六
年
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一
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二
十
九
日
（
土
曜
日
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午
後
｛
一
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半
開
演

於
本
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選
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敦
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踊
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屋
正
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郎
作
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雛房鈴和和芳圭昭

子子子子子子子子
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フ
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文
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京
一
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楽
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フ
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ツ

ク

作
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良

子

グ
ラ
ン
ド
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ヴ
ァ
ル
ス
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
・
作
品
一
八
・
・
・
シ
ョ

ノぐ

ン

作

ピ

ァ

ノ

獨

尾

登

ー
—
休

自

i

|

舌‘、

ソ
ナ
タ
・
ロ
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ド
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作
品
二
／
一
一
番
・
・
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

獨
唱
：
·
·
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
門

い
、
歌
劇
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
よ
り
「
女
心
の
歌
」

ろ
、
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り
「
星
も
光
り
ぬ
」

…
ヴ
ェ
゜

•
•
…
•
フ

…
…
…
揺

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
イ
短
調
•
第
一
楽
章
…
•
…
…
…
・
・
ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
作

奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
佐

い
、
前
奏
曲
「
雨
だ
れ
」
•
愛
二
長
調
・

作
品
二
八
ノ
一
五
番
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
•
…
…
•
シ

ろ
、
無
言
歌
「
紡
ぎ
歌
」
・
ハ
長
調
・

作
品
六
七
ノ
四
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
住

い
、
も
は
や
我
と
わ
が
心
に
感
ぜ
ず
…
…
…
…
…
…
。
ハ
イ
ス
イ
エ
ッ
ロ
作

ろ
、
勝
て
り
勝
て
り
わ
が
心
よ
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
カ
リ
ス
イ
ー
ニ
作

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
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獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田

ソ
ナ
タ
・
ア
ダ
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オ
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ア
レ
グ
ロ
・
ニ
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調
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•
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•
•
…
…
…
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…
…
…
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濱
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踏
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…
…
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…
…
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…
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•
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…
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·
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唱
…
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
·
：
島

い
、
オ
ー
・
デ
ル
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オ
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ド
ル
ツ
ェ
・
ア
ド
ー
ル
・
・
・
グ

ろ
、
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
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ツ
ェ
ル
リ
ー
ナ
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詠
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

ノゞ

ー

乍＇ー
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ア
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獨
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レ
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一
九
、

ピ

ア

ノ

一
三
、

ピ

奏
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
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・
：
水

一
四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
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…
…
•
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ー
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ェ
ン
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唱
…
…
…
…
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…
…
…
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…
…
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い
、
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
ケ
ル
ビ
ン
の
詠
唱
・
…
：
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

ろ
、
濱
邊
の
唄
：
…
·
…
…
•
…
…
…
•
•
大
寅
二
作

奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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ラ
。
フ
ソ
デ
イ
・
ト
短
調
・
作
品
七
九
ノ
ニ
番
…
…
…
ブ
ラ
ー

一
八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…

獨

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘ

奏
…
…
…
…
…

•

正

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
作
品
一

0
四
J
九
番

第
二
、
三
架
章
：

リ

オ

作

小

坪

清

子 ム

ス

作

一

七

、

ピ

ア

ノ

獨

田

萬

里

子

中

一
六
、

ソ

。

フ

ラ

ノ

田

偕

子

ソ
ナ
タ
「
ワ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
」
・
作
品
五

第
二
、
三
楽
章

一
五
、

ピ

ア

ノ

獨

田

睛

子

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
イ
短
調
•
第
一
番
・
第
一
楽
章
…
バ

ツ

ノ‘

作

形

秀

子

ソ
ナ
タ
「
ワ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
」
・
作
品
五

第
一
楽
章
：
・

ア

ノ

獨

…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

…
…
今

三
十
二
愛
奏
曲
ハ
短
調
：
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
第
九
十
五
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
（
日
曜
日
）
午
後
疇
詞
畔
疇
”

・

會

場

日

比

谷

公

會

堂

昔

楽

演

奏

曲

目

東
京
一
音
楽
學
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野

恭
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I
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.
 
← 

II
．
ピ
ア
ノ
獨
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管
絃
楽
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P
r
o
g
r
a
m
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h
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.
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n
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.
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i
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．
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絃
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．
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と
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絃
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ヘ
ル
ム
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・
フ
エ
ル
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東
京
―
音
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學
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絃
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憩

）

1

獨

奏

者

水

谷

達

夫

「
運
命
の
歌
」
作
品
五
四
·
:
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•

第
一
協
奏
曲
・
ニ
短
調
・
作
品
十
五
…
．．．．．
．．
．．
 

マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

ア
ダ
ー
ヂ
ォ

ロ
ン
ド
＂
ア
レ
グ
ロ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ

・・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

・
・
・
・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

第
一

交
響
曲
・
ハ
短
調
・
作
品
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八
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ス
テ
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ロ

ア
ン
ダ
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テ
・
ソ
ス
テ
ヌ
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ウ
ン
・
ボ
コ
・
ア
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グ
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ト
・
エ
・
グ
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オ
ー
ゾ
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ヂ
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ア
ン
ダ
ン
テ
ー
ア
レ
グ
ロ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ
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z
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a
ni
 

|
(
P
a
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s
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|
 

O
r
c
h
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e
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S
y
m
p
h
o
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.
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c
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m
o
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O
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6
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…
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B
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a
h
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o
c
o
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n
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A
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l
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g
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n
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e
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U
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o
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o
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A
d
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a
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A
l
l
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n
o
n
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p
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m
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o
n
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色
u
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H
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l
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F
e
l
l
m
e
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O
r
c
h
e
st
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u
n
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h
o
r
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e
r
 St
a
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l
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c
h
e
n
 M
u
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k
a
k
a
d
e
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e
 

z
u
 T
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o
 

上
野
―
音
楽
學
校
の
定
期

十
二
月
廿
一
日
公
會
堂
で
秋
の
上
野
―音
楽
學
校
の
定
期
大
演
奏
會
が
満
員
の
中
に
開

催
さ
れ
た
。

最
近
の
上
野
の
傾
向
は
少
く
も
＿
音
楽
會
に
現
れ
た
黙
だ
け
か
ら
考
へ
て
も
、
以
前
と

は
大
分
に
愛
つ
て
来
た
様
に
思
は
れ
る
。

今
度
も
ブ
ラ
ー
ム
ス
に
よ
っ
て
全
曲
目
を
満
た
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
、
こ

う
し
た
企
書
＿
性
に
若
い
ド
イ
ツ
の
指
揮
者
フ
エ
ル
マ
ー
の
箕
面
目
さ
が
反
影
し
て
ゐ
る

様
に
思
へ
る
。

フ
エ
ル
マ
ー
は
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
充
分
に
ド
イ
ツ
的
で
あ
り
、
同
時
に

若
さ
を
持
つ
指
揮
者
で
あ
る
。
技
術
の
不
足
は
最
近
相
嘗
に
克
服
さ
れ
て
来
た
如
く
で

あ
る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
第
一
交
響
曲
」
の
成
功
は
、
彼
の
箕
面
目
な
勉
強
の
成
果
で

あ
り
、
上
野
と
し
て
は
最
近
の
好
演
で
あ
っ
た
。

「
第
一
協
奏
曲
」
は
水
谷
達
夫
の
努
力
に
も
か
A

わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
大
き
さ
を
示
す
に
は
、
器
楽
的
な
も
の
と
構
成
的
な
も
の
と
の
完
全
な
一
致
に
到
ら

ず
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
的
情
熱
の
表
出
に
失
敗
し
て
居
た
。
管
絃
楽
は
原
曲
に
も
餓
黙
は
あ

二
、
観
世
流
囃

世
阿
禰
作

二

人
五
郎
十
郎 母

静 子

小

袖

曾

我

丸
山
里
子
（
卒
業
生
）

大
和
美
咲
（
同

、一

加

藤

良

助

森

重

朗

野

口

祗

久

田

中

幾

之

助

三

川

浦

後

見

地

謡賓

生

重

英

佐

野

巖

大
坪
十
喜
雄

渡

邊

榮

嗣

近

藤

全

宏

一
、
賓
生
流

ヒム日
ト

モ

植

田

正

治

角

嘉

一

菱
田
尚
三
（
卒
業
生
）

嘗

山

俊

道

第

ら
う
が
、
し
か
し
其
れ
に
し
て
も
風
れ
す
ぎ
て
居
た
様
に
思
ふ
。
絃
の
音
色
の
悪
さ
、

特
に
チ
ェ
ロ
の
パ
ー
ト
の
悪
さ
は
、
何
時
も
の
事
な
が
ら
勝
来
そ
の
道
の
獨
奏
家
と
も

成
ら
ん
と
す
る
人
達
の
集
り
と
し
て
は
戴
き
か
ね
る
。

（
『
昔
榮
文
化
新
聞
』
第
一
号
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
九
頁
）

卒
業
證
書
授
呉
式
並
演
奏
次
第

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
、

二
十
五
日
、

日
（
二
十
四
日
）
午
後
一
時
開
演

一
噌
錢
二

二
十
六
日

卒
業
式

昭
和
十
六
年
十
二
月
一
戸
韮

13
貧

疇

13]
丘

麟

↑

麟

疇

麟

畔

雙

一
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時
開
始
（
式
並
洋
楽
）

東
京
一
音
楽
學
校

一
噌
鰈
ニ

第2部 昭和の東京音楽学校篇 664 



鷺

六

、

長

．、

作
曲

富
士
田
吉
次

杵
屋
忠
次
郎

娘

唄

五

、

生

田

流

箪

』
土
井
晩
翠
作
歌

宮
城
道
雄
作
曲

春

の

四

、

山

田

流

築中
能
島
松
竪
作
曲

i一

松
土

蜘

夜

曲

風

曲

塚

田

博

（

卒

業

生

）

石

村

義

一

唄

三
味
線

林

邦

子

（

卒

業

生

）

會

田

英

子

（

同

）

鍋

島

美

鳥

（

同

）

丸

山

綾

子

（

同

）

等

古

屋

富

蔵

（

卒

業

生

）

同

藤

田

優

子

（

同

）

同

山

下

相

（

同

）

玉

木

茉
秀

三

‘

観

世

流

能

頼

光

清

水

四

郎

（

卒

業

生

）

ト

モ

金

子

龍

雄

胡

蝶

浅

見

重

信

後

シ

テ

浅

見

侑

弘

（

卒

業

生

）

前

シ

テ

郷

郭

太

郎

（

同

）

蛛

賓

生

弾

一

賓

生

哲

森

茂

好

唐

澤

時

司

子 置

等

吉

田

稲

子

（

卒

業

生

）

＿

二

絃

鹿

山

美

智

枝

（

同

）

子

武

田

太

加

志

後

見

地

謡

島

澤

啓

次

観

世

友

資

山

階

信

弘

藤

波

順

三

郎

坂

井

音

次

郎

光

三

、

ピ

ア

ノ

子

房

子

第磐
イ

、

「

子

等

を

思

ふ

歌

」

（

ピ

ア

ノ

伴

奏

）

指

揮

山

上

憶

良

作

歌

・

信

時

潔

作

曲

ロ

、

「

一

億

一

心

」

（

無

伴

奏

）

野

口

米

次

郎

作

歌

・

橋

本

國

彦

作

曲

獨

奏

…

…

…

…

…

…

本

科

卒

業

唱
…
…
…
…
•
…
…
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業
生
一
同

澤

崎

定

之

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
•
第
一
楽
章

獨

唱

…

…

…

…

…

…

同

イ

、

グ

リ

ー

ク

作

・

白

鳥

・

作

品

一

一

五

ノ

ニ

ロ

、

姫

君

・

作

品

―

ニ

ノ

四

ハ

、

希

望

・

作

品

二

六

ノ

三

奏

：

…

…

…

…

・

・

：

同

八

、

メ

ッ

ツ

ォ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

同

飯

塚

り

ゑ

子

。

フ

ッ

チ

ー

ニ

作

・

歌

劇

「

ラ

・

ボ

エ

ー

ム

」

中

ミ

ミ

の

歌

土

ペ

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

同

リ

ス

ト

作

・

リ

ゴ

レ

ッ

ト

・

パ

ラ

フ

レ

ー

ズ

永

井

三

津

子

” ” 

小

倉

次

雄

樫

本

孔

英

吉

田

淳―
―
―
谷
良
馬

二

、

バ

リ

ト

ン

今

井

正

五

坂

井

昔

次

郎

地

謡

藤

波

順

三

郎

島

澤

啓

次

獨

庄

シ

ョ

パ

ン

作

・

バ

ル

カ

ロ

ー

ル

・

嬰

へ

長

調

・

作

品

六

〇

四

、

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

獨

奏

：

…

…

…

…

…

・

同

松

浦

ウ
ェ
ー
ベ
ル
作
・
協
奏
曲
•
愛
ホ
長
調
・
作
品
四
八
•
第
二
、
三
楽
章

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

：

…

…

…

…

…

・

同

本

多

能
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
七
•
第
一
楽
章

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

同

呉
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
作
・
ソ
ナ
タ
・
ト
短
調
•
第
一
楽
章

七

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

・

：

同シ

ョ

パ

ン

作

・

バ

ラ

ー

デ

・

ト

短

調

・

作

品

二

三

一

、

゜

ヒ

ァ

ノ

敦
授

混

合
日

（

二

十

五

日

）

午

前

之

部

十

時

開

演

藤

岡

晶

子

665 第2章 昭和13年～27年(1938~1952)



シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
ヴ
ィ
ー
ン
の
謝
肉
祭
・
作
品
二
六

吉

武

英

子

二
六
、

ピ

ア

ノ

獨

演

奏

午

前

十

時

開

演

大

和

哲

朗

一

九

、

ピ

ア

ノ

獨

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作
・
協
奏
曲
•
愛
イ
長
調
・
作
品
九
四

奏

…
…
…
…
…
・
：
同

二

0
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨

奏

…

…

…

…

…
…
同

奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

吉

武

久

子

一
八
、

ホ

ル

ン

獨

岡

田

朗

ー

（

休

憩

）

ー

奏
…
…
…
…
…
…
同

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
ホ
長
調
・
作
品
一

0
九
•
第
一
二
楽
章

奏
…
…
…
…
…
…
同

一
七
、

ピ

ア

ノ

獨

渡

邊

久

子

一
六
、

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
運
命
の
力
」
中
レ
オ
ノ
ー
ラ
の
詠
唱

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

同

川

瀬

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
七
•
第
一
楽
章
喜

美

一
五
、

ピ ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

同

澤

野

八

重

子

シ
ョ
パ
ン
作
・
バ
ラ
ー
デ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五

第卒
業
證
書
授
呉
式
次
第

日
（
二
十
六
日
）
午
前
之
部

午
前
九
時
開
始

一
四
、

ピ

ア

ノ

獨

戸

田

盛

忠

―
一
、
テ

ー
ニ
、
ピ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

同

イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
田
含
の
女
・
作
品
十
ノ
四

ロ
、
ヘ
ン
デ
ル
作
・
「
救
世
主
」
中
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
フ

ハ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
献
呈
・
作
品
十
ノ
一

奏

…
…
…
…
…
…
同

フ
ラ
ン
ク
作
・
前
奏
曲
と
コ
ラ
ー
ル

一
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
同

ナ
ル
デ
ィ
ー
ニ
作
・
協
奏
曲
・
ホ
短
調
•
第
一
楽
章

奏
…
…
…
…
…
…
同

二
三
、

二
五
、

甘

利

次

郎

ピピ
イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
子
守
唄
・
作
品
四
一
ノ
一

ロ

、

小

夜

曲

・

作

品

十

七

ノ

―

―

奏
…
…
…
…
…
…
同

ニ
四
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
同

ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
作
・
協
奏
曲
•
愛
口
長
調
•
第
一
、
二
楽
章

獨

奏

…

…

…

…

…

…

同

リ
ス
ト
作
・
メ
フ
ィ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ

宮

城

逝

拝

國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

獣

躊

卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

學

校

長

式

窮

文

部

大

臣

祝

窮

卒

業

生

穂

代

謝

僻

合
唱
「
卒
業
式
の
歌
」

ア

ノ

原

ロ

歌

ア

ノ

獨

野

村

義

恵

シ
ョ
パ
ン
作
・
バ
ル
カ
ロ
ー
ル
・
嬰
へ
長
調
・
作
品
六
〇
黒

沼

俊

夫

第2部

ア

ノ

獨

山

崎

和

子

” 

ノ

Jレ

加

藤

泰

義

二
二
、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨
唱
：
・
…
…
…
…
…
同

鎌

倉

和

子

グ
リ
ー
ク
作
・
バ
ラ
ー
デ
・
ト
短
調
・
作
品
一
一
四

リ
ス
ト
作
・
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
・
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
・
第
十

昭和の東京音楽学校篇

1

0

、
ピ

ア

ノ

獨

奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

大

谷

羊

子

二
―
‘

ピ

ア

ノ

獨

第

日
（
二
十
五
日
）
午
後
之
部

一
時
開
演

奏
…
•
…
•
…
…
…
•
本
科
卒
業

ナ
ッ
シ
ェ
ー
作
・
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
・
ト
長
調

足

立

美

智

子

666 



一六、

ニ
八
、

二
九
、

三

0
、

三
二
、
ピ

三
三
、

三
四
、

三
五
、

三
七
、

二
七
、

フ

ァ

ゴ

ピピピピ ノゞ

リ
ズ
ト
作
・
メ
フ
ィ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ

奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

ッ

ト

獨

奏

…

…

…

…

…

…

同

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
協
奏
曲
•
愛
口
長
調
•
第
一
楽
章

メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
…
…
：
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
バ
ラ
ー
デ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五

坂

冗

芳

子

清

水

武

夫

篠

塚

雅

子

四
六
、

四
五
、

バ
ッ
ハ
・
タ
ウ
ジ
ヒ
作
・
オ
ル
ガ
ン
・
ト
ッ
カ
ー
タ
と
遁
走
曲
・
ニ
短
調

ピ

ア

ノ

獨

前

島

百

代

667 

メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
同

難

波

千

鶴

子

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
」
中
エ
ボ
リ
姫
の
詠
唱

奏
…
…
…
…
…
・
：
同

ア

ノ

獨

シ
ョ
パ
ン
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
•
愛
口
短
調
・
作
品

第

日
（
二
十
六
日
）
午
後
之
部

一
時
開
演

四
四
、

ピ

ア

ノ

奏
：
…
…
…
…
…
．
同

佐

藤

節

子

ア

ノ

獨

奏
…
…
…
…
…
…
同

横

井

子

シ
ョ
パ
ン
作
・
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
•
愛
イ
長
調
・
作
品
五

ア

ノ

獨

三
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
同

ヴ
ィ
タ
ー
リ
作
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ
・
ト
短
調

奏
…
…
…
…
…
…
同

メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
同

岡

部

多

喜

子

ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作
・
歌
劇
「
ラ
・
フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ー
タ
」
中
レ
オ
ノ
ラ
の
詠
唱n
 

手

四
二
、

四一―-、

佐

藤

ち

ょ

小

橋

行

雄

四
一
、

第2章

ホ

Jレ

ン

藤

本

護

バ
ッ
ハ
・
リ
ス
ト
作
・
前
奏
曲
と
遁
走
曲
・
イ
短
調

。ヒ

ア

ノ

獨 ー

（

休

憩

）

ー

|

_

ピ

ア

ノ

獨

中

村

貞

子

シ
ョ
パ
ン
作
・
前
奏
曲
（
ハ
短
調
•
愛
口
短
調
・

愛
ホ
長
調
・
ヘ
長
調
・
ニ
短
調
）

ハ
イ
ド
ン
作
・
協
奏
曲
•
愛
ホ
長
調
•
第
三
楽
章

獨

ァ

ノ

四

0
、

ア

ル

ト

獨

金

石

幸

夫

シ
ョ
パ
ン
作
・
バ
ラ
ー
デ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五

ア

ノ

リ

ト

ン

獨
唱
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

奏
…
…
…
…
…
…
同

イ
、
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
作
・
歌
劇
「
ツ
ァ
ツ
ァ
」
中
ロ
マ
ン
ス

ロ
、
グ
リ
ン
カ
作
・
歌
劇
「
皇
帝
に
捧
げ
し
生
命
」
中
詠
唱

獨

ト
ラ
ム
ペ
ー
ト
獨
奏
…
…
…
…
…
…
同

奏
…
…
…
…
…
…
同

室

井

摩

耶

子

新 堀

名

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
七
•
第
二
、
三
楽
章

博

子
郎

三
八
、
ピ

三
九
、

イ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
「
我
ま
ど
ろ
み
い
つ
も
静
に
」

ロ

、

「

わ

が

愛

は

青

春

」

奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏
…
…
…
…
…
…
同

ウ
ェ
ー
ベ
ル
作
・
第
二
協
奏
曲
•
愛
ホ
長
調
・

作
品
七
四
・
レ
テ
ィ
タ
テ
ィ
ー
フ
と
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

昌
…
…
…
…
…
…
同

nぃ

イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
「
憩
へ
わ
が
魂
」

ロ

‘

”

「

愛

を

い

だ

き

て

」

ハ
、
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作
・
歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
詠
唱

奏
…
…
…
…
…
…
同

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ワ
ル
ツ
・
作
品
三
九

（
第
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
）

奏
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

奏
…
…
…
…
…
…
同

獨

ゲ
デ
ィ
ッ
ケ
作
・
協
奏
曲
・
ヘ
短
調
•
第
二
楽
章

獨

大

和

美

智

子

リ
ス
ト
作
・
バ
ラ
ー
デ
・
ロ
短
調

ア

ノ

” 
獨

小

鳥

居

尊

喜

田

賦

島

津

雅

子

昭和13年～27年（1938~1952)



二
、
等
曲
（
山
田
流
）

那

須

野

演

奏

曲

目

一
、
能
楽
函
観
世
流
）

仕

舞
薩

刈
（
笠
之
段
）

三！I等

絃

野緒林

田宮田井藤

ふ集、満 伊房
淑敬 房

み恵都勢

口形

子子ね

II II II II地シ

謡テ

塚二吉藤柳内

乃子子子枝子

四
七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
・
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
協
奏
曲
・
ニ
長
調
•
第
一
楽
章

奏
…
…
…
…
…
…
同

盤

合イ
、
「
子
等
を
思
ふ
歌
」
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
指
揮

山
上
憶
良
作
歌
・
信
時
潔
作
曲

ロ
、
「
一
億
一
心
」
（
無
伴
奏
）

野
口
米
次
郎
作
歌
・
橋
本
國
彦
作
曲

作
曲
科
卒
業
制
作
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

管
絃
楽
曲
「
組
曲
」

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
•
第
一
築
章

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生
一
同

敦

授

澤

崎

定

之

昭
和
十
七
年
＿
月
二
十
四
日
報
国
団
第
十
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
七
年
一
月
二
十
四
日
（
第
四
土
曜
日
）
呼
疇
一
疇
半
”
”

東
京
音
楽
學
校
報
國
圃

第

十

回

邦

楽

演

奏

會

於

本

校

奏

楽

堂

啓

埼

善

昭
和
十
七
年
二
月
十
七
日
第
九
十
六
回
定
期
演
奏
会

五
時
開
場

昭
和
十
七
年
二
月
十
七
日
（
火
曜
日
）
午
後
六
時
開
演

會
場
日
比
谷
公
會
堂

昔

楽

演

奏

曲

目

上
野
公
園

九

、

長

唄春

調

娘

七

種

II II唄

熱塚酒

海田井

は壽

な美大

東
京
一
音
楽
學
校

三
味
線

I
 ,‘
 
”
 

八
、
等
曲
（
山
田
流
）

四

季

の

調

II II等

吉鹿栗

七

、

長

唄今

様

竹

生

島

II II II唄

中
島
三
千
代

尾
畑
芳
子

岡

本

松

子

熱

海

は

な

鵜
川
紀
美
代

林

邦

子

會

田

英

子

井

田

孝

子

原

夏

江

山

美

智

枝

田

稲

子

川

又

敦

磯
田
安
紀
子

池

昭

子

三
味
線

”
 
”
 
”
 

六
、
第
曲
（
生
田
流
）

比

良

三婚

絃

山古

J I IJ I I 

草

川

五
、
能
楽
（
賓
生
流
）

仕

舞
高

砂

II地シ

謡テ

菱嘗植

田山田

直太尚俊正

治郎三道治

第2部

（
休
憩
十
分
）

混 四

八

、

ピ

ア

ノ

獨

手

四
、
第
曲
（
生
田
流
）

初

鶯

”””等！！ 等
本 替
手手

緒長近三水田

岐藤川野村
方美

敏康さ恵通

康子子と子子

昭和の東京音楽学校篇

中

村

桃

子

、

長

唄春

遊

び

II II唄

矢

島

敏

子

山

田

頼

子

山
田
喜
代
子

三

味

線

椎

野

敏

子

”

加

藤

基

代

子

”

中

川

正

子

668 



ー

（

休

憩

）

1

III．
ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

（

管

絃

楽

附

）

第

七

協

奏

曲

・

ニ

長

調

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

ア

レ

グ

ロ

・

マ

エ

ス

ト

ー

ゾ

獨

ア

レ

グ

ロ

Jレ

奏

, ^ 、

フヴヒ°

i 
リ

ン卜

森兎

正

ア

ノ

高

束折

龍宮

夫次

ー

．

合

唱

・

管

絃

楽

第
四
交
竪
曲
「
復
活
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
バ
ッ
ハ
作

（

管

絃

楽

高

田

信

一

編

曲

）

シ

ン

フ

ォ

ニ

ア

（

序

曲

）

・

ア

ン

ダ

ン

テ

第

一

章

・

ア

レ

グ

ロ

（

混

盤

合

唱

）

第

二

章

・

ア

ン

ダ

ン

テ

（

女

盤

合

唱

）

第

三

章

・

。

フ

レ

ス

ト

（

テ

ノ

ー

ル

齊

唱

）

第

四

章

・

ア

レ

グ

ロ

・

モ

デ

ラ

ー

ト

（

混

盤

合

唱

）

第

五

章

・

ア

ン

ダ

ン

テ

（

バ

ス

齊

唱

）

第

六

章

・

ア

レ

グ

ロ

・

エ

ネ

ル

ヂ

コ

（

ソ

。

フ

ラ

ノ

及

テ

ノ

ー

ル

合

唱

）

第

七

章

・

ア

ダ

ヂ

ォ

衆

讃

歌

（

混

整

合

唱

）

II．
ト

リ

オ

獨

奏

（

絃

楽

合

奏

附

）

三
重
奏
協
奏
曲
・
イ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
バ
ッ
ハ
作

（

マ

ク

ス

・

レ

ー

ガ

ー

編

）

ア

レ

グ

ロ

・

モ

デ

ラ

ー

ト
ア

ダ

ー

ヂ

ォ

・

マ

・

ノ

ン

・

タ

ン

ト

・

エ

・

ド

ル

チ

ェ

指

揮

合

唱

管

絃

楽

ア

レ

グ

ロ

ラ

ル

ゴ

ア

ン

ダ

ン

テ

ロ

ン

ド

・

ア

レ

グ

ロ

京

昔

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

IV．
管

絃

楽
協

奏

曲

・

ニ

短

調

…

…

…

…

…

…

…

ア

ン

ト

ニ

オ

・

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ル

デ

ィ

作

（

管

絃

楽

ア

レ

キ

サ

ン

デ

ル

・

シ

ロ

テ

ィ

編

曲

）

マ

エ

ス

ト

ー

ゾ

ー

モ

デ

ラ

ー

ト

東

楽

學

校

生

徒

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

澤

崎

定

之

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ル

・

モ

ギ

レ

フ

ス

キ

ー

〔
原
資
料
横
組
〕

上

野

第

九

六

回

定

期

バ

ッ

ハ

作

『

第

四

交

槃

曲

』

（

復

活

）

合

唱

は

な

か

な

か

よ

く

習

練

さ

れ

て

ゐ

た

〔

。

〕

管

絃

楽

の

ヴ

オ

リ

ュ

ー

ム

と

槃

楽

の

そ

れ

と

の

間

に

均

衡

の

と

れ

て

ゐ

な

い

と

こ

ろ

が

あ

っ

た

。

第

三

章

や

第

五

章

に

於

い

て

特

に

そ

の

感

が

深

か

っ

た

。

バ

ッ

ハ

作

、

三

重

奏

協

奏

曲

イ

短

調

（

レ

ー

ガ

ー

編

）

こ

の

形

式

は

失

敗

で

あ

る

。

か

う

い

ふ

風

に

絃

楽

合

奏

附

で

は

ソ

ロ

・

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

が

ぼ

や

け

て

、

三

重

奏

の

意

義

を

な

さ

ぬ

。

ソ

ロ

・

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

が

影

が

薄

か

っ

た

の

は

、

そ

の

演

奏

者

に

も

責

任

が

あ

る

。
モ

ー

ツ

ア

ル

ト

作

、

第

七

協

奏

曲

。

こ

れ

は

一

番

楽

し

め

た

。

管

絃

楽

も

相

嘗

こ

な

れ

て

ゐ

た

し

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

の

近

藤

泉

も

よ

く

奏

い

た

。

近

藤

は

所

謂

天

才

型

で

は

な

く

、

孜

々

と

し

て

勉

強

し

な

が

ら

次

第

に

練

逹

し

て

行

く

方

の

奏

者

で

あ

る

。

近

藤

泉
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第
一

、

國

證

1
、
日
満
國
旗
―
―
封
シ
敬
證

2

、

宮

城

蓬

拝

3

、

宮

廷

遥

拝

民

歓

迎

部
儀大

會

次

第

場

所

銃

後

奉

仕

邦

楽

大

演

奏

會

出

演
催

主

歌

舞

伎

座

日
昭

和

十

七

年

四

月

二

十

六

日

銃

後

奉

仕

邦

楽

演

奏

会

四

月

二

十

六

日

嘉

”

”

群

馬

會

館

前

橋

市

時

昭

和

十

七

年

三

月

二

十

二

日

昭

和

十

七

年

三

月

廿

二

日

祝

満

洲

建

國

十

周

年

謝

恩

特

派

大

使

歓

迎

在

京

満

洲

國

人

大

會

第

一
第

一

、

棒

し

ま

り
9
_
r
'
 

部

ま
だ
時
々
う
る
ほ
ひ
の
な
い
幸
日
を
出
す
が
、
そ
の
純
朴
な
感
じ
は
、
軽
薄
な
天
オ
型
よ

り
遥
か
に
よ
ろ
し
い
。

ヴ
イ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
作
、
協
奏
曲
二
短
調
（
シ
ロ
テ
イ
編
曲
）
い
か
に
も
イ
タ
リ
ア

風
の
流
暢
な
―
音
楽
だ
。
結
び
の
曲
と
し
て
は
重
み
も
深
み
も
足
り
な
い
が
、
こ
れ
は
こ

れ
な
り
に
楽
し
め
る
。
シ
ロ
テ
イ
の
管
絃
楽
編
曲
も
手
際
が
い
A
o

演
奏
も
こ
な
れ
て

ゐ
た
。
今
や
―
音
楽
が
必
須
な
時
世
と
な
っ
た
。
音
楽
學
校
の
管
絃
楽
は
大
い
に
勉
強
し

て
、
も
つ
と
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
更
に
ど
つ
し
り
し
た
曲
を
演
奏
し
て
ほ
し

い
。
嘗
て
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
『
フ
ア
ウ
ス
ト
堕
地
獄
』
を
演
奏
し
た
時
評
判
が
悪
か
つ

た
が
、
私
は
、
た
と
へ
力
に
餘
つ
て
も
、
演
奏
は
下
手
で
も
、
あ
の
や
う
な
大
き
な
傑

作
に
取
組
む
勇
氣
を
買
ひ
、
穂
譜
で
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
名
曲
を
と
も
か
く

も
聰
か
し
て
く
れ
た
事
に
感
謝
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
二
月
十
七
日
於
日
比
谷
公
會
堂
）

【
森
本
覺
丹
】

（
『
音
楽
文
化
新
聞
』
第
七
号
、
昭
和
十
七
年
三
月
一
日
）

歓

迎

在

京

満

洲

国

人

大

会

4
、
君
が
代
齊
唱
（
一
回
）

5
、
満
洲
國
國
歌
齊
唱

6

、

獣

躊

二

、

李

大

使

歓

迎

挨

拶

三

、

特

派

大

使

挨

拶

四

、

大

日

本

帝

國

天

皇

陛

下

萬

歳

五

、

満

洲

國

皇

帝

陛

下

寓

歳

六

、

慶

祝

―

音

楽

演

奏

合
唱
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

指

揮

橋

本

國

彦

敦

授

1
、
満
洲
國
建
國
十
周
年
慶
祝
歌
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
合
唱
）
（
満
洲
國
政
府
制
定
）

2
、
海
行
か
ば
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
合
唱
）
（
萬
葉
集
大
伴
氏
言
立
、
信
時
潔
作
曲
）

3
、
大
日
本
の
歌
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
合
唱
）
（
東
京
昔
楽
學
校
作
曲
、
橋
本
國
彦
編
曲
）

4
、
一
億
一
心
（
無
伴
奏
合
唱
）
（
野
口
米
次
郎
作
詞
、
橋
本
國
彦
作
曲
）

5
、
愛
國
行
進
曲
（
無
伴
奏
合
唱
）
（
橋
本
國
彦
編
曲
）

第

二

、

近

江

源

氏

先

陣

館

東

京

昔

楽

學

校

生

徒

職

員

大

政

翼

賛

會

群

馬

縣

支

部

（
入
場
無
料
、
但
シ
會
場
整
理
ノ
タ
メ
會
場
入
一

ロ
デ
貯
蓄
債
券
購
入
ノ
方
ノ
ミ
入
場
セ
シ
ム

（
吹
奏
楽
附
）

（
吹
奏
楽
附
）

第2部 昭和の東京音楽学校篇 670 



五
、
長

四
、
長

越
後
獅
子
愛
奏
曲

唄

い
、
軍
紳
岩
佐
中
佐

ろ
、
特
別
攻
撃
踪

九
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

宮

城

道

雄

編

曲獨
唱

吉

住

小

三

八

唱
第

伴

二
、
四
重
奏
ソ
。
フ
ラ
ノ

ア

ル

ト

テ
ノ
ー
ル

バ
リ
ト
ン

永

田

み

や

子

千

葉

静

子

酒

井

弘

藤

井

典

明

奏

一
、
朗

古

川

太

郎

餐

れ

の

若

櫻

職吉稀

員
住昔

小家

生三六

八治
徒外

宮

城

道

雄

外

牧

瀬

喜

代

子

職

員

生

徒

二

、

等

曲

山

田

流

昭
和
十
七
年
五
月
二
日
研
究
科
聴
講
生
修
了
演
奏
会

昭
和
十
七
年
五
月
―
―
日
（
土
曜
日
）
仔
竺
贔
瓢

於

本

校

奏

楽

堂

研
究
科
聰
講
生
修
了
演
奏
曲
目

二
、
メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
相

三

、

ピ

東

京

一

音

楽

學

校

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
大

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
村

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
交
響
的
練
習
曲
・
作
品
―
―
―
―

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
安

一

、

ピ

イ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
永
遠
の
愛

ロ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
魔
王

シ
ョ
パ
ン
作
・
諏
詩
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
五

特

別

演

奏

乗

杉

嘉

壽

作

詞

稀
音
家
六
治
作
曲

唄

う

て

や

鼓

聾

蜘

疇

岬

岬

疇

二

、

等

曲

生

田

流

聖

戦

讚

歌 儀

一

、

観

世

流

仕

舞

い

、

網

之

段

ろ
、
鞍
馬
天
狗

園

民

證

演

奏

曲

目

乗

杉

嘉

壽

作

詞

中

能

島

欣

外

中
能
島
欣
一
作
曲

職

員

生

徒

ろ

、

長

唄
京
鹿
子
娘
道
成
寺

囃三唄舞

味

子線

丸大

山和

里美

子疾
外外

六

、

舞

踊

藤

間

流

い
、
さ
く
ら
愛
奏
曲

踊

宮

城

道

雄

作

曲

藤

間

紫

按

舞

西

愛

子
田
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田

信

子

島

正

泰

藤

間

紫

中

村

六

廣

外

岡

安

喜

三

郎

外

望

月

吉

三

郎

外

等舞

踊

生生

徒徒

等

獨

奏

宮

城

道

雄

外

三

絃

獨

奏

稀

昔

家

六

治

職

員

生

徒

昭和13年～27年(1938~1952)



十
一
、

十
二
、

十
三
、

゜
ソ
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
三

ピ

春

イ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
、
伯
爵
夫
人
の
詠
唱

ロ
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
中
ア
イ
ー
ダ
の
詠
唱

ノ
猥
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
北

゜
ソ
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
藤

シ
ュ
ー
マ
ン
作

・
謝
肉
祭
・
作
品
九

ア
シ
ョ
パ
ン
作

・
幻
想
曲
・
ヘ

短
調

・
作
品
四
九

+

、

ピ

ア

ノ

七
、
ピ
ア

五

、

ピ

ア

ノ

〔

マ

マ

〕

イ
、
ニ
コ
ラ
イ
作
・
歌
劇
「
ウ
ィ
ン
ゾ
ー
ル
の
陽
氣
な
女
達
」
中
、

ア
ン
ナ
の
詠
唱

ロ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
ア
レ
ル
ヤ

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
富

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ワ
ル
ツ
・
作
品
三
九

六
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
．
波

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
梅

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
謝
肉
祭
・
作
品
九

ブ
ル
ッ
フ
作
・
協
奏
曲
・
ト
短
調
•
第
一
、
第
二
楽
章

憩
〕
ー
|
_

ー

〔

休

獨
奏
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
伊

島

睛

子

村 宅 達
井

本

和

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
六
つ
の
歌
曲
（
ゲ
レ
ル
ト
作
詞
）

1
、
祈

願
、
2
、
隣
人
へ
の
愛
、
3
、
死
に
就
い
て

4
、
大
自
然
に
現
は
れ
た
る
紳
の
榮
光
、
5
、
神
の
力
と
擁
理

6
、
懺
悔
の
歌

イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
子
守
歌
・
作
品
四
一

ロ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
歌
劇
「
魔
笛
」
中
、
夜
の
女
王
の
詠
唱
と
朗
唱

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
新
敏

子 恵 純 鐘

八
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
永
田
み
や
子

谷

洋

子

平

恵

弘

陶

十
七
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
•
愛
ホ
短
調
・
作
品
四

バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•

•
藤

ド
ニ
ゼ
ッ
チ
作
・
歌
劇
「
ラ
ム
マ
ー
ム
ー
ア
の
ル
チ
ア
」
中

ヘ
ン
リ
ー
・
ア
シ
ュ
ト
ン
の
詠
唱
「
憎
悪
と
復
讐
の
苦
し
み
我
心
に
」

ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
都
筑
富
美
子

リ
ス
ト
作
・
ソ
ナ
タ
・
ロ
短
調
（
二
楽
章
よ
り
）

作
曲
指
揮
修
了
（
演
奏
は
後
日
行
ふ
）

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
•
第
三
交
響
曲
・
ニ
長
調
：
…
…
•
…
·
：
鈴

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
第
八
交
響
曲
・
ヘ
長
調
…
…
…
…
山

昭
和
十
七
年
五
月
十
六
日
第
九
十
七
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
七
年
五
月
十
六
日
（
土
）
｛
仔
疇
疇
可
厨
”
疇

會

場

日

比

谷

公

會

堂

定

期

演

奏

會

曲

目

ハ
イ
ド
ン
作
・
聖
讀
曲
「
四
季
」

O
r
at
o
ri
u
m
:
 D
i

e
 J
a
h
r
e
s
z
ei
t

e
n
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
J
.
 Ha
y
d
n
 

十
八
、
ピ

十
六
、

ア

ピ

ア バ
ッ
ハ
作
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ

イ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
、
ケ
ル
ビ
ー
ノ
の
詠
唱

ロ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
紡
車
に
椅
れ
る
グ
レ
ー
チ
ェ
ン

ノ
獨
奏
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
佐

リ
ス
ト
作
・
ソ
ナ
タ
風
幻
想
曲
（
ダ
ン
テ

・
ソ
ナ
タ
）

十
五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
無
伴
奏
）
…
…
…
…
…
…
…
渡

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
下

東

京

一音

楽

學

校

木

正
本

カ

井

典

明

第2部

山

智

子

邊

暁

雄

十
四
、
ピ
ア

伯

貞

子
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第

三

部

秋

1
9
．
序
奏
と
叙
唱
（
ハ
ン
ネ
）

2
0
．
三
重
唱
と
合
唱
（
榮
作
の
歌
）

2
1
．
叙
唱
（
ハ
ン
ネ
、
シ
モ
ン
、
ル
カ
）

2
2
．
二
重
唱
（
ル
カ
と
ハ
ン
ネ
の
愛
の
歌
）

Jレノ‘ シ

ンモ

ー
（
休
憩
）
1

ン
（
小
作
人
）
•
…
…
·
：
・
・
バ
リ
ト
ン

ネ
（
そ
の
娘
）
…
…
…
・
・・ソ。フ
ラ
ノ

カ
（
若
き
農
夫
）
…
…
…
…
テ
ノ
ー
ル

第

一

部

春

l
．
序
曲
と
叙
唱
（
冬
よ
り
春
へ
）

2
．
合
唱
（
田
舎
人
の
春
の
歌
）

3
．
叙
唱
（
シ
モ
ン
）

4
．
詠
唱
（
シ
モ
ン
）

5
．
叙
唱
（
ル
カ
）

6
．
三
重
唱
と
合
唱
（
祈
願
の
歌
）

7
．
叙
唱
（
ハ
ン
ネ
）

8
．
重
唱
並
に
合
唱
（
歓
喜
の
歌
）

第

二

部

夏

9
．
序
奏
と
叙
唱
（
ル
カ
と
シ
モ
ン
）
暁

1
0
．
詠
唱
（
シ
モ
ン
）
と
叙
唱
（
ハ
ン
ネ
）

1
1
．
三
重
唱
と
合
唱
（
太
陽
讃
歌
）

1
2
．
叙
唱
（
ル
カ
）

1
4
．
叙
唱
（
ハ
ン
ネ
）

1

5

．

詠

唱

(

”

)

1
6
．
叙
唱
（
シ
モ
ン
、
ル
カ
、
ハ
ン
ネ
）

1
7
．
合
唱
（
嵐
の
歌
）

1
8
．
三
重
唱
と
合
唱
（
タ
ベ
の
歌
）

上
野
の
演
奏

ハ
イ
ド
ン
の
「
四
季
」

指
揮
者
フ
エ
ル
マ
ー
氏
は
演
奏
會
毎
に
何
等
か
の
進
境
を
示
し
、
管
絃
楽
に
も
幾
分

進
歩
の
跡
が
見
え
る
が
急
奏
の
部
分
で
は
依
然
と
し
て
昔
色
が
濁
り
槃
部
の
交
換
が
円

滑
で
な
い
。
最
も
人
間
性
に
溢
れ
た
「
秋
」
の
楽
章
な
ど
が
極
め
て
感
動
に
乏
し
か
つ

た
の
も
主
と
し
て
管
絃
楽
の
鋏
陥
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
合
唱
も
上
野
と
し
て
は
期
待

第

四

部

冬

28 27 26 25 23 ..... 
合叙合叙叙

指

揮

合 管

絃

楽
唱

獨

唱

唱
（
シ
モ
ン
）

唱
（
ル
カ
）

唱
（
撤
の
歌
）

唱
（
ハ
ン
ネ
、
シ
モ
ン
、

唱
（
祝
賀
の
歌
）

ル
カ
）

バ
リ
ト
ン

2
9
．
序
奏
（
霧
の
冬
来
る
）
と
叙
唱
（
シ
モ
ン
と
ハ
ン
ネ
）

3
1
．
叙
唱
（
ル
カ
）

3
2
．
詠
唱
（
ル
カ
）

3
3
．
叙
唱
（
ル
カ
と
シ
モ
ン
）

3
4
．
リ
ー
ド
（
ハ
ン
ネ
）
と
合
唱

3
7
．
叙
唱
（
シ
モ
ン
）

3
9
．
三
重
唱
と
二
重
合
唱

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

永

田

み

や

子

木

下

保

藤

井

典

明

東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

〔原
資
料
横
組
〕
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一
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏

ヽ

バ

ラ

ー

デ 蜀

奏

一
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

輻

元

裕

ア

ノ

馬

熙

純

ピ

ア

ノ

梶

原

完

ロ
短
調

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ
ス
ト

ピ

ア

ノ

高

橋

恒

治

魔我

伴

奏

外

狩

仲

一

影
•
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

王

作
品
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

” 

が

一
、
ソ

。
フ
ラ
ノ
獨
唱

伴

奏

行

方

千

鶴

子

井

口

妙

子

追
憶

•
•
…
…
…
…
…
…

…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

•
ト
ス
テ
ィ

オ
ペ
ラ
「
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
」
よ
り
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
の
詠
唱
…
チ
レ
ア

秋
の
夕
影
•
•
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
ピ
ッ
チ
ネ
ル
リ

一
、
ピ

獨

奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ニ

長
調

第
一
楽
章
ア

レ
グ
ロ

横

井

輝

男

伴

奏

中

田

ポ
ロ
ネ
ー
ズ

一

次

…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

愛
イ
長
調

作
品
五
十
三
…
…
…
…
…
•
…

•
•
シ
ョ
パ
ン

森

正

~
 

ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏

嶋

崎

清

．
 

ヽ

フ
リ
ュ
ー
ト
獨
奏

「
冬
の
旅
」
よ
り

白

髪

の
頭

鶉嵐

の

朝

献子夜

守

呈唄

” ” 

作
品
八
十
九
：

伴

奏

木

下

教

授

・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

一
、
メ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

石

井

京

〔

マ

マ

〕

作
品
十
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
シ
ュ
ー
ト
ラ
ウ
ス

作
品
四
十
二
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

乍
口
叩
ヤ
·
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

石

伴

奏

井

好

子

~
 

ヽ

ノミ

ス

蜀

唱

梅

津

敏

．
 

ヽ

オ
ル
ゲ

ル
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ゲ

「
ル
チ
ア
と
パ
リ
ジ
ー
ナ
」
の

二
つ
の
モ
テ
イ
ー
フ
に
依
る
ワ
ル
ツ
…
…

・・：
・
・
リ
ス
ト

一
短
調
…
…
…
…
…
…
バ
ッ
ハ

・タ
ウ
ジ
ヒ

畑

京

子

ピ

ア

ノ

第
一
三
六
回
報
国
団
演
奏
会

報
園
園
演
奏
會
曲
目

獨

奏

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

中

昭
和
十
七
年
五
月
二
十
三
日

第
百
三
十
六
回

園

久

子

【

休

一
、
バ
リ
ト
ン

獨

唱

に
反
し
た
拙
劣
さ
で
あ
っ
て
こ
の
曲
特
有
の
通
俗
的
な
感
動
を
昂
め
得
な
か
っ
た
。

シ
モ
ン
を
歌
っ
た
新
人
藤
井
典
明
氏
は
技
術
的
に
は
昔
色
の
愛
化
と
い
ふ
点
で
未

だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
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。
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136 SCHULER-KONZERT 

DER MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Klavier-Solo H. Nakazono 

Orgeltokkata und Fuge cl-moll...…•…•…… .Bach-Tausig 
Bass-Solo S. Umezu 

Begl. Prof. T. Kinosita 
Aus "Winterreise" Op. 89........................ Schubert 
Der greise Kopf 
Die Krahe 
Der stlirmische Morgen 

Klavier-Solo 
Polonaise 

Bari ton-Solo 

K. Simazaki 
Op. 53........................ Chopin 

T. Yokoi 
Begl. T. Togari 

Der Doppelg註nger.................................Schubert 
Erlk6nig 0p. 1...... :’.. 9 : :’・ • ・ • 9 : : • 9 : : : : : : : : : • •.. : : : : : : : : : : :Schubert 

Klavier-Solo T. Takahasi 
Ballade h-moll....................................... Liszt 

Klavier-Trio Klavier H. Kajiwara 
Violine Y. Fukumoto 

Cello H. Yamazaki 
Klavier-Trio g-moll Op. 15...................... Smetana. 
I. Satz : Moderato assai 
III. Satz : Finale―Presto 

As-dur 

Pause 

S. Aso 
Begl. A. Watanabe 

芯sa:］：．．．碕．．．4·6·:::::::::::::::::::::::::::::::::::•閲en霊。lven
Klavier-Solo K. Hata 
V alse de Concert 
sur deux motifs de "Lucia et Parisina"... Liszt 

Mezzosoprano-Solo Y. Isii 
Begl. K. Isii 

Nr. 3........................ Strauss 
Nr. 1........................ Strauss 
Nr. 1........................ Strauss 

T. Mori 
Begl. K. Nakada 

D-dur..................... Mozart 

Bari ton-Solo 

Die Nacht Op. 10 
Wiegenlied Op 41 
Zueignung Op. 10 

Flote-Solo 

Flote-Konzert Nr. II 
I. Satz : Allegro 

Soprano-Solo T. Namekata 
Begl. T. lguti 

Penso................................................... Tosti 

芯二＼。L 勺̀心rn悶： •.· •......... ・ •........ ・ • ・ •....... • •... ・ •. • • • • • • • •・．．．．．．．：言c:nelli
Klavier-Solo K. Ma 

2. Klarier. Prof. Sirota 
Konzert. g-moll....................................... Saint-Saens 
I. Satz : Andante sostenuto 

習呂十や叶関皿ll+<m 典隣牢廿箪誼喪椒領
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〔医艇宰悪薬〕

S. Akimoto. 
Begl. J. Ando. 

"Die Meistersinger von Nlirnberg”…………Wagner. 
Monolog von Sachs. 
Schlusslied von Sachs. 

Pause 

Sonntag, den 14. Juni 1942, nachmittags 1 Uhr. 

138 SCHULER-KONZERT 
DIE MUSIKAKADEMIE ZU TOKIO 

PROGRAMM 

Bari ton-Solo T. Nagayosi. 
Begl. C. Togari. 

闊enrsa：［四？竺~::::::::::::::::::::::・・．：： ： ： ： •. ： ： ：．．： ： ： ： ： ：旦霊：［コ：
Sigure ni yosuru joj5.............................. Y. Hirai. 

Soprano-Solo K. Y amate. 

Begl. A. Kurosawa. 
Fuori di porta....................................... Cotogni. 
Aus der Oper "Tosca"........................... Puccini. 
Vissi d'arte 

Klavier-Solo M. Nisioka. 
Polonaise As-dur Op. 53......................... Chopin. 

Bass-Solo T. Fujiwara. 
Begl. Y. Murayama. 

Aus "Winterreise" Op. 89......................... Schubert. 
Der Lindenbaum 
Wasserflut 

Korn position M. Okazaki. 
Klavier-Solo. M. Okazaki. 

V ariationen ilber Thema von Beethoven 

Quartett 1. Violine A. Watanabe. 

2. Violine R. Date. 

Viola S. Kono. 

Cello T. Kuronuma. 
Quartett cl-moll....................................... Schubert. 
I. Satz : Allegro. 
II. Satz : Andante con moto. 
III. Satz : Scherzo. 

Kla vier-Solo H. Tamura. 

2. Kla℃ier. Prof Nagai. 
Konzert No. 4. G-dur............................... Beethoven. 
I. Satz : Allegro. moderato. 

Soprano-Solo K. Yamaguti. 
A. Inouwe. 

"La figlia del reggimento"........................ Donizetti. 
Convien partir ! 
"La Traviata" 
Brindisi 

Klavier-Solo 

•······································Verdi 

K. Matuno. 
2. Klavier. Prof. Nagai. 

Konzert No. 5. Es-dur.............................. Beethoven. 
I. Satz : Allegro. 

Tenor-Solo K. Maeda. 

Begl. Prof. J. Imai. 
Marenariello.......................................... Gambardella. 

(
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ー

管

絃

第
五
交
響
曲

第
一
楽
章

楽曲

目

六
月
二
十
二
日

六
月
十
九
日

六
月
二
十
・
ニ
十
一
日

合

唱

A
v
e
 
Mar

ia
………•……………………………

••Masca

gn
i

. 

K
l
a
vi
er'Solo 

U
.
 Ha
r
ag
ut
i
.
 

2•Klav

ier
. 

P
r
of
 
Si
rot
a
.
 

K
o
n
z
e
rt
 

d'moll・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
R
a
c
h
m
a
ni
noff
.
 

I. 
S
at
z

:

 

O
r
c
h
e
st
er 

A
.
 W

at
a
n
a
b
e
.
 

S
y
mp
h
o
ni
e
 N
o
.
 
9
4
.
 
G'dur•

…………………

••Haydn

. 

I. 
S
at
z
 :
 Ad
ag
i

o
 C
a
nt
a
bil
e,
 vi
vace assai
.
 

II
.
 Sat
z
 :
 An
d
a
nt
e
.
 

III. 
S
at
z
 :
 Me
n
u
etto
 alleg
ro 
m
o
l
t
o
.
 

昭
和
十
七
年
六
月
十
八
日

l
二
十
二
日

青
少
年
の
た
め
の

東

京

一

音

楽

學

校

壼

間

演

奏

會

演
奏
旅
行
（
京
都
・
大
阪
・
名
古
屋
）

指

揮
ピ
ア
ノ

獨

奏

管
絃
楽

石

京

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー

井

東
京
＿
音
楽
學

校

管

絃

楽

部

東
京
―
音
楽
學
校
職
員
生
徒

午

後

四

時

京

都

朝
日
會
館

午

後

二

時

大

阪

朝

日

會
館

午

後

三

時

名

古

屋

市

公
會
堂

主

催

朝

日

新

聞

社

會

事

業

圃

ハ
短
調
作
品
六
七
…
…
·
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ L

ei
t

u
n
g
.
 

朝
日
新
聞
社
々
會
事
業
圃
で
は
東
京
昔
楽
學
校
大
演
奏
會
を
京
都
及
び
大
阪
に
於
て

開
催
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
の
指
揮
で
左
の
曲
目
を
演
奏
す
る

(

1

)

第
五
交
聾
曲
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
曲
）
（

2
）
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
五
番
（
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
曲
）
（

3
）
合
唱
と
管
絃
楽
ワ
グ
ナ
ー
作
歌
劇
よ
り
三
曲
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
者

は
石
井
京

日
取
り
は
六
月
十
八
、
十
九
日
午
後
七
時
半
よ
り
京
都
朝
日
會
館
、
廿
、
廿
l

日
午

後
七
時
半
よ
り
大
阪
朝
日
會
館

4
 

3
 

2
 

朝
日
事
業
園
が
東
昔
大
演
奏
會

京
都
、
大
阪
雨
市
に
於
い
て
開
催

合
唱
と
管
絃
楽

第
七
協
奏
曲

第
一
楽
章

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
・
管
絃
楽
附

第
五
協
奏
曲

第

一
楽
章

曲

ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
附

愛
ホ
長
調

ア
レ
グ
ロ

作
品
七
三
…
•
…
…
…
…
•
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ピ
ア
ノ
獨
奏

ニ
長
調
：
·
…
…
…
…
•
…
•
•
…
…

ア
レ
グ
ロ
・
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

イ
、
楽
劇
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平
民
歌
手
」
第
三
幕
よ
り

「
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
讃
美
の
合
唱
」

ロ
、
歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
第
二
幕
よ
り

「
會
堂
へ
の
行
進
と
合
唱
」

ハ
、
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
第
二
幕
よ
り

「
大
行
進
曲
と
合
唱
」

近 モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

〔
原
資
料
横
組
〕 泉

ワ

ー

グ

ネ

ル

作

藤

石

井

京
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．
 ヽ

一

ヽ

歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
よ
り
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
グ

獨
奏
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
•
太

イ
、

ベ
ル
ソ
ー
ス
・
作
品
五
七
•
…
·
·
:
;
…
…
…
…
•
•
シ

ピ

ア

ノ

ア

ル

「
ユ
ー
リ
デ
ィ
チ
ェ
な
き
日
に
」

ヨ

ノぐ

ン

作

田

和

子

一
、
ピ

尚
十
九
日
午
後
四
時
京
都
朝
日
會
館
二
十
、
二
十
一
日
午
後
二
時
大
阪
朝
日
會
館
に

於
い
て
「
青
少
年
の
た
め
の
畳
間
演
奏
會
」
を
開
催
し
た
。

（
『
一
音
築
文
化
新
聞
』
第
十
八
号
、
昭
和
十
七
年
六
月
二
十
日
）

至
妙
の
昔
律
に
陶
酔

東
京
音
楽
學
校
大
演
奏
會

本
社
社
會
事
業
園
主
催
東
京
音
楽
學
校
大
演
奏
會
第

一
日
の
十
八
日
は
午
後

一
時
か

ら
京
都
朝
日
會
館
で
催
さ
れ
た
が
東
本
願
寺
光
暢
法
主
、
智
子
裏
方
の
顔
も
見
え
會
場

は
立
錐
の
余
地
も
な
い
盛
況
で
演
奏
曲
目
は
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
氏
指
揮
の
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
五
交
響
曲
に
は
じ
ま
り
石
井
京
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
獨
弾
、
合
唱
と
管
絃

楽
三
曲
が
見
事
に
演
奏
さ
れ
聰
衆
は
至
妙
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
陶
酔
し
た

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
七
年
六
月
十
九
日
）

昭
和
十
七
年
六
月
二
十
日
春
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
七
年
六
月
―
―
十
日
（
土
曜
日
）
瓢
二
瓢

於

本

校

奏

楽

堂

春

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

東
京
一
音

楽

學

校

ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
犬

〔

マ

マ

〕

パ
ピ
リ
オ
ン
・
作
品
二
：
·
：
;
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作

卜
獨
唱
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
金
綱
ひ

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
・
・
…
…
…
…
…
・
・
:
・
:
・
：
・・・・・
・
・
・
・
・
・
：
金
坂
美
知
子

イ
、
胸
の
い
た
み
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ス
カ
ラ
ッ
テ
ィ
作

ロ
、
太
陽
は
ガ
ン
ヂ
ェ
ス
河
に
昇
る
•
…
…
…
…
…
•
•
ス
カ
ラ
ッ
テ
ィ
作

一
、
ピ
ア
ノ

獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
•

•
…
…
…
…
…
…
…
俵

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
・
作
品
四
四
：
·
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
•
…
•
•
シ

一
、
メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
木

一
、
ピ

イ
、
薔
薇
に

：
…

…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ク
ル
シ
ュ
マ
ン
作

ロ
、
春
の
信
仰
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
大

バ
ラ
ー
デ
・
作
品
四
七
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

ノ
獨
奏
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
田

三
十
ニ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

…
•
…
…
…
…
…
•
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

卜
獨
唱
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
佐

L
 

歌
劇
ォ
ル
フ
ォ
イ
ス
よ
り
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
グ

ノ
獨
奏
：
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
小

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
小

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
ト
短
調
•
第
一
楽
章

•
•
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン
乍
イ

ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
飯

ス
ケ
ル
ツ
ォ
•

愛
口
短
調
・
作
品
三
一
•
…
…
…
…
••

シ

ア

ョ

パ

ン

作

ル

ッ

ク

作
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田

睛

子

第2章

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作

ろ

子

坪

清

子

ア
ベ
ッ
ク
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
作
品

一
、
ピ

飼

綾

子

一
、
ピ
ア

野

治

子

「
ユ
ー
リ
デ
ィ
チ
ェ
な
き
日
に
」

ル

ッ

ク

作

一

ヽ

ア

ル

藤

艶

子

一
、
ピ
ア

ー

八

休

憩

＞

ロ
、
ヴ
ァ
ル
ス

ブ
リ
ル
ラ
ン
テ

・
作
品
三
四
ノ
一
…
シ

地

米

子

ョ 澤 ョ
゜
ノヽ

村 ョ

ノぐ
利

ノミ

子

ン

作

信良

子

ン

作江

ン

作

昭和13年～27年(1938~1952)



ー
休
憩

ー
—
ー

3
．

合

唱

曲

・

獨

唱

・
管

絃

楽

交
盤
曲
「
海
道
東
征
」
北
原
白
秋
作
詞

満
洲
建
園
十
周
年
慶
説
會
制
定

日

満

文

化

協

會

昭
和
十
七
年
八
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時

信

時

潔

作

曲

乗
杉
嘉
壽
作
詞

一
、
謝

僻

一
、
日
満
雨
隈
萬
歳
三
唱

ー

引

績

キ

演

奏

ヲ

行

フ

ー

満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
豫
行
演
奏
曲
目

1
．
慶

祝

曲

満
洲
大
行
進
曲

愛
國
行
進
曲

大
東
亜
の
黎
明

大
日
本
の
歌

曲

・ニ

調

2
．
交

響

皇

紀

二

千
六
百
年
記
念

建

國

祭

本

部

制

定

紀
元
節
祝
日
歌
に
よ
る
主
題
と
愛
奏
及
遁
走
曲

軽

快

調

安

部

幸

明

作

曲

東

京
音
楽
學
校
作
曲

橋

本

國

彦

編

曲

橋

本

國

彦

作

曲

於
東
京
―
音
楽
學
校

一
、
宮

一
、
帝

一

、

日

歌

奉

一

、

獣

諸

ー

ー

海

行

か

ば

ー

ー満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
會
顧
問

一
、
満
洲
大
行
進
曲
獣

呈

ノ

辮

日

満

文

化

協

會

副

會

長

子

爵

岡

部

長

景

閣

下

李

駐
日
満
洲
帝
國
大
使

東
京
音
楽
學
校
作
曲

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
藝
能
祭
制
定

高

千

穂

大

和

思

慕

御

船

謡

速
吸
と
菟
狭

天

業

恢

弘

二

調

〔

解
説
〕

〔手
書
き
〕

作
曲
者
は
こ
の
記
念
曲
に
ニ
ケ
年
の
歳
月
を
費
し
、
努
力
を
重
ね
て
日
本
人
の
手
に

な
っ

た
i
県
に
日
本
的
交
響
曲
の
最
初
の
大
作
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

建
國
の
精
紳
、
悠
久
の
國
風
、
躍
動
の

日
本
、
文
化
の
精
華
等
こ
の

一
大
交
聾
曲
の

内
容
と
し
て
遺
憾
な
く
表
現
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
表
現
に
我
國
古
来
の
音
楽
文
化
の
諸

相
即
ち
雅
楽
調
を
、
民
謡
調
を
、
長
唄
調
を
巧
み
に
編
み
、
し
か
も
模
倣
の
域
を
脱
し

て
、
西
洋
音
楽
を
十
二
分
に
會
得
し
た
作
曲
者
橋
本
國
彦
氏
が
正
に
皇
紀
二
千
六
百
年

に
し
て
初
め
て
意
義
深
い
新
大
作
を
完
成
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
交
響
曲

・

二
調
と
あ
っ
て
長
短
両
調
の
い
づ
れ
に
も
指
定
さ
れ
な
い
の
は
(

D

)

が
基
―
H

日
で
あ
る

と
い
ふ
意
味
で
雅
楽
調
の
壼
越
に
嘗
る
も
の
で
あ
る
。
演
奏
所
要
時
間
は
三
楽
章
全
曲

で
五
十
分
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
で
は
時
間
の
都
合
で
第
三
楽
章
の
み
を
演
奏
す
る
。

橋
本
國
彦
作
曲

響

交

曲

紹

庚

閣

下

満宮

雨

國

唱

城

遥逝

拝拝

獨

秀

葉

静
井
井

典他

以

上

全

曲

指

揮

敦

授

橋

本

園

彦

第2部

p日
日

、'‘、

低 男中女
磐竪'~, 
尚尚
云云云
日日日昔

藤

明

酒 千

弘 子

山

内

子

昭和の東京音楽学校篇

昭
和
十
七
年
八
月
一
日
満
洲
大
行
進
曲
献
呈
式

満
洲
大
行
進
曲
献
呈
式
次
第

682 



器品十や叶＜皿用m~11十＜田

Eエ 呼
』

搭惹製囲＋誼叶艇硲察獣誤しヒ

〔4[l謎全班坦,....)どど全戸挑抵S寒慨辻111十口勾足(¥1-2 OJ 

日 1曜 1地名 1猿着時刻 l列車番琥 l胃喜I闘胄 I演奏會場 1宿泊
5 水 東京 猿 20.00 大阪行急行 車中

6 木 紳戸 着

” ” ” 痰 商 船 船中

7 金 同

8 土 同， 日 大連 着 大連

10 月 1 19.00 昭和園 旅順

11 火 1 19.00 協和會館 大連

12 水 2 14.00 同 同19.00 

13 木 大連 狡 9.30 11 特急

” ” 新京 着 17.55 新京

14 金 同

15 土 1 19.00 記念公會堂 同

9.00 
16 日 3 14.00 大同公堂

19.00 

17 月 新京 猿 22.40
603 

2 14.00 同 車中23.50 903 19.00 

18 火
，，ヽ］レ 着 6.32 ノヽ Jレ

ピン 7.40 ピン

19 水 1 19.00 厚生會館 同

20 木
ノヽJレ
狡 22.00 18（急行） 2 14.00 同 車中ピン 18.00 

21 金 奉天 着 8.00 1 19.00 記念會館 奉天

22 土 狡 22.50 54 2 
14.00 

同 車中18.00 

23 日⇒ 平壌 着 16.33 1 19. 30 公會堂 平壌

24 月 猿 6.10 138 

24 月 京城 着 14.25 1 19. 00 府民館講堂 京城

25 火 2 14.00 同 同19.00 

26 水 猿 0.45 唸ヽ ） 車中

27 木 釜山 着 8.45

” ” ” 窄ク又 ” 連絡船
” ” 下開 着

” ” 
狡 20.30 車中23.10 

28 金 東京 着 15.25

函 謳

怨 I 薔 諷 I 赴 点

図造幻深けマ 0器 そ隧薙長ヨ怜 i嘔翠廻田垢

幽ぬ三
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赳lIIl謳縦矮回皆

継蒜 0絹怜 そ垢 脚11痣 ＋D1—+iくエ
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綜I1樹十や工一ll+ltII
起＜巨迦ヨ匡怜¥鯉芯i報

採l樹 11+11エー11十目エ
泰匡監史ぬ そ雲忠烈 工

麟＼。畔鬱畔 I 
蒔岨 0茶田嵌至i誼筐函鯉 用エー兵工 母審択回

ヨ屯 ＋エ—＋用エ円田曲縣

+iくエー11+1エ熙瞑毎ヨ祉¢
11+11エー1¥十くエ 幽担＇害選

(
Zg6
I
ー

8
8
6
I
)
母
ぷ
l

吐
芯~
I后
kg
-
憐
N

抵

翠

8
9



参
加
者
名
簿

職

員

乗
杉
園
長
、
平
井
、
馨
、
遠
藤
、
橋
本
、
井
上
、
小
澤
、
鈴
木
、
永
田
、
小
林
、
酒

井
、
栗
原
、
岡
田
二
、
兎
束
、
岡
見
、
松
浦
、
松
田
、

金
子
、
山
内
秀
、
山
本
、
岩
崎
、

酒
井
弘
、
藤
井
、
渡
邊
、
伊
達
、
千
葉
、
山
内
、
新
井
、
中
田
、
剣
持
、
馬
、
岡
田
朗
、

喜
田
、
中
村
、
山
口
、
手
、
長
谷
川

男
生
隊
五
二
名

第
一
班
（
二
十
二
名
）

本
科
三
年
(
+
名
）

中
目
徹
、
石
田
正
年
、
田
鍋
宗
三
郎
、
伊
達
良
、
河
野
俊
達
、
糟
谷
敬
、
森
正
、
小
島

冒 賞胃 靡 篇 塁

゜ ； <゜ ゜ 喜゚繭
畠 靡 松 塁田 田

゜ ゜
ユ

塁 ］ 

＇ 
畠 靡 冒

＇ 
胃畠 闘

手
塁

口
喜

II II II II II 第
佐々 本岡 二十＇ 十五 永

三ニー三ニー
ご了日日 吉II II II II II 班

木

貪森岡 中田加藤須賀小方中目 九門五 儡 ー_1a二十五I九H I 靡
+ 八+ー日

悶戸田 保國 内田 荻谷矢野鍋田 ・よ日古1 胃 日日 靡 畠
胃
山秋一

胃平田 田中盆子平田大島糟谷二＋計十六 甕
田プじ 中

原
野
森ヽ岡船越古賀 田

山
箕籠廣田井口村蕨 山中伊達手八二； 杉ロ 山 塁日『

英
二
、—
白
俊
英
、
林
威
彦

本
科
二
年
（
十
二
名
）

秋
元
清
一
、
鈴
木
重
敦
、
畑
中
良
輔
、
新
井
段
用
（
潔
）
、
山
田
正
次
、
田
村
宏
、
中
田

喜
直
、
佐
久
間
活
也
、
檜
山
薫
、
大
橋
幸
夫
、
岡
本
泰
氏
、
秋
葉
良
造

第
二
班
(
+
六
名
）

師
範
科
一
二
年
（
十
六
名
）

小
方
弘
、
岡
本
一
一
郎
、
柏
葉
堅
太
郎
、
佐
野
日
出
男
、
高
澤
敏
、
高
橋
恒
治
、
中
山
良

通
、
永
吉
大
―
―
-
、
花
輪
洋
、
原
光
、
濱
田
久
夫
、
藤
原
高
夫
、
村
山
芳
男
、
桃
井
邦

雄
、
矢
野
文
康
、
横
井
輝
男

第
三
班
（
十
四
名
）

本
科
一
年
（
八
名
）

須
賀
靖
和
、
萩
谷
納
、
平
田
憤
一

、

藤
村
晃
一

、
野
間
太
郎
、
鈴
木
清
一
二
、
山
内
幸

男
、
山
瓶
錫
太
郎
豫
科
（
六
名
）

奥
田
園
生
、
萩
原
哲
昌
、
内
田
富
美
弾
、
早
川
博
二
、
戸
田
士
雄
、
大
石
消

女
生
隊
四
八
名

第
一
班

（
十
二
名
）
本
科
一
二
年

内
田
列
子
、
加
藤
昌
子
、
盆
子
萬
里
子
、
井
口
妙
子
、
古
賀
千
恵
、
杉
山
ハ
ル
ヱ
、
手

塚
芳
枝
、
吉
田
民
子
、
佐
々
木
ア
ヤ
ノ
、
杉
原
淑
子
、
津
野
文
子
、
菊
地
ル
リ
子

第
二
班
（
二
十
二
名
）
師
範
科
二
年

岡
野
甲
子
、
尾
崎
貴
美
子
、
大
西
貞
子
、
春
日
千
回
、
兼
松
登
代
子
、
川
内
澄
江
、
北

浦
安
子
、
國
保
文
子
、
重
松
良
子
、
甕
野
克
子
、
嶋
崎
清
、
千
田
満
生
子
、
田
中
富

子
、
封
島
カ
ヅ
子
、
富
永
浅
子
、
中
園
久
子
、
中
田
千
鶴
子
、
廣
田
郁
子
、
船
越
壽

美
、
山
田
カ
ヨ
子
、

横
山
と
も
、
若
桝
ひ
さ
子

第
三
班
（
十
四
名
）

本
科
二
年
（
五
名
）

戸
田
敏
子
、
平
田
黎
子
、
箕
籠
五
三
子
、
森
岡
敦
子
、
山
口
和
子

本
科
一
年
（
七
名
）

安
齋
彩
子
、
岩
下
敏
子
、
砂
原
美
智
子
、
商
橋
照
子
、
根
本
ツ
ネ
子
、
平
山
美
智
子
、

第2部 昭和の東京音楽学校篇 684 



東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部
員
名
簿
（
順
序
不
同
）

田

村

五

郎

石

黒

碩

一

郎

近

藤

泉

水

口

幸

磨

荒

木

幹

枝

藤

田

繊

人

増

田

尚

一

郎

伊

藤

純

三

平

田

忠

岡消渡岩松桂幅栗井

田野邊崎浦 井原上

次保饒吉：平 大武

郎子雄三よ太巖治雄

第
一

女
生
隊
四
八
名
第
一

長

兎

束

第

一

―

副

酒

井

弘

生
徒
隊
ー

1
0
0
名

乗

杉

園

長

ー

幕
僚馨遠

藤

他

純

務

職

員

第
一

男

生

隊

五

二
名
第
一

長

井

上

第

一

―

副

藤

井

謄
形
編
成
表
部
員
隊
二
四
名

長

平

井

副

酒

井

悌

武
田
ス
ミ
子

山
本
篤
子
、
内
田
滋
子
豫
科
(
-
名
）

小

澤

弘

盛

口

勝

三

黒

蒻

亘

城

多

又

兵

衛

鈴

木

正

三

山

本

カ

中

津

井

賓

伊

達

純

永

田

睛

注
意
事
項

一
、
出
猿
等
二
闘
ス
ル
事
項

①
八
月
五
日
出
猿
嘗
日
午
前
十
時
登
校
乗
杉
圃
長
ノ
訓
示
ヲ
得
ク
。
荷
物
携
行
二

及
バ
ズ
。
出
狡
二
闘
ス
ル
詳
細
ナ
指
示
ヲ
行
フ
。

◎
同
日
午
後
六
時
東
京
繹
乗
車
ロ
ニ
集
合
貼
呼
ノ
上
藻
洲
建
國
十
週
年
慶
砒
會
主
催

ノ
壮
行
式
二
臨
ム
。
ソ
ノ
際
ゲ
ー
ト
ル
着
用
。
式
後
乗
車
。

一
、
服
装
二
闘
ス
ル
事
項

男
生
徒
制
服
。
、
ス
ボ
ン
黒
、
蝶
及
ビ
長
ネ
ク
タ
イ
。

Y
シ
ャ
ツ
白
。
特
二
指
示

ス
ル
場
合
ノ
他
シ
ャ
ッ
ズ
ボ
ン
ハ
自
由
。
靴
黒
。
帽
子
戦
闘
帽
゜

女
生
徒
規
準
服
。
別
二
夏
絞
服
及
ビ
袴
ヲ
用
意
、
特
二
指
示
ス
ル
場
合
ノ
他
質

素
ナ
服
ヲ
用
フ
。
帽
子
白
ノ
運
動
帽
゜

名
札
。
男
女
共
名
札
ヲ
着
ケ
ル
事
。
男
子
ハ
敦
練
用
ノ
名
札
ヲ
用
フ
ル
モ
可
。
白

布
ヲ
用
フ
ル
者
ハ
縦
六
糎
横
四
糎
ト
ス
。
各
自
。
ヒ
ン
ヲ
用
意
シ
取
リ
ベ
ス
シ
ノ
出

来
ル
様
ニ
ス
ル
事
。

一
、
携
行
ス
ベ
キ
モ
ノ
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
ノ
他
鞄
一
個
マ
デ
可
。
ソ
ノ
他
二
日
用
品
。
ス
ウ
ェ
ー
タ
ー
、

腹
巻
、
腰
衣
（
浴
衣
）

0
男

生

下

着

、
Y
シ
ャ
ツ
、
カ
ラ
ー
各
四
・
五
枚
位
。

杉

田

潤

兎

束

龍

夫

林

良

輝

大

岡

運

英

岡

見

濫

彦

松

田

十

蔵

田

中

富

貴

子

清

田

金

吾

山

内

妙

子

多

久

興

小

宮

山

繁

小

谷

芳

朗

岩

本

政

蔵

河

鰭

美

恵

子

朴

敏

鐘

榎

本

長

四

郎

喜

田

遷

吉

松

村

重

利

平

井

保

三

酒

井

悌

高萩金松幅今深安

田原子谷家村海部

三英 軍清善幸

郎一登穫平一次明
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0

女
生
制
服
ノ
他
服
三
•
四
枚
位
。

0
共

通

水

筒

（
生
水
ハ
絶
髄
二
飲
用
ス
ベ
カ
ラ
ズ
）
。
洗
濯
石
鹸
。
船
中
ノ
食
料
品

（
罐
詰
類
）
ヲ
用
意
ス
ル
モ
可
。
胃
腸
ソ
ノ
他
ノ
薬
品
類
ハ
學
校
二
於
テ
用
意
ス

ル
モ
別
二
各
自
用
意
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。
（
梅
肉
エ
キ
ス
。
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
、
船
酔

ノ
薬
、
虫
除
ケ
）
。
衣
類
及
ビ
携
行
品
ハ
各
自
姓
名
ヲ
記
入
ス
ル
事
。
雨
具
ハ
洋

傘
ヨ
リ
レ
イ
ン
・
コ
ー
ト
ヲ
便
ト
ス
。
｛
邑
県
機
ハ
特
二
許
可
シ
タ
モ
ノ
以
外
ニ
ハ

携
行
セ
ザ
ル
事
。

一
、
携
行
品
ノ
證
明

琶
県
機
、
望
遠
鏡
等
ノ
高
債
品
ハ
錨
路
輪
入
品
卜
見
倣
サ
レ
ル
虞
レ
ガ
ア
ル
カ
ラ

紳
戸
税
開
ニ
テ
携
行
品
證
明
ヲ
受
ク
ル
事
。

一
、
通
貨
雨
替
ノ
問
題
ハ
ソ
ノ
都
度
係
員
ヨ
リ
説
明
ス
。

一
、
土
産
物
卜
税
闘

必
要
ナ
手
廻
リ
品
以
外
ハ
課
税
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
（
安
イ
珍
ラ
シ
イ
デ
買
ッ
タ
ガ

課
税
サ
レ
テ
高
イ
土
産
ニ
ナ
ッ
タ
例
ハ
澤
山
ア
ル
）
。

一
、
携
帯
品
ハ
左
ノ
犀
分
二
依
リ
税
闘
ノ
検
査
ヲ
受
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

⑦
紳
戸
11
大
連
、
帥
戸
税
闘

◎
大
連
1
1
闘
東
洲
外
大
連
騨
、
手
荷
物
ハ
騨
手
小
荷
物
検
査
所

0
携
帯
品
中
課
税
品
ア
ル
場
合
ハ
同
繹
桧
査
所
二
任
意
申
告
ヲ
要
ス
。

◎
安
東
罷
由
。
安
東
騨
携
帯
品
ハ
車
内
、
手
荷
物
ハ
靡
ホ
ー
ム
検
査
所
。

一
、
煙
草
自
用
卜
認
メ
タ
場
合
二
限
リ
記
載
戴
ダ
ケ
免
税
サ
レ
ル
。
尚
煙
草
ハ
検
査

ノ
認
印
ヲ
必
ズ
受
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

葉
巻
―
―
十
五
本
一
人
二
付
何
レ
カ
一
種
二
限
ル
。
但
シ
葉
巻
、
紙
巻
雨

0
煙
草
一
[
[
十
[
[
方
ノ
場
合
ハ
各
半
量
ト
ス
。

〇
砂
糖
菓
子
…
・
・
・
合
セ
テ
十
斤
位
マ
デ
゜

0

ロ
シ
ャ
飴
…
・
・
五
・
六
罐
位
マ
デ
゜

姜
那
ノ
織
物
絹
紬
一
反
一
一
人
二
付
何
レ
カ
一
品
二
限
ル

汀

[

一
、
撮
影
寓
置
禁
止

左
ノ
場
所
ハ
要
塞
地
帯
デ
ア
ル
カ
ラ
｛
烏
箕
撮
影
及
模
窮
ハ
要
塞
司
令
官

ノ
許
可

（
旅
順
及
其
ノ
附
近
ハ
更
二
要
港
部
司
令
官
ノ
許
可
）
ヲ
要
ス
。
大
連
及
ビ
其
ノ

附
近
、
旅
順
及
其
附
近
、
鴨
緑
江
鐵
橋
及
其
附
近
、

圏
何
鐵
橋
及
其
ノ
附
近
、
但

シ
此
ノ
外
ニ
モ
鐵
橋
、
椎
含
ハ
一
般
二
禁
止
サ
レ
テ
ヰ
ル
。

〔演
奏
旅
行
の
全
日
程
で
演
奏
さ
れ
た
曲
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、

各
演
奏
会
ご
と
に
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
〕

國
民
儀
證
（
遜
拝
、
君
が
代
、
獣
躊
）

海
行
か
ば
大
伴
氏
言
立
、
信
時
潔
作
曲

皇
軍
慰
問
の
歌
乗
杉
嘉
壽
作
詞
、
下
純
院

一
作
曲

大
日
本
の
歌
東
京
―
音
楽
學
校
作
曲
、
橋
本
國
彦
編
曲

満
洲
大
行
進
曲
満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
會
お
よ
び
日
満
文
化
協
會
制
定
東
京
昔
楽

學
校
作
曲

大
東
亜
の
黎
明
乗
杉
嘉
壽
作
詞
、
安
部
幸
明
作
曲

奉
天
市
歌
橋
本
國
彦
作

曲

吹

奏
楽
伴
奏
、
指
揮
鈴
木
正
三
、
山
本
カ

一
、
混
竪

合

唱

（

無

伴

奏

）

指

揮

藤

井

典

明

イ
、
大
島
節
、
民
謡
信
時
潔
作
曲

ロ
、
雉
子
が
な
く
下
純
院

一
作
曲

ハ

、

春

の

雪

仝

二
、
愛
國
行
進
曲
内
閣
情
報
部
制
定
橋
本
國
彦
編
曲

ホ
、
皇
軍
慰
問
の
歌
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
乗
杉
嘉
壽
作
詞
、
下
純
院

一
作
曲

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

伊

達

純

イ
、
夜
曲
第
三
〔
愛
の
夢
〕
愛
イ
長
調
、
リ
ス
ト
作
曲

ロ
、
ボ
ロ
ネ
イ
ズ
第
二
、
ホ
長
調
、
リ
ス
ト
作
曲

三

、

合

唱

、

獨

唱

、

管

絃

楽

指

揮

金

子

登

交
墜
曲
「
海
道
東
征
」
北
原
白
秋
作
詩
、
信
時
潔
作
曲

皇
紀
二
千
六
百
年
奉
説
藝
能
祭
制
定

高
千
穂
、
大
和
思
慕
、
御
船
謡
、
速
吸
と
菟
狭
、
白
肩
の
津
上
陸
、
天
業
恢
弘
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七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
・

管
絃
楽
附

協
奏
楽
曲
ウ
ェ
ー
バ
ー
作
曲

交
齊
曲
第
五
番
、

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

〔
I
〕

イ
、
ロ
ン
デ
ィ
ー
ノ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ロ
、
ロ
マ
ン
ス
ウ
ィ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作
曲

ベ
ス
ペ
イ
ン
舞
曲
デ
・
フ
ァ
リ
ア
作
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
〔
I
I〕

イ
、
ロ
マ
ン
ス
ウ
ィ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作
曲

ロ
、
華
麗
な
る
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
同

五
、
獨
唱
・
管
絃
楽
附

イ
、
「
母
の
歌
」
橋
本
國
彦
作
曲

ロ
、
「
田
植
歌
」
同 ハ

短
調
、
第
一
楽
章

獨

奏

近

藤

泉

子

ピ

ア

ノ

伴

奏

伊

達

純

獨

奏

岩

崎

吉

三

ピ
ア
ノ
伴
奏

田

村

宏

高
音
獨
唱
山
内
秀
子

中

昔

千

葉
静
子

橋
本
國
彦
作
曲
・
指
揮

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
指
揮

渡
邊
暁
雄

四、
、
管
絃
楽
交
響
曲
・
ニ
調
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
建
國
祭
本
部
制
定

0

「
紀
元
節
祝
日
歌
に
よ
る
主
題
と
愛
奏
及
遁
走
曲
」

0

「
軽
快
調
」

獨
唱
女
竪
高
昔
山
内
秀
子

中

昔

千

葉

静

子

男

竪

高

昔

酒

井

弘

低

昔

藤

井

典

明

+
、
男
槃
高
昔
獨
唱

イ
、
城
ケ
島
の
雨
梁
田
貞
作
曲

ロ、

荒
城
の
月

瀧
廉
太
郎
作
曲

ハ、

鉾
を
お
さ
め
て
中
山
晋
平
作
曲

二
、
砂
丘
の
丘
小
松
耕
輔
作
曲

十
一
、
女
槃
高
昔
獨
唱

イ
、
歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
中
ミ
ミ
の
詠
唱

ロ
、
子
守
唄
山
田
耕
符
作
曲

ハ
、
母
の
槃

同

二
、
か
ら
た
ち
の
花

十
二
、
女
竪
中
昔
獨
唱

イ
、
小
夜
曲
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ロ、

通
り
ゃ
ん

せ

本

居
長
世
作
曲

ハ
、
平
城
山
平
井
保
喜
作
曲

二
、
九
十
九
里
濱
平
井
保
喜
作
曲

同

九
、
獨
奏
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
と
小
管
絃
楽

祝

宴

中

田

一

次

作

曲

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

・
管
絃
楽
附

第
四
協
奏
曲
、
二
長
調
、
第
一
楽
章

第
五
協
奏
曲
、
斐
ホ
長
調
、
第
一
架
章

山
内
秀
子

ピ

ア

ノ

伴

奏

伊

達

純

。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲

ピ
ア
ノ
伴
奏

ピ
ア
ノ
伴
奏

獨
奏
指
揮

千
葉
静
子

伊

逹

純

白

英

俊

中
田
一
次

酒

井

弘

中
田
一
次

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
獨
奏
新
井
敏
雄

指
揮
渡
邊
暁
雄

獨
奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
獨
奏

男

碕

善

馬

熙

純
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十
三
、
獨
唱
・
吹
奏
楽
附

イ
、
荒
城
の
月

ロ
、
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ

ハ
、
サ
ン

タ

・
ル
チ
ア

二、

皇
軍
慰
問
の
歌

十
四
、
吹
奏
楽

イ
、
行
進
曲
「
希
堂
に
燃
え
て
」
陸
軍
々
楽
隊
作
曲

ロ
、
「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
舞
曲
と
間
奏
曲
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ハ
、
太
平
洋
行
進
曲
陸
軍
々
楽
隊
作
曲

十
五
、
絃
楽
四
重
奏

四
重
奏
曲
ハ
長
調
よ
り

「
皇
帝
頌
歌
愛
奏
曲
」

急

速

闘

ハ

イ
ド
ン
作
曲

第

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

渡
邊
饒
雄

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
伊
達
良

ヴ
ィ
オ
ラ
河
野
俊
達

チ

ェ

ロ

小

澤

弘

〔
以
上
す
べ
て
手
書
き
〕

満
洲
國
の
音
楽
行
事

上
野
の
奉
祝
演
奏
旅
行

三
月

一
日
満
洲
建
國
十
周
年
記
念
日
を
迎
へ
内
地
で
も
種
々
の
慶
祝
行
事
に
賑
は
つ

た
が
、
友
邦
満
洲
國
で
は
新
京
音
楽
院
を
中
心
と
し
て
大
々
的
な
音
楽
企
聾
を
練
つ
て

居
り
、
日
本
作
曲
家
へ
の
奉
祝
管
絃
楽
曲
依
頼
、
東
亜
人
に
依
る
管
絃
楽
曲
募
集
等
も

そ
の
―
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
程
友
邦
の
将
来
へ
の
狡
展
と
盆
々
力
強
き
盟
約
に
巣
立
ち

行
く
こ
と
を
慶
祝
し
て
、
東
京
上
野
音
楽
學
校
で
は
、
今
春
卒
業
す
る
男
女
各
科
生
約

二
百
十
名
が
大
皐
演
奏
旅
行
に
渡
滴
し
之
に
大
々
的
の
奉
祝
の
意
を
表
す
る
こ
と
A

な

り
、
目
下
具
閥
化
を
協
議
中
で
あ
る
。

獨
唱
東
京
昔
榮
學
校
槃
楽
科
女
生
徒

指
揮
鈴
木
正
三

こ
れ
は
、
日
満
中
央
會
の
斡
旋
に
な
る
も
の
で
、
話
は
極
く
最
近
に
入
っ
て
か
ら
な

の
で
、
曲
目
、
引
率
委
員
等
の
顔
闊
れ
は
未
だ
決
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
大
閥
、
藝
能
祭

制
定
、
北
原
白
秋
作
詞
信
時
潔
作
曲
「
海
道
東
征
」
及
び
三
つ
の
管
絃
楽
曲
が
準
備
さ

れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
ゐ
る
。

（
『
昔
架
文
化
新
聞
』
第
七
号
、
昭
和
十
七
年
三
月
一
日
）

輝
く
満
洲
の
建
國
十
周
年
を
慶
祝
す
る
た
め
二
つ
の
豪
華
な
一
音
楽
使
節
園
が
各
々
満

洲
國
新
京
へ
派
遣
さ
れ
た
。

―
つ
は
満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
會
よ
り
派
遣
さ
れ
た
東
京
―
音
楽
學
校
の
乗
杉
校
長
を

首
班
と
す
る
職
員
生
徒
百
三
十
七
名
の
一
行
で
あ
り
他
の
―
つ
は
日
本
＿音
楽
文
化
協
會

が
満
洲
図
訳
典
委
員
會
か
ら
の
依
鳴
に
よ
っ
て
こ
れ
を
演
奏
家
協
會
が
編
成
し
た
山
田

耕
搾
氏
を
純
指
揮
と
す
る
四
十
五
名
の
一

行
で
あ
る
。

東
昔
慶
祝
使
節
園

目
下
各
地
で
公
演
中

建
國
祝
ふ
音
楽
使
節
園

慶
祝
祭
典
に
大
皐
渡
満

秋
の
新
京
楽
壇
を
飾
る

日
満
協
和
の
豪
華
な
旋
律

満
洲
建
國
十
周
年
慶
訳
會
が
派
遣
し
た
東
京
音
楽
學
校
慶
祝
音
楽
使
節
園
の
一
行
は

前
記
の
如
く
乗
杉
校
長
以
下
職
員
、
生
徒
百
三
十
七
名
か
ら
成
る
交
器
楽
園
及
び
合
唱

園
で
、
八
月
五
日
東
京
騨
出
疲
八
月
十
五
日
よ
り
新
京
を
始
め
と
し
て
目
下
満
洲
國
各

地
を
公
演
中
で
あ
る
が
。

出
疲
に
先
立
ち
去
る
八
月
一
日
午
後
二
時
よ
り
上
野
の
東
京
昔
楽
學
校
奏
楽
堂
で
李

蔽
洲
國
大
使
を
中
心
と
す
る
試
演
會
が
開
か
れ
た
。

聴
衆
は
李
満
洲
図
大
使
を
は
じ
め
と
し
て
満
洲
國
闘
係
者
、
月
島
陸
軍
病
院
の
白
衣

の
勇
士
百
五
十
名
、
慶
祝
會
、
日
満
文
化
協
會
闘
係
者
等
五
百
餘
名
で

ま
づ
満
洲
國
に
献
呈
す
る
た
め
、
さ
き
に
満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
會
と
日
満
文
化
協

會
が
制
定
、
東
京
音
楽
學
校
作
曲
に
よ
っ
て
完
成
し
た

『
満
洲
大
行
進
曲
』
の
楽
譜
が
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日
満
文
化
協
會
副
會
長
岡
部
長
景
子
〔
爵
〕
に
よ
っ
て
李
満
洲
國
大
使
に
贈
呈
さ
れ
、
同

大
使
の
謝
僻
が
あ
っ
て
演
奏
に
入
り
乗
杉
嘉
壽
作
詞
、
安
部
幸
明
作
曲
『
大
東
亜
の
黎

明
』
東
京
音
楽
學
校
作
曲
橋
本
國
彦
編
曲
『
大
日
本
の
歌
』
ほ
か
紀
元
二
千
六
百
年
記

念
の
諸
作
品
を
演
奏
感
激
裡
に
終
了
し
た
。

更
に
五
日
六
時
半
か
ら
東
京
騨
前
廣
場
で
盛
大
な
る
壮
行
會
が
行
は
れ
た
。

一
行
は
敦
授
は
國
民
服
、
男
子
生
徒
は
黒
の
背
廣
、
女
子
生
徒
は
青
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

に
白
の
帽
子
と
云
ふ
服
装
で
、

主
催
者
側
よ
り
慶
祝
會
長
松
井
陸
軍
中
将
、
同
中
沖
綿
務
、
封
満
事
務
局
高
辻
庶
務

課
長
等
多
敷
が
出
席

定
刻
國
民
儀
證
、
君
が
代
を
齊
唱
し
て
松
井
中
将
の
壮
行
の
僻
、
乗
杉
校
長
の
謝
僻
、

聖
壽
の
萬
歳
を
奉
唱
し
て
會
を
終
り
同
夜
八
時
東
京
騨
を
出
疲
し
た
も
の
で
あ
る
。

(『
-H

日
架
文
化
新
聞
』
第
二
十
三
号
、
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
日
）

満
洲
に
深
い
感
銘

一
音
楽
使
節
園
一
行
鱚
る

満
洲
國
建
國
十
周
年
を
祝
し
て
渡
満
し
た
慶
説
―
音
楽
使
節
園
の
乗
杉
東
京
―音
楽
學
校

長
以
下
職
員
生
徒
等
一
行
百
四
十
名
は
約
一
ヶ
月
に
亘
る
使
命
を
無
事
果
し
て
舟
日
午

後
七
時
舟
五
分
東
京
騨
着
で
元
氣
に
饉
京
し
た

騨
頭
に
は
慶
訳
會
事
務
局
長
松
井
中
将
、
満
洲
國
大
使
館
山
梨
参
事
官
は
じ
め
學
校

開
係
者
、
家
族
等
多
敷
が
出
迎
へ
、
直
ち
に
降
車
口
廣
間
で
慶
況
會
の
歓
迎
式
を
拳

行
、
國
民
儀
證
の
の
ち
松
井
中
勝
の
挨
拶
、
乗
杉
校
長
の
謝
僻
あ
っ
て
聖
壽
萬
歳
を

奉
唱
し
た

な
ほ
解
園
式
は
九
月
一
日
午
前
八
時
か
ら
上
野
の
同
校
で
畢
行
さ
れ
る
が
、
感
激
の

使
命
を
果
し
た
乗
杉
校
長
は
語
る

す
べ
て
の
演
奏
、
旅
行
等
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
豫
定
以
上
の
成
果
を
牧
め
得

た
こ
と
は
天
佑
紳
助
と
申
す
べ
き
で
せ
う
、
満
洲
國
に
は
こ
ん
な
綜
合
音
楽
園
は
は

じ
め
て
だ
っ
た
の
で
大
愛
歓
迎
さ
れ
唸
雨
賓
の
領
事
は
、
一
音
楽
を
通
し
て
日
本
帝
國

の
尊
さ
を
現
し
五
族
に
日
本
の
あ
り
の
ま
A

の
姿
を
博
へ
得
た
と
喜
ん
で
呉
れ
、
満

洲
國
官
吏
も
同
じ
ゃ
う
な
喜
び
を
語
っ
て
居
ら
れ
た
、
中
で
も
新
京
第
一
回
公
式
演

奏
、
演
奏
が
終
る
や
否
や
来
賓
の
張
國
務
純
理
以
下
の
方
々
が
コ
音
楽
學
校
萬
歳
」

と
叫
ば
れ
た
と
き
は
一
同
思
は
ず
涙
が
出
ま
し
た
、
ま
た
あ
ち
ら
へ
差
上
げ
た
「
満

洲
大
行
進
曲
」
が
多
大
の
感
銘
を
受
け
た
こ
と
は
甚
だ
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
、
演
奏

回
敷
廿
七
回
、
七
都
市
に
及
び
六
万
人
の
聰
衆
を
得
、
放
送
で
も
二
回
や
り
ま
し
た

が
吾
々
の
面
目
も
大
い
に
施
し
満
足
に
思
ひ
ま
す
（
『
都
新
聞
』
昭
和
十
七
年
八
月
三
十
一
日
）

東
京
―
音
楽
學
校

慶
祝
使
節
園
鱚
京

建
國
十
周
年
を
迎
へ
、
図
を
皐
げ
て
喜
び
に
満
る
盟
邦
満
洲
國
に
満
洲
建
國
十
周
年

慶
祝
會
よ
り
派
遣
さ
れ
た
東
京
―
音
楽
學
校
慶
祝
音
楽
使
節
園
、
乗
杉
校
長
以
下
職
員
男

女
學
生
百
舟
七
名
か
ら
成
る
交
響
楽
園
、
合
唱
園
の
一

行
は
既
報
の
如
く
八
月
五
日
東

京
騨
を
出
装
、
八
月
十
五
日
よ
り
満
洲
各
地
を
公
演
中
で
あ
っ
た
が
、
州
日
午
後
七
時

舟
五
分
東
京
繹
着
列
車
で
そ
の
使
命
を
果
し
て
饉
京
し
た
。

一
行
は
降
車
口
構
内
で
慶
訳
會
の
主
催
に
よ
る
歓
迎
式
に
臨
み
約
一
ヶ
月
振
り
に
懐

し
の
家
路
に
つ
い
た
。

國
都
に
芽
生
え
る

八
月
九
日
満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
音
楽
使
節
園
の
一
員
と
し
て
大
連
に
上
陸
し
て
以

、

ル

ピ

ン

来
、
旅
順
、
新
京
、
吟
爾
濱
、
奉
天
、
平
壌
、
京
城
を
経
て
帰
つ
て
来
た
。

東
京
音
楽
學
校
の
合
唱
と
管
絃
楽
が
海
を
渡
っ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
し
、
そ

れ
に
図
家
的
使
命
を
帯
び
て
ゐ
た
た
め
各
地
に
お
け
る
慶
成
演
奏
、
皇
軍
慰
問
演
奏
、

學
生
、
生
徒
の
た
め
の
演
奏
等
廿
数
回
は
い
づ
れ
も
多
大
の
感
激
と
興
奮
を
も
つ
て

迎
へ
ら
れ
た
。
一
般
公
開
演
奏
の
場
合
で
も
會
場
外
に
溢
れ
た
来
聰
者
は
無
数
で
あ

遠

藤

宏

（
コ
音
楽
文
化
新
聞
』
第
二
十
五
号
、
昭
和
十
七
年
九
月
十
日
）
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っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
場
外
の
人
々
に
も
聴
か
せ
て
あ
げ
た
。
黄
金

山
下
の
公
園
の
廣
場
の
大
群
衆
、
白
系
露
人
の
多
か
っ
た
大
連
會
場
外
の
森
な
ど
を

思
出
す
。
文
化
の
力
を
何
ん
の
説
明
も
な
く
、
直
感
的
に
感
動
せ
し
め
る
に
は
音
楽

が
一
番
い
い
。
音
楽
を
も
つ
て
日
本
の
光
を
輝
か
し
、
ま
た
そ
の
光
に
浴
せ
し
め
得

た
と
私
は
信
じ
て
ゐ
る
。

吟
爾
濱
に
は
音
楽
の
好
き
な
白
系
露
人
が
十
万
も
ゐ
る
。
彼
等
は
彼
等
の
唸
爾
濱
交

響
楽
園
を
世
界
一
と
思
っ
て
ゐ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。
所
が
彼
等
も
信
時
潔
作
「
海
道
東

征
」
、
橋
本
國
彦
作
「
交
響
曲
、
二
調
」
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
第
五
交
響
曲
そ
の
他
を

熱
心
に
聰
き
に
来
た
。
巴
審
の
園
員
は
心
か
ら
親
切
に
演
奏
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
。

忘
れ
得
ぬ
印
象
は
、
日
淡
時
の
ヅ
ン
ガ
リ
ー
河
畔
の
ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
で
私
達
の
た

め
に
特
別
出
演
し
て
く
れ
た
男
槃
合
唱
の
数
々
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
日
常
実
務
に
就

き
好
き
で
歌
つ
て
ゐ
る
の
だ
さ
う
だ
が
、
そ
の
中
に
一
人
バ
ス
の
す
ば
ら
し
い
歌
手

が
ゐ
た
。
回
敦
寺
院
の
鐘
の
音
、
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
を
馳
せ
る
馬
車
の
鈴
の
音
も
亦

思
ひ
出
深
い
。
昔
を
知
る
人
の
話
で
は
街
は
き
た
な
く
な
っ
た
さ
う

國
都
新
京
ー
~
こ
の
雄
大
な
都
市
に
は
主
と
し
て
希
望
を
述
べ
た
い
。
巨
大
な
文
化

の
歩
み
を
見
せ
て
ゐ
る
満
映
を
初
め
と
し
て
、
放
送
局
も
満
洲
蓄
音
器
會
社
も
音
楽
文

化
の
た
め
に
は
非
常
な
努
力
を
彿
つ
て
ゐ
る
。
市
公
署
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
今
回
満
映

の
副
事
業
に
移
り
、
内
地
よ
り
も
優
秀
な
音
楽
家
を
む
か
へ
て
山
田
耕
搾
氏
の
指
揮
で

慶
祝
演
奏
を
行
ふ
こ
と
に
な
り
既
に
練
習
を
開
始
し
て
ゐ
た
。
楽
園
の
前
途
を
説
幅
し

た
い
。
新
京
で
は
音
楽
學
校
設
立
案
が
置
面
目
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
内
地
か
ら
優
秀

な
藝
術
家
、
敦
育
家
が
参
加
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
や
ま
ぬ
。
う
る
さ
い
楽
壇
の
一
部

分

た

り

と

も

渡

満

さ

せ

て

は

な

ら

な

い

。

（

筆
者
は
東
京
音
楽
學
校
敦
授
）

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
七
年
九
月
十
三
日
）

東
京
―音
楽
學
校
本
科
二
年

こ
A

に
長
い
上
野
の
博
統
に
育
れ
た
、

満
洲
建
國
十
週
年

慶
祝
―
音
楽
使
節
園
報
告
記

っ
A

ま
し
い
一
人
の
生
徒
と
し
て
、
六
十

新

井

潔

有
餘
年
の
我
校
の
歴
史
の
一
頁
を
燦
然
と
し
て
飾
る
、
こ
の
前
古
未
曾
有
の
大
演
奏

旅
行
の
片
鱗
を
簡
潔
に
、
喜
び
と
名
春
と
を
以
つ
て
報
告
し
た
い
。

八

月

五

日

男
生
徒
は
黒
の
制
服
に
戦
帽
、
ゲ
ー
ト
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
女
生

徒
は
水
色
の
規
準
服
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
職
員
及
び
先
輩
の
方
は
國
民
服
と
云
っ
た

服
装
で
、
正
午
後
六
時
半
、
園
長
乗
杉
校
長
以
下
百
三
十
七
名
の
慶
祇
―音
楽
使
節
園
一

行
は
、
東
京
繹
前
廣
場
に
於
け
る
、
滴
洲
建
國
十
週
年
慶
祝
會
主
催
の
壮
行
會
を
受
け

て
、
同
夜
八
時
、

學
校
の
諸
先
生
及
び
、
先
輩
友
人、

家
族
等
の
見
送
り
を
受
け
て
、

感
激
の
中
に
東
京
騨
を
出
装
し
た
。

こ
の
度
の
旅
行
は
、
日
本
楽
壇
創
始
以
来
の
歴
史
の
大
き
な
一
端
に
違
な
い
と
思
ふ

し
、
こ
れ
は
千
載
一
遇
の
名
春
で
あ
る
が
そ
れ
だ
け
責
任
や
期
待
も
大
き
い
繹
で
あ

る
。
一
音
楽
を
以
つ
て
盟
邦
の
輝
け
る
建
國
十
週
年
を
慶
祝
す
る
と
云
ふ
事
は
勿
論
前
提

條
件
だ
が
、
大
東
亜
共
榮
圏
の
上
に
立
つ
我
國
の
一
音
楽
文
化
の
水
準
を
数
導
者
的
の
立

場
に
於
て
國
外
に
宣
揚
す
る
と
共
に
、
雨
國
の
文
化
猿
展
に
資
し
、
そ
れ
を
通
し
て
日
満

親
善
に
力
を
致
す
と
云
ふ
、
最
も
大
き
な
文
化
的
の
使
命
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

奥
村
情
報
局
次
長
は
過
般
、
日
本
文
學
報
國
會
の
創
立
綿
會
で
「
文
化
と
政
治
と
は
世

界
観
の
形
成
を
め
ぐ
り
、
全
く
不
可
分
の
闘
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
文
化
郡
ち
高
き

意
味
で
の
政
治
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
一音
楽
使
節
園
が
間
接

的
に
は
政
治
的
な
面
を
も
強
く
持
つ

て
ゐ
る
と
云
ふ
意
義
を
裏
書
き
し
て
ゐ
る
。
今
の

日
本
の
政
治
が
、
大
東
亜
共
榮
圏
の
確
立
と
云
ふ
大
き
な
使
命
を
荷
つ

て
居
り
、
そ
し

て
こ
の
大
東
亜
共
榮
圏
の
確
立
に
於
て
、
文
化
工
作
が
そ
の
政
治
工
作
の
大
動
脈
を
な

し
て
ゐ
る
事
を
思
ひ
會
せ
る
時
、
こ
の
度
の
我
々

一
行
の

緻
起
と
努
力
と
が
、
如
何
に

期
待
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
任
務
が
重
い
か
が
思
ひ
堂
る
。

こ
の
時
代
に
め
ぐ
り

會
せ
た
我
々
は
、
自
分
達
の
幸
揺
を
悟
る
と
共
に
、
そ
こ
に
は
始
終
そ
れ
に
到
慮
す
る

と
こ
ろ
の
自
己
の
使
命
と
任
務

へ
の
行
動
に
は
、
痛
烈
な
る
自
己
批
判
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
名
饗
あ
る
目
的
達
成
の
者
に
は
、
如
何
な
る
困
難
を
も
押
通
し、

萬
全
の
努

力
と
熱
誠
を
捧
る
べ
き
だ
と
云
ふ
事
を
、
校
長
先
生
か
ら
何
回
も
聞
か
さ
れ
、
出
狡
の

際
か
ら

一
同
の
行
動
が
緊
張
し
て
ゐ
た
事
は
事
質
で
あ
っ
た
。

出

痰
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今
度
は
ソ
ロ
が
あ
る
か
ら
っ
て
、
グ
ル
ー
。
フ
の
四
人
が
自
重
し
會
っ
た
が
、
結
局
誰

か
一
人
が
話
出
す
と
駄
目
に
な
っ
て
、
昨
夜
は
一
睡
も
出
来
な
か
っ
た
。
朝
七
時
大
阪

着
、
三
宮
に
向
ひ
、
神
戸
縣
立
高
女
で
少
憩
、
一
行
を
乗
せ
た
「
熱
河
丸
」
は
正
午
に

紳
戸
港
を
出
帆
し
た
。
始
め
て
船
の
事琴食
を
頂
く
が
、
「
御
飯
が
少
な
い
や
」
と
皆
大

騒
ぎ
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
が
も
う
薄
暗
く
な
っ
た
頃
、
一
等
の
デ
ッ
キ
で
作
家
の
中
河

興
一
先
生
の
文
學
論
を
聞
い
て
ゐ
る
と
、
下
の
デ
ッ
キ
で
「
朝
」
の
コ
ー
ラ
ス
が
聴
え

て
来
る
。
自
分
達
で一

園
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
ゐ
る
が
、
こ
う
し
て
聰
く
と
美
し
い
も

の
だ
な
と
思
っ

た
。
七
時
半
頃
か
、
二
等
の
食
堂
を
借
り
て
、
皆
汗
ぐ
つ

し
よ
り
に
な

つ
て
ブ
ラ
ス
の
練
習
を
や

っ
て
ゐ

る
。
九
時
に
黙
呼
が
あ
り
、
波
穏
か
で
ぐ
つ
す
り
熟

睡
す
る
。

八
月
七
日

朝
六
時
半
頃
上
甲
板
で
朝
證
が
あ
り
、
船
は
七
時
門
司
へ
入
港
、
十
二

時
門
司
を
出
帆
、
三
十
分
も
す
る
と
さ
す
が
に
玄
海
灘
だ
け
あ
っ
て
、
船
は
相
常
に
ゆ

れ
、
女
生
徒
に
二
三
人
氣
持
の
悪
く
な
っ

た
者
が
出
る
。
四
時
頃
に
な
る
と
波
は
穏
か

に
な
り
、

ず
つ
と
静
か
な
航
海
が
績
い
た
。
作
曲
の
中
田
氏
の
「
就
宴
」
を
見
せ
て
貰

ひ
、
四
五
人
一
諸
に
な
っ
て
、
デ
ッ
キ
に
も
た
れ
、
一
時
間
位
も
い
ろ
ん
な
曲
を
コ
ー

ラ
ス
や
っ
た
。
コ
ー
ラ
ス
の
楽
し
さ
は
一

員
と
し
て
歌
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
ふ
。
五

時
頃
一
等
の
デ
ッ
キ
に
上
る
と
、
半
ズ
ボ
ン
姿
の
校
長
先
生
ま
で
が
一

員
に
な
っ
て
、

輪
投
げ
を
や
り
な
が
ら
、
ギ
ャ
ッ
／
＼
と
騒
い
で
ゐ
る
。

中
河
先
生
と
、
先
生
が
文
學

の
上
に
唱
へ

る
、
愛
の
精
紳
と
、
大
い
な
る
浪
漫
主
義
の
主
張
は
、
現
在
の
一
音
楽
に
も

通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
ひ
、
こ
れ
か
ら
東
京
へ
饉
つ
た
ら
「
一
音
楽
と
文
學

と
の
交

流
」
を
や
ら
う
と
話
し
て
ゐ
る
所
へ
橋
本
先
生
が
ゐ
ら
し
て
、
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ー

ス
」
を
や
ら
う
と
の
提
案
に
讚
成
し
て
や
る
が
、
そ
れ
は
も
う
楡
快
の
な
ん
の
、
皆
お

腹
を
か
A

へ
て
笑
ひ
こ
け
乍
ら
や
る
。
夕
食
後
演
奏
曲
目
の
ア
カ
ペ
ラ

コ
ー
ラ
ス
を
藤

井
典
明
指
揮
で
や
っ
た
が
、
海
の
上
で
、

一
種
愛
っ
た
味
の
楽
し
い
練
習
で
あ
っ
た
。

船
客
純
出
で
聘
入
り
、
終
る
と
方
々
の
デ
ッ
キ
で
拍
手
が
起
っ
た
。
夜
は
燈
火
管
制
と

な
り
、
夜
の
と
ば
り
の
中
を
、

二
幽
つ
つ
か
た
ま
つ
て
、

暗
く
な
っ
た
水
平
線
を
眺
め

乍
ら
「
聖
き
夜
」
「
埴
生
の
宿
」
等
を
、
勝
手
に
和
槃
や
愛
奏
を
つ
け
て
歌

っ
た
。

ひ

と
し
き
り
郷
愁
に
も
似
た
、
セ
ン
チ
な
感
傷
が
流
れ
る
が
、

然
し
そ
れ
は
期
待
に
満
ち

た
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ー

，
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八
月
十
日

午
前
九
時
半
頃
大
連
出
狡
、
旅
順
に
着
く
と
十
一
時
過
ぎ
、
宿
舎
の
聖

旅

順

八
月
八
日

朝
七
時
半
、
上
甲
板
で
大
詔
奉
戴
日
の
式
が
あ
る
。
船
の
中
で
海
を
眺

め
乍
ら
奉
戴
日
を
迎
へ
や
う
と
は
感
概
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
今
日
は
特
に
暑
い

の
で

少
し
位
弱
つ
て
ゐ
る
女
生
徒
も
軽
装
し
、
白
い
運
動
帽
等
を
被
っ
た
り
し
て
デ
ッ
キ
を

歩
い
て
ゐ
る
。
上
甲
板
で
は
運
動
會
が
あ
る
と
云
ふ
。

午
後
鈴
木
正
三
指
揮
の
下
に
橋

本
先
生
の

「満
洲
大
行
進
曲
」
の
ブ
ラ
ス
の
練
習
が
あ
る
。
初
練
習
と
云
ふ
。
暑
い

せ

い
か
昔
響
が
不
正
確
な
事
お
び
た
A

し
い
。
績
い
て
五
時
頃
か
ら
ア
カ
ペ
ラ
の
練
習
が

あ
る
が
、
お
腹
も
へ
つ
て
疲
れ
て
も
ゐ
る
の
で
相
常
辛
い
練
習
で
あ
っ
た
。
今
日
は
八

時
か
ら
早
目
に
貼
呼
が
あ
り
馨
先
生
か
ら
上
陸
後
に
闘
す
る
い
ろ
／
＼
の

注

意

が

あ

る
。
最
後
の
航
海
の
夜
を
楽
し
む
べ
く
、
箕
暗
い
デ
ッ
キ
に
は
生
徒
達
が
喜
々

と
語
會

つ
て
ゐ
る
。
森
さ
ん
の
吹
く
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
田
園
幻
想
曲
」
が
、
溺
々
と
哀
切
さ
を

も
つ
て
デ
ッ
キ
を
響
き
渡
っ

て
来
た
。
一
音
楽
は
、
何
ん
て
美
し
い
ん
だ
ら
う
と
又
思

ふ
。
九
時
頃
、
又
何
時
も
の
旅
行
の
お
定
り
で
、
畑
中
、
秋
元
雨
君
と
も
う
一
人
四
人

で
、
一
音
楽
や
―
音
楽
批
評
に
封
し
て
議
論
を
や
り
、
す
つ
か
り
私
は
昂
奮
し
て
仕
舞
っ
た
。

一
寸
し
た
此
様
な
機
會
に
、
我
々
は
フ
ツ
と
自
分
の
内
心
の
槃
を
聞
く
場
合
が
多
い
。

八
月
九
日

朝
九
時
頃
に
な
る
と
、
水
平
線
の
彼
方
に
、
大
陸
の
一
端
が
ぼ
ん
や
り

と
浮
び
上
り
、
＋
時
頃
船
は
大
連
の
埠
頭
に
横
つ
け
さ
れ
た
。
埠
頭
を
出
た
所
で
校
長

先
生
の
上
陸
第
一
歩
の
挨
拶
が
あ
り
、
す
ぐ
貸
切
の
市
電
で
忠
震
塔
に
向
ひ
、
君
が

代
、
海
ゆ
か
ば
を
齊
唱
、
こ
れ
は
同
時
録
音
さ
れ
て
放
送
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

星
が
浦
海
岸
か
ら
旅
館
に
饉
る
と
三
時
、
一
同
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
が
出
て
来
る
が
、
ゆ

れ
な
い
だ
け
氣
持
の
よ
い
陸
に
始
め
て
落
着
く
。
皆
馴
れ
な
い
手
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
洗

濯
し
た
り
、
五
時
か
ら
友
人
一
家
が
招
待
の
席
に
ク
ラ

ス
の
者
が
臨
む
。

「
遥
々
お
疲

れ
で
せ
う
」
と
心
か
ら
迎
へ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
疲
れ
も
忘
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
後
少

少
酔
ひ
氣
持
の

の
ん
び
り
し
た
氣
分
に
な
つ
て
、
一
同
浪
花
通
を
の
し
歩
き
、
本
性
が

出
て
楽
譜
屋
を
漁
る
が
何
も
な
く
、
東
京
で
ど
う
し
て
も
見
嘗
ら
な
か
っ
た
レ
コ
ー
ド

が
大
分
あ
っ
た
の
で
飛
上
り
、
持
運
び
の
為
大
分
躊
躇
し
た
が
、
萬
難
を
排
し
て
も
と

各
自
買
ひ
集
め
る
。
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地
會
館
に
於
て
、
市
長
招
待
の
午
餐
の
席
に
つ
く
。
羊
羮
や
餞
頭
等
ふ
ん
だ
ん
に
あ
り

「
東
京
の
人
に
氣
毒
み
た
い
だ
ね
」
と
方
々
で
云
ひ
な
が
ら
食
べ
て
ゐ
る
。
午
後
は
白

玉
山
頂
の
納
骨
祠
に
拝
證
、
「
海
行
か
ば
」
を
合
唱
、
表
忠
塔
の
下
で
皆
思
ひ
／
＼
に

並
び
、
旅
順
近
邊
を
一
目
に
俯
諏
し
な
が
ら
案
内
氏
の
説
明
を
聞
く
。
営
時
の
血
涙
ひ

た
る
が
如
き
激
戦
が
感
じ
易
い
我
等
の
胸
に
初
彿
と
し
て
甦
り
、
我
等
の
視
界
に
這
入

る
す
べ
て
の
こ
の
地
に
は
、
尊
き
勇
士
の
血
が
、
骨
が
泌
込
み
、
吹
く
風
に
は
永
久

に
、
此
地
に
立
つ
日
本
人
の
脳
裏
に
活
々
と
し
て
鳴
り
渡
る
で
あ
ら
う
事
を
感
じ
た
。

説
明
を
聞
く
中
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
、
女
生
徒
の
中
に
は
七
八
人
涙
を
流
し
て
ゐ

る
。
美
し
い
心
だ
と
思
っ
た
。
「
自
分
が
日
本
人
だ
と
云
ふ
事
を
こ
ん
な
に
強
く
感
じ

た
事
は
な
い
」
と
口
々
に
云
ひ
會
つ
て
山
を
降
る
。
そ
う
だ
、
僕
は
一
半
島
の
學
生

だ
。
こ
の
強
い
感
激
が
皆
様
と
同
じ
だ
〔
と
〕
云
ふ
の
は
云
ふ
方
が
嘘
で
あ
り
、
そ
れ
は

同
じ
様
で
確
に
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
人
的
な
も
の
か
ら
、
肉
身
的
な
も
の
に
生
れ

愛
ら
う
と
す
る
、
そ
れ
は
／
＼
悲
し
い
位
の
感
激
で
あ
っ
た
。

こ
の
演
奏
會
は
予
定
外
の
臨
時
演
奏
で
あ
る
。
會
場
は
そ
れ
こ
そ
田
舎
の
芝
居
小
屋

よ
り
一
寸
い
A

位
で
、
昔
響
妓
果
は
ひ
ど
く
悪
い
。
女
生
徒
の
獨
唱
に
ラ
・
ス
パ
ニ
ョ

ー
ラ
を
歌
は
せ
る
の
は
考
へ
る
べ
き
だ
が
ー
。
皆
苦
い
顔
す
る
の
も
無
理
は
な
く
、

義
憤
め
い
た
も
の
を
感
じ
る
。
我
々
の
根
本
問
題
は
こ
れ
だ
と
思
ふ
。
最
後
の
無
伴
奏

合
唱
の
「
愛
國
行
進
曲
」
は
兵
隊
さ
ん
感
激
し
て
大
喝
采
で
あ
っ
た
。

橋
本
先
生
の
「
満
洲
大
行
進
曲
」
は
、
慶
祝
の
意
味
に
於
て
政
府
か
ら
學
校
の
方
へ

作
曲
を
依
頼
さ
れ
、
東
京
―
音
楽
學
校
の
名
の
下
に
、
滴
洲
建
國
十
週
年
慶
説
會
へ
戯
呈

さ
れ
た
曲
で
あ
り
、
オ
ー
ボ
エ
の
ソ
ロ
か
ら
入
る
ト
リ
オ
部
分
は
、
そ
の
旋
律
が
質
に

満
洲
的
で
美
し
い
。
原
曲
は
吹
奏
楽
曲
で
、
こ
れ
を
管
絃
楽
曲
化
し
、
そ
れ
に
又
ト
リ

オ
の
部
分
だ
け
を
風
巻
景
次
郎
先
生
の
作
詞
で

コ
ー
ラ
ス
に
し
た
の
で
あ
る
。
此
曲
は

多
分
に
ポ
。
フ
ュ
ラ
リ
チ
イ
ー
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
喜
ば
れ
た
。
會
場
の
入
口
に
は
披
墜

器
が
備
付
け
て
あ
り
、
這
入
れ
ぬ
人
達
が
散
々
伍
々
と
立
止
つ
て
聴
入
る
の
は
、
内
地

で
は
遂
ぞ
見
た
事
の
な
い
光
景
で
あ
っ
た
。
千
葉
さ
ん
の
歌
っ
た
「
通
り
や
ん
せ
」
等

は
、
最
も
解
り
易
か
っ
た
の

で
あ
ら
う
、
終
る
と
内
部
の
人
達
と

一
緒
に
感
激
し
て
拍

半
を
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
戚
の
聰
衆
は
ア
ン
コ
ー
ル
す
る
事
を
知
ら
な
い
。

宿
へ
饂
る
と
、
殆
ん
ど
皆
お
腹
を
こ
わ
し
た
と
云
つ
て
ゐ
な
が
ら
も
お
書
の
時
残

っ

八
月
十
一
日

朝
九
時
頃
旅
順
を
出
猿
、
大
連
に
向
ひ
、
正
午
よ
り
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル

で
、
市
長
招
待
の
歌
迎
午
餐
會
あ
り
。
こ
れ
か
ら
輩
間
演
奏
の
「
海
道
東
征
」
の
ソ
ロ

は
全
部
生
徒
達
が
交
代
／
＼
で
嘗
る
が
、
今
日
が
最
初
の
御
目
見
得
で
あ
り
、
期
待
と

好
奇
心
が
大
き
か
っ
た
だ
け
、
生
徒
達
の
間
に
無
言
の
話
題
が
流
れ
る
。
ソ
。
フ
ラ
ノ
ソ

ロ
の
平
田
さ
ん
は
家
が
大
連
で
あ
り
、
立
派
に
歌
へ
り
や
い
A

の
に
と
皆
で
願
ひ
、
無

難
で
歌
ひ
終
る
と
自
分
の
事
の
様
に
よ
ろ
こ
ぶ
。

夜
の
部
は
約
千
五
百
名
位
の
牧
容
出
来
る
會
場
に
、
同
胞
の
人
々
で
ぎ
つ
し
り
と
う

ず
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
は
う
だ
る
様
に
薯
い
。
一
般
に
獨
唱
が
喜
ば
れ
る
が
、
山
内
さ
ん

の
「
田
植
歌
」
「
母
の
歌
」
は
一
＿
一
回
も
ア
ン
コ

ー
ル
を
受
け
た
。
抒
情
的
な
‘
―
つ
は

民
謡
調
の
高
度
の
作
品
で
あ
る
だ
け
同
胞
の
方
に
は
胸
に
迫
る
ら
し
い
。
今
夜
の
「
海

道
東
征
」
は
「
大
和
思
慕
」
で
フ
ル
ー
ト
が
非
常
識
極
る
失
敗
、
ソ
ロ
の
第
ニ
ソ
。
フ
ラ

〔

マ

マ

〕

ノ
は
高
昔
が
割
れ
る
し
、
テ
ノ
ー
ル
は
テ
ン
ボ
も
昔
程
も
取
れ
な
い
と
云
ふ
仕
末
、
コ

ー
ラ
ス
は
断
然
憤
慨
し
て
ゐ
る
。
こ
う
な
る
と
拍
手
を
受
け
て
も
お
恥
し
い
次
第
だ
。

演
奏
後
五
六
人
で
、
夜
の
町
を
歩
い
て
饉
る
が
、
道
歩
く
同
胞
の
人
々
が
、
一
回
振
向

く
人
も
二
回
振
向
い
て
「
上
野
―
音
楽
學
校
の
生
徒
」
と
小
磐
で
話
會
ひ
、
懐
し
さ
う
な

視
線
を
送
っ
た
。

八
月
十
二
日
午
前
中
畑
中
君
と
ス
レ
ザ
ー
ク
の
レ
コ
ー
ド
を
漁
り
、
鰭
る
と
大
部

分
の
者
が
靴
を
買
つ
て
来
て
、
い
A

の
悪
い
の
と
品
評
會
で
あ
る
。
今
日
は
特
別
に
午

後
一
時
か
ら
兵
隊
さ
ん
の
為
の
臨
時
演
奏
會
が
あ
り
無
伴
奏
「
愛
國
行
進
曲
」
だ
け
が

絶
讚
を
受
け
る
。
終
了
後
ブ
ラ
ス
伴
奏
で
、
兵
隊
さ
ん
一
同
「
愛
國
行
進
曲
」
を
元
氣

な
槃
で
合
唱
す
る
。
二
時
よ
り
書
の
部
が
あ
り
女
學
生
達
は
自
分
達
が
よ
く
知
つ
て
ゐ

る
も
の
だ
か
ら
山
内
さ
ん
の
「
か
ら
た
ち
の
花
」
に
感
歎
の
磐
を
疲
し
、
演
奏
が
終

つ

て
出
る
と
「
海
道
東
征
」
に
感
激
し
た
の
か
、
憧
憬
か
、

羨
望
の
視
線
だ
け
が
向
け
ら

れ
る
。
後
で
大
連
音
楽
學
校
長
の
園
山
民
平
先
生
に
お
會
ひ
し
た
時
の
お
話
に

よ

る

と

大

連

た
羊
羮
や
餞
頭
等
を
食
っ
た
り
し
て
、
敷
い
た
布
圃
の
上
で
夜
更
け
ま
で
騒
い
で
ゐ

る
。
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八
月
十
四
日
午
前
九
時
半
頃
、
職
員
、
先
輩
、
上
級
生
の
方
は
國
際
列
車
「
ア
ジ

ャ
」
で
新
京
に
向
ひ
、
我
々
は
三
十
分
後
で
出
猿
す
る
。
「
ア
ジ
ャ
」
に
乗
れ
る
の
を

随
分
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
の
で
、
女
生
徒
達
は
「
口
惜
し
い
つ
」
と
地
園
駄
踏
ん
で
ゐ

た
。
未
だ
東
京
を
出
で
十
日
位
し
か
鰹
つ
て
ゐ
な
い
の
に
、
一
月
位
も
経
っ
た
様
な
氣

が
し
て
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
「
ヴ
ォ
ル
フ
」
か
何
か
、
リ
ー
ド
が
無
性
に
歌
ひ
た
い
。
そ

ば
に
坐
つ
て
ゐ
る
中
田
君
は
「
ピ
ア
ノ
が
弾
き
た
い
な
」
と
叫
ん
で
、
窓
際
を
キ
ー
に

し
て
盛
ん
に
フ
ィ
ン
ガ
リ
ン
グ
を
や
っ
て
ゐ
る
。
夕
方
頃
汽
車
が
奉
天
を
過
ぎ
る
と
、

山
と
云
つ
て
も
線
の
な
だ
ら
か
な
丘
陵
と
云
っ
た
感
じ
の
も
の
も
見
嘗
ら
な
く
、
限
り

な
い
宵
い
平
原
は
碧
い
初
秋
の
空
色
を
憶
せ
る
空
の
涯
に
消
え
て
ゐ
る
。
ポ
ッ
ン
／
‘

と
貼
立
し
て
ゐ
る
柳
が
如
何
に
も
廣
涼
た
る
感
じ
を
輿
へ
、
そ
の
上
を
今
買
赤
な
太
陽

が
沈
ん
で
行
く
。
此
地
に
は
人
間
の
感
情
を
超
越
し
た
、
虚
無
に
も
等
し
い
の
ん
び
り

と
し
た
、
忘
我
の
詩
情
が
底
を
流
れ
て
ゐ
る
の
に
相
異
な
い
。
満
洲
の
印
象
が
す
べ

て

新

京

「
昨
夜
の
演
奏
は
兎
に
角
素
晴
ら
し
い
評
判
だ
よ
。
大
連
全
市
が
湧
返
つ
て
ゐ
る
か
ら

ね
、
市
長
が
校
長
先
生
の
所
へ
来
て
頭
を
下
げ
て
感
謝
し
て
ゐ
た
。
先
輩
と
し
て
こ
ん

な
嬉
し
い
事
は
な
く
、
昨
夜
は
鼻
が
高
か
っ
た
よ
」

と
母
校
の
成
功
を
喜
ん
で
ゐ
ら
し
た
。
今
度
の
上
野
の
楽
演
は
大
連
市
始
つ
て
以
来
の

大
演
奏
會
で
あ
り
、
大
連
市
及
び
闘
東
洲
寵
が
先
に
立
つ
て
や
っ
た
事
等
、
今
迄
に
絶

劉
に
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
此
虞
に
も
四
十
名
位
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
り
、
大
連

一
音
楽
學
校
は
十
八
年
の
歴
史
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
楽
壇
が
急
速
に
進
歩
し
た
の
は
二
三

年
来
の
事
で
あ
り
、
と
云
つ
て
も
鑑
賞
者
の
方
で
あ
る
が
、
音
楽
會
と
云
ふ
一
音
楽
會
は

全
部
満
員
だ
と
の
事
で
あ
る
。
地
元
の
演
奏
家
に
は
大
し
た
者
は
ゐ
な
く
、
白
系
露
人

に
素
睛
ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
ゐ
る
し
、
シ
ロ
タ
が
日
本
に
来
る
前
に
此
虜
で
活
躍
し

て
ゐ
た
と
云
ふ
事
は
意
外
で
あ
っ
た
。
夜
之
部
は
七
時
か
ら
で
あ
り
、
「
愛
國
行
進
曲
」

は
聴
衆
の
要
求
と
か
で
無
伴
奏
愛
奏
附
き
に
愛
る
。
始
終
一
同
臨
が
ゆ
く
思
っ
て
ゐ
た

事
で
あ
っ
た
の
で
、
歌
ふ
僕
等
も
張
合
ひ
が
あ
り
、
一
般
は
最
も
感
動
す
る
の
で
あ
っ

た
。
演
奏
が
終
る
と
、
超
満
員
の
聰
衆
一
同
が
起
立
し
て
「
＿
音
楽
使
節
園
一
行
へ
の
感

謝
と
、
無
事
使
命
達
成
の
為
に
」
と
破
れ
る
様
な
拍
手
を
も
つ
て
送
つ
て
呉
れ
た
。

淋
し
く
残
る
の
は
そ
の
為
で
あ
ら
う
か
。
一
齊
に
眺
め
て
ゐ
る
。
僕
は
マ
ー
ラ
の
「
大

地
の
歌
」
の
節
々
が
無
意
識
の
中
に
明
滅
す
る
の
を
感
じ
た
。
此
曲
は
本
質
に
於
て
、

大
地
の
虚
無
感
の
詩
情
を
と
ら
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
類
腹
的
な
魅
力
を
も
っ
た
沈

痛
な
る
美
し
さ
だ
。
＿
音
楽
の
美
が
、
此
庫
ま
で
来
る
と
ど
う
に
も
行
き
と
こ
ろ
が
な
く
、

ロ
マ
ン
派
―
音
楽
の
有
終
の
美
と
な
っ
た
の
も
、
無
理
は
な
い
と
思
ふ
。
暗
く
な
り
出
し

た
頃
、
國
都
新
京
へ
い
よ
／
＼
着
い
た
。

八
月
十
四
日
さ
す
が
此
臨
は
濫
度
が
低
い
。
昨
夜
窓
を
開
け
て
寝
た
ら
寒
い
位

で
、
秋
元
君
は
ソ
ロ
が
あ
る
と
云
ふ
の
に
風
邪
を
ひ
い
て
仕
舞
つ
た
。
午
前
八
時
半
全

員
バ
ス
を
連
ね
て
國
都
各
機
閥
に
挨
拶
に
出
掛
る
。
バ
ス
の
中
で
男
生
徒
二
つ
の
旅
館

の
批
評
が
始
っ
た
。
國
都
だ
け
あ
っ
て
、
外
の
旅
館
も
大
分
い
A

ら
し
い
。
建
國
紳

廟
、
帝
宮
を
遥
拝
、
建
國
忠
震
廟
に
於
て
は
「
海
ゆ
か
ば
」
を
合
唱
す
る
。
次
い
で
國

務
院
に
張
総
理
及
び
武
部
長
官
を
訪
問
し
、
す
ぐ
バ
ス
を
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
に
向
け
、
十

二
時
よ
り
満
日
文
化
協
會
長
を
始
め
、
満
洲
楽
壇
協
會
、
山
葉
洋
行
、
田
邊
楽
器
支

店
、
同
竪
會
支
部
合
同
の
招
待
午
餐
會
に
臨
む
。
本
日
は
慰
震
日
に
付
、
演
奏
は
全
然

な
く
、
鱚
り
に
買
物
や
市
内
見
學
に
行
く
。
新
京
の
街
の
自
分
の
想
像
を
は
る
か
に
超

え
た
厖
大
な
都
市
計
蜜
に
は
驚
い
た
。
旅
に
出
る
と
紳
鰹
が
尖
つ
て
来
る
の
か
、
又
そ

ろ
／
＼
ク
ラ
ス
同
志
の
感
情
の
衝
突
が
夜
の
宿
を
騒
す
。

八
月
十
五
日

畳
間
は
演
奏
が
な
い
の
で
、
午
前
中
は
疲
れ
て
五
六
人
枕
を
並
べ
て

讀
書
や
畳
寝
、
午
後
は
隊
を
組
ん
で
ロ
シ
ャ
ケ
ー
キ
を
食
べ
歩
き
、
先
生
の
所
ヘ
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
送
っ
た
り
す
る
。
夜
七
時
か
ら
、
張
純
理
及
び
武
部
長
官
以
下
政
府
閥
係

者
、
闘
東
軍
司
令
部
要
人
、
政
府
の
招
待
者
ば
か
り
の
最
も
意
義
あ
る
國
都
公
式
演
奏

が
あ
る
。
公
會
堂
の
入
口
に
は
、
「
歓
迎
日
本
國
派
遣
慶
訳
昔
楽
使
節
園
」
と
墨
書
し

た
、
大
き
な
角
筒
看
板
が
四
つ
も
立
つ
て
居
り
、
内
部
は
奇
麗
で
、
ス
テ
ー
ジ
は
日
比

谷
位
も
あ
る
。
二
千
人
以
上
は
這
入
れ
そ
う
だ
。
演
奏
に
先
立
つ
て
、
祝
曲
事
務
局
長

王
氏
の
歓
迎
の
僻
、
校
長
挨
拶
記
念
品
贈
呈
が
あ
る
。
「
滴
洲
大
行
進
曲
」
は
同
時
録

昔
さ
れ
て
放
送

「
海
道
東
征
」
は
八
時
か
ら
全
滴
へ
中
繊
放
送
さ
れ
る
。

此
の
楽
土
は

慶
訳
一
色
で
湧
立
ち
、
我
等
一
行
は
す
べ
て
の
期
待
と
憧
憬
を
も
つ
て
迎
へ
ら
れ
て
ゐ

る
ら
し
い
。
我
々
の
責
務
は
過
重
と
も
云
へ
る
。
僕
は
「
海
道
東
征
」
を
歌
ひ
な
が

ら
、
去
年
の
大
阪
旅
行
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
が
歌
ひ
終
る
と
、
前
の
方
に
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坐
つ
て
ゐ
た
一
人
の
ド
イ
ツ
人
の
老
婆
が
、
涙
を
ポ
ロ
／
＼
流
し
乍
ら
拍
手
し
て
ゐ

た
、
あ
の
感
極
っ
た
顔
を
思
ひ
出
し
、
し
び
れ
る
様
な
感
激
を
感
じ
た
。
全
満
の
同
胞

が
異
郷
の
空
の
下
で
耳
を
傾
け
る
に
違
ひ
な
い
。
例
へ
此
の
曲
は
よ
く
解
ら
な
く
て

も
、
我
が
民
族
の
血
が
踊
り
、
民
族
の
美
が
象
徴
さ
れ
て
ゐ
る
筈
だ
か
ら
。
こ
れ
は

「
我
が
日
本
の
も
の
だ
」
と
云
ふ
即
ち
身
近
な
も
の
を
感
じ
る
筈
で
あ
る
。
せ
め
て
國

都
で
だ
け
で
も
此
曲
を
抜
幸
し
な
い
で
全
曲
歌
ひ
た
か
っ
た
。
殊
に
六
楽
章
の
「
海
道

回
顧
」
は
、
詩
の
本
質
が
抒
情
で
あ
り
、
一
音
楽
が
如
何
に
抒
情
を
必
要
と
し
、
又
最
高

昔
：

h
を
も
っ
た
ピ
ュ
ー
モ
ッ
ト
、
部
ち
此
曲
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
此
楽
章
に
あ
る

以
上
、
こ
れ
は
恐
ら
く
抜
け
ら
れ
な
い
筈
だ
が
．
．
．
．
．
．
。
歌
ひ
終
る
と
軍
人
が
一
人
感
激

し
て
立
上
り
「
東
京
―
音
楽
學
校
萬
歳
！
」
と
叫
ん
だ
。
演
奏
會
終
了
後
「
満
洲
大
行
進

曲
」
の
ニ
ュ
ー
ス
撮
影
及
び
同
時
録
昔
が
あ
り
、
こ
れ
は
又
別
に
満
映
で
制
作
、
畏
き

あ
た
り
へ
猷
上
す
る
と
の
由
で
あ
る
。

八
月
十
六
日
朝
八
時
半
頃
バ
ス
で
大
同
公
園
に
向
ひ
、
九
時
よ
り
、
約
一

萬
人
以

上
を
牧
容
出
来
る
と
云
ふ
、
盛
装
さ
れ
た
大
野
外
―
音
楽
堂
で
第
一
回
鸞
之
部
が
あ
る
。

此
虞
で
は
満
洲
の
女
學
生
も
、
軍
楽
隊
も
来
て
ゐ
る
。
野
天
の
休
憩
所
へ
、
帝
国
地
の
近

邊
の
聯
隊
に
入
螢
中
の
、
バ
リ
ト
ン
の
中
山
悌
一
さ
ん
が
挨
拶
に
来
た
。
「
海
道
東
征
」

と
云
へ
ば
「
中
山
」
を
思
ひ
出
す
位
初
演
以
来
天
下
一
品
に
な
っ
た
彼
が
、
同
じ
曲
を

持
て
、
此
慮
ま
で
来
て
軍
服
姿
の
彼
に
會
へ
る
と
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
り
、
全
生
徒

が
懐
し
そ
う
に
取
巻
い
て
話
掛
け
て
ゐ
る
。

校
長
先
生
の
漫
談
入
り
の
挨
拶
に
、
兵
隊
さ
ん
す
つ
か
り
喜
び
大
爆
笑
入
り
の
和
氣

謁
々
た
る
雰
園
氣
の
中
に
演
奏
が
始
る
。
何
し
ろ
野
外
で
楽
譜
が
風
に
飛
ぶ
や
ら
、
暑

い
や
ら
で
條
件
は
悪
か
っ
た
が
、
ブ
ラ
ス
の
「
ロ
サ
ム
ン
デ
」
は
眠
む
た
い
演
奏
で
あ

っ
た
。
「
故
國
の
味
を
」
と
校
長
先
生
の
特
別
の
御
意
向
で
「
母
の
歌
、
田
植
歌
」
の

ソ
ロ
が
番
外
と
し
て
加
へ
ら
れ
た
。
終
つ
て
バ
ス
で
市
公
館
に
向
ふ
途
中
、
今
聰
き
了

つ
て
鰭
る
満
洲
の
女
學
生
達
が
「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
と
手
を
振
つ
て
見
送
る
。
東
京
で
も

ざ
ら
に
み
た
様
な
顔
々
で
あ
り
、
ほ
A

え
ま
し
い
何
か
親
し
さ
を
半
呼
々
と
感
じ
た
。
市

公
館
の
裏
の
廣
い
庭
園
で
、
市
長
招
待
の
園
遊
會
が
あ
り
、
鰻
頭
、
壽
し
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
ミ
ル
ク
等
と
貼
在
し
て
ゐ
る
模
擬
店
に
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
皆
食
べ
歩
き
、

と
つ
て
も
美
味
し
く
楽
し
か
っ
た
。
大
方
お
腹
を
こ
わ
し
た
と
云
ひ
な
が
ら
も
よ
く
食

べ
て
居
り
、
誰
か
「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
な
ら
死
ん
で
も
い
A

で
す
」
と
云
つ
て
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
二
杯
も
頬
張
つ
て
ゐ
た
そ
う
で
あ
る
。
二
時
半
よ
り
記
念
公
會
堂
で
書

之
部
で
あ
る
が
、
人
々
は
長
い
行
列
で
あ
る
。
夜
之
部
を
朝
九
時
か
ら
並
ん
で
待
っ
て

半
分
の
人
も
買
へ
な
い
と
云
ふ
。
全
満
を
通
じ
て
入
場
は
無
料
で
、
。
フ
ロ
と
整
理
費
と

し
て
五
十
錢
取
る
だ
け
で
あ
る
。

學
校
賞
局
と
し
て
は
、
勤
榮
奉
仕
隊
の
覺
悟
で
来
て

ゐ
る
し
、
出
来
る
だ
け
各
階
級
の
、
多
く
の
人
々
に
聴
か
せ
る
と
云
ふ
の
に
意
義
が
あ

る
と
思
ふ
が
、
客
層
の
低
下
が
あ
り
、
多
少
不
満
も
あ
る
筈
だ
と
思
は
れ
る
。
場
内
は

そ
れ
こ
そ
立
錐
の
餘
地
も
な
い
超
満
員
で
あ
っ
た
。
橋
本
先
生
の
「
交
響
曲
二
調
」
最

も
ミ
ス
の
少
な
い
洗
練
さ
れ
た
演
奏
し
て
大
喝
采
で
あ
っ
た
。
終
了
後
、
新
京
音
楽
院

長
大
塚
淳
先
生
に
お
會
ひ
す
る
。
先
生
は
我
々
の
演
奏
殊
に
コ
ー
ラ
ス
を
睦
い
て
ゐ
る

と
懐
し
さ
だ
け
で
一
杯
だ
と
仰
有
っ
た
。
濶
洲
の
一
音
楽
は
、
ブ
ラ
ス
を
主
と
し
た
満
鐵

の
功
績
で
あ
り
、
新
京
―
音
楽
院
は
、
管
絃
楽
、
合
唱
、
敦
育
部
、
満
洲
楽
部
、
養
成
部

に
研
究
部
、
作
曲
部
を
増
設
し
、
満
洲
國
民
族
音
楽
樹
立
の
主
者
に
於
て
、
附
屡
養
成

所
を
設
け
て
十
六
歳
以
下
の
満
系
の
子
供
を
集
め
、
す
べ
て
を
官
費
で
少
國
民
養
成
に

勉
め
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
は
、
日
本
の
楽
界
、
政
治
界
に
何
か
示
唆
を
輿
へ
る
事
だ
と
思

ふ
。
一
音
楽
院
は
市
公
署

（
市
顧
）
満
映
、
需
電
株
式
會
社
の
補
助
に
依
つ
て
存
立
に
不

安
は
な
い
が
、
何
し
ろ
住
宅
難
で
、
管
絃
楽
部
員
が
四
畳
半
の
部
屋
に
、
親
子
四
人
で

春
す
位
皆
苦
榮
し
な
が
ら
も
、
満
洲
國
―
音
楽
建
設
に
努
力
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
。
民
衆
を

藝
術
的
な
も
の
を
も
つ
て
向
上
さ
せ
る
意
義
の
下
に
毎
月
一
回
小
學
校
、
工
場
、
官
鵬

ヘ
演
奏
し
廻
り
、
月
一
回
の
定
期
演
奏
が
あ
る
。
満
洲
國
が
建
國
早
竺
音
楽
工
作
に
乗

出
し
た
賢
明
さ
に
は
驚
い
た
が
、
今
度
の
我
々
の
来
演
に
極
度
に
刺
戟
さ
れ
て
、
國
立

昔
楽
學
校
の
創
立
が
賞
現
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
仰
有
っ
た
。
レ
コ

ー
ド
會
社
や
、
放

送
合
唱
園
等
が
出
来
る
と
、
低
俗
な
る
も
の
に
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
今
年
こ
れ
を

統
合
し
て
、
資
金
四
十
萬
園
の
「
新
京
音
楽
園
」
と
云
ふ
財
園
法
人
に
造
り
上
げ
た
そ

う
で
あ
る
。
民
間
の
ブ
ラ
ス
、
コ
ー
ラ
ス
の
勃
興
は
非
常
な
も
の
で
あ
り
、
昨
年
は
全

満
か
ら
集
っ
た
七
百
五
十
名
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
や
り
、
来
年
は
恐
ら
く
百
二
三
十
園

閥
に
な
る
だ
ら
う
と
頼
母
し
げ
に
語
っ
た
。
こ
の
外
に
、
宮
廷
内
に
三
十
七
名
の
小
學

校
卒
業
の
満
系
の
子
供
ば
か
り
の
管
絃
楽
園
が
あ
り
、
日
本
人
が
三
人
指
導
の
任
に
嘗

り
、
先
生
は
週
一
回
指
導
に
行
く
と
の
話
で
あ
る
。
過
般
秩
父
宮
殿
下
が
御
来
満
に
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な
っ
た
節
非
常
な
る
お
褒
め
に
あ
づ
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
聞
き
終
る
と
夜
之
部
の
時

間
と
な
っ
た
。
「
交
響
曲
二
調
」
は
始
め
て
全
曲
や
り
、
段
々
満
足
な
演
奏
と
な
っ
て

行
く
が
、
「
海
道
東
征
」
は
一
寸
も
よ
く
な
ら
な
い
。
直
接
間
接
に
受
け
る
旅
の
日
の

昂
奮
や
刺
戟
等
に
依
つ
て
、
今
迄
全
員
の
感
情
が
全
謄
的
な
も
の
に
ま
と
ま
り
が
来
な

か
っ
た
の
が
、
も
う
そ
ろ
／
＼
氣
分
の
上
で
は
今
が
一
番
諸
々
の
感
情
が
統
合
さ
れ

て
、
一
黙
に
集
中
さ
れ
て
来
る
が
満
足
な
演
奏
が
出
来
な
い
と
云
ふ
最
も
大
き
な
原
因

は
、
曲
そ
の
も
の
に
厭
氣
が
来
情
熱
が
失
せ
た
の
と
、
コ
ー
ラ
ス
の
者
の
不
平
か
ら
察

〔

マ

マ

〕

す
る
と
、
ソ
ロ
リ
ス
ト
と
指
揮
者
に
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
初
演
富
時
の
印
象
が
鮮
に

残
っ
て
ゐ
る
だ
け
映
黙
が
目
立
ち
、
ソ
ロ
が
一
寸
失
敗
す
る
と
コ
ー
ラ
ス
に
は
そ
れ
が

紳
鰹
質
な
位
に
ピ
ン
／
＼
と
影
響
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
「
誰
も
奇
麗
な
磐
で
上
手
に

歌
つ
て
呉
れ
と
は
云
ひ
や
せ
ん
。
リ
ズ
ム
正
し
＜
‘
-音程
で
も
ち
ゃ
ん
と
取
っ
て
、
そ

の
主
日
の
槃
で
も
出
し
て
貰
ひ
た
い
ん
だ
」
と
誰
か
つ
ぶ
や
い
て
ゐ
る
。
我
々
の
ソ
ロ
リ

ス
ト
に
封
す
る
望
み
は
こ
ん
な
情
な
い
も
の
に
ま
で
愛
つ
て
来
た
。
可
愛
想
な
話
だ
。

千
葉
、
山
内
さ
ん
だ
け
が
堂
々
と
貫
祗
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。

八
月
十
七
日
朝
九
時
半
頃
全
員
バ
ス
で
満
映
見
學
に
行
き
、
講
堂
で
ド
イ
ツ
の
手
日

楽
短
篇
映
鵞
を
二
つ
見
せ
て
頂
き
、
ス
タ
ヂ
オ
内
見
學
、
招
待
の
午
餐
會
席
に
着
く
。

始
め
て
の
純
支
那
料
理
で
あ
る
が
、
皆
支
那
料
理
に
封
す
る
知
識
が
な
い
も
の
だ
か

ら
、
始
め
か
ら
あ
る
だ
け
食
ひ
猫
し
た
ら
、
食
べ
て
も
ノ
＼
皿
が
出
で
来
る
。
皆
食
つ

た
わ
／
＼
、
す
る
と
終
り
の
方
に
な
る
と
ほ
ん
と
う
に
美
味
し
い
も
の
が
出
で
来
る

が
、
お
腹
は
一
杯
で
皆
手
を
重
ね
て
口
惜
し
が
る
ば
か
り
で
大
笑
ひ
で
あ
っ
た
。
女
つ

て
ち
ゃ
っ
か
り
し
て
ゐ
る
ら
し
く
、
女
生
徒
の
方
で
は
「
お
腹
は
こ
わ
し
て
も
癒
せ
る

け
ど
、
こ
れ
は
も
う
食
べ
れ
な
い
か
ら
」
と
云
つ
て
、
み
な
食
ひ
盛
し
胃

散

を
が
ぶ

が
ぶ
飲
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
正
午
か
ら
中
央
放
送
局
で
、
山
内
、
岩
崎
、

酒
井
三
氏
ソ

ロ
の
放
送
が
あ
っ
た
と
云
ふ
。

書
之
部
の
演
奏
は
、
皆
喰
過
ぎ
の
せ
い
か
、
演
奏
に
も

だ
る
さ
が
確
り
と
現
れ
た
。
夜
之
部
は
、
終
る
後
夜
行
で
猿
つ
の
で
、
絞
服
に
塩
斐
へ

る
暇
が
な
く
、
男
生
徒
は
長
ネ
ク
タ
イ
、
女
生
徒
は
規
準
服
の
ま
A

で
演
奏
や
る
。
ピ

ア
ノ
獨
奏
の
馬
煕
純
さ
ん
は
、
只
一
人
の
満
洲
出
身
で
あ
り
、
出
演
自
髄
が
日
満
親
善

の
意
義
が
あ
る
。
白
い
満
洲
服
を
着
飾
つ
て
ス
テ
ー
ジ
に
出
る
と
、
今
迄
と
は
異
っ
た

感
情
が
聴
衆
の
中
に
起
り
、
そ
れ
は
好
奇
心
を
伴
っ
た
期
待
の
様
に
見
受
ら
れ
た
。
會

八
月
十
八
日

夜
行
は
辛
い
な
と
つ
く
／
＼
思
ふ
。
う
と
／
＼
し
た
ゞ
け
で
眼
が
醒

め
る
と
、
朝
ぼ
ら
け
で
あ
る
。
又
何
慮
ま
で
も
茫
々
た
る
平
野
だ
け
が
績
き
、
七
時
過

ぎ
ハ
ル
ピ
ン
に
着
い
た
。
朝
食
後
バ
ス
で
、
忠
霊
塔
、
志
士
之
碑
へ
拝
證
、
熱
河
に
次

ぐ
と
云
ふ
絢
爛
た
る
建
造
の
孔
子
廟
、
立
派
な
大
理
石
の
墓
石
に
故
人
の
寓
置
を
飾
つ

た
露
人
墓
地
や
市
内
を
見
學
し
て
鱒
る
。
街
を
歩
い
て
ゐ
る
と
生
活
に
疲
れ
切
つ
て
ゐ

る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
白
系
の
榮
働
者
、
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
の
通
り
、
す
べ
て

に
異
國
情

緒
が
漂
ひ
、
如
何
に
も
外
國
へ
来
た
と
云
ふ
感
じ
だ
。
町
の
至
る
所
に
大
き
な
寺
院
の

尖
塔
が
見
嘗
り
、
母
國
を
追
れ
た
彼
等
が
、
宗
敦
に
す
べ
て
を
捧
げ
て
生
活
し
て
ゐ
る

の
で
あ
ら
う
、
旅
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
ー
に
は
悲
し
く
う
つ
っ
た
。
朝
夕
各
寺
院
に
は
鐘
が

鳴
り
出
し
、
日
濯
日
や
お
祭
り
の
朝
に
は
、
荘
厳
な

コ
ー
ラ
ス
が
響
く
と
云
ふ
。
午
後

ブ
ラ
ス
は
軍
慰
問
に
出
掛
る
。
皆
夜
行
で
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
元
氣
を
出
し

て
行
く
の
を
見
て
、
コ
ー
ラ
ス
は
清
ま
な
い
氣
が
し
た
。
六
時
か
ら
、
白
い
帆
の
ョ
ッ

ト
や
遊
寛
船
の
浮
ぶ
松
河
江
を
眺
め
な
が
ら
、
江
畔
の
ョ
ッ
ト
倶
楽
部
で
市
長
招
待
の

晩
餐
會
に
臨
む
。

キ
ャ
バ
レ
ー
式
に
な
っ
て
ゐ
る
ス
テ
ー
ジ
で
、
コ
サ
ッ
ク
合
唱
園
の

ロ
シ
ャ
民
謡
を
聰
か
し
て
呉
れ
た
が
、
こ
の
合
唱
園
は
本
職
を
持
つ
て
ゐ
る
者
達
が
、

昔
楽
が
好
き
で
集
つ
て
や
っ
て
ゐ
る
園
髄
で
、
吟
響
の
専
屡
だ
そ
う
で
あ
る
。
指
揮
の

メ
ノ
ト
フ
氏
は
コ
サ
ッ
ク
大
佐
だ
と
の
由
で
「
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
ジ
ン
」
「
ヴ
ォ
ル
ガ
の

舟
歌
」
外
四
曲
を
歌
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
一
同
柳
か
自
分
達
の
コ
ー
ラ
ス
が
氣
遅
れ
す

る
位
だ
。
藝
術
的
な
向
か
ら
云
ふ
と
大
し
た
事
は
な
い
が
、
バ
ス
は
一
オ
ク
タ
ー
ブ
下

の
音
程
で
歌
ひ
、
昔
量
の
大
き
い
の
に
は
歴
倒
さ
れ
た
。
此
虚
で
は
僕
達
も
始
め
て
大

人
扱
ひ
を
受
け
て
ウ
ォ
ッ
カ
ー
や
ビ
ー
ル
も
出
た
。
酔
つ
て
来
る
頃
、
米
國
の
軽
―
音
楽

ノ‘

ル

ピ

ン

場
が
一
様
に
ざ
わ
め
き
立
つ
の
で
あ
る
。
然
し
、
早
い
パ
セ
ー
ジ
は
昔
が
分
離
さ
れ
な

い
で
す
べ
り
、
フ
レ
ー
ズ
を
切
る
事
に
無
開
心
だ
か
ら
リ
ズ
ム
は
く
づ
れ
、
遺
憾
で
あ

っ
た
。
國
都
に
於
け
る
最
後
の
演
奏
が
終
り
、
十
一
時
頃
ハ
ル
。
ヒ
ン
ヘ
向
け
て
出
狡
す

る
。
汽
車
の
中
で
先
輩
の
方
か
ら
一
杯
飲
ま
さ
れ
来
た
山
田
君
が
「
朴
ち
ん
／
＼
」

と
、
う
る
さ
い
位
に
呼
掛
け
、
二
時
壊
迄
堂
々
と
自
分
の
抱
負
を
述
べ
た
り
す
る
の
で

あ
る
。
可
愛
い
も
の
だ
。
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界
で
は
相
嘗
の
人
氣
を
持
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
カ
リ
オ
タ
の
楽
園
が
ヴ

ア
グ
ナ
ー
抜
莱
曲
か
ら
タ
ン
ゴ
、
ジ
ャ
ズ
に
至
る
迄
ち
ゃ
ん
と
演
奏
や
る
の
で
、
少
々

皆
浮
か
れ
氣
持
に
な
り
、
ア
ン

n
ー
ル
績
き
で
あ
っ
た
。
會
が
終
る
と
最
後
に
「
愛
國

行
進
曲
」
を
奏
し
た
の
で
、
饂
り
か
け
の
者
が
何
時
の
間
に
か
歌
ひ
出
し
、
至
極
痛
快

で
あ
っ
た
。
一
同
四
列
縦
隊
に
歩
調
も
正
し
く
、
松
河
江
畔
を
、
異
國
の
街
を
、
約
一

哩
も
あ
る
ホ
テ
ル
ヘ
と
行
軍
し
な
が
ら
、
槃
も
高
ら
か
に
速
成
の
男
竪
四
部
で
「
愛
國

行
進
曲
」
を
歌
ひ
績
け
乍
ら
饉
っ
た
。
心
か
ら
溢
れ
出
る
感
興
で
あ
っ
た
。
道
行
く
異

國
人
が
一
齊
に
立
止
つ
て
眺
め
て
ゐ
る
。
形
式
つ
め
／
＼
ば
か
り
の
我
々
に
、
た
ま
に

は
此
様
な
氣
分
も
捨
難
い
も
の
だ
と
思
ふ
。
若
者
に
は
若
者
ら
し
い
感
激
を
奥
へ
、
青

春
時
代
を
呉
へ
る
べ
き
だ
と
思
ふ
。

八
月
十
九
日
ハ
ル
ピ
ン
の
楽
界
は
随
分
と
興
味
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
、
紹
介
欣
を

持
つ
て
、
吟
響
事
務
所
に
熊
谷
貫
一
氏
を
朝
九
時
頃
訪
問
す
る
。
こ
の
楽
園
は
約
二
十

六
年
前
帝
政
時
代
に
創
立
し
幾
多
の
困
難
を
経
て
五
年
前
に
現
在
の
組
織
と
な
り
、
メ

ン
バ
ー
の
國
籍
は
各
國
だ
そ
う
で
あ
る
。
専
島
の
吹
奏
楽
園
、
混
槃
合
唱
園
、
コ
サ
ッ

ク
合
唱
を
な
し
、
今
の
と
こ
ろ
鰹
涜
的
に
獨
立
は
不
能
で
、
政
府
の
補
助
で
や
つ
て
ゐ

る
と
云
っ
た
。
此
楽
園
の
最
も
大
き
な
目
的
は
、
一
音
楽
的
よ
り
も
、
内
面
的
に
は
白
系

の
民
族
的
の
工
作
、
外
面
的
に
は
封
外
的
の
宣
博
と
云
っ
た
様
な
政
治
的
の
意
義
が
大

き
い
ら
し
い
。
定
期
演
奏
は
月
二
回
、
大
方
の
曲
目
は
ロ
シ
ャ
も
の
で
あ
り
、
會
員
は

殆
ん
ど
白
系
ば
か
り
で
、
日
系
が
四
五
人
来
て
も
そ
れ
は
義
理
で
仕
方
な
く
来
る
さ
う

で
あ
る
。
ハ
ル
ピ
ン
の
楽
壇
は
全
部
吟
響
に
依
つ
て
動
い
て
ゐ
る
と
云
ふ
か
ら
存
在
は

絶
封
ら
し
い
。
時
間
が
な
い
の
で
、
馬
氏
一
家
招
待
の
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
午
餐
會
へ
車
で

急
ぐ
。
夜
之
部
は
、
薔
鐵
路
ク
ラ
ブ
の
厚
生
館
だ
。
こ
れ
は
せ
い
／
＼
千
五
百
名
位
し
か
牧

容
出
来
そ
う
で
な
い
が
、
キ
ャ
バ
レ
ー
式
の
廣
い
ホ
ー
ル
等
も
附
譴
し
て
ゐ
て
、
往
時

の
華
か
さ
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
帝
政
時
代
は
此
虞
で
盛
ん
に
オ
ペ
ラ
を
演
っ
た
さ
う
で

あ
る
。
慶
祝
プ
ロ
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
天
井
が
高
く
、
コ
ー
ラ
ス
は
天
井
に
筒
抜
け
て
磐

が
前
に
出
な
い
。
我
々
が
此
虚
の
音
楽
の
水
準
を
知
っ
て
居
り
、
緊
張
し
て
演
っ
た
の

に
口
惜
し
き
限
り
で
あ
っ
た
。
「
交
響
曲
二
調
」
は
、
今
迄
に
な
い
ま
と
ま
っ
た
演
奏

を
や
つ
て
大
き
な
感
動
を
輿
へ
、
来
て
ゐ
た
満
洲
の
二
三
人
の
友
人
も
口
を
揃
へ
て
感

歎
し
て
ゐ
た
。
此
慮
で
は
満
洲
の
人
も
多
少
見
富
り
、
最
初
の
挨
拶
は
、
日
満
露
の
三

ケ
國
語
で
や
る
と
云
ふ
一
風
愛
っ
た
光
景
で
あ
っ
た
。
馬
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
は
、
自

分
の
故
郷
で
あ
る
だ
け
、
す
べ
て
の
心
的
用
意
が
此
虞
の
為
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ら

う
。
上
野
出
の
質
力
を
示
し
て
、
敷
回
も
ア
ン
コ
ー
ル
を
受
け
た
。
「
海
道
東
征
」
は
、

コ
ー
ラ
ス
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
前
に
出
し
て
、
音
響
妓
果
を
計
り
、
や
っ
と
い
A

成
績

を
上
げ
た
。
後
で
熊
谷
氏
か
ら
吟
響
及
び
帝
国地
楽
界
の
反
響
を
聞
く
と
、
管
絃
楽
も
合

唱
も
質
に
細
い
所
ま
で
繊
細
に
、
奇
麗
に
ま
と
ま
つ
て
ゐ
る
黙
で
は
皆
感
歎
し
た
が
、

大
き
い
ス
ケ
ー
ル
も
な
け
れ
ば
、
心
か
ら
溢
れ
る
も
の
も
な
い
。
よ
く
云
へ
ば
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
悪
く
云
へ
ば
チ
ッ
ポ
ケ
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
ソ
ロ
に
は
ボ
ロ
ク
ソ

で
あ
り
、
ロ
シ
ヤ
人
は
一
様
に
「
海
道
東
征
」
は
解
ら
な
い
と
云
つ
て
ゐ
た
そ
う
で
あ

る。
八
月
二
十
日
午
前
十
一
時
よ
り
唸
響
の
練
習
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
出
掛
け
る
と
、

生
徒
が
後
で
三
四
人
又
来
た
。
丁
度
此
次
の
定
期
の
グ
リ
ン
カ
ー
「
カ
マ
リ
ン
ス
カ
ヤ
」

ブ
ラ
ー
ム
ス
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
一
一
番
」
の
初
練
習
で
あ
っ
た
が
、
想
像
よ
り
上
手
な

の
に
は
驚
い
た
。
新
響
が
グ
リ
ン
カ
ー
を
演
つ
て
、
果
し
て
あ
れ
以
上
の
味
が
出
せ
る

か
は
疑
問
だ
。
然
し
シ
ュ
ワ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
ー
の
投
遣
式
の
指
揮
は
不
満
で
あ
っ
た
。

練
習
場
が
狭
い
と
云
ふ
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
て
も
、
今
の
中
響
よ
り
か
は
あ
ま

り
下
手
で
は
な
い
と
思
は
れ
た
。
半
島
出
身
で
あ
る
第
ニ
セ
ロ
の
岸
本
仁
氏
の
話
に
依

る
と
、
東
京
へ
行
っ
た
時
と
違
ひ
、
今
は
非
鐵
時
代
の
、
上
海
、
ジ
ャ
バ
等
に
流
れ
て

行
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
呼
戻
し
、
多
少
メ
ン
バ
ー
の
水
準
が
開
き
過
ぎ
る
者
も
ゐ
る
が
、

全
盟
と
し
て
は
、
統
一
し
て
来
て
ゐ
る
と
云
ふ
。
個
人
と
し
て
は
、
エ
ル
マ
ン
と
同
窓

の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
ト
ラ
フ
テ
ン
ベ
ル
グ
、
ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ
ト
リ
オ
の
一
員
で

あ
っ
た
セ
ル
の
パ
ゴ
ー
ジ
ン
、
チ
ェ
ッ
コ
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
第
一
を
弾
い
て
ゐ

た
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
世
界
的
名
手
ツ
ウ
エ
ン
ツ
ェ
ッ
キ
等
の
素
睛
ら
し
い
楽
員
が
ゐ

る
と
云
ふ
。
こ
の
楽
園
の
強
味
は
、
進
歩
し
得
る
素
質
を
充
分
に
持
つ
て
ゐ
る
と
断
言

出
来
る
事
だ
と
思
ふ
。
一
一
時
か
ら
豊
之
部
だ
が
、
絃
楽
四
重
奏
は
曲
が
解
易
い
為
か
兵

隊
さ
ん
が
喜
ん
で
拍
手
す
る
の
は
意
外
な
氣
も
し
た
。

夜
の
部
は
厚
生
會
館
の
裏
庭
の
野
外
―音
楽
堂
で
ス
テ
ー
ジ
を
接
ぎ
出
し
て
や
る
。
晋

楽
は
賓
に
い
A

が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
全
部
接
出
し
た
部
分
に
乗
っ
て
ゐ
る
の
で
昔
が
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八
月
二
十
一
日
朝
九
時
過
ぎ
奉
天
着
、
市
長
始
め
開
係
者
、
市
長
令
娯
の
花
束
等

に
出
迎
へ
ら
れ
て
旅
館
に
着
く
と
朝
御
飯
が
用
意
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
が
つ
か
り
し
て
横

に
な
つ
て
ゐ
る
と
「
ア
ー
ノ
ネ
、
南
京
子
は
闇
夜
が
好
き
ぢ
や
そ
う
だ
が
、
畳
間
か
ら

散
歩
と
来
や
ら
」
と
ホ
ル
ン
の
秋
葉
君
が
頓
狂
な
槃
を
出
し
て
、
南
京
轟
が
出
る
と
云

つ
て
大
騒
ぎ
。
本
格
的
に
疲
れ
て
来
た
の
で
殆
ん
ど
が
見
學
を
休
ん
だ
。
會
場
は
奉
天

第
一
の
映
書
劇
場
で
あ
る
、
約
二
千
名
以
上
を
牧
容
出
来
得
る
位
の
豪
奢
な
大
陸
劇
場

で
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
市
長
か
ら
の
花
環
が
雨
方
に
飾
ら
れ
て
随
分
と
華
や
か
で
あ

っ
た
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
の
弄
さ
ん
は
、

質
に
緻
密
な
演
奏
を
や
っ
て
、
ヴ
ィ
ル
ト
ー
ゾ
の

「

マ

マ

]-

厳
格
な
技
巧
的
要
求
を
満
足
さ
せ
て
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
技
達
は
示
し
て
ゐ
る
が
、
此
間

が
要
求
す
る
、
思
想
の
深
遠
さ
や
、
宏
大
豊
潤
さ
は
表
現
し
き
れ
な
く
、
つ
ま
り
云
ヘ

奉

天

空
間
に
消
え
、
全
憫
の
バ
ラ
ン
ス
が
些
も
取
れ
な
い
。
コ
ー
ラ
ス
は
後
方
に
ギ
ッ
シ
リ

下
つ
て
ゐ
る
の
で
、
ア
カ
ペ
ラ
は
氣
持
よ
い
位
の
反
響
で
、
餘
韻
を
残
し
て
響
い
た
。

列
車
輸
送
の
開
係
で
、
慶
祝
演
奏
に
績
い
て
す
ぐ
「
海
道
東
征
」
で
あ
る
が
、
。
フ
ロ
が

愛
っ
た
の
を
知
ら
な
い
ソ
ロ
の
酒
井
、
蕨
井
雨
氏
が
未
だ
會
場
に
現
れ
ず
、
テ
ノ
ー
ル

を
僕
に
、
バ
リ
ト
ン
を
秋
元
君
に
頼
ま
れ
て
来
て
面
喰
つ
た
。
人
が
歌
ふ
と
何
と
か
彼

と
か
不
満
を
並
べ
る
が
、
い
ざ
自
分
が
歌
ふ
と
餘
り
に
も
貧
弱
な
の
に
心
か
ら
悲
し
く

な
っ
た
。
後
で
唸
響
指
揮
者
の
シ
ュ
ワ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
氏
が
来
て
褒
め
て
呉
れ
る
が
、

正
直
の
所
氣
恥
し
く
、
嬉
し
い
氣
持
な
ど
少
し
も
起
ら
な
か
っ
た
。
馬
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

は
、
前
に
出
で
ゐ
る
の
で
昔
が
一
寸
も
聘
え
な
い
。
後
方
の
管
楽
器
ば
か
り
が
や
け
に

大
き
く
聴
え
る
。
野
外
演
奏
は
結
局
音
楽
を
享
榮
す
る
事
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
と
感
じ

た
。
星
空
の
下
で
、
夏
の
夜
風
に
吹
れ
乍
ら
一
音
楽
を
聰
く
と
云
ふ
の
は
、
如
何
に
も
異

國
的
で
い
A

が
、
我
々
の
折
角
の
夢
や
努
力
は
酬
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
。
普
通
内
地
人
の

演
奏
家
が
来
る
と
、
白
系
は
殆
ん
ど
来
な
い
と
云
ふ
が
、
今
夜
は
白
系
が
三
分
の
一
位

も
占
め
て
熱
心
に
聴
い
て
ゐ
る
。
も
う
顔
を
見
憶
え
た
吟
響
の
メ

ン
バ
ー
が
大
分
来
て

ゐ
て
、
お
互
に
頭
を
下
げ
て
笑
ひ
か
け
、
親
し
さ
を
感
じ
て
嬉
し
か
っ
た
。
十
時
で
ハ

ル
ピ
ン
を
猿
つ
が
、
汽
車
に
乗
る
と
全
員
い
よ
／
＼
疲
榮
の
色
が
見
え
て
、
夜
行
が
億

劫
に
な
っ
て
来
る
。

ば
用
心
深
い
演
奏
で
あ
っ
た
が
、
睦
衆
を
墜
倒
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
を
受
け
た
。

八
月
二
十
二
日
又
列
車
輸
送
の
闘
係
上、

書
夜
之
部
が
、
午
前
九
時
半
、
午
後
三

時
と
に
菱
更
す
る
。
中
田
氏
作
曲
の
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
小
管
絃
楽
「
祝
宴
」
は
、
こ

の
度
の
旅
行
の
為
に
、
特
別
の
名
義
の
下
に
出
来
上
っ
た
交
響
詩
と
も
い
ふ
べ
き
作
品

で
、
ゆ
る
や
か
な
低
昔
楽
器
か
ら
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
ソ
ロ
の
テ
ー
マ
を
罷
て
、
朝
鮮
民
謡

「
ト
ラ
テ
打
鈴
」
の
旋
律
を
取
入
れ
た
軽
妙
な
旋
律
が
績
い
て
現
れ
る
が
、
三
拍
子
形

と
云
ふ
概
念
的
な
手
法
だ
け
を
取

っ
て
、
朝
鮮
民
謡
獨
特
の
リ
ズ
ム
感
が
表
出
さ
れ
て

ゐ
な
い
の
は
、
一
足
朝
鮮
に
入
る
と
致
命
的
の
打
撃
と
な
る
筈
だ
と
思
ふ
。
近
代
人
的

の
感
覺
が
強
く
動
い
て
居
り
、
獨
奏
楽
器
と
し
て
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
む
づ
か
し
さ
を

知
ら
な
い
だ
け
に
、
柔
い
立
日
で
素
晴
ら
し
く
吹
い
て
も
、
聴
衆
に
は
感
じ
が
来
な
い
と

云
ふ
現
象
を
起
っ
た
の
か
反
響
が
少
な
い
。
終
る
後
す
ぐ
近
く
の
奉
天
ビ
ル
の
七
階
で

市
長
招
待
の
午
餐
會
が
あ
る
。
午
後
之
部
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
五
」
は
断
然
指

揮
者
も
メ
ン
バ
ー
も
一
様
に
張
り
を
見
せ
て
熱
の
あ
る
演
奏
を
し
、
質
演
の
聰
け
な
か

っ
た
奉
天
の
聰
衆
に
大
き
な
感
銘
を
輿
へ
た
様
で
あ
る
。
然
し
二
楽
章
の
セ
ロ
は
ガ
シ

ャ
く
、
上
野
の
セ
ロ
に
は
困
っ
た
も
の
だ
と
云
つ
て
ゐ
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
の

新
井
さ
ん
は
、
二
三
回
の
練
習
で
、
管
絃
楽
に
は
未
だ
ソ
ロ
者
の
要
求
が
通
じ
な
い
も

〔

マ

マ

〕

の
だ
か
ら
、
拘
束
さ
れ
て
、
の
び
／
＼
と
腕
使
し
得
ず
、
カ
デ
ン
ツ
ア
に
来
て
呆
然
餘

裕
綽
々
と
、
清
澄
な
る
昔
色
を
も
つ
て
無
類
に
美
し
い
境
地
を
表
現
し、

聴
衆
は
此
慮

に
来
て
感
動
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
満
洲
に
於
け
る
慶
訳
演
奏
が
終
る
と
思
ふ

と
、
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
會
場
を
出
な
が
ら
も
、
一
同
淋
し
い
氣
持
に
打
た
れ
た
。
八

時
四
十
分
奉
天
狡
、
平
壌
に
向
ふ
。
全
部
の
人
が
お
み
や
げ
に
煙
草
を
買
ひ
過
ぎ
て
税

〔

マ

マ

〕

闘
の
為
の
仕
末
に
大
童
で
あ
っ
た
。

八
月
二
十
三
日
心
配
し
て
ゐ
た
税
闘
も
大
し
た
事
な
く
清
み
、
明
方
汽
車
が
鴨
緑

江
を
渡
る
と
、
も
う
僕
の
心
は
落
着
か
な
く
な
っ
た
。

ト
ヤ
／
＼
と
乗
込
ん
で
来
る
田

合
の
人
々
、
こ
れ
が
皆
様
に
ど
ん
な
に
映
ず
る
だ
ら
う
か
。
こ
A

か
ら
生
れ
、
こ
A

か

ら
大
き
く
な
っ
た
私
は
、
自
分
の
民
族
の
映
動
や
、
み
に
く
い
面
だ
け
が
強
く
浮
び
、

紳
経
が
疲
れ
る
位
に
苦
し
く
働
く
の
で
あ
る
。
ど
う
か
朝
鮮
の
印
象
が
美
し
い
も
の
と

し
て
皆
様
に
残
る
様
に
と
、
情
な
い
位
に
祈
る
の
で
あ
っ
た
。
車
窓
の
風
物
は
す
つ
か

り
愛
り
、
朝
鮮
特
有
の
赤
い
肌
の
山
々
や
、
高
く
立
並
ん
で
ゐ
る
ボ
。
フ
ラ
の
樹
々
、
稲
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八
月
二
十
四
日
朝
四
時
半
起
床
、
半
分
眠
り
乍
ら
御
飯
を
食
べ
、
六
時
半
平
壌
を

出
狡
。
女
生
徒
達
は
、
お
に
ぎ
り
を
不
味
そ
う
に
汽
車
の
中
で
食
べ
て
ゐ
る
。
開
城
で

は
新
井
敏
雄
さ
ん
の
家
族
が
穂
出
で
果
物
を
一
包
づ
A

汽
車
に
積
込
ん
で
呉
れ
た
。
午

後
二
時
過
ぎ
京
城
着
、
夜
之
部
は
七
時
か
ら
で
あ
る
が
、
府
民
館
の
清
楚
な
堂
々
た
る

建
築
に
「
こ
れ
は
日
本
一
だ
よ
」
と
皆
叫
ん
で
驚
入
っ
て
ゐ
る
。
ス
テ
ー
ジ
の
天
井
を

張
つ
て
あ
る
闘
係
上
昔
響
も
一
番
妓
果
的
で
あ
っ
た
。
手
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
、
豪

宏
な
氣
塊
を
以
つ
て
弾
き
ま
く
る
が
、
昂
奮
が
強
過
ぎ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
妓
か
な

く
、
全
閥
的
に
落
着
き
を
失
っ
た
の
は
事
質
だ
が
、
京
城
楽
壇
の
期
待
に
反
せ
ず
、
三

京 平

城

公
會
堂
は
外
見
も
立
派
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
も
廣
く
、
千
五
百
名
以
上
牧
容
出
来
る

と
云
ふ
。
此
虞
で
は
来
て
ゐ
る
聴
衆
の
大
半
が
半
島
人
で
あ
り
、
色
の
配
合
や
、
緑
の

よ
く
マ
ッ
チ
し
た
女
の
服
装
が
、
皆
様
に
は
馴
れ
な
い
光
彩
を
輿
へ
ら
れ
、
こ
れ
が
會

場
内
を
華
麗
な
る
雰
園
氣
で
包
み
、
ク
ラ
ス
の
友
達
が
「
奇
麗
だ
わ
ね
」
と
か
「
朝
鮮

服
の
よ
さ
が
始
め
て
判
っ
た
よ
」
等
云
つ
て
来
る
と
、
僕
は
無
上
に
嬉
し
か
っ
た
。
入

ロ
に
は
這
入
れ
ぬ
人
達
が
約
八
百
人
位
も
ぎ
つ
し
り
立
並
ん
で
、
備
付
け
の
披
槃
器
に

聴
入
っ
て
ゐ
る
。
さ
す
が
に
朝
鮮
―音
楽
の
疲
詳
地
だ
け
あ
る
と
思
っ
た
。
「
海
道
東
征
」

は
全
演
奏
旅
行
を
通
し
て
此
慮
が
一
番
よ
か
っ
た
。
コ
ー
ラ
ス
は
ハ
ル
ピ
ン
と
同
じ
く

前
に
出
る
が
自
分
の
正
面
に
来
て
ゐ
る
姉
が
し
き
り
に
涙
を
ふ
い
て
ゐ
る
の
が
見
え

る
。
中
學
一
年
の
時
か
ら
「
上
野
」
へ
憧
憬
れ
て
六
年
間
、
弟
の
歩
い
て
行
っ
た
道
を

じ
つ
と
眺
め
て
ゐ
た
ゞ
け
に
、
今
こ
う
し
て
上
野
の
生
徒
と
し
て
歌
つ
て
ゐ
る
の
を
見

る
と
、
寓
感
胸
に
迫
る
の
で
あ
ら
う
。
私
は
心
中
泣
き
な
が
ら
歌
っ
た
。

壌

田
に
は
穂
が
頭
を
下
げ
か
け
て
ゐ
る
。
誰
か
ゞ
茸
み
た
い
だ
と
云
ふ
、
藁
葺
き
の
崩
れ

か
け
た
農
家
が
過
ぎ
る
と
、
自
分
は
電
燈
す
ら
な
い
僻
村
で
育
っ
た
か
ら
、
そ
の
生
活

を
知
り
證
し
て
ゐ
る
だ
け
に
、
じ
つ
と
見
送
つ
て
ゐ
る
と
涙
が
に
じ
ん
で
来
た
。
平
壌

の
旅
館
に
落
着
く
と
午
後
三
時
頃
、
待
遇
も
よ
く
親
切
で
賓
に
感
じ
が
い
A

の
で
、
一

同
子
供
み
た
い
に
喜
ん
で
ゐ
た
。

回
の
ア
ン
コ
ー
ル
を
受
け
た
。
「
海
道
東
征
」
は
、
京
城
が
音
楽
が
盛
ん
で
あ
り
、
水

準
が
高
い
と
云
ふ
豫
備
知
識
を
皆
持
つ
て
ゐ
た
し
、
學
校
賞
局
も
一
番
力
を
入
れ
て
ゐ

た
が
、
氣
ば
か
り
が
あ
せ
り
出
し
、
肉
謄
の
疲
榮
は
ど
う
仕
様
も
な
く
、
演
奏
を
引
上

げ
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
残
念
で
仕
様
が
な
か
っ
た
。

．

八
月
二
十
五
日
「
京
城
は
今
迄
の
様
な
演
奏
で
は
駄
目
だ
」
と
の
幹
部
の
先
生
の

命
令
で
「
海
道
東
征
」
の
生
徒
ソ
ロ
者
達
は
、
午
前
十
時
か
ら
金
子
先
生
の
指
導
の
下

に
、
府
民
館
で
練
習
が
あ
る
。
十
二
時
か
ら
早
致
臭
氏
招
待
の
、
朝
鮮
ホ
テ
ル
午
餐
會

が
あ
る
。
巾
著
の
お
み
や
げ
を
頂
い
て
大
喜
び
で
あ
っ
た
。
二
時
よ
り
畳
之
部
、
七
時

よ
り
夜
之
部
で
あ
る
が
、
新
井
さ
ん
が
奉
天
よ
り
着
質
な
演
奏
を
し
て
故
郷
に
錦
を
飾

る
。
こ
れ
が
最
後
の
演
奏
だ
か
ら
ベ
ス
ト
を
盛
せ
と
校
長
先
生
か
ら
も
檄
が
飛
び
、

一
同
張
切
っ
て
演
奏
す
る
。
終
了
後
ス
テ
ー
ジ
ヘ
立
っ
た
ま
A
‘

校
長
先
生
か
ら
先
づ

演
奏
終
了
の
挨
拶
が
あ
り
、
「
東
京
音
楽
學
校
萬
歳
」
を
三
唱
、
拍
手
を
も
つ
て
上
野

を
襲
揺
し
た
。
錨
り
に
遇
然
作
曲
家
の
任
東
赫
さ
ん
に
會

っ
た
ら
「
皆
様
お
疲
れ
で
聴

い
て
ゐ
る
方
が
氣
毒
で
す
ね
」
と
批
評
を
さ
け
て
ゐ
ら
し
た
。

八
月
二
十
六
日
朝
九
時
半
か
ら
バ
ス
で
市
内
見
學
に
出
掛
け
昌
慶
で
中
食
の
時
、

皆
か
ら
「
京
城
の
評
判
は
」
と
訊
れ
る
の
が
相
常
苦
し
か
っ
た
。

一
般
の
友
人
の
間
の

反
響
を
綜
合
し
て
み
る
と
「
あ
ま
り
期
待
し
過
ぎ
た
せ
い
か
、
疲
れ
て
ゐ
る
せ
い
か
あ

ま
り
…
…
」
と
云
ふ
の
が
全
謄
で
あ
り
、
後
日
、
ベ
ル
リ
ン
ホ
ッ
ホ
シ
ュ
ー
レ
出
身

の
、
ヘ
ー
フ
教
授
の
第
一
弟
子
を
謳
れ
て
ゐ
る
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
安
柄
照
氏
の
お
宅

で
伺
っ
た
お
話
の
内
意
か
ら
察
す
る
と
「
相
裳
の
批
判
力
を
も
っ
た
京
城
の
睦
衆
に

は
、
そ
も
／
＼
曲
目
自
櫃
が
不
満
で
あ
り
、
よ
っ
ぽ
ど
完
璧
な
演
奏
を
し
な
い
限
り
感

激
は
輿
へ
ら
れ
な
い
事
で
せ
う
」
と
云
ふ
の
が
感
想
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
大
い
に
首
肯

出
来
る
と
思
ふ
。
李
王
職
雅
楽
部
に
向
ひ
、
興
味
深
く
朝
鮮
雅
楽
を
聰
き
、
鱚
り
ク
ラ

ス
一
同
で
級
友
一
色
君
の
病
床
を
訪
れ
、
音
楽
を
も
つ
て
見
舞
つ
て
や
り
、
鯨
る
時
は

皆
淋
し
い
氣
持
で
あ
っ
た
。
自
分
は
所
用
の
篇
に
京
城
に
残
る
の
で
園
髄
と
離
れ
る
事

に
な
る
が
、
こ
A

に
演
奏
旅
行
を
振
返
つ
て
み
る
と
き
、
京
城
迄
の
日
程
二
十
二
日

間
、
演
奏
回
敷
二
十
四
回
、
演
奏
曲
目
大
曲
だ
け
が
八
曲
、
指
揮
者
七
人
、
主
な
る
獨

奏
者
十
二
名
、
生
徒
獨
唱
者
十
九
名
と
云
ふ
厖
大
な
る
敷
字
に
上
る
の
で
あ
る
。
正
直

の
所
を
話
せ
ば
生
徒
達
は
曲
目
に
対
し
て
は
情
熱
も
大
分
失
せ
て
は
ゐ
た
が
、
一
生
懸
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命
に
演
奏
を
や
っ
た
。
緊
張
し
た
為
か
、
最
も
心
配
し
て
ゐ
た
落
伍
者
も
な
か

っ
た
。

各
地
に
於
て
、
我
々
の
演
奏
は
そ
の
地
楽
壇
創
始
以
来
の
大
牡
學
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
上
野
だ
け
が
成
得
る
仕
事
に
違
ひ
な
い
。
我
々
の
演
奏
が
、
各
地
の
文
化
面
に

封
し
て
強
い
刺
戟
と
意
義
を
輿
へ
た
と
云
ふ
事
は
確
に
認
め
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

今
一
行
を
乗
せ
た
釜
山
行
き
の
列
車
は
静
に
動
き
出
し
た
。
馳
け
出
し
て
級
友
達
の

手
を
握
り
、
僕
は
持
つ
て
ゐ
た
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
振
廻
し
た
。

全
員
が
窓
か
ら
首
を
出

し
、
戦
闘
帽
、
ハ
ン
ケ
チ
、
手
に
手
を
振
つ
て
、
「
さ
や
う
な
ら
」
と
絶
叫
し
て
ゐ
る
。

僕
は
自
分
の
感
情
が
、
何
の
不
純
も
、
不
安
も
な
く
大
き
な
愛
の
中
に
解
合
っ
て
行
く

の
を
は
つ
き
り
と
感
じ
た
。
た
ゞ
―
つ
の
愛
だ
け
が
流
れ
る
の
で
あ
る
。
僕
は
人
間
て

奴
は
何
ん
て
美
し
い
ん
だ
ら
う
と
思
ふ
と
、
熱
い
涙
が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
て
来
る
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
僕
は
今
度
の
旅
行
を
悦
び
た
い
氣
持
な
の
で
あ
る
。

（
コ
音
楽
公
論
』
第
二
巻
第
十
号
、
昭
和
十
七
年
十
月
、
七
八
ー
九
0
頁
、
第
二
巻
第
十
一
号
、
同

年
十
一
月
、
六
六
ー
七
四
頁）

〔
以
下
の
文
章
は
、
本
学
元
教
授
の
大
石
清
に
よ
り
、
今
回
書
き
お
ろ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〕

東
京
音
楽
学
校
満
洲
国
建
国
十
周
年
慶
祝
演
奏
旅
行
の
思
い
出

昭
和
十
七
年
、
建
国
十
年
を
迎
え
た
満
洲
国
は
八
月
十
五
日
に
慶
祝
行
事
を
行
な
う

に
当
た
り
、
東
京
音
楽
学
校
は
政
府
の
命
に
よ
り
、
乗
杉
校
長
以
下
教
官
、
生
徒
、
事

務
官
一
三
六
名
が
慶
祝
演
奏
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。

昭
和
十
七
年
(
-
九
四
二
年
）
八
月

五
日
（
水
）
午
前
十
時
、
一
度
学
校
へ
集
合
、
今
回
の
旅
行
団
の
団
長
で
あ
る
乗
杉

校
長
よ
り
訓
示
を
受
け
、
ま
た
、
旅
行
に
関
し
て
の
諸
注
意
が
あ
り
一
時
解
散
。

夕
刻
十
八
時
、
東
京
駅
乗
車
口
に
集
合
、
点
呼
の
上
、
満
洲
国
建
国
十
周
年
慶
訳

会
主
催
の
壮
行
会
へ
出
席
、
そ
の
後
、
二
十
時
発
大
阪
行
き
の
急
行
に
て
出
発
す

る
。
女
生
徒
は
学
校
で
決
め
ら
れ
て
い
る
ブ
ル
ー
の
基
準
服
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
、
男
生
徒
は
黒
の
背
広
に
ゲ
ー
ト
ル
、
戦
闘
帽
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
い
う
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
服
装
で
あ
っ
た
。

六
日
（
木
）
朝
早
く
大
阪
駅
に
到
着
、
そ
の
ま
ま
神
戸
駅
ま
で
行
き
神
戸
港
に
て
大

阪
商
船
の
豪
華
船
へ
乗
船
、
団
長
・
指
揮
者
・
教
授
は
一
等
、
他
の
教
官
・
事
務

官
は
二
等
、
生
徒
は
三
等
と
い
う
割
り
当
て
で
、
わ
れ
わ
れ
生
徒
は
船
底
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
席
に
ご
ろ
寝
、
一
同
落
ち
着
い
た
と
こ

ろ
で
午
後
出
帆
。
神
戸
港
を
出
て

瀬
戸
内
海
に
入
る
が
そ
の
頃
の
瀬
戸
内
海
は
要
塞
扱
い
で
船
の
窓
は
閉
め
ら
れ
た

ま
ま
、
甲
板
へ
出
て
も
回
り
は
板
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、
外
を
見
る
こ
と
が

で
き
ず
見
え
る
の
は
空
ば
か
り
。
船
室
で
し
ゃ
べ
る
か
、
甲
板
で
空
を
み
な
が
ら

し
ゃ
べ
る
か
、
た
だ
集
ま
っ

て
し
ゃ
べ
る
し
か
な
い
。
海
が
静
か
な
の
が
大
助
か

り
。
本
来
な
ら
ば
一
二
等
船
室
に
い
る
者
は
上
甲
板
に
は
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
特
別
に
許
可
さ
れ
た
の
で
、
夜
な
ど
は
甲
板
に
寝
転
ん
で

星
を
見
な
が
ら
星
座
の
話
に
花
が
咲
く
。

七
日
（
金
）
一
夜
を
船
中
で
過
ご
し
、
船
は
一
路
瀬
戸
内
海
を
西
へ
。
こ
の
日
も
一

日
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
集
ま

っ
て
お
し
ゃ
べ
り
大
会
。
日
頃
は
男
子
生
徒
と
女
子
生

徒
と
の
間
は
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旅
行
中
は
制
限
は
は
ず
さ
れ
て

む
し
ろ
男
子
は
女
子
を
助
け
て
行
動
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
に
楽

し
く
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
二
日
間
の
お
し
ゃ
べ
り
は
先
生
、
先
輩
、

上
級
生
よ
り
日
頃
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
音
楽
の
話
や
、
常
識
的
な
話
は
貴
重

な
も
の
で
あ
り
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
。

八
日
（
土
）
関
門
海
峡
を
通
過
し
て
玄
海
灘
に
入
り
東
支
那
海
を
航
行
、
そ
の
頃
か

ら
敵
の
潜
水
艦
が
出
没
し
攻
撃
を
加
え
る
と
の
情
報
が
入
り
朝
鮮
半
島
に
沿
っ

て

ジ
グ
ザ
グ
に
進
む
。
船
中
に
は
あ
る
緊
張
が
瀕
る
が
何
事
も
な
く
航
行
。

九
日
（
日
）
朝
早
く
大
連
市
の
沖
へ
到
着
。
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
遠
く
モ
ヤ

の
中
に
見
え
る
美
し
い
景
色
に
一
同
歓
声
を
あ
げ
る
。
接
岸
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
十
時
頃
に
上
陸
で
き
る
。
波
止
場
で
歓
迎
式
が
行
な
わ
れ
政
府
関
係
者
や
同
声

会
の
方
々
よ
り
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
大
切
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
改
め

て
も
っ
た
。
三
日
間
も
船
に
乗

っ
て
い
た
の
で
結
構
疲
れ
宿
舎
で
ゆ
っ
く
り
す

る
。
宿
舎
に
は
同
声
会
の
方
々
が
飲
み
も
の
や
廿
い
お
菓
子
な
ど
を
た
く
さ
ん
に

く
だ
さ
れ
、
そ
の
頃
の
東
京
で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
も
の
ば
か
り

で
早
速
頂

く
。
し
か
し
、
水
が
合
わ
な
か
っ
た
の
か
、
腹
の
調
子
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
者
が

出
て
先
が
心
配
さ
れ
る
。
元
気
の
あ
る
人
た
ち
は
街
に
繰
り
出
し
て
多
く
の
情
報

を
持
ち
帰
り
、
ど
こ
そ
こ
に
は
ウ
イ
ス
キ
ー
が
あ
る
ぞ
、
と
か
煙
草
の
珍
し
い
も
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の
が
あ
る
ぞ
、
と
か
大
騒
ぎ
し
た
が
、
な
に
し
ろ
小
遣
い
に
制
限
が
あ
る
た
め
話

だ
け
。
次
の
朝
が
早
い
た
め
早
め
に
就
寝
゜

十
日
（
月
）

朝
の
早
い
汽
車
で
大
連
か
ら
旅
順
へ
向
か
う
。
駅
か
ら
日
露
戦
争
時
代

の
戦
跡
や
二

0
三
高
地
、
水
師
営
な
ど
を
見
学
、
二

0
三
高
地
へ
登
る
と
爾
霊
山
と

書
か
れ
た
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
そ
の
前
で
記
念
撮
影
を
す
る
。
私
個
人
と
し
て

は
そ
の
後
海
軍
へ
入
隊
し
教
育
の
た
め
に
こ
の
旅
順
の
地
に
再
び
来
る
こ
と
が
あ

り
、
二

0
三
高
地
を
も
訪
れ
そ
の
時
は
訓
練
を
か
ね
て
い
た
た
め
旬
旬
前
進
で
登

ら
さ
れ
、
大
き
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
午
後
か
ら
は
演
奏
会
場
へ
行
き
練
習
を

し
調
子
を
と
と
の
え
夜
の
本
番
へ
備
え
る
。
十
九
時
よ
り
今
回
の
旅
行
で
の
最
初

の
演
奏
会
、
皆
、
張
り
切
っ
て
の
演
奏
で
好
評
を
得
る
。
そ
の
夜
は
旅
順
へ
泊
ま
る
。

十
一
日
（
火
）
午
前
中
に
大
連
へ

戻
り
十
四
時
か
ら
協
和
会
館
に
お
い
て
学
生
と
兵

隊
の
た
め
の
慰
問
演
奏
を
軽
い
曲
を
中
心
に
行
な
う
。
夜
は
十
九
時
よ
り
一
般
の

た
め
の
演
奏
会
を
行
な
う
（
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
は
別
掲
）
。

十
二
日
（
水
）
こ
の
日
も
前
日
と
同
様
、
午
後
と
夜
の
二
回
、
演
奏
会
を
行
な
う
。

午
前
中
や
休
憩
の
時
間
に
街
へ
出
て
い
ろ
い
ろ
見
て
歩
く
が
し
ば
ら
く
お
目
に
掛

か
ら
な
か
っ
た
も
の
ば
か
り
、
の
ど
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
ほ
し
い
の
だ
が
、
懐
に

制
限
が
あ
り
、
し
か
も
先
が
あ
る
の
で
我
慢
す
る
。
煙
草
な
ど
二
人
で
一
箱
買
っ

て
分
け
た
り
、
酒
も
お
互
い
に
金
を
出
し
合
っ
て
買
い
楽
し
ん
だ
り
し
た
。

十
三
日
（
木
）
新
京
へ
向
け
て
出
発
の
日
。
九
時
三
十
分
発
の
「
ア
ジ
ア
号
」
に
乗

れ
る
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
に
し
て
駅
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
数
に
制
限

が
で
き
て
全
員
が
乗
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
教
官
と
上
級
生
だ
け
が
乗
れ
る
こ

と
に
な
り
、
わ
れ
わ
れ
下
級
生
と
地
元
出
身
者
は
、
今
後
い
つ
か
乗
れ
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
三
十
分
前
に
出
る
特
急
「
は
と
号
」
で
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
応
「
ア
ジ
ア
号
」
も
経
験
し
て
お
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
発
車
の
前
に
乗
り
込
み
車
内
を
見
た
り
、
椅
子
に
座
っ
た
り
感
触
を

味
わ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
乗

っ
た
特
急

「
は
と
号
」
も
レ
ー
ル
が
広
軌
の
た
め
、

車
内
も
広
く
し
か
も
わ
れ
わ
れ
だ
け
の
乗
車
で
あ
る
た
め
座
席
は
楽
に
使
う
こ
と

が
で
き
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
白
さ
ん
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
新
井
（
朴
）
さ
ん
た
ち

と
い
ろ
い
ろ
と
こ
ち
ら
の
話
な
ど
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
途
中
「
ア
ジ
ア
号
」
に
抜
か
れ
新
京
に
は
二
時
間
も
遅
れ
て
着
く
。
た
だ

ち
に
宿
舎
に
入
っ
た
が
も
う
す
で
に
床
が
と
っ
て
あ
り
厚
い
蒲
団
が
用
意
さ
れ
て

い
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
、
こ
の
暑
い
の
に
と
評
っ
た
が
朝
方
に
な
っ
て
気
温
が
下
が

り
蒲
団
の
意
味
が
わ
か
っ
た
。
大
陸
性
の
気
候
に
つ
い
て
聞
い
て
は
い
た
が
こ
れ

ほ
ど
差
が
あ
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

十
四
日
（
金
）

こ

の

日

は
慰
霊
日
と
い
う
こ
と
で
何
も
行
事
は
予
定
さ
れ

て
お
ら

ず
、
終
日
見
学
日
と
し
て
市
内
へ
出
て
散
策
す
る
。
天
気
が
よ
く
陽
の
当
た
る
と

こ
ろ
は
ジ
リ
ジ
リ
す
る
ほ
ど
暑
く
て
堪
ら
な
い
が
、
木
陰
や
軒
下
に
入
る
と
ス
カ

ッ
と
し
た
乾
い
た
涼
し
さ
、
気
温
は
四
十
度
位
な
の
に
大
陸
の
夏
は
過
ご
し
や
す

い
。
冬
は
反
対
に
と
て
つ
も
な
い
寒
さ
と
か
こ
れ
ま
た
想
像
が
つ
か
な
い
。
街
の

中
で
は
馬
車
（
マ
ー
チ
ョ
）
や
人
力
車
に
乗
り
東
京
で
は
で
き
な
い
経
験
を
し
た
。

ま
た
、
万
頭
（
商
梁
の
実
で
作
っ
た
鰻
頭
）
や
果
物
な
ど
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し

ん
だ
。
昼
は
南
満
洲
映
画
社
の
主
催
で
昼
食
会
が
催
さ
れ
、
中
華
料
理
の
ご
馳
走

が
ふ
ん
だ
ん
に
出
て
食
べ
切
れ
な
い
ほ
ど
、
特
に
「
な
ま
こ
」
の
料
理
が
何
種
類

も
あ
り
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
た
。
大
陸
の
真
中
で
「
な
ま
こ
」
が
出
る
と
い
う
こ

と
に
驚
い
た
が
、
そ
の
料
理
の
種
類
の
多
い
の
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
こ
の
席
で
か

の
有
名
な
甘
粕
大
尉
に
会
い
そ
の
実
力
に
驚
か
さ
れ
た
。

十
五
日
（
土
）
い
よ
い
よ
公
式
演
奏
会
の
日
と
な
る
。
午
後
か
ら
会
場
で
あ
る
記
念

公
会
堂
に
て
練
習
を
行
な
い
、
綿
密
に
本
番
へ
の
準
備
を
す
る
。
練
習
が
済
ん
で

本
番
ま
で
の
間
に
時
間
が
あ

っ
た
の

で
街
へ
出
掛
け
た
が
、
演
奏
会
用
の
服
装
に

着
替
え
て
い
た
た
め
女
子
生
徒
た
ち
は
袴
姿
の
ま
ま
馬
車
（
マ

ー
チ
ョ
）
に
乗

っ
た

り
し
て
愉
快
な
思
い
出
と
な
っ
た
。
夜
、
十
九
時
よ
り
奉
祝
記
念
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
。
当
時
の
皇
帝
と
さ
れ
て
い
た
博
儀
執
政
、
内
閣
閣
僚
、
関
東
軍
司
令
長

官
、
関
係
要
人
多
数
を
迎
え
、
両
国
国
歌
演
奏
か
ら
始
め
ら
れ
、

。フ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
せ
い
か
い
つ
も
の
音
と
全
く
異

な
り
き
れ
い
に
響
き
、
そ
れ
に
緊
張
も
加
わ
っ
て
大
変
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ

た
。
演
奏
会
で
は
男
性
の
教
官
は
モ
ー
ニ
ン
グ
、
生
徒
は
黒
の
制
服
（
黒
背
広
）
、

女
生
徒
は
学
校
の
紋
が
つ
い
た
グ
レ
ー
の
紋
付
き
と
袴
を
着
用
。
会
場
は
暑
く
汗

だ
く
で
あ
っ
た
が
外
へ
出
る
と
ス
ー
ツ
と
涼
し
く
、
そ
の
時
の
感
触
は
今
で
も
思
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い
出
さ
れ
る
。

十
六
日
（
日
）
昨
夜
の
疲
れ
を
癒
す
ま
も
な
く
、
朝
九
時
よ
り
大
同
公
園
の
野
外
演

奏
場
に
て
一
般
市
民
の
た
め
の
演
奏
会
が
行
な
わ
れ
、
前
半
は
吹
奏
楽
と
独
唱
、

合
唱
、
後
半
は
〈
海
道
東
征
〉
と
い
う
。フ
ロ
グ
ラ
ム
。
合
唱
の
内
の
何
曲
か
は
ア

カ
ペ
ラ
で
演
奏
し
た
が
、
森
正
さ
ん
が
コ
ー
ラ
ス
の
中
に
隠
れ
て
フ
ル
ー
ト
に
よ

っ
て
音
を
与
え
て
い
た
の
は
印
象
的
で
、
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

昼
に
は
満
洲
国
政
府
関
係
者
の
園
遊
会
へ
招
待
さ
れ
大
い
に
ご
馳
走
に
な
る
。
た

ま
た
ま
新
京
に
駐
屯
し
て
い
た
部
隊
に
声
楽
の
中
山
悌
一
氏
が
お
ら
れ
、
特
別
に

外
出
許
可
を
得
て
こ
ら
れ
旧
交
を
あ
た
た
め
ら
れ
た
。
終
わ
っ
て
す
ぐ
記
念
公
会

堂
に
向
か
い
十
四
時
か
ら
と
十
九
時
か
ら
の
二
回
前
日
と
同
様
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で

演
奏
会
を
行
な
う
。

十
七
日
（
月
）
こ
の
日
も
前
日
と
同
じ
よ
う
に
十
四
時
と
十
九
時
の
二
回
の
演
奏
会

を
記
念
公
会
堂
で
行
な
い
、
終
了
後
、
す
ぐ
駅
へ
行
き
二
十
二
時
五
十
分
発
の
汽

車
に
て
ハ
ル
ビ
ン
ヘ
向
け
て
出
発
。
演
奏
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
汽
車
に
乗
る
ま
で

の
時
間
が
少
な
い
の
で
、
楽
器
の
梱
包
や
運
搬
に
大
変
苦
労
す
る
。
演
奏
が
終
わ

る
や
否
や
、
コ
ー
ラ
ス
の

メ
ム
バ
ー
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ム
バ
ー
も
全
員
、
着

替
え
も
せ
ず
に
ま
ず
楽
譜
を
集
め
、
譜
面
台
を
木
箱
へ
入
れ
、
大
き
な
楽
器
も
木

の
箱
へ
仕
舞
い
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
か
ら
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
か
か
る
と

い
う
忙
し
さ
、
や
っ
と
済
ま
せ
て
か
ら
駅
へ
と
向
か
っ
た
。
汽
車
で
は
寝
台
車
を

用
意
し
て
く
れ
た
の
で
ゆ
っ
く
り
と
眠
る
こ
と
が
で
き
大
い
に
助
か
っ
た
。

十
八
日
（
火
）
あ
ま
り
の
静
か
さ
に
フ
ッ
と
目
を
覚
ま
す
と
汽
車
は
止
ま

っ
て
い

た
。
ま
だ
朝
は
早
い
の
に
も
う
外
は
明
る
い
。
こ
の
辺
は
緯
度
が
高
い
（
北
緯
五

0
度
位
）
の
で
夜
明
け
は
早
い
。
対
向
車
が
く
る
ま
で
は
発
車
し
な
い
（
単
線
だ

か
ら
）
と
い
う
わ
け
で
車
外
に
出
て
体
操
を
し
た
り
し
て
ノ
ン
ビ
リ
す
る
。
駅
と

い
っ
て
も
小
さ
な
小
屋
が
一
軒
あ
る
だ
け
で
、
遠
く
の
村
か
ら
の
道
が
一
本
駅
に

向
か
っ
て
あ
る
だ
け
、
見
渡
す
限
り
家
は
一
軒
も
見
え
ず
大
陸
の
広
さ
に
驚
く
。

や
っ
と
対
向
車
の
煙
が
遠
く
に
小
さ
く
見
え
て
か
ら
駅
ま
で
来
る
の
に
結
構
、
時

間
が
か
か
り
改
め
て
大
陸
の
大
き
さ
に
感
心
す
る
。
や
っ
と
列
車
の
交
換
が
済
ん

で
発
車
、
七
時
四
十
分
ハ
ル
ピ
ン
の
駅
へ
到
着
す
る
。
こ
の
日
は
何
も
行
事
が
な

一
度
宿
舎
に
入
っ
て
か
ら
バ
ス
に
て
市
内
見
学
。
ハ
ル
ピ
ン
と
い
う
街
は
も

と
も
と
白
系
ロ
シ
ア
人
の
多
く
住
ん
で
い
た
街
で
あ
っ
た
た
め
、
建
物
も
街
並
み

も
ロ
シ
ア
式
で
ロ
シ
ア
正
教
の
教
会
・
寺
院
な
ど
は
異
国
情
緒
一
杯
で
あ
る
。
教

会
の
あ
る
道
を
通

っ
た
際
、
結
婚
式
の
行
列
や
葬
式
の
行
列
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
よ
い
思
い
出
と
な

っ
た
。
午
後
は
自
由
行
動
と
な

っ
た
た
め
早
速
、
街
の

中
へ
と
繰
り
出
す
。
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
と
い
う
東
京
で
い
え
ば
銀
座
通
り
の
よ
う
な

繁
華
街
で
は
物
資
も
豊
富
、
皆
大
感
動
。
洒
落
た
喫
茶
店
に
入
る
と
ケ
ー
キ
に
コ

ー
ヒ
ー
、
し
か
も
す
べ
て
本
物
。
楽
器
店
に
行
け
ば
オ
ペ
ラ
や
交
響
楽
の
ス
コ

ア
、
貴
重
な
楽
譜
な
ど
。
革
製
品
の
店
へ
ゆ
け
ば
カ
バ
ン
に
靴
、
ジ
ャ
ン
バ
ー
。

煙
草
屋
へ
行
け
ば
日
本
で
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
エ
ア
ー
シ
ッ
。
フ
や
ス

リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
な
ど
高
級
な
煙
草
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
り
、
酒
屋

へ
行
け
ば
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ジ
ン
、
本
場
の
ウ
ォ
ッ
カ
、
も
う
堪
え
ら
れ

な
く
な
り
懐
具
合
も
考
え
ず
手
当
た
り
次
第
、
女
性
た
ち
は
ロ
シ
ア
風
の
刺
繍
の

あ
る
美
し
い
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
を
買
い
込
み
皆
後
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
大
豪
遊
！

夕
方
、
松
花
江
の
畔
に
あ
る
ョ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
ハ
ル
ピ
ン
市
長
の
ご

招
待
に
よ
る
夕
食
会
が
催
さ
れ
た
。
大
変
な
ご
馳
走
と
ウ
ォ
ッ
カ
の
せ
い
で
大
い

に
沸
き
上
が
っ
た
。
そ
の
上
、
ク
ラ
ブ
専
属
の
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
合
唱
団
の
見
事

な
演
奏
に
刺
激
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
も
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

て
日
本
の
曲
を
合
唱
し
交
歓
す
る
。
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
合
唱
団
の
指
揮
者
は
右
手

首
が
な
く
義
手
を
使
っ
て
い
る
の
だ
が
、
な
ん
と
音
叉
に
な
っ
て
い
て
ど
ん
な
曲

で
も
、
ど
ん
な
調
子
で
も
音
叉
の

A
の
音
か
ら
音
取
り
を
す
る
の
に
感
心
し
て
し

ま
う
。
す
っ
か
り
と
興
奮
し
て
し
ま
い
帰
り
な
ど
は
、
マ
ー
チ
を
歌
い
な
が
ら
宿

舎
ま
で
帰
る
。

十
九
日
（
水
）
国
境
の
近
く
に
チ
ェ
ロ
の
小
沢
先
生
の
お
兄
様
が
部
隊
長
を
さ
れ
て

い
る
部
隊
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
管
楽
器
の
生
徒
と
合
唱
の
グ
ル
ー
。
フ
と
で
慰

問
に
行
く
こ
と
と
な
り
、
鈴
木
正
三
先
生
と
共
に
朝
早
く
迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

っ
て
で
か
け
た
。
大
平
原
の
一
本
道
を
約
二
時
間
位
か
け
て
行
く
。
初
め
て
の
慰

問
と
い
う
こ
と
で
大
歓
迎
を
受
け
、
と
っ
て
お
き
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
下
さ
れ
わ

れ
わ
れ
の
方
が
大
感
激
、
精
一
杯
の
演
奏
で
応
え
て
き
た
。
そ
の
時
の
話
で
秘
密

＜ ヽ
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（右）本科2年の参加者。前列右から森岡敦

子，戸田敏子，山口和子，平田黎子，箕籠五

三子，後列右から檜山薫，秋元清一，新井

潔，畑中良輔，秋葉良造，山田正次，中田喜

直，岡本泰氏，田村宏，大橋幸夫，鈴木重敦

（『昔楽公論』第2巻第10号，昭和17年10月，

79頁）

（中右）新京の野外演奏会で無伴奏合唱の音

を出す森正氏。合唱団のうしろに座ってヒア゚

Jの代りをしていた（写真提供大石清）

歓迎会におけるドン ・コサック合唱団（写真提供大石清）

旅順白玉山頂にて （写真提供大石清）
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8月18日，ハルヒ゜ン市長主催の歓迎会 （写真提供伊達純）

（上）馬車にて市中（ハルヒ ン゚）見物。 萩谷納，鈴木

重教，野間太郎

（下） 8月30日，帰京。東京駅にて（『都新聞』昭和17

年8月31日）
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8月16日，新京に駐屯している部隊から駆け

つけてきた中山悌ー。右は渡邊暁雄。新京園

遊会にて （写真提供大石清）



で
は
あ
っ
た
が
す
で
に
対
ソ
連
へ
の
対
応
す
る
作
戦
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

び
っ
く
り
し
た
。
戦
後
で
の
報
告
に
よ
れ
ば
終
戦
の
前
に
ソ
連
軍
と
の
戦
い
で
全

員
玉
砕
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
特
別
の
感
慨
を
持
っ
て
い
る
。
十
九
時
か

ら
鉄
路
会
館
に
お
い
て
演
奏
会
を
行
な
い
、
こ
の
日
か
ら
は
満
洲
、
朝
鮮
の
出
身

の
方
の
独
奏
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
馬
熙
純
さ
ん
（
現
王
馬
熙
純
さ
ん
・

料
理
研
究
家
）
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
協
奏
曲
を
演
奏
し
た
。

二
十
日
（
木
）
午
前
中
は
休
養
に
し
て
久
し
振
り
に
ゆ
っ
く
り
す
る
。
十
四
時
か
ら

と
十
九
時
か
ら
の
二
回
の
演
奏
会
は
前
日
と
同
様
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
な
い
、
こ

の
日
も
演
奏
終
了
後
す
ぐ
駅
へ
、
何
回
も
同
じ
経
験
を
し
て
き
た
の
で
手
際
よ
く

な
り
、
短
時
間
で
事
が
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
二
時
発
の
急
行
で
奉
天
へ
と

向
か
う
。

二
十
一
日
（
金
）
朝
、
八
時
、
奉
天
へ
到
着
。
一
度
、
宿
舎
へ
入
り
一
休
み
し
て
か

ら
バ
ス
で
市
内
見
学
へ
行
く
と
の
こ
と
、
し
か
し
、
大
任
を
果
た
し
そ
の
上
長
期

間
の
旅
行
と
て
疲
労
も
ピ
ー
ク
に
達
し
、
参
加
者
も
少
な
く
宿
舎
で
休
ん
で
い
る

者
の
方
が
多
い
。
し
か
し
、
出
掛
け
た
人
た
ち
は
ラ
マ
教
の
寺
院
へ
行
き
、
特
別

の
仏
像
を
拝
観
し
た
と
の
こ
と
、
行
か
な
か
っ
た
連
中
の
ひ
が
む
こ
と
大
で
あ
っ

た
。
夜
は
十
九
時
よ
り
大
陸
劇
場
に
て
演
奏
会
。

二
十
二
日
（
土
）
十
四
時
か
ら
の
演
奏
会
で
は
鈴
木
正
三
先
生
の
指
揮
で
吹
奏
楽
と

合
唱
、
白
英
俊
さ
ん
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
独
奏
を
加
え
た
演
奏
、
白
さ
ん
の
演
奏
は

今
回
の
た
め
に
中
田
一
次
さ
ん
が
作
曲
し
た
も
の
で
こ
の
日
が
初
演
と
な
る
。
夜

は
十
九
時
よ
り
新
井
（
朴
）
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協

奏
曲
を
加
え
て
い
つ
も
と
同
じ
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
演
奏
終
了

後
、
た
だ
ち
に
駅
へ
直
行
二
十
二
時
五
十
分
発
の
急
行
で
平
壌
へ
向
か
う
。
安
東
を

過
ぎ
し
ば
ら
く
す
る
と
、
満
洲
と
朝
鮮
の
国
境
を
通
過
す
る
の
で
、
税
関
の
検
査

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
事
前
に
注
意
は
あ
っ
た
も
の
の
、
煙
草
や
酒
類

の
持
ち
込
み
量
が
多
く
隠
す
の
に
大
騒
ぎ
、
新
聞
紙
に
包
ん
で
腰
掛
け
の
下
に
置

い
た
り
、
洗
濯
物
の
中
や
楽
器
の
ケ
ー
ス
の
中
に
入
れ
た
り
し
て
ど
う
に
か
ご
ま

か
し
て
し
ま
っ
た
。
煙
草
の
量
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
一
遍
に
五
、
六
本
に
火

を
つ
け
て
。
フ
カ
。
フ
カ
、
車
内
は
煙
が
モ
ー
モ
ー
、
こ
れ
で
税
関
吏
を
煙
に
巻
い
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
鴨
緑
江
を
通
過
す
る
際
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
降
ろ
し
外

が
見
え
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
鉄
橋
を
通
過
す
る
音
で
今
渡
っ
て

い
る
と
実
感
し
、
そ
の
長
い
時
間
に
河
の
大
き
さ
を
想
像
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

二
十
一
二
日
（
日
）
夕
刻
、
十
六
時
三
十
三
分
平
壌
へ
到
着
。
た
だ
ち
に
本
日
の
会
場

で
あ
る
平
壌
府
公
会
堂
へ
行
き
、
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
簡
単
に
練
習
を
し
て
、
十
九

時
三
十
分
よ
り
演
奏
会
。
長
い
旅
行
の
疲
れ
が
出
て
き
た
の
か
だ
ん
だ
ん
元
気
が

な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
、
演
奏
に
繊
細
さ
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
一
部
の
教
官

た
ち
は
関
係
者
よ
り
料
亭
に
招
待
を
受
け
、
朝
鮮
の
民
族
舞
踊
を
鑑
賞
し
て
き
た

と
か
、
後
か
ら
聞
い
て
羨
ま
し
く
思
っ
た
。

二
十
四
日
（
月
）

朝
早
く
起
こ
さ
れ
六
時
十
分
平
壌
発
の
急
行
で
京
城
へ
移
動
、
疲

れ
と
早
起
き
と
で
乗
車
と
同
時
に
皆
バ
タ
ン
、
グ
ー
、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
眠
っ
て

し
ま
う
。
約
八
時
間
少
々
で
京
城
へ
到
着
。
そ
の
ま
ま
バ
ス
で
市
内
を
見
学
し
な

が
ら
会
場
で
あ
る
京
城
府
民
館
講
堂
へ
、
早
速
、
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
練
習
。
十
九

時
か
ら
演
奏
会
。
平
壌
と
京
城
で
の
演
奏
会
で
は
当
地
出
身
の
ピ
ア
ノ
の
手
さ

ん
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
白
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
朴
さ
ん
の
三
人
の
独
奏
を
。
フ

ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
を
兼
ね
て
披
露
を
し
た
。

二
十
五
日

（
火
）
連
日
、
汽
車
に
乗
っ
て
着
い
て
す
ぐ
演
奏
、
演
奏
が
終
わ
っ
て
す

ぐ
汽
車
で
出
発
、
な
ど
の
強
行
軍
で
わ
れ
わ
れ
一
番
若
い
生
徒
た
ち
も
つ
い
に
ダ

ウ
ン
寸
前
、
こ
の
日
も
午
前
中
は
宿
舎
で
グ
ッ
タ
リ
、
し
か
し
、
十
二
時
か
ら
手

さ
ん
の
御
両
親
か
ら
の
招
待
で
朝
鮮
ホ
テ
ル
で
昼
食
会
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
す

っ
か
り
ハ
リ
キ
ッ
て
し
ま
い
元
気
澄
剌
、
豪
華
な
ご
馳
走
に
感
激
す
る
。
こ
こ
の

と
こ
ろ
各
地
で
の
食
事
に
飽
き
て
い
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ
の
料
理
の
美
し
さ
と

お
い
し
さ
に
す
っ
か
り
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
。
中
で
も
デ
ザ
ー
ト
に
出
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
お
い
し
さ
は
、
印
象
に
強
く
残
っ
て
お
り
今
で
も
あ
の
味
は

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
頃
の
東
京
で
は
す
で
に
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な

い
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。
手
さ
ん
の
姉
妹
を
は
じ
め
、
列
席

さ
れ
た
女
性
た
ち
が
朝
鮮
民
族
衣
装
の
チ
ゴ
リ
で
こ
ら
れ
、
白
や
水
色
、
ピ
ン
ク

の
色
合
い
が
大
変
美
し
く
、
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
以
来
、
現
代
で
は
チ
ゴ
リ

姿
は
た
び
た
び
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
珍
し
く
は
な
く
な
っ
た
の
だ
が
、
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当
時
と
し
て
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
で
強
烈
な
印
象
で
あ
り
、
現
在
で
も
記
憶
に
ま

ざ
ま
ざ
と
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
ホ
テ
ル
の
庭
に
「
カ
イ
ダ
」
と
い
う
魔
除
け
の

置
物
が
あ
り
、
剰
軽
な
顔
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
か
さ
ん
の
仇
名
と
な
り
帰
国
ま

で
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
演
奏
が
こ
の
旅
行
で
の
最
後
の
演
奏
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
十
四
時
か
ら
の
慰
問
演
奏
、
十
九
時
か
ら
の
一
般
へ
の
演
奏
会
、
共

に
大
い
に
張
り
切
っ
て
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
感
動
的
な
最
後
を
飾
っ
た
。

二
十
六
日
（
水
）
朝
か
ら
市
内
見
学
に
出
掛
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
皆
、
疲
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
自
由
行
動
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
街
へ
出
た
り
、
宿

舎
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
で
夜
ま
で
過
ご
す
。
次
の
釜
山
へ
の
移
動
が
夜
中
の
午
前

零
時
四
十
五
分
と
い
う
こ
と
で
出
る
気
が
し
な
か
っ
た
。
今
と
な
っ
て
ソ
ウ
ル
・

オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
街
の
様
子
を
見
る
に
つ
け
、
懐
か
し
く
も
あ

り
、
こ
の
日
に
出
掛
け
な
か
っ
た
こ
と
の
残
念
さ
な
ど
複
雑
な
心
境
と
な
る
。
タ

食
後
、
帰
国
の
荷
物
を
ま
と
め
京
城
駅
へ
集
合
し
て
発
車
を
待
っ
゜

二
十
七
日
（
木
）
零
時
四
十
五
分
京
城
駅
を
発
車
、
釜
山
へ
向
か
い
朝
八
時
四
十
五

分
到
着
。
午
後
の
関
釜
連
絡
船
に
て
下
関
へ
向
か
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
関

門
、
北
九
州
方
面
へ
台
風
が
接
近
し
て
い
る
と
の
情
報
が
入
り
、
し
ば
ら
く
様
子

を
み
て
い
た
が
出
港
す
る
こ
と
と
な
る
。
船
中
は
す
ご
い
混
み
方
で
船
室
に
入
る

こ
と
が
で
き
ず
、
わ
れ
わ
れ
生
徒
た
ち
は
甲
板
に
ご
ろ
寝
と
な
る
。

一
度
は
出
港

し
た
が
結
局
航
行
で
き
ず
途
中
か
ら
引
き
返
す
。
甲
板
で
は
風
と
波
し
ぶ
き
が
す

ご
く
、
船
室
に
入
っ
た
人
た
ち
も
ギ
ッ
シ
リ
と
つ
め
こ
ま
れ
、
ま
る
で
タ
タ
ミ
鰯

の
よ
う
で
あ
り
悲
惨
な
一
夜
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
情
報
に
よ
れ
ば
山
口
県
地
方

に
台
風
が
上
陸
し
た
と
の
こ
と
、
出
港
は
明
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
の
ま
ま
船

中
で
待
っ
こ
と
と
な
る
。

二
十
八
日
（
金
）
台
風
一
過
の
良
い
天
気
と
な
り
、
改
め
て
釜
山
港
を
出
港
、
し
か

し
、
台
風
の
余
波
で
少
々
揺
れ
た
が
午
後
に
下
関
へ

着
く
。
下
関
市
は
台
風
の
影

響
で
市
内
は
大
荒
れ
、
山
陽
線
は
不
通
で
汽
車
に
乗
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
泊
す

る
こ
と
と
な
る
。
い
ろ
い
ろ
奔
走
の
結
果
、
一
軒
の
旅
館
で
大
広
間
が
借
り
ら
れ

全
員
で
雑
魚
寝
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
な
ん
と
か
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。

二
十
九
日
（
土
）
朝
に
な
っ
て
も
山
陽
線
は
復
旧
し
な
い
の
で
、
山
陰
線
で
大
阪
回

り
で
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。
下
関
発
出
雲
大
社
行
き
の
汽
車
に
の
り
一
度
、
出
雲

大
社
ま
で
行
き
そ
こ
で
大
阪
行
き
に
乗
り
換
え
て
大
阪
へ

、
そ
し
て
大
阪
か
ら
東

京
へ
と
い
う
方
法
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
汽
車
は
大
変
な
混
み
よ
う
で
皆
、
バ
ラ

バ
ラ
に
乗
車
し
て
か
ろ
う
じ
て
席
が
と
れ
た
が
、
＿
―
-
人
掛
け
と
な
り
わ
れ
わ
れ
は

上
級
生
の
女
性
と
一
緒
に
な
っ
て
思
い
が
け
な
く
い
ろ
い
ろ
と
学
校
の
襄
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
社
に
着
い
て
か
ら
大
阪
行
き
の
汽
車
ま
で
時

間
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
出
雲
大
社
へ
参
拝
に
行
く
こ
と
に
な
り
荷
物
を
預
け

て
出
掛
け
る
。
思
い
掛
け
な
く
出
雲
大
社
へ
行
け
た
が
皆
さ
ん
方
、
何
を
お
祈
り

し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
後
に
ご
利
益
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

午
後
の
大
阪

行
き
の
汽
車
で
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
、
ま
た
、
予
定
外
の
山
陰
の
海
や
山
の
景

色
を
見
な
が
ら
大
阪
へ
。
夜
に
な
っ
て
大
阪
に
着
き
、
す
ぐ
東
京
行
き
の
急
行
へ

乗
り
換
え
二
十
五
日
ぶ
り
に
東
海
道
を
東
京
へ
。

三
十
日
（
日
）
朝
、
学
校
関
係
者
、
建
国
十
周
年
慶
祝
会
の
関
係
者
、
家
族
た
ち
に

迎
え
ら
れ
て
東
京
駅
に
到
着
。
た
だ
ち
に
解
散
式
を
行
な
っ
て
各
自
自
宅

へ
と
向

か
っ
た
。
約
一
カ
月
近
い
旅
行
で
い
ろ
い
ろ
な
ハ
。
フ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が
、
事
故

も
な
く
全
員
無
事
に
帰
国
で
き
ま
た
、
す
べ
て
の
行
事
も
大
成
功
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
、

意
義
の
あ
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
旅
行

に
参
加
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
で
一
生
の
大
き
な
思
い
出
と
な
っ
た
。

あ
れ
か
ら
す
で
に
四
十
七
年
を
過
ぎ
、
歴
史
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
今
で
は
一

つ
の
思
い
出
に
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
参
加
し
た
人
た
ち
に
と

っ
て
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
事
柄
で
あ
る
と
思
う
。
現
在
で
は
訪
れ
る
こ
と
も
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
、
記
憶
も
定
か
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
い
に
東
京
芸

術
大
学
の
図
書
館
に
当
時
の
記
録
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
一
生
懸

命
思
い
出
し
、
そ
の
上
、
旅
行
へ
参
加
さ
れ
た
伊
達
純
先
生
、
戸
田
敏
子
先
生
、
須
賀

靖
冗
先
生
、
友
人
の
早
川
博
二
君
他
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ご
協
力
を
頂
き
こ
の
思
い

出
の
記
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
を
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平

成

元

年

(

-

九

八

九

年

）

二

月

大

石

清

盆
当
時
予
科
生
テ
ュ
ー
バ
専
攻
元
東
京
芸
術
大
学
教
授
）
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四、

ナ
ル
デ
ィ
ー
ニ
作
・
協
奏
曲
・
ホ
短
調
•

第
一
楽
章

昭
和
十
七
年
九
月
二
十
三
日
、

二
十
三
日

昭
和
十
七
年
九
月
可
止
十
四
日

二
十
五
日

卒
業
證
書
授
典
式
並
演
奏
次
第

二
十
四
日
、
二
十
五
日

（
水
曜
日
）
午
後
一
時
開
始
（
洋
楽
）

（
木
曜
日
）
『
疇
三
疇
麟
疇
雙

（
金
曜
日
）
午
前
九
時
開
始
（
式
並
洋
楽
）

（
二
十
三
日
）

午
後

一
時
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演

イ
、
ク
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ス
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・
デ
ル
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フ
ー
ゲ
（
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伴
奏
）

廣
田
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々
作
歌
・

信
時
潔
作
曲

ロ
、
紳
の
軍
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

佐
々
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信
綱
作
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・
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時
潔
作
曲
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；
…
…
…
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業
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同

イ、

山
田
耕
搾
作
・
曼
珠
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華

ロ

、

同

六

騎

ハ
、
平
井
保
喜
作
・
九
十
九
里
濱

…
,
 ... 
,
:
·
:
'
•
本

ブ
ラ
ー
ム
ス

作
・
狂
詩
曲
•
愛
ホ
長
調
・
作
品
一
―
九
ノ
第
四

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

…
・・・
:
・
:
・
司

吉

村

和

子

。ヒ

ア

ノ

獨

奏

科

卒

業

石

田

正

年

横

井

輝

男

―
二
、

卒
業
式

東

京

音

楽

學

校

1

0
、

一
三
、

ゾ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ

井

…
…
…
…
…
同

イ
、
平
井
保
喜
作

・
揺
藍
の
歌

ロ
、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作
・
歌
劇
「
ラ
ム
マ

ー
ム
ー
ア
の
ル
チ
ア
」
詠
唱

…
…
…
・
:
・
：
同

L
 

．．．．．．
．．．
．．．
 
后

…
•
•
…
…
；
：
同

竹

内

美

江

子

,
'
9’
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
「
告
別
」
作
品
八
―
a
•

第
二

、

三
楽
章

一
四
、
作
曲
科
卒
業
制
作

亡
き
弟
に
捧
ぐ
る
五
つ
の
歌

(
-
)
亡
き
弟
に
（
二
）
白
粉
花

（
五
）
風
、
光
、
木
の
葉

ァ

ノ

獨

奏

．．．．．．．．．．．．．．． 
同

（
三
）
こ
A

ろ

バ
ッ
ハ
作
・
シ
ュ
ル
ツ
編
曲
・
シ
シ
リ
ア
ー
ノ

（
四
）
宵
き
花

及

恵

―-、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

獨
奏

糟

谷

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
ア
ベ
ッ
グ
愛
奏
曲

・
作
品

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
「
告
別
」

作
品
八
―
a

•

第
一
楽
章

二、

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

田

カ

ヨ

子

ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏

米

田

更

子

ー
休
憩
ー
—

指
揮
甲

種

師

範

科

卒

業

生
崎

敦
授

澤

定

之

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ソ
ナ
タ
・
ヘ
短
調

・

作
品
五
•

第
一
楽
章

一
、
混

磐

合

唱

同

九、

ピ

ア

ノ

獨

奏

イ
、
平
井
保
喜
作
・
大
き
聖

ロ
、
バ
ッ
ハ
作
・
馬
太
受
難
曲
中
「
汝
心
潤
き
イ
エ
ス
よ
」

ハ
、
フ
ラ
ン
ツ
作
・
秋
に
・
作
品
一
七
ノ
六

…
…
…
・
:
・
：
同

田

中

万

里

子

卒

業

第

日
演

奏

八、 七、

ア 。ヒ

ア

ノ

獨

奏

ヘ
ン
デ
ル
作
・
組
曲
・
第
三
・
ニ
短
調

卜

獨

唱

］レ

…
…
…
 ．．．．．． 
司

内

田

る

り

子

六

、

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

•
…
…
…
…
•
•
本

イ
、
小
松
耕
輔
作

・
な
げ
き
た
ま
ひ
そ

ロ
・
ル
ッ
ツ
ィ
作

・
ア
ベ
・
マ
リ
ア

ハ
、

ヘ
ン
デ
ル
作
・
歌
劇
「
ク
セ
ル
ク
セ
ス
」
中
詠
唱
ラ
ル
ゴ

•
…
…
…
…
•
•
同

畑

京

郎 子 敬 子

科

卒

業

前

田

幸

市

郎
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等

曲

二

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

リ

ス

ト

作

・

波

の

上

を

渡

る

聖

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

．．．．．．．．．．．． 
同

津

野

文

子

赤

―

二

、

生

田

流
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本

一

太

作

詩

中

能

島

欣

一

作

曲

壁

賦

” 
緒

形

美

恵

子

（

卒

業

生

）

林

Vヽ

ね

（

同

ヽ

ア

ノ

獨

奏

科

卒

業

田

鍋

宗

三

郎

第 2章

等

箪

曲

二

0、
山

田

流

山

階

信

弘

島

澤

俊

一

藤

波

重

男

地

坂
井
昔
次
郎

世

阿

禰

作
二

人

静

吉

田

敬

子

（

卒

業

生

）

内

藤

房

子

（

同

）

安

輻

春

雄
森

重

朗

一

噌

鰈

二

劉~

馬

か

づ

子

昭和13年～27年(1938~1952)

囃

子

一

八

、

ピ

一

七

、

一

六

、

ピ

指

揮

敦

授

定

之

一

九

、

観

世

流

第

日

午

前

十

時

開

演

シ
ョ
パ
ン
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ
•
愛
口
短
調
・
作
品

ア

ノ

獨

奏

井

ア

ノ

獨

奏

リ

ス

ト

作

・

パ

ガ

ニ

ー

ニ

練

習

曲

第

六

・

イ

短

調

一

五

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…
…
…
•
•
•

本

コ

レ

リ

作

・

レ

オ

ナ

ー

ル

編

・

ラ

・

フ

ォ

リ

ア

…

…

…

…

…

同

メ

ッ

ツ

ォ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

同

…

…

…

…

…

同

イ

、

細

川

碧

作

・

「

カ

ス

タ

ニ

エ

の

」

ロ

、

サ

ン

・

サ

ー

ン

ス

作

・

歌

劇

「

サ

ム

ソ

ン

と

ダ

リ

ラ

」

中

ダ

リ

ラ

の

詠

唱

ハ

、

ヴ

ェ

ル

デ

ィ

作

・

歌

劇

「

ト

ロ

バ

ト

ー

レ

L
中

ア

ヅ

チ

ェ

ー

ナ

の

詠

唱

小ノ女

（

二

十

四

日

）

ロ

子

加

藤

晶

子

牧

野

泰

子

科

卒

業

中

山

和

子

二

二

、

長

ニ
―
―
-
、
混

ニ
四
、

二

五

、

メ

ッ

ツ

ォ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

ピ
イ

、

ク

ン

ス

ト

・

デ

ル

・

フ

ー

ゲ

（

無

伴

奏

）

廣

田

美

須

々

作

歌

・

信

時

潔

作

曲

ロ

、

紳

の

軍
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ピ
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作
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作
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同
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本
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（
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楽
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第
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楽
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ス
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、
作
曲
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制
作
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午
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時
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奏

三
一
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゜
ヒ

…

…
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同
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同
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ェ
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作
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劇
「
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ッ
コ
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ア
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詠
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ハ
、
ロ
ッ
シ
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ニ
作
・
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バ

ー
ト
マ
ー
テ
ル
」
中
聖
母
讃
歌

•
…
…
…
…

・
・
同

ゴ
ル
テ
ル
マ
ン
作
・
ロ
マ
ン
ス
・
ホ
短
調

…
•
…
…
…
・
・
同

．．．．．．．．．．．．．
．．
 
甲

種

師

範

科

卒

業

生

小

島

英

イ
、
平
井
保
喜
作
・
し
ぐ
れ
に
寄
す
る
抒
情

三、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

外

間

マ

サ

子

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作
・
ア
レ
グ
ロ
・
ア
ッ
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト
・
作
品
七
〇

ア

ノ

獨

奏
ー

（

休

憩
）
ー
ー

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作
・
園
舞
曲
形
式
に
腺
る
練
習
曲

ア

ノ

獨

奏

二
九
、

バ
ッ
ハ
作
・
伊
太
利
協
奏
曲

バ

リ

ト

ン

獨

唱

ニ

八

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

二
七
、

三
0
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ

…

…

…

…

…

本

…

…

…

…

…

同

…

…

…

…

…

同

…

…

…

…

…

同

科

卒

杉

山

ノ‘

午
前
九
時
開
始

岩

津

章

子

日

行

方

千

鶴

子

イ、

平
井
保
喜
作

・
秘
唱

ロ
、
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作
・

歌
劇
「
ト
ス
カ
」
中
ト
ス
カ
の
詠
唱

ハ
、
マ
ス
カ
ー
ニ
作
・

歌
劇
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ナ
」
中

サ
ン
ツ
ッ
ツ
ア
の
詠
唱

イ
、
信
時
潔
作
・
沙
羅

ロ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
歌
劇
「
魔
笛
」
中
サ
ラ
ス
ト
ロ
の
詠
唱

ハ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
明
く
れ
ば
・
作
品
二
七
ノ
四

二

、

同

猷

呈

・
作
品
一

0
ノ

一

シ
ョ
パ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
•
愛
口
短
調
・
作
品
三
五
•
第
一
楽
章

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

同

（
二
十
五
日
）

澤

井

淳

子

岩

崎

常

治

郎

堀

江

は

る

…

…

…

…

…

同

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
七
•

第
一
楽
章

…

…

同

石

井

好

子

ア

ノ

獨

奏

野

邊

地

泰

タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
作
・
コ
ル
テ
ィ
編
・
協
奏
曲
・
イ

短
闘
•
第
一
楽
章

モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
作
・
ア
デ
ラ
イ
デ
協
奏
曲

・
ニ
長
調
•

第
一
楽
章

業

ル

ヱ

三
五
、

シ
ョ
パ
ン
作
・
繹
詩
曲
・
ト
短
調
・
作
品
ニ
―
―
―

三
六
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
獨
奏

三
七
、

三
八
、

三
九
、

ピピメ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ

•
•
…

…
…
…

•
本

…
…
…
・
：
同

イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
饂
郷
・
作
品
一
五
ノ
五

ロ

、

同

憩

へ

、

わ

が

心

・

作

品

二

七

ノ

一

ハ
、
山
田
耕
搾
作
・
唄

卒
業
證
書
授
典
式
次
第

宮

城

遥

拝

國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

欺

躊
卒
業
證
書
並
賞
品
授
典

學

校

長

式

辮

文

部

大

臣

祝

辮

卒

業

生

網

代

謝

辮

合
唱
「
卒
業
式
の
歌
」

演

四

0
、

混

嬰 第

同

ア

ノ

獨

奏

佐

々

木

ア

ヤ

ノ

科

卒

業

前

田

蔦
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四
八
、 ，

 

四
七
、

四
六
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

第

日

リ
ス
ト
作
•
練
習
曲
・
ハ
長
調
と
へ
短
調

ピ

ア

ノ

獨

奏

内

田

映

子

四

二

、

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

四
四
、

四
五
、

ピ

…
…
…
…
…
同

イ
、
小
松
耕
輔
作
・
砂
丘
の
上
に

ロ
、
サ
ン
ト
リ
ク
イ
ド
作
・
「
黄
昏
の
歌
」
よ
り
、
遊
返〔マ
マ

〕

ハ
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
作
・
歌
劇
「
ア
ン
ド
レ
シ
ェ
ニ
エ
ル
」
中

シ
ェ
ニ
エ
ル
の
詠
唱

四
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

…
…
…
…
同

河

ヴ
ェ
ラ
チ
ー
ニ
作
・
ソ
ナ
タ
・
ホ
短
調
•
第
一
、
二
、
三
楽
章

ア

ノ

獨

奏

リ
ス
ト
作
・
フ
ュ
ネ
ラ
イ
ユ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

フ

ル

ー

ト

獨

奏

…
…
…
…
…
同

…
…
…
…
…
同

イ
、
山
田
耕
符
作
・
つ
ば
め

ロ

、

同

・

病

め

る

薔
薇

ハ
、
ワ
ー
グ
ネ
ル
作
・

歌
劇
「

ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
中
エ
ル
ザ
の
夢

…
…
…
…
…
同

盆

子

万

里

子

モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
作
・
第
二
協
奏
曲
・
ニ
長
調

•
第
一
楽
章

…
…
…
…
…
同

（
二
十
五
日
）

午
後
一
時
開
演

・
:
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業

兼

松

登

代

子

森

正

井

上

澄

子

シ
ョ
パ
ン
作
・
ボ
ロ
ネ
イ
ズ
•
愛
イ
長
調

四
一
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

科

イ、

ク
ン
ス
ト
・
デ
ル
・
フ
ー
ゲ
（
無
伴
奏
）

廣
田
美
須
々
作
歌

・
信
時
潔
作
曲

ロ、

紳
の
軍
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

佐
々
木
信
綱
作
歌
・
信
時
潔
作
曲

…
…
…
…
•
•
•
本

卒

野

中

目

業

林

俊

達
徹

慶

子

指

揮

敦

授

澤

崎

定

之

五
八
、

五
六
、

五
七
、

五
五
、

五
四
、

ピ ピ

安

永

美

世

子

シ
ョ
パ
ン
作

•

練
習
曲
・
ハ
短
調
（
作
品

一
0
ノ
第
十
二
）、

ヘ
短
調
（
作
品
二
五
ノ
第
二
）
、
へ

長
調

（
作
品
一

0
ノ
第
八
）

ア ア

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
同

…
…
…
…
…
同

グ
リ
ン
カ
作
・
歌
劇
「
皇
帝
の
た
め
の
生
命
」
中
詠
唱

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
同

リ
ス
ト
作
・
演
奏
會
用
練
習
曲
•
愛
イ
長
調

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

イ
、
カ
タ
ラ
ー
ニ
作
・
歌
劇
「
ラ
・
ヴ
ァ
リ
ー
」
中
ヴ
ァ
リ
ー
の
詠
唱
二
曲

ロ
、
山
田
耕
搾
作

・
兵
士
の
妻
の
祈
り

・
…
…
…
…
・
・
同

バ

リ

ト

ン

獨

唱

ー
（
休

憩
）
ー—

ピ

ア

ノ

獨

奏

・
・
:・…
・:・
・
：
同

リ
ス
ト
作
・
匈
牙
利
狂
詩
曲
・
第
八

五
三
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ナ
ッ
セ
ー
作
・
パ
ッ
サ
カ
リ
ア

ア

ノ

獨

奏

リ
ー
ヴ
ェ
作
・
小
協
奏
曲

五
一
、

ト
ロ
ム

ボ

ー
ン

獨

奏

四
九
、

五
二
、

リ
ス
ト
作
・
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
短
詩
一

0
四
番

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ

…
…
…
…
・
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業

•
…
…
…
…
•
•
本

…
…
…
…
同

．．．．．．．
．．． 

：
・
:
同

ブ
ラ

ー
ム
ス
作
・
ス
ケ
ル
ツ
ォ

•

愛
ホ
短
調
・
作
品
四

…
…
…
…
同

笹

田

和

子

吉 麻

生

貞

幸

杉

原

淑

子

津

島

菜

々

枝

古

賀

千

恵

子

白

田

民

子
英

俊

五

0
、
ピ

塚

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
愛
イ
長
調
・
作
品
―

1
0
•
第
一
楽
章

イ
、
平
井
保
喜
作
・
平
城
山

ロ
、
山
田
耕
搾
作
・
載
後

ノ

獨

奏

ア

科

卒

業

手

芳

枝

宅

民

子
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一
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
獨
奏

ヽ
六
0
、

↑ヽ
 

ー

伴

奏

宇

佐

美

敦

授

・:・:, ..
........... …

…
…
•
シ
ョ
パ
ン

田

村

協
奏
曲
第
二
番
作
品
七
十
四
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ウ
ェ
バ
ー

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

協
奏
曲
へ
短
調
作
品
二
十
一

第
一
楽
章
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

伴

奏

ピ

ア

ノ

獨

奏

コ
ラ
ー
ル
前
奏
曲

…
…
…
…
…
同

ピ
ア
ノ
協
奏
曲

・
全
三
楽
章
（
同

報

國

園

演

奏

會

曲

目

第
百
―
―
―
十
九
回

昭
和
十
七
年
十
月
二
十
四
日
（
土
）
＋
三
時

一

、

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

1

是
等
は
聖
な
る
十
誡
な
り
…
…
…
・
:
J
.
S
・
バ
ッ
ハ

2

お
A

人
よ
汝
の
大
な
る
罪
を
悲
め
…
J
.
S
・
バ
ッ
ハ

ヽ

交
響
曲

・ハ

調

・
全
三
楽
章
（
演
奏
は
後
日
行
ふ
）

宏

大

橋

幸

夫

河

石

代

一
、
テ
ノ
ー
ル

獨

唱

沈

獣

の

愛

詩

人

ト

ム

E

ン
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
'
•
…
…
…
…
·
:
·
:
·
·
:
·
:

,

..

..

.............

..

....

.. 
l
 

3
 
2
 
ー

ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル
フ
集
一

作
品
一
三
五
：
・
・
:

伴

奏

中

田

喜

直

・
ヴ
ォ
ル
フ

・
レ
ー
ヴ
ェ
田

耕

搾

新

井

潔

い

ろ

は

歌

子
等
を
憶
ふ
歌

変

秋

藤

井

環

託

田

村

宏

古
歌
：
…
…
…
・
：
・
:
・
…
…
…
…
…
信
時
潔

山
上
憶
良
：
·
：
·
…
…
;
…
…
…
…
•

飯
田
龍
代
司
・
・
・

指

揮

伴

奏

下

純 ／9

院

武

藤

か

づ

子

第
一
三
九
回
報
国
団
演
奏
会 小

一

、

混

磐

合

唱
【

休

憩

】

協
奏
曲

一、

。ヒ

ア

ノ

獨

奏

松

宮

さ

ゞ

れ

作

曲

科

卒

業

制

作

昭
和
十
七
年
十
月
二
十
四
日

東
京
昔
楽
學
校
報
國
園

ア
ッ
サ
イ

第2部

林

幅

子

山

孟

作

曲

科

卒

業

制

作

…
…
…
…
…
同

菊

池

る

り

子

ピ

ヴ

ィ

オ

―フ

北

爪

崎 規

リ
ス
ト
作
・
タ
ラ
ン
テ
ラ

瓶

十

世郎

ヴ
ィ
タ
ー
リ
作
・
シ
ャ
ル
リ
ー
ル
編
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ

獨

奏

ア

ノ

…
…
…
…
…
同

長

谷

川

久

子

一

、

絃

楽

四

重

奏

五
九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

•
…
…
…
•
•
本

ボ
ロ
ネ
ー
ズ

作
品
五
十
三
：
·
：
p
.
,•
…
…
…
•
•
•
シ
ョ
パ
ン

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ

「
狩
撤
」
愛
口
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
四
五
八
…
•
•
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
ア
ッ
サ
イ

メ
ヌ
エ
ッ
ト
ー
モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ダ
ヂ
オ
ア
レ
グ
ロ

伴

奏

水

谷

助

敦

授

ス
ペ
イ
ン
狂
詩
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
リ
ス
ト
ー
ブ
ゾ
ー
ニ

師
範
科
二
年
生
徒

本

間

健

昭和の東京音楽学校篇

愛
イ
長
調

科

卒

業

伊

達

良

．
 

ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏

柘

植

織

衣
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宮

嶋

敏

ア
デ
ラ
イ
デ
作
品
四
十
六
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ぁ

A
世
を
棄
て
A
メ
リ
ケ
集
十
二
…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
ヴ
ォ
ル
フ

愛
口
短
調

一
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

諧
譴
曲

作
品
三
十
一
…
…
…

伴

奏

畑

中

良

輔

一
、
゜
ヒ

シ
ョ
パ
ン

~
 

ヽ

ピ

ア

い

ろ

は

歌

子
等
を
憶
ふ
歌

変

秋
ノ

獨

奏

秋

吉

章

子

3
 

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

昭
和
十
七
年
十
月
二
十
五
日

梶

原

完

作
品
三
十
八
…
…
…
…
•
…
…
・
・
ヴ
ュ
ー
タ
ン

東
京
―
音
楽
學
校
報
國
園

第

百

四

十

回

報

國

圏

演

奏

會

曲

目

昭
和
十
七
年
＋
月
二
十
五
日
（
日
）
十
三
時

モ
デ
ラ
ー
ト

小

倉

敦

授

作
品
十
六
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
グ
リ
ー
ク

ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

第
＿
四

0
回
報
国
団
演
奏
会

〔原
資
料
横
組〕

古

歌
山

上

憶

良

…

…

…

…

…

”

飯
田
龍
代
司
…
…
…
…
…
…
…
…
…
下
綿
院

師
範
科
二
年
生
徒

指

揮

藤

井

鴨

託

伴

奏

田

村

宏

…

…

…

…

…

…

…

信

時

潔

作
品
八
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
シ
ュ
ー
マ
ン

第

一
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ロ

「
狩
撤
」
愛
口
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
四
五
八
…
…
•
…
…
・
・
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
ア
ッ
サ
イ

メ
ヌ
エ
ッ
ト
ー
ー
l

モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ダ
ヂ
オ
ア
レ
グ
ロ

作
品
四
十
七

憩

】

…
…
•
シ
ョ
パ
ン

作
品
三
十
九
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

一
、
メ
ッ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

太

田

道

子

愛
を
抱
き
て
作
品
三
十
ニ
ノ
一
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…

.. 
R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

い
と
し
き
者
よ
今
こ
そ
別
れ
な
ん
作
品
二
十
一
ノ
三

~

”

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
よ
り

．．．＇，

＇，

．

君
が
御
磐
に
我
が
心
聰
の
花
と
開
く
…
•
•
'
…
…
…
…
•
•
•
サ
ン
サ

4

ン

子

ェ
ロ
イ
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
愛
ホ
長
調
作
品
三
十
五
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
―

ァ

ノ

獨

奏

) I I 

島

久

伴

奏

2
 

戸

田

敏

子

ー

ワ
ル
ツ

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

片

岡

四

方

遁
走
曲
愛
ホ
長
調

J

.
S
・
バ
ッ
ハ

一

、

混

函

写

合

唱

【

休

一

、

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

中

村

ア

サ

子

諜
詩
曲
愛
イ
長
調

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

藤

井

幸

子

ア
ッ
サ
イ

協
奏
曲
イ
短
調

第
一
楽
章

山

孟

伴

奏

ヴ

ィ

オ

―フ

北 二

爪瓶

崎 規

世

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

氏

家

久

十

郎

バ
ラ
ー
ド
と
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

一

、

絃

楽

四

重

奏

本

間

健

伴

奏

ロ
短
調

輻

プじ

裕

ア
レ
グ
ロ

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

柴

田

了
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第

一

、

開

會

僻

一

、

宮

城

逝

拝

ー

一
、
「
君
が
代
」
奉
唱

一
、
祈
念
（
海
行
か
ば
合
唱
）

第

一

部

一
、
學
制
頒
布
七
十
年
祝
歌
（
合
唱
）

一
、
「
い
ろ
は
う
た
」
（
無
伴
奏
合
唱
）

一
、
愛
國
行
進
曲
（
無
伴
奏
合
唱
）

ー
—
休
憩
|
|

部

の

場

所

昭
和
十
七
年
＋
月
三
十
日
学
制
頒
布
七
十
年
記
念
講
演
と
音
楽
の
会
‘

學
制
頒
布
七
十
年
記
念
講
演
と
一
音
楽
の
會
（
文
部
省
）

時

十

月

三

十

日

午

後

六

時

於

會

館
青

日

協
奏
曲
第
四
二
長
調
：

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

l

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協
奏
曲
ホ
短
調
作
品
十
一

第
二
楽
章
ロ
マ
ン
ス
ラ
ル
ゲ
ッ
ト

第
三
楽
章
ロ
ン
ド
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

山

東
京
―音
楽
學
校
作

信

時

潔

作

曲

橋
本
闊
彦
編
曲

〔原
資
料
横
組
〕

伴

奏

井

口

敦

授

シ
ョ
パ
ン

永

見

美

代

子

演
「
敦
育
塔
の
精
神
」

ー

休

憩

ー

|

_

第

三

部

一
＼
學
校
唱
歌
回
顧
七
十
年
（
獨
唱
蚊
合
唱
）

解
説
東
京
―
音
楽
學
校
敦
授

東
京
音
楽
學
校
敬
授

東

京

音

楽

學

校

生

徒

上
野
兒
童
音
楽
學
園
兒
童

東

京

昔

楽

學

校

助

教

授

水

達

夫

定

昭
和
十
七
年
＋
月
三
十
一
日

回
定
期
演
奏
会
）

十
七
時
開
場

昭
和
十
七
年
十
月
三
十
一
日
（
土
）
十
八
時
開
演

於

学
制
頒
布
七
十
年
記
念
演
奏
会
（
第
九
十
八

東

京

音

楽

學

校

ー
．

學
制
頒
布
七
十
年
祝
歌
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
東
京
音
楽
學
校
作

曲

目

日
比
谷
公
會
堂

學
制
頒
布
七
十
年
記
念

東
京
一
音
楽
學
校
演
奏
會

指 ピ
ア
ノ
伴
奏揮

澤

崎

之

出

演

一
、
閉

會

の

辮

一、

欝
111111 

伴

奏

山

本

雪

子

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

可

兒

幸

壽

榮

、、

講挨

谷

部

遠

藤

宏

2第

拶演
「
學
制
頒
布
の
常
時
と
そ
の
前
後
」
伯

爵

永林

塁博

次太

郎郎
氏氏

昭和の東京音楽学校篇

文
部
大
臣

橋

田

邦

彦

712 



昭和17年10月30日，〈學制頒布七十年訳歌〉を演奏する東京音楽学校管絃楽部および合唱団。指揮澤崎定之

昭和17年10月31日，演奏会形式によるグルック作曲「オルフォイスとオイリディーケJo

独唱者，右から千葉静子（アルト），藤田文子（ソプラノ），津田豊子（ソプラノ）
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解 管合指
絃
楽唱

説
東東

京

昔

楽

楽

京

昔

楽

學

校

學

校

管

絃

生

部徒

揮

G
e
n
e
r
a
l
m
u
si
k
di
r
e
kt
o
r
 

,,
O
r
p
h
e
u
s
 u
n
d
 E
u
r
y
di
c
e
"
 v
o
n
 C
h
r
.
 Gl
u
c
k
 

全
三
幕
（
演
奏
會
形
式
に
腺
る
）

獨
唱
者

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
（
ア
ル
ト
）

オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

愛
の
紳
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）

作
曲
・
一
七
六
二
年
ウ
ィ
ー
ン
に
て
初
演

作
詞
・
ギ
リ
シ
ャ
紳
話
よ
り
取
材
、
伊
太
利
詩
人
カ
ル
ツ
ァ
ビ
ー
ジ
作

本
邦
初
演
・
明
治
一
二
十
六
年
、
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
に
て
上
演

第

一

幕

オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
の
墓
の
場
面
。
愛
妻
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
を
亡
く
し
た
オ
ル
フ
ォ
イ

ス
は
梢
然
と
立
つ
て
ゐ
る
。
通
常
序
曲
は
演
奏
せ
ず
に
短
い
序
奏
で
直
に
羊
飼
の
男
女

の
合
唱
に
始
ま
り
、
そ
の
晩
歌
は
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
悲
嘆
の
歌
と
交
互
に
歌
は
れ
る
。

羊
飼
の
人
々
は
去
つ
て
、
彼
一
人
と
な
り
、
亡
き
妻
を
再
び
己
れ
に
返
す
こ
と
を
紳
に

祈
る
。
愛
の
紳
が
現
は
れ
て
、
神
々
が
彼
の
真
情
に
動
か
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
、
オ
イ

リ
デ
ィ
ー
ケ
を
此
の
世
に
連
れ
戻
る
ま
で
決
し
て
顔
を
見
な
い
こ
と
を
條
件
と
し
て
ゆ

る
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
話
す
。

千藤津Manfr
e
d
 G
u
r
li
t
t
 

田 田

豊文静

子 子

葉

指

揮

澤

崎

定

之

II
．
満
洲
大
行
進
曲
（
合
唱
附
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
音
楽
學
校
作

制

定

橋

本

國

彦

編

曲

満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
會

日

満

文

化

協

會

指

揮

橋

本

國

彦ク
作

I
I
I
．
歌
劇
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
と
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
」
…
…
…
グ

］レ

ツ

子

第

二

幕

第
一
場
地
獄
の
門
の
場
面
。
怨
塞
の
舞
踏
、
妖
震
の
合
唱
、
魔
犬
の
咆
晦
等
地
獄

の
恐
ろ
し
さ
を
＿
音
楽
に
て
描
窯
す
る
。
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
は
手
琴
を
奏
で
な
が
ら
来
り
、

亡
き
妻
に
封
す
る
愛
の
歌
を
歌
ひ
、
地
獄
の
門
の
開
か
れ
ん
こ
と
を
願
ふ
。

一音楽
の
カ

は
す
べ
て
に
勝
つ
て
門
は
開
か
れ
た
。

第
二
場
楽
園
の
場
面
。
楽
園
の
舞
踏
、
バ
レ
ー
な
ど
あ
り
、
幸
幅
な
極
楽
の
精
霊
i

と
な
っ
た
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
の
歌
「
静
か
な
野
は
幸
あ
る
者
の
住
居
」
が
歌
は
れ
、

精

震
の
合
唱
楽
園
の
歌
が
く
り
か
へ
さ
れ
る
中
に
、
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
は
オ
イ
リ
デ
ィ
|
ケ

を
伴
つ
て
上
界
に
向
ふ
。

第

三

幕

黄
泉
の
國
の
外
に
開
か
れ
る
小
暗
い
森
の
場
面
。
こ
A

ま
で
辿
り
つ
い
た
が
夫
は
自
＇

分
の
顔
を
見
や
う
と
も
し
な
い
の
で
、
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
は
自
分
の
顔
が
醜
く
な
っ
た

た
め
だ
と
思
ひ
、
又
愛
が
薄
れ
た
た
め
と
も
言
ひ
、
二
人
の
二
重
唱
は
叙
唱
的
に
展
開

す
る
。
一
目
自
分
の
顔
を
見
る
こ
と
を
夫
に
切
願
す
る
の
で
遂
に
、
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
は

禁
を
破
つ
て
妻
の
顔
を
見
る
と
同
時
に
、
妻
は
再
び
息
が
絶
え
て
し
ま
ふ
。
オ
ル
ブ
オ

イ
ス
の
「
あ
A

再
び
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
ケ
を
失
ひ
ぬ
」
の
有
名
な
詠
唱
が
歌
は
れ
る
。

、オ

ル
フ
ォ
イ
ス
が
自
殺
し
や
う
と
す
る
時
、
愛
の
紳
が
再
現
し
て
、
手
に
し
た
杖
を
オ
イ

リ
デ
ィ
ー
ケ
に
燭
れ
て
甦
ら
せ
た
。
羊
飼
の
合
唱
は
愛
の
紳
の
勝
利
を
讃
美
し
、
三
重

唱
は
愛
情
の
得
と
紳
々
へ
の
讃
歌
を
歌
ひ
、
舞
踏
楽
が
績
い
て
幕
は
下
る
。〔
原
資
料
横
組
〕

昭
和
十
七
年
十
月
三
十
一
日
選
科
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
七
年
十
月
三
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
時
頸
”
”

於

本

校

奏

楽

堂

選

科

邦

楽

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校
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能
楽
賓
生
流
連
吟

八

、

紅

葉

狩

竹杉揖鳥

本本塚井

久榮光雅

枝子子子

ー

休

憩
lー
_

等

曲

山

田

流

五
、
ひ
ぐ
ら
．
し

＂．
 

'
中
能
島
欣
一
作
曲

箪

曲

生

田

流

六
／
秋
の
言
の
葉

＇

西
山
検
校
作
曲

長

唄

七
、
四
季
の
山
姥

杵
屋
勘
五
郎
作
曲

唄

中

村

千

代

子

三

樹

ト

ヨ

富

岡

恵

子

窪

田

房

枝

能
楽
観
世
流
連
吟

四

、

高

砂

能
楽
観
世
流
連
吟

、
富
士
太
鼓

能
楽
観
世
流
連
吟

二

、

鶴

編

能
楽
観
世
流
連
吟

一

、

土

蜘

蛛

磯

山

安

孝

加

藤

正

一

葛

上

保

次

嶋

頭

富

雄

土

屋

新

三

花

見

倫

子

服

部

淳

子

山

口

芳

子

山

口

寛

子

高

橋

喜

吉

小

林

義

雄

久

保

寺

美

智

雄

山

内

正

一

郎

柳

澤

章

博

等

（

高

き

中

野

み

ね

子
岡

本

智

恵

子

亀

井

富

智

子

渡

邊

富

美

菊

谷

真

佐

子

川

上

定

子

雙

替

手

）

神

戸

光

子
岩

井

佳

子

下

村

幸

子

佐

伯

可

好

紳

田

鏡

子

鈴

木

政

子

川

浪

志

都

子

森

田

よ

し

江

茂
呂
茂
一

宮

澤

正

雄

前

原

光

年

濱

田

長

一

郎

濱

崎

ハ

マ鱈
認
闘

一

味

線

宮

田

す

ゞ
輻

永

徳

子

鈴

木

喜

美

子

小

出

あ

き

子

雙

本

手

）

松

島

ふ

み
笠

原

啓

子

鈴

木

愛

子

杉

伊

典

子

雙

低

音

）

東

條

夏

子
野

口

ふ

み

子

長

瀬

郁

太

郎

野
崎
寛
一

重

松

十

四

郎

鈴

木

正
星

野

秀

夫

早

川

文

夫

副

田

勝

武

星

秀

世

木

村

政

太

郎

鈴

木

道

子

渡

邊

敬

子

三

水

サ

ダ

多

賀

三

千

代

杉

原

喜

久

榮

廣

瀬

珠

江

L
國

民

儀

輯

、`袋^

宮

城

逢

拝

▽
曲

目
△

舞

踊

藤

間

流

千

歳

鈴

木

喜

美

子

長

唄

翁

澁

澤

優

子

喜

雛

鶴

三

番

斐

三

番

三

奥

村

房

子

主
催
後
援

昭
和
十
七
年
十
一
月
七
日
l
十
二
日

金
沢
ー
長
野
ー
前
橋
）

＊
十
一
月
七
日
（
土
）
竺
麟
疇
麟
戸
謬
疇
”

＊
於
新
潟
市
公
會
堂

疇
疇
疇
疇
『
田
畔
畔
麟
銃
後
奉
仕

東

京

一

音

楽

學

校

大

演

奏

會

演
奏
旅
行
（
新
潟
ー
富
山
ー
高
岡
ー

長

唄

十
一
、
若
菜
摘

杵
屋
勝
五
郎
作
曲

補

導

吉

住

小

三

郎

稀

音

家

浮

観

職

員

及

選

科

生

徒

讀

賣

新

聞

社

新
潟
縣
•
新
潟
市

唄

窪

田

房

枝

―

―

一

味

線

鈴

木

千

枝

子

富

岡

恵

子

揺

永

徳

子

三

樹

ト

ヨ

鈴

木

喜

美

子

中

村

千

代

子

大

橋

道

江

う

て

や

鼓

島
崎
藤
村
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

箪

曲

生

田

流

+、

雙

一

部

）

笠

原

啓

子

雙

二

部

）

紳

戸

光

子

雙

二

部

）

菊

地

千

恵

子

鈴

木

愛

子

岩

井

佳

子

五

十

嵐

幸

子

西

郷

美

子

下

村

幸

子

藤

田

京

子

石

坂

和

子

松

島

ふ

み

十

七

絃

小

野

衛

高

瀬

愛

子

杉

伊

異

子

他

職

員

能
楽
賓
生
流
連
吟

九

、

竹

生

島

大

久

保

一

衛

千

葉

茂

堀

内

操

樋

口

正

文

吉

川

尚

瀬

戸

川

省

三

鶴

島

利

藤

田

不

二

中

島

初

太

郎

志

賀

正

美
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昭和17年11月8日，北陸演奏旅行，富山にて，〈君が代〉奉唱の東京音楽学校管絃楽部および合唱団

同，〈海道東征〉（北原白秋作詩，信時潔作曲）を演奏する東京音楽学校管絃楽部および合唱団。独唱藤田文子

（ソプ ラノI),鍍籠五三子 （ソプラ ノII), 戸田敏子（アルト）， 酒井弘（テノール），秋元清一（バリ トン）。

指揮藤井典明
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7. 5

合

3. 

ノ‘ 口

歌
劇
『
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
』
中

ソ
ナ
タ
ホ
短
調

『

饉

れ

ソ

レ

ン

ト

へ

』

敦

官

渡

邊

ィ

『

お

菓

子

と

娘

』

河

野

暁俊

雄達

敦

官

伊

達

純

ロ
『
レ

ジ

工

ン

ド

』

ロ
『
火

女

竪

高

昔

獨

唱

藤

田

文

子

ィ

『

荒

城

の

月

』

山

田

耕

搾

作

の

踊

り』

イ
『
幻

想
奏

曲
』

ヘ
短
調
・
作
品
四
九
室

井

摩

耶

子

シ
ョ
パ
ン
作

獨

奏想

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

杉

原

淑

子

室

井

摩

耶

子

6

ピ

ア

ノ

獨

『
幻

曲
』

ノ‘

可

Vヽ

ろ

は

う

た

』

古

歌

信

時

潔

作

曲

ピ

ア

ノ

室

井

摩

耶

子

シ
ョ
パ
ン
作

ロ
『
変

ィ

『

子

等

を

憶

ふ

歌

』秋』

山
上
憶
良
作
詞

飯
田
亀
代
司
作
歌

デ
・
フ
ア
リ
ア
作

ピ
ア
ノ
伴
奏

西
條
八
十
作
詩

イ
タ
リ
ー
民
謡

潔
作
曲

日
日n
 

指
揮
教
官

儡藤

井

典

明

ア
レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー
ト

ァ
ン
ダ
ン
テ
・
コ
ン
・
モ
ー
ト

『

満

洲

大

行

進

曲

』

絃

楽

『

未

完

成

交

響

曲

』

2

合

ロ
短
調

出

演

東

京

音

楽

學

校

職

員

並

生

徒

4

管

指

揮

敦

官

渡

邊

暁

雄

業

弘

満
洲
建
國
十
周
年
慶
祝
會
制
定

日

満

文

化

協

會

管

唱
（
管
絃
楽
付
）

指

揮

敦

官

乗
杉
嘉
壽
作
詞

イ
『
學
制
頒
布
七
十
年
祝
歌
』
下
純
院
一
作
曲

ロ

『

愛

図

行

進

曲

』

（

無

伴

奏

混

竪
四
部
）

絃

楽

（

合

唱

付

）

指
揮

敦
官

金

子

高

文

内

田

留

里

子

酒

井

弘

他
槃
楽
専
門
生
徒

藤

田

君
が
代
奉
唱

祈

念

（

海

ゆ

か

ば

）

橋
本
國
彦
編
作

東
京
―音
楽
學
校
作
詞
・
作
曲

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

下
純
院
一
作
曲

橋
本
國
彦
作
曲

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

ヴ
ェ
ラ
チ
ー
ニ
作

登

合
唱
・
獨
唱
・
管
絃
楽

紀
元
二
千
六
百
年
記
念

日
本
文
化
中
央
聯
盟
制
定

交
竪
曲
『
海

天速御大

吸和

と船 千
恢菟思

狭謡慕穂
東

『
マ
ヽ
も
知
る
通
り
』

男
竪
高
昔

獨
唱

。フッ
チ
ー
ニ
作
曲

女
墜
高
昔

女
槃
中
昔

〔
こ
の
演
奏
旅
行
は
、
新
潟
公
演
を
皮
切
り
に
、
六
カ
所
で
六
日
間
に
わ
た
り
、
演
奏
会
が
行
わ

れ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

1
、
2
、
3
お
よ
び

8
以
外
は
時
に
よ
り
以
下
の
曲
目
の
い
ず
れ
か
に

差
し
換
え
ら
れ
た
。
〕

ヘ
短
調
・
作
品
四
九

ピ
ア
ノ
伴
奏

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作

ピ
ア
ノ
伴
奏

道

藤

井

典

明

8. 

征
』

作

詩

北

原

白

秋

作

曲

信

時

潔

指

揮

敦

官

金

子

子 登
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, 1 

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
』

ド
ッ
。
フ
ラ
ー
作

昔
楽
學
校
の
演
奏
會

大
東
亜
戦
下
純
正
な
一
音
楽
の
普
及
、．
健
全
な
情
操
の
陶
冶
は
銃
後
國
民
の
思
想
善
導

＂土
最
も
必
要
な
事
で
あ
る
と
縣
―音
楽
協
會
で
は
縣
と
共
催
、
縣
敦
育
會
後
援
の
下
に
来

る
＋
l

月
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
群
馬
會
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

の
大
演
奏
會
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
、
参
加
生
徒
は
百
六
十
名
で
畳
夜
二
回
開
演
信

[

マ

マ

〕

時
潔
氏
作
詞
作
曲
し
「
海
道
東
征
」
の
外
合
唱
、
管
絃
楽
等
が
演
奏
さ
れ
る

（
『
上
毛
新
聞
』
昭
和
十
七
年
十
月
十
六
日
）

銃
後
奉
仕
に

地
方
大
演
奏
會

＇`

東
京
音
楽
學
校

噌、
さ
き
に
満
洲
建
國
十
周
年
を
慶
祝
し
て
一音
楽
使
節
と
し
て
渡
満
し
た
東
京
音
楽
學
校

赦
職
員
生
徒
百
五
十
名
は
同
慶
説
を
敷
術
し
、
さ
ら
に
地
方
―音
楽
文
化
の
進
運
に
寄
輿

し
銃
後
奉
仕
の
質
を
あ
げ
よ
う
と
本
社
主
催
で
次
の
日
割
に
よ
り
地
方
大
演
奏
會
を
催

す
こ
と
に
な
り
乗
杉
校
長
引
率
の
下
に
六
日
夜
十
時
舟
五
分
と
同
十
一
時
舟
分
の
二
班

，に
分
れ
上
野
騨
狡
新
潟
に
向
っ
た

△
七
日
新
潟
△
八
日
富
山
△
九
日
高
岡
△
十
日
金
澤
△
十
一
日
長
野
△
十
二
日
前
橋

（『
讀
賣
報
知
新
聞
』
昭
和
十
七
年
十
一
月
七
日
）

ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
·
：
●
●
●
●
●
●
：
坂

調
子
の
よ
い
鍛
冶
屋
·
·
…
…
…

•…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

•
ヘ
ン
デ
ル

．作

五
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
：
·
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
一

い
、
聖
慮
女
…
…
…
…
…
…
…
•

•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
デ
ュ
ラ
ン
作

ろ
、
空
虚
の
心
…
…
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
ペ
ス
イ
イ
ロ
作

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡

七

、

ピ

ア
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
•
愛
イ
長
調
・
作
品
五
三
…
…
…
…
…
·
·
…
•
シ

八
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
•
…
；
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
…
…
…
…
…
…
：
林

四、

ピ
ソ
ナ
タ
・
第
三
番
・
ヘ
長
調
•
第
一
、
二
楽
章
…
；
…
…
•
ヘ

い
、
君
た
と
へ
酷
く
も
：
·
；
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
カ
ル
ダ
ラ
作

ろ

、

青

い

上

衣

…

…

…

．．
．．．． 

；：・・
・・・・・・・・・・・・
・・・
・
・
・
山
田
耕
搾
作

ア

女

竪

中

昔

獨

唱

ピ
ア
ノ
伴
奏

．
、ハ
歌
劇
『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
』
よ
り
『
あ
A

我
百
合
姫
を
失
ひ
ぬ
』
グ
ル
ッ
ク
作

フ

ト

獨

奏

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
秋
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
時
詞
疇
疇

於

本

校

奏

楽

堂

秋

季

選

科

洋

楽

演

奏

曲

目

，

東

京

音

楽

學

校

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平

パ
ル
テ
イ
ー
タ
・
ト
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
バ

二

、

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
鈴

コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ノ
・
第
一
楽
章
…
…
·
:
·
…
…
…
…
…
•
•
シ

J
蜀
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
進

x
 

せ

ん

ョ

パ

ン

作

藤

富

夫

ン

デ

ル

作

村

玲

子

ノ

瀬

俊

夫

井

敬

子

ッ

ト

作

い
、
鯖
れ
ソ
ル
レ
ン
ト
ヘ
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
：
ナ
ポ
リ
民
謡

ろ
、
歌
劇
「
愛
の
妙
薬
」
よ
り
ネ
モ
リ
ー
ノ
の
詠
唱
・
・
・
・
・
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
粛
子

田

英

木

喜

助

ツ

ノ‘

作

＇，―'，大

レ
ー
．

)
r... 

r

4

J
 

．ヽ.,|̀‘ 

ピ
ア
J
伴
奏
敦
官

伊森

達

純 正

ィ
『
五

ロ
『
菩

提

月

』

―
.. 樹』

》
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

平

井

保

喜

作

内

田

留

里

子

室

井

摩

耶

子

岩

幸

子
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,.
 

―
二
、 ヽ

ヒ99

の

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
・
：
・
:
・
:
・
…
…
…
・
:
・
:
・
：王

一
四
、

一
七
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
第
二
番
・
ト
長
調
•
第
一
業章
…
・
・
・
・
・
・
ザ

瞑
想
曲
・
歌
劇
「
タ
イ
ー
ス
」
よ
り
：
…
…
…
…
…
…
…
•
マ

い

、

野

ば

：
ろ
、
汝
れ
は
憩
ひ
な
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:

d”

は
、
野
茨
（
三
木
露
風
詩
）
…
…
…
…
…
…
…
梁

に
、
書
夢
（
高
安
月
郊
詩
）
…
・
：
・
:
・
・
:
....... .
 

ア

ノ ー

◇

休

憩
◇
ー
|
l

” 田貞
作

719 

” 

伴

奏

ら
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

鈴

敦

第2章

ス

ネ

ー

作

ソ
ナ
タ
・
第
三
番
・
ヘ
長
調
•
第
一
、
第
二
楽
章
•
•
…
…
•
ヘ

ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…澤
田
登
美
枝

ロ
ン
ド
ブ
リ
ラ
ン
テ
・
作
品
六
二
•
•
•
…
…
…
…

…
•
…
•
•
ウ
ェ

ー
ベ
ル
作

一
五
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱
：
…
…
•
]…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
門
永
高
夫

い
、
ア
マ
リ
リ
美
は
し
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

べ
…
…
・
・
・
カ
ッ
チニ
ィ
作

ろ
、
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り
「
星
も
光
り
ぬ
」
…
…
…
…
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作

一
六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
•
•
平
秀

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
小
林
八
重
子

形

子

中

野

富

貴

子

・
ブ
ル
ッ
フ

竹

内

千

里

子

伴

奏

” 

伴

奏

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
・:
・
：
高
橋
三
千
恵

バ
ラ
ー
ド
・
愛
イ
長
調
：
·
：
·
:
·
…
…
…
…
…
·
…
…
…
…
•
•
シ
ョ
パ
ン
作

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…•
…
…
•
久
保
田
喜代
子

9

9い
、
愛
し
き
者
よ
…
•
•
•
]…
…
…
…

•
•
••
…
…
…
…
…
…
…
•

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ニ
作

ら
、
太
陽
は
ガ
ン
ジ
ス
河
よ
り
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ス
カ
ラ
ッ
テ
ィ
作

一
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水

ン

デ

ル

作

一
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

藤

上

ィ言

雄

幻
想
曲
と
遁
走
曲

秋

元

道

雄

1
0
、
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…·：
今
村
布
美
子

宮

島

慶

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
旋
律
を
主
題
と
す
る
愛
奏
曲
…
•
•
…
•
サ
ン
サ
ー
ン
作

一
八
、
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ン
獨
奏
：
・
…
・:・・:・:
.... 
;
•
…
…
…
…
·
:
·
…
重

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
第
七
番
・
第
一
楽
章
：
…
…
…
…
•
、
…
•
•
ベ

ァ

ノ

獨
奏
•
•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
：
三

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
戴
冠
式
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日

東
京
昔
楽
學
校
報
國
圃

第

百

四

十

一

回

報

國

園

演

奏

會

曲

目

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
＋
三
時

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

第
一
四
一
回
報
国
団
演
奏
会

ハ
短
調
：
·
’
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
J
.
S
・
バ
ッ
ハ

村

晃

水

谷

助

敦

授

歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
」
よ
り
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

フ
ィ
ガ
ロ
の
詠
唱

歌
劇
「
ド
ン
＇・
ジ
ュ
ワ
ン
」
よ
り
…
…
…
…
…

レ
ボ
レ
ロ
の
詠
唱

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協

奏

曲

卜

短

調

作

品

二

十

六

…

第
一
一
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ

一
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱

木

重

今

井

助

敦

授

夢
を
追
ひ
て
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
.... ;
:
・
…
・
：
フ
ォ
ー
レ

ス
ペ
イ
ン
の
夜
：
·
…·
:
·
…

…
…
…
…
…
…
…
•

•
•
•
…
…
…
…
•
マ
ス
ネ
ー

一
九
、

ピ

島

識

．

子

イ

ツ

作

リ

オ

作

慶

善

松

仁

子
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ヽ ヽ

ピ

ア

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ピ
平
和
の
魂
…
…
…
…
…
…

す
み
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
•

…
…
•
•

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り
：
；
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

ス
ザ
ン
ナ
の
詠
唱

ア

ノ

獨

奏

高

折

敦

授

協
奏
曲
第
一
番
ハ
長
調
作
品
十
五
•
…
…
…
…
…

•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ

ノ

獨

奏

ピ
ア
ノ
の
為
に
ホ
長
調

ト
ッ
カ
ー
タ

【

休

憩

】

伴

奏

伴

奏

太

田

道

子
” ” 

森

伴

奏

川

島

久

子

…
…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

岡

敦

子

…
ド
ゥ
ビ
ッ
シ
ー

伊

藤

彰

子

の

組

曲

二

短

調

前

奏

曲

遁

走

曲

ク
ー
ラ
ン
ト

ア
リ
ヤ
と
愛
奏
曲

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

置

籠

五

三

子

井

上

愛

子

も
は
や
我
と
我
心
に
感
ぜ
ず
…
…
…
…
…
…
。
ハ
イ
シ
ェ
ル
ロ

セ
レ
ナ
ー
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ト
ゼ
リ
ー

歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
ノ
ー

花

歌

ヘ
ン
デ
ル

l

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

松

本

緩

子

漁

人

の

嗽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
•
…
…
·
：
フ
ォ
ー
レ

a
 

．
 

ヽ

重

唱

根

本

ツ

ネ

子

平

山

美

智

子

伴

奏

松

本

房

江

…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ロ
マ
ン
ス

ヘ
長
調

伴

奏

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

詩
人
の
懇
よ
り

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

東
京
昔
業
學
校
報
國
園

第

百

四

十

二

回

報

國

園

演

奏

會

曲

目

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
十
三
時

靖

和

青

山

三

郎

オ
ラ
ト
リ
ウ
ム
「
デ
ボ
ラ
」
中
よ
り
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ン
デ
ル

吾
が
涙
よ
り
作
品
四
十
八
ノ
ニ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ

ー
マ
ン

夜
ご
と
夢
に
作
品
四
十
八
ノ
十
四
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

岩

崎

富

美

子

永
見
美
代
子

作
品
五
十
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
ア
タ
リ
ア
」
よ
り
…
…
·:
·
…
…
…
…
•
•

” 

伴

奏

l

、
バ
リ
ト

ン

獨

唱

須

賀 〔原
資
料
横
組
〕

交
響
曲
第
八
番

口
短
調

．．．． 

ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

第
一
四
二
回
報
国
団
演
奏
会

指

揮

渡

邊

嘱

託

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

一

、

管

絃

楽

朝

伴

奏

佐

伯

貞

子

…
…
•
•
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン

生
徒
管
絃
楽
部

倉

春

子
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交
響
的
愛
奏
曲
：
・

一
、
メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
J

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

伴

奏

佐

々

木

成

子

原

豊

増

助

敦

授

・
フ
ラ
ン
ク

葛

守

蓮

の

花

幼
き
頃
へ
の
憧
れ

憩
へ
い
と
し
き
も
の
よ

作
品
二
十
五

作
品
六
十
三
•
…
•
•

作
品
三
十
三
・
・
・
・
・
・

” 

伴

奏

中

田

喜

直

シ
ュ
ー
マ
ン

・ブ
ラ
ー
ム
ス

奏

嗚

曲

ハ

長

調

作

品

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

一

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

山

田

正

次

…
ブ
ラ
ー
ム
ス

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

船

橋

豊

子

【

休

憩

】

ユ
モ
レ
ス
ク

愛
口
長
調

作
品
二
十

•
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン

一
、
ピ
ア

中

田

喜

直

一
、
ピ
ア

ノ

獨

奏

奏
嗚
曲
ハ
長
調
作
品
五
十
三
：
・

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
オ

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

水
の
上
に
歌
ふ
作
品
七
十
二
：
・
…
…

ソ
ル
ヴ
ェ
ー
グ
の
歌
作
品
二
十
三
：
・
…
…

姫

作

品

二

十

一

ノ

四

…

…

…

…

ノ

獨

奏

” 

藤

伴

奏

山

本

雪

江

・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

・
グ
リ
ー
ク

島

良

子

…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

小

山

田

” 

芳

歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り

ス
ザ
ン
ナ
と
マ
ル
ツ
ェ
リ
ー
ナ
の
二
重
唱
：
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ス
ザ
ン
ナ
と
伯
爵
夫
人
の
二
軍
唱

．．． 

大

東

亜

戦

争

一

周

年

記

念

國

民

志

氣

昂

揚

國

民

儀

證

歌

奉

唱

霰

大

音

楽

會

順

序

及

曲

目

日

比

谷

公

會

堂

大

東

亜

戦

争

一

周

年

記

念

闊

民

士

氣

昂

揚

大

一

音

楽

會

主 後
出

演

東

京

一

音

楽

學

校

援

情

報

局

催

朝

日

新

聞

註

三
重
奏
愛
ホ
長
調
作
品
四
十
：
・
：
・
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

第
一
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ

第
二
楽
章
ス
ケ
ル
ツ
オ
（
ア
レ
グ
ロ
）

第
三
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ
メ
ス
ト

第
四
楽
章
フ
ィ
ナ
ー
レ
（
ア
レ
グ

ロ

昭
和
十
七
年
十
二
月
七
日

楽

会

昭
和
十
七
年
十
二
月
七
日
（
月
曜
）
竺
疇
疇
麟
疇
“

大

東

亜

戦

争

一

周

年

記

念

国

民

士

気

昂

揚

大

音

コ
ン
ブ
リ
オ
）
〔
原
資
料
横
組
〕

。

ヒ

ア

ノ

田

村

ホ

Jレ

ン

岡

田

一

、

室

内

楽

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

渡

邊

暁

ジ
。
フ
シ
ー
の
歌

宏朗雄

川

島

久

子

作
品
百
三
：
·
…
…
…
•
•
;
…
…
…
…
…
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム
ス

伴

奏
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昭和17年12月7日， 〈海道東征〉 （北原白秋作詞，信時潔作曲）を演奏する東京音楽学校管絃楽部および合

唱団。独唱山内秀子 （ソプ ラノ I),朝倉春子 （ソプラノ II),千葉静子 （アルト），酒井弘 （テノール），

藤井典明 （バリトン）。指揮木下保

三、

合
唱
、
獨
唱
、
管
絃
楽

翫

記

『

海

道

東

征
』
（り
鱈
止
口
鯨
鰤
畔
）

獨

唱

女

墜

高

昔

二、

長『
脊

挨開祈

大高
會

千
和

思

慕穂

第

部

（休
憩
）

絃

の

若

櫻

』

（

九

軍

誹

記
念
）
唄

唄第

『

大

詔

奉

戴

『
大
東
亜
戦
争

『
大
東
亜
戦
争

の

北

原

白

秋

作

詞

信

時

潔

作

曲

山

内

秀

子

朝

倉

春

子

外 杉 乗

杉

嘉

壽

作
詞

稀

昔

家

六

治

作

曲

石

村

義

一

（
吉
住
小
三
八
）

田

抄

太

郎

（
稀
音
家
六
治
）

山

部

『

愛

闊

行

進

曲

』
陸
軍
の
歌
』

海
軍
の
歌
』

の
歌
』

ピ
ア
ノ
伴
奏佐

々

木

信

綱

作

詞

東
京
一
音
楽
學
校
作
曲

謡
藤
｀
口
祐
之
疇
呵
疇

朝

日

新

聞

社

撰

詞

東
京
一
音
楽
學
校
作
曲

情

報

局

撰

定

橋

本

國

彦

編

曲

念
（
『
海
ゆ
か
ば
』
演
奏
）

辞拶
第

一

一、

齊

唱

と

合

唱

指

揮

澤

崎

定

之

部

東
京
―
音
楽
學
校
校
長

朝
日
新
聞
社
企
蜜
局
長

本

茂

一

（
稀
音
家
六
四
郎
）

職

員

生

徒

伊

達

純

乗 木

杉村

嘉

壽 束
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2
 

ー
（
休

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
九
日
銃
後
奉
仕
演
奏
会

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
九
日
（
ど
{
[
げ
麟
畔
疇
疇

會
場
共
立
講
堂
（
紳
田
一
ツ
橋
）

演

奏

會

曲銃
後
奉
仕
演
奏
會
次
第

證楽
：
…
•
•
…
•
•
…
…
…
…
•
…
•
•
作
曲
並
指
揮

幻
想
曲
と
二
重
フ
ー
ゲ
（
山
形
民
謡
に
よ
る
）

ア
ル
ト
獨
唱
・
管
絃
楽
附
…
…
…
…
…
…
…
…
獨
唱

「
風
の
う
た
っ
た
歌
」
三
曲

3

．
ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
附
•
…
…
…
•
•
…
…
…
…
獨
奏

増

橋

本

國

協
奏
曲
・
ホ
短
調
・
作
品
十
一
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ョ
パ
ン
作

1
．

管

絃

國

民

儀

奉銃

仕後

御

船

出

御

船

謡

速

吸

と

菟

狭

海

道

回

顧

白
肩
の
津
上
陸

天

業

恢

弘

目

憩
）
—
|

指
揮

作
曲
並
指
揮

豊 高

田

千

葉

静

高

田

東
京
一
音
楽
學
校

彦昇 郎子 郎

中

昔

千

葉

静

子

男

竪

高

昔

酒

井

弘

低

昔

藤

井

典

明

合

唱

東

京

昔

楽

學

校

生

徒

上
野
兒
童
音
楽
學
園
兒
童

管
絃
楽
東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

指

揮

木

下

保

4

．
合
唱
と
管
絃
楽
：
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
指
揮

ワ
ー
グ
ネ
ル
作
楽
劇
よ
り
三
曲

イ
、
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平
民
歌
手
」
第
三
幕
よ
り

ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
讃
美
の
合
唱

ロ
、
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
第
二
幕
よ
り

會
堂
へ
の
行
進
と
合
唱

ハ
、
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
第
二
幕
よ
り
大
行
進
曲
と
合
唱

東
昔
の
銃
後
奉
仕
演
奏
會

十
九
日
夜
共
立
講
堂
に
於
て
開
催

、

東
京
―
音
楽
學
校
で
は
昭
和
十
二
年
以
来
毎
年
一
回
又
は
二
回
に
亘
り
銃
後
奉
仕
演
奏

會
を
催
し
、
既
に
洋
楽
は
五
回
邦
楽
三
回
計
八
回
を
開
催
、
そ
の
賣
上
金
を
毎
回
悼
兵

献
金
を
し
て
来
た
が
、
本
年
度
も
来
る
十
二
月
十
九
日
（
土
）
午
後
六
時
半
よ
り
共
立

講
堂
に
於
い
て
、

獨
唱
千
葉
静
子
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
豊
増
昇
、
合
唱
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
、
管
絃
榮
東
京

昔
楽
學
校
管
絃
楽
部
、
指
揮
橋
本
國
彦
氏
で
開
演
さ
れ
る
が
、

曲
目
は
（
一
）
管
絃
楽
「
幻
想
曲
と
二
重
フ
ー
ゲ
」
「
風
が
歌
っ
た
歌
」
高
田
三
郎
作

（
二
）
ピ
ア
ノ
獨
奏
「
協
奏
曲
ホ
短
調
」
シ
ョ
パ
ン
作
（
三
）
合
唱
「
楽
劇
タ
ン
ホ
イ
ゼ

ル
」
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
「
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
ワ
グ
ネ
ル
作

（
『
一
音
楽
文
化
新
聞
』
第
三
十
四
号
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
日
）

ー
ー
（
休

憩
）
—
~

ア
レ
グ
ロ
・
マ
エ
ス
ト
ー
ゾ

ロ
マ
ン
ツ
ェ
（
ラ
ル
ヂ

ェ
ッ
ト
）

ロ
ン
ド
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）

〔原
資
料
横
組
〕し，

｀
 

管
絃
楽
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

合

唱

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

橋

本

國

彦
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~
 

ヽ

自
由
の
想
ひ

胡

桃

の

樹

二
人
の
榔
弾
兵

一
、
室
内
楽

「
嬉
遊
曲
」
愛
口
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
ニ
八
七
番
：
…
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ア
レ
グ
ロ

主
題
と
愛
奏
曲
ア
ン
ダ
ン
テ
グ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ゾ

メ
ヌ
エ
ッ
ト

ア
ダ
ヂ
オ

ア
ン
ダ
ン
テ
ー
ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト
ー
ア
ン
ダ
ン
テ
ー

ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

村

宏

作
品
二
五
番
の
二
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン

作
品
二
五
番
の
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…

作
品
四
九
番
の
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

六
重
奏 曲

目

第 第 コ

ン

ト

ラ

バ

ス

ヴ

昭
和
十
八
年
二
月
六
日

東
京
一
音
楽
學
校

第

百

四

十

三

回

報

図

園

演

奏

會

昭
和
十
八
年
二
月
六
日
（
土
）
十
三
時

ィ
ホ

ル

ン

ホ

ル

ン

才

伴

奏

梶

原

完

一口田-iji 

プじ

裕

” ” 

竹

伴

奏

田

内

光

夫

秋

葉

良

造

岡

田

朗

檜伊

山

薫

ラ

達

輻

元

良裕

第
一
＇
四
三
回
報
国
団
演
奏
会

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

新

井

嘱

託

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ァ
ッ
サ
イ

井

上

澄

子

春
の
竪

鶯
…
•
•

多

田

光

子

ヴ

ィ

オ

ラ

河伊森

野
達

俊

達 良

フ

Jレ

正

|
【
休

憩
】
ー
~

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ト
長
調

愛
ホ
長
調

稽急
速速

伴

奏
卜

•
…
…
。
フ
ニ
ャ
ー
ニ

澤

野

良

子

甲
斐
の
峡
「
ヤ
マ
メ
の
歌
」
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
平
井
保
喜

歌
劇
「
運
命
の
力
」
よ
り

1
1
我
来
り
ぬ
り
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

一

、

作

品

疲

表

「
ピ
ア
ノ
獨
奏
曲
」

ス
ケ
ル
ツ
ォ

ロ
ン
ド

一

、

室

内

楽

三

重

奏

「
小
夜
曲
」
二
長
調
作
品
二
五
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

エ
ン
ト
ラ
ー
タ
ア
レ
グ
ロ

メ
ヌ
エ
ッ
ト

フ
ィ
ナ
ー
レ

一
、
ソ
。
フ
ラ

ノ

獨

唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

2
 
ー

前
奏
曲
と
ア
レ
グ
ロ

澤

野

八

重

子

伴

奏

ア
ダ
ヂ
オ
ー
ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

佐

伯

貞

子

作
品
四
七

0
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
J
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

〔
マ
マ
l

…
…
…
ロ
シ
ア
民
謡
…
…
…
…
•
•
•
ア
ラ
ビ
ー
フ

伴

奏

シ

ロ

タ

敦

師

協
奏
曲
第
四
番
二
短
調

：
…
…
…
…
…
…
…
•
A
・
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

第
一
楽
章
モ
デ
ラ
ー
ト

〔原
資
料
横
組
〕

獨

奏

草
大

島

正

泰

JII 

宏
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五

、

能

楽

観

世

流

仕

舞

高

砂

東

北

ク

セ

放
下
僧
小
歌

天
鼓
キ
リ

シ
テ
シ
テ
シ
テ
シ
テ

（
休
憩
十
分
）

二塚藤柳

疇翡
淑都勢房
子乃子枝

四、

等

曲

（
山
田
流
）

櫻

狩

二
、
長
唄

四

季

の

山

姥

II II II唄

加
藤
美
智
子

内

海

普

子

大

國

明

子

山

田

初

子

II II II地

謡

二塚藤柳

暑房
子乃子枝

等

野

口
ふ
み
子

”

栗

原

夏

江

”

林

い

ね

三
絃
緒
形
美
恵
子

三

味

線

渡

邊

震

子

”

加

藤

基

代

子

”

中

川

正

子

”

伊

東

は

な

二
、
等
曲
（
生
田
流
）

御

代

の

祝

II三／III II築

絃

桂小高小坂中

林松田井島

薫敏二園敏靖

子子葉子子子

一
、
能
楽

賓

生

流

仕

舞

養

老

梵

衣

ク

セ

狸

々
演

奏

曲

目

演

奏

シシシ
テテテ

昭
和
十
八
年
二
月
十
三
日
報
国
団
第
十
三
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
八
年
二
月
十
三
日
（
第
二
土
曜
日
）
叶
『
配
囀
疇
疇

東
京
―
音
楽
學
校
報
國
園

第

十

三

回

邦

楽

會

宮
本
由
紀
子

平

井

澄

子

加

藤

高

子

II II地

謡

植角菱

田田

正嘉尚

治一三

上
野
公
園

於

本

校

奏

楽

堂

III
．
管

n
 

I ． 
管民

國

絃
第
一
交
響
曲

・
ホ
短
調
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
•
•
シ
ベ
リ
ウ
ス
作

ア
ン
ダ
ン
テ
・
マ

・
ノ
ン
・
ト
ロ

ッ
ポ
i
ア
レ
グ
ロ
・
エ
ネ
ル
ヂ
コ

七

、

長

唄

鷺

楽

儀絃
序
曲
「
魔
弾
の
射
手
L

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ウ
エ
ー
ベ
ル
作

フ
ル
ー
ト
獨
奏
・
管
絃
楽
附

第
二
協
奏
曲
．
―
-
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
番
競
三
一
四
）
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

ア
レ
グ
ロ
・
ア
ペ
ル
ト

ァ
ン
ダ
ン
テ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ

ア
レ
グ
ロ

楽證
ー
ー
（
休

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
日
第
九
十
九
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
日
（
土
）
戸
疇
麟
臼
”
”

會

場

日

比
谷
公
會
堂

定

期

演

奏

會

曲

目
娘

憩
）
ー

II II唄

フ
ル
ー
ト
獨
奏

熱岡尾

海本畑

松芳

華子子

森

東
京
一
音
楽
學
校

三
味
線

ー,' ,' ,' ”
 

六
、
等
曲
（
生
田
流
）

春

の

夜

”””箪

正

土

屋

澄

川
上
千
恵
子

曾

根

図

子

横

山

泰

子

林

邦

子

鵜
川
紀
美
代

磯
田
安
紀
子

川

又

敦
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東
京
音
楽
學
校

定
期
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
は
長
い
博
統
を
持
つ
て
ゐ
る
筈
だ
と
思
ふ
が
、
何
時
聞
い
て
も
こ

A

の
管
絃
楽
園
は
中
途
半
端
な
無
性
格
さ
を
感
ぜ
し
め
る
。
去
る
二
月
二
十
日
の
第
九
十

九
回
は
、
曲
目
に
興
味
が
あ
っ
た
が
、
楽
園
の
演
奏
と
し
て
は
殆
ど
批
評
す
る
に
堪
え

ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
も
全
然
な
く
、
若
々
し
さ
も
な
い
。
大

證
の
走
句
は
始
め
が
合
っ
て
ゐ
る
だ
け
、
ト
ウ
ッ
テ
イ
の
時
に
は
何
か

―
つ
二
つ
の
音

が
必
ず
ず
れ
て
ゐ
る
。
フ
ェ
ル
マ
ー
の
指
揮
は
非
常
に
部
分
的
で
、

全
髄
が
大
き
く
ま

と
ま
ら
な
い
の
で
、
デ
イ
ナ
ー
ミ
ク
が
甚
だ
弱
い
。
モ

ー
ツ
ア
ル
ト
の
フ
ル
ー
ト
協
奏

曲
二
長
調
は
綺
麗
な
曲
だ
が
、

森
正
氏
の
フ
ル
ー
ト
は
妙
に
や
に
つ
こ
い
癖
が
あ
っ

て
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
ら
し
く
な
い
。
シ
ベ
リ
ウ
ス
は
グ
ル
リ
ッ
ト
よ
り
は
シ
ベ
リ
ウ
ス

ら
し
か
っ
た
が
、
こ
の
第
一

交
響
曲
の
や
う
な
シ
ベ
リ
ウ
ス
と
し
て
は
比
較
的
易
し
い

曲
を
こ
ん
な
に
苦
榮
し
て
ゐ
て
は
仕
様
が
な
い
。

（開
清
武
）

（
『
音
楽
文
化
新
聞
』
第
四
十
一
号
、
昭
和
十
八
年
三
月
一
日
）

昭
和
十
八
年
三
月
二
十
三
日
、
二
十
九
日
軍
機
献
納
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
八
年
三
月
二
十
九
日
（
月
曜
日
）
午
後
亨
疇
臼
疇
”

於

共

立

講
堂

麟

邦

楽

演

奏

會

番

組

指管

絃

揮楽

ア
ン
ダ
ン
テ

ス
ケ
ル
ツ
ォ
（
ア
レ
グ
ロ
）

フ
ィ
ナ
ー
レ
（
ア
ン
ダ
ン
テ
ー
ー
＇
ア
レ
グ
ロ
）

〔原
資
料
横
組
〕

東

京

一音

楽
學
校

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

舞

踊

かしはのわ
かば

疇

誌

聾

類

戸

味

線

六

壽

祝

柏

若

葉

藤

間

勘

十
郎

清

元

柏

太

夫

清
元
若
壽
太
夫
上
調
子

長
五

靱

聞

花

の

踊

宮
城
道
雄
作
曲

唄

唄

杵

六

左

衛

門

同

中

真

切

六

廣

猿

同

杵

屋

六

直

次

同

中

村

六

松

次

三

味

線

稀

音

家

六

治

同

稀

音

家

和

喜

次

郎

同

稀

音

家

四

郎

作

上
調
子
稀
昔
家
六
四
郎

清
元
正
壽
郎

清

元

榮

一

清
元
正
太
郎

太大小笛
鼓鼓鼓

望
月
長
一
郎

望
月
吉
三
郎

望
月
吉
三
雄

堂
月
孝
太
郎

ろ

等

曲

四

い

東

亜

の

黎

明

鱈
翡
贔

宮

城

道

雄

牧

瀬

喜

代

子

外

職

員

生

徒

憩
ー
l
_

等

曲
一

新

さ

観

世

流

囃

子

一

忠

ー

休

ら

し

等

今

井

慶

松

三

絃

中

能

島

派

l

、，
 

.̀‘ 

大

鼓

川

崎

利

吉

笛

一

噌

錢

二

小
鼓

幸

悟

朗

太

鼓

柿

本

幽

早

次

・U 

賓

生

流

囃

子

二

舟

辮

慶

賓

生

重

英

地

謡

金

井

章

前

田

忠

宏

大佐野□野口
喜祗
雄巖久こ

大

鼓

安

幅

春

雄

笛

寺

井

政

敷

小
鼓

原

田

才

三

太

鼓

柿

本

豊

次

山

階

信

弘

武
田
太
加
志

震

梅

若

万

三
郎

地

謡

坂
井
昔
次
郎

藤
波
順
三
郎

島

澤

啓

次
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...J.... ‘• 

ノ‘ →
‘ヽ

ヒ°

四、

リ
ス
ト
作
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
十

ア

ノ

昭
和
十
八
年
三
月
三
十
日
研
究
科
修
了
演
奏
会

昭
和
十
八
年
三
月
三
十
日
（
火
曜
日
）
九
時
（
式
開
始
、
式
後
演
奏
）

十
三
時
半
（
演
奏
開
始
）

於
本
校
奏
楽
堂

研

究

科

修

了

演

奏

曲

目

ノ

獨

奏

…

…

…

東
京
一
音
楽
學
校

研
究
科
修
了
演
奏

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
：
·
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
·
周

…
…
…
…
…
…
•
•
i
•
清
水
ト
シ
子

三
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
•
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
朝

イ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
H

ン
作
・
歌
劇
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
第
一
幕
・

レ
オ
ノ
ー
レ
の
詠
唱

ロ
、
山
田
耕
搾
作
・
「
風
に
寄
せ
て
う
た
へ
る
歌
」
よ
り

「
讃
へ
よ
、
調
べ
よ
、
歌
ひ
つ
れ
よ
」

ハ

、

同

逝

く

春

ノ
獨
奏
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
森

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
交
響
的
練
習
曲

五
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
剣
持
富
美
子

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
作
・
協
奏
曲
・
イ
短
調
・
作
品
一
ニ
―
―
―

獨
奏
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
；
・
；
：
藤

七
、
メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
・
…
…
・
:
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．
 
；
：
佐
々
木

イ
、
ウ
ォ
ル
フ
作
・
ま
ど
ろ
め
る
子
ク
リ
ス
ト

〇

ヒ

ア シ
ョ
パ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
•
愛
口
短
調
・
作
品
三
五
•
第
一
楽
章

二
、
ピ
ア バ
ッ
ハ
作
・
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ゲ
・
ニ
短
調

午
前
の
部
（
式
後
引
績
き
行
ふ
）

成

田

仲

子

留

奈

子

倉

春

子
慶

淵

十
五
、

十
四
、

十
三
、

十
二
、 +、

ピ

ア

ノミ ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
多

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
石
紳
以
代
子

ピ

十
一
、
ピ

八
、
ビ

ア

〔

マ

マ

〕

ロ
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
作
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」
中

マ
ル
ガ
リ
ー
テ
の
ロ
マ
ン
ス

ハ
、
中
田
一
次
作
・
鈴

ノ
獨
奏
•
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•

リ
ス
ト
作
・
メ
フ
ィ
ス
ト
ワ
ル
ツ

午
後
の
部
(
+
―
―
一
時
半
開
始
）

獨
奏
…
…
…
…
…
…
．．．．．．．．．
．
 
；
…
…
…
…
…
岡

イ
、
ト
ー
マ
作
・
歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
中
ボ
ロ
ネ
ー
ズ

ロ
、
信
時
潔
作
・
小
曲
五
章
よ
り
「
う
ら
淋
し
」
、
「
薔
薇
の
花
」

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
木
百
合
子

イ
、
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
作
・
歌
劇
「
道
化
師
」
中
「
鳥
の
歌
」

ロ
、
市
川
都
志
春
作
・
木
犀

獨
奏
：
·
…
•
•

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
謝
肉
祭

…
…
…
…
…
…
…
…
武
安
千
賀
子

日
日
：
・：・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
芍
下

nド

イ
、
山
田
耕
搾
作
・
か
や
の
木
山

ロ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
凍
れ
る
涙

ハ

、

同

魔

王

ノ
獨
奏
…
•
•

•
…
…
…
…
·
:
·
:
·
…

フ
ラ
ン
ク
作
・
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
・
コ
ラ
ー
ル
・
フ
ー
ゲ

ス

獨 ノ

l

休

シ
ョ
パ
ン
作
・
船
唄

憩
I

ア

ノ

シ
ョ
パ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
・
ロ
短
調

九
、
゜
ヒ
ア
ノ

ア

・：・・・矢

橋

満

子

727 
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國
民
儀
證
宮
城
逝
拝

君
が
代
奉
唱
（
四
部
）

祈

念

（

祈

念

中

「

海

ゆ

か

ば

」

）

開

會

の

寄

日

本

文

學

報

國

會

事

務

局

長

雄

挨

拶

く

ろ

が

ね

會

々

長

海

軍

中

勝

武
合
唱
東
京
音
楽
學
校
生
徒

指

揮

城

多

又

兵

衛

合
主

催

日
日n
 

「
特
別
攻
撃
隊
」

昭
和
十
八
年
四
月
八
日

部

上

田

良

―

―

-

、

舞

踊

・

等

曲

久

米

會

場
日

十

六

、

時 ア

正

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

上

仝

第
二
次
特
別
攻
撃
隊
を
讃
へ
る
会

第

二

次

特

別

攻

撃

隊

を

讚

へ

る

會

四
月
八
日
（
木
）
午
后
五
時
開
場
、
五
時
半
開
會

日
比
谷
公
會
堂

（
入
場
無
料
）

海
軍
省
、
く
ろ
が
ね
會
、
日
本
文
學
報
國
會
、
讀
賣
新
聞
社

第

作

歌作

曲

二

、

長

唄

ー

九

軍

紳

讃

歌

椿

の

若

櫻

t
乗

杉

嘉

壽

稀

昔

家

六

治

一

、

等

夢

殿
佐

々

木

信

綱

宮

城

道

雄

歌
曲
「
あ
は
れ
よ
し
わ
れ
ら
の
國
は
」
・
合
唱
・
管
絃
楽
附

ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
千

ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
朝

作
曲
科
修
了
制
作
（
演
奏
は
後
日
行
ふ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中

作
曲
科
修
了
制
作
（
同

管
絃
楽
曲

「
ヒ
ュ
ッ
テ
に
寄
す
る
牧
歌
」

)
…
…
…
…
…
…
…
・
・
：
・
・
高

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

・

ソ

ナ

タ

・

ハ

短

調

・

作

品

百

十

田

言
ィ

田

イ

、

平

井

保

喜

作

・

五

月

ロ

、

サ

ン

・

サ

ー

ン

ス

作

・

歌

劇

「

サ

ム

ソ

ン

と

ダ

リ

ラ

」

中

詠

唱

ハ

、

グ

リ

ー

ク

作

・

エ

ロ

ス

十
七
、
ピ

倉

次

靖

子

葉

静

子

く
ろ
が
ね
會
事
業
部
長

讀
賣
新
聞
社
事
業
部
長

二

部

壷

「

ハ

ワ

イ

、

マ

レ

ー

沖

海

戦

」

〔
「
合
唱
特
別
攻
撃
隊
」
の
次
行
に
「
『
第
二
次
特
別
攻
撃
隊
』
く
ろ
が
ね
會
作
詞
東
京
―
音
楽

學
校
作
曲
」
の
書
き
込
み
、
「
朗
讀
詩
『
第
二
次
特
別
攻
撃
隊
』
」
の
次
行
に
は
、
「
朗
唱
春

の
若
櫻
乗
杉
嘉
壽
作
詞
古
川
太
郎

等
伴
奏
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
〕

昭
和
十
八
年
四
月
十
一
日
聖
徳
太
子
l

千
三
百
二
十
二
年
御
忌
法
用

糧
一
千
三
百
二
十
二
年
御
忌
法
用

楽

曲 法

映 聖
壽
萬
才

皇
軍
萬
才

朗

讀

第

作

歌作

曲

唄

吉

住

小

三

八

＿
二
絃
稀

音

家

六

治

同

稀

昔

家

六

四

郎
外

宮

城

道

外雄

「

海

底

載

記

」

荘

詩

「

第

二

次

特

別

攻

撃

隊

」

輻

士

幸

次

郎

岩

田

豊

雄

作

「

海

軍

」

山

本

安

英

「
嗚
呼
小
さ
な
お
母
さ
ん
」
「
仰
ぎ
見
た
り
紳
威
の
士
魂
」

吉

川

英

治

山

添

幸

次

郎

本

橋

淳

山

岡

八
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五

、

交

整

聖
徳
太
子
奉
讃
歌

乗

杉

嘉

壽

下

純

院

一

一

、

太

子

降

誕

二
、
以
和

為

貴

三

、

承

詔

必

饉

四

、

國

威

宣

揚

五

、

恩

徳

廣

大

昭
和
十
八
年
四
月
十
七
日
研
究
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

昭
和
十
八
年
四
月
十
七
日
（
土
曜
日
）
午
後
』
麟
疇
疇

於
本
校
奏
楽
堂

研

究

科

邦

楽

修

了

演

奏

曲

目

曲

作
歌
作
曲

四
、
混
竪
合
唱

聖
徳
太
子
讃
仰
歌

聖

徳

太

子

奉

讃

會

撰

歌

島

崎

赤

太

郎

作

曲

下

純

院

一

和

竪

東
京
一
音
楽
學
校
へ

合
唱
東
京
音
楽
學
校
生
徒

指

揮

城

多

又

兵

衛

昭
和
十
八
年
五
月
八
日

東
京
一
音
楽
學
校

第
百
四
十
四
回
報
國
園
演
奏
會

昭
和
十
八
年
五
月
八
日
（
土
）
＋
―
―
一
時

ス
ケ
ル
ツ
ォ

一
、
ア
ル
ト

獨

唱
愛
ホ
短
調 第

一
四
四
回
報
国
団
演
奏
会

長

唄

四

、

常

盤

庭

十
世
杵
屋
六
左
衛
門
作
曲

審
曲
生
田
流

一

、

尾

上

の

古

曲
等

宮

城

道

雄

作

曲

加

藤

雅

子

三
味
線

三
味
線

作
品
四
番
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

一
、
ピ
ア
ノ

獨

奏 曲

目

上
調
子

唄

川磯池鵜熱尾岡
西

浦

智

子

第2章

又

J I l 
海畑本

昭紀
秋美は芳松

敦子子代な子子

松

長

唄

二
、
土

蜘

三
世
杵
屋
勘
五
郎
作
曲

春

の

海

宮

城

道

雄

作

曲

藤

間

勘

十

郎

按

舞

ー

休

憩

等踊

生藤

田間

流流

生生

徒徒

729 
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田本畑海
又
昭
秋 松芳は

子子敦子子な

等
曲
山
田
流

一

、

紫

式

部
今

井

邦

子

作

歌

中
能
島
欣
一
作
曲

等

宮

城

よ

し

子

三

絃

相

原

茂

子

唄 等
低
昔

等

東 小西

條林山

夏糸松

子子枝
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「
謝
肉
祭
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン

旧

前

奏

曲

図

ピ

エ

ロ

ー

③

道

化

役

者

山

高

雅

な

圃

舞

曲

固

オ

イ

ゼ

ビ

ウ

ス

⑥

フ

ロ

レ

ス

タ

ン

切

コ

ケ

ッ

ト

⑧

應

答

句

⑨

蝶

々

岡

踊

る

文

字

□
キ
ア
リ
ー
ナ
⑫
シ
ョ
パ
ン
⑬
エ
ス
ト
レ

ー
ラ

M
廻

り

合

ひ

⑱

。
ハ
ン
タ

ロ
ン
と
コ
ロ
ム
ビ
ー
ン
ヌ
⑱
ド
イ
ツ
風

園
舞
曲
…
…
パ
ガ
ニ
ー
ニ
…
…
ド
イ
ツ
風
園
舞
曲
仰
告
白
⑬
散
歩

⑲
休
憩
閥
フ
ィ
リ
ス
テ
ィ
派
を
討
つ
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
園
の
行
進
曲

竪

本

科

三

年

生

徒

一

同

指

揮

澤

崎

講

師

妹
尾
幹
繹
詞
…
…
…
…
・
・
・
ゲ
ッ
ツ
ェ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
平
田
黎
子

オ

ル

ガ

ン

伴

奏

秋

元

道

雄

大

須

賀

績

繹

詞
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

ピ

ア

ノ

伴

奏

田

村

宏

（口） H) 

一
、
混

夕

の 合

ー
【
休

歌

救
は
れ
し
者
等
の
歌

日
日nぃ

憩
】
ー

l

、

ビ

ア

ノ

獨

奏

梶

原

一

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

ヽ

。ヒ

誠

青

山

三

郎

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り
故
郷
を
あ
と
に
•
…
…
…
…
…
・
・
グ
ー
ノ
ー

ヴ
ァ
イ
ラ
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ォ
ル
フ

歌
劇
「
デ
ィ
ノ
ラ
ー
」
よ
り
ホ
ー
エ
ル
の
ロ
マ
ン
ツ
ェ
・
・
・
・
・
・
マ
イ
ヤ
ベ
ー
ル

ア

ノ

伴

奏
伴
奏

國

枝

完 也

黒

澤

嘱

託

平
城
山
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

平
井
保
喜

君
を
見
し
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン

世
の
人
に
勝
れ
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

シ
ュ
ー
マ
ン

獨

奏

ソ
ナ
タ
「
告
別
」
愛
ホ
長
調
作
品
八
十
一
の
a
:
·
·…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
・
ヴ
ェ
ン

第
二
楽
章
（
不
在
）
第
一
二
楽
章
（
再
會
）

布

施

田

鶴

子

一

、

絃

楽

合

奏

伴

奏

．
 

ヽ
一

、

絃

楽

四

重

奏

ハ
短
調
作
品
十
八
の
四
：
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

マ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ポ

ス
ケ
ル
ツ
オ
（
ア
ン
ダ
ン
テ
ス
ケ
ル
ツ
オ
ー
ゾ

ク
ワ
ズ
ィ
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
）

メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
）

ア
レ
グ
ロ

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

谷

伴

奏

水

谷

助

敦

授

歌
劇
「
後
宮
よ
り
の
脱
走
」
よ
り
ベ
ル
モ
ン
テ
の
詠
唱
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

歌
劇
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
ー
」
よ
り

ォ
ッ
タ
ー
ヴ
ィ
オ
の
詠
唱
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

愛
イ
長
調
作
品
百
十
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

モ

デ

ラ

ー

ト

カ

ン

タ

ビ

ー

レ

エ

ス

。

フ

レ

ッ

ス

イ

ヴ

ォ

モ
ル
ト
ア
レ
グ
ロ

ア
ダ
ヂ
オ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

黒
須
ゆ
り

子

汝
若
し
我
を
思
は
ゞ
…
…
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
L
・
デ
ン
ツ
ア

歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り
ム
ゼ
ッ
タ
の
詠
唱
：
…
…
•
…
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
ー

指

揮

渡

邊

曝

託

「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

マ

ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ
ー
ア
レ
グ
ロ

モ
ル
ト

砂

原

美

智

子

絃
楽
科
生
徒
一
同

マ

ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ

ソ
ナ
タ

安

藤

仁

一

郎

．
 

ヽ

絃
楽
四
重
奏
曲

ア
レ
グ
ロ

セ ヴ

イ

オ

萩 ロ ―フ

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

納

本

間

健

三

三

瓶

十

郎

北

爪

規

世

山

崎

孟
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、

山

田

流

等

曲

臼

の

馨

””” 拳

鈴鴨名徳

木井和永

静佳康静

江哉子子

絃

金

田

道

子

九
、

長吾

唄

妻

八

景

II II II唄

山

田

初

子

内

海

普

子

大

闊

明

子

加

藤

美

智

子

三
味
線

,' ー,' 
ー上
調
子

笠
ロ
、
獨
放

二

、

生

田

流

等

曲

都

踊

等
高
音

”
 

毎
低
音

”
 

小 高坂中

田松井島

園二敏靖

子 葉子子

”= ~ 
絃

桂小

か林

ほ

る敏

八

、

生

田

流

等

曲

御

山

獅

子

”築

曾

根

國

子

横

山

泰

子

”= 
絃

土

屋

澄

子

川

上

千

恵

子

渡

邊

震

子

小

西

美

喜

子

大

西

素

子

伊

東

は

な

下吟 之

一

、

賽

生

流

能

楽

イ

、

仕

舞

西

王

僧
小
歌

山

シ

テ

藤

井

伊

勢

子

段母

］ 

シシ

プフー

加

藤

高

子

角

嘉

一

平

井

澄

子

II II地

謡

植菱嘗

田田山

正尚俊

治三道

七
、

観

世

流

能

楽

仕

舞

網

之

段姥
キ

リ

" " "地

謡

吉内丸大

田藤 山和

敬房里美

子子子咲

六

、

長

唄
越

後

獅

子

演

奏

曲

目

（

休

憩

十

分

）

上

野

公

園

内

於

本

校

奏

楽

堂

囃

太小大笛子

方鼓鼓鼓

宇

都

木

寛

小

倉

次

雄

三

須

錦

吾

前

川

善

雄

昭
和
十
八
年
五
月
十
五
日
報
国
団
第
十
四
回
邦
楽
演
奏
会

昭
和
十
八
年
五
月
十
五
日
（
第
三
土
曜
日

）

叶

疇

；

疇

瓢

東
京
―
音
楽
學
校
報
陸
園

第

十

四

回

邦

楽

演

奏

會

賓

生

流

鞍

馬

天

狗

ff ff地

謡

角菱嘗

田山

嘉尚俊

一三道

五

、

能

楽

舞

囃

子

観

世

流

吉

野

天

人

II II II II II地

謡

藤二内吉丸大

井宮藤 田山和

畠淑房敬里美
子子子子子疾

ア
ン
ダ
ン
テ
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ

＇~

ア
レ
グ
ロ

ア
ン
ダ
ン
テ
ノ
ン
ト
ロ
ツ
ボ

ワ
ル
ツ
ア
モ
デ
ラ
ー
ト

モ
デ
ラ
ー
ト
ー
ー

〔原
資
料
横
組
〕

四
櫻長

咲

唄
＜
 
國

シ

テ

II II唄 シ

テ

II II II II唄

二

宮

淑

子

山

田

喜

代

子

三

味

線

加

藤

基

代

子

山

田

頼

子

”

中

川

正

子

矢

島

敏

子

”

小

林

美

知

子

植

田

正

治

シ

テ

小

貝

昂

七

闘

原

博

子

龍

永

恵

美

子

白

石

美

和

子

荻

野

ス

イ

大
塚
萬
智
子

三
味
線

,' ー”
 

I
 
ー,' ,' ,' ー

太

田

堪

子

相

良

喜

代

子

小

寺

和

中

川

麗

子

高

木

喜

代

子

中

川

正

子
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5
．
合
唱
附
管
絃
楽

「
海
行
か
ば
」
敷
術
曲

ア
レ
グ
ロ

・
レ
ヂ
エ
ル
ロ

ア
ン
ダ
ン
テ

ア
レ
グ
ロ

・
モ
ル
ト

合

唱

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

管

絃

楽

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

〔原
資
料
横
組
〕

1

．
合
唱

・
獨
唱

・
管
絃
楽

交
竪
曲
「
聖
徳
太
子
奉
讃
歌
」

2

．
管

絃

楽

主
題
•

愛
奏
曲
と
遁
走
曲

3
．
管

絃

楽

前
奏
曲
（
定
期
第
百
回
記
念
曲
）

第
百
回

盆
子
九
郎
編
作

指

揮

木

下

保

ー

（

休

憩

）

ー

ー

4

．
ピ

ア
ノ
獨
奏

・
管
絃
楽
附

協

奏

曲

小
林
揺
子
作
曲
並
獨
奏

指

揮

橋

本

國

彦

フ
ェ
ル
マ
ー
作
曲

指
揮
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ

ー

指

揮

木

下

乗
杉
嘉
壽
作
歌

下
純
院
一
作
曲

指

揮

橋

本

國

彦

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
二
日
第
百
回
定
期
演
奏
会

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
二

日

（
土
）
言
疇
麟
戸
疇
疇

會

場

日
比
谷
公
會
堂

定

期

演

奏

會

曲

目

東

京

音

楽

學

校

高
田
信

一
作
曲

保

學
窓
に
害
<
I
I
日
本
の
昔
律
“

米
英
の
心
捨
て
し
一
音
楽
校
演
奏
會

東
京
音
楽
學
校
が
明
治
三
十
一
年
十
二
月
に
第
一
回
定
期
演
奏
會
を
開
い
て
四
十
六

年
、
そ
の
第
百
回
定
期
演
奏
會
が
き
た
る
二
十
二
日
夜
、
日
比
谷
公
會
堂
で
開
か

れ

る
、
同
校
創
立
以
来
約
七
十
年
の
歴
史
を
か
け
て
、
第
百
回
演
奏
は
す
で
に
「
西
洋
昔

楽
會
」
で
は
な
く
、
日
本
人
の
も
の
に
な
り
切
っ
た

「
西
洋
楽
器
の
日
本
音
楽
會
」
と

し
て
公
開
さ
れ
、
作
曲
は
全
部
同
校
を
中
心
と
す
る
作
曲
家
の
手
に
成
る
新
作
ぞ
ろ

ひ
、
演
奏
は
同
校
全
員
を
あ
げ
る
最
高
の
編
成
を
も
つ
て
ナ
チ
ス
派
遣
作
曲
敦
授
ヘ
ル

ム
ー
ト
・
フ
エ
ル
マ
ー
氏
の
参
加
を
も
つ
て
飾
つ
て
ゐ
る

〔

マ

マ

〕

曲
目
第
一
は
乗
杉
校
長
作
詞
、
下
純
敦
授
作
曲
の
交
響
曲
「
聖
徳
太
子
奉
讃
歌
」
第

二
は
同
校
作
曲
科
卒
業
生
高
田
信

一
氏
(
―
-
B
)

作
曲
の
管
絃
楽
「
愛
奏
曲
と
遁
走
曲
」

高
田
氏
は
本
年
同
校
研
究
科
を
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
新
進
だ
が
、
つ
ゞ
く
管
絃
楽
附

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
を
獨
奏
す
る
小
林
幅
子
さ
ん
（
―
-
四
）
は
、
ま
だ
同
校
作
曲
研
究
科

一
年
生
な
が
ら
堂
々
自
作
の
。
ヒ
ア
ノ
協
奏
曲
を
疲
表
す
る
、
日
本
女
性
と
し
て
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
作
曲
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る

最
後
の
曲
目
合
唱
附
管
絃
楽
「
海
行
か
ば
」
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
信
時
潔
氏
作

曲
の
歌
曲
「
海
行
か
ば
」
を
、
信
時
氏
の
愛
弟
子
盆
子
九
郎
氏
が
敷
術
曲
と
し
て
完
成

し
た
も
の
で
、
國
民
愛
誦
歌
を
牡
大
な
規
模
に
展
開
し
て
ゐ
る

な
ほ
ヘ
ル
ム
ー
ト

・
フ
エ
ル
マ
ー
数
授
は
自
作
の
前
奏
曲
を
指
揮
す
る

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
八
年
五
月
十
九
日
）

東
京
―
音
楽
學
校

第
百
回
演
奏
會

〔
廿
二
日

・
日
比
谷
〕
百
回
目
に
嘗
る
東
京
音
楽
學
校
定
期
演
奏
會
は
種
々
の
観
点

か
ら
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
多
年
迂
余
曲
折
の
後
近
年
同
校
出
身
者
の

み
に
よ
っ
て
結
成
し
得
た
管
絃
園
が
、
最
近
漸
く
管
絃
園
ら
し
い
合
奏
力
を
発
揮
し
出

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
今
般
時
節
柄
特
に
同
校
関
係
の
作
曲
者
の
新
作
の
み
を
以
て
曲
目
を
充

た
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
殊
に
そ
の
中
で
も
小
林
揺
子
嬢
の
自
作
自
演
に
攘
る
ピ
ア
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昭和18年5月23日，ハイドン作曲聖諏曲「四季」， 日比谷公会堂。独唱藤田文子（ソプラノ），

萩谷納（テノール），秋元清一（バリトン）。指揮木下保

曲

目

ノ
協
奏
曲
は
、
楽
曲
と
し
て
ピ
ア
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法
の
下
に
、
置

に

現

代

的

な
、
日
本
的
な
大
規
模
な
作
品
を
創
作
し
得
た
こ
と
で
注
目
に
値
し
た
。

こ
れ
で
そ
の
第
三
楽
章
が
素
晴
し
く
日
本
的
な
第
一
楽
章
の
如
く
完
成
さ
れ
て
ゐ
た

な
ら
ば
如
何
ば
か
り
悦
し
か
っ
た
ら
う
。
そ
れ
は
兎
に
角
、
こ
の
作
の
発
表
は
第
百
回

定
期
を
一
層
意
義
あ
ら
し
め
た
と
い
へ
る
。

（
野
村
光

一）

（
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
五
日
）

東
京
音
楽
學
校
第
百
回
演
奏
會

學
校
出
身
者
の
作
品
を
主
題
に
曲
目
を
編
み
う
る
に
至
っ
た
こ
と
は
さ
す
が
に
百
回

の
歴
史
の
然
ら
し
め
る
も
の
と
う
な
づ
か
れ
る
が
、
そ
の
成
果
は
残
念
な
が
ら
芳
し
く

な
く
新
人
、
小
林
幅
子
さ
ん
の
作
品
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
合
唱
に
博

統
的
な
力
が
う
か
が
へ
た
に
止
ま
る
、
下
純
敦
授
の
交
槃
曲
は
平
板
な
紋
情
曲
の
並
列

に
盛
き
、
感
動
の
起
伏
が
な
く
、
新
人
、
高
田
信
一
、

盆
子
九
郎
両
氏
と
も
に
敦
科
書

的
ま
と
ま
り
に
終
つ
て
個
性
的
な
力
が
な
い
、
小
林
さ
ん
自
作
自
演
の
洋
琴
協
奏
曲
は

フ
ラ
ン
ス
楽
派
の
影
靱
も
う
か
が
へ

、
管
絃
楽
法
に
弱
点
が
目
立

つ
が
、
ピ
ア
ノ
の
部

分
は
よ
く
書
け
て
ゐ
る
、
洋
琴
手
法
に
傾
倒
し
す
ぎ
な
い

で
、
自
分
の
歌
を
大
腑
に
流

し
切
る
必
要
が
あ
ら
う
、
上
野
の
作
曲
も
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
管
絃
楽
員
も
生
徒
が
多

数
を
占
め
て
ゐ
る
、
こ
の
若
さ
に
将
来
の
期
待
を
か
け
た
い
（
二
十
二
日
夜
日
比
谷
公

會
堂
）
（
園
部
三
郎
）

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
八
日
）

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
三
日
第
百
回
定
期
演
奏
記
念
銃
後
奉
仕
演
奏
会

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
三
日
（
日
）
｛
叶
疇
麟
臼
”
”

會
場

日
比
谷
公
會
堂

第
百
回
定
期
演
奏
記
念

銃

後

演

奏

會

奉

仕

東
京
一
音
楽
學
校
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ル

カ

ノ‘

ン

シ

モ

指合管

絃

揮唱楽

バ
リ
ト
ン

ハ
イ
ド
ン
作
・
聖
諏
曲
「
四
季
」
（
邦
語
歌
詞
）

O
r
at
o
ri
u
m
:
 D
i

e
 
Jahresz

e
it

en

……

•………………••J. 

H
a
y
d
n
 

ン
（
小
作
人
）
•
…
…
…
•
•
バ
リ
ト
ン

ネ
（
そ
の
娘
）
•
…
…
…
・
・
ソ
。
フ
ラ
ノ

ス
（
若
き
農
夫
）
•
…
…
…
•
•
テ
ノ
ー
ル

繹獨

唱詞

ゾ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

風

巻

景

次

郎

妹

尾

幹

藤

田

文

子

萩

谷

納

秋

元

清

一

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

木

下

保

〔原
資
料
横
組
〕

初
夏
の
薫
風
に
乗
っ
て
盆
々
盛
況
の
音
楽
會

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で

東

京

音

楽

學

校

の

献

納

演

奏

會

は

二

士

二

日

（

日

）

十

八

時

よ

り

日

比

谷

公

會

堂
に
於
て
東
京
―
音
楽
學
校
の
軍
機
献
納
演
奏
會
が
、
木
下
保
氏
指
揮
同
校
管
絃
楽
部
、

合
唱
部
等
に
よ
り
ハ
イ
ド
ン
の
聖
諏

「
四
季
」
を
邦
語
歌
詞
で
上
演
す
る
。

（
『
一
音
楽
文
化
新
聞
』
第
四
十
九
号
、
昭
和
十
八
年
五
月
）

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
九
日
選
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

一
時
開
場

二

時

半

開

演

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
後

東

京

―

音

楽

學

校

選

科

邦

楽

修

了

演

奏

會

舞

踊

藤

間

流

長

唄

七

、

吾

妻

八

景

（

唄

）

中

村

千

代

子

大

橋

道

江

横
山
雛
子
窪
田
房
枝
（
三
味
線
）
鈴
木
千
枝

鎌

田

あ

か

し

富

岡

恵

子

幅

永

徳

子

小

林

富

子

三

樹

ト

ヨ

鈴

木

喜

美

代

l
休

憩
＇~

長

唄

六

、

連

獅

子

（
唄
）
＝
一
樹
ト
ヨ

富

岡

恵

子

中
村
千
代
子

窪

田

房

枝

等

曲

生

田

流

五

、

比

良
宮
城
道
雄
作
曲

（
シ
テ
）
山
口
芳
子

（
等
）
伊
崎
浩
司

（
等
）
野
口
ふ
み
子

等

曲

山

田

流

岡

本

智

恵

子

四

、

都

の

春

中

野

み

ね

子

川

上

定

子

三
世
山
勢
松
韻
作
曲
菊
谷
箕
佐
子

渡

邊

冨

美

能
癸
賓
生
流
仕
舞

―

-

、

田

村

能
楽
賓
生
流
仕
舞

二

、

玉

の

段

演

能
業
観
世
流
連
吟

一

、

花

筐

岩
隈
儀
一
郎

大
久
保
一
術

堀

内

操

千

葉

茂

（
三
絃
）
東
條
夏
子

鳥

井

雅

子

(
-
―
一
味
線
）
宮
田
す
ず

小
出
あ
き
子

鈴

木

千

枝

大

橋

道

江

；悶
茂操術

第2部

奏

曲

目

昌
重長鈴野
松瀬木崎

認寛
郎郎正一

昭和の東京音楽学校篇

上
野
公
園
内

於

本

校

奏

楽

堂
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七

、

山

本

元

帥

記

念

歌

八
、
山
本
元
帥
遺
詠
「
ま
す
ら
を
の
道
」

九

、

山

本

元

帥

讃

仰

歌

1
0、
海
か
ば
—
敷
術
曲
ー

ゅ

六

、

愛

園

行

進

曲

盆橋乗信片百橋内東讀東朝橋

亨ー
子本杉 山田本閣/‘賣尽日本

時穎 昔晋
九國嘉 宗國清楽新楽新國

太
郎彦壽 治彦報學聞學聞彦

潔郎 校校

編作作作作作編部作社作社編

曲曲詞曲曲詞曲撰曲撰曲撰作

力 ンモ

獨

唱

五

、

特

別

攻

撃

隊

一

、

靖

國

紳

社

歌

二

、

海

軍

航

空

歌

三

、

勇

敢

な

る

水

兵

四
、
大
東
亜
載
季
海
軍
の
歌

の

海

軍

航

空

本

部

制

定

ハ
イ
ド
ン
作
・
聖
讀
曲
「
四
季
」
（
邦
語
歌
詞
）

シ
ン
（
小
作
人
）
•
…
…
…
•
•
バ
リ
ト
ン

ハ

ネ

（

そ

の

娘

）

…

…

…

…

ソ

。

フ

ラ

ノ

ル
ス
（
若
き
農
夫
）
…
•
•
•
•
…
•
•
テ
ノ
ー
ル

繹

一
、
合
唱
・
獨
唱
・
管
絃
楽

山
本
元
帥
讃
仰
歌

の

帝

國

軍

楽

隊

作

曲

長

唄

九

、

小

鍛

冶

吉
住
小
三
郎

稀
音
家
浮
観
補
導

等

曲

生

田

流

八

、

花

紅

葉

宮
城
道
雄
作
曲

（
等
）
下
村
幸
子

笠

原

啓

子

鈴

木

愛

子

岡
田
伊
輿
子

五
十
嵐
幸
子

藤

田

京

子

東

京

音

楽

學

校

上
野
公
園

職
員
及
選
科
生
徒

昭
和
十
八
年
六
月
十
二
日
山
本
元
帥
讃
仰
演
奏
会

昭
和
十
八
年
六
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
演

會
場
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

山
本
元
帥
讃
仰
演
奏
會
曲
目

（
三
絃
）
神
戸
光
子

岩

井

佳

子

二、

曲

目
詞

主
催

昭
和
十
八
年
六
月
十
七
日
ー
ニ
＋
＿
日

屋

）

昭
和
十
八
年
六
月
十
七
・
十
八
日
午
後
六
時
半

昭
和
十
八
年
六
月
十
九
・
ニ
十
日
午
後
六
時
半

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
一
日
午
後
六
時
半

軍
人
援
護
資
金
醜
集
の
た
め

東
京
一
音
楽
學
校
大
演
奏
會

管

絃

楽

合

唱
指

揮

ソ

。

フ

ラ

ノ

バ

リ

ト

ン

妹風

巻

尾早
尽

文次

幹郎

藤

田

子

735 第2章

藤

井橋乗

誌典彦壽
作作
明曲詞

昭和13年～27年 (1938~1952)

朝
日
新
聞
厚
生
事
業
園

名
古
屋

市朝朝

公

大

阪

日

京

都

日

會會會

堂館館

演
奏
旅
行
（
京
都
—
大
阪
ー
名
古

木

保

橋

本

彦

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

音

楽

學

校

生

徒

下

國



昭和18年6月21日，名古屋市公会堂における東京音楽学校管絃楽部および合唱団。〈山本元帥讃仰歌〉の演奏，

独唱藤井典明，指揮木下保

同，ハイドン作曲聖諏曲「四季」の演奏。独唱藤田文子（ソプラノ），萩谷納（テノール），

秋元清ー（バリトン），指揮木下保

第2部 昭和の東京音楽学校篇 736 



一

、

ピ

ヤ

ノ

東
京
＿
音
楽
學
校
大
演
奏
會

本
社
厚
生
事
業
園
主
催
、
軍
人
援
護
資
金
醜
集
の
た
め
の
「
東
京
昔
楽
學
校
大
演
奏

會
」
は
聖
靡
曲
II

四
季
“
（
ハ
イ
ド
ン
）
を
提
げ
て
十
七
、
十
八
の
両
日
午
後
六
時
半

か
ら
京
都
朝
日
會
館
で
開
催
、
邦
語
歌
詞
は
同
校
風
巻
、
妹
尾
両
敦
授
共
訳
、
独
唱
は

藤
田
文
子
さ
ん
ほ
か
、
合
唱
は
東
京
音
楽
學
校
生
徒
、

管
絃
楽
は
同
校
管
絃
楽
部
、
指

揮
は
木
下
保
氏
、
出
場
二
百
名
の
大
管
絃
楽
で
あ
る

（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
八
年
六
月
十
七
日
）

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
六
日
春
季
選
科
洋
楽
演
奏
会

一
時
開
場

一
時
半
開
演

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

春
季
選
科
洋
楽
演
奏
會
曲
目

ヤ

／

獨

奏

：

・

奏
鳴
曲
（
卜
長
調
）
第
一
楽
章

獨

奏

東
京
一
音
楽
學
校

•
…
…
…
…
…
•
•
•
朝
熊
由
紀
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
夏↓
 

奏
鳴
曲
（
卜
長
調
）
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
曲

本

信

子

737 

ハ

イ

ド

ン

曲

~
 

ヽ

ピ

昌
：
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

…

…
•

海
老
原
公

子

n
 

·
:
·

·
…

…
…
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…

•
今
ク

ノ

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
耕
符
曲

ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
·
…
·
：
市

奏
鳴
曲
（
嬰
へ
長
調
）
第
一
築
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
曲

一、

潤

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

·
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平
井
保
喜
曲

ノ
蜀
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
太

X
A
U
 

ス
ケ
ル
ツ
オ
（
愛
口
短
調
）

一
、
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
•
大

奏
鳴
曲
（
二
長
調
）
第
一
第
二
楽
章
…
…
…
…
…

•…
…
…
•

•
ヘ

ヤ
ノ
獨
奏
：
·
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
佐

曲
（
嬰
ハ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

曲
（
ホ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

（
イ
）
舞

（
口
）
舞ノ

獨

奏

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
橋
本

壽

美

子

競
奏
曲
（
二
長
調
）
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

ハ

イ

ド

ン

曲

•
…
•
•
【
休

•
…
…
…
…
…
…
…
·
：
・
西
之
園
キ
ミ

°、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ
ノ

憩
】
…
…

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
橋

ン

デ

ル

曲

競
奏
曲
（
ハ
長
調
）
第
一
築
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
曲

ノ
獨
奏
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
犬

競
奏
曲
（
ホ
短
調
）
第
一
楽
章
…
•
…
…
…

…
…
…

…
…
…
•
•
シ
ョ
パ

一、

獨

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
坂
美
知
子

（
イ
）
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
よ
り
「
愛
ノ
悩
ミ
」
•
…
•
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
曲

（
口
）
舞
曲

…
…
…
…

…
…

…
…
…
…
…
；
…
…
…
•
ア
ル
デ
イ
テ
イ
曲

第2章

．
 

ヽ

ピ

ャ

飼

綾

子

上
野
公
園

一
、
ピ
ャ

本

和

子

l

、
ピ

ャ

°、
ョ
ノ°、
ョ
ノ

．
 、
ピ

原

節

子

島

義

子

．
 

ヽ

ピ

ャ

田

和

子

（

イ

）

懐

疑

（

口

）

平

城

山
日日n
 

指

揮

下

合

日日nド

萩秋

清

東

京

一

音

楽

學

校

管

絃

楽

部

東

京

楽

學

校

生

徒

木

保

昔

．
 

ヽ

ピ

ャ

島

愛

管

絃

楽

バ
リ
ト
ン

冗

（
イ
）
ア
ベ
マ
リ
ヤ

（
口
）
唄

テ
ノ
ー
ル

谷

納

一、

獨

ン

曲

ン

曲
ン

曲

ン

曲

昭和13年～27年 (1938~1952)



二、

．
 

ヽ ヽ
~
 

ヽ

~
 

ヽ

ソ
。
フ
ラ
ノ

ア

ル

ト

，
中

歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り
…
…
；
…
…
…
•
…
・
・
・
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

重

唱

一
、
獨

伴

奏
島

清言，ー

黒

澤

講

師

山 田

ピ

ャ

ピ

ヤ

ノ

ピ

ヤ

ノ

枝 子

ピ

ア

ノ

獨

奏

小
山
田
八
重
子

曲

目

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
狂
詩
曲
（
愛
二
長
調
）

ス

ト

曲

コ

田

七

郎

（
イ
）
夜
曲
（
口
長
調
）
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

（
口
）
前奏
曲
と
遁
走
曲
ハ
短
調
（
平
均
率
よ
り
）
•
•
………
•
バ

一
、
バ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
三

奏
嗚
曲

（
へ
長
調
）
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
曲

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
河
原
千
鶴
子

ウ
ヰ
ン
の
謝
肉
祭
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン
曲

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
須

（

イ

）

ラ

ル

（
口
）
二
人
の
榔
弾
兵

•
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘ
ン
デ
ル
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
曲

ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
邊
三
千
恵

昭
和
十
八
年
七
月
三
日

東
京
一
音
楽
學
校

第
百
四
十
五
回
報
國
園
演
奏
會

昭
和
十
八
年
七
月
三
日
（
土
）
十
三
時

ポ
ロ
ネ
ー
ズ

••………………… 

.... )
 

l
 

第
一
四
五
回
報
国
団
演
奏
会

於
本
校
奏
楽
堂

作
品
五
十
三
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
シ
ョ
パ
ン

木

良

平
ッョ
パ
ハ ン

曲曲

獨
奏
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
土

居

敏

子

【

休

協

奏

曲

愛

口

長

調

第

一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

憩

】

間

健

葬
送
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
リ
ス
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

石

田

美

津

子

東

多

美

子

（
イ
）
野
薔
薇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
山
田
耕
搾

（
口
）
ア
レ
ル
ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

（
ハ
）
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
歌
に
活
き
懸
に
活
き
…
．
．
．
．
．
．
。
フ
ッ
チ
ー
ニ

ノ

獨

奏

今
井
助
敦
授

作
品
十
九
番
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

コ
ン
ブ
リ
オ

本

伴

奏

梶

原

完

協
奏
曲
第
五
番
イ
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
ニ
百
十
九
番
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ア
ペ
ル
ト

伴

奏

七、

ピ

ア

伴

奏

大

澤

欽

ム口ー

六、 五、

ピ

ア

ノ

獨

奏

北

島

基

子

石

伴

奏

梶

原

（
イ
）
生
ぬ
る
き
夜
我
立
ち
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

（
口
）
九
十
九
里
濱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
平
井
保
喜
完

第2部

四

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

田

純

バ
ラ
ー
ド

” 

” 

イ
短
調

ホ
長
調

ト
短
調

” 

三、

ピ
間

奏

曲

作
品
百
十
八
番
の
一
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

作
品
百
十
六
番
の
六
…
・
:
・
:
・
:
・
:

作
品
百
十
八
番
の
三
…
…
…
…
…

ア

ノ

獨

奏

小

川

晃

平

昭和の東京音楽学校篇

1
．
ス
ザ
ン
ナ
と
マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
の
二
重
唱

2
．
ス
ザ
ン
ナ
と
伯
爵
夫
人
の
二
重
唱

738 



第
百
四
十
六
回

十
三
、
ピ

昭
和
十
八
年
七
月
四
日

東
京
＿
音
楽
學
校

報

國

園

演

奏

會

協
奏
曲
第
二
番

ア

ノ

獨

奏

第
一
四
六
回
報
国
団
演
奏
会

松

本

房

江

作
品
二
十
五
ノ
―
―
一
番
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
i
マ
ン

作
品
三
十
九
ノ
五
番
…
…
…
…
…
…

••
•

作
品
三
十
ノ
一
番

十
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

伴

奏

武

安

千

賀

子

協
奏
曲
第
五
番
イ
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
ニ
百
十
九
番
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ア
ペ
ル
ト

イ
長
調
…
…
…
…

胡

桃

の

樹

月

の

夜

角
笛
を
吹
く
子

十
一
、

協

奏

曲

第

四

番

第
二
楽
章
第
三
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

+、
ピ
ァ

伴

奏

シ

ロ

タ

敦

師

リ

ス

ト

吉

田

民

子

山

口

愛

子 ” ” 

根

本

ツ

ネ

子

伴

奏

〔
原
資
料
横
組
〕

伴

奏

豊

増

敦

授

ハ
短
調
作
品
四
十
四
番
…
…
・
・
・
サ
ン
サ
ー
ン
ス

（
イ
）
セ
レ
ナ
ー
デ

（
口
）
泉
の
ほ
と
り

（
ハ
）
ハ
ン
ガ
リ
ア
行
進
曲

ノ

獨

奏

九

、

管

絃

楽

武

田

千

重

伊
太
利
の
印
象
よ
り

”
 

”
 

フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
よ
り
…
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

指

揮

中

田

鳴

託

…
•
•
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
ー
エ

管
絃
楽
科
生
徒

五、

ピ

ア

ノ

獨

奏

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

三、

ピ
協

奏

曲

五

番

イ

長

調

…

…

…

…

…

第
一
築
章
ア
ダ
ヂ
オ
|
|
ア
レ
グ
ロ

伴

奏

宇

佐

美

敦

授

協
奏
曲
「
戴
冠
式
」
二
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
五
百
三
十
七
番
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

六

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

青

山

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
よ
り
故
郷
を
後
に
：
・
…
…
…
・
：
グ
ー
ノ
ー

ヴ
ァ
イ
ラ
の
歌
：
…
·
：
·
·
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ヴ
ォ
ル
フ

愛
イ
長
調

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

伴

奏

松

本

房

江

：
・
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

ア
ペ
ル
ト

伴

奏

國

枝

甲

斐

誠

7
 

三

良

渡

邊

文

江

ボ
ロ
ネ
ー
ズ

ア

ノ

獨

奏

本

作
品
五
十
三
番
…
…
…
…
•
•
•
シ
ョ
パ
ン

山

＇ 

ヽ

ピ

也 尚

静

ム
口
3
J‘ 

愛
の
紳
…
…
…
…
…
•

•

希
望
…

·
:
·
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

” 

伴

奏

定

黒

澤

講

師

・
グ
リ
ー
ク

田

ァ

ノ

蜀

奏 曲

目

昭
和
十
八
年
七
月
四
日
（
日
）
十
―
―
一
時

於
本
校
奏
楽
堂

澤

田

イ言

子

黒

伴

奏

岸

田

睦

子

協
奏
曲
イ
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
四
百
八
十
八
番
…
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ

第
三
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ア
ッ
サ
イ

子
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十
一
、 九、 七、

野

邊

地

泰

子

丹

澤

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

信

時

潔

歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
よ
り
君
よ
知
る
や
南
の
國
：
・
・
：
・
・
・
ト
ー
マ

歌
劇
「
豫
言
者
」
よ
り
ど
う
ぞ
御
報
謝
：
…
…
…
…
•
マ
イ
ア
ベ
ー
ル

ア

ル

ト

獨

唱

奏

鳴

曲

イ

長

調

第
三
楽
章
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ

第
四
楽
章
ア
レ
グ
ロ

ポ
コ

ピ

ア

八
、
三

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

協

奏

曲

三

番

ハ

短

調

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

【

休奏

重

憩

】

ピ

ア

ノ

獨

奏

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
よ
り

伴

奏

輻

井

敦

授

協
奏
曲
卜
長
調
作
品
五
十
八
番
：
·
·
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

徳

岡

恵

美

子

伴

奏

山

本

雪

子

…
…
…
・
・
セ
ザ
ー
ル
フ
ラ
ン
ク

フ
ァ
ン
タ
ヂ
ア

モ
ッ
ソ
ー

伴

奏

内

田

留

里

子

宮

三
重
奏
曲
二
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

第

一
楽

章

モ

ル

ト

ア

レ

グ

ロ

ア

ヂ

タ

ー

ト

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
コ
ン
モ
ー
ト

第
四
楽
章
フ
ィ
ナ
ー
レ
ア
レ
グ
ロ

ノ

獨

奏

原

淳

子

ト
ラ
ン
ク
イ
ロ
ー

ァ
ッ
サ
イ
ア
パ
シ
ョ
ナ
ー
ト

霞
ケ
浦
航
空
隊

學
校
で
こ
の
豫
定
が
痰
表
さ
れ
た
の
は
七
月
の
中
頃
で
し
た
。
私
逹
は
ど
ん
な
に
楽

し
み
に
し
て
待
っ
て
ゐ
た
こ
と
で
せ
う
。

七
月
二
十
一
日
朝
八
時
半
、
荒
川
沖
騨
に
着
き
ま
す
と
も
う
海
軍
さ
ん
が
自
動
車
を

七
豪
も
並
べ
て
待
っ
て
ゐ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
女
生
徒
達
は
殊
に
大
喜
び
で
歓
槃
を
拳

げ
て
乗
り
込
む
の
で
す
。
爆
昔
が
聞
え
、
ひ
ろ
人
＼
と
飛
行
場
が
展
け
て
練
習
機
が
幾

豪
と
な
く
飛
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
青
々
と
し
た
空
に
み
か
ん
色
を
し
た
練
習
機
が
機
髄
を

陽
に
輝
か
せ
て
飛
ん
で
ゐ
る
の
は
何
と
退
し
い
美
し
さ
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
た
。

士
官
さ
ん
と
同
じ
御
食
事
を
皆
満
足
氣
に
戴
い
て
か
ら
、
い
よ
／
＼
演
奏
と
な
り
ま

し
た
。
演
奏
場
は
格
納
庫
を
改
造
し
て
精
誹
訓
練
の
道
場
と
な
す
と
云
ふ
、
只
今
工
事

最
中
の
航
空
参
考
館
で
あ
り
ま
し
た
が
、
定
刻
に
な
り
ま
す
と
約
千
五
百
名
位
も
ぎ
つ

し
り
ゐ
ら
し
て
下
さ
る
。
私
達
は
今
受
け
て
来
た
刺
戟
や
感
銘
等
で
心
は
湧
立
つ
て
ゐ

た
し
、
緊
張
し
て
居
り
ま
し
た
。

大
日
本
の
歌
、
愛
國
行
進
曲
、
大
東
症
海
軍
の
歌
が
す
む
と
航
空
隊
の
歌
の
指
導
。

一
人
残
ら
ず
譜
を
見
乍
ら
一
生
懸
命
歌
は
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
が
狭
く
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
方
は
大
分
不
自
由
な
さ
っ
た
や
う
で
す
が
、
ボ
ン
と
餘
韻
が
残
り
一
音
響
効
果
は
上
々

だ
っ
た
様
で
す
。
母
の
歌
、
田
植
歌
に
は
皆
様
故
郷
を
、
お
母
さ
ん
を
思
ひ
出
さ
れ
た

事
で
せ
う
。

最
後
に
乗
杉
校
長
先
生
作
詞
、
橋
本
國
彦
先
生
作
曲
の
山
本
元
帥
英
震
讚
歌
で
す

ピ

ア

ノ

梶

チ

工

ロ

山

原崎

完 孟

第2部

幅

元

裕

公

江

千

鶴

子

伴

奏

宇

佐

美

敦

授

作
品
三
十
七
番
…
•
…
…
••
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

コ
ン
ブ
リ
オ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

昭和の東京音楽学校篇

見
渡
せ
ば
…
…
…
…
・
・
・
ワ
グ
ナ
ー

十
二
、

ピ

足

立

美

智

子

伴

奏

シ

ロ

タ

敦

師

協
奏
曲
五
番
へ
長
調
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
サ
ン
サ
ー
ン
ス

第
二
•

第
三
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ

昭
和
十
八
年
七
月
二
十
一
日
出
張
演
奏
（
霞
浦
ー
土
浦
）

霞
浦
土
浦
海
軍
航
空
嫁
慰
問
演
奏
記

ア

ノ

獨

奏

ア
レ
グ
ロ

〔
原
資
料
横
組
〕

東
京
昔
榮
學
校
一
女
生
徒

740 



國
二、

ピ
民

儀

一
、
管

證絃

歌
劇
「
魔
弾
の
射
手
」
序
曲

ア

ノ

獨

奏

タ
ラ
ン
テ
ラ
（
ヴ
ェ
ネ
〔
ツ
〕
イ
ヤ
と
ナ
ポ
リ
よ
り
）

三

、

合

唱

（

ピ

ア

ノ

伴
奏
）

イ
、
海
軍
航
空
の
歌

ロ、

ま
す
ら
を
の
道
（
山
本
元
帥
遺
詠
）

ハ
、
小

鳥

の

歌

（女
竪
一
二
部
）

一
、
期
日

一
、
場
所

楽

昭
和
十
八
年
九
月
十
二
日

潟

）

目

海
軍
航
空
本
部
制
定

信

時

潔

曲

橋

本

國

彦

曲

リ

ス

卜

長

谷
ウ
ェ

I 
JI I 
ノミ

久

子
ー

曲

が
、
こ
の
隊
が
元
帥
と
は
最
も
縁
故
が
深
く
、
且
つ
元
帥
を
仰
ぎ
同
じ
道
に
盛
さ
れ
る

方
々
に
は
こ
の
曲
の
感
激
は
如
何
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
で
せ
う
。
私
達
も
そ
れ
を
身
に

感
じ
、
曲
の
表
現
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
だ
け
、
熱
情
の
限
り
を
こ
め
て
歌
ひ
ま
し
た
。
後

か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
「
計
ら
ず
に
凶
報
は
至
り
ぬ
」
と
云
ふ
あ
た
り
か
ら
槃
を
出
さ

れ
て
泣
か
れ
た
方
々
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
演
奏
を
終
つ
て
外
に
出
れ
ば
、

空
高
く
爆

昔
が
聞
え
る
。
演
奏
も
聴
か
な
い

で
、
訓
練
に
無
中
に
な
っ
て
ゐ
ら
れ
る
方
も
ゐ
ら

っ

し
や
る
の
で
せ
う
。
私
達
は
ふ

つ
と
空
を
見
上
げ
ま
し
た。

（
『
l

音
楽
公
論
』
第
三
巻
第
九
号
、
昭
和
十
八
年
九
月
、
六
九
ー
七
一
頁
）

山
本
元
帥
讃
仰
東
京
音
楽
学
校
大
演
奏
会
（
新

山

本

元

帥

讃

仰

東

京

音

楽

學

校

大

演

奏

會

主

催

新

潟

第

一
師
範
學
校
騨
立
七
十
紅
記
念
會

九
月
十
二
日
竺
茫

麟

開

場

百

五

十
名
ノ
管
絃
楽
一

（

大

合

唱

新
潟
市
公
會
堂

曲

海
原
遠
く
年
を
鰹
て

憩
も
し
ら
ぬ
防
人
よ
。

741 

ー
—
山
本

元
帥
に
捧
ぐ
ー

一、

聖
天
子
風
電
の
御
稜
威
い
た
だ
き

朦
籠
日
日
に
衛
る
一
萬
里

勝
士
夜
夜
に
固
む
海
と
空
゜

第2章

橋

本

國

彦

作

曲

英

霊

讃

歌

乗

杉

嘉

壽

作

詞

指管

絃

揮楽

合

日
日n
 

東
京
一
音
楽
學
校
生

徒

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

橋

本

彦

國

山
本
元
帥
に

捧
ぐ

橋

本

國

彦

作

曲

六、

獨
唱

・
合
唱
並
管
絃
楽

交
磐
曲
「
英
震
讃
歌
」

乗

杉

嘉

壽

作

詞

猥

唱

藤

井

典

明

イ
、
み

た

み

わ

れ

ロ
、
兵
士
の
妻
の
祈
り

ハ

、

通

り

や

ん

せ

二

、

九

十

九

里

濱

五
、
女
竪

中

昔

獨

唱

難

波

千

鶴

子

長

谷

川

久

子

大

政

翼

賛

會

制

定

山

田

耕

搾

曲

本

居

長

世

曲

平

井

保

喜

曲

イ
、
ス
ペ
イ
ン
舞
曲

ロ

、

舞

曲

ハ
、
カ
バ
テ
ィ

ー
ナ

二、

変

秋

ホ
、
美
し
き
碧
き
ド
ナ
ウ

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ビ
ア
ノ
伴
奏

ピ
ア
ノ
伴
奏

下

純

院

一

曲

ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
曲

橋

本

國

彦

編

曲

中

村

桃

子

中

田

一

次

モ
ス

コ
ウ
ス
キ
ー
曲

ア

ル

ベ

ニ

ッ

ス

曲

ッ

曲

―フ

フ
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人
は
み
な
こ
ぶ
し
固
め
て

臨
を
か
み
な
ら
し

人
は
み
な
眼
血
走
り

息
を
ば
呑
み
つ

心
は
お
も
く
と
ざ
さ
れ
ぬ
。

皇
御
民
の
末
な
が
く

語
り
つ
ぎ
言
ひ
つ
ぎ
行
か
む

敷
限
り
な
き
盆
良
夫
の
た
か
き
動
ぞ
。

二
、
と
り
わ
き
て

大
日
本
帝
國
聯
合
艦
隊
司
令
長
官

元
帥
山
本
海
軍
大
勝

畏
き
や
詔
か
が
ふ
り
出
で
ま
し
て

年
は
移
れ
り
春
二
つ
。

東
に
西
に
北
南

は
た
大
空
に
海
底
に

善
謀
勇
戦

征
け
ば
必
ず
勝
ち

攻
む
れ
ば
必
ず
破
る
。

三
、
計
ら
ざ
る
に
凶
報
は
い
た
り
ぬ

過
ぐ
る
四
月
の
激
戦
に

わ
が
名
将
は
い
さ
ま
し
く

南
の
空
に
散
華
せ
ら
れ
た
り
と

ま
こ
と
に
青
天
の
露
震
。

た
た
へ
む
た
た
へ
む

そ
の
動
功
や
蓋
し
紳
な
り

た
た
へ
む
た
た
へ
む
。

晦
る
嵐
も
犯
す
な
き

醜
の
御
楯
の
防
人
よ
。

第
邦

楽

演

奏

日

（
二
十
三
日
）

於
東
京
音
楽
學
校
奏
楽
堂

卒
業
證
書
授
輿
式
並
演
奏
次
第

三
匹
竺
麟
霞
竺
麟
贔
謬
疇
麟
麟

昭

和

十

八

年

九

月

同

午

後

一

時

同

―
二
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
前
九
時
式
開
始
並
各
科
演
奏

午
後
一
時
各
科
演
奏
開
始

君
が
御
震
白
き
鳥

青
き
み
空
に
天
翔
り
護
り
給
ヘ

わ
れ
等
み
な
撃
ち
て
し
止
ま
む

必
ず
も
撃
ち
て
し
止
ま
む
。

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
三
日
ー
ニ
十
五
日

午
後
一
時
開
始

東

京

音

楽

學

校

元
帥
よ
心
や
す
か
れ

わ
れ
等
み
な
撃
ち
て
し
止
ま
む
。

さ
ら
ば
み
な
い
か
に
あ
ら
ま
し

あ
あ
わ
れ
等
誓
ひ
て
起
た
む
。

元
帥
の
死
は
何
を
か
敦
ふ
る

國
民
あ
げ
て
ふ
る
ひ
起
つ
時
。

こ
の
凶
事
は

皇
國
の
興
腹

何
を
か
語
る

こ
こ
に
か
か
る
。

四
、
さ
は
さ
り
な
が
ら

胸
は
お
も
ひ
に

張
り
さ
け
ぬ
。

わ
れ
等
み
な

卒
業
式

心
に
問
は
む

第2部 昭和の東京音楽学校篇 742 



科

演

八
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

各

第
連

獅

子

杵

屋

勝

三

郎

作

曲

七

、

長

唄

五

段

砧

五

、

地

揖

六

、

等

曲 唄

日

督

曲

（
二
十
四
日
）

奏

枕
生

田

流

山

田

検

校

作

曲

菊

岡

検

校

作

曲

光

崎

検

校

作

曲

四

、

等

曲

山

田

流

午

前

十

時

開

始

三
味
線

唄

雲

井

調

子

武

藤

カ

ヅ

子

伊中加渡内大山加

東川藤邊海國田藤
基美

は正代震普明初智

な子子子子子子子
＾＾＾＾へヘへへ

同同同同同同同同

‘‘‘‘‘‘‘‘ 

平

調

子

横曾川土

二屋

子子子澄
r-‘＾へへ
卒

同同同業
生

‘‘‘‘ 

川

上

千

恵

子

（

卒

業

生

）

土

屋

澄

（

同

）

小

等

徳

永

静

（

卒

業

生

）

同

東

條

夏

子

三

絃

中

能

島

欣

一

ト

モ

菱

田

尚

三

ツ

レ

（

母

）

嘗

山

俊

道

小

袖

曾

我

五

郎

植

田

正

治

（

卒

業

生

）

十

良

角

嘉

一

（

卒

業

生

）

一

、

能

楽

観

世

流

唐

船

二

二

、

能

楽

観

世

流

囃

子

玄

象

藤

井

伊

勢

子

（

卒

業

生

）

三

、

能

楽

賓

生

流

能

宮

囃

子

淑

子

（

卒

業

生

）

藤

田

大

五

郎

渡

邊

榮

嗣
森

重

朗

同

同

安

揺

春

雄

金

春

國

雄

田

中

允

一

噌

鉄

二

バ

ッ

ハ

作

・

ト

ッ

カ

ー

タ

と

遁

走

曲

・

ニ

短

調

九

、

次

高

昔

獨

唱

：

・

…

…

・

:

…

…

…

甲

種

師

範

科

卒

業

ィ

、

平

井

保

喜

作

・

秘

唱

ロ

、

モ

ー

ツ

ア

ル

ト

作

・

歌

劇

「

フ

イ

ガ

ロ

の

結

婚

」

中

ス

ザ

ン

ナ

の

詠

唱

1
0
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

シ

ョ

パ

ン

作

・

ス

ケ

ル

ツ

オ

・

ホ

長

調

・

作

品

五

四

ー
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
•
本
科
卒
業

ー

ニ

、

高

昔

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

同

イ

、

山

田

耕

搾

作

・

野

ば

ら

ロ

、

信

時

潔

作

・

青

簾

ハ

、

ト

ー

マ

作

・

歌

劇

「

ミ

ニ

ョ

ン

」

中

「

君

知

る

や

シ

ト

ロ

ン

の

花

咲

く

國

を

」

一

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

：

同

リ

ス

ト

作

・

ハ

ン

ガ

リ

ー

狂

詩

曲

・

第

十

二

一
四
、
下
高
昔
獨
唱
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
同

イ

、

中

田

一

次

作

・

曲

浦

吟

ロ

、

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

・

子

守

歌

・

作

品

四

一

ノ

一

ハ

、

同

ひ

そ

や

か

な

る

誘

ひ

・

作

品

二

七

ノ

三

一五、

一

六

、一七、

ラ
ロ
作
・
ス
ペ
イ
ン
交
響
曲
・
ニ
短
調
・
作
品
ニ
―
•
第
一
楽
章

箕

籠

ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
同

シ

ョ

パ

ン

作

・

ス

ケ

ル

ツ

オ

・

ホ

長

調

・

作

品

五

四

ホ

ル

ン

獨

奏

・

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

同

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
協
奏
曲
•
愛
ホ
長
調
•
第
一
楽
章

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

同

サ

ン

サ

ー

ン

ス

作

・

交

響

詩

「

フ

ア

エ

ト

ン

」

（

作

曲

者

編

曲

）
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兒
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榮

清
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智
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潔
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一
九
、

二
―
‘

二
三
、

二
五
、

二
七
、

コ
レ
リ
ー
ベ
ル
ナ
ー
ル
作
・
ラ
・
フ
オ
リ
ア
菱
奏
曲

松

野

草

景

演

奏

大

島

正

泰 ) 1 1 

宏

片

岡

四

方

一
八
、
合

（
二
十
四
日
）

午
後
一
時
開
始

唱
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．
．．．
．．
．．．．．． 
…
…
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業
生
一
同

ピ
ア
ノ
獨
奏

指

揮

敦

授

城

多

•
…
…
…
…
…
…
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業

二

0
、
下
高
昔
蜀
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
・
：
本
科
卒
業

ィ
、
信
時
潔
作
・
あ
づ
ま
や
の

ロ
、
山
田
耕
搾
作
・
蟹
味
噌

ハ
、
ワ
ー
グ
ネ
ル
作
・
歌
劇

「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
中
「
遥
な
る
國
に
」

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
·
同

二
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
•
…
…
同

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
奏
嗚
曲
•
愛
口
短
調
・
作
品
三
五
•
第
一
楽
章

ニ
四
、
高
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

イ
、
山
田
和
男
作
•
も
う
直
き
春
に
な
る
だ
ら
う

ロ
、
ヴ
ォ
ル
フ
作
・
ワ
イ
ラ
の
歌

ハ

、

同

園

丁

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
·
同

リ
ス
ト
作
・
パ
ガ
ニ
ー
ニ
練
習
曲
第
六
・
イ
短
調

二
六
、
作
曲
科
卒
業
制
作
…
…
…
…
…
…
…
…
同

奏
鳴
曲
・
イ
長
調
・
三
楽
章

ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…

·
：
;
•
…
…
…
·
同

ニ
八
、

三

0
、
゜
ヒ
ア
ノ
獨
奏
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
同

三
一
、

三
二
、

三
四
、

三
三
、
高
昔
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

イ
、
信
時
潔
作
・
人
は
い
ざ
（
百
人
一
首
よ
り
）

ロ

、

同

月

見

れ

ば

（

同

）

ハ
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
・
歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
伯
爵
夫
人
の
詠
唱

太

三
六
、

三
七
、
高
昔
獨
唱
…
…
…
•
…
…
•
…
…
…
…
…
・
同

イ
、
平
井
保
喜
作
・
秘
唱

ロ
、
ビ
ゼ
，
ー
作
・
歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
中
ミ
カ
エ
ラ
の
詠
唱
山

口

和

子

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
幻
想
曲
・
ハ
長
調
・
作
品
一
七
•
第
一
楽
章

竹

内

千 田

里

子

森

岡

敦

子

道

柴

田

了

岩

崎

富

美

子

バ
ッ
ハ
ー
リ
ス
ト
作
・
オ
ル
ガ
ン
前
奏
曲
と
遁
走
曲
・
イ
短
調

小

山

田

芳

パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
作
•
愛
奏
曲
・
イ

短
調
・
作
品
十

イ
、
下
純
院
一
作
・
八
十
島
か
け
て

ロ
、
信
時
潔
作
・
國
に
誓
ふ

第

日

平

田

黎

山

本

雪

プ
ラ
ー
ム
ス
作
・
奏
鳴
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
•
第
一
楽
章

ピ
ア
ノ
獨
奏
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

シ
ュ
ー
マ
ン
作
・
ア
ベ
ッ
グ
愛
奏
曲
・
作
品
一

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

オ
ー
ボ
エ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

ユ
リ
ウ
ス
・
リ
ー
ツ
作
・
協
奏
榮
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
三
―
―
-
•
終
楽
章

ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
船
唄
・
作
品
六
〇

三
五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
同

ラ
ロ
作
・
協
奏
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
―

10
•

第
一
楽
章

。ヒ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

同

安

藤

仁

郎 子 子 子

岡

本

泰

氏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
奏
鳴
曲
・
ハ
長
調
・

作
品
五
三
•
第
一
楽
章

鈴

木

重

敦

バ
ッ
ハ
作
・
幻
想
曲
と
遁
走
曲
・
イ
短
調

東

多

美

子

又

兵

衛

二
九
、

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
奏
鳴
曲
・
ロ
短
鯛
・
作
品
五
八
•
第
四
楽
章

ー
（
休
憩
）
ー
ー
、

松

本

緩

子

中

村

ア

サ

子

奥

中

時

子
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三
八
、

四

0
、

四
二
、

四
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
・
同

徳

岡

恵

美

子

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
パ
ガ
ニ
ー
ニ
愛
奏
曲
・
作
品
三
五
第
一
輯

四
一
、
高
昔

獨

唱

…

・
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
同

イ
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
・
歌
劇
「
魔
弾
の
射
手
L

中
エ
ン
ヒ
エ
ン
の
ロ
マ
ン
ス

ロ
、
山
田
耕
搾
作
・
曼
珠
沙
華

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

輿

藤

島

良

子

シ
ョ
パ
ン
作

・
繹
詩
曲

・ヘ

短
調

・
作
品
五 指

揮

敦

授

城

多

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

井

上

愛

子

イ
、
下
純
院
一
作
・
八
十
島
か
け
て

ロ
、
信
時
潔
作
・
國
に
誓
ふ

三
九
、
合

唱
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
·
:
·
：
甲
種
師
範
科
卒
業
生
一
同

各
科
演
奏
午
前
十
時
開
始

卒

業

證

書

授

輿

式

次

第

宮

城

遥

拝

國
歌
「
君
が
代
」
奉
唱

祈

念

卒
業
證
書
並
賞
品
授
呉

學

校

長

式

僻

文

部

大

臣

祝

群

卒

業

生

練

代

謝

僻

合
唱
「
卒
業
式
の
歌
」

第

日

午
前
九
時
開
始

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
·
:
·
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

シ
ョ
パ
ン
作
・
船
唄
・
作
品
六
〇

（
二
十
五
日
）

永

見

美
又

兵

衛

松

宮

サ

ゞ

レ

五
二
、

四
八
、
上
低
音
獨
唱

イ
、
信
時
潔
作
・
行
々
子

ロ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
魔
王

四
四
、

四
六
、

四
七
、

四
九
、

五
一
、

第

日

バ
ッ
ハ
作
・

奏
鳴
曲
・
イ
短
調

•

第
一
、
三
、
四
楽
章
（
無
伴
奏
）

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業
葛

シ
ョ
パ
ン
作
・
幻
想
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
四
九

四
五
、
上
低
音
獨
唱
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
同

イ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
わ
が
女
王
の
如
く

ロ
、
ト
ウ
ル
ン
ク
作
・
故
郷
は
春
な
り
き

ハ
、
橋
本
國
彦
作
・
落
葉

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
•
•
…
…
…

…
…
…

…
・
・
・
・
同

リ
ス
ト
作
・
メ
フ
ィ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ
・
イ
長
調

（
二
十
五
日
）

午
後
一
時
開
始

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
作
・
コ
ラ
ー
ル
・
イ
短
調

・
:
・
…
…
…
…
…
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

五

0
、

上

低
音
獨
唱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

。ヒ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

リ
ス
ト
作
・
波
の
上
を
渡
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
同

檜

山

薫

松

井

克

之

イ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
黒
き
髪
・
作
品
十
九
ノ
ニ

ロ
、
同
今
こ
そ
別
れ
行
か
ん
・
作
品
ニ
―
ノ
ー
―
―

ハ

、

同

献

呈
・
作
品
十
ノ一

二
、
山
田
耕
搾
作
・
曼
珠
沙
華

山

田

正

次

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
奏
鳴
曲
・
作
品
五
七
•
第
一
楽
章氏
家

竹

内

光

夫

秋

元
原

久

道

雄

中

野

富

貴

子

畑

中

良

輔

守
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五
三
、

五
四
、

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
奏
鳴
曲
・
ヘ
短
調
・
作
品
五
・
終
楽
章

五
五
、
次
高
昔
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

イ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
わ
が
ま
ど
ろ
み
は
い
よ
い
よ
か
す
か
に

ロ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
憩
へ
、
わ
が
魂

ハ
、
信
時
潔
作
・
張
節
婦
詞
（
妻
の
言
葉
）

五
六
、

五
八
、

六

0
、

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

リ
ス
ト
作
・
リ
ゴ
レ
ッ
ト
・
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

五
七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
同

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作
・
第
二
協
奏
曲
・
ニ
短
調
•
第
二
、
三
楽
章

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
奏
嗚
曲
・
ロ
短
調
・
作
品
五
八
•
第
一
楽
章
秋

五
九
、
上
低
昔
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

イ
、
信
時
潔
作
・
鳴

ロ
、
ワ
ー
グ
ネ
ル
作
・
歌
劇
「
さ
ま
よ
へ
る
和
蘭
人
」
中
「
期
限
は
過
ぎ
て
」

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
前
奏
曲
・
第
一
、
三
、
四
、
七
、
八
、

一
三
、
一
六
、
一
九
、
二

0
番

ー

（

休

憩

）

ー

ー

。
ヒ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
ス
ケ
ル
ツ
オ
•
愛
ホ
短
調
・
作
品
四

．
 
ヽ

田 中
言
雁田 戸

―二、
村

宏

元

清

田

喜

直

元

裕

小

河

石

代

田

敏

子

船

橋

豊

子

藤

井

幸

子

フ
ラ
ン
ツ
・
ツ
ェ
ル
ニ
ー
作
・
第
四
協
奏
曲
・
ト
長
調
•
第
三
榮
章

一
、
ピ
ア

宮

嶋

オ
ラ
ト
リ
ウ
ム
「
デ
ボ
ラ
」
よ
り
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
•
ヘ
ン
デ
ル

凍
え
し
涙
作
品
八
九
番
の
三
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

孤
獨
作
品
八
九
番
の
―
二
…
•
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ノ

獨

奏

伴

奏

豊

増

敦

授

ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
の
為
め
の
交
響
詩
曲
「
鬼
紳
」
イ
長
調
：
・
フ
ラ
ン
ク

ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

一
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

伴

奏

岡

崎

千

鶴

子

平

田

慣

敏

ロ
マ
ン
ス

ヘ
長
調

〔
作
品
〕
五

0
番
…

伴

奏

名

和

田

慶

子

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

内

田

滋

子

協
奏
曲
ハ
短
調
ケ
ッ
ヘ
ル
四
九
一
番

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

伴

奏

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

勝

村今
井
助
敦
授

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

誓

ひ
ロ
マ
ン
ス

．
 
ヽ

ホ

ル

ン

獨

奏

曲

昭
和
十
八
年
十
月
九
日

目
第
一
四
七
回
報
国
団
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校

第

百

四

十

七

回

報

図

園

演

奏

會

昭
和
十
八
年
十
月
九
日
（
土
）
十
三
時

於
本
校
奏
楽
堂

岩

伴

奏

井

さ

よ

直

紳

澤

哲

郎

…
…
…
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

…
…
…
…
…
…
サ
ン
サ
ー
ン
ス

博
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昭
和
十
八
年
＋
月
十
日

東
京
一
音
楽
學
校

第
百
四
十
八
回
報
國
園
演
奏
會

昭
和
十
八
年
十
月
十
日
（
日
）
十
三
時

ヽ

一

ヽ

ピ ヒ°
小
夜
曲

一
、
絃

ア

ノ

獨

奏

永
井
助
敦
授

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
五
四
番
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ア
ッ
フ
ェ
ッ
ト
ウ
オ
ー
ゾ

ア

ノ

獨

奏
ト
長
調
：
・
…
…

合

奏

第
一
四
八
回
報
国
団
演
奏
会

於
本
校
奏
楽
堂

〔
原
資
料
横
組
〕

生

徒

絃

楽

部

指

揮

伊

達

良

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

r
'
 

一

、

ピ

ア

ノ

、獨

奏

加

藤

美

登

里

伴

奏

井

口

数

授

747 

コ
ン

ブ
リ
オ

第2章

メ
ノ

ピ

ア

ノ

手

埼

ホ

Jレ

ン

岡

田

善朗

協

奏

曲

第

四

番

二

短

調

作

品

七

0
番

第
一
業
章
モ
デ
ラ
ー
ト
ア
ッ
サ
イ

楽

一

、

室

内

業

新

井

敏

鐘

枝

和

子

伴

奏

豊

増

敬

授

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

伴

奏

藤

伴

奏

井

上

澄

子

;
…
•
•
•
•
フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
イ

り
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ブ
ル
ッ
フ

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

松

井

貞

子

小
倉
百
人
一
首
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
信
時
潔

月
見
れ
ば
、
花
の
色
は
、
淡
路
島
、
長
か
ら
ん
、
・
人
は
い
さ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

三
重
奏
作
品
四

0
番
：
・
：
・
…
…
…
…
…
…

第
二
楽
章
ス
ケ
ル
ツ
オ
ア
レ
グ
ロ
ー
モ
ル
ト

ア
レ
グ
ロ
ー

|
ア
レ
グ
ロ

第
三
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ

第
四
楽
章
ア
レ
グ

ロ

・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

山

本

篤

子

ト
ッ
カ
ー
タ

祈

伴

奏

青

山

郎

，
 ヽ

セ

ロ

獨

奏

憩

】

四
軍
奏
へ
長
調
ケ
ッ
ヘ
ル
三
七

0
番
…
•
•
•

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

第
二
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ

第
三
楽
章
ロ
ン
ド

【

休

ア
レ
グ
ロ

伴

奏

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

太

田

道

子

紡
ぐ
グ
レ
エ
チ
ェ
ン
…
…
•
•
•
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

美
し
の
月
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ク
レ
ー
ル
の
歌
…
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

井

上

み

ど

り

安

齋

彩

子

セ

ロ

山

ト
ロ
ッ
ポ

マ

ヴ

ィ

オ

ラ

北河鈴

爪

・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

エ
ネ
ル
ヂ
コ

一

、

室

内

業

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

孟世達

オ

ボ

工

崎

規俊清

野木

奏
鳴
曲
嬰
へ
短
調
作
品
二
番
…
…

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ノ
ン

一
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

一
、
ピ
ア

ノ

獨

奏
曲

目

向

井

滋

子
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小
夜
曲

ト
長
調
…
…
…

一

、

絃

楽

合

奏

指

揮

伊

達

良

・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

指管

絃

揮楽

合

唱

京

昔

〔
原
資
料
横
組
〕

國

工

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
五
四
番
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン

第
二
築
章
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
オ
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ

グ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ゾ

第
三
榮
章
ア
レ
グ
ロ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

【

休

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

一
、
メ
ッ
ツ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

敏

宮
本
登
美
子

か
や
の
木
山
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
山
田
耕
搾

兵
士
の
妻
の
祈
り
…
…
…
…
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
山
田
耕
搾

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
」
よ
り
II

エ
ル
ザ
の
夢
“
…
…
ワ
グ
ナ
ー

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

伴

奏

井

上

澄

子

ト
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
ィ
タ
リ
ー
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド

モ
デ
ラ
ー
ト

マ
ル
カ
ー
ト

幅

井

敦

授

協
奏
曲
イ
短
調
作
品
一
六
番
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
グ
リ
ー
ク

第
二
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ

第
三
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト
モ
ル
ト

生

徒

絃

楽

部

〔原
資
料
横
組
〕

橋東東

京

昔

本楽

學楽

:: 
楽生典

彦部徒

日
日n
 

藤

井

一

ヽ

ピ

ア

ノ

獨

奏

伴

奏

服

部

つ

ゅ

I
I
I
．
獨
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

交
墜
曲
「
英
霊
讃
歌
」

山
本
元
帥
に
捧
＜

乗
杉
嘉
壽
作
歌

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
i
橋
本
國
彦
作
曲

シ
ャ
コ
ン
ヌ

モ
ル
ト

浪

江

以

和

ア
レ
グ
ロ
・
ア
ッ
フ
ェ
ト
ウ
オ
ー
ゾ

ア
ン
ダ
ン
テ
・
グ
ラ
チ
オ
ー
ゾ

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ー
（
休

憩

）

1

岩

伴

奏

下

奏
鳴
曲
ハ
短
調
作
品
四
三
番

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

憩

】

伴

奏

瓶

子

十

郎

宵

山

三

郎

…
…
…
…
…
…
•
グ
リ
ー
ク

ア
パ
シ
ョ
ナ
ー
ト
ー
。
フ
レ
ス
ト

n
．
ピ
ア
ノ
獨
奏
・
管
絃
楽
附

協
奏
曲
・
イ
短
調
・
作
品
五
四

獨 獨

奏

朝

倉

靖

子

昭
和
十
八
年
十
月
十
六
日
銃
後
奉
仕
音
楽
演
奏
会

昭
和
十
八
年
十
月
十
六
日
（
土
）
日
疇
麟
丘

瓢

於
日
比
谷
公
會
堂

疇

麟

―

音

楽

演

奏

曲

目

東

京

音

楽

學

校

明

ー

．

管

絃

楽

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
交
響
曲
・
ニ
調
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
橋
本
國
彦
作
曲

建

國

祭

本

部

制

定

第

一

楽

章

牡

厳

調

第

二

楽

章

軽

快

調

第
一
二
楽
章
祀
元
節
説
日
歌
に
よ
る
主
題
と
愛
奏
及
遁
走
曲

…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作 第2部 昭和の東京音楽学校篇 748 



各
＿
音
楽
學
校
生
徒

山

田

耕

搾

武

島

猜

衣

作

歌

信

時

潔

作

曲

各

一音

楽

學

校

生

徒

ア
ウ
グ
ス
ト
ユ
ン
ケ
ル
先
生

ケ

ル

ビ

ー

ニ

作

曲

イ
、
櫻
井
の
騨
（
橘
の
薫
の
中
）
…
…
…
．．．．． 
：

｛鳥

居

枕

作

歌

―
-
、
混

一
、
混

五
、
記

六
、
祝

七
、
答

竪 幣 念

合

唱
第

二

部

合

唱

指
揮

ュ
ン
ケ
ル
先
生
を
讃
ふ
る
歌
…
…

｛
門
下
生

指
揮

門

下

生

演

奏

右

邦

繹

伊

藤

拶拶

ュ
ン
ケ
ル
先
生
略
歴

ュ
ン
ケ
ル
先
生
を
讃
ふ

品

贈

呈

僻
（
日
獨
雨
國
側
官
顧
開
係
諸
園
證
代
表
）

僻

ユ

ン

ケ

ル

先

生

規

矩

治

四、

門
下
生

ー百
雁田

井

直

秋彦

後

援

主

ド
イ

ッ
チ

ェ
ス
レ
ク
イ
エ
ム

催
指

揮

上
野
公
園
内

ア
ウ
グ
ス
ト
ユ
ン
ケ
ル
先
生

（
第
一
楽
章
及
第
三
楽
章
）
：
·
·
…
…

…

…
…
…
•
…

•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

財

園

法

人

日

獨

文

化

協

會

東

京

音

楽

學

校

同

竪

會

一
日
本

敦

育

一

音

楽

協

會

三ニー國、、、

挨挨

日
獨
文
化
協
會
長
侯
爵

財
閣
法
人
東
京
音
楽
學
校
同
啓
會
長

日
本
教
育
一
音

楽

協

會

長

門
下
生

外

山

國

獨

唱

藤

明

杉

嘉

第

民

儀

證
部

式

於

乗井

上

東
京
音
楽
學
校
奏
業
堂

壽 郎

―
―
-
、
管
絃
楽
及
獨
唱
と
合
唱

管
絃
楽日日n
 

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
三
日
ア
ウ
グ
ス
ト
ユ
ン
ケ
ル
先
生
顕
彰
祝
賀
会

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

言
ジ
炉
5

顕

彰

祝

賀

會

へ
、
菊

ホ
、
常

一
、
雲

ハ
、
霜

の の

ロ、

墓

前

の

盃磐雀旦母

東東i : ， 

京凩—- -- -- -- --昔 武べ武ア小獨 旗獨安ナ

井： 言島 i 島口野野 藤ニ

學校 猜し 1訪：竹逸十逸 勝二
ウ ー一

典 校： 衣ェ衣Jトレ三民郎民 郎 1

生楽闘凹乍作作作作

徒部歌曲歌曲歌謡 歌陥歌曲

合
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七
愛
奏
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

6
.
。

ヒ

ア

ノ

獨
一
長
調

5

ピ

ア

ノ

獨

奏
作
品
二
十
二

第
一
楽
章
・
；
…
…
…
…
…
…
…
・
ザ

田

中

よ

し

子

第

一
楽
章
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ソ
ナ
タ

瀧

澤

秀

子

ソ
ナ
タ

作
品
ニ
ノ
三

1

6

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

第
一
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…
…

•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

〔原
資
料
横
組
〕

佐

藤

幸

子

小
協
奏
曲

イ

ツ

ソ
ナ
タ

4
．

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

作
品
ニ
ノ
―
―

第
一
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

安

齊

千

秋

1

5

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

師

岡

泰

子

ジ
プ
シ
ー
ロ
ン
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ノ‘

イ

ド

‘/ 

ソ
ナ
タ

作
品
ニ
ノ
一

第
一
楽
章
：
…
…
…
；
…
…
…
…
•

•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

3
.
。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

小

村

佐

紀

14 ． 
ヒ°

ァ

ノ

高

松

映

子

即
興
曲

第
四
番
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

協
奏
曲

第
一
番獨

加

美

山

美

子

第
三
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ザ

奏

ィ

ツ

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

1
3
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

竹

内

久

文

七
菱
奏
曲

…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

園
舞
曲

作
品
十
八
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

1
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

吉

岡

竹

子

1

2

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

木

島

瑠

美

子
°、ノ

ヨ

ン

ソ
ナ
タ

11 ． 
ヒ°

ァ

ノ
ハ
長
調獨

奏

既
報
、
楽
會
の
先
輩
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル
翁
の
顕
彰
―
音
楽
會
は
廿
三
日

午
後
二
時
か
ら
東
京
＿
音
楽
学
校
に
於
い
て
門
下
生
信
時
潔
氏
等
及
び
―
音
楽
学
校
生
徒
に

依
つ
て
催
さ
れ
る
事
に
な
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
前
日
ユ
ン
ケ
ル
翁
が
脳
溢
血
で
倒
れ
た

為
に
延
期
中
の
と
こ
ろ
遂
に
中
止
さ
れ
る
事
に
決
定
し
た

（
『
東
京
新
聞
』
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
六
日
）

昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
第
十
回
上
野
児
童
音
楽
学
園
初
等
科
演
奏
会

第
十
回
上
野
兒
童
音
楽
學
園
演
奏
會
曲
目

初

等

科

昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
開
演

會
場
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

作
品
十
四
ノ
ニ

ボ
ロ
ネ
ー
ズ

第
一
楽
章
•
…
…
…
…
…
•
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

作
品
四
十
ノ
―
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

初

等

科

三

年

｝
新
訂
尋
常
小
學
唱
歌

鳴
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

兒
島
高
徳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

花

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

疇

『

翫

謬

麟

第
一
二
楽
章
…
…
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

作
品
三
十
一
ノ
ニ

高

橋

千

鶴

子

第
三
楽
章
…
…
…
…
…
…

••
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ソ
ナ
タ

10
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

西

田

和

美

ノ、ロ

第2部

イ

9
．
合

唱

I

休

憩
l

ョ

8
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

土

橋

ノ＜智

ン 子

昭和の東京音楽学校篇

ュ
ン
ケ
ル
翁
顕
彰
會
中
止

ソ
ナ
タ

7
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

小

池

藤

子
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生
田
流
等
曲

七

秋

の

草

宮
城
道
雄
作
曲

長

唄

六

越

後

獅

子

等

（

高

）

可横桐中長山島西

兒山野村谷崎崎郷
＼ と川ト
皆玉隆し洋シ春美

子子子子子子枝子

（

低

）

稲向開小磯小

嘔松野島

幸理尚知絢

子子子子子尊

唄

三富窪

橋岡田

卜恵房

ヨ子枝

三
味
線

小

倉

隆

子

阿

部

文

子

鈴
木
喜
美
代

揺

永

徳

子

舞
踊
藤
間
流

十

三

若

菜

摘

山
田
流
等
曲

五

松

風

作
曲

山

木

太

賀

中
能
島
松
竪

等

野

口

ふ

み

子

中
野
み
ね
子

川

上

定

子

渡

邊

富

美

菊
谷
置
佐
子

弦

東

條

夏

子

岡
本
智
恵
子

観
世
流
連
吟

四

東

北

生
田
流
等
曲

十

二

遠

砧

宮
城
道
雄
作
曲

賓
生
流
連
吟

一

杜

若

同
二

吉

野

天

人

女

生

徒

同

一

・

ニ

年

女

生

徒

三
•
四
•
五
年
女
生
徒

山
田
流
等
曲

十
一
あ
け
ぼ
の

中
能
島
欣
一
作
曲

唄 踊

（

低

）

等

（

高

）

等

（

高

）

熊片板木川間角

倉山川下又下谷
冨

芳ヒ久ふ和園律

江サ子み子子子

浅石藤鈴五笠紳植小小高東

野坂田木＋原戸木森野澤條
嵐智

郁和京愛幸啓光 鶴圭淑夏

子子子子子子子幸子子子子

観
世
流
連
吟

一

鶴

編

一

・

ニ

年

男

生

徒

東
京
一
音
楽
學
校

上
野
公
園

昭
和
十
八
年
十
一
月
六
日
秋
季
選
科
邦
楽
演
奏
会

一
時
開
場

昭
和
十
八
年
十
一
月
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
｛
一
時
半
開
演

會
場
東
京
＿
音
楽
學
校
奏
楽
堂

秋
季
選
科
邦
楽
演
奏
會
曲
目

賓
生
流
連
吟

九

小

督

新

曲

長

唄

十

東

亜

の

関

白

水

郎

作

詞作
曲

稀
音
家
浮
観

吉
住
小
三
郎

観
世
流
連
吟

八

熊

坂

職

員

及

生

徒

一

同

男

生

徒

同

三
•
四
•
五
年
生
徒

菊田

地中

悌智

子子

三
味
線
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弦

塚牧高

越瀬草

清敷幹

子江子

（

低

）

稲上小野

田野澤：

和み

恵順道子



五

、

テ

ノ

四、 二、

／ミ ホ

ル

獨

唱

朝

庸

遁
走
曲

モ
ル
ソ
ー
第
一
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

石

木

村

英

作

サ
ロ
ン
愛
ホ
長
調
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・
・・
・
・
ペ
ン
パ

ー
レ

主
題
と
愛
奏
曲

ェ
ク
ス
ピ
レ
ッ
シ
ー
ボ

フ
ィ
ナ
ー
レ
ボ
レ
ロ

十

一

、

オ

ル

ガ

大
君
に

獨
楽
吟

サ
ラ
バ
ン
ド
と
ア
レ
グ
ロ
…
…

伊

藤

信

愛
ホ
長
調
•
…
•
•
…

…
…
•
•
•
…

…

…
…
…
…
…
•
•
•
バ
ッ
ハ

ン

獨

奏

【
休

バ

リ

ト

ン

獨

唱

憩

】

伴

奏

夫

ド
ゥ

伴

奏

大

清

水

谷

助

敦

授

子
供
の
踊
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
・
・
:
・
:
・
・
:
．．．．．．
．
 
信

時

潔

「
鶯
の
卵
」
よ
り
張
節
婦
詞
：
・
…
,
．．．
．．．．．
．．．．．．．．
．．．
．．
．
 
信

時

潔

ヘ

リ

コ

ン

バ

ス

獨

奏

+、

中

田

鳴

託

....

.. …
…
…
…
…
…
…
•
グ
ロ
ー
ブ
レ

渡

邊

今

朝

蔵

伴

奏

田

村

宏

..

.. 
,:・:, ..
...... ;
:
・
'
・
；
・
:
橋
本
國
彦

…
・
:
・
:
;
:
・
・
:
・
:
・
…
・
信
時
潔

伴

奏

リ

ト

ン

獨

唱

安

永

武

一

郎

九、

オ

ー

ボ

エ

獨

奏

ムP怠
（
岡
倉
天
心
原
作
）

清

木

廣

伴

奏

木

村

英

作

セ
レ
ナ
ー
デ
…
…
…
…
•
…
…
•
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ヘ
ー
ベ
ル
レ
ー
ン
作
品
十
三

小
守
唄
：
・
…
…
・:
・
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
レ
ナ
ル
ド
作
品
二
〇

伴

奏

葛
の
葉
の
博
説
に
よ
る
歌
劇

「
白
狐
」
第
二
幕
よ
り

白
狐
「
こ
る
は
」
の
獨
唱

Jレ

ン

獨

奏

増

卓

ア
ル
ト
獨
唱

太戸

田田

道敏

子子

梶

原

完

を
み
な
子
よ
·
…
…
…
…

•
•
…
…
…
…

…

…
…
…
…
…
…
·

：

信
時
潔

二
人
の
榔
弾
兵
（
邦
繹
）
…
…
…
…
…
…
…

·
：
·:
·
…
…

•
•
シ
ュ
ー
マ
ン

八

、

作

品

疲

表

村

野

弘

l

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱
曲

目

昭

和

十

八

年

十

一

月

十

三

日

東

京

一

音

楽

學

校

第
百
四
十
九
回
報
國
園
演
奏
會

出
陣
學
生
出
演

昭

和

十

八

年

十

一

月

十

三

日

（

土

）

＋

三

時

於
本
校
奏
楽
堂篠

伴

奏

原

正

敏

本

喬

水

谷

助

数

授

丹
澤
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
·
·
:
…
…
…
…
信
時
潔

北
秋
の
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
·
:
·
:
·
:
··
·
·
…
·
：
信
時
潔

國
守
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
·
:
·
:
;
•
…

•
•
•
平
井
保
喜

伴

奏

七、

テ

ノ

Jレ

協
奏
曲

イ
短
調

太

郎

梶

原

完

第
二
、
三
楽
章
…
…
•
…
•
…
…·
：
・
・
・
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

獨

唱

橋

伴

奏

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

野

間

第
一
四
九
回
報
国
団
演
奏
会

伴

奏

雄

紳

澤

哲

郎

行
々
子
…
·
:
·
:
·
:
·
:
·
…
…
…
…
•
•

••
…
…
…
…
•
…

•
•
…
…
·
信
時
潔

占
ふ
と
：
・
：
・
…
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・・…
…
…
…
…
・
・・
・・・・
・
・
・
信
時
潔

第2部 昭和の東京音楽学校篇 752 



十

七

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

横

谷

英

次

伴

伴

奏

梶

原

完

國
守
…
…
…
•
•
平
井
保
喜

平
城
山
…
…
…
…
…
…
•
•
平
井
保
喜

九
十
九
里
濱
…

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
：
・
・
・
・
・
・
・
・
平
井
保
喜

幻
日
…
•
•
•
シ
〔
ュ
〕
ー
ベ
ル
ト

る

十

六

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

直

言'ー

青

山

三

郎

協
奏
曲
ホ
短
調
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ
ン
ド
ネ
ル

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー
ト
・
ボ
コ
・
ピ
ゥ
・
レ
ン
ト

母
の
愛
を
讃
へ
る
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平
井
保
喜

伴

奏

十
五
、

チ

工

ロ

獨

奏

廣

田

幸

夫

十
二
、
テ
ノ

十
三
、
ニ

十
四
、
テ
ノ

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
協
奏
曲
的
二
重
奏
曲

愛
ホ
長
調
：
·
：
·
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ウ
ェ
ー
バ
ー

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
・
コ
ン
・
モ
ト
第
三
楽
章
ロ
ン
ド
・
ア
レ
グ
ロ

伴

奏

小

田

野

正

之

梶

原

完

秘
唱
：
…
…
…
•

平
井
保
喜

獨
楽
吟
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
信
時
潔

國
守
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
平
井
保
喜

ル

獨

唱

完

重

奏

ル

獨

唱

ピ

ア

ノ

梶 伴

奏

大

橋

幸
原

夫

今
井
助
敦
授

國

守

る

…

…

…

…

平

井

保

喜

五

月

…

…

…

…

…

…

…

…

平

井

保

喜

愛
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

井

健

二
、
合
唱
、
獨
唱
、
管
絃
楽

一
、
合
唱
附
管
絃
楽

「
海
行
か
ば
」
敷
術
曲

曲

十
九
、
．
吹

奏

十
八
、

バ

リ

ト

ン

目
楽

獨

唱

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
イ
長
調

第
一
楽
章

盆

子

九

信

寺

nR 

誠

青

山

三

郎

行
々
子
…
…

•
•
…

…
…
·
：
信
時
潔

九
十
九
里
濱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
平
井
保
喜

明
日
こ
そ
は

：
…

…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
•
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

献
呈
…
·
:
·
…
…
…
…
…
•
•
•
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

指

揮

山

本

正

人

行
進
曲
「
大
日
本
の
歌
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
橋
本
國
彦

行
進
曲
「
双
頭
の
鷲
の
旗
の
下
に
」
…
…
…
…
・
:
・
…
…
…
・・

ワ

グ

ナ

ー

行

進

曲

「

若

人

よ

」

…

…

…

…

…

…

…

…

…

橋

本

國

彦

〔
原
資
料
横
組
〕

昭
昭
十
八
年
十
一
月
十
四
日
報
国
団
第
一
五

0
回
記
念
演
奏
会

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
四
日
（
日
曜
日
）
十
三
時
開
演

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

報

國

圃

第

百

五

十

回

記

念

演

奏

會

東
京
一
音
楽
學
校
報
國
園

伴

奏

伴

奏

生

徒

吹

奏

楽

部

國

枝

潔
作
曲

郎
編
曲 也

今
井
助
敦
授

ケ
ッ
ヘ
ル
四
八
八
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
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一
、
高

千

穂

二、

大

和

思

慕

三、

御

船

出

四
、
御

船

謡

五
、
速

吸

と

菟

狭

六
、
海

道

回

顧

七
、
白
肩
の
津
上
陸

八、

天

業

恢

弘

昭
和
十
八
年
十
一
月
十
五
日

出
陣
学
徒
壮
行
演
奏
会

大
君
の
任
の
ま
に
ま
に

今
ぞ
征
く
學
徒
ヘ
一
音
楽
牡
行

出
陣
學
徒
の
入
螢
日
も
あ
と
二

十
日
決
戦
戦
場
を
敦
へ
の
庭
と
す
る
日
も
間
近
い
、

往
く
學
徒
、
送
る
學
徒
も
い
ま
一
丸
、
城
賊
戦
の
火
と
燃
え
て
銃
執
る
日
ま
で
必
勝
の

學
業
に
い
そ
し
ん
で
ゐ
る
が
、
往
く
先
輩
の
榮
あ
る
出
陣
を
心
か
ら
説
ひ
批
途
を
更
に

旺
に
し
て
士
氣
一
段
と
昂
め
や
う
と
送
る
學
徒
の
若
い
一
県
情
を
一
音
楽
に
託
し
た
牡
行
會

が
開
か
れ
る
、
残
る
學
徒
の
若
い
魂
が
出
陣
學
徒
に
餞
け
る
二
曲
の
牡
行
譜
I

第
一
曲
〔
中
略
〕

第
二
曲
東
京
音
楽
學
校
報
國
園
で
は
文
部
省
お
よ
び
都
下
大
學
高
専
各
學
校
報
國

園
後
援
の
も
と
に
来
る
十
五
日
夜
六
時
か
ら
稗
田
一
ツ
橋
共
立
講
堂
で
『
出
陣
學
徒
批

行
演
奏
會
』
を
盛
大
に
開
催
す
る
、
嘗
夜
は
岡
部
文
相
も
特
に
出
席
し
て
牡
行
の
僻
を

出
陣
學
徒
に
寄
せ
る
ほ
か
過
般
紳
宮
の
聖
域
で
行
っ
た
出
陣
學
徒
壮
行
式
場
で
の
餞
け

の
詞
を
短
歌
で
結
ん
だ
岡
部
文
相
作
『
學
徒
牡
行
の
歌
』
と
乗
杉
一音
楽
學
校
長
の
こ
れ

指

揮

管
絃
楽

合

唱

秋

清

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東

京

＿

音

楽

學

校

生

徒

木

保

下

低

昔

プ

上
低
音

秋潔
作
曲

秀

子

砂

原

美

智

子

千

葉

静
谷
井

典

藤

下
高
昔

萩

明納

中

昔

子

次
高
昔

獨

唱

高

昔

山

内

皇
祀
二
千
六
百
年
）

交
墜
曲
「
海

道

東
征
」
ご
奉
祝
藝
罷
祭
制
定

信北

時 原

白

詩

｛

マ

マ

〕

に
封
す
る
返
歌
を
相
つ
い
で
合
唱
の
の
ち
故
北
原
白
秋
作
交
翡
曲
『
海
道
東
征
』

（ニ

千
六
百
年
記
念
）
な
ど
が
男
女
＿
音
楽
學
徒
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
る
が
営
夜
の
質
況
は
電

波
に
乗
せ
て
全
國
に
中
繊
放
送
さ
れ
る
、
な
ほ
映
聾
『
學
徒
出
陣
』
を
上
映
し
て
そ
の

雄
姿
を
銀
幕
に
し
の
ぶ
ほ
か
参
集
學
徒
四
千
の
『
海
ゆ
か
ば
』
の
一

大
齊
唱
を
以
て
音

楽
牡
行
の
幕
を
閉
ぢ
る

（
『
や
ま
と
新
聞
』
昭
和
十
八
年
十
一
月
十
ご
口
）

學
徒
兵
へ
餞
け
の

＂
出
陣
交
響
楽
“

學
徒
の
臨
時
徴
兵
検
査
は
、
去
る
二
十
五
日
か
ら
本
月
五
日
ま
で
施
行
さ
れ
、
近
く

入
隊
す
る
出
陣
學
徒
も
す
で
に
決
定
し
て
ゐ
る
が
、
士
氣
い

よ
／
＼
軒
昂
た
る
出
陣
學

徒
た
ち
に
餞
け
す
る
「
出
陣
學
徒
批
行
演
奏
會
」
は
、
東
京
―音
楽
學
校
主
催
、
文
部
省

後
援
で、

十
五
日
午
後
六
時
か
ら
紳
田
一
ツ
橋
共
立
講
堂
に
開
催
さ
れ
、
東
京
都
、
紳

昭和18年11月15日， 学徒兵へ餞けの ’'出陣交孵楽”を演奏する

東京音楽学校報国団。神田ーツ橋共立講堂にて（『東京朝日新

聞』昭和18年11月16日）
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テ
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

演

奏

曲

目

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
八
日
第
一

0

1

回
定
期
演
奏
会

十
七
時
開
場

十
八
時
開
演

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
八
日
（
土
）

會
場
日
比
谷
公
會
堂

定

期

演

奏

會

曲

目

（
軍
用
機
獣
納
披
露
）

軍
用
機
獣
納
披
露
次
第

君
が
代
奉
唱

海

行

か

ば

挨

拶

海
軍
航
空
の
歌

學
徒
進
軍
の
歌

愛
図
行
進
曲

（
西
條
八
十
作
詩
・
橋
本
國
彦
作
曲
）

（
橋
本
國
彦
編
作
）

學
校
長

（
海
軍
省
制
定
） 乗
杉
嘉
壽

合
唱
指
揮

東
京
―
音
楽
學
校

橋

本

國

彦

東
京
一
音
楽
學
校

二
、
観
世
流
舞
囃
子

安

幅

春

雄

柿

本

豊

次

森

重

朗

一

噌

錢

二

熊

坂

修

了

生

丸

山

里

子

囃

子

一
、
賓
生
流
舞
囃
子

八

嶋

修

了

生
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管
絃
楽

幻
想
的
交
響
曲

ー

．

夢

、

熱

情

2
．

舞

踏

會

3
．

野

邊

の

光

景
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．
刑
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曲

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
研
究
科
邦
楽
修
了
演
奏
会

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
（
木
曜
日
）
十
三
時
舟
分
開
演

於
本
校
奏
楽
堂

研
究
科
邦
楽
修
了
演
奏
曲
目

菱
田
尚
三

〔
手
書
き
の
横
書
き
〕

東
京
一
音
楽
學
校

一
噌
鉄
二

上
野
公
園

管
絃
楽

指

揮

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ
ル
マ
ー

ー
（
休
憩
）
1
獨
奏

安

輻

春

雄

森

重

朗

囃
子

東
京
昔
楽
學
校
管
絃
楽
部

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

｛
ヴ
ィ
オ
ラ

兎渡

束邊

龍暁

夫雄
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曲
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報
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華
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午
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演
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）
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等
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フ

ラ

ノ

獨

唱

重

奏

〔

ま

た

昭

和

十

九

年

二

月

に

は

、

奏

楽

堂

で

演

奏

会

が

行

わ

れ

、

バ

ッ

ハ

の

〈

二

つ

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

た

め

の

協

奏

曲

〉

（

独

奏

杉

原

淑

子

、

襟

岡

恵

美

子

）

他

が

演

奏

さ

れ

た

こ

と

が

、

杉

原

他

複

数

の

関

係

者

の

証

言

か

ら

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

た

だ

し

、

今

回

、

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

入

手

す

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。

〕

昭
和
十
九
年
五
月
十
九
日

昭
和
十
九
年
五
月
十
九
日

東
京
―
音
楽
學
校
報
國
圃

第

百

五

十

一

回

演

奏

會

勧

進

帳

八

、

長

唄

曲

目

第

一

五

一

回

報

国

団

演

奏

会

午

後

一

〔

時

〕

開

演

II II II 11 唄

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ピ

ア

ノ

開

原

博

子

荻

野

ス

イ

大

國

明

子

山

田

初

子

加

藤

美

智

子

嘗

別

常

順

子

伴
奏
井
口
妙
子

ブ

ラ

ー

ム

ス

曲

本

校

奏

楽

堂

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

曲

鈴北

木爪

良規

一世

三

味

線

相

良

喜

代

子

＂

小

西

美

喜

子

＂

小

寺

知

＂

中

川

麗

子

＂

高

木

喜

代

子

休

憩

ニー一、、、

深あや

山かま

にがと

はりに

は
、ヤ 9

信

時

潔

曲

完

八

、

合

唱

師

範

科

三

年

伴

奏

梶

原

協

奏

曲

第

一

番

愛

ホ

長

調

リ

ス

ト

曲

名

和

田

慶

子

伴
奏
福
井
教
授

一

、

夕

星

の

歌

一

、

沙

羅

一

、

魔

王

ワ

グ

ナ

ー

曲

信

時

潔

曲

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

曲

六

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

津

憲

伴
奏
友
野
秋
雄

石

四

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

練
習
曲

作

品

十

番

の

一

、

二

、

三

、

十

二

作

品

二

十

五

番

の

一

、

六

、

八

、

十

、

十

一

七

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

シ

ョ

パ

ン

曲

梶

原

完

夢エル
ザ

の

夢

” 

第 2部

ワ

グ

ナ

ー

曲

伴
奏 山

本

信
黒
須
ゆ
り
子 子

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

二

つ

の

ア

ラ

ベ

ス

ク

ド

ビ

ュ

ッ

シ

ー

曲

松

本

房

江

昭和の東京音楽学校篇

一

、

た

A
へ

よ

し

ら

べ

歌

ひ

つ

れ

よ

一

、

魔

弾

の

射

手

ア

ガ

ー

テ

の

詠

唱

山

田

耕

搾

曲

8
 5
 

ウ

ェ

ー

バ

ー

曲

7



十
四
、

十
一
、

九
、
ビ
ア
ノ
ニ
重
奏

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

十
二
、

十
三
、

十
五
、

小
倉
百
人
一
首
よ
り
人
は
い
さ
、
淡
路
島

歌
劇
「
道
化
師
」
ト
リ
オ
の
。
フ
ロ
ロ
ー
グ

ピ
ア
ノ
獨
奏

チ
ェ
ロ
獨
奏

チ
ェ
ロ
協
奏
曲

ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲

バ
リ
ト
ン
獨
唱

ハ
短
調

第
一
ピ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

ア
レ
ン
ス
キ
ー
曲

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
曲

フ
ォ
ー
レ
曲

ロ
シ
ア
人
形
の
唄

あ
ら
た
の
愛
あ
ら
た
の
生

山
田
耕
搾
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
曲

須伴
奏
賀

靖

和

水
谷
敦
授

一
長
調

伴

奏

梶

原

完

ハ
イ
ド
ン
曲

一、

國
民
儀
證

「
君
が
代
」
奉
唱

「
海
行
か
ば
」

二

、

挨

拶

三
、
文
部
省
撰
定
・
東
京
―音
楽
學
校
作
詞
作
曲

「
學
徒
勤
榮
の
歌
L

管
絃
楽
編
曲
橋
本
國
彦

指

揮

第

部

合
唱
並
管
絃
楽

山

崎

孟

協
奏
曲
愛
口
短
調

〔
作
品
〕
二
十
三
番

紳伴
奏
澤

哲

郎

井
口
敦
授

午
后
五
時
三

0
分
開
場

同

六

時

三

0
分
開
始

昭
和
十
九
年
十
月
十
八
日
（
水
）

於

共

立

講

堂

（
紳
田
一
ツ
橋
）

信

時

潔

曲

レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ロ
曲

昭
和
十
九
年
＋
月
十
八
日

勤
榮
學
徒
激
勘
の
タ

「
學
徒
勤
榮
の
歌
」
疲
表
會

勤
労
学
徒
激
励
の
タ

数

授

木

下

文
部
次
官

藤

野

保 恵

第2章

東
京
音
楽
學
校
職
員
及
生
徒

青
山
三
郎

バ
リ
ト
ン
獨
唱

枝

伴
奏
國

誠

也

、
西
班
牙
交
醤
曲

、
無
窮
動

一
短
調
第
一
楽
章

ラ

ロ

曲

ノ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
曲

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
九
日

第
一
五
＝
一
回
報
国
団
演
奏
会

〔。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第
一
五
一
回
報
国
団
演
奏
会
と
同
じ
。
〕

本伴
奏
間

健
鈴
木
良

第
一
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

ア
ダ
ー
ジ
オ

ア
レ
グ
ロ

モ
ル
ト

組
曲
作
品
十
五

一
、
ロ
マ
ン
ス

二
、
ワ
ル
ツ

―
―
-
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

モ
デ
ラ
ー
ト

チ
ェ
ロ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ィ
オ
ラ

山

崎
〔
手
書
き
〕

宵

山

郎

健

内

田

美

代

民
孟

本

間

759 

梶

原

完

ピ
ア
ノ

青

山

郎

昭和13年～27年(1938~1952)



央nn” 

、
學
徒
出
陣

、
肉
弾
挺
身
隊

全
二
巻

全
八
巻

自
午
后
七
時
三

0
分

）

（至

同

九

時

四
、
歌

唱

指

導

指

導

敦

同
歌

~

ピ
ア
ノ

伴
奏
数

五
、
出
陣
學
徒
批
行
歌
「
海
ゆ
か
む
」
子
爵
岡
部
長
景
作
歌

同

返

歌

「

を

A

し
く
ぞ
」
東
京
―音
楽
學
校
長
乗
杉
嘉
壽
作
歌

・、

作
曲
並
指
揮
助
敦

授

平

井

保

喜

ピ

ア

ノ

伴

奏

敦

授

永

井

進

六
、
合

]

唱

一．

．

指

揮

敦

授

木

下

保

り

あ

か

ゞ

り

（

古

謡

）

無

伴

奏

信

時

潔

作

曲

回

大

島

節

（

民

謡

）

同

同

り
國
見
の
歌
「
大
和
に
は
」
（
萬
葉
集
よ
り
）
。
ヒ
ア
ノ
伴
奏
同

⇔

紀

の

國

の

歌

（

萬

葉

集

よ

り

）

女

槃

合

唱

同

同

第

二

部

驚

授授

水木

下
谷

達

夫保

會
長
―
音
楽
學
校
校
長

隆

藝
術
の
使
命
は
社
會
と
接
燭
し
社
會
に
浸
透
し
祉
會
を
高
め
る
貼
に
あ
る
。
そ
の
意

味
で
社
會
と
交
渉
の
な
い
藝
術
は
藝
術
の
外
道
で
あ
る
。
農
民
が
一
年
の
沈
潜
を
秋
の

牧
穫
に
よ
っ
て
輝
や
か
し
い
属
切
を
つ
け
る
よ
う
に
、
上
野
に
住
い
美
術
と
一
音
楽
と

の

學
徒
は
、
一
年
の
沈
潜
を
藝
術
祭
に
よ
っ
て
狡
揚
し
、
自
分
達
の
牧
穫
を
も
つ
て
何
等

か
の
意
味
で
社
會
に
寄
奥
す
る
所
あ
ら
う
と
す
る
。

そ
の
寄
奥
が
ど
れ
だ
け
の
憤
値
を

持
ち
得
る
か
は
、
一
に
社
會
の
批
評
に
侯
つ
外
は
な
い
。
た
だ
我
我
の
期
待
す
る
所

は
、
爾
後
の
一
年
一
年
の
沈
潜
が
年
毎
に
輝
か
し
い
牧
穫
を
齋
ら
す
事
に
よ
っ
て
、
年

毎
に
そ
の
寄
輿
が
輝
か
し
い
も
の

に
な

っ
て
行
く
事
で
あ
る
。

巻

頭

第
一
回
上
野
杜
藝
術
祭
に
あ
た
り
て

小

宮

豊

言

昭
和
二
十
一
年
十
＿
月
七
日
ー
十
二
日

第
一
回
芸
術
祭

第2部 昭和の東京音楽学校篇 760 



會

場 午

東
京
音
架
學
校
演
奏
場
内

前

午二

後

12 11 10 ， 8 
木7 非公開

日
時

火 月 日 土 金

十時ー一時 十時ー一時 十時ー一時 十時ー一時 十時ー一時 九時

洋

’勺ゴ↓ 
洋

第

ー同 演出

二時ー五時 二時ー五時 二時ー五時 二時ー五時 二時ー五時 ， 臣
洋 洋

検笠察→ ゴゴI 

ー同 演出

々等介紹活生 ・品作徒生員職 ・品蔵迄日ー十りよ 日八

館物博室帝館慶表 内校學術美京東

會覧展大校學術美京東

3
 

夢秋

の

、．

ぁ

と

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏 流

浪

の

民

美

し

き

青

き

ド

ナ

ウ

フ

ォ

ー

レ

フ

ォ

ー

レ

章

富

持

登

美

子

2

伴

奏

野

田

量

子

第

シ

ュ

ー

マ

ン

ヨ

ハ

ン

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

田

尾

光

子

昭和13年～27年(1938~1952)

1
．

女

墜

合

唱

761 

指

揮

柴

田

睦

陸

敦

官

師

範

科

ニ

・

一

年

女

生

徒

昔

校

と

美

校

の

生

徒

の

間

に

文

部

省

の

「

藝

術

祭

」

と

呼

應

し

「

我

等

の

手

で

も

や

ら

う

ぢ

や

な

い

か

」

と

い

ふ

機

運

が

高

ま

り

、

そ

の

構

想

等

に

就

き

話

が

交

は

さ

れ

た

の

は

、

一

學

期

の

末

の

頃

で

あ

っ

た

。

長

い

休

暇

も

終

り

、

雨

術

の

授

業

開

始

と

共

に

此

の

計

董

は

急

速

に

具

謄

化

し

、

併

も

今

年

を

第

一

回

上

野

藝

術

祭

と

し

、

こ

れ

を

毎

年

秋

、

上

野

の

杜

の

行

事

と

し

よ

う

と

い

ふ

話

さ

へ

生

れ

て

来

た

。

勿

論

我

々

は

、

此

の

行

動

の

中

に

自

己

陶

酔

す

る

の

愚

を

演

じ

る

つ

も

り

で

は

な

い

。

観

念

の

玩

具

い

ぢ

り

に

終

始

す

る

つ

も

り

で

も

な

い

。

大

地

に

ど

つ

か

と

脚

を

ふ

ま

へ

、

文

化

運

動

の

狼

火

を

上

野

の

空

高

く

畢

げ

そ

し

て

藝

術

の

矩

火

を

焔

々

と

燃

え

上

ら

せ

度

い

の

で

あ

る

。

上

野

藝

術

祭

の

狡

足

に

賞

り

、

そ

の

隆

昌

と

装

展

を

衷

心

よ

り

祈

念

す

る

も

の

で

あ

る

。

洋

奏

東

京

音

楽

學

校

生

徒

演

奏

會

十
一
月
八
日
（
金
）
午
前
十
時
開
演
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

ソ

ナ

タ

作

品

ニ

ニ
出

来

る

だ

け

速

く

ア

ン

ダ

ン

テ

イ

ー

ノ

ス

ケ

ル

ツ

ォ

ロ

ン

ド

（

。
フ

レ

ス

ト

）

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

シ

ュ

ー

マ

ン

楽

演

藝

術

祭

に

寄

す

會

昔

校

澁

谷

博



1 

ヒ°
前
奏
曲

ア
洋

奏

會

敦

官

演

奏

會

（

第

一

日

）

十
一
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

獨

奏

ノ

作
品
三
の
二

楽

演

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

梶

原

完

千

田

菊

涸

伴

奏

揺

永

陽

一

郎

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

後

藤

紀

子

ピ

ア

ノ

吉

岡

加

奈

子

4
 

休
棲旅

歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
よ
り

夕

星

の

歌

ワ

グ

ナ

ー

我

が

憩

ひ

の

地

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

牢

獄

に

て

我
に
若
し
翼
あ
ら
ば

五祈徒隠

歩

の

憩

り 月

ア
ー
ン

ヴ
ォ
ル
フ

ヴ
ォ
ル
フ

ヴ
ォ
ル

フ

ア
ー
ン

ア
ー
ン

5

ア

ル

ト

獨

唱

ピ
ア
ノ
伴
奏

横

田

ふ

み

子

宅

孝

二

7
．
バ
リ
ト
ン

獨

唱

ソ
ナ
タ
（
春
）
作
品
四
〇

第

一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

旋ハ

バ

ネ

ラ

ハ
ン
ガ
リ
ア
田
園
幻
想
曲

律

ノ
ブ
ロ

ラ
ヴ
ェ
ル

ド
ッ
プ
ラ
ー

6
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

フ

ル

ー

ト

獨

奏

ピ
ア
ノ
伴
奏

水森

谷

逹

夫正

憩

へ

我

が

魂

獣

呈

懇
人

よ
さ
ら
ば

小

夜

曲

” 

り
ソ
ナ
テ
イ
ー
ヌ

ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ン
ダ
ン
テ

ア
レ
グ
ロ

「
お
と
ぎ
ば
な
し
」
舞
踊
組
曲

（口）

ソ

プ

ラ

ノ

獨

唱

リ
ヒ
ア
ル
ド
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

梶
原
完
・
宅
孝
二

〔
り
回
と
も
宅
孝
二
作
曲
〕

5
 

” ” 

荒

牧

規

子

伴

奏

森

繁

子

3
．

作

品

猿

表

宅

孝

組
曲
二
調
（
古
典
組
曲
）

前

奏

曲

メ
ニ
ュ
エ
ッ
ト

挽

歌

ナ
ポ
リ
風
の
踊
り

第2部

4―
 

チ

ェ
ロ

獨

奏

休

悲

し

き

歌

憩
デ
ュ
パ
ル
ク

デ
ル
ベ
ロ
ワ

堀

江

泰

伴

奏

園

田

高

弘

う
ち
か
け
よ

萬

震

節

密
や
か
な
る
誘
ひ

明

日

こ

そ

は

献

呈

ド
ビ
ッ
シ
ー

シ
ュ
ー
マ
ン

月

の

光

交
響
的
練
習
曲
作
品
十
三

2
．

バ

リ

ト

ン

獨

唱

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

汝
が
黒
髪
作
品
十
九
の
二

作
品
十
の
八

作
品
二
十
七
の
三

作
品
二
十
七
の
四

作
品
十
の
一

ピ
ア
ノ
伴
奏

。
ヒ
ア
ノ
獨
奏

梶畑

原中

良

完輔

昭和の東京音楽学校篇 762 



2
 
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り

コ
ラ
ー
ル
イ
短
調

懐
し
き
棲
家
。
フ
ッ
チ
ー

歌
に
活
き
懸
に
活
き

セ
ザ
ー
ル
フ
ラ
ン
ク

1
．

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

洋

會

敦

官

演

奏

會

（
第
二
日
）

十
一
月
十
日
（
日
）
午
後
二
時
開
演

根

本

ツ

ネ

子

秋

冗

道

雄

楽

演

奏

。
フ
レ
ス
ト

絃
楽
四
重
奏
曲

ア
レ
グ
ロ

ア
レ
グ
ロ

作
品
十
八
ノ
―
―
―
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ア
ン
ダ
ン
テ
コ
ン

モ
ー
ト

8
．

絃

楽

四

重

奏

セヴ第第
ロイニー
オヴヴ
ラアア

；： 
小三リリ
ンン

澤瓶

十畠塁
吉龍
弘郎三夫

7
 

ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
作
品
十
六
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

グ
ラ
ー
ヴ
ェ
ー
ア
レ
グ
ロ
マ
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ

ア
ン
ダ
ン
テ

ロ
ン
ド
（
ア
レ
グ
ロ
マ
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ
）

゜
ソ

フ

ラ

ノ

獨

唱

タ
ゴ

ー
ル
の
三
つ
の
詩

夜
の
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
る
こ
ろ
｝

日
毎
に
来
り
て
は

6
．

ピ

ア

ノ

五

重

奏

ピ
ア
ノ
伴
奏

ア
ル
フ
ァ
ー
ノ

浅

野

千

鶴

子

水

谷

達

夫

ホフクオヒ゜
ルアラ 1ア
ンゴリボノ
ツネエ

卜‘〖

岡中北鈴水

田田爪木谷

ー利清達

朗次世三夫

2
．

作

品

猿

表

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
兵
隊

「
雪
娘
」
よ
り
踊

オ
ス
カ
ー
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

リ
ム
ス
キ
ー
コ
ル
サ
コ
フ

1
．
吹

奏

楽

演

奏

會

7
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。ヒ
ア
ノ
ニ
重

奏

「
詩
人
の
懇
」
よ
り

6

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

謝
肉
祭
作
品
九

5
.
。
ヒ
ア
ノ

獨

奏

曲
目
未
定

4
．
テ
ノ
ー
ル

獨

唱

ソ
ナ
タ

休

憩

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
巖

ピ

ア

ノ

今

作
品
五
十
七
（
熱
情
）

ァ
ッ
サ
イ
ア
レ
グ
ロ

ア
ン
ダ
ン
テ
コ
ン
モ
ー
ト

ア
レ
グ
ロ
マ
ノ
ン
ト
ロ
ツ
ボ
。
フ
レ
ス
ト

3
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

シ
ュ
ー
マ
ン

シ
ュ
ー
マ
ン

ソ
ナ
タ
愛
口
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
三
七
八
番
）

ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

ア
ン
ダ
ン
テ
イ
ー
ノ
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト

ロ
ン
ド
（
ア
レ
グ
ロ
）

ピ
ア
ノ
獨
奏

工

指
揮

3
 
6
 
7
 

坂

本

陽

子

北
爪
利
世
敦
官

生
徒
吹
奏
楽
班

第2章

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

カ
ン
タ
ー
ビ
レ

洋

楽

東

京

―音
楽
學
校
生
徒
演
奏
會

十
一
月
十
一
日
（
月
）
午
前
十
時
開
演

井本

治置

郎理

田

中

伸

枝

遠

見

豊

子

柴

田

睦

陸

宮

内

鎮

代

子

昭和13年～27年（1938~1952)



，
 
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

前
奏
曲
コ
ラ
ー
ル
と
遁
走
曲

セ
ザ
ー
ル
フ
ラ
ン
ク

眠
り
安
ら
へ
ど

五

月

の

夜

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
よ
り
ブ
ラ
ー
ム
ス

ブ
ラ
ー
ム
ス
サ
ン
サ
ア
ン
ス

安

部

け

vヽ

8

。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

藤

島
a

義

勝

7
，
メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ

松

内

和

子

伴

奏

闘

原

和

子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
二
番

ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

ロ
マ
ン
ス

ア
ラ
ジ
ン
ガ
ー
ラ

一
短
調

作
品
ニ
ニ

。
フ
ッ
チ
ー
ニ

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー

江

藤

俊

哉

伴

奏

江

藤

玲

子

3
．

管

絃

楽

休

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
抜
茉

2
．
重

唱

憩

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク

メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
）

ア
レ
グ
レ
ッ
ト

指

揮

金

子

登

敦

官

生
徒
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

久藤岩池池

野村崎田田

晃成弘綾

弯一章子子

久
保
田
喜
代
子

休

6
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

憩

一
長
調
（
ケ
ッ
ヘ
ル
五
七
五
番
）

ア
レ
グ
レ
ッ
ト

ア
ン
ダ
ン
テ

歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り

ム
ゼ
ッ
タ
の
ワ
ル
ツ

ミ
カ
エ
ラ
の
詠
唱
ビ
ゼ
ー

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

葛

一

”

ウ
イ
オ
ラ

セ
ロ

5

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

山

田

紗

織

伴

奏

加

藤

る

り

子

バ
ラ
ー
ド

シ
ョ
パ
ン

十
一
月
七
日
（
木
）
非
公
開
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

十
一
月
十

一
日
（
月
）
午
後
二
時
開
演

1
．

絃

楽

四

重

奏

伴エドカメミフミ
スン］レルカラカ
奏カホメセエスエ
ミセンデラキラ
リス l
オメタ
ッ
ォ

バテソソ
リノプ プ
ト1ララ
ンルノノ

交
響
曲
第
五
番
（
新
世
界
よ
り
）

モ
ツ
ア
ル
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ

井加井江

上宮上藤
み令

ど一明俊

り郎子哉

第2部

4

ピ

ア

ノ

獨

奏作
品

奈

良

洋

子

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
一
一
番
二
長
調

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ア
ペ
ル
ト

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

其ハ

の”レ

他Jレ

ャ

ヘ
ン
デ
ル

3

フ

ル

ー

ト

獨

奏

川

崎

伴

奏

久

野

弯優

10
．

混

磐

合

唱

指

揮

酒

井

弘

敦

官

師
範
科
四
年
生
徒

前

曲

｝

タ

コ

練
習
曲
第
一
番
（
ハ
調
）
｝

卸

興

舞

曲

第

六

番

ン奏

奥
村

一
曲

齋
藤
高
順
曲

歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
よ
り
或
る
晴
れ
た
日
。
フ
ッ
チ
ー
ニ

エ
ル
ザ
の
夢
ワ
ー
グ
ナ
ー

昭和の東京音楽学校篇

伴

奏

鈴

木

よ

し

764 



作

詞

者

作

曲

者

物
語
の
原
作
者

メ
リ
メ
ー

（

マ

マ

〕

メ
イ
ラ
ッ
ク

ア
レ
ヴ
ィ
ー

ビ
ゼ
ー

ガ
プ
リ
エ
ル
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
内
久
子

ウ
リ
エ
ル
（
テ
ノ
ー
ル
）
小
田
野
正
之

ラ

フ

ア

エ

ル

（

バ

ス

）

日

比

野

穎

彦

オ
ラ
ト
リ
オ
（
聖
諄
曲
）
は
従
来
多
く
宗
敦
的
題
材
を
用
回
敦
會
内
で
演
奏
し
た
が
、

ハ
イ
ド
ン
の
作
は
演
奏
會
用
と
し
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
題
材
は
菌
約
聖
書
創
世
記
第
一

章
と
第
二
章
及
ミ
ル
ト
ン
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト
か
ら
得
て
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
ヴ
イ
ー
テ

ン
が
獨
文
の
歌
詞
に
作
り
上
げ
た
物
で
、
作
曲
は
一
七
九
七
年
…
…
九
八
年
に
至
り
初

演
は
ウ
イ
ー
ン
市
立
劇
場
で
一
七
九
九
年
三
月
十
九
日
に
行
は
れ
、
そ
れ
以
来
名
大
作

と
し
て
現
今
も
尚
絶
え
ず
演
奏
さ
れ
て
ゐ
る
全
蘊
胆
は
三
部
に
分
れ
る
。

第
一
部
「
天
地
自
然
界
の
創
造
」
よ
り

1
、
合
唱
と
三
重
唱
「
天
地
自
然
界
の
創
造
の
讃
歌
」

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
の
解
説Ge

o
r
g
e
s
 Bi
zet
 (
1
8
3
8
1
1
8
7
5
)
 

P
r
o
s
p
e
r
 M
e
ri
m
e
e
 (
1
8
0
3
|
1
8
7
0
)
 

H
e
n
ri
 

M
ei
lhac 
(
1
8
3
1
|
1
8
9
7
)
 

L
u
d
o
vi
c
 H
a
l
e
v
y
 (
1
8
5
4
ー
1
9
0
8
)

獨
唱

聖
諄
曲
「
天
地
創
造
」
（
天
地
創
造
の
讃
歌
）

「
天
地
創
造
」
の
解
説 獨

唱

ガ

ブ

リ

エ

ル

ウ
リ
エ
ル

ラ
フ
ア
エ
ル

ハ
イ
ド
ン

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

バ
ス

田 〔
原
資
料
横
組
〕

4

．

混

盤

合

唱

指

揮

中

田

一

次

敦

官

伴
奏
生
徒
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

疇

疇

筵

輝

小

田

野

正

之

日

比

野

穎

彦

第
一
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

ア
ダ
ヂ
オ
ー
ア
ル
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

ラ
ル
ゴ

ス
ケ
ル
ツ
オ
（
モ
ル
ト
・
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）

ア
レ
グ
ロ
コ
ン
フ
ォ
コ

バ
リ
ト
ン
本
四

時

代

一

八

二

0
年
頃

場
所
ス
ペ
イ
ン
國
ゼ
ヴ
イ
リ
ア
及
近
郊

出
演
生
徒
及
び
配
役

ド
ン
ホ
セ
騎
兵
伍
長

カ
ル
メ
ン
ジ
プ
シ
ー
女

ミ
カ
エ
ラ
ホ
セ
の
許
婚

メ
ル
セ
デ
ス
ジ
プ
シ
ー
女

ミ
カ
エ
ラ

フ
ラ
ス
キ
ー
タ

ソ
。
フ
ラ
ノ
本
四

ソ
。
フ
ラ
ノ
本
四

エ

ス

カ

ミ

リ

オ

藤

村

晃

一

指

導

長

坂

好

子

敦

官

伴

奏

生

徒

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

II
カ
ル
メ
ン
“
は
佛
蘭
西
の
文
豪
メ
リ
メ
の
小
説
に
取
材
し
た
も
の
で
、
登
場
す
る

人
物
も
又
事
件
も
す
べ
て
ス
ペ
イ
ン
を
背
景
と
し
て
を
り
澄
刺
と
し
た
生
氣
と
、
情
熱

に
溢
れ
た
ス
ペ
イ
ン
特
有
の
色
彩
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

作
曲
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゼ
ー
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
―
二
月
三
日
。
ハ
リ
ー
の

オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
で
行
な
は
れ
た
初
演
の
評
判
が
餘
り
良
く
な
い
の
で
失
意
の
中

に
病
氣
に
な
り
、
三
十
七
歳
の
若
さ
で
夭
折
し
た
。
も
つ
と
長
く
彼
が
生
き
て
ゐ
た
な

ら
ば
、
こ
の
様
な
傑
作
を
更
に
敷
多
く
作
っ
た
事
で
あ
ら
う
。

こ
の
オ
ペ
ラ
の
持
つ
獨
得
の
メ
ロ
デ
イ
、
快
い
リ
ズ
ム
は
聞
く
人
を
魅
き
つ
け
づ
に

は
置
か
な
い
。

又
管
絃
楽
の
部
分
が
愛
化
極
り
な
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
、
轄
調
の
巧
妙
さ
等
々
最
も
秀

れ
た
管
絃
楽
法
で
扱
か
は
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
も
こ
の
歌
劇
の
長
所
で
あ
る
が
、
今
回

は
都
合
上
、
管
絃
楽
伴
奏
に
よ
る
事
が
出
来
ず
、
そ
の
箕
債
を
知
る
事
の
出
来
な
い
の

は
遺
憾
と
す
る
虚
で
あ
る
。

第
一
幕
ヨ
リ

「
ハ
バ
ネ
ラ
」
の
唄
ー
ミ
カ
エ
ラ
と
ホ
セ
の
二
重
唱
ー
セ
ギ
デ
イ
リ
ヤ
の
唄

ス
ペ
イ
ン
の
ゼ
ヴ
ィ
ラ
の
町
の
煙
草
工
場
。
こ
A

に
は
兵
士
が
交
替
に
監
督
に
来

る
。
煙
草
エ
女
の
カ
ル
メ
ン
は
、
こ
の
仲
間
に
嬌
名
を
謳
は
れ
て
ゐ
る
あ
ば
ず
れ
女

で
、
警
備
に
来
て
ゐ
る
伍
長
ド
ン
・
ホ
セ
に
封
し
て
自
分
か
ら
誘
ひ
を
か
け
て
有
名
な

ジ
。
フ
シ
ー
女

闘
牛
士

テ
ナ

1
本
四

メ
ツ
オ
ソ
。
フ
ラ
ノ
本
四

久
保
田

喜
代
子

池

田

綾

子

池岩

田崎

弘成

子章
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「
ハ
バ
ネ
ラ
の
歌
」
を
歌
ふ
。

そ
の
後
ヘ
ミ
カ
エ
ラ
が
来
て
ホ
セ
と
の
清
ら
か
な
二
重
唱
に
な
り
、
ホ
セ
の
母
か
ら

の
便
り
を
渡
し
て
去
る
。

工
場
で
喧
嘩
を
し
て
朋
輩
を
刺
し
た
為
に
捕
へ
ら
れ
て
ホ
セ
の
監
視
の
下
に
置
か
れ

た
カ
ル
メ
ン
は
「
セ
ギ
デ
イ
リ
ャ
」
を
歌
つ
て
ホ
セ
を
誘
惑
し
縄
目
を
解
か
さ
せ
て
逃

げ
て
し
ま
ふ
。第
二
幕
ヨ
リ

ジ
。
フ
シ
ー
の
唄
ー
闘
牛
の
歌
ー
カ
ル
メ
ン
と
ホ
セ
の
二
重
唱
ー
花
の
歌
ー
カ
ル
メ

ン
と
ホ
セ
の
二
重
唱

ゼ
ヴ
イ
ラ
の
町
は
づ
れ
の
酒
場
で
カ
ル
メ
ン
は
仲
間
の
ジ
。
フ
シ
ー
女
フ
ラ
ス
キ
ー
タ

〔

マ

マ

〕

及
び
メ
ル
セ
デ
ス
と
「
ジ
プ
シ
ー
の
唄
」
を
歌
ふ
。
そ
こ
へ
闘
牛
師
の
花
形
エ
ス
カ
ミ

リ
オ
が
登
場
し
豪
快
な
「
闘
牛
の
歌
」
を
歌
ふ
。
そ
の
後
で
カ
ル
メ
ン
、
フ
ラ
ス
キ
ー

タ
、
メ
ル
セ
デ
ス
の
三
人
と
密
輪
入
者
の
レ
メ
ン
ダ
ー
ド
と
ダ
ン
カ
イ
ロ
の
五
人
で
有

名
な
五
重
唱
を
歌
ふ
。

カ
ル
メ
ン
は
ホ
セ
を
密
輸
入
者
の
群
に
つ
れ
込
ま
う
と
し
て
誘
惑
し
二
重
唱
が
歌
は

れ
る
。

第
三
幕
ヨ
リ

「
カ
ル
タ
の
唄
」
の
ト
リ
オ
ー
ミ
カ
エ
ラ
の
唄
ー
ホ
セ
と
エ
ス
カ
ミ
リ
オ
の
二
重
唱

カ
ル
メ
ン
、
フ
ラ
ス
キ
ー
タ
、
メ
ル
セ
デ
ス
が
カ
ル
タ
占
ひ
の
時
に
歌
は
れ
る
唄
で
、

そ
の
あ
と
、
ミ
カ
エ
ラ
が
ホ
セ
を
連
れ
も
ど
す
た
め
に
来
て
ミ
カ
エ
ラ
の
唄
を
歌
ふ
。

エ
ス
カ
ミ
リ
オ
が
カ
ル
メ
ン
と
交
際
し
て
ゐ
る
こ
と
を
ホ
セ
に
喋
っ
た
こ
と
に
よ
り

決
闘
と
な
り
花
々
し
い
二
重
唱
が
歌
は
れ
る
。

第
四
幕
ヨ
リ

エ
ス
カ
ミ
リ
オ
と
カ
ル
メ
ン
の
二
重
唱
ー
ホ
セ
と
カ
ル
メ
ン
の
二
重
唱

花
形
闘
牛
師
エ
ス
カ
ミ
リ
オ
は
カ
ル
メ
ン
を
つ
れ
て
現
れ
愛
情
に
燃
え
た
二
重
唱
を

歌
ふ
。ホ
セ
は
カ
ル
メ
ン
に
も
う
一
度
愛
し
て
く
れ
る
様
に
と
頼
む
が
カ
ル
メ
ン
は
承
知
し

な
い
。
そ
し
て
彼
か
ら
贈
ら
れ
た
指
輪
を
投
げ
つ
け
る
の
で
、
ホ
セ
は
絶
望
の
餘
り
、

つ
ひ
に
カ
ル
メ
ン
を
刺
し
て
し
ま
ふ
。

新

世

界

よ

り

解

説

現
在
こ
の
交
響
曲
を
以
つ
て
有
名
な
ド
ウ
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は
彼
の
生
存
中
む
し
ろ
八

ツ
の
オ
ペ
ラ
或
ひ
は
他
の
管
絃
楽
曲
・
合
唱
曲
の
作
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
曲
が
人
々
の
評
判
に
な
っ
た
の
は
今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
國
民
―
音
楽
が
重
要
視

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
と
殆
ん
ど
同
時
代
に
活
躍
し
た
彼
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ド
イ
ツ
民
謡
を
主

題
と
し
て
取
扱
っ
た
の
と
同
じ
様
に
彼
の
祖
國
ボ
ヘ
ミ
ヤ
（
チ
ェ
ッ
コ
）
の
音
楽
を
そ
の

曲
に
反
映
さ
せ
て
ゐ
る
。
一
八
四
一
年
。
フ
ラ
ハ
で
生
れ
、
生
活
の
篇
ス
メ
タ
ー
ナ
の
指
揮

し
て
ゐ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
ヴ
イ
オ
ラ
を
弾
い
て
ゐ
た
彼
は
、
嘗
然
ス
メ
タ
ー
ナ
の
國

民
―音
楽
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
。
併
し
彼
自
身
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
た
。

一
八
九
二
年
—
五
年
の
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
國
民
音
楽
院
N
a
t
io
n
a
l
C
o
n
s
e
r
v
a
,
 

t

o
r
y
 of
 

m
u
si
c
 of
 

N
e
w
 Y
o
r
k

の
校
長
を
し
て
居
る
間
に
彼
は
ニ
ガ
ー
の
震
歌

S
p

i

ri
t

ual
に
興
味
を
持
ち
一
八
九
四
年
（
或
ひ
は
九
三
年
と
も
云
は
れ
る
）
こ
の
曲
を

作
曲
し
十
二
月
十
五
日
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ソ
サ
イ
ア
テ
ー
で
初
演
し
た
。

彼
の
作
品
中
か
A

る
一
一
ガ
ー
の
メ
ロ
デ
イ
を
持
っ
た
も
の
は
他
に
作
品
九
十
六
の
ク

ワ
ル
テ
ッ
ト
十
七
の
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
の
み
で
あ
る
。
此
等
の
作
品
が
ニ
ガ
ー
の
メ
ロ
デ

イ
に
取
材
し
た
事
は
間
違
い
無
い
が
而
し
そ
の
底
に
は
彼
の
祖
國
を
も
蔵
し
て
ゐ
る
。

交
響
曲
第
五
番
II
新
世
界
よ
り
“
は
普
通
の
交
響
曲
形
式
を
以
つ
て
成
つ
て
居
る
。

第
一
楽
章

A
d
ag
i
o~|Alle

gro 

M
o
l
t
o
 ~
 e、m
o
l
l

二
士
二
小
節
の
導
入
部
〔
を
〕
持
っ
た
ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
ゐ
る
。

先
づ
チ
ェ
ロ
の
弱
い
不
安
定
な
シ
ン
コ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
メ
ロ
デ
イ
が
バ
ス
・

ヴ
イ
オ
ラ
を
伴
つ
て
現
は
れ
る
。
（
註
一
）

同
じ
メ
ロ
デ
イ
を
フ
ル
ー
ト
が
オ
ボ
ー
・
フ
ア
ゴ
ッ
ト
を
〔
伴
つ
て
〕
最
後
に
奏
す

る
。
こ
の
メ
ロ
デ
イ
の
中
に
あ
る
シ
ン
コ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
後
に
出
て
く
る
テ
ー
マ
の
動

交
響
曲
第
五
番

こ
の
凄
愴
な
場
面
が
息
づ
ま
る
様
な
二
重
唱
に
よ
っ
て
歌
は
れ
る
。

ホ
短
調
作
品
九
五

金

子

ド
ウ
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

登
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機
を
豫
想
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
動
機
は
全
絃
の
ユ
ニ
ゾ
ン
に
よ
り
突
然
フ
ォ
ル
テ
で

荒
々
し
く
奏
さ
れ
る
。
次
に
ヴ
イ
オ
ラ
・
ホ
ル
ン
・
チ
ェ
ロ
に
よ
り
テ
ー
マ
を
豫
想
さ

せ
る
楽
句
が
二
度
違
っ
た
調
子
に
て
奏
さ
れ
ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト
の
主
部
分
に
導
入
さ

れ
る
。
（
註
二
）

不
安
定
な
感
じ
の
す
る
こ
の
導
入
部
は
充
分
に
次
の
主
部
分
へ
の
導
入
を
な
し
て
ゐ

る。
主
部
分
は
ホ
ル
ン
の
奏
す
る
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
（
註
三
）
こ
の
ニ
ケ
所

に
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
て
ゐ
る
の
が
一
ー
ガ
ー
・
メ
ロ
デ
イ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
テ
ー
マ
を
受
け
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
フ
ア
ゴ
ッ
ト
が
出
て
来
る
。
（
註
四
）
こ
の
楽
句

が
猿
展
さ
れ
つ
A

第
ニ
テ
ー
マ
が
フ
ル
ー
ト
・
オ
ボ
ー
に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
。
（
註
五
）

こ
の
テ
ー
マ
が
漸
次
愛
化
さ
れ
つ
A

副
主
題
が
フ
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
現
は
れ
る
。

（
註
六
）
此
は
上
掲
の
ニ
ガ
ー
ス
ピ
リ
テ
ュ
ア
ル
S
w
i
ng
l
o
w
 S
w
e
e
t
 
C
h
a
r
i
o
t
か
ら
採
つ

た
も
の
で
あ
る
。

以
上
迄
の
主
題
提
示
部
が
古
い
交
響
曲
形
式
と
同
様
反
覆
さ
れ
て
疲
展
部
に
入
る
。

第
一
•
第
ニ
・
副
の
三
主
題
が
木
管
・
金
管
又
は
絃
に
そ
の
形
の
ま
A

又
は
動
機
の

み
、
そ
し
て
時
に
は
封
旋
律
を
伴
っ
た
り
し
て
疲
展
さ
れ
て
反
覆
部
に
移
る
。
反
覆
部

に
於
い
て
第
ニ
テ
ー
マ
は
卜
短
調
で
初
に
第
ニ
フ
ル
ー
ト
の
み
で
奏
さ
れ
副
主
題
も
愛

イ
長
調
に
て
第
ニ
フ
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
吹
か
れ
る
。
コ

ー
ダ
は
全
管
絃
最
強
昔
の
中
に

ト
ロ
ン
バ
及
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
よ
り
第
一
テ
ー
マ
と
副
主
題
が
組
合
さ
れ
て
奏
さ
れ
つ

つ
始
ま
り
箪
純
な
カ
デ
ン
ツ
を
効
果
的
に
繰
返
し
つ
A

終
る
。

第
二
楽
章
L
a
rg
o
C
 D
e
s
'
d
u
r
 

〔

マ

マ

J

愛
二
長
調
へ
の
尚
入
の
為
六
ケ
の
和
―音
の
連
結
が
金
管
及
び
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
に
よ
っ
て
非
常
に
効
果
的
に
用
ひ
ら
れ
絃
に
移
さ
れ
る
。
次
に
有
名
な
テ
ー
マ

が
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
。
之
は
現
在
で
も
槃
楽
曲
と
し
て
人

人
に
愛
唱
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
G
o
i
ng
H
o
m
e
)
 (
註
七
）

次
に
又
最
初
と
同
様
な
和
昔
の
連
結
が
木
管
部
に
現
は
れ
絃
が
そ
れ
に
績
き
主
題
の

短
い
狡
展
を
な
し
又
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
に
つ
い
で
ホ
ル
ン
に
主
題
が
移
り
後

U
n
 p
o
c
o
 
pi
u
 m
o
s
s
0
に
な
り
フ
ル
ー
ト
・
オ
ボ
ー
に
よ
る
焦
燥
的
な
メ
ロ
デ
イ
が

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
び
ヴ
ィ
オ
ラ
の
ト
レ
モ
ロ
に
伴
奏
さ
れ
な
が
ら
奏
さ
れ
る
。
（
註
八
）

そ
し
て
p
o
c
o
m
e
n
o
 m
o
s
s
o
に
な
り
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク

な
メ
ロ
デ
イ
が
バ
ス
の
ピ
ッ
チ
カ
ー
ト
に
伴
奏
さ
れ
な
が
ら
奏
さ
れ
る
。
（
註
九
）

そ
れ
を
フ
ル
ー
ト
・
オ
ボ
ー
が
受
け
て
後
又
p
o
c
o
piu 
m
o
s
s
0
に
な
り
今
度
は
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
に
メ
ロ
デ
イ
が
移
り
木
管
部
が
封
旋
律
及
び
伴
奏
を
な
し
同
様
な
形
に
て

又
m
e
n
o
と
な
り
そ
れ
が
終
る
と
又
嬰
ハ
長
罰
即
ち
原
調
愛
二
長
調
と
な
り
オ
ボ
ー
の

〔

マ

マ

〕

極
め
て
軽
快
な
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
の
メ
ロ
デ
イ
が
始
め
ら
れ
全
管
絃
へ
と
尚
か
れ
て
第
一

楽
章
の
第
一
・
副
の
二
つ
の
テ
ー
マ
が
第
二
楽
章
の
テ
ー
マ
と
共
に
現
は
れ
る
。
そ
し

て
又
最
初
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
の
獨
奏
と
な
り
六
ケ
の
和
昔
の
連
結
が
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
除
い
て
最
初
と
同
じ
色
に
て
奏
さ
れ
そ
れ
が
木
管
の
奏
昔
部
に
移
り
静
か
に

終
る
。第三
業
章
S
c
h
e
r
z
o
M
o
l
t
o
 vivace i
 

e,moll 

ス
ケ
ル
ツ
オ
の
形
式
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
最
初
こ
の
楽
章
の
モ
テ
イ
ー
フ
を
持
っ
た
四

小
節
の
導
入
句
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
テ
ー
マ
は
フ
ル
ー
ト
・
オ
ボ
ー
に
呉
へ
ら
れ
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
が
一
小
節
遅
れ
て
績
け
て
ゐ
る
。
（
註
一
0

)

我
々
は
こ
の
テ
ー
マ
に
も
黒
人
の
匂
ひ
を
感
ず
る
。
次
に
絃
に
主
題
が
移
さ
れ
後
全

管
絃
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
が
奏
さ
れ
る
。
以
上
が
二
度
反
覆
さ
れ
て
ホ
長
調
の
挿
入
句
が

エ
キ
ゾ
テ
イ
ツ
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
メ
ロ
デ
イ
を
フ
ル
ー
ト
で
〔
ヽ
〕
オ
ボ
ー
に
よ
り

次
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
オ
ク
タ
ー
ヴ
に
よ
り
奏
さ
れ
（
註
―
-
)
後
管
楽
器
の
細
い
連

績
管
に
伴
奏
さ
れ
て
チ
ェ
ロ
が
受
け
繊
ぎ
突
然
又
前
の
テ
ン
ボ
に
饉
へ
り
漸
次
全
管
絃

と
な
り
、
ス
ケ
ル
ツ
ワ
オ
の
部
分
を
終
る
。
そ
し
て
ス
ケ
ル
ツ
ワ
オ
の
テ
ー
マ
を
用
ひ

っ
A

第
一
楽
章
の
第
一
テ
ー
マ
を
チ
ェ
ロ
、
ヴ
イ
オ
ラ
に
て
想
起
し
巧
み
に
ト
リ
オ
と

云
は
れ
る
べ
き
部
分
に
入
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
常
に
木
管
に
輿
へ
ら
れ
踊
る
様
な
軽
い

感
じ
を
表
現
し
て
ゐ
る
、
ス
ケ
ル
ツ
ワ
オ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
（
註
―
二
）

績
い
て
次
の
テ
ー
マ
が
卜
長
鯛
で
始
ま
り
後
木
管
に
移
り
、
（
註
二
二
）
又
前
の
ハ
長

調
の
テ
ー
マ
が
奏
さ
れ
短
い
連
績
楽
句
を
鰹
て

D
a
C
a
p
o
し
て
コ
ー
ダ
に
入
り
第

一

楽
章
の
テ
ー
マ
と
ス
ケ
ル
ツ
ワ
オ
の
テ
ー
マ
と
交
互
或
は
一
緒
に
奏
し
つ
A

第
三
楽
章

を
終
る
。

第
四
楽
章
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c
o
n
 f
u
o
c
o
 !
 

e
'moll 

767 第2章 昭和13年～27年（1938~1952)



1
．
混

盤
十
一
月
十
二
日
（
火
）
午
前
十
時
開
演

合

唱

指
揮
城
多
又
兵
衛
敦
官

師
範
科
三
年
生
徒

ァ
ッ
サ
イ
ア
パ
シ
ョ
ナ
ー
ト
）
〔原
資
料
横
組〕

こ
の
楽
章
は
不
完
全
な
形
式
の
ソ
ナ
タ
形
式
で
あ
る
。

第
一
楽
章
の
初
め
に
現
は
れ
た
全
絃
の
強
い
ユ
ニ
ゾ
ン
で
奏
さ
れ
る
モ
テ
イ
ー
フ
を

先
ず
最
初
に
用
ひ
、
漸
次
ホ
ル
ン
及
び
ト
ロ
ン
バ
に
て
奏
さ
れ
る
第
一
テ
ー
マ
ヘ
と
導

か
れ
る
。
（
註
一
四
）

そ
の
テ
ー
マ
は
全
絃
合
奏
に
よ
り
受
け
繊
が
れ
次
に
木
管
及
び
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ

り
同
じ
テ
ー
マ
が
奏
さ
れ
て
後
絃
の
三
連
昔
符
に
よ
る
リ
ズ
ム
の
強
い
性
格
的
な
荒
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
的
楽
句
を
経
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
奏
す
る
静
か
な
第
ニ
テ
ー
マ
が
現
は
れ

る
。
（
註
一
五
）

之
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
績
け
ら
れ
そ
の
メ
ロ
デ
イ
の
間
に
荒
い
チ
ェ
ロ
の
モ
テ
イ
ー

フ
が
封
跛
的
に
這
入
っ
て
く
る
。
（
註
一
六
）

以
後
最
後
に
至
る
迄
何
回
か
第
一
テ
ー
マ
が
固
執
さ
れ
る
が
第
ニ
テ
ー
マ
の
副
主
題

（
註
一
七
）
の
楽
句
等
以
上
の
諸
楽
句
を
登
展
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
細
い
多
敷
の
楽
句

及
び
第
一
•
第
二
•
第
三
楽
章
の
テ
ー
マ
を
混
合
し
て
展
開
さ
せ
全
交
響
曲
の
最
終
楽

章
と
し
て
全
交
響
曲
の
性
格
を
盆
々
強
め
て
ゐ
る
。

最
後
に
比
較
的
短
い
反
覆
部
と
コ
ー
ダ
を
以
つ
て
終
る
。

全
楽
章
を
通
じ
て
そ
の
用
ひ
て
ゐ
る
テ
ー
マ
は
多
く
五
昔
〔昔
〕
階
に
よ
っ
て
ゐ
る
。

彼
の
用
ひ
て
ゐ
る
和
槃
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
的
な
三
和
昔
で
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
用
ひ
た
も

の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
和
槃
の
必
然
性
を
以
つ
て
し
た
の

に
封
し
彼
は
色
彩
的
効
果
を
主
に
し
て
ゐ
る
。
ス
メ
タ
ー
ナ
の
國
民
―音
楽
の
取
扱
ひ
方

は
素
朴
に
且
つ
直
接
的
に
（
併
し
勿
論
藝
術
的
に
で
は
あ
る
が
）
國
民
的
要
素
を
反
映

し
て
ゐ
る
の
に
反
し
彼
は
國
民
的
要
素
も
直
接
的
で
は
な
く

一
應
純
―音
楽
を
通
し
て
現

は
し
て
ゐ
る
。
こ
の
交
響
曲
に
し
て
も
黒
人
の
ア
メ
リ
カ
を
感
じ
て
も
そ
れ
の
み
を
感

ず
る
わ
け
で
は
無
い
。
帥
ち
そ
れ
丈
各
國
か
ら
愛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
の
國
民
―音
楽

へ
の
態
度
を
思
ふ
時
我
が
國
の
國
民
昔
楽
の
考
へ
方
へ
の
示
唆
に
富
ん
で
居
る
。

〔
註
は
譜
例
と
思
わ
れ
る
が
、

。フ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
も
と
も
と
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
〕

東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

ス
ケ
ル
ツ
ォ

フ
イ
ナ
ー
レ
（
ア
レ
グ
ロ

作
品
四
十
九

モ
ル
ト
ア
レ
グ
ロ

ァ
ン
ダ
ン
テ

コ
ン

モ
ー
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ア
ヂ
タ
ー
トト
ラ
ン
ク
イ
ー
ロ

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

7
．

ピ

ア

ノ

三

重

奏

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

岩

切

博

チ

ェ

ロ

井

上

み

ど

り

ピ

ア

ノ

加

藤

る

り

子

歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り

歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り

或
る
晴
れ
た
日
に

歌
に
活
き
懇
に
活
き

。
フ
ッ
チ
ー

。フ
ッ
チ
ー

6
 

田

中

陽

子

伴

奏

南

千

枝

レ
ゲ
ン
デ

オ
ベ
ル
タ
ス

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー

5
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

矢

野

ヒ

ロ

ヱ

伴

奏

望

月

勝

世

夜
鶯
に
寄
す
作
品
四
六
ノ
四
プ
ラ
ー
ム
ス

永
遠
の
愛
に
作
品
四
三
ノ
一
ブ
ラ
ー
ム
ス

4

ア

ル

ト

獨

唱

休

憩

旦
加菊

藤池

る箕

り理

子子

第2部

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
江

藤

俊

哉

ピ

ア

ノ

園

田

高

弘

3
．
作

猿

表

小
夜
曲

歌
劇
「
椿
姫
」
よ
り

品

2
 

美

し
き
エ
レ
ン

ソ
。フ

ラ

ノ

獨

唱

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

乾
杯
の
歌
ヴ
ェ
ル
デ
イ

ブ
ル
ッ
フ

黛

敏

郎

黒

蒻

美

都

子

伴

奏

松

川

玲

子
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五
、
等
曲

う
て
や
鼓
（
生
田
流
）

虫
の
歌

四

、

長

唄

靱

猿

唄

獨

奏

宮

城

道

雄

杵
屋
六
左
衛
門

加

瀬

恒

夫

若

和

田

孝

之

大

島

成

友

大

澤

善

之

助

上
調
子

稀
昔
家
六
四
郎

菊

岡

忍

堀

込

彦

雄

井

岡

家

壽

雄

須

原

敏

雄

都

鳥

三
、
等

曲
（
生
田
流
）

秋
風
の
曲
（
抜
幸
曲
）

獨
奏

城

道

雄

唄

菊芳

岡賀

米春

子子

田

能

二

、

長

唄

都

鳥

能

梵

衣

賓

生

禰

賓

生

重

英

會
東
京
―
音
楽
學
校
邦
楽
科
敦
官
生
徒
出
演

十
一
月
十
日
（
日
）
午
前
十
時
開
演

東
京
昔
楽
學
校
敦
官
及
生
徒
（
邦
楽
部
）

一
、
能
楽
（
賓
生
流
）

仕

舞

高

砂八

島

小

歌

嵐

山

邦

楽

演

奏

三
味
線

三
味
線

宮太田

邦
楽
演
奏
會
解
説

賓
生
流
仕
舞

仕
舞
と
は
一
番
の
能
の
中
の
一
部
を
獨
立
し
て
演
奏
す
る
も
の
で
、
笛
、
太
鼓
、
小

鼓
、
大
鼓
の
伴
奏
な
し
に
地
謡
の
み
に
合
は
せ
て
装
束
を
つ
け
ず
に
紋
付
、
袴
で
舞
ふ

も
の
で
あ
る
。

之
は
伴
奏
、

装
束
が
な
い
の
で
、
技
術
的
に
言
へ
ば
難
し
い
と
も
言
へ
る
。

蒻
衣

誰
で
も
知
つ
て
ゐ
る
親
し
み
深
い
筋
で
あ
る
。
前
段
は
天
人
の
愁
嘆
場
で
後
段
は
之

に
封
し
て
の
ど
か
な
春
の
海
邊
に
舞
遊
ぶ
天
人
の
舞
が
中
心
と
な
つ
て
ゐ
る
。

春
か
ら
夏
へ
か
け
て
隅
田
川
の
感
じ
を
都
鳥
に
か
り
て
め
り
や
す
風
に
唄
つ
て
短
い

〔

マ

マ

〕

も
の
で
、
獨
吟
等
と
し
て
非
り
に
愛
好
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
都
鳥
と
は
鴎
の
事
で
業
平

が
伊
勢
物
語
に
「
名
に
し
お
は
ゞ
言
問
は
ん
都
鳥
我
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
ゃ
」
と

よ
ん
で
以
来
隅
田
川
の
名
物
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
は
偲
ぶ
よ
す
が
も
あ

り
ま
せ
ん
。
僅
か
に
こ
の
長
唄
あ
っ
て
江
戸
の
隅
田
川
の
美
し
さ
を
夢
の
や
う
に
想
像

す
る
ば
か
り
で
す
。
安
政
二
年
六
月
二
世
杵
屋
勝
三
郎
が
作
曲
し
た
も
の
で
、
作
詞
者

は
不
明
で
あ
り
ま
す
。
節
が
よ
く
出
来
て
ゐ
る
の
で
、
さ
ら
り
と
唄
つ
て
ゐ
ま
す
が
優

し
さ
と
、
色
氣
と
そ
し
て
江
戸
前
の
粋
さ
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
聴
い
て
居
て、

し
つ
と
り
と
し
た
江
戸
情
緒
が
味
は
へ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

安

揺

春

雄

金

春

惚

一

甲

斐

林

象

藤

田

大

五

郎

今平佐加

島

堪佳

子子

井井野藤

麗澄高

子子崩子

十
七
絃

高

昔

原

島

妙

子

低

昔

菊

池

悌

子

戸

山

窃

子

上

木

康

江

白

井

ふ

み

士

橋

明

合
唱
師
範
科
生
徒

牧

瀬

喜

代

子

坂

井

敏

子

高

松

二

葉

江

場

さ

と

子

三

宮

公

子

石

橋

範

子
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獨
吟

砧

十
一
月
十
二
日
（
火
）
午
後
二
時
開
演

東
京
音
楽
學
校
邦
楽
科
敦
官
生
徒
演
奏

一
、
能
業
（
観
世
流
）

仕

舞

難

波敦

盛
笹

之

段

天

鼓

玉

之

段

春
日
龍
紳

う
て
や
鼓

虫
の
う
た

藤

波

順

三

郎

木柴小山

貝階春世

門敬
夫牧郎子

金観

原
田

康 國 榮

光
崎
検
校
作
曲

雄夫

生
田
流
第
曲

秋
風
、
作
者
光
崎
桧
校
が
竹
生
島
の
辮
天
様
に
お
こ
も
り
し
て
、
そ
の
満
願
の
明
け

方
夢
う
つ
A

の
う
ち
に
、
天
楽
が
聞
え
て
来
て
こ
の
秋
風
の
調
子
を
授
か
っ
た
と
言
博

〔

マ

マ

〕

へ
ら
れ
て
ゐ
る
名
曲
で
、
形
式
は
前
奏
が
段
物
、
後
般
が
組
歌
で
こ
の
歌
言
葉
は
白
楽

天
の
詩
の
長
恨
歌
で
あ
り
ま
す
。
都
合
に
よ
り
前
奏
の
み
演
奏
致
し
ま
す
。

宮
城
道
雄
作
曲

こ
ほ
ろ
ぎ
、
か
ね
た
A

き
、
う
ま
お
ひ
、
す
ゞ
む
し
終
り
の
早
い
手
の
所
は
ま
つ
む

し
と
、
く
つ
わ
む
し
の
御
話
と
言
っ
た
様
な
い
ろ
／
＼
贔
の
感
じ
を
取
入
れ
た
等
獨
奏

曲
で
あ
る
。

島
崎
藤
村
作
詞

宮
城
道
雄
作
曲

前
段
は
次
第
に
春
が
訪
づ
れ
て
草
木
も
萌
え
出
で
花
も
疾
き
匂
ふ
と
云
ふ
様
を
高
し

「
う
て
や
鼓
春
の
幸
日
」
と
い
ふ
詩
の
歌
ひ
始
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
、
後
般
は
花
に

戯
れ
る
胡
蝶
や
春
の
調
べ
を
高
く
歌
ふ
う
ぐ
ひ
す
を
い
れ
、
す
べ
て
詩
の
感
じ
に
よ
っ

て
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
一
人
の
獨
奏
と
大
勢
の
合
奏
と
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
風
の

放
果
を
試
み
た
曲
で
あ
る
。

二
、
等
曲

三
、
長
唄

四
、
さ
ら
し
幻
想
曲

五
、
長
唄
合
奏

能

遊
夜
楽

鷺

娘
間

獨

奏

横

山

屡

託

等

中

能

島

欣

一

三

絃

稀

昔

家

六

治

フ

リ

ュ

ー

ト

宮

城

衛

唄

小闘岡藤

田原本江

初博和瘤

子子子託

三
味
線

原

澤

嘱

託

小

西

美

喜

子

太

田

堪

子

渡

邊

震

子

唄

徳

永

静

三

絃

飽

井

富

智

子

等

江

口

昭

子

小

澤

道

小

山

節

子

阿

蘇

俊

子

松
風
（
山
田
流
）

中

能

島

欣

一

鹿

山

美

智

子

吉

田

稲

子

和

田

道

子

西

島

三

八

子

田

村

榮

子

小

山

富

美

子

早

川

良

一

第2部

野

村

太

良

安

幅

春

三

須

錦

吾雄

葵
ノ
上

梓
ノ
出

野

島

信

藤金

;: 
五心ヽ

郎一
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さ
ら
し
幻
想
曲

邦
楽
演
奏
會
解
説

鷺

娘

唄

岡

本

松

子

山
田
は
つ
子

闘

原

博

子

菊
岡
よ
ね
子

芳

賀

春

子

岡

田

光

以

藤

江

嘱

託

三
味
線
高
昔

渡

邊

震

子

太

田

堪

子

倉

持

妙

子

三

浦

笑

子

齋
藤
美
恵
子

池

昭

子

川

又

敦

子

高

根

泰

子

長
唄
の
鷺
娘
に
は
三
種
あ
り
ま
す
。
賓
暦
十
二
年
市
村
座
の
四
月
狂
言
に
「
柳
雛
諸

鳥
囀
」
と
云
ふ
名
題
で
二
代
目
の
瀬
川
菊
之
丞
が
踊
っ
た
「
鷺
娘
」
が
一
般
に
行
は
れ

て
ゐ
る
鷺
娘
で
他
の
二
つ
は
稽
古
に
出
な
い
。
略
筋

雪
の
ち
ら
／
＼
降
る
中
に
若
い

娘
に
化
け
た
白
鷺
の
精
が
惜
然
と
立
つ
て
ゐ
る
。
や
が
て
そ
れ
が
幽
婉
な
ク
ド
キ
に
な

り
派
手
な
傘
踊
り
と
な
り
忽
に
又
凄
絶
な
地
獄
の
苦
し
み
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
作
曲

者
は
富
士
田
吉
治
と
杵
屋
忠
次
郎
と
で
三
味
線
に
は
近
頃
三
代
目
杵
屋
正
治
郎
の
附
け

た
新
手
が
加
は
つ
て
ゐ
る
。

風

三

代

山

木

太

賀

検

校

初
代
中
能
島
松
声
桧
校

明
治
初
年
の
大
家
初
代
中
能
島
検
校
三
代
山
木
桧
校
に
依
つ
て
作
ら
れ
た
山
田
曲
。

多
少
生
田
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
所
も
あ
り
、
歌
詞
は
銘
等
が
出
来
た
時
に
就
い
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
従
っ
て
等
の
名
に
通
ふ
古
歌
や
第
の
部
分
名
稲
や
手
法
等
を
詠
み
込

ん
で
め
で
た
く
歌
ひ
納
め
て
あ
り
ま
す
。

〔

マ

マ

〕

山
田
と
し
て
は
新
味
が
あ
り
綺
麗
な
指
の
手
や
牡
重
な
楽
の
手
等
も
充
分
に
曲
を
引

き
立
て
A

ゐ
ま
す
。

松

中
能
島
欣
一
作
曲

：

布
さ
ら
し
の
情
景
を
唄
っ
た
古
曲
「
さ
ら
し
」
か
ら
主
題
を
と
り
愛
奏
曲
風
に
猿
展

さ
せ
た
も
の
で
、
各
楽
器
が
華
麗
に
活
躍
す
る
三
章
か
ら
成
り
第
一
第
三
章
は
急
速

調
。
第
二
章
は
轄
調
さ
れ
た
緩
徐
な
部
分
と
な
っ
て
ゐ
る
。

低
音

作
曲

林

邦

子

小
西
美
喜
子

山
口
乃
武
子

美
鈴
川
よ
し
子

田

島

佳

子

鈴
木
喜
美
子

川

島

芳

子

瀬
川
ゆ
き
子

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
メ
ッ
セ
」
変
イ
長
調
中
ノ

「
キ
リ
エ
」
及
「
グ
ロ
ー
リ
ア
」
ノ
ミ

備

考

常
放
送
ハ
「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
」
ノ
作
品
解
説
（
學
生
ノ
時
間
）
ノ
為
ノ
演
奏
ニ
テ
、

五
時
ョ
リ
津
川
主
一
氏
ノ
「
メ
ッ
セ
」
ノ
解
説
ノ
後
五
時
二
十
分
ヨ
リ
約
二
十
分
間
中

繊
放
送
ヲ
ナ
ス
、
尚
、
今
回
ノ
放
送
二
於
ケ
ル
本
演
奏
ハ
終
戦
後
ノ
嘗
校
一
＿
於
ケ
ル
職

員
、
先
輩
、
生
徒
ニ
ョ
リ
結
成
サ
レ
タ
ル
管
絃
楽
部
ノ
第
一
回
ノ
演
奏
ナ
リ
、
〔
手
書
き
〕

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
二
日

水
害
義
捐
金
募
集
―
音
楽
會

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
二
日
午
後
一
時

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

交
響
曲
第
八
番
「
末
完
成
」

備

考

本
演
奏
ハ
常
演
奏
會
二
於
テ
、
獨
唱
、
獨
奏
等
ノ
最
終
二
休
止
ノ
後
二
演
奏
ス
、

〔
手
書
き
]

曲

目

指

揮

管
絃
楽 演

奏

者

渡

邊

暁

雄

職
員
生
徒
管
絃
楽
団

合管
絃
楽

林

〔

路

テ
ノ
ー
ル
岩
崎
〔
成
章
〕

石

津

憲

一

生

徒

合

唱

団

職
員
生
徒
管
絃
楽
団

唱

ノミ

ス

ア
ル
ト

子

〕

田

栞

金

子

昭
和
二
十
二
年
九
月
三
十
日

放

送

昭
和
廿
二
年
九
月
三
十
日

曲

目

水
害
義
捐
金
募
集
音
楽
会
於

奏

楽

堂

指

揮演

奏

者

午
後
五
時
ー
六
時

ソ
。
フ
ラ
ノ
石

於

奏

楽

堂

放
送
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
メ
ッ
セ
」
）

登
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1
．
管

絃11
ロ
ザ
ム
ン
デ
“
序
曲

〔

マ

マ

〕

O
u
v
e
rt
ure zur 
O
p
e
r
^
^
R
o
s
a
m
u
n
d
e
"
 

楽
於

3
 
P
.M
.
 Tu
e
s
d
a
y
 

D
e
c
e
m
b
e
r
 2
.
 1
9
4
7
 

H
I
B
I
Y
 A
 P
U
B
L
I
C
 H
A
L
L
 

T
O
K
Y
O
 

P
R
O
G
R
A
M
 

M
e
m
o
ri
al 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 

of
 

F
r
a
n
z
 S
c
h
u
b
e
rt
 

VI

ア
グ
ヌ
ス

獨

指

揮
合
唱
指
揮

管

絃

楽

合

唱

田

金

子

登

ノミ

ス

中

山

テ

ナ
ア

ル

ト

』ヽー
ソ
。
フ
ラ
ノ

柴佐大

々

G
r
a
n
d
 C
o
n
c
e
rt
 

g

i

v
e
n
 b
y
 

t

h
e
 T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

熊

文木
成

子

睦

陸

悌

田

子

羊
）
A
g
n
u
s
D
ei
 

＞
 
IV

サ

ン

ク

ト
ウ
ス

（

聖

日
比
谷
公
會
堂

東
京
―
音
楽
學
校
同
盤
會

朝

日

新

聞

祉

共

催

管
絃
楽

合

唱

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
生
誕
一
五

0
年
記
念
曲
目

一
九
四
七
年
十
二
月
二
日
（
火
）
午
后
三
時

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東
京
昔
楽
學
校
生
徒
合
唱

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
日
東
京
音
楽
学
校
演
奏
会
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
記

念
）

東

京

音

楽

學

校

演

奏

會

な

Ill

ク

レ

ド
（
我

は

II

グ

ロ

I

キ
第
一
楽
章

第
二
楽
章

b
 

リ

ャ
（
榮

リ

ェ
（
主

ょ

）

K
yri
e

憩

指

揮

渡

邊

暁

雄

ロ
短
調
交
響
楽

S
y
m
p
h
o
ni
e
 
i

n
 H
,
m
o
l
l
 (unvollendet
e) 

Allegro m
o
d
e
r
at
o
 

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
 

休

2
．
獨
唱
・
合
唱
及
管
絃
楽

四
盤
音
と
管
絃
楽
の
為
の
ミ
サ
曲
（
愛
イ
長
調
）

M
e
s
s
e
昔
r
4
 S
i

n
g
st
i

m
m
e
n
 u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 
(As'dur) 

ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ウ
ス

光

）

Glori
a

信
ず
）
C
r
e
d
o

る
哉
）

Sanctus

（
祝
せ
ら
れ
給
へ
）

B
e
n
e
di
ct
us

デ
ィ
（
紳
の

日
日n
 

柴

睦

陸

東
京
―音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒

〔
原
資
料
横
組
〕
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「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
序
曲
（
作
品
二
十
六
）

こ
の
序
曲
は
元
来
ホ
フ
マ
ン
の
「
魔
の
竪
琴
」

(
N
a
u
b
e
r
h
a
r
f
e
)
と
言
ふ
メ
ロ
ド
ラ

マ
の
序
曲
と
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
作
曲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
ウ
イ
ル
ヘ
ル

ミ
ー
ナ
・
チ
ェ
ジ
ー

(

W

i

l
h
e
l
mi
n
a

v
a
n
 
C
h
e
z
y
)
作
の
劇
「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」

(
R
o
s
a
m
u
n
d
e
)

の
一
音
楽
を
作
曲
し
た
時
、
前
の
序
曲
を
そ
の
ま
ま
こ
の
劇
の
序
曲
に

も
つ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
曲
は
一
八
二

0
年
八
月
に
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
初
演
は
一
八
二

0
年
八
月
十
九

日
「
魔
の
竪
琴
」
が
上
演
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
な
ほ
彼
は
翌
年
ロ
ザ
ム
ン
デ
の
バ
レ
ー

及
幕
間
の
一
音
楽
も
作
曲
し
た
。

序
曲
の
初
め
の
部
分
は
ア
ン
ダ
ン
テ
で
あ
っ
て
殆
ん
ど
純
べ
て
の
楽
器
に
よ
っ
て
ゆ

つ
く
り
し
た
導
入
部
が
奏
せ
ら
れ
、
オ
ー
ボ
エ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
静
か
に
美
し
い
旋

律
を
奏
し
は
じ
め
る
。
こ
れ
が
絃
に
移
り
進
み
最
高
潮
に
達
し
純
べ
て
の
楽
器
は
フ
ォ

ル
テ
ィ
ッ
シ
モ
と
な
り
こ
の
ア
ン
ダ
ン
テ
は
終
る
。
ア
レ
グ
ロ
に
入
る
や
、
人
々
に
知

ら
れ
て
る
こ
の
曲
の
代
表
的
の
旋
律
が
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
っ
て
静
か
に
奏
せ
ら

れ
始
め
、
低
昔
の
絃
楽
器
は
ピ
チ
カ
ッ
ト
を
奏
し
美
し
い
放
果
を
あ
げ
る
。

曲
は
次
第
に
高
潮
に
達
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
断
絶
的
の
下
降
―＝日が
き
こ
ゑ
る
と
次

で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
で
、
な
ご
や
か
な
第
二
の
旋
律
が
奏
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
フ
ル
ー
ト
と
オ
ー
ボ
工
に
移
り
、
曲
は
色
々
に
展
開
さ
れ
る
。
曲
は
再
現
部

に
入
り
再
び
美
し
き
二
つ
の
メ
ロ
デ
イ
ー
が
あ
ら
は
れ
、

最
後
の
コ
ー
ダ
の
部
分
ヴ
イ

ヴ
ァ
ー
チ
ェ
に
い
り
八
分
の
六
拍
子
と
な
り
、
か
が
や
か
し
い
終
曲
を
な
す
。
こ
の
曲

は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
序
曲
の
代
表
的
な
も
の
で
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
「
オ
ベ
ロ
ン
」
や
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
l

県
夏
の
夜
の
夢
」
の
序
曲
等
に
通
じ
る
軽
妙
優
美
な
趣
を
も
つ
て

居
る
。
ロ
短
調
交
響
曲

（
末
完
成
）

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
短
生
涯
に
於
て
死
の
六
年
前
一
八
二
二
年
十
月
三
十
日
の
日
附
で

書
き
初
め
ら
れ
た
此
の
交
響
曲
は
第
一
楽
章
と
第
二
楽
章
の
み
完
成
さ
れ
て
績
く
第
三

楽
章
の
ス
ケ
ル
ツ
オ
の
部
分
は
僅
か
九
小
節
だ
け
手
が
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
曲
の

曲

目

解

説

加

藤

成

之

〔

マ

マ

l

初
演
は
一
八
六
六
年
十
一
月
四
日
彼
の
死
後
三
十
八
年
後
ウ
イ
ン
の
レ
ル
ー
テ
ン
ザ
ー

ル
に
於
て
ヨ
ハ
ン
・
ヘ
ル
ベ
ッ
ク
(
Jo
h
a
n
n
H
e
r
b
e
c
k
)
の
指
揮
の
下
に
フ
イ

ル
ハ
ル

モ
ニ
ー
の
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
で
行
は
れ
た
。
此
の
曲
は
彼
の
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
の
代
表
作
で

あ
っ
て
、
こ
れ
程
人
に
愛
好
さ
れ
る
曲
は
他
に
あ
ま
り
無
い
で
あ
ら
う
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
器
楽
は
規
模
が
大
き
く
劇
的
要
素
が
多
い
の
と
好
い
封
照
を
な

し
て
ゐ
る
。
清
新
な
和
墜
と
轄
調
の
美
は
彼
の
リ
ー
ド
と
同
様
優
れ
て
ゐ
る
。

全
く
シ

〔

マ

マ

[

-

ユ
ー
ベ
ル
ト
ら
し
い
色
彩
に
富
ん
だ
抒
情
的
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
稀
だ
美
し
い
も
の
で

あ
る
。

A
l
l
e
g
ro 
m
o
d
e
r
at
o
 

第
一
楽
章

曲
は
セ
ロ
と
バ
ス
に
よ
る
美
し
い
旋
律
に
始
ま
る
。
次
い
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
十
六

分
昔
符
の
さ
ざ
め
き
を
伴
奏
と
し
て
淋
し
さ
に
満
ち
た
第
一
主
題
が
オ
ー
ボ
エ
と
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
に
現
は
れ
る
。
僅
か
敷
小
節
の
間
に
口
短
調
か
ら
卜
長
調

へ
の
轄
調
の
妙
は
全
く
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
獨
特
の
美
し
さ
で
あ
る
。
第
二
主
題
は
始
め
セ

ロ
に
現
は
れ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
移
る
。
こ
れ
も
亦
人
の
心
に
深
く
喰
い
込
む
魅
力
を
持

つ
て
居
る
。
第
一
部
は
反
復
さ
れ
て
展
開
部
に
入
る
。
こ
の
部
分
は
割
に
短
か
い
が
非

常
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
っ
て
力
強
い
。
再
現
部
に
入
り
コ
ー
ダ
に
は
最
初
の
主
題
が

再
び
現
は
れ
る
。

第
一
一
楽
章

A
n
d
a
nt
e
c
o
n
 m
ot
o
 

バ
ス
の
ピ
チ
カ
ッ
ト
を
伴
奏
と
し
て
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
ホ
ル
ン
に
始
ま
る
メ
ロ
デ
イ
ー

は
絃
に
移
り
美
し
い
主
題
を
奏
す
る
。
こ
れ
が
色
々
に
轄
調
の
妙
を
極
め
、
絃
の
不
思

議
な
リ
ズ
ム
の
伴
奏
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
新
し
い
主
題
を
奏
し
始
め
る
。
オ
ー
ボ
エ
と

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
イ
オ
ラ
の
三
十
二
分
晋
符
の
さ
ざ
め
き
の
後
の
部
分
は
管
の

楽
器
が
魅
力
を
疲
揮
す
る
が
昔
色
の
愛
化
、
封
照
の
妙
、
質
に
優
れ
た
部
分
と
云
へ
る

で
あ
ら
う
。
オ
ー
ボ
エ

か
ら
ホ
ル
ン
に
移
り
、
フ
リ
ュ
ー
ト
に
轄
じ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に

渡
る
そ
の
技
術
は
驚
嘆
に
債
す
る
。
再
び
絃
の
力
強
い
早
い
波
が
起
り
終
り
に
近
づ

く
。
最
後
は
低
音
絃
の
ピ
チ
カ
ッ
ト
を
伴
ひ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
奏
す
る
旋
律
に
消
え
る

が
如
く
煙
る
が
如
く
終
る
。

四
墜
昔
と
管
絃
楽
の
為
の
ミ
サ
曲
（
愛
イ
長
調
）

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
此
ミ
サ
曲
の
原
稿
は
ウ
イ
ン
の
フ
イ
ル
ハ
ル
モ
ニ
ー
に
あ
る
が
、
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之
に
よ
る
と
一
八
一
九
年
の
十
一
月
に
作
曲
を
始
め
た
事
が
わ
か
る
。
グ
ロ

ー
ヴ
の
シ

ユ
ー
ベ
ル
ト
の
博
記
に
依
る
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
旅
行
中
に
書
い
た
手
紙
は
あ
る
懇
愛

事
件
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
具
閥
的
な
事
は
何
も
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
言
っ
て
ゐ

る
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
此
の
悲
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
大
規
模
の
ミ
サ
を
作
る
事
に

な
っ
た
様
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
愛
イ
長
調
の
も
の
で
第
五
番
目
の
も
の
で
あ
る
。
彼

は
ミ
サ
を
六
曲
作
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
ミ
サ
は
手
を
つ
け
ら
れ
た
が
、
な
か
な
か
完
成
さ
れ

ず
あ
っ
た
。
一
八
二
七
年
十
一
月
七
日
の
日
附
で
幼
な
友
達
の
シ
ュ
パ
ウ
ン
(
J
o
sep
h

v
o
n
 S
p
a
u
n
)
に
送
っ
た
手
紙
が
あ
る
が
こ
の
中
に
「
私
の
ミ
サ
は
出
来
上
っ
た
。
近

い
内
に
上
演
さ
れ
る
だ
ら
う
」
と
あ
る
事
に
依
つ
て
完
成
の
時
は
大
閥
察
せ
ら
れ
る
。

然
し
こ
の
曲
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
生
き
て
ゐ
る
間
に
は
演
奏
さ
れ
な
か
っ
た
。
只
ク
ラ

イ
セ
ル
の
聖
ア
ウ
グ
ス
ト
敦
會
で
ピ
リ
ン
ガ
ー
（
P
irin
g
er)

に
依
つ
て
上
演
が
試
み

ら
れ
た
事
が
あ
っ
た
が
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
あ
ま
り
度
々
改
作
を
や
っ
た
の
で
遂
に
上

演
に
到
ら
な
か
っ
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
こ
の
曲
の
初
演
は
彼
の
死
後
三
八
年
罷
た
一

八
六
三
年

一
月
一
日
に
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
の
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
一
音
楽
會
で
行
は
れ
、

カ
ー
ル
・
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
（
Carl
R
e
in
e
c
k
e
)
の
指
揮
に
依
つ
て
此
の
ミ
サ
の
中
の
敷
章

が
初
め
て
上
演
さ
れ
た
。

1
K
y
ri
e
 (
主
よ
）

A
n
d
a
nt
e
c
o
n
 m
ot
o
 A
s
'
d
u
r
 

二
つ
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
静
か
な
稽
東
洋
的
な
旋
律
に
依
つ
て
始
め

ら
れ
る
。
此
の
部
分
は
非
常
に
簡
素
に
作
ら
れ
て
ゐ
て
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
特
有
の
一
H

日に

満
た
さ
れ
て
ゐ
る
。
父
な
る
紳
、
ク
リ
ス
ト
ヘ
の
哀
願
の
叫
び
か
け
は
、
此
の
種
類
の

も
の
と
し
て
は
質
に
短
く
手
際
良
く
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
ク
リ
ス
テ
・
エ
レ
イ
ソ
ン
の
後

の
部
分
は
し
ば
し
ば
同
じ
様
な
形
が
繰
り
返
さ
れ
、
少
し
暗
い
様
な
氣
持
が
す
る
。
全

閥
と
し
て
子
供
ら
し
い
紳
へ
の
信
頼
が
良
く
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
繰
り
返
さ
れ
る
ク
リ

ス
テ
・
エ
レ
イ
ソ
ン
の
旋
律
は
親
し
い
氣
持
に
満
た
さ
れ
て
ゐ
る
。

l=l 

G
l
o
ri
a
 (
榮
光
）

④

Alleg
ro m
a
e
st
o
s
o
 
e
 vi
v
a
c
e
 i
n
 E
-d
u
r
 

第
一
及
第
二
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
十
六
分
昔
符
の
同
昔
の
力
強
い
速
い
上
下
に
依
つ

て
グ
ロ
ー
リ
ア
の
崇
高
な
合
唱
が
フ
ォ
ル
テ
イ
ッ
シ
モ
で
始
め
ら
れ
る
。
紳
を
讃
え
る

歌
は
ど
つ
し
り
と
力
強
く
歌
は
れ
る
。
途
中
ア
ド
ラ
ム
ス
と
云
ふ
言
葉
が
ソ
ロ
の
ク
ア

ル
テ
ッ
ト
に
移
る
部
分
が
は
さ
ま
れ
て
再
び
グ
ロ
ー
リ
ア
の
合
唱
が
フ
ォ
ル
テ
で
奏
せ

ら
れ
て
終
る
。

い
A
n
d
a
nt
i

n
o
i

n
 A
'
d
u
r
 

紳
へ
の
感
謝
の
部
分
で
あ
る
。
此
の
部
分
は
最
も
天
才
的
な
閃
き
が
表
は
れ
て
ゐ

る
。
何
か
美
し
い
香
に
満
た
さ
れ
た
様
な
ソ
ロ
の
旋
律
に
績
き
神
秘
的
な
合
唱
に
依
つ

て
其
の
一
段
が
終
る
。

伺

Alleg
ro
m
o
d
e
r
ato
 
i

n
 A
'
m
o
l
l

,
 

此
の
部
分
は
、
極
め
て
軟
か
い
感
謝
の
氣
分
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
所
で
全
く
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
獨
創
的
の
も
の
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。

D
o
m
in
e
D
e
u
s
.
 A
g
n
u
s
 D
e
i
の

ア
ル
ト
の
ソ
ロ
に
始
ま
り

M
iserere
(
憐
れ
み
給
へ
）
の
合
唱
に
な
り
、
バ
ス
の
ソ
ロ

に
移
つ
て
行
く
所
は
尤
も
美
し
い
部
分
の
―
つ
で
あ
ら
う
。
Q
u
i
tollis
及

Q
u
o
n
ia
m

は
同
じ
様
な
響
の
旋
律
を
以
つ
て
ゐ
て
前
の
感
謝
の
部
分
の
績
き
を
な
し
、
更
に
紳
聖

な
深
い
氣
持
に
誘
ひ
込
ま
れ
る
。
さ
う
し
て
こ
れ
は
力
強
い
素
睛
し
い
結
び
が
附
い
て

居
る
。
願
の
幽
な
軟
か
い
調
子
か
ら
ウ
ニ
ゾ
ン
ヘ
移
り
次
で
獨
唱
の
各
部
に
進
む
色
々

な
槃
の
響
き
は
願
望
の
成
就
と
勝
利
を
喚
ぶ
が
如
く
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
向
つ
て
放
た
れ

る
如
き
妓
果
は
、
古
来
多
く
作
ら
れ
た
ミ
サ
の
中
で
も
類
な
い
程
の
成
功
を
牧
め
て
ゐ

る
。
細
部
に
於
て
も
デ
ク
ラ
マ
シ
ョ
ン
の
部
分
に
も
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
精
神
が
強
く
表

出
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
あ
る
部
分
は
力
強
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
思
は
せ
る
も
の
も
あ

る
。
突
然
に
現
は
れ
る
減
七
の
和
―
H

日
の
フ
ォ
ル
テ
ィ
ッ
シ
モ
は
バ
ッ
ハ
の
ミ
サ
の

B
a
r
r
a
b
a
m
を
思
ひ
起
さ
せ
る
様
な
響
が
あ
る
。

此
の
グ
ロ
ー
リ
ヤ
の
部
分
の
終
り
は

C
u
m
 S
a
n
ct0
に
つ
け
ら
れ
た
立
派
な
フ
ー
ゲ
に
依
つ
て
作
曲
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
こ
の

テ
ー
マ
は
ご
く
軽
快
な
氣
分
の
も
の
で
あ
る
が
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
自
身
は
満
足
出
来
な
い

で
度
々
書
き
直
を
し
て
や
っ
て
ゐ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
同
時
代
の
有
名
な
ミ
サ
の

作
者
で
あ
る
Jo
s
ep
h

E
y
b
l
e
r
 (
1
7
6
5
|
1
8
4
6
)

が
嘗
て
こ
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
こ
の

ミ
サ
を
演
奏
し
よ
う
と
し
た
時
こ
の
部
分
が
長
す
ぎ
る
と
の
理
由
で
上
演
を
止
め
た
と

云
ふ
事
が
ク
レ
ッ
チ
マ
ー
ル
の
書
い
た
も
の
の
中
に
あ
る
。
相
嘗
長
い
も
の
で
あ
る
。

皿

C
r
e
d
o
(
我
は
信
ず
）

④

Alleg
ro 
m
a
e
sto
s
o
 
e
 vi
v
a
c
e
 
C
'
d
u
r
 

此
の
ク
レ
ー
ド
の
最
初
の
部
分
は
帥
と
キ
リ
ス
ト
に
封
す
る
我
等
の
信
仰
を
｛烏
し
出
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し
た
雄
大
な
ど
つ
し
り
し
た
部
分
で
あ
る
。

箪
純
な
簡
素
の
形
に
作
曲
さ
れ
て
ゐ
る
此

の
部
分
は
極
め
て
厳
格
な
告
白
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
此
臨
に
現
は
れ
る
テ
ー
マ
は
古
代

風
の
も
の
で
和
磐
も
や
は
り
古
風
で
あ
っ
て
コ
ラ
ー
ル
の
形
に
造
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の

部
分
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
卜
長
調
の
ミ
サ
の
ク
レ
ー
ド
の
部
分
と
非
常
に
良
く
似
て
ゐ

る
。
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
の
奏
す
る
バ
ス
の
四
分
昔
符
と
極
め
て
巧
み
な
封
位
法
に
よ
っ
て

面
白
い
奴
果
が
出
て
居
り
、
卜
長
調
ミ
サ
の
此
の
部
分
よ
り
造
か
に
優
れ
て
ゐ
る
。
然

し
此
の
部
分
は
多
少
陰
鬱
な
色
彩
を
も
つ
て
ゐ
る
。
告
白
の
言
葉
の
切
れ
目
ご
と
に
オ

ル
ケ
ス
ト
ラ
は
カ
一
ば
い
に
モ
ー
テ
イ
フ
を
奏
す
る
の
は
極
め
て
放
果
的
で
あ
る
。
ク

レ
ッ
チ
マ
ー
ル
は
こ
れ
を
剣
の
一
打
の
様
だ
と
評
し
て
ゐ
る
。

⑮

G
r
a
v
e
 A
s
'
d
u
r
 

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
人
格
化
と
受
難
を
唱
っ
た
も
の
で
、
こ
の
部
分
は
甚
だ
輩
純
に

作
ら
れ
て
ゐ
る
。

E
t
 in
c
a
r
n
a
tu
s
 
es
t
の
所
は
コ
ー
ラ
ス
と
楽
器
編
成
の
巧
み
な
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
に

依
つ
て
厳
か
な
恭
し
い
儀
式
の
氣
分
を
表
現
し
十
字
架
の
場
面
を
唱
っ
た

C
r
u
c
ifix
u
s

の
方
は
最
も
簡
輩
な
旋
律
で
あ
っ
て
人
の
心
を
打
つ
。
要
す
る
に
、
こ
の
部
分
は
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
に
は
珍
ら
し
い
男
性
的
な
寡
獣
な
作
曲
で
、
彼
の
作
の
中
で
は
最
も
異
色
を

呈
し
て
ゐ
る
。
此
の
黙
で
は
古
い

P
a
l
e
s
tr
in
a
の
一
音
楽
と
同
じ
様
な
印
象
を
受
け
る
。

伺

T
e
m
p
o
I
C
'
d
u
r
 

此
所
は
形
式
と
し
て
は
④
の
部
分
の
繰
り
返
し
で
あ
る
が
、
輩
な
る
繰
り
返
し
で
は

な
く
よ
り
以
上
に
偉
大
な
も
の
に
満
ち
て
ゐ
る
。
伴
奏
の
部
分
に
あ
っ
て
も
第
一
部
⑥
]

よ
り
活
澄
に
動
き
明
る
い
調
子
が
出
て
ゐ
る
。

ĉ
e
t
it
e
r
u
m"

の
所
は
其
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
あ
ら
う
。
終
り
の
部
分
に
出
る

'̂E
t
vit
a
m
"
の
所
は
全
く
驚
異
に
値
す

る
。
度
々
繰
り
返
さ
れ
る
ア
ー
メ
ン
の
部
分
も
第
一
部
の
所
と
は
全
く
異
り
心
か
ら
宗

敦
心
を
起
さ
せ
る
。

~
 
S
a
n
c
tu
s
 
(
聖
な
る
哉
）

叫
，

A
n
d
a
nt
e
F
'
d
u
r
 

驚
く
べ
き
奇
蹟
の
象
徴
化
と
で
も
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
軽
い
リ
ズ
ム
を
も
っ
た

ホ
ル
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
手
日
に
は
じ
ま
る
紳
秘
的
な
氣
持
に
誘
ひ
こ
ま
れ
る
ゆ
つ
く

り
し
た
和
音
の
構
成
、
そ
れ
に
績
＜
驚
嘆
す
べ
き
合
唱
の
喚
び
磐

ĉ
Plen
i"
は
第
一
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン
の
十
六
分
音
符
の
三
連
昔
か
ら
成
る
長
い

レ
ガ
ー
ト
の
メ
ロ
デ
イ
ー
を
伴

つ
て
度
々
出
現
し
前
の
部
分
と
愛
す
べ
き
封
照
を
な
す
。

⑮

A
l
l
e
g
ro 
F
‘
d
u
r
 

O
s
a
n
n
a
の
作
り
方
は
普
通
の
ミ
サ
と
全
く
異
つ
て
居
り
幻
想
的
の
氣
分
に
作
ら
れ

て
ゐ
る
。
キ
リ
ス
ト
に
向
つ
て
い
と
静
か
な
軟
か
い
證
拝
を
す
る
如
く
進
み
、
や
が
て

其
の
前
に
釘
づ
け
さ
れ
た
様
に
止
ま
る
。
ご
く
短
い
部
分
で
あ
る
が
特
に
め
づ
ら
し
い

形
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
部
分
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
非
常
な
苦
心
に
な
り
其
の
結
果

二
通
り
の
作
曲
を
こ
こ
ろ
み
て
ゐ
る
。
本
演
奏
で
は
第
二
の
稿

(
Z
w
e
ite
F
a
s
s
u
ng
 

d
e
s
 O
s
a
n
n
a
)
が
取
上
げ
ら
れ
た
。

:> 

B
e
n
e
d
ic
tu
s
 
(
祝
せ
ら
れ
給
へ
）

⑥

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
 A
s
'
d
u
r
 

此
の
部
分
は
前
の
楽
章
に
比
べ
て
極
め
て
静
か
に
落
ち
つ
い
た
氣
持
に
誘
ひ
込
み
低

昔
絃
楽
器
の
ピ
チ
カ
ッ
ト
に
伴
は
れ
て
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ス
を
唱
ひ
出
す
テ
ュ
テ
イ
の
合

唱
に
次
い
で
ソ
ロ
の
各
槃
が
入
り
風
れ
る
。
こ
れ
を
繰
返
し
て
静
か
に
終
る
。
こ
の
楽

章
は
特
に
優
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
最
後
の
章
と
の
封
照
と
し
て
慣
値
が
あ
る
で
あ
ら

ぅ゚
⑮

A
l
l
e
g
r
o
 F
'
d
u
r
 

此
の
部
分
は
前
の
サ
ン
ク
ト
ス
の
伽
の
部
分
が
こ
こ
で
再
び
演
奏
さ
れ
る
の
で
あ

る。
V
I
A
g
n
u
s
 D
ei
 

⑧

A
d
ag
i

o
 A
s
'
d
u
r
 

弱
晋
器
を
附
け
た
絃
楽
器
の
奏
す
る
静
か
な
旋
律
に
導
か
れ
る
ソ
ロ
・
カ
ル
テ
ッ
ト

に
依
つ
て
出
来
て
ゐ
る
。
構
成
は
至
っ
て
簡
輩
で
天
へ
の
憧
憬
と
地
上
の
倦
怠
を
表
は

す
旋
律
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
合
唱
は
あ
た
か
も
紳
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
憐
み
を
乞
う
様
に

m
iserere
を
唱
ふ
。
合
唱
の
始
め
は
静
か
な
。
フ
サ
ル
ム
風
に
作
ら
れ
終
り
の
部
分
は

短
い
合
唱
で
暖
か
い
氣
持
が
す
る
。

⑯

A
l
l
e
g
r
e
tto
 in
 A
s
'
d
u
r
 

此
の
部
分
は

'̂B
e
n
e
d
ic
tu
s
"
と
よ
く
似
て
ゐ
る
所
が
あ
る
。
願
を
き
か
れ
る
事
の

確
信
を
も
つ
て
歌
は
れ
る
リ
ー
ド
的
な
終
り
の
形
で
あ
り
安
息
を
求
め
る
歌
で
あ
る
。
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ミ
サ
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
敦
の
ミ
サ
祭
に
唱
は
れ
る
歌
で
あ
る
。
こ
れ
が
出
来
た
の
は

古
い
事
で
紀
元
五
九

0
年
に
職
に
つ
い
た
法
王
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
第
一
世
(
G
r
e
g
o
r
iu
s
I
 

5
4
0
|
6
0
4
)

の
頃
に
出
来
た
も
の
で
グ

レ
ゴ
リ
ウ

ス
聖
歌
（
C
a
n
tu
s

G
r
e
g
o
r
ia
n
u
s
)
 

に
集
め
ら
れ
た
も
の
が
其
の
始
め
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
聖
歌
集
に
は
ミ
サ

M
is
s
a
が

六
百
餘
曲
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
ミ
サ
聖
晩
餐
の
事
跡
か
ら
基
と
な
り
キ
リ
ス
ト
の
死
後
信

徒
は
晩
餐
の
證
を
行
ひ
詩
篇
の
聖
歌
を
唱
つ
た
。
こ
の
儀
式
が
段
々
組
織
化
さ
れ
ロ
ー

マ
敦
會
の
主
な
る
祭
典
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
儀
式
は
古
く
は
二
部
に
分
れ
前
半

の
終
り
の

C
r
e
d
o

(
我
れ
信
ず
）
の
合
唱
ま
で
は
洗
證
を
ま
だ
受
け
ぬ
者
も
列
席
を
許

さ
れ
た
が
、
こ
の
部
が
終
る
と
「
イ
テ
・
ミ
サ
・
エ
ス
ト
」
（
I

te
,

M
is
s
a
 
e
s
t) 
(

立

て
よ
、
解
散
せ
よ
）
と
唱
へ
ら
れ
未
洗
膿
者
は
退
場
し
、
二
部
は
信
徒
の
み
で
行
は

れ
、
最
後
に
又
同
じ
語
が
あ
っ
て
式
は
終
っ
た
と
云
ふ
。
こ
の
言
葉
ミ
サ
郡
ち
解
散
と

云
ふ
語
が
い
つ
し
か
こ
の
儀
式
及
こ
A

で
唱
は
れ
る
一
音
楽
を
意
味
す
る
様
に
な
っ
た
。

ミ
サ
祭
は
二
種
あ
っ
て
儀
式
中
の
凡
て
の
文
句
を
朗
讀
又
朗
吟
に
よ
っ
て
表
は
す
も

の
で
、
こ
れ
を
「
低
い
ミ
サ
」
と
言
ひ
、
文
句
の
有
る
部
分
を
竪
楽
で
唱
ひ
儀
式
中
に

香
を
た
く
も
の
を
「
大
き
な
ミ
サ
」
又
は
「
高
い
ミ
サ
」
又
は
「
荘
厳
な
ミ
サ
」
(

M

is
s
a

s
o
l
e
m
n
is
)

と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
主
要
な
る
曲
は
次
の
如
く
な
る
。
イ
ン
ト
ロ
イ
ト

ウ
ス

(
I
n

troitu
s
)

序
誦
。
そ
し
て
キ
ー
リ
エ
（
K
y
r
ie
)

主
よ
。
グ

ロ
ー
リ
ア

(
G
l
o
r
ia
)
榮
光
。
次
で
グ
ラ
ド
ウ
ア
ー
レ

(
G
r
a
d
u
a
l
e
)
昇
段
誦
。
及
之
に
つ
ゞ
く
ア

レ
ル
ー
ヤ
(
A
l
l
e
l
uj
a
)
ト
ラ
ク
ト
ウ
ス

(
T
r
a
c
tu
s
)
聯
唱
。
ク
レ
ー
ド
(
C
r
e
d
o
)
我
は

信
ず
。
オ
フ
エ
ル
ト
リ
ウ
ム
(

O

ffer
to
r
iu
m
)
奉
献
誦
。
サ
ン
ク
ト
ウ
ス
（
S
a
n
c
tu
s
)

聖
な
る
哉
。
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ウ
ス
（
B
e
n
e
d
ic
tu
s
)

説
せ
ら
れ
給
へ
。
ア
グ
ヌ
ス

・
デ

イ
(

A

g
n
u
s
D
e
i)
紳
の
小
羊
等
で
あ
る
。
こ
れ
が
段
々
と
形
を
と
A

の
ヘ
一
五

0
0

年
頃
に
は
今
日
演
奏
さ
れ
る
ミ
サ
の
様
な
内
容
を
持
つ
も
の
と
な
り
バ
ッ
ハ
も
又
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
こ
れ
に
基
い
て
作
曲
を
し
て
ゐ
る
。

ミ
サ
曲
の
歌
詞
大
意

一
、
キ
ー
リ
エ
主
よ
憐
み
給
へ
、
キ
リ
ス
ト
よ
憐
み
給
へ
。

二
、
グ
ロ
ー
リ
ア

④
い
と
高
き
所
に
は
榮
光
紳
に
あ
れ
、
地
に
平
安
、
人
に
は
恩
澤
あ
れ
、
我
等
は

r
サ
に
つ
い
て

主
を
讃
へ
ん
、
我
等
は
祈
る
。

伽
我
等
は
汝
紳
の
偉
大
な
る
光
榮
に
感
謝
を
さ
A

げ
ん
。

伺
主
よ
、
我
等
の
紳
、
天
の
王
、
神
の
父
、
全
能
な
る
紳
よ
、
紳
の
只
一
人
の
子

た
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
紳
の
小
羊
父
た
る
紳
の
子
よ
世
の
罪
を
荷
へ
る
主
よ
、
我

等
を
憐
み
給
へ

、
我
等
の
哀
願
を
聞
き
入
れ
給
へ

、
正
義
の
上
に
座
す
主
よ
、
我
等
を

憐
み
給
へ
。

汝
只
一
人
神
聖
な
る
、
お
A

主
よ
汝
只
一
人
最
高
な
る
父
な
る
神
よ
、
尊
厳
の
中
の

紳
聖
な
る
霙
魂
に
よ
り
て
我
等
の
願
を
聞
き
入
れ
給
へ
。

三
、
ク
レ
ド

囮
我
は
信
ず
只
一
人
の
紳
を
、
天
地
の
創
造
主
な
る
、
又
あ
ら
ゆ
る
眼
に
見
え
る

者
見
え
ぬ
者
を
創
り
給
へ
る
紳
を
信
ず
、
只
一
人
の
主
、
紳
の
一
人
子
と
し
て
生
れ
給

へ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
。
紳
の
神
、
光
の
光
な
る
箕
の
神
、
我
々
の
救
の
為
に
天
よ

り
降
り
給
ひ
し
箕
の
神
を
我
は
信
ず
。

⑮
そ
う
し
て
神
聖
な
る
精
鰈
に
み
ち
び
か
れ
庫
女
マ
リ
ア
よ
り
生
れ
出
で
人
間
に

な
り
給
ひ
き
。

彼
キ
リ
ス
ト
は
我
々
の
為
ボ
ン
テ
オ
ピ
ラ
ト
の
も
と
に
十
字
架
に
か
け
ら
れ
苦
に
耐

へ
地
に
葬
ら
れ
給
へ
り
。

伺
か
く
て
三
日
目
に
復
活
し
天
に
昇
り
父
な
る
紳
の
右
に
座
し
た
り
。
こ
A

〔に〕

於
て
生
け
る
も
の
死
せ
る
者
に
も
再
び
歓
喜
は
来
た
り
、
紳
の
國
は
終
り
な
か
る
べ

し
。
罪
の
赦
免
の
た
め
洗
證
を
行
ひ
死
者
の
復
活
を
待
っ
、
我
等
末
来
永
遠
の
生
を
信

ず
、
ア
ー
メ
ン
。

四
、
サ
ン
ク
ト
ウ
ス

国
聖
な
る
哉
、
寓
軍
の
主
な
る
誹
、
天
地
は
紳
の
榮
光
に
充
て
り
。

伺
オ
サ
ン
ナ
（
紳
を
頌
讃
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
槃
）
は
天
に
あ
り
。

五
、
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ウ
ス

囮
主
の
名
に
よ
り
て
来
た
る
も
の
は
訳
せ
ら
れ
給
へ
。

伺
オ
サ
ン
ナ
は
天
に
在
り
。

六
、
ア
グ
ヌ
ス
・
デ
イ

伺
世
の
罪
を
荷
へ
る
紳
の
小
羊
な
る
キ
リ
ス
ト
よ
、
我
等
を
憐
み
給
へ
。
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曲

楽
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目

東
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四
七
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月
六
・
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後
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塚

大

劇

場

指

揮

渡

邊

暁

雄

〔戦
後
、
管
絃
楽
部
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し
て
初
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公
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演
奏
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っ
た
。
〕

昭
和
二
十
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年
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二
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六
日
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八
日
演
奏
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屋
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デ
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東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
園
並
に
合
唱
園
の
地
方
演
奏
は
、
昭
和
十
八
年
六
月
を
も
っ

て
中
断
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
、
二
十
年
が
ど
ん
な
年
で
あ

っ
た
か
は
、
今
更
繰
り
返

す
必
要
の
な
い
ほ
ど
、
人
人
の
記
憶
に
新
た
な
所
で
あ
る
。
こ
の
間
に
日
本
の
一音楽
の

み
な
ら
ず
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
藤
術
と
學
問
と
は
、
歴
迫
さ
れ
統
制
さ
れ
酷
使
さ
れ

て
、
い
ぢ
け
歪
み
傷
つ
け
ら
れ
た
。
終
戦
の
結
果
、
日
本
は
藝
術
と
學
問
と
に
よ
っ
て

世
界
を
相
手
に
す
る
よ
り
外
に
道
が
な
い
境
遇
に
置
か
れ
た
に
も
拘
は
ら
ず
、
そ
の
學

問
と
藝
術
と
は
、
世
界
を
相
手
に
戦
ひ
う
る
だ
け
に
、
十
分
成
熟
し
て
ゐ
な
い
現
朕
で

あ
る
。
然
し
日
本
の
藝
術
と
學
問
と
に
携
は
る
者
は
今
、
あ
ら
ゆ
る
悪
條
件
を
乗
り
越

し
、
渾
身
の
勇
を
ふ
る
つ
て
、
日
本
再
建
の
道
に
立
ち
上
が
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

東
京
―
音
楽
學
校
の
職
員•
生
徒
か
ら
成
る
管
絃
楽
園
と
合
唱
園
と
は

、

現
在
の
日
本

の
學
者
並
に
藝
術
家
の
中
に
渦
巻
く
こ
の
再
建
の
意
欲
に
呼
應
し
て
、
新
に
組
織
さ

れ
、
新
に
活
動
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
磐
と
し

て
十
二
月
二
日
に
東
京

で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
誕
生
百
五
十
年
を
記
念
す
る
演
奏
會
を
開
く
事
に
な
っ
て
ゐ
る

が
、
ほ
ぼ
同
じ
曲
目
を
も
つ
て
十
二
月
六
日
・
七
日
に
大
阪
で
、
＿
音
楽
を
愛
好
す
る
地

方
の
人
達
に
ま
み
え
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
十
八
年
六
月
に
中
断
さ
れ
た
地
方
演
奏
は
、

四
年
半
の
間
隔
を
置
い
て
、
再
び
始
め
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
，

社
會
的
、
経
清
的
、
更
に
藝
術
的
悪
條
件
の
下
に
組
織
さ
れ
た
こ
の
管
絃
楽
園
と
合

唱
園
と
は
、
い
く
ら
最
展
目
に
見
て
も
、
完
璧
の
名
を
冠
す
る
事
は
出
来
な
い
。

同
時

に
管
絃
楽
園
・
合
唱
圃
の
全
員
の
理
想
と
す
る
所
は
高
く
、
自
己
の
現
費
へ
の
反
省
は

厳
し
く
、
従
っ
て
自
分
達
の
技
術
の
優
秀
を
誇
る
目
的
を
以
つ
て
此
所
ま
で
演
奏
に
出

て
来
た

の
で
は
な
い
。
た
だ
全
員
の
聯
か
侍
み
と
し
う
る
所
は
、
全
員
が
再
建
の
意
欲

に
燃
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
欲
が
箕
剣
で
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
の
買
摯
と
熱

情
と
が
、
全
員
の
絃
と
管
と
槃
と
を
通
し
て
聘
衆
に
働
き
か
け
、
人
人
の
意
欲
を
刺
激

し
、
日
本
再
建
の
偉
業
に
人
人
が
参
加
す
る
事
を
可
能
に
す
る
な
ら
ば
、
地
方
演
奏
の

意
義
は
完
成
さ
れ
、
全
員
の
榮
は
十
分
に
酬
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
今
日
の
現
質
は
、
我
我
の
心
を
暗
く
す
る
。
多
く
の
人
人
は
、
漱
石
の
言
ふ

地
方
演
奏
に
際
し

て

小

宮

豊

隆

〔東
京
音
楽
学
校
校
長
〕

や
う
に
、
自
分
の
事
だ
け
、
自
分
の
今
日
只
今
の
事
だ
け
し
か
考
へ
な
い
。
是
は
事
情

巳
む
を
得
な
い
所
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
然
し

こ
の
傾
向
が
是
正
さ
れ
な
い
限

り
、
日
本
再
建
の
可
能
性
は
次
第
に
影
を
潜
め
て
し
ま
ふ
。
人
人
が
心
を
合
せ
手
を
繋

ぎ
、
平
和
し
一
致
し
、
寛
容
と
儀
牲
と
の
社
會
感
覺
を
身
に
つ
け
う
る
の
は
、
藤
術

ー
特
に
一
音
楽
の
力
で
あ
る
。
こ
の
管
絃
楽
圃
と
合
唱
園
と
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
る
筈

の
一
音
楽
が
、
果
し
て
さ
う
い
ふ
影
薔
力
を
持
ち
う
る
か
ど
う
か
は
、
考
へ
ら
れ
う
る
あ

ら
ゆ
る
條
件
に
支
配
さ
れ
勝
ち
な
こ
の
藝
術
の
性
質
か
ら
も
、
賓
際
そ
の
日
の
演
奏
と

な
つ
て
現
は
れ
て
見
な
い
と
分
ら
な
い
。
た
だ
私
は

こ
の
演
奏
が
成
功
し
て
、
地
方
の

音
楽
的
精
紳
を
勃
興
さ
せ
る
事
を
、
切
に
祈
る
の
み
で
あ
る
。
（
ニ
ニ
・
一
―
•
一
三
）

東
京
音
楽
学
校
演
奏
会
評

村

夫

日
本
唯
一
の
一
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
の
東
昔
演
奏
會
は
そ
の
信
頼
の
た
め
か
驚
く

べ
き
盛
況
に
終
っ
た
〔
ヽ
〕
聘
衆
層
は
些
か
狩
出
さ
れ
た
氣
味
の
初
心
の
人
が
多
く
、會
場

で
の
エ

チ
ケ
ッ
ト
は
感
心
出
来
な
い
貼
が
多
か
っ
た
が
問
題
は
こ
れ
等
の
初
心
の
人
々

に
東
昔
の
演
奏
が
ど
れ
程
の
感
銘
を
異
え
得
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
勝
来
―音
楽
へ
の
愛

好
を
こ
れ
に
よ
っ
て
少
し
で
も
鼓
舞
さ
れ
得
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
演
奏
そ
の
も

の
は
決
し
て
拙
く
な
い
、
最
初
の
「
末
完
成
交
響
曲
」
に
お
け
る
管
絃
楽
を
聞
い
て
何

処
と
い
つ
て
拙
く
な
い
管
楽
器
、
特
に
木
管
群
は
美
し
く
一
流
で
あ
る
、
絃
は
貧
弱
だ

が
小
さ
く
ま
と
ま
つ
て
い
る
、
渡
邊
暁
雄
の
指
揮
も
正
確
で
キ
チ
ン
と
し
て
い
る
、
そ

れ
で
い
て
何
か
人
を
樽
つ
も
の
が
な
い
、
そ
れ
は
文
字
通
り
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」
で
あ

り
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る
、
長
所
と
短
所
を
具
現
す
る
代
表
的
な
も
の
を
感
ん
じ
る
、

訓
練
の
よ
さ
、
技
術
的
水
準
の
或
る
程
度
の
高
さ
を
持
ち
乍
ら
人
間
的
な
温
さ
、
細
い

明
暗
の
表
現
を
鋏
い
て
い
る
為
に
塑
像
の
如
く
美
し
く
冷
い
、
一
音
楽
は
拙
く
て
も
一音
楽

的
熱
情
が
あ
れ
ば
人
を
捕
つ
力
を
持
つ
て
い
る
、
こ
の
黙
で
初
心
な
聴
衆
に
満
足
な
効

果
を
輿
え
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
う
、

次
ぎ
の
「
ミ
サ
」
は
完
全
に
退
屈
で
あ
る
、
こ
の
演
奏
會
で
こ
れ
が
な
け
れ
ば
全
体

と
し
て
今
少
し
緊
張
感
を
以
つ
て
終
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
、
先
ず
曲
が
よ
く
な

い、
ー
敦
會
の
儀
式
の
中
で
は
我
慢
が
出
来
て
も
、
そ
う
い
う
宗
敦
的
雰
囲
氣
を
知
ら

吉
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な
い
人
人
に
と
つ
て
は
最
初
か
ら
無
理
な
曲
目
で
あ
っ
た
、
合
唱
も
独
唱
も
拙
く
な

い
、
そ
れ
で
い
て
全
体
と
し
て
猿
想
の
平
板
な
ダ
レ
切
っ
た
演
奏
で
全
然
面
白
く
な

い
〔
ヽ
〕
曲
の
平
凡
さ
を
演
奏
で
補
う
ど
こ
ろ
か
そ
れ
を
強
調
し
た
嫌
が
あ
り
先
ず
第

一
に
其
長
大
さ
は
最
上
の
演
出
を
以
て
し
て
も
「
美
し
き
倦
怠
」
た
る
べ
き
も
の
で

あ
る
の
に
程
よ
き
倦
怠
に
終
っ
た
〔
ヽ
〕
所
々
独
唱
者
の
個
人
的
な
よ
さ
に
よ
っ
て
少

し
救
は
れ
た
の
が
せ
め
て
も
で
あ
っ
た

最
後
の
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
は
と
に
か
く
有
終
の
美

を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
、

巖
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
そ
の
美
昔
と
、
感
情
的
な
表
出
力

に
魅
力
が
あ
る
、
そ
れ
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
反
封
で
あ
る
、
終
楽
章
で
は
相
当
の
技
術

〔

マ

マ

〕

的
な
破
綻
を
見
せ
乍
ら
も
水
々
し
く
美
し
く
聰
け
た
、
こ
れ
が
本
当
の
音
楽
の
境
地
で

あ
る
、
こ
れ
は
簡
箪
に
巖
本
が
上
手
だ
と
い
う
事
で
は
な
い
、
彼
女
の
運
弓
の
鋏
貼
か

ら
来
る
ス
ピ
カ
ト
の
技
術
は
い
つ
も
の
事
乍
ら
致
命
的
で
あ
る
、
そ
れ
で
い
て
彼
女
が

我
國

一
流
の
演
奏
家
で
あ
る
の
は
彼
女
の
音
楽
的
な
氣
稟
に
あ
る
、
そ
し
て
そ
の
氣
稟

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る

当
日
演
奏
會
は
唯
一
人
巖
本
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
な
い
美
し
さ
で
初
心
の
聰
衆
も
何

か
し
を
感
じ
、
＿
音
楽
の
美
し
さ
を
体
得
し
た
と
思
わ
れ
る
、
合
唱
口
が
―
つ
の
有
機

物
の
如
く
微
妙
に
息
付
か
な
く
て
は
い
い
一
音
楽
は
生
れ
な
い
、
こ
れ
は
日
本
人
の
モ

ラ
ル
の
問
題
で
あ
る
、
集
園
の
力
は
、
高
い
モ
ラ
ル
が
な
け
れ
ば
生
れ
な
い
〔
ヽ
〕
規
律

は
技
術
の
誕
返
し
か
ら
生
れ
る
も
の
で
な
い
、
独
善
独
唱
へ
の
英
雄
主
義
的
な
憧
れ

が
日
本
人
の
集
園
的
―
音
楽
を
低
調
な
も
の
に
し
て
い
た
、
日
本
唯
一
の
官
製
ア
カ
デ

ミ
ー
は
こ
の
黙
を
深
く
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
、
天
才
敦
育
で
な
い
事
を
自
ら
認
め

て
モ
ラ
ル
の
高
い
一
音
楽
者
を
育
上
げ
て
日
本
の
一音
楽
敦
育
の
水
準
を
引
上
げ
る
べ
き

で
優
れ
た
個
人
は
副
産
物
的
に
自
然
に
育
つ
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

東
昔
の
合
唱
、
合
奏
を
聴
い
て
各
自
が
心
か
ら
唱
つ
て
い
る
の
で
は
な
く
規
律
に
従

つ
て
技
術
的
閥
心
の
み
で
演
奏
し
て
い
る
感
を
深
く
し
た
、
従
っ
て
決
し
て
拙
く
な
く

模
範
的
な
定
型
的
上
手
さ
を
持
ち
乍
ら
＿
音
楽
へ
の
深
い
共
感
が
現
わ
れ
て
な
い
貼
で
こ

の
感
を
深
く
し
た

11
十
二
月
六
、
七
日
宝
塚
大
劇
場
11

（
筆
者
は
一音楽
批
評
家
）

(
『
國
際
新
聞
』
〔
6

1^,he
C
i

n
a
 Int
e
r
n
at
i

o
n
a
l
"〕
昭
和
二
十
二
年
〔
民
國
三
十
六
年
〕
十
二
月
十
日
）

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
・
コ
ン

モ
ト

図
メ
ゾ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

(1) 

P
R
O
G
R
A
M
 

楽
指

揮

渡

邊

暁

雄

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
品

い
ロ
ザ
ム
ン
デ
序
曲

回
口
短
調
交
響
曲
（
未
完
成
）

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー

卜

管

絃

曲

目

F
r
.
 Sc
h
u
b
e
rt
:
 

O
u
v
e
rt
u
r
e
 z
u
r
 
O
p
e
r
 

^
^
R
o
s
a
m
u
n
d
e
"
 

S
y
m
p
h
o
ni
e
 
i

n
 H
,
m
o
l
l
 

(
U
n
v
o
l
l
e
n
d
et
e) 

A
l
l
e
g
ro 
m
o
d
e
r
at
o
 

A
n
d
a
nt
e
 c
o
n
 m
ot
o
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(4) 

佐
々
木
成
子

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
品

い

か

ら

す

回
竪
琴
に
寄
せ
て

り

鱒

⇔

夕

映

に

団

焦

燥

③
女
槃
及
び
混
槃
合
唱
（
ピ
ア
ノ
伴

奏

）

指

揮

城

多

又

兵

衛

美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ

J
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
曲

（
堀
内
敬
三
作
詩
・
津
川
主
一
編
）

回

オ

ペ

ラ

II

マ
ル
タ
“
よ
り

フ
ロ
ー
ト
ウ
曲

女
槃
合
唱
と
二
重
唱

ハ

リ

エ

ッ

ト

志

賀

朝

ナ

ン

ス

イ

折

島

か

が

ほ

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
ア
ル
カ
デ
ル
ト
曲

流
浪
の
民
シ
ュ
ー
マ
ン
曲

（
石
倉
小
一
二
郎
繹
詩
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
管
絃
楽
伴

奏

）

巖

本

箕

理

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ
短
調

（
作
品
六
四
）
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
曲

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト
・

ア
パ
シ
ョ
ナ
タ

第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ

に） り け）

A
l
l
e
g
r
o
 m
o
l
t
o
 
a
p
p
a
s
si
o
n
at
o
 

K
o
n
z
e
rt
 
f
 

tir 
Vi
oli
n
e
 i
n
 E
'
 

m
o
l
l
 (
O

p
.
 
6
4
)
 

F
.
 Me
n
d
e
l
s
s
o
h
n
'
B
.
 

Andan

t~ 

Zi
g

e
u
n
e
r
l
e
b
e
n
 
R
.
 Sc
h
u
m
a
n
n
 

A
v
e
 M
a
ri
a
 

F
r. 
S
c
h
u
b
e
rt
 :
 

D
i

e
 K
r
a
h
e
 

A
n
 di
e
 L
ei
er 

D
i

e
 Forelle 

I
m
 A
b
e
n
d
r
ot
 

U
n
g
e
d
u
l
d
 

A
r
c
a
d
e
l
t
 

A
u
s
 d
e
r
 
O
p
e
r
^
^
M
a
rt
h
a
"
 

F
l
ot
o
w
 

S
c
h
o
n
e
 B
l
a
u
e
 D
o
n
a
u
 

J
.
 
St
r
a
u
s
s
 

X 

明
治
二
十
年
―音
楽
取
調
所
は
東
京
―
音
楽
學
校
に
な
り
、
伊
澤
さ
ん
が
初
代
校
長
と
な

っ
た
。
伊
澤
さ
ん
は
二
十
四
年
に
は
學
校
を
退
か
れ
た
が
、
伊
澤
さ
ん
は
よ
く
苦
境
時

代
を
抜
け
切
つ
て
明
治
楽
園
の
幸
田
、
安
藤
、
橘
、
紳
戸
、
島
崎
、
瀧
の
諸
氏
を
育

て
、
ま
た
そ
の
育
て
る
基
礎
を
作
っ
た
。

X 

片

山

頴

太

郎

今
度
東
京
―
音
楽
學
校
在
校
生
な
ら
び
に
同
校
出
身
者
の
地
方
公
演
に
堂
つ
て
、
東
京

音
楽
學
校
の
歴
史
を
回
顧
す
る
の
も
一
っ
だ
と
思
う
。
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京

〔

マ

マ

1

昔
楽
學
校
は
明
治
十
二
年
(
-
八
九
七
）
文
部
省
に
一
音
楽
取
調
所
が
で
き
た
と
き
に
胎

生
し
た
も
の
で
、
今
日
で
は
六
十
八
年
の
鰹
歴
を
も
つ
て
い
る
。

こ
の
誕
生
に
常
つ
て
は
伊
澤
修
二
の
人
格
と
理
想
と
に
あ
ず
か
る
も
の
で
彼
の
「
い

の
ち
」
を
今
日
に
も
つ
な
い
で
い
る
。
ペ
リ
ー
が
日
本
の
戸
を
た
A

い
た
嘉
永
六
年
に

は
伊
澤
さ
ん
は
三
歳
、
長
じ
て
愛
知
師
範
學
校
に
敦
師
と
な
っ
た
。
「
蝶
々
々
々
菜
の

は
に
と
ま
れ
」
は
清
元
の
歌
劇
で
あ
る
が
こ
れ
を
賞
時
の
伊
澤
さ
ん
は
西
洋
旋
律
に
し

た
。
こ
の
革
命
的
な
試
み
の
後
ア
メ
リ
カ
に
留
學
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
で
は
理
科
を
修

め
て
電
話
機
狡
明
の
ベ
ル
と
も
親
し
か
っ
た
と
い
う
が
、
音
楽
敦
育
に
は
一
段
と
力
を

こ
め
て
、
鱚
朝
の
後
、
親
交
の
あ
っ
た
メ
ー
ソ
ン
氏
の
招
へ
い
と
な
り
、
わ
が
國
―
音
楽

敦
育
も
こ
A

に
基
礎
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

X 

地
方
公
演
に
常
つ
て

11
東
京
―
音
楽
學
校
の
回
顧
II

第
三
楽
章
ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト

〔

マ

マ

〕

ヴ
イ
ヴ
ェ
イ
ス

管
絃
楽
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

合

唱

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

A
l
l
e
g
r
o
 m
o
l
t
o
 vi
v
a
c
e
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掌
時
は
ア
メ
リ
カ
的
音
楽
敬
育
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
流
儀

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
の
潮
流
で
も
あ
っ
た
。
留
學
生
も
欧
洲
へ
出
か
け
、
迎
え
る

敦
師
も
ま
た
管
絃
楽
の
ユ
ン
ケ
ル
氏
、
歌
劇
歌
謡
の
ベ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
、
近
代
ピ
ア
ノ

の
ロ
イ
テ
ル
・
シ
ョ
ル
ツ
、
コ
ハ
ン
ス
キ
ー
、
バ
ル
ダ
ス
、
シ
ロ
タ
、
ク
ロ
イ
ツ
ア
氏

な
ど
は
近
代
ピ
ア
ノ
、
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏
な
ど
こ
も
ご
も
来
朝
し
て
敦
べ
ん
を

と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
敦
師
と
若
い
學
生
と
に
よ
っ
て
、
一
音
楽
取
調
所
嘗
時
に
は
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
が
、
五
十
年
後
に
は
次
々
と
上
演
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

x
 

こ
の
よ
う
に
ユ
ン
ケ
ル
氏
に
狡
し
た
管
絃
楽
と
合
唱
と
は
、
そ
の
後
の
努
力
に
よ
っ

て
成
長
の
極
大
に
ま
で
達
し
た
。
す
な
わ
ち
曲
目
も
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
ミ
サ
曲
の
古

い
も
の
か
ら
バ
ッ
ハ
、
モ
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
古
典
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
か
ら

ワ
グ
ネ
ル
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
至
る
ロ
ー
マ
ン
派
―
音
楽
、

R
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
、
ド
ビ
ッ
シ
ー
、
マ
ー
ラ
ー
、
ス
ト
ラ
ヴ
イ
ン
ス
キ
ー
の
現
代
―
音
楽
の
諸
作
に

至
る
ま
で
洋
楽
の
主
だ
っ
〔
た
〕
曲
目
を
學
ん
だ
の
で
あ
る
。

歌
劇
の
試
演
は
困
難
な
事
情
の
も
と
に
明
治
時
代
に
は
グ
ル
ツ
ク
の
オ
ル
フ
ォ
イ

〔
マ
マ
•

天
昭
和
に
は
ク
ル
ト
ウ
イ
ル
の
ヤ
ー
ザ
ー
ガ
ー
（
謡
曲
「
谷
行
」
の
ほ
ん
案
に
基
く

學
校
歌
劇
）
が
企
て
ら
れ
た
こ
と
も
回
想
さ
れ
る
。

x
 

そ
の
後
の
事
愛
戦
風
は
學
校
に
も
不
幸
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
指
揮
者
が
養
成
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
戦
後
に
は
文
化
に
具
眼
の
校
長
（
小
宮
豊
隆
氏
）
を
得
た
こ
と
は
幸
い

で
あ
る
。
（
筆
者
は
一
音
楽
學
校
敦
授
）

昭
和
二
十
三
年
三
月
三
十
日
、
三
十
一
日
卒
業
式

三

十

日

（

火

曜

日

）

午

前

＋

時

（

卒

業

式

）

昭
和
二
十
三
年
三
月
王
享
+
-
1
3
霜

曜

日

]

叶

鱈

ニ

一

疇

疇

瓢

讐

憂

，

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

卒

業

證

書

授

興

式

次

第

東

京

一

音

楽

學

校

六、 五、 二、

ピ

ア

ノ

ノゞ

三
、
ピ

獨
奏
•
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
·
：
同

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
よ
り

サ
ラ
ス
ト
ロ
の
詠
唱

ス

獨

J
.
S
・
バ
ッ
ハ
作
・
シ
ャ
コ
ン
ヌ

第

一
、
卒
業
証
書
、
修
了
証
書
並
に
賞
吠
授
典

一

、

學

校

長

告

辮

一

、

文

部

大

臣

祝

僻

一
、
卒
業
生
穂
代
謝
辮

一
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

一

、

卒

業

演

奏奏洋

一
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
本
科
卒
業

ラ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
作
・
ソ
ナ
タ
（
イ
短
調
）
作
品
九
八
よ
り

第
一
楽
章
テ
ン
ボ
・
モ
デ
ラ
ー
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
・
:
…
…
同

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
タ
」
よ
り

（
イ
）
あ
A

、
そ
は
彼
の
人
か

（
口
）
過
ぎ
し
日
よ
さ
ら
ば

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

同

シ
ョ
パ
ン
作
・
幻
想
曲
（
へ
短
調
）
作
品
四
九

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
•
•
…
…
：
同

日
日
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
同

n
 

ァ

演

楽 曲 日

（
同
日
午
前
十
一
時
演
奏
開
始
）

目 （
三
月
三
十
日
午
前
十
時
）

藤

田

桂

子

井

上

延

子

森

田

淑

子

笠佐

々

木

行

綱

井

明

子

高

橋

正

子
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l

三、

．． 
・． 
一ヽ ・

―
一
、

八、

メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
•
…
…
…
…
・
・
同

ピ

七

、

卒

（
イ
）

獨
奏
：
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
·
同

〔

マ

マ

〕

．． 

シ
ョ
パ
ン
作
・
ボ
ロ
ネ
イ
ズ
・
フ
ァ
ン
テ
ー
ズ
ィ
ー
・
作
品
六
一

ア
（
イ
）
（
口
）

（
イ
）
（
口
）

グ
ル
ッ
ク
作
・
な
っ
か
し
の
濱
邊
よ

折

島

か

が

ほ

ノ

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

同

九
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
・
・
同

ヴ
ァ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
作
•
愛
の
儀
式

。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作
・
オ
ペ
ラ
「
ト
ス
カ
」
よ
り

歌
に
生
き
、
懇
に
生
き

獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
同

奈

良

洋

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
。
フ
ロ
メ
ト
イ
ス
よ
り
の
主
題
に
基
く

一
五
の
愛
奏
と
フ
ー
ゲ
・
作
品
三
五

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
·
同

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
鱚
郷

マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ア
作
・
オ
ペ
ラ
「
ユ
グ
ノ
ー
」
よ
り

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
詠
唱

志

賀

朝

1

0
、

ピ

ア

ノ

渡

邊

瑛

子

近

藤

和

子

ラ
ボ
ー
作
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
為
の
ソ
ロ
・
ド
ゥ
・
コ
ン
ク
ー
ル

チ
ェ
ロ

業絃
楽
四
重
奏
曲
（
卜
短
調
）
よ
り

第
三
業
章
ア
レ
グ
ロ

演
奏
者
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ
ィ
オ
ラ

同同本研

塁究
業生

八相宮井

明

子

綾

子
裕

子
秀

夫

平

井

哲

三

郎

代 澤 下上

作 休

品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
卒
業

憩

食）

世
田

村

阿

作

寄

藤

喜

久

子

一
九
、

リ
ス
ト
作
・
「
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
」
愛
奏
曲

一
八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
•
•
…
…
…
…
：
同

グ
ラ
ズ
ノ
フ
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
イ
短
調
）
作
品
八
二

第邦

楽

観

世

流

能

楽

前

シ

テ

（

本

科

卒

業

）

柴

田

牧

後

シ

テ

（

同

）

小

貝

昭

三

郎

禰

一
七
、

ピ

ア

ノ ＾ ^ ノ、ロ
、一、一

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
自
作
主
題
に
よ
る
愛
奏
曲
・
作
品
ニ
ー
の

（
畳

一
六
、

一
五
、

一
四
、

（
イ
）

チ

工
（
口
）

大

鼓

渡

邊

榮

嗣

ワ

キ

野

島

信

笛

小

鼓

三

須

錦

吾

日

(

1

0

分

）

休

憩
獨
奏
：
・
：
・
・
:
・
…
…
…
…
…
・
・
本
科
卒
業

ラ
ロ
ー
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
二
短
調
）
よ
り

第
一
一
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
ー
'
|
ア
レ
グ
ロ

第
三
楽
章

イ
ン
ト
ロ
ド
ウ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
|
|
'
ア
レ
グ
ロ

獨

奏

：

・
・
:
・
…
…
…
…
…
…
：
同

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
愛
奏
曲
・
作
品
三
五
（
第
一
巻
）

゜
ソ

フ

ラ

ノ

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

・

：

同

。
フ
ッ
チ
ー
ニ
作
・
オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り

私

の

名

は

ミ

ミ

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
・
泉
の
ほ
と
り
の
若
者

・

夜

夢

” 

ピ

ア

ノ
ロ

蜀
奏
…
…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
同

x
 （

三
月
三
十
一
日
午
後
一
時
演
奏
開
始
）

と

〔

マ

マ

〕

ア
レ
ヴ
ィ
作
・
オ
ペ
ラ
「
シ
ャ
ル
ル
ス
」
よ
り

田

舎

の

娘

3
 
8
 

一

噌

幸

政

7 第2章
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哉
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園

田

高

弘

松

田

和

賀

代

大

堀

敦

子

堀

江

泰



會楽

場

五
月
二
十
九
日
（
土
）

東

塞

音

楽

學

校

奏

楽

堂

曲

三

世

山

勢

松

韻

作

二
―
‘
長

作

富

士

田

吉

次

杵

屋

忠

次

郎

三
味
線
（
本
科
卒
業
）
田
島
佳
子

”

(

”

)

高

橋

泰

子

鷺

娘

唄

（

本

科

卒

業

）

芳

賀

春

子

二
二
、
生
田
流
等
曲

光

崎

検

校

作

段

砧

唄

越

後

獅

子

（
三
十
分
）

九

世

杵

屋

六

左

衛

門

作

唄
（
本
科
卒
業
）
加
瀬
恒
夫
三
味
線
（
本
科
卒
業
）
須
原
敏
雄

”

(

”

)

大

澤
善
之
助

”
（
研
究
生
）
若
和
田
邦
夫

十
五
日
（
土
）

五
月
二
十
二
日
（
土
）

昭
和
二
＋
＝
一
年
五
月
十
五
日
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日

法

人

設

立

基

金

募

集

同

盤

會

邦

楽

演

奏

會

長

唄
等レピム月

五
月

二
三
、
長 五

唄

花

の

争
芸

休

憩

二
0
、
山
田
流
等
曲

同

声

会

邦

楽

演

奏

会

雲
井
調
子
（
本
科
卒
業
）
菊
地
悌
子

平

調

子

(

”

)

戸

山

窃

子

郷

郭

太

郎

嶋

澤

敦

官

後
見

等

（

本

科

卒

業

）

小

澤

道

”

(

”

)

江

口

昭

子

三

絃

(

”

)

小

山

節

子

畠
木金野藤

原春村波

康國太重

夫雄良満

浅藤浅武

見波見田

重敦重四

弘官信郎

5

三

絃

主

奏

楽

イ

、

春

ロ

、

秋

4
．

四

季

の

花

里

3
．
胡

2
．
綱

長

夜 野
（

稀

音

家

四

郎

吉

作

曲

）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
味
線
,' ,' ” 
中川原

村又澤

桃百

子敦合

” ” ” 唄
山

田

初

子

加
藤
美
智
子

小

林

昌

子

山
田
喜
代
子

（
五
世

蝶

/―ヘ

三四
世世”

太

田

英

一

加

瀬

恒

夫

”

大

澤

善

之

助

吉

住

小

三

郎

作

曲

）

稀

音

家

六

四

郎唄

菊

岡

米

子

新

會

員

”

芳

賀

春

子

杵

屋

三

郎

助

作

曲

）

” ” 
三
味
線

杵

家

基

代

子

中

川

正

子

小
林
美
知
子

渡

邊

震

子

新
會
員

” 唄

三
味
線

新
會
員

館

杵

家

安

八

郎

須

原

敏

夫

若
和
田
邦
夫

（
三
世

杵

屋

勘

五

郎

作

曲

）

” ” ” ” 唄
岡

本

松

子

加

藤

美

智

子

菊

岡

米

子

小

林

昌

子

山
田

喜
代
子

1
．

娘

道

成

寺

五
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
開
演

杵

屋

禰

三

郎

作

曲

）

（
初
世

唄

味

線

椎

野

敏

子

”

太

田

堪

子

” ” ” ” ” ” ” 味線
川

又

敦

山
田
乃
武
子

倉

持

妙

子

手

塚

芳

子

三

浦

笑

子

高

橋

泰

子
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3
イ

．

春

や

い

づ

こ

ロ

．

冬

2
．

き

ぬ

た

1
．

春

の

等

（
清
水
脩
作
曲
）

（
古
屋
富
蔵
作
曲
）

” 
新
會
員

五
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
開
演

夜

等
高
昔
菊

地

悌

子

等

低

昔

戸

山

窃

子

（
宮
城
道
雄
作
曲
） 吉

住
小
吉
郎

藤

江

多

恵

岡

本

松

子

菊

岡

米

子

芳

賀

春

子

新

會

員

山

田

初

子

” 
”
本
手

ロ

．

水

の

愛

態

10
．

イ

．

敷

へ

唄

愛

奏

曲

（
宮
城
道
雄
作
曲
）

（
宮
城
道
雄
作
曲
）

5
 
8
 
7
 

箪

本

手

相

原

茂

子

等

田

村

通

子

第2章

唄

岸

邊

従

子

等

野

口

文

子

一

絃

鹿

山

美

智

枝

” 
等
替
手

重久曾池

松保根

二敏 國優

葉子子子

（
宮
城
道
雄
作
曲
）

曲

” 

” 

” 

” 

” 

” 

” 

” 

” 

” 

唄

稀
音
家
四
郎
吉

林

邦

子

鵜
川
季
美
榮

池

昭

子

田

島

佳

子

原

澤

百

合

7
，

山

し

ろ

路

萬
葉
十
三
巻
よ
り

6
．

外

記

節

猿

（
原
澤
百
合
作
曲
）

三
味
線

” ” 

”
 

上
調
子

唄

吉
住
小
三
八

大
澤
善
之
助

加

瀬

恒

夫

（
十
世
杵
屋
六
左
術
門
作
曲
）

ー

（

休

憩

）

ー

三
味
線

多

忠

清

杵
家
安
八
郎

若
和
田
邦
夫

9
．

夏

の

眺

8
．
古

6

．

櫻

狩

り

5
．
几
ロ利

の

（
二
世

曲

尾

上

の

松

（
宮
城
道
雄
等
編
曲
）

山
木
太
賀
作
曲
）

ー

（

休

憩

）

ー

|

7
．

春

の

海

夢

4
．

六

つ

の

断

章

（
山
田
検
校
作
曲
）

（
宮
城
道
雄
作
曲
）

西

山

松

枝

遠

藤

照

子

緒

形

美

恵

子

（
三
絃
（等

菊
岡
槍
校
作
曲
）

八
重
崎
検
校
作
曲
）

（
清
水
脩
作
曲
）

等

松

尾

清

二

一

絃

宮

城

道

雄

等

宮

城

道

雄

尺

八

宮

城

術

” 絃
等 等

坂

井

敏

子

一

絃

近

藤

康

子

等

伊

藤

良

平

ソ
。
フ
ラ
ノ
岡
部
多
喜
子

等

伴

奏

古

屋

富

蔵
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倍ム月

12
．
赤
壁
の
賦

11
．
陽
炎
の
踊

五
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
開
演

楽

合

唱

東

京

―

音

楽

學

校

生

徒

打

楽

器

古

屋

富

蔵

フ
リ
ュ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

,
t
 

13
．
交
竪
曲
黎
明

バ
リ
ト
ン

ソ
。フ
ラ
ノ

等

獨

奏

川

崎

優

渡

邊

文

江

日
比
野
頴
彦

岡
部
多
喜
子

（
中
能
島
欣
一
作
曲
）

誼
臼
勺
豆
揺
｝

（
平
井
保
喜
合
唱
編
曲
）

指
揮

中

島

（
中
能
島
欣
一
作
曲
）

須

賀

靖

子

” ” 

” I
 

ー

十
七
絃

”
低
音

菊清大石三江坂田櫻土白上戸重相

地水西綿宮場井村井橋井木山松原

悌倫道範公皇敏道京 ふ康窃二茂

子子子子子子子子子明み江子葉子

8
．
仕
舞

笠

之

嶋

澤

啓

次

7
．
獨
吟

隅

田

藤
波

順
三
郎

二

マ

r
田
キ

浅

見

重

信

ノ‘ 口

” 

6
．

仕

舞

イ

籠清嵐

太

経

(

”

)

鼓

(

”

)

守

(

”

)

川
（
観
世）

段
（
観
世
）

郷

郭

太

郎

” 
柴

田

牧

山
（
観
世
）

新

會

員

小

貝

昭

三

郎

” 

ー

（

休

憩

）

1

” ” 

ノ‘

玉

之

段若

＾ ^ ”” 、、ノヽ、一

加

藤

高

子

ロ

杜

金

井

麗

子

” 

5
．

仕

舞

イ

花

月
（
賓
生
）

平

井

澄

子

” ” ” 

大小
笛

鼓鼓

” 

シ

テ

菱

田

尚

三

一
噌

幸

政

田

中

允

安

幅

春

雄

” 

靖

和箪
高
昔

4
．
舞
囃
子

屋

ロ

3
．

仕

舞

イ ノ‘

” ” 
江小小

口 澤山

昭節

子道子

口

2
．

仕

舞

イ

姥
（
観
世）

段

(

”

)

絹

(

・
”

)

僧
（
賓
生
）

生

田

敦

盛

(

”

)

島
（
賓
生
）

佐

野

萌

放巻

下

金

春

惣

山

階

敬

子

第2部

舟岡

之

吉

田

敬

子

山

新

會

員

箪

木

原

金

春
野

村

藤

波
丸
山

登
喜
江

等

中

能

島

欣

等

替

手

塚

越

清

子

1
．
連
吟

重太國康

満良雄夫

昭和の東京音楽学校篇

竹

生

島
（
観
世
）

786 



3
 
2
 
ー

.

b
ヒ

9

ム月

休

管
絃
楽

絃
楽
合
奏

管
絃
楽

圃
舞
曲憩

碧
き
ド
ナ
ウ
河

十
五
分
間

セ
レ
ナ
ー
デ

序

曲

出
演
指
揮

昭
和
二
十
三
年
六
月
五
日

小

鍛

冶
（
観
世
）

国
会
図
書
館
開
館
記
念
演
奏
会

P
r
og
r
a
m
 

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
園
・
合
唱
園

渡

邊

暁

雄

・

金

〔

マ

マ

〕

ア

ウ

リ

ス

の

イ

フ

ゲ

ニ

ア

グ ” ” ” ” ” モ

ツ

ア

ル

ト

曲

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
曲

地

謡 ” 
後太大小

笛
見鼓鼓鼓 キ

前
シ
テ

後
シ
テ

ヮ

lレ

ツ

ク

曲

子

登

武

田

四

郎

浅

見

重

弘

野

島

信

一

噌

幸

政

田

中

允

安

揺

春

雄

金

春

図

雄

嶋

澤

啓

次

郷

郭

太

郎

藤
波
順
三
郎

浅

見

重

信

小
貝
昭
三
郎

柴

田

牧

木

原

康

夫

野

村

太

良

藤

波

重

満

〔原
資
料
横
組
〕

二、 4
 
混
盤
合
唱
管
絃
楽
伴
奏

り
来
よ
春
（
四
季
よ
り
）

回
ハ
レ
ル
ヤ
（
救
世
主
よ
り
）

一

、

學

校

長

式

辮

二

、

来

賓

祝

辮

三
、
本
校
永
年
勤
績
者
表
彰

四

、

記

念

演

奏曲

一
、
交
響
曲
第
八
番

第
一
楽
章

作
品
九
三
…

ア
レ
グ
ロ
ヴ
イ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ト
（
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
付
き
、
女
竪
合
唱
の
為
の
）

作
品
三
九
第
一
番
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

管
絃
楽
編
曲
…
•
•
…
…
·
:
・
・・
・
池
内
友
次
郎

ヴ
ェ
ニ
ド
ミ
ネ
ー
ラ
ウ
ダ
ー
テ
。
フ
エ
ル
リ
—
ド
ミ
ニ
カ

I
I
ボ
ス
ト
パ
ス
カ

獨

唱

ソ

。

フ

ラ

ノ

浅

野

千

鶴

子

平

原

壽

恵

子

横

田

ふ

み

子

岡

部

多

喜

子

モ

テ

ッ

目

（
洋
楽
）

工

” ーー
ア

ル

ト

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日
創
立
七
十
年
記
念
式

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）
午
前
九
時
開
始

創
立
七
十
年
記
念
式
次
第

〔
手
書
き
の
横
書
き
〕

東

京

音

楽

學

校

・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

コ
ン
ブ
リ
オ ヘ ノ‘

ン

デ

ル

曲

イ

ド

ン

曲
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七
、
等

曲
（
古
曲
）

六

、

能

楽

（

舞
囃
子
）

観

阿

弾

作

草
紙
流
小
町

シ
テ

大
鼓
小
鼓

賓
生
九
郎

安
幅
春
雄
太
鼓

三

須

錦

吾

笛

地

謡

前

”

賓波

” 

金
春
惣
一

藤
田
大
五
郎

田

忠

茂

生

英

雄

吉

信

和

” 

五

、

等

曲
菊

末

桧

校

作

嵯

峨

の

秋

等

替

手

中

能

島

欣

一

等

本

手

,' 

四
、
能
世高

三
、
幻

楽
（
舞
囃
子
）

阿

弾

作砂

シ
テ

想

大
鼓
小
鼓

嶋
澤
俊
一

（
邦
楽
）

ー
〔
休

作
品
八
〇

憩
〕
ー

曲
（
ピ
ア
ノ
、
合
唱
及
び
管
絃
楽
の
為
の
）

東

條

夏

子

小

澤

道

小

山

節

子

…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ピ

ア

ノ

獨

奏

田

村

宏

指

揮

金

子

登

、

渡

邊

暁

雄

管
絃
楽
東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

合

唱

東

京

音

楽

學

校

生

徒

安

輻

春

雄

太

鼓

金

春

惣

一

三

須

錦

吾

笛

藤

田

大

五

郎

地

謡

郷

郭

太

郎

”

藤

波

順
―
二

郎

浅

見

重

信

” 

O
C
T
.
2
8
.
5
.
3
0
P
M
 

宮

城

道

雄

手

附

尾

上

の

松

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
ー
ニ
十
八
日

念
演
奏
会

昔
楽
敦
育
創
始
七
十
周
年
記
念

於

帝

國

劇

場

一
九
四
八
年
十
月
二
十
六
、

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 

O
C
T
.
 2

6
.
1
1
A
M
 

2
6
.
3
P
M
 

2
6
.
6
P
M
 

27
．
認

P
M

2
7
.
3
P
M
 

2
7
.
5
.
3
0
p
M
 

2
8
.
1
2
P
M
 

2
8
.
3
P
M
 

二
十
七
、

” ” 

八

、

長

唄
九
世
杵
屋
六
左
衛
門
作

越

後

獅

子

唄

邦
楽
科

二
十
八
日

東
京
―
音
楽
學
校
同
槃
會

朝

日

新

聞

社

共
催

音
楽
教
育
創
始
七
十
周
年
記

東
京
―
音
楽
學
校

ピ
ア
ノ
獨
奏
（
ク
ロ
イ
ツ
ア
ー
）

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
合
唱

青
少
年
の
た
め
の
音
楽
鑑
賞
講
座

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
・
獨
奏
・
合
唱

獨
唱
（
ミ
ス

・
フ
ラ
ン
セ
ス
・
カ
サ
ー
ル
ド
）
日
響

青
少
年
の
た
め
の
一
音
楽
鑑
賞
講
座

ピ

ア

ノ

獨

奏

安

川

加

壽

子

獨

唱

棧

野

千
鶴
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
（
巖
本
置
理
）
日
響

杵

家

安

彦

石

村

義

一

溝

落

久

太

郎

等

宮

城

道

雄

” 
二
味
線”
 山
田

抄

太

郎

杉

本

茂

一

鈴

木

利

治

一

絃

牧

瀬

喜

代

子

”

江

場

さ

と

子
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4
．

能

楽

3
．
長

2
．
等

風“

唄
|
ー
岸
邊
従
子
、
小
林
糸
子
、
西
山
松
枝
、

緒
形
美
恵
子
、

江
口
昭
子
、
小
室
智
江

第
1

野
口
文
子
、
小
山
節
子
、
西
島
三
八
子
、
田
村
榮
子
、

早
川
良
一

三
絃
ー
東
條
夏
子
、
鹿
山
美
智
枝

（
山
田
抄
太
郎
合
奏
編
曲
）

ー
．
能

楽
（
仕
舞
）

イ
、
玉

霊
ー
山
階
敬
子

清
経
キ
リ
ー
丸
山
登
喜
江

地
謡
ー
浅
見
重
信
、
浅
見
重
弘
、
武
田
四
郎
、
郷
郭
太
郎

ロ
、
西
王
母
ー
加
藤

高

子

網

之

段
ー
平
井
澄
子
鞍
馬
天
狗
ー
須
崎
應
子

地
謡
ー
賓
生
英
雄
、
波
吉
信
和
、
前
田
忠
茂

曲

邦

楽

II
猜

衣

“

（低 （高 11

松

ー
（
休

憩

）

1

上
野
東
京
音
楽
學
校
邦
楽
科
職
員
生
徒

（
十
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
開
演）

小
澤
道
、

小
山
富
美
子
、

11

連
獅
子
“

唄
—
|
西
垣
勇
蔵
、
太
田
英
一
、
加
瀬
恒
夫
、
大
澤
善
之
助
、
若
和
田
孝
之

藤
江
多
恵
、
岡
本
松
子
、
山
田
初
子
、

菊
岡
米
子
、
芳
賀
春
子
、

岡
田
光
以
、
富
尾
瑠
璃
、
鈴
木
輝
子
、
大
智
伊
津
子

三
絃
）
（
本
手
一
部
）
I

若
和
田
邦
夫
、
杵
家
安
八
郎
、
堀
込
彦
雄

（
本
手
二
部
）
ー
原
澤
百
合
、
池
昭
子
、
小
林
美
智
子
、
高
橋
泰
子
、

鈴
木
喜
美
子
、
川
島
芳
子
、
竹
村
由
紀
子

（
本
手三
部
）—
太
田
堪
子
、
山
田
乃
武
子
、
須
原
敏
雄
、
菊
岡
忍
、

井
岡
家
壽
雄

昔）
I
川
又
敦
、
三
浦
笑
子
、
田
島
佳
子
、
高
橋
京
子
、

山
崎
み
ど
り

昔）
I
林
邦
子
、
鵜
川
喜
美
榮

唄

9
．
等

曲 地後 囃

8
．

能

楽

7
．
第

曲

＂秋

韻
“

（
半
能
）

1
．
手

事

2
．
組
歌
風

f
l
手
事
“

3
．

輪

舌

シ
テ
（
天
人
）
ー
賓
生
重
英
ワ
キ
（
漁
夫
）
I
松
本
謙
三

そ
の
他
ワ
キ
ッ
レ
（
漁
夫
）

子
笛
ー
藤
田
大
五
郎
小
鼓
—
三
須
錦
吾
大
鼓
ー
安
輻
春
雄

太
鼓
ー
金
春
惣
一

見
|
|
武
田
喜
永
、
米
倉
義
勝

謡
—
賓
生
英
雄
、
波
吉
信
和
、
前
田
忠
茂
、
佐
野
萌
、

菱
田
尚
三

II
三
絃
協
奏
曲
“

（
中
能
島
欣
一
作
曲
）

絃
—
—
中
能
島
欣
一

奏

等

一

部

ー
吉
田
純
三
、
伊
藤
良
平

十
七
絃
ー
松
尾
清
二

等
二
部
ー
鈴
木
清
壽

唄
ー
—
杵
屋
六
左
衛
門
、
吉
住
小
三
八
、
吉
住
小
吉
郎

三
絃
—
稀
音
家
六
治
、
稀
音
家
六
四
郎
、
稀
昔
家
四
郎
吉

等
獨
奏
I|
ー
宮
城
道
雄

I
f
船
辮
慶
“

シ
テ
（
平
知
盛
の
震
）
ー
嶋
澤
啓
次
ワ
キ
（
辮
慶
）
ー
野
島
信

子
方
（
源
義
経
）
ー
観
世
元
昭
間
狂
言
（
船
頭
）
ー
野
村
太
良

そ
の
他
ワ
キ
ッ
レ
（
義
鰹
の
家
来
）

子
笛
—
藤
田
大
五
郎
小
鼓
ー
一

デ
狽
錦
吾

大
鼓
ー
鮨
井
俊
雄

太
鼓
ー
金
春
惣
一

見
ー
|
郷
郭
太
郎
、
武
田
四
郎

陥
1

藤
波
順
三
郎
、
浅
見
重
信
、
淡
見
重
弘
、
金
春
國
雄
、

木
原
康
夫
、
藤
波
重
満

（
高
野
辰
之
作
詩
、
宮
城
道
雄
作
曲
）

6
．

長

唄

＂
鷺

娘

“

伴三

5
．

箪

曲
地後 囃

（
宮
城
道
雄
作
曲
）

一
噌
幸
政
、
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寄前一｛叩誤癌喘

111 謳ー将愛婢起~, 1唖器盆中

樹竜1甘mー縣趙定出＇如班国出＇賑乗華~,皿ヨ瞑出

翡~I甘m―栽幽塞~,輯函11 据'111徊＜4,!;:i'｛閲虚リ心

十や坦一函圏定11'祖幽檸證＇型卓縦 l

年暴ーヨ三恒茫

酌竜1ttmー證栗溢は＇蒜堀歳~,井托塞，!;:i'廿疸宦＇酪共誤中

~~1ttmー逃共涎~,は鳶初勾出＇エ共々芯＇ほ葉逗~,米回摂~,

塁眠~,ヨ茫襴認K~

s・ 戦 汗担睦回しヒ：：：：

幽巨華＋醤’幽巨器

寧野晋ー一廿II士そlll<’ 止瑚i（出遅臣＇

111 挺一痣1甘m｛糾＜茫’裾1甘m｛燕目醤廿II'

井置十一嘩im｛糾（目醤

喘十 槃匹廿IIlll醤華

匿

Oct. 26th at 3: 00 P.M. 

Piano Recital 

Prof. LEONID KREUTZER 
I Fantasy C-dur Op. 17 
…......R. Schumann 

Allegro Passionato 
Alla Marcia 
Adagio 

II Symphonic Etudes Op. 13 
..…....R. Schumann 

(Variations) 
III Ballade F-moll... F. Chopin 
IV 1) Barcarolle… /I 

2) Four Mazurcas 

呉睦皿択＇ 廿口坦そ屯E醤

祐｛釈柊く醤

〔吾嫁宰翠粟〕

10月26日3時

ピアノ獨奏

レオニード

I幻想曲

クロイツァー敦授

ハ長調 作品17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・シューマン

アレグロ

アラ マルツイーア

アダージオ

II交響的練習曲

（愛奏曲）

m調詩 曲

パッショナート

作品13

・・・・・・・・・・・・・・・・・・シューマン

ヘ短調…••ショパン

......... F. Chopin 
3) Polonaise As-dur 

” 

Oct 26th at 6: 00 P.M. 
Oct. 27th at 3: 00 P.M. 
ORCHESTRA: 
THE ORCHESTRA OF 
TOKYO ACADEMY OF 
MUSIC 
CHORUS: 
STUDENTS OF TOKYO 
ACADEMY OF MUSIC 
CONDUCTOR: 
MR. NOBORI KANEKO, 
MR. AKEO WATANABE 
Programme-

I SYMPHONY No. 8 
F-Major Op. 93 

•…•.L. van Beethoven 
Allegro Vivace e con brio 
Allegretto Scherzando 
Tempo di Menuetto 
Allegro Vivace 

II MOTEITO (for Female 
chorus with Orchestra) 

…••....F. Mendelssohn 
Veni domine-Laudate Pueri 
-Dominica II post pascha 
Soloists: 

Soprano{Miss C. Asano 
Miss S. Hirahara 
{Mrs.F. Yotsuya 
Mrs. T. Okabe Alto 

IV 1)舟 歌•… •• ・・ ・ ・・・ショパン

2)四つのマズルカ……

3)ボロネーズ愛イ長調

10月26日

10月27日

合

指

午後6時

午後3時

管弦楽ー東京音楽學校管弦楽敦

官•生徒

唱ー東京昔楽學校生徒

揮一金子登、渡邊暁雄

ー一曲

I交害曲第八番

アレグロ

コン

ヴイヴアチエ

ブリオ

” 

” 
0
6
L
 

” 瞑記
器
嵌
珈
捉
慨

e品
苓
―

瞬
N

探

目―--

ヘ長調作品93

・・・・・・・・・・・・ベートーヴエン

工

アレグレット

テンポデイ メヌエット

アレグロ ヴイヴァーチエ

II経文歌 （管弦楽附女竪合唱）

………メンデルスゾーン

我等を高め給えーイスラエルの

子ードミニカ

Iソプ ラノ
獨唱者lアル

スケルツアンド

卜

” 

浅野千鶴子

平原壽恵子

四家文子

岡部多喜子



昭和23年10月26日，音楽教育創始70周年記念演奏会。メンデルスゾーン作曲〈経文歌〉（管弦楽付女声合唱）。

ソフ゜ラノ浅野千鶴子 ・平原壽恵子，アルト四家文子 ・岡部多喜子，指揮金子登

同演奏会。ベートーヴェン作曲〈ヴァイオリン協奏曲〉，ヴァイオリン江藤俊哉，指揮 渡邊暁雄
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III VIOLIN CONCERTO 
D-Major Op. 61 
……L. van Beethoven 
Allegro ma non troppo 
Larghetto-Rondo 
Soloist: Mr. Toshiya Etoh 
IV FANTASY for Piano, 
Chorus and Orchestra, 
Op.20…L.℃an Beethoven 
Piano Solo : H. Tamura 

IIIヴァイオリン協奏曲 二長調

作品61・・・・・・・・・・・・・・・ベートーヴエン

アレグロ マ ノン トロッポ

ラルゲットーロンド

獨奏者江藤俊哉

w幻想曲（ヒ゜アノ，合唱，管弦楽）
作品20…••・・・ ・・・・・・・ベートーヴェン

ピアノ獨奏田村 宏

Oct. 27th at 5: 30 P.M. • 10月27日5時30分

THE NIPPON I 日本交響楽園
PHILHARMONIC ORCH. 
Conductor: 
Mr. KAZUO YAMADA 
Soloist: 
FRANCES CASSARD 
(Sop.) 

PROGRAM 

I OVERTURE"LEONORE" 
No. 3 Op. 72b 
……L. van Beetoven 

II a) "Vissi d'arte" aria 
from "TOSCA"... Puccini 
b) "Ritorna Vinci tor" aria 
from "AIDA”…G. Verdi 
c) "Elizabeth's Prayer" 
from "T ANNHAUSER" 
............... R. Wagner 

d) "Ho Yo To Ho Briinn-
hilde's War cry" from 

指揮山

獨唱

田 和 男

"W ALKURE" 
............... R. Wagner 

e) "Love Death" from 
"TRISTAN and 
ISOLDE'¥…..R. Wagner 

III SYMPHONY No. 1 

Un poco sostenuto-
Allegro 
Andante sostenuto 
Un poco allegretto e 
graz1oso 
Adagio-Allegro 
non troppo ma con 
brio 

（歌劇「ヴァルキューレ」

より）

撰
記
将
嵌
憮
捉
慨

e＝
は
皆
器
8

探

一
ナグワ

死
~
の
~
愛
~
のデ
~
レーヽソ

~
ィノヽホ

（歌劇「トリスタンとイゾ

in C minor 0p. 68 | ]レデ」より）
…•………..J. Brahms I III交響曲第一番ハ短調作品68

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ブラームス

ウンボコ ソステヌートー一

尖

6
l

アレグロ

フランセス・カサールド嬢

曲目

I歌劇「レオノーレ」序曲 第三番

・・・ベートーヴェン

IIイ）歌に生き，懇に生き

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・プ ッ チ ニ

（歌劇「トスカ」より）

ロ）勝ちて遠れ………ヴエルデイ

（歌劇「アイーダ」より）

ハ）エリザベートの祈り

・・・・・・・・・ワ グナー

（歌劇「タンホイザー」よ

り）

二）ブルンヒルデの雄叫び

……ワグナー

講師

特別演奏

ピアノ演奏

アンダンテ ソステヌート

ウンボコ アレグレットエ

グラツイオーゾ

アダジオーーアレグロ ノン

トロツボマコンブリオ

10月27,28日 12時

青少年の為の音楽鑑賞講座

東京昔楽學校敦授片 山 頴

ベルリン高等昔楽學校敦授

太郎

エタ・ハーリッヒ

加 藤るり 子

曲目

Iハープシコード獨奏 工タ・ハーリッヒ シュナイダー夫人

シュナイダー夫人

内藤芳枝

クープランとバッハの作品「鶯の愛の歌」 l揺寵のキュビド」「パ

ントミーム」バッハ作品「サラバンド」

IIヒ゜アノ獨奏 加 藤るり子

内藤芳枝



ベートーヴェン（幻想奏鳴曲一月光）

ショパン， リスト， ドビュッシイの作品

Oct. 28th at 3:00 P.M. • 10月28日3時

安川加壽子

浅野千鶴子

ピアノ伴奏安部和子

Piano : Mrs. KAZUKO 
YASUKAWA 

Soprano : Miss CHIZUKO 
ASANO 

Piano ace : Miss KAZUKO 
ABE 

PROGRAM 

I GABRIEL FAURE 
— Soprano Solo 

1 Lydia (Leconte de Lisle) 
2 Hymne (Baudelaire) 
3 Clair de lune (Verlaine) 
4 Apres un Reve 

(Romain Bussine) 
5 Automne (Silvestre) 
6 Soir (Albert Samain) 
7 La Rose (Leconte de Lisle) 

II CLAUDE DEBUSSY 
— Piano Solo 

Estampes 
Pagodes 
Soir dans Granade 
J ardins sous la Pluie 

III CLAUDE DEBUSSY 
-Soprano Solo 

a) Fetes galantes(Verlaine) 
1 En sourdine 
2 Fantoches 
3 Clair de lune 

ヒ°ア ノ

ソプ ラノ

曲目

I ソフ゜ラノ獨唱—~フォーレの作品

1リデイア（ルコント・ド・リル）

2讃歌（ボードレール）

3月の光（ヴエルレーヌ）

4夢の後（ロマン・ビュシーヌ）

5秋（シルヴエストル）

6夕 暮（アルベー）レ・サマン）

7ば ら（ルコント・ド・リル）

IIピ アノ獨奏

―ドビュッシイの作品

版驚一ーパゴード グラナダの夜

雨の庭

mソプラノ獨唱
― ドビュッシイの作品

イ）華やかなる餐宴

（ヴェルレーヌ）

1ひそやかに 2操り人形

3月の光 4無邪氣

4 Les ingもnu
5 La faune 
6 Colloque sentimental 
b) Trois Ballades de 

Franc;;ois Villon 
1 Ballade de Villon a 

s'amye 
2 Ballade que Villon fait 
a la requeste de sa m虹e
pour prier Notre-Dame 
3 Ballade des femmes de 
Paris 

IV MAURICE RAVEL 
-Piano solo 

Le Tombeau de Conperin 
1 Prelude 2 Fugue 
3 Forlane 4 Rigaudon 
5 Menuet 6 Toccata 

THE NIPPON 
PHILHARMONIC ORCH. 
Conductor: 
Mr. HISATADA OTAKA 
Soloist: 
Miss MARI IWAMOTO 
PROGRAM 

I OVERTURE "RUSLAN 
and L YUDMILA" 

...... M. Glinka 

II VIOLIN-CONCERTO No. 
1 in G minor Op. 26 

..….M. Bruch 
Allegro moderato 

5牧羊紳 6悲しき封話

ロ）ヴィヨンの詩による三つのバ

ラッド

1ヴィヨンからの懇人への諦詩

2ヴィヨンが母の願いにより書

ける聖母への祈りの歌

3パリ女の諄詩

IVヒ°アノ獨奏一ーラヴェルの作品

クープランの墓

1前奏曲

3フォルラーヌ

5ム 二 ユ

グ

4リゴードン

2フ

工 6
 

Oct. 28th at 5: 30 P.M. • 10月28日5時30分

日本交響楽園

指揮尾高尚

獨奏巖本興

トッカータ

忠

理

曲目

I歌曲「ルスランとリユドミラ」序曲
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＿音
楽
敦
育
創
始
七
十
周
年
記
念
―
音
楽
祭
ー
十
月
廿
六
、
廿
七
、
廿
八
の
三
日
間
に
わ

た
つ
て
、
帝
劇
で
東
京
音
楽
學
校
同
磐
會
と
朝
日
新
聞
社
の
主
催
で
、
音
楽
敦
育
創
始

七
十
周
年
記
念
の
一音
楽
祭
が
催
さ
れ
た
。
第
一
日
は
畳
か
ら
東
京
―
音
楽
學
校
邦
楽
科
の

演
奏
、
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
氏
の
ピ
ア
ノ
演
奏
會
、
夜
は
同
校
の
管
絃
業
と
獨
奏
と
合
唱
。

第
二
日
は
前
夜
の
同
校
の
演
奏
と
、
夜
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
ッ
サ
ー
ル
ド
譲
の
獨
唱
と
日

響
。
第
三
日
は
安
川
加
壽
子
と
浅
野
千
鶴
子
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
、

つ
い
で

巖
本
箕
理
と
日
響
の
出
演
で
華
々
し
く
行
は
れ
た
。
憶
え
ば
明
治
十
二
年
十
一
月
、
今

〔

マ

マ

〕

回
の
東
京
昔
楽
學
校
の
前
身
で
あ
る
音
楽
取
調
係
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
七
十
年
、
世
界

の
一音
楽
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
み
れ
ば
、
ま
だ
子
供
時
代
に
す
ぎ
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
間

の
成
長
に
封
し
て
、
こ
A

に
記
念
昔
楽
祭
が
催
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
と
云
は

ざ
る
を
得
な
い
。

第
一
日
の
邦
楽
は
こ
の
七
十
年
の
歴
史
に
は
な
ん
ら
開
係
が
な
く
、
た
ゞ
學
校
の
訳

賀
の
行
事
に
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
来
春
東
京
音
楽
學
校
が
東
京
藪
術
大
學
に
昇

格
す
る
に
あ
た
っ
て
、
邦
楽
科
を
大
學
か
ら
除
外
し
て
こ
れ
を
一音
楽
研
究
所
に
移
つ
す

と
い
ふ
小
宮
校
長
案
を
め
ぐ
つ
て
、
邦
楽
科
の
敦
官
、
卒
業
生
、
生
徒
等
が
反
封
の
氣

勢
を
あ
げ
て
い
る
際
、
こ
う
し
て
欣
然
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い

7
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同
夜
の
東
京
―音
楽
學
校
の
管
絃
楽
は
金
子
登
の
指
揮
し
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「交

響
曲
第
八
番
」
は
い
か
に
も
力
の
弱
い
演
奏
だ
っ
た
。
去
年
の
秋
の
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
生

誕
百
五
十
年
記
念
の
と
き
の
演
奏
に
く
ら
べ
て
熱
が
足
り
な
く
ま
と
ま
つ
て
い
な
か
つ

た
。
も
つ
と
澄
剌
と
し
た
演
奏
を
期
待
し
て
い
た
私
は
失
望
し
た
。
つ
ぎ
の
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
の
管
絃
楽
附
女
竪
合
唱

「
経
文
歌
」
も
女
墜
の
美
し
さ
も
盛
り
上
り
も
感
じ

ら
れ
な
く
、
こ
と
に
獨
唱
者
の
浅
野
千
鶴
子
、
平
原
壽
美
子
、
四
家
文
子
、
岡
部
多
喜

子
の
竪
色
が
揃
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
獨
唱
者
が
経
文
歌
を
知
つ
て
い
る
か
ど
う
か
さ

え
疑
わ
れ
る
よ
う
な
、
無
感
覺
な
歌
い
方
に
興
味
は
そ
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
昔

楽
學
校
ら
し
い
演
奏
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
、
合
唱
、
管
絃
楽
附
の
「
幻
想
曲
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
演
奏
は
一
音
楽
學
校
で
な
け
れ
ば
簡
輩
に
取
り
あ
げ
ら
れ
な
い

◇ 

◇ 

◇ 

こ
と
で
あ
っ

た
。

私
は
能
楽
に
は
非
常
な
闘
心
を
も
っ
た
が
、
率
直
に
い
つ
て
等
曲
、

長
う
た
、
舞
踊

等
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
私
が
邦
楽
に

つ
い
て
殆
ん
ど
知
識
を
持
た
な
い
た
め
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の

邦
楽
の
人
々
が
洋
楽
の
人
々
と
同
じ
大
學
の
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
が
、
可
能
か
ど
う

か
は
疑
問
に
思
え
た
。
＿
音
楽
學
校
の
邦
楽
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
A

で
論
ず
る
こ
と

は
さ
し
控
え
た
い
と
思
う
し
、

演
奏
の
批
評
も
出
来
な
い
の
で
、
こ
A

で
は
聴
衆
の
雰

園
氣
に

つ
い
て
一
言
感
想
を
述
べ

た
い
。

一
言
で
云
え
ば
、
常
日
の
邦
楽
の
聴
衆
は
何
か
騒
々
し
か
っ
た
。
演
奏
中
に
ざ
わ

ざ
わ
し
た
昔
と
、
落
着
か
な
い
空
氣
が
み
な
ぎ
つ
て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
洋
楽
の
演

奏
會
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
洋
楽
の
演
奏
の
場
合
は
大
て
い
シ
ー
ン
と
静

ま
り
か
へ
つ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ザ
ワ
／
＼
し
て
い
た
の
は
ど
う
も
演
奏
に
つ

い
て
、
い
ろ
／
＼
と
説
明
を
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
知
っ
た
か
ぶ
っ
た
軽

薄
な
態
度
が
無
知
と
敦
養
の
足
り
な
さ
を
露
出
し
て
い
る
よ
う
で
不
楡
快
で
た
ま
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
平
氣
で
な
に
か
を
口
に
入
れ
て
ム
シ
ャ
／
＼
や
つ
て
い
る

の
も
い
た

が
、
こ
ん
な
人
々
が
邦
楽
の
支
持
者
で
あ
る
と
し
た
ら
、
邦
楽
界
は
ま
こ
と
に
寒
心
に

堪
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
調
子
で
は
ど
ん
な
に
邦
楽
の
畑
の
人
々
が
洋
楽
と
肩

を
並
べ
よ
う
と
い
つ
て
も
、
私
は
理
窟
な
し
に
賛
成
で
き
な
く
な
る
。
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．
混

會 日

槃

合

イ
、
「
天
地
創
造
」
よ
り

紳
は
の
た
も
う

唱

ー

ア

レ

グ

ロ

ア
レ
グ
ロ

マ

ノ

ン

ト

ロ

ツ

ボ

於
東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂

卒

業

證

書

授

典

式

次

第

こ
と
だ
し
、
若
々
し
い
熱
情
と
迫
力
を
示
し
て
い
て
よ
か
っ
た
。

江
藤
俊
哉
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
は
、
江
藤
と
し
て
は
そ

れ
ほ
ど
よ
い
出
来
で
は
な
か
っ
た
が
、
三
十
日
の
渡
米
を
前
に
最
後
の
お
別
れ
演
奏
と

し
て
自
分
の
母
校
の
記
念
音
楽
會
に
出
演
し
た
こ
と
は
偶
然
と
は
い
え
、
満
堂
の
聴
衆

は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
も
ま
た
こ
ん
な
に
ま
で
喜
び
と
感
慨
を
も

つ
て
拍
手
を
お
く
つ
を
音
楽
會
は
少
い
。
心
か
ら
江
藤
の
将
来
を
祈
つ
て
眼
の
熱
く
な

る
の
を
感
じ
た
。

(
『
-H

日
榮
』
ア
ポ
ロ
出
版
、
第
三
巻
第
十
一
号
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
）

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日

会
東
京
音
楽
学
校
演
奏
会
）

第
二
回
市
民
音
楽
會

東

京

音

楽

學

校

演

奏

會

曲

目

時
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
午
後
一
時
三
十
分

〔

マ

マ

〕

場
オ
ー
プ
ン
エ
ア
シ
エ
タ
ー
【
薔
横
濱
公
園
音
楽
堂
】

出
張
演
奏
（
横
浜
）
（
第
二
回
市
民
音
楽

1
．
管楽
劇
「
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
前
奏
曲

2
．

フ

ル

ー

ト

獨

奏

協
奏
曲
（
二
長
調
）
ア
ペ
ル
ト
ー
|
_
ア
ン
ダ
ン
テ

ワ
グ
ナ
ー
作

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作

ヘ
ン
デ
ル
作

森

, ^、

二同二

+ + 
六五
日日日

（
金
曜
日
）
午
前
十
時
（
卒
業
式
）

（
同
）
午
前
十
一
時
演
奏
開
始
（
洋
楽
）

（
土
曜
日
）
午
前
十
一
時
演
奏
開
始
（
邦
楽
）

絃

楽

横

濱

市

横
濱
一
音
楽
協
會

主

催

正

昭
和
二
十
四
年
二
月

昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
卒
業
式

指

揮

管
絃
楽

合

唱

ハ
、
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
中
よ
り

二
、
歌
劇
「
椿
姫
」
よ
り

番

イ
、
夢

ロ、

ア
ヴ
ェ

マ
リ
ア

。
ヒ
ア
ノ
伴
奏

東
京
一
音
楽
學
校

ソ
。
フ

ラ

ノ

獨

唱

外

4
．
合

日
日n
 

ロ
、
「
四

テ

イ

作

マ

ス

カ

ニ

ー

作

。

フ

チ

ニ

ー

作

ヴ
ェ
ル
デ
イ
ー
作

渡

邊

腕

雄

東
京
音
楽
學
校
管
絃
楽
部

東
京
一
音
楽
學
校
生
徒

〔
原
資
料
横
組
〕

卜

ス

奈

良

洋

子

松

田

和

賀

代

（
横
濱
市
出
身
）

ピ
ア
ノ
獨
奏

大

堀

敦

子

オ目、Cヽ
季

」

来

れ

春

ハ
、
「
救
世
主
」
ハ
レ
ル
ヤ

幻

曲

作
品
八
〇

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ヘ
ン
デ
ル
作

ハ
イ
ド
ン
作
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六、 ヽ
二、

奏洋

一
、
オ
ル
ガ
ン
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奏
…
…
•
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…
…
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…
•
•
本
科
卒
業

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

ィ、

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
・
献
呈

ロ
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
作
・
オ
ペ
ラ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
」
よ
り

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
ロ
マ
ン
ス

ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
獨
奏
…
…
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…
…
…
…
…
…
同

四
、
ベ
リ
ト
ン
獨
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•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
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·
同

モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
作

ィ
、
オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り

ロ
、
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
よ
り

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
（
愛
口
短
調
）
作
品
三
五

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．． 
同

大

川

房

子

江

藤

玲

子

休

憩

ピ セ

ア

も
う
準
備
が
出
来
た

セ
レ
ナ
ー
デ
齋

藤

達

雄

A
・
バ
ッ
シ
ェ
レ
作
・
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
の
為
の
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲

J

.sバ
ッ
ハ
作
・

パ
ッ
サ
カ
リ
ア
（
ハ
短
調
）

演

築
曲 日

目
（
同
日
午
前
十
一
時
演
奏
開
始
）

第

一
、
卒
業
證
書
並
に
修
了
證
書
授
典

一

、

賞

朕

授

興

一

、

學

校

長

告

窮

一

、

文

部

大

臣

祝

辮

一
、
合
唱
「
仰
げ
ば
尊
し
」

一

、

卒

業

演

奏

（
二
月
二
十
五
日
午
前
十
時
）

ノ 口

工

石

辻

桂

池

田

智

恵

子

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

イ
、
そ
は
悲
し
み
な
り
や
喜
び
な
り
や

ロ
、
「
マ
ゲ
ロ
ー
ネ
」
よ
り
箕
賞
の
愛
は
永
遠
な
り

林

佑

子

1

0
、

九、 八、

休

憩

（
書

食
）

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
・
オ
ペ
ラ
「
オ
テ
ロ
」
よ
り

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
卒
業

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
二
長
調
）
作
品
六
l

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

〔

マ

マ

〕

デ
リ
ー
ベ
作
・
オ
ペ
ラ
「
ラ
ク
メ
L

よ
り

鐘
の
歌

フ
ル
ー
ト
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
同

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
二
番
（
二
長
調
）

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
ア
ペ
ル
ト

ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

一
、
ピ
ア
ノ

獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

シ
ョ
パ
ン
作
・
ソ
ナ
タ
（
口
短
調
）
作
品
五
八

―
二
、
卒
業
作
品
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
同

三
重
奏
曲
（
口
短
調
）

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

モ
デ
ラ
ー
ト
エ
ア
ヂ
タ
ー
ト

ス
ケ
ル
ツ
ォ
モ
ル
ト
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

ア
ダ
ヂ
オ
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
イ
コ

フ
ィ
ナ
ー
レ
ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト

演

奏

者

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

(

-

0

分

）

柳
の
詠
唱

作堀島

内根
曲

評育

者雄子

山

口

平

八

郎

コ
ン
フ
ォ
ー
コ

矢

代

秋

雄

闘

原

和

子

中

野

陽

子

第2部

矢

野

滋
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昭和24年2月25日，卒業演奏会より。矢代秋雄作曲〈三重奏曲口短調〉，

ヴァイオリン 島根育子，チェロ堀内静雄，ヒ゜アノ矢代秋雄

二
―
、
長

二
0
、

壁
唄

第

曲

松

本

一

太

作

詞

中

能

島

欣

一

作

曲

赤

賦

同等

同同

西

島

三

八

子

田

村

榮

子

797 

田

村

同

噌

幸

政

一

九

、

能

楽

獨

吟

天

鼓段

同

木

原

康

夫

笠

之

本

科

卒

業

金

春

國

雄

一

八

、

能

楽

仕

舞邦

楽

（

二

月

二

十

六

日

午

前

十

一

時

演

奏

開

始

）

第

日

ト

ロ

ム

ボ

ー

ン

コ

ン

ト

ラ

バ

ス

一
五
、

一
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
．
本
科
卒
業

サ

ン

サ

ー

ン

ス

作

・

第

三

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

（

口

短

調

）

作

品

六

一

第

二

楽

章

ア

ン

ダ

ン

テ

ィ

ノ

ク

ワ

ジ

ア

レ

グ

レ

ッ

ト

第

三

楽

章

モ

ル

ト

モ

デ

ラ

ー

ト

ー

ア

レ

グ

ロ

一
四
、

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

ラ

ヴ

ェ

ル

作

・

夜

の

ギ

ャ

ス

パ

ー

ル

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

（

敦

官

）

鈴

木

清

―

二

（

敦

官

）

中

田

一

次

ト

ラ

ム

ペ

ッ

ト

（

敬

官

）

中

山

富

士

雄

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

山

田

和

子

作

曲

者

毛

利

順

子 小

林

昭

子

ノ
ン

マ

エ

ス

ト

ー

ソ

ト

ロ

ッ

ポ

工

高

角
郁

子

一
六
、

第2章

ヴ

ェ

ル

デ

ィ

作

・

オ

ペ

ラ

「

ア

イ

ー

ダ

」

よ

り

勝

ち

て

鱚

れ

ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
同

リ

ス

ト

作

・

ソ

ナ

タ

（

口

短

調

）

一
七
、
卒

業

作

品

…

…

…

…
…
…
…
…
…
…
同

拾

箇

の

獨

奏

楽

器

の

た

め

の

デ

イ

ヴ

ェ

ル

テ

イ

メ

ン

ト

第

一

楽

章

ア

レ

グ

ロ

第

二

楽

章

ア

ダ

ヂ

オ

第

三

楽

章

ア

レ

グ

レ

ッ

ト

第

四

楽

章

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ー

チ

ェ

演

奏

者

フ

ル

ー

ト

（

敦

官

）

森

正

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

（

敦

官

）

北

爪

利

世

ホ

ル

ン

千

葉

馨

石

辻

桂

一窪

田

基

ピ

ア

ノ

オ

ー

ボ

エ

フ

ァ

ゴ

ッ

ト

黛

。

フ

レ

ス

ト 敏

郎

長

松

純

子

昭和13年～27年(1938~1952)



今
年
は
藝
術
大
學
へ
の
昇
格
を
前
に
ひ
か
え
て
い
る
た
め
か
、
卒
業
日
が
い
つ
も
よ

り
大
分
早
く
さ
れ
、
卒
業
演
奏
會
も
末
だ
春
に
な
ら
ぬ
二
月
の
二
十
五
日
に
行
わ
れ

た
。
幸
に
陽
氣
も
余
り
き
び
し
く
な
か
っ
た
か
ら
よ
い
が
、
あ
い
に
く
雨
で
、
の
ん
び

り
し
た
卒
業
式
風
景
と
は
い
さ
A

か
違
っ
た
氣
分
で
あ
っ
た
。
恒
例
に
よ
っ
て
ぼ
く
が

演
奏
會
評
を
や
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
く
れ
て
は
面
目
な
い
と
朝
早
く
か
ら
起

き
て
十
一
時
に
は
き
つ
か
り
玄
闘
に
か
け
つ
け
た
。
そ
の
と
き
は
も
う
會
場
は
一
杯
で

足
の
踏
み
入
れ
る
す
き
間
も
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
が
、
池
内
氏
の
厚
意
で
座
席
に
あ
り
つ

〔

マ

マ

〕

き
、
六
時
間
立
ち
つ
ゞ
け
の
悲
哀
を
味
あ
わ
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
の
は
幸
で
あ
っ
た
。

毎

演
奏
会
評

東
京
音
楽
學
校
卒
業
演
奏
會

二

三

、

長

唄
初
代
杵
屋
弾
三
郎
作
曲

京
鹿
子
娘
道
成
寺

山

根

銀

唄

本

科

卒

業

同

研

究

生

同

聴

講

生

三
味
線
本
科
卒
業

同

同

同

同

岡

光

以

芳

賀

春

子

菊

岡

米

子

鈴

木

喜

美

子

高

橋

京

子

川

島

芳

子

田

回

瀬

昔

二

二

、

毎

曲
宮
城
道
雄
作
曲

り

水

の

愛

態

休

憩

(

-

0

分

）

等
本
手
本
科
卒
業

同

替

手

同

等

同

十

七

絃

同

四

代

目

杵

屋

六

三

郎

作

曲

唄

同

吾

妻

八

景

三

味

線

同

上

調

子

同

三江白J::

宮場井木

言
江子み江

ふ康

若

和

田

孝

之

堀

込

彦

雄

菊

岡

忍

年
い
う
こ
と
で
面
白
く
も
な
い
が
、
主
催
者
が
興
中
の
最
上
席
に
お
さ
ま
つ
て
、
招
待

を
う
け
た
お
客
様
は
か
け
る
席
も
な
く
、
或
は
會
場
に
も
入
れ
な
い
で
外
に
立
ち
ん
ぼ

う
し
て
い
る
珍
風
景
が
今
年
も
相
愛
ら
ず
く
り
か
え
さ
れ
て
い
た
。

と
も
か
く
ぼ
く
の
い
っ
た
と
き
は
定
刻
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
既
に
立
錐

の
餘
地
も
な
い
ほ
ど
こ
ん
で
い
た
こ
と
は
、
こ
の
演
奏
會
が
世
間
の
注
目
を
如
何
に
集

め
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
證
腺
で
あ
る
。
昔
は
こ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
な
か
つ

た
。
聴
衆
も
そ
う
だ
が
、
出
る
方
で
も
高
が
學
校
の
お
さ
ら
い
會
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
最
近
に
は
、
こ
の
會
が
一
音
楽
學
校
出
身
者
の
最
も
大
事
な

第
一
歩
で
あ
る
こ
と
が
正
常
に
認
め
ら
れ
は
じ
め
た
の
だ
。
こ
の
會
で
し
つ
か
り
弾
く

こ
と
は
、
ほ
か
の
い
く
つ
も
の
會
で
や
き
も
き
す
る
よ
り
も
ず
つ
と
必
要
な
こ
と
な
の

だ
。
世
間
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
こ
れ
を
注
目
し
て
お
り
、
若
い
＿
音
楽
家
の
ス
タ

ー
ト
も
見
守
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
に
嘗
日
は
重
要
な
一
音
楽
界
闘
係
の
ほ
と
ん
ど
凡

て
の
人
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
を
み
て
も
、
そ
れ
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
風
に
こ
の
會
が
社
會
的
に
重
要
視
さ
れ
出
す
に
つ
れ
て
、
こ
れ
に
出
演
し

た
い
氣
持
が
昔
よ
り
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
掌
然
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
卒
業
生
の

誰
で
も
出
た
く
な
い
人
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
ひ
ら
い
て
み
る
と
、

そ
こ
に
出
て
い
る
の
は
全
髄
の
卒
業
生
の
何
分
の
一
か
の
少
敷
で
あ
る
。
他
の
人
々
は

せ
つ
か
く
卒
業
し
て
い
な
が
ら
社
會
的
に
紹
介
さ
れ
ず
に
お
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
で
出
れ
る
人
と
出
れ
な
い
人
と
の
差
別
は
ど
う
つ
け
ら
れ
る
の
か
、
如
何
な
る

規
準
が
お
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
理
論
的
な
も
の
で
は
な

く
全
く
便
宜
主
義
的
で
、
半
日
間
の
音
楽
會
に
も
り
切
れ
る
だ
け
の
人
敷
を
、
卒
業
成

績
の
順
番
で
上
の
方
か
ら
と
り
、
そ
れ
に
入
ら
な
い
人
は
お
っ
ぽ
り
出
さ
れ
る
と
い
う

だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
卒
業
生
を
紹
介
す
る
仕
事
が
、
そ
の
よ
う
な
便

宜
主
義
か
ら
わ
り
出
さ
れ
た
不
親
切
な
や
り
方
に
よ
っ
て
、
狭
い
枠
の
中
に
押
し
こ
め

ら
れ
て
い
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ぼ
く
は
意
見
を
ち
ょ
っ
と
書
い
て
お
き
た
い
誘

惑
に
か
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
―
つ
の
意
見
と
し
て
闘
係
者
の
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
か
ら
だ
。
ぼ
く
の
考
で
は
卒
業
生
は
例
外
な
く
全
部
出
演
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
相
嘗
長
時
間
に
わ
た
る
演
奏
會
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
た
め
に
全

部
出
る
と
い
う
原
則
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
一
日
で
足
り
な
け
れ

第2部 昭和の東京音楽学校篇 798 



昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

創
立
七
十
周
年
記
念
演
奏
會
曲
目
並
解
説
創
立
七
十
周
年
記
念
演
奏
会

東
京

音
楽

學

校

（
『
昔
築
藝
術』

第
七
巻
第
五
号
、
昭
和
二
十
四
年
五
月）

ば
二
日
で
も
三
日
で
も
か
け
て
よ
い
と
思
う
。
但
し
そ
の
と
き
に
、
次
の
よ
う
な
や
り

方
が
必
要
だ
。
そ
れ
は
出
演
者
の
名
前
と
曲
目
の
ほ
か
に
、
そ
の
出
演
時
間
を
あ
ら
か

じ
め
公
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
誰
の
な
に
が
し
は
何
日
の
何
時
か
ら
何
を
弾
く
、
と
い

う
こ
と
が
皆
に
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
闘
心
を
も
つ
人
は
そ
の
時
間
を
目
が
け
て
會
場

に
く
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
り
、
又
そ
れ
を
き
き
た
く
な
い
人
は
避
け
て
く
れ
ば
よ
い
。

こ
う
す
れ
ば
、
自
分
の
見
た
い
箱
だ
け
を
見
て
鱈
る
こ
と
の
出
来
る
展
覧
會
式
な
ゆ
き

方
が
一
音
楽
の
場
合
で
も
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
卒
業
生
は
自
分
の
勉
強
し
た
も
の
を
學

校
の
仲
介
で
社
會
に
向
つ
て
披
歴
し
、
そ
の
債
値
を
問
う
櫂
利
が
あ
る
。
學
校
は
そ
れ

を
と
り
は
か
ら
う
義
務
が
あ
る
。
と
い
う
の
が
ぼ
く
の
考
え
だ
。
學
校
は
學
生
を
敦
育

す
る
だ
け
で
卒
業
免
朕
を
渡
し
て
了
え
ば
音
楽
會
な
ん
か
や
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う

の
は
通
用
し
な
い
考
で
あ
っ
て
、
そ
れ
な
ら
今
や
っ
て
い
る
程
度
の
演
奏
會
も
出
来
な

い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
や
る
な
ら
や
る
で
つ
ま
ら
な
い
も
ん
着
や
競
手
の
お
こ
ら
ぬ

よ
う
、
誰
が
み
て
も
公
正
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
仕
組
の
も
と
に
や
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
よ
う
に
紙
一

重
の
差
で
嘗
落
が
き
ま
り
、
し
か
も
出
れ
な

い
連
中
は
卒
業
演
奏
會
の
定
義
が
高
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ツ
。
フ
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
不
公
平
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
無
用
の
ご
た
人
＼
が
起
き

が
ち
な
の
も
面
白
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
戦
季
中
に
全
員
出
演
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

二
日
間
に
わ
た
っ
て
上
野
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
記
憶
す
る
が
、
時
刻
を
公
示

す
る
こ
と
で
一
般
の
人
々
の
不
便
は
十
分
救
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
た
ゞ
わ
れ
／
＼
の
よ
う

な
凡
て
の
人
を
皆
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
連
中
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
大
愛

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
仕
事
と
観
念
し
て
辮
鴬
も
ち
で
二
日
で
も
三
日
で
も
通
い
つ
め
る

べ
き
な
の
だ
。
〔
以
下
略
〕

馬

山 唄

午才石溝山鈴

同
（
上
調
子
）
杉

同

799 

三
味
線

同

三

、

第

獨

奏

陽

炎

の

踊

り

（

中

能
島
欣
一
作
曲
）

四
、
長
鞍

本木田落村家

抄久

茂利太太義安

一治郎郎一彦

第2章

同 唄 箪

中

能

島

欣

同 同 地笛小大太舞

謡 鼓鼓鼓

二

、

能

楽

舞

囃

子

船

辮

慶

波前賓 藤 三安金 賓

吉田生田 須揺 春生

大

信忠英五錦春惣九

和茂雄郎吾雄一郎

同 同

第

一

、

能

楽

舞

囃

子

高

砂

部

邦

築

地笛小大太舞

謡 鼓 鼓鼓

郷浅藤藤三安金嶋

田
見波 須揺春澤

郭大

太重重五錦春惣俊

郎信男郎吾雄一一

昭和13年～27年 (1938~1952)



三、 二、

ピ
幻

四
、
ピ
ア
ノ

（

口

）

（

イ

）

の

光

亜
麻
色
の
髪
の
少
女

雨

庭

曲

園

舞
練

習

練

習

合

唱

管

弦

楽

想

曲
月

ア

ノ

獨

奏

曲曲

作
品
二

0

第 第 伴バ
ニー
ヒ°ヒ°
アア
ノノ 奏 ス

同 同 シ 同 同

ョ
ノぐ

ン

作

曲

安

川

加

壽

子

谷朝

倉

靖

康子

中

山

悌

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ

ノ

ー

ル

作
品
六
四
の
一
（
小
犬
）

作
品
一

0
の
三
（
別
れ
）

作
品
一

0
の
五
（
黒
鍵
）

ド

ビ

ュ

ッ

シ

イ

作

曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

田

ア

ル

ト

四

重

唱

（
二
台
の
ピ
ア
ノ
の
為
の
園
舞
曲
）

愛
の
歌
作
品
五
二

柴横大ブ

ラ

田熊 l

ム

睦文文ス

作

陸子子曲

一
、
管

歌

第

二

部

弦

楽
劇
「
魔
彊
の
射
手
」
よ
り
序
曲3日オ管

の

洋

楽

五
、
等
・
尺
八
二
重
奏

春

海

（

宮

城

道

雄

作

曲

）

ウ

ェ

ー

バ

ー

作

曲

揮

金

子

登

弦
榮
東
京
音
楽
學
校
職
員
生
徒

尺 等

八

宮

城

道

雄

宮

城

術

〔
内
容
〕
高
砂
と
住
吉
の
松
の
精
が
老
夫
婦
の
姿
で
現
わ
れ
、
九
州
の
阿
蘇
の
宮
か
ら

来
た
紳
官
と
相
生
の
松
の
い
わ
れ
に
就
て
の
問
答
を
す
る
の
が
前
段
で
、
住
吉
の
明

神
が
現
わ
れ
て
歌
い
つ
A

舞
う
神
楽
の
舞
が
後
段
と
な
つ
て
居
る
。

君
民
の
和
、
夫
婦
の
愛
と
長
命
、
人
と
自
然
の
融
合
を
謳
歌
し
た
、
愛
と
平
和
の
讃

美
歌
で
あ
っ
て
、
日
本
音
楽
中
最
も
芽
出
度
い
曲
の
一
っ
と
し
て
、
結
婚
式
や
祝
宴

に
そ
の
一
部
が
謡
わ
れ
此
の
曲
の
名
を
有
名
に
し
た
。

〔
能
楽
に
於
け
る
位
置
〕
能
楽
は
普
通
五
種
類
に
分
類
さ
れ
、
一
日
の
演
能
の
順
序
に

よ
り
、
一
番
目
物
、
二
番
目
物
、
三
番
目
物
、
四
番
目
物
、
五
番
目
物
と
呼
ば
れ
る

が
、
高
砂
は
此
の
一
番
目
物
に
隠
す
る
、
又
此
の
曲
は
武
士
や
狂
女
を
主
人
公
と
せ

ず
、
紳
を
主
人
公
と
す
る
か
ら
、
「
紳
能
」
と
も
言
い
、
普
通
は
シ
テ
に
封
す
る
添

物
の
役
で
し
か
な
い
ワ
キ
の
役
が
重
要
視
さ
れ
る
か
ら
「
脇
能
」
と
も
言
う
。

〔
演
出
形
式
〕
今
日
は
「
舞
囃
子
」
と
言
う
形
式
で
演
出
さ
れ
る
が
、
「
舞
囃
子
」
と

は
、
能
の
省
略
形
式
の
―
つ
で
、
一
曲
の
中
の
定
め
ら
れ
た
る
部
分
を
シ
テ
が
舞

い
、
そ
れ
に
謡
と
囃
子
と
を
附
け
る
も
の
で
あ
る
、
こ
の
場
合
、
面
、
装
束
、
作
物

な
ど
は
用
い
な
い
、
今
日
演
じ
ら
れ
る
の
は
（
後
ジ
テ
）
の
部
分
即
ち
住
吉
明
稗
の

舞
う
紳
楽
の
部
分
で
あ
る
。

二

、

船

辮

慶

だ
い
も
つ

〔
内
容
〕
義
経
が
静
御
前
を
同
伴
し
都
を
落
ち
て
大
物
の
浦
ま
で
来
た
が
、
辮
慶
に
諫

め
ら
れ
て
静
を
こ
A

か
ら
鱚
え
す
こ
と
に
な
り
、
静
が
悲
し
み
の
中
に
名
残
の
舞
を

舞
う
迄
が
前
段
で
、
後
段
は
壇
の
浦
で
義
経
に
滅
ぼ
さ
れ
た
平
知
盛
の
幽
霊
が
現
わ

解

説

第

一

部

邦

楽

一

、

高

砂

ピ
ア
ノ
獨
奏

指

揮

合

日

日

n
 

管

榮
弦

田

村

宏

渡

邊

暁

雄

東

京

音

楽

學

校

生

徒

東
京
音
楽
學
校
職
員
生
徒
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四

、

鞍

馬

山

れ
て
辮
慶
に
祈
り
伏
せ
ら
れ
る
勇
牡
で
華
や
か
な
場
面
で
あ
る
。
前
段
の
静
的
に
封

す
る
後
段
の
動
的
、
前
ジ
テ
の
美
し
き
女
性
に
配
す
る
に
後
ジ
テ
の
物
凄
き
幽
震
、

こ
の
封
照
の
妙
が
此
の
曲
を
名
曲
の
―
つ
に
し
て
居
る
大
き
な
原
因
で
あ
ら
う
。

〔
能
楽
に
於
け
る
位
置
〕
こ
の
曲
は
一
日
の
演
能
の
最
後
に
演
じ
ら
れ
る
「
五
番
目
物
」

に
蜀
す
る
。
こ
の
「
五
番
目
物
」
に
は
．
「
鬼
物
」
「
祝
言
物
」
又
は
華
や
か
な
動
き

あ
る
物
が
含
ま
れ
る
が
、
船
辮
慶
は
そ
の
最
後
の
意
味
に
於
て
、
即
ち
知
盛
の
幽
露

と
辮
慶
と
の
劇
し
い
季
い
の
場
面
を
持
つ
が
故
に
入
れ
ら
れ
る
。
然
し
幽
鑑
が
出
て

来
る
曲
で
は
あ
る
が
、
悪
霊
退
散
と
言
う
意
味
で
、
目
出
度
い
曲
と
さ
れ
、
春
の
能

初
め
な
ど
に
も
演
じ
ら
れ
る
。

〔
演
出
形
式
〕
こ
の
曲
も
「
舞
囃
子
」
の
形
式
で
演
ず
る
が
、
同
じ
く
「
後
ジ
テ
」
の

部
分
即
ち
知
盛
の
幽
震
が
辮
慶
に
祈
り
伏
せ
ら
れ
る
部
分
に
常
る
、
こ
の
所
は
、
謡

曲
の
「
ツ
ヨ
吟
」
と
言
う
謡
い
方
で
謡
わ
れ
る
極
め
て
強
く
勇
ま
し
い
部
分
で
、
ッ

ヨ
吟
の
特
色
が
最
も
良
く
味
わ
A

れ
る
曲
の
―
つ
で
あ
る
。
尚
、
舞
囃
子
で
は
扇
以

外
の
小
道
具
を
持
た
ず
に
舞
う
が
、
こ
の
曲
で
は
長
刀
を
持
つ
て
舞
う
こ
と
が
普
通

で
あ
る
。

三

、

陽

炎

の

踊

り

〔
内
容
〕
春
の
野
邊
に
立

つ
陽
炎
の
印
象
を
幻
想
曲
風
に
表
現
し
た
純
器
楽
。

〔
第
曲
に
於
け
る
位
置
〕
従
来
の
等
曲
の
型
を
破
っ
た
新
傾
向
の
も
の
。
こ
の
作
曲
者

の
作
品
に
は
古
典
的
な
手
法
を
守
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
曲
は
最
も
新
し
い
傾

向
を
狙
っ
た
作
品
に
屡
す
る
。
作
曲
者
の
傑
作
の
―
つ
で
あ
る
。

〔
内
容
〕
鞍
馬
山
で
牛
若
丸
が
天
狗
と
立
廻
り
を
演
ず
る
勇
壮
な
場
面
。
牛
若
丸
の
述

懐
を
中
心
と
し
て
あ
る
。

〔
長
唄
に
於
け
る
位
置
〕
こ
の
曲
は
「
大
薩
摩
も
の
」
と
言
う
長
唄
の
中
で
は
特
殊
な

部
類
に
屡
す
る
。
「
大
薩
摩
」
と
は
元
来
浮
瑠
璃
の
一
種
で
あ
っ
た
が
、

後
に
長
唄

の
中
に
寄
寓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
勇
肱
な
内
容
と
表
現
と
が
そ
の
特
色
で
あ
る
。

〔
演
出
形
式
〕
こ
の
曲
は
安
政
三
年
江
戸
市
村
座
で
興
行
さ
れ
た
歌
舞
伎
の
所
作
事
の

一
場
面
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
謂
は
ゞ
伴
奏
音
楽
で
あ
っ

た
。
本
来
は
こ
の
前
に
常
磐

の

ウ
ェ
ー
バ
ー
（
一
七
八
六
ー
一
八
二
六
）

津
の
「
宗
清
」
が
あ
り
、
牛
若
丸
が
此
の
宗
清
の
情
で
命
を
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
夢

に
見
て
居
る
所
か
ら
此
の
大
薩
摩
の
「
鞍
馬
山
」
は
始
ま
る
。

三
味
線
に
は
上
調
子
と
言
う
調
子
の
高
い
三
味
線
を
加
え
、
賑
か
に
演
奏
さ
れ

る。

五
、
春

海

〔
内
容
〕
昭
和
五
年
の
勅
題
「
誨
邊
の
巖
」
に
因
ん
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
、
「
春
の

海
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
哉
」
の
情
趣
を
骨
と
し
、
船
端
を
打
つ
波
の
平
日
、
櫓
拍

子
、
海
鳥
の
喘
槃
な
ど
を
織
り
混
ぜ
た
描
｛
掲
音
楽
。

〔
等
曲
に
お
け
る
位
置
〕
こ
の
曲
は
新
日
本
昔
楽
の
代
表
曲
で
あ
っ
て
、
「
等
の
た
め
」

の
昔
楽
か
ら
「
一
音
楽
の
た
め
」
の
一音
楽
に
狡
展
し
た
曲
の
―
つ
で
、
之
は

最
早
や

「
等
曲
」
の
ワ
ク
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
曲
で
は
な
い
、
作
曲
者
に
は
古
典
的
手
法

を
守
っ
た
曲
に
も
傑
作
は
あ
り
、
又
箪
の
た
め
の
協
奏
曲
な
ど
の
大
曲
に
も
名
作
は

あ
る
が
、
小
品
な
が
ら
此
の
曲
が
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
作
風
を
示
し
た
傑
作
中
の
傑
作

で
あ
る
。

〔
演
出
形
式
〕
こ
の
曲
は
等
と
尺
八
と
の
二
重
奏
と
し
て
作
曲
さ
れ
、
今
日
も
此
の
形

式
で
演
奏
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
流
提
琴
家
シ
ュ
メ
ー
女
史
が
尺
八
の
部
を
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
に
編
曲
し
て
か
ら
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
等
の
二
重
奏
と
し
て
屡
々
演

じ
ら
れ
、
外
人
の
間
に
も
好
評
を
得
て
居
る
。
曲
は
一
―
一
部
分
形
式
で
作
曲
さ
れ
て
居

る。

第

二

部

洋

楽

一
、
魔
弾
の
射
手
序
曲

O
v
e
rt
u
r
e
,
 Fr
ei
s
c
hi
l
t

z
 

K. 
M
.
 
W
e
b
e
r
 (
1
7
8
6
|
1
8
2
6
)
 

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
歌
劇
の
創
始
者
で
あ
る
、
此
の
オ
ペ
ラ
は
最
も
ロ
マ

ン
テ
ィ
ク
な
も
の
で
一
八
ニ
―
年
六
月
一
八
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
初
演
さ
れ
た
も
の
で
脚

本
と
一
音
楽
が
獨
乙
國
民
的
の
も
の
で
脚
本
は

F
ri
e
d
ri
c
h

Ki
n
d

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

キ
ン
ト
の
作
で
、
秋
の
満
月
の
夜
撤
界
の
魔
王
ザ
ー
ミ
ェ
ル
の
名
を
呼
ん
で
弾
丸
を
射

る
と
き
は
其
六
つ
は
必
ず
標
的
に
命
中
し
第
七
弾
は
魔
王
の
思
ふ
所
へ
飛
ぶ
と
云
博
説

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
の
序
曲
中
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
で
、
ホ
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二
、
愛

Li
ebesli
e
d
e
r. 
W
a
l
z
e
r
 o
p
.
 52
 ~
O
)
W
(
(
匿
額
吾
）

J
.B
r
a
h
m
s
 (
1
8
3
3
|
1
8
9
7
)
 

ブ
ラ
ー
ム
ス
は
古
典
的
の
典
雅
な
器
楽
の
特
徴
を
猿
揮
し
た
新
ロ
マ
ン
派
の
作
曲
者

の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
時
代
に
あ
っ
て
好
ん
で
過
去
の
時
代
の
形
式
例

へ
ば
古
い
敦
会
旋
法
に
基
く
旋
律
を
書
き
古
楽
復
興
の
＿音
楽
家
と
も
云
へ
る
。
昔
色
の

ご
と
き
よ
り
沈
静
、
箕
面
目
で
感
情
の
表
出
は
む
し
ろ
控
目
で
あ
っ
て
彼
の
一
音
楽
を
理

解
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
彼
は
多
く
の
器
楽
も
書
い
た
が
墜
楽
の
諸
作
も
非
常

に
多
い
、
こ
の
「
愛
の
歌
」
と
云
ふ
も
の
を
二
つ
作
っ
て
ゐ
る
。
二
つ
共
に

D
a
u
m
e
r

ダ
ウ
メ
ル
の

P
o
l
y
d
o
r
a
ボ
リ
ド
ー
ラ
と
云
ふ
詩
よ
り
言
葉
を
と
っ
た
も
の
で
四
手
の

ピ
ア
ノ
を
伴
奏
と
す
る
ワ
ル
ツ
の
曲
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
七
月
に
バ
ー
デ
ン
・
バ
ー

デ
ン
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
初
演
の
時
は
ピ
ア
ノ
は

C
l
a
r
a
S
c
h
u
m
a
n
n

ク
ラ
ラ
・

シ
ュ
ー
マ
ン
と

H
e
r
m
a
n
n
L
e
v
i
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ビ
ー
に
よ
っ
て
奏
せ
ら
れ
た
。

一

八
七

0
年
一
月
に
は
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
と
作
曲
者
自
身
が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
。

全

曲
は
十
八
曲
か
ら
成
り
立
つ
て
ゐ
る
が
此
度
演
奏
さ
れ
る
の
は
次
の
十
一
曲
で
あ
る
。

1. 
R
e
d
e
,
 Ma
d
c
h
e
n
 

S
o
p
r
a
n
o
,
 Altべ

T
e
n
o
r
,
B
a
s
s
.
 

2
.
 A

m

 G
e
st
ei
n
e
 r
a
u
s
c
ht
 

S
.
 A
.
 T
.
 B
.
 

3
.
 0
 di
e
 F
r
a
u
e
n
 

T
.
 B
.
 

7•Wohl 

s
c
h
o
n
 b
e
w
a
n
dt
 

w
a
r
 es 

S
.
 A
.
 

9
.
 A

m

 D
o
n
a
u
st
r
a
n
d
e
 

S
.
 A
.
 T
.
 B
.
 

1
0
.
 0
 w
ie
 s
a
n
ft 
d
ie
 Q
u
e
l
l
e
 
s
ic
h
 

S
.
 A
.
 T
.
 B
.
 

11•Ne

in 

e
s
 
is
t
 nic
h
t
 au
s
z
u
k
o
m
m
e
n
 

S
.
 A
.
 T
.
 B
.
 

1
3
.
 V
o
g
ele
in
 d
u
r
c
h
r
a
u
s
c
h
t
 die
 L
u
ft 

S
.
 A
.
 

15•Nach

tig
all
, 

s
ie
 sin
gt 
s
o
 
s
c
h
o
n
 

S
.
 A
.
 T
.
 B. 

の

歌

ル
ン
の
二
重
奏
で
獨
乙
の
民
謡
的
の
旋
律
を
奏
し
賓
に

ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
な
憧
憬
に
満
ち

た
も
の
で
こ
の
昔
色
に
よ
っ
て
森
林
の
景
を
想
起
さ
せ
る
、
質
に
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
で

あ
る
、
突
然
、
弦
楽
器
の
ト
レ
モ
ロ
が
現
は
れ
テ
イ
ン
パ
ニ
と
バ
ス
の
ピ
チ
カ
ッ
ト
は

森
の
平
和
を
破
り
魔
界
の
物
語
を
暗
示
す
る
。
有
名
な
楽
劇
の
作
者
ワ
グ
ナ
ー
は
彼
の

死
の
床
に
あ
っ
て
も
う
一
度
こ
の
序
曲
を
自
分
で
指
揮
し
た
い
と
云
っ
た
と
云
ふ
事
が

博
は
つ
て
ゐ
る
、
序
曲
中
の
傑
作
で
あ
る
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
(
-
八
三
三
ー
一
八
九
七
）

D
e
b
u
s
s
y
 

(
1
8
6
2ー

1
9
1
8
)

L
a
 fille 
a
u
x
 c
h
e
v
e
u
x
 
d
e
 
lin
 
(

K

E

塾i中文
3
澤
雰
9
4
Y汗）

D
e
b
u
s
s
y

J

a
r
di
n
 s
o
u
s
 
la 
p
lui
e
 

(
f
f
i
 0
)
)
@
)
 

D
e
b
u
s
sy
 

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
＿
音
楽
に
於
け
る
印
象
派
の
始
祖
で
彼
は
象
徽
派
の
詩
人

マ
ラ
ル
メ
の
サ
ロ
ン
で
印
象
派
の
画
家
モ
ネ
ー
等
と
交
り
そ
の
影
響
を
う
け
―
音
楽
に
於

け
る
印
象
派
の
運
動
を
起
し
た
人
で
あ
る
。
即
ち
瞬
間
的
の
感
覺
的
印
象
を
音
で
再
現

す
る
も
の
で
茫
漠
た
る
夢
幻
的
紳
秘
的
の
氣
分
の
表
出
を
好
ん
で
作
曲
し
た
。

「
月
光
」
は

S
u
ite
B
e
r
g
a
m
a
s
q
 u
e
 
(
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
）
の
中
の
一
曲
で
月
光

の
印
象
で
あ
る
。
「
亜
麻
色
の
髪
の
少
女
」
は

D
o
u
z
e
P
r
e
l
u
d
e
s
 
(
十
二
の
前
奏
曲
）

の
第
一
巻
の
中
に
あ
る
曲
で
あ
る
。
「
雨
の
庭
」
は

E
s
ta
r
n
p
e
s
(
版
画
）
の
中
の
一
曲

で
雨
の
降
る
花
園
を
窟
し
出
し
た
も
の
で
あ
ら
ふ
。

（

口

）

W
a
l
t
z
o
p
.
 64
 N
o
.
 3
 

C
h
o
pin
 (
1
8
1
0
ー
1
8
4
9
)

E
tu
d
e
 o
p
.
 10
 N
o
.
 3
 

C
h
o
pin
 

E
tu
d
e
 o
p
.
 10
 N
o
.
 
5
 

C
h
o
pin
 

シ
ョ
パ
ン
は
ピ
ア
ノ
の
詩
人
と
言
は
れ
る
人
で
ピ
ア
ノ
の
歴
史
に
一
新
時
期
を
劃
し

た
。
彼
の
作
曲
は
複
雑
豊
麗
な
昔
色
を
も
つ
て
居
る
。
彼
れ
以
前
の
ピ
ア

2
音
楽
者
が

利
用
し
な
か
っ
た
ペ
ダ
ル
を
縦
横
に
使
ひ
、
彼
狽
特
の
微
妙
な
氣
分
を
出
す
事
に
成
功

し
た
。
本
年
は
彼
の
死
後
百
年
に
あ
た
る
。

「
園
舞
曲
」
は
一
八
四
七
年
の
作
で
小
犬
の
園
舞
曲
と
呼
ば
れ
て
居
る
も
の
で
シ
ョ

パ
ン
の
愛
人
ジ
ョ
ル
ヂ
サ
ン
ド
の
飼
犬
が
自
分
の
尻
尾
に
戯
れ
て
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
所
を

即
興
的
に
作
曲
し
た
も
の
と
云
ふ
。

「練
習
曲
」
シ
ョ
パ
ン
の
練
習
曲
と
云
ふ
の
は
輩
な
る
技
術
的
の
練
習
曲
で
な
く
演

奏
會
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
ま
っ
た
＜
藝
術
的
な
も
の
で
あ
る
、
彼
は

練
習
曲
を
二
十
七
曲
作
っ
て
ゐ
る
。
作
品
十
の
十
二
曲
と
作
品
二
十
五
の
十
二
曲
及
他

さ
Pi
a
n
o
 S
o
l
o
 

C
l
ai
r
 d
e
 l
u
n
e
 

17•N

ich
t 

w
a
n
d
l
e
 m
e
in
 L
ic
h
t
 

1
8
.
 E
s
 b
e
b
et
 

<las 
G
e
st
r
a
u
c
h
e
 

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

(

H

 

洋
） T

.
 

S
.
 A
.
 
T
.
 B. 

第2部 昭和の東京音楽学校篇 802 



四

、

幻

想

曲

に
番
琥
な
し
の
も
の
が
三
曲
あ
る
。
こ
の
曲
は
質
に
美
し
い
旋
律
を
も
つ
て
ゐ
る
、
シ

ョ
パ
ン
自
身
自
分
は
生
れ
て
か
ら
こ
ん
な
美
し
い
旋
律
を
書
い
た
こ
と
は
な
い
と
云
つ

て
ゐ
た
と
言
ふ
事
で
あ
る。

「
練
習
曲
」
こ
の
曲
は
所
謂
「
黒
鍵
の
練
習
曲
」
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
右
手

は
殆
ん
ど
大
部
分
黒
鍵
を
奏
し
て
ゐ
る
、
勿
論
白
鍵
が
全
然
用
ひ
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
の
で

は
な
い
。
シ
ョ
パ
ン
の
手
紙
の
中
に
「
こ
の
曲
は
黒
鍵
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
と
云

ふ
事
を
知
ら
な
い
も
の
に
と
つ
て
は
少
し
も
面
白
く
な
い
曲
で
す
」
と
書
か
れ
て
ゐ
る

く
ら
い
で
特
に
曲
そ
の
も
の
が
傑
作
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
ふ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
一
七
七
0

|

―
八
二
七
）

C
h
o
r
 P
h
a
nt
asi
e
 o
p
.
 
8
0
 (
,
@
j
-

P
~il
滋
吾
）
B
e
et
h
o
v
e
n(17
7
0
1
1
8
2
7
)
 

一
八

0
八
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
＿
二
十
八
歳
の
時
の
作
で
最
も
油
の
乗
っ
た
時
代
で

第
五
、
第
六
の
交
響
曲
の
作
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
一
八

0
八
年
十
二
月
二

十
二
日
に
ウ
イ
ン
で
初
演
さ
れ
指
揮
は
ザ
イ
フ
リ
ー
ト
で
。ヒ
ア
ノ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

自
身
演
奏
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
曲
の
一
番
最
初
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
に
よ
る
導
入
部

は
一
八

0
九
年
に
附
加
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
の
曲
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
曲
に

合
唱
を
添
へ
た
点
で
第
九
交
響
曲
と
似
て
ゐ
る
と
云
へ
る
。
ピ
ア
ノ
は
全
曲
を
通
じ
活

澄
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
音
楽
的
に
は
協
奏
曲
と
は
ま
っ
た
く
異
り
添
物
で
あ
る
。
形

式
は
ま
っ
た
く
自
由
な
即
興
的
傾
向
を
も
っ
た
幻
想
曲
で
あ
る
が
一
種
の

V
a
ri
at
i

o
n

愛
奏
曲
で
あ
る
。

第
一
節

A
d
ag
i

0

ピ
ア
ノ
の
獨
奏
で
即
興
的
の
導
入
で
ピ
ア
ノ
は
短
調
の
和
昔

に
初
ま
り
ま
っ
た
く
自
由
な
形
を
と
つ
て
ゐ
る
。

第
二
節

Fi
nale

こ
の
部
分
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ピ
ア
ノ
の
主
題
と
愛
奏
で
あ

る
、
こ
の
部
分
に
「
終
曲
」
と
云
ふ
名
を
つ
け
て
ゐ
る
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
バ

ス
の
ス
タ
カ
ー
ト
で
奏
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
に
績
い
て
ピ
ア
ノ
に
旋
律
は
移
り
こ
の
二
つ

の
動
機
は
他
の
楽
器
に
段
々
と
移
り
愛
つ
て
進
行
し
第
三
節
に
出
る
合
唱
の
主
題
が
ま

ず
ピ
ア
ノ
の
獨
奏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
ホ
ル
ン
が
こ
れ
に
伴
な
っ
て
進
行
す
る
途
中
ピ

ア
ノ
は
自
由
な
カ
デ
ン
ツ
を
奏
す
る
。
次
で
愛
奏
の
部
に
入
る

「第
一
菱
奏
」
は
フ
ル

ー
ト
に
よ
っ
て
奏
せ
ら
れ
次
で
オ
ー
ボ
エ
の
獨
奏
で
「
第
二
愛
奏
」
が
奏
せ
ら
れ
「
第

三
愛
奏
」
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
三
重
奏
で
あ
る
、
「
第
四
愛

四、

イ
、
歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り

ロ
、
夢

三
、
。
ヒ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
・
：
・
,
............. ,・
：
森

二、
．
 

ヽ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
．．．．
．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
柴

ソ
ナ
タ

歌
劇
「
饂
れ
る
兒
」
よ
り

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
岩

作
品
一
―
一
番

冷
た
き
手

母
リ
ア
の
詠
唱

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
研
究
科
修
了
演
奏
会

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
開
演

於
本
校
奏
楽
堂

研

究

科

修

了

演

奏

曲

目

卜 プ

田

喜

代

子

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
作

繁

子

ス

テ

ィ

ッ

チ

作

ー

乍'ー

二

ド

ビ

メ
ヅ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
·
池崎

成

章

ユ

ッ

シ

イ

作

田

弘

子

奏
」
は
弦
楽
の
四
重
奏
で
「
第
五
愛
奏
」
は
管
弦
の
純
奏
と
な
り。
ヒ
ア
ノ
は
愛
ら
し
い

コ
ー
ダ
を
奏
し
一
段
落
と
な
る
、
「
第
六
愛
奏
」
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
。ヒ
ア
ノ
の
封
立

に
作
曲
さ
れ
「
第
七
愛
奏
」
は
。ヒ
ア
ノ
は

装
飾
音
的
の

勢
奏
で
あ
る。

「
第
八
愛
奏
」

は
勇
牡
な
行
進
曲
と
な
る
。

第
三
節

A
l
l
e
g
r
e
tt
o
,
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o

。ヒ
ア
ノ
の
ア
ル
ペ
ヂ
オ
に
績
い
て

ソ
。
フ
ラ
ノ
の
獨
唱
と
ア
ル
ト
の
獨
唱
が
出
て
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
が
順
次
に
加
は
り
合
唱

の
主
題
を
繰
り
返
へ
す
、
ピ
ア
ノ
は
美
し
い
伴
奏
を
な
す
、
曲
は
全
員
の
合
唱
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
純
奏
で
最
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
。

こ
の
合
唱
曲
の
歌
詞
は
誰
の
作
か
不
明
で
あ
る
が

K
u
ffn
e
r
ク
ッ
フ
ナ
ー
で
あ
る
と

も

T
r
ei
t

s
c
h
k
e
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
作
と
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
人
生
の
平
和
の
楽
し

さ
を
唱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

東

京

音

楽

學

校
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九、 八、 六、

祭

（
休
憩

-
0
分

）

イ

、

「

子

供

の

魔

笛

」

よ

り

美

し

き

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

の

嗚

る

と

こ

ろ

ロ

、

「

第

二

交

響

曲

」

よ

り

原

光

チ
ェ
ロ
獨
奏
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
廣

ロ

コ

コ

風

の

主

題

と

七

つ

の

愛

奏

曲

1

0
、
作
品
疲
表
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
．
芥

ピ

ア

ノ

獨

奏

曲

「

踊

り

」

謝

肉

演

奏

者

ピ

ア

ノ

獨

奏

田
チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

ー

作

” マ

メ
ヅ
ォ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
松

シ

村

JI I 

也

寸

宏 志

田

幸

夫

作

第
一
日

昭
和
二
十
五
年
三
月
l

第
二
日

｛
第
三
日
二
十
九
日
（
水
）
午
後
一
時

於

東

京

藝
術
大
學
―
音
楽
學
部
奏
楽
堂

卒
業
演
奏
會
曲
目
（
昭
和
二
十
四
年
度
）

東
京
藝
術
大
學
東
京
一
音
楽
學
校

―フ

作

昭
和
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日
ー
ニ
十
九
日

卒
業
演
奏
会

二
十
七
日
（
月
）
午
後
一
時

二
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時

内

和

子

ユ

マ

ン

作

江

輝

子

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
矢

イ

、

歌

劇

「

フ

ィ

ガ

ロ

の

結

婚

」

よ

り

伯

爵

夫

人

の

詠

唱

ロ

、

小

夜

曲

邦

楽

科

管

楽

科

・

竪

楽

科

・

弦

楽

科

ピ

ア

ノ

科

ァ
ッ
サ
イ

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

原

完

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
大

村

野

ヒ

ロ

子

（
休
憩

1

0

分

）
セ

ロ

ア

レ

グ

ロ

ラ
ル
ゴ

ア

レ

グ

ロ

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ー

チ

ェ

演

奏

者

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ヴ

ィ

オ

―フ

堀小

五
、
作
品
狡
表
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．
 
依

第

一

楽

章

第

二

楽

章

第

三

楽

章

歌

劇

「

ラ

ム

メ

ル

ム

ー

ア

の

ル

チ

ア

L

よ

り

狂
馘
の
場

田井

ソ

ナ

タ

〔

作

品

〕

―

-
0番

ド

ニ

ゼ

ッ

テ

ィ

作

一
三
、

一四、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．． 
池

フ
ル
ー
ト
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
川

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
荒

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
加

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

” 
工

藤

る

り

子

江

出中上

妙榮延

泰子一子

イ

、

嗚

れ

嗚

れ

。

ハ

ン

デ

ロ

ー

ロ

、

森

の

さ

A
や

き

ン

ゼ

ン

作作

牧

規

子

第2部

シ

ャ

ン

ソ

ン

・

ダ

ァ

モ

ー

ル

（

ヴ

ァ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

）

作

品

二

0
番

ド

ッ

。

フ

ラ

ー

作
崎

優

田

昌

忠

一
五
、
作
品
疲
表
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
奥

ー
ニ
、

ピ

ア

ノ

獨

奏

曲

ソ

ナ

タ

演

奏

者

ピ

ア

ノ

獨

奏

梶

第

一

楽

章

ア

レ

グ

ロ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ポ

第

二

楽

章

ペ

ザ

ン

テ

第

三

楽

章

ア

レ

グ

ロ

イ

、

希

望

ロ

、

歌

劇

「

瑕

面

舞

踏

會

」

よ

り

ア

メ

リ

ア

の

詠

唱

グヴェ

リ
レ

デ

J
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第

日

山

田

流

臼

の

竪

三
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時

第

本

科

卒

業

小

山

富

美

子

同

在

校

生

小

室

智

江

三

絃

研

究

生

小

山

節

子

五
、
等

曲 胡

蝶

唄

本

科

卒

業

富

尾

瑠

里

同

研

究

生

芳

賀

春

子

三

味

線

本

科

卒

業

山

崎

み

ど

り

同

研

究

生

田

島

佳

子

四
、
長

唄
シ
テ

賓

生

流

狸

＝ ~ 

ヽ

ムヒ
月I:::,

楽

本

科

卒

業

佐

野

萌

々

ワ

キ

野

島

信

笛

藤

田

大

五

郎

小

鼓

三

須

錦

吾

大

鼓

安

幅

春

雄

太

鼓

金

春

惣

一

生

田

流

春

の

曲

等

（

替

手

）

本

科

卒

業

土

橋

明

同

（

本

手

）

同

石

綿

範

子

二
、
箭

曲
シ
テ

観

世

流

蒻

一邦
ヽ

能楽

楽

本

科

卒

業

野

村

太

良

衣

ヮ

キ

野

島

科 第

日

信

笛

藤

田

大

五

郎

小

鼓

三

須

錦

吾

大

鼓

安

幅

春

雄

太

鼓

金

春

惣

一

三
月
二
十
七
日
（
月
）
午
後
一
時

ヴ
ォ
ル
フ
作
・
郷
愁
私
の
巻
毛
の
か
げ
に

私
は
ペ
ン
ナ
に
愛
人
が
あ
る

5
 ゜
8
 

本

科

卒

業

小

岩

井

幸

第2章

川

口

絹

代

。フチ

ニ
作
・
オ
ペ
ラ
「
バ
タ
フ
ラ
イ
」
よ
り
あ
る
睛
れ
た
日
に

ヘ
ン
デ
ル
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

二
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏

モ
ツ
ア
ル
ト
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
イ
長
調
）

第
二
楽
章
ア
ダ
ヂ
オ

第
三
楽
章
ロ
ン
ド
ア
レ
グ
ロ

三

、

フ

ア

ゴ

ッ

ト

獨

奏

同

モ
ツ
ア
ル
ト
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
愛
口
長
調
）

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ

第
三
楽
章
ロ
ン
ド

四
、
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン
獨
奏

山
本
正
人
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ス
テ
ュ
ッ
ク

。
フ
チ
ニ
作
・
オ
ペ
ラ
「
ト
ス
カ
」
よ
り

三
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

師
範
科
卒
業

同

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
・
五
月
の
夜

二

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

同

星
は
輝
く

竪

楽
一
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱

科

管

楽
一、

オ

ー

ボ

ア

獨

奏

科

グ
ロ
ッ
ソ

本

科

卒

業

浦

山

弘

同 同

池

谷

寛

子

水

谷

堅

瀧

澤

誌

次

西

川

大

森

勇

本

科

卒

業

富

山

隆 詮
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五、 八、 七、 六
、

セ

ロ

獨

奏

同

上

村

正

雄

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ウ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー
作
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
二
短
調
）
第
二
番
作
品
ニ
ニ

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
デ
ラ
ー
ト

第
二
楽
章

三、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ブ
ル
ツ
フ
作

・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
二

短
調
）
第
二
番

第

一

楽

章

ア

ダ

ヂ

オ

マ

ノ

ン

ト

ロ

ッ

ポ

四、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ン

・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
ホ
短
調
）

作
品
六
四

第
一
楽
章
ア
レ
グ
ロ
モ
ル
ト
ア
パ
シ
ョ
ナ
ー
タ

同 同 同

山

崎

明

子

武

笠

恭

子

ロ
マ
ン
ス

島

根

育

ラ
ロ
作

・
サ
ン
ホ
ニ

ー

第
一
楽
章

第
四
楽
章

ア

レ

グ

ロ

ア
ン
ダ
ン
テ
エ
ス
パ
ニ
ョ
ル
作
品 本
科

卒

業

川

田

敦

子

弦

楽

科
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ヴ
ェ
ル
デ
イ
作

・
オ
ペ
ラ
「
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
タ
」
よ
り

一、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

山

根

美

弾

子

そ
の
人
は
彼
か

同

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

・
ズ
ラ
イ
カ
の
第

一
の
歌

水
の
上
に
て
歌
え
る

同

樋

本

榮

八、

プ
ラ
ー
ム
ス
作

・
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
愛
奏
曲

同 同

七
、
バ
ラ
キ
レ
フ
作

・
イ
ス
ラ
メ
イ

同

六
、
五
、

フ
ラ
ン
ク
作

・
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド

ス
ク
リ
ヤ
ビ
ン
作

・
ソ
ナ
タ

シ
ョ
パ
ン
作

・
ア
ン
ダ
ン
テ
ス
ピ
〔
ア
〕
ナ
ー
ト
と
グ
ラ
ン
ド
ボ
ロ
ネ
ー
ズ

ブ
リ
ヤ
ン
ト

作
品
二
三

東
京
音
楽
学
校
卒
業
演
奏
会

作
品
三
五
の
一
と
ニ

邦
楽
と
管
楽
器
を
除
い
て
全
部
聴
い
た
、
技
術
的
に
去
年
よ
り
若
干
落
ち
る
、
そ
れ

よ
り
も
芸
術
家
と
し
て
の
芽
生
え
を
感
じ
さ
せ
る
生
徒
が
皆
無
に
近
い
、
学
校
教
育
と

同 同

四
、

コ
ー
ラ
ル
と
フ
ユ

ー
グ

本

科

卒

業

荻

原

智

子

西

宮

桂

子

金

澤

桂

子

大

堀

洋

子

右

近

た

い

子

浮

島

朝

子

三
、
サ
ン

・
サ
ー
ン
ス
作

・
エ
チ
ュ
ー
ド

第
六
番

同

作
品
三
九

同

高

木

幸

二
、

シ
ョ
パ
ン
作

・
ス
ケ
ル
ツ
ォ

第
三
番

．
 
ヽ

フ
リ
ー
デ
マ
ン

・
バ
ッ
ハ
作

・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
フ
ュ
ル
デ
イ
オ
ル
ゲ
ル

代

上

知

夫

第2部

第

ピ

ア

ノ
科

メ
ツ
ォ

・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

マ
ー
ラ
ー
作

・
憶春

の vヽ

朝出

日

第
三
楽
章

ネ
ア
ン
ダ
ン
テ

三
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後

一
時
ア
レ
グ
ロ

同

佐

川

昭

子

昭和の東京音楽学校篇

ヴ

ェ
ル
デ
イ
作
・

オ
ペ
ラ
「
オ
テ
ロ
L

よ
り
ー
~
柳
の
歌

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア

ラ
ロ
作

・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
二
短
調
）

第
二
楽
章
イ
ン
テ
ル
メ
ツ
オ
ア
ン
ダ
ン
テ
イ
ノ

ア
レ
グ
ロ

。フ

レ
ス
ト

イ
ン
ト
ロ
デ
ュ
ジ
オ

ヴ
イ
ヴ
ア
チ
ェ

コ

ン

モ

ト

806 



2
．

合

1
．

管

於

玄

藝

術

大

学

一

音

楽

学

部

東

京

音

楽

学

校

管

弦

楽

園

大
學
説
典
序
曲
…
…
…
…
プ
ラ
ー
ム
ス

合

唱

園

藝

術

大

学

一

音

楽

学

部

東

京

一

音

楽

学

校

九

月

二

士

二

日

唱 楽曲

目

ロイ、、

ハ流

レ浪

｝レの

静

岡

女

子

商

業

高

等

學

校

同

窓

會

静

岡

女

子

商

業

高

等

學

校

静

岡

女

子

商

業

高

等

學

校

P
T
A

静

岡

市

敦

育

研

究

所

〔
原
資
料
横
組
〕

5
．

合

後

援

主

催

午

後

二

時

開

演

静
岡
市
公
會
堂

（
創
立
廿
五
週
年
記
念
）

4
．
交
第

五
「
運
命
」

元

氣

を

以

て

急

速

に

稽

々

早

や

め

な

併

歩

調

急

速

に

（

ス

ケ

ル

ツ

オ

形

式

）

急

速

に

唱

（

管

弦

楽

伴

奏

）

併

管

弦

楽

園

藝

術

大

学

一

音

楽

学

部

東

京

音

楽

学

校

合

唱

圃

民
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン

ヤ
•
•
…
…
…
•
ヘ
ン
デ
ル

響

曲

指

金

子

登

京
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
三
日
、

管

弦

楽

と

大

合

唱

東
京
藝
術
大
學
―
音
楽
學
部

東

楽

學

校

揮

昔

二
十
四
日

演
奏
旅
行
（
静
岡
—
吉
原
）

｝
シ
ョ
パ
ン

イ
、
エ
チ
ュ
ー
ド
作
品
一

0
ノ
四

ロ
、
エ
チ
ュ
ー
ド
作
品
二
五
ノ
六

ハ
、
水
の
戯
れ
：
…
…
…
…
…
•
ラ

二
、
エ
ス
パ
ー
ナ
…
…

ベ

レ
ー

シ
ャ
ブ
リ
エ

藝

術

大

学

一

音

楽

学

部

東

京

音

楽

学

校

管

弦

楽

園

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

3
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

の

明

雲星

い

う

も

の

が

技

術

の

訓

練

に

終

始

す

る

こ

と

は

、

あ

る

意

味

で

は

当

然

の

こ

と

で

は

あ

る

が

、

少

く

と

も

一

音

楽

理

論

、

技

術

的

側

面

だ

け

で

も

正

し

く

教

え

ら

れ

て

い

る

と

は

信

じ

難

い

、

声

楽

で

は

川

口

さ

ん

と

小

岩

井

さ

ん

が

抜

ん

で

て

い

た

、

そ

の

他

で

は

樋

本

さ

ん

が

特

に

敏

感

な

リ

ズ

ム

感

に

特

色

を

見

せ

た

程

度

、

絃

楽

で

は

山

崎

さ

ん

、

川

田

さ

ん

が

良

い

素

質

を

見

せ

た

が

十

分

に

伸

び

切

れ

ぬ

の

は

学

校

の

責

任

で

あ

る

、

ピ

ア

ノ

で

は

大

堀

さ

ん

、

西

宮

さ

ん

、

荻

原

さ

ん

が

レ

ヴ

ェ

ル

に

達

し

て

い

た

が

、

西

宮

さ
ん
が
昔
楽
的
に
伸
び
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
T
)—
廿
八
、
九
日
芸
大
奏
楽
堂

（

『

毎

日

新

聞

』

昭

和

二

十

五

年

三

月

三

十

一

日

）

坪

ジ
。
フ
シ
ー
の
歌
…
…
…
…
プ
ラ
ー
ム

1
．
お
A

ジ
。フシ
ー
よ

2
．

浪

だ

っ

リ

マ

3
．

授

か

っ

た

懇

人

4
．

紳

よ

知

る

5
．

を

ど

り

6
．

三

つ

の

箕

紅

な

ば

ら

7
．

ち

ぎ

8
．
私

9
．
タ

り

ス

田

昭
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＇` ノ‘ セ 〔
曲
目
は
二
十
三
日
と
同
じ
。
〕

静
岡
出
張
演
奏
旅
行

第

一

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン
兎

束

渡

邊

川

田

伊

達

井

上

島

根

第

ニ

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン
岩

崎

竹

内

信

清

宮

崎

坂

本

黒

田

ヴ

ィ

オ

ラ

井
上
吉
江

場

今廣小
村ス田澤ロ

所時

窪

田

丹

梵

寺

田

堀

江

宮

島

堀

内

上

村

安
藤
赤
星

王儡
岡
田
平
尾

田
中
河
村 公

同同同後主

援催 堂

職
員
生
徒
一
三

0
名）

縣
立
吉
原
高
等
學
校
同
窓
會

吉

原

市

富

士

地

方

事

務

所

同

敦

育

事

務

所

富

士

ニ

ュ

ス

社

フ

リ

ュ

ー

ト

中

田

西

川

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

中

山

持

丸

ホ

ル

ン
谷

中

秋

葉

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

山

本

大

石

山
口

オ

ー

ボ

エ

鈴

木

梅

原

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト北

爪

大

森

フ

ァ

ゴ

ッ

ト

吉

會

日

昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
日
）

原

市

東

京

藝

術

大

學

東
京
一
音
楽
學
校

管

絃

楽

・

合

唱

（
出
演

大

演

奏

會

宇
野

土

橋

長

濱

奥 山
本 ＿原

長
谷
川

管

絃

楽

部

午
後
二
時
（
學
生
）

同
六
時
（
一
般
）

二
俣

◎
注

＊

日

程

0
九
月
廿
三
日
（
士
）

0
六、

0
0
東
京
騨
（
乗
車
口
）
集
合

0
六
‘
1
0
”

0
六
、
二

0

乗

車

0
七、

0
0
装
車
（
島
田
行
）

―
一
、
一
二
六
静
岡
着

一四、

0
0
演
奏
會
（
學
生
）

一八、

0

0

”

（
一
般
）

ー
静
岡
宿
泊
ー

0
九
月
廿
四
日
（
日
）

一四、

0
0
演
奏
會
（
學
生
）

一八、

0

0

”

（
一
般
）

ー
吉
原
宿
泊
ー

0
九
月
廿
五
日
（
月
）

0
九、

0
五

鈴

川

猿

二

二

、

二

五

東

京

着

管
絃
楽
部
員
及
び
コ
ー
ラ
ス
全
員
は
山
本
が
お
せ
わ
致
し
ま
す
。

細
部
に
つ
い
て
は
其
の
都
度
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

二
十
三
日
畳
食
携
行
の
こ
と

打

楽

器

今

村

ピ

ア

ノ

坪

田

指

揮

金

子

楽

器

係

石

川

演

奏

係

田

中

黒

崎

東

儀

大
橋

輪
送
係

全

員

イ

ン

ペ

ク

ス
テ
ー
ジ
係

楽

譜

係

宿

含

敦

官

男

子

山

本

女

子

渡

邊

於
吉
原
市
公
會
堂

”
 

於

静

岡

公

會

堂

,' ー

井
上
（
明
）

吉
江
竹
内

〔
手
書
き
〕

山

本

大

橋

長

濱

坂
本

第2部 昭和の東京音楽学校篇 808 



2 ヽ

協

出
…
…
…
•
…
…
…
…
・
・
越
谷
達
之
助

口

笛

…

…

…

…

…

…

…

... 

”
 

か
ら
た
ち
の
花
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
山
田
耕

ロ
、
フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
民
謡

し

だ

に

な

り

た

い

ジ
ャ
ン
ヌ
の
懇
の
歌
を
う
た
ひ
ま
せ
う

私

は

信

じ

な

い

け
ち
ん
坊
の
フ
イ
リ
ス

春

来

い

雙
豆
パ
戸
只
麟
疇

3

ニ

短

調

全

楽

章

…

…

…

…

バ

ッ

イ
、
日

奏

よ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

本思

歌

1
、

混

竪

合

唱

曲

曲

3
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏 ひ曲

目
後

援

敦

授

ィ
、
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ヤ

〔

マ

マ

〕

ロ
、
ア
ヴ
ェ
ベ
ル
ム
コ
ル
ペ
ス

ハ
、
歌
劇
「
カ
バ
レ
リ
ヤ
ル
ス
チ
カ
ー
ナ
」
よ
り
…
•
•
•
マス
カ

ー

ハ龍武 搾

浅

野

千

鶴

子

二

ア
ル
カ
デ
ル
ト

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

昭
和
二
十
五
年
十
月
八
日
演
奏
旅
行
（
新
潟
）

縣
立
新
潟
中
央
高
等
學
校
創
立
五
十
周
年
記
念

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

東

京

一

音

楽

学

校

大

演

奏

會

昭
和
二
十
五
年
十
月
八
日
（
日
）
午
后
一
時
・
午
后
六
時

會

場

新

潟

市

公

會

堂

主

催

新

潟

中

央

高

等

學

校

仝

母

校

會

新

潟

報

註

日

夫雄

1
0
、
混

磐

合

唱

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
狂
詩
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
・
・
ボ

， ヽ
セ

ロ

獨

奏

秋夕夢讃月

を

追

ひ

フ

ラ

ン

ス

歌

曲
の

8 ヽ 7
、

絃

楽

四

重

奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ヴ

ィ

オ

ラ

セ

ロ

敦

授

小

敦

授
敦敦敦敦
授授授授

ィ

、

流

浪

ロ
、
ジ
。
フ
シ

の

の

ツ オ オ オ オ オ

ノ＜ 澤

レ レ レ レ レ

作
品
二
五
の
一
•
…

·
：
・
・
・
・・
・・
・
シ

ハ
短
調
：
…
…
…
…
…
；
・
・
・・・
シ

曲

。

ハ

曲

。

ハ

度
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ド
ゥ
ビ
ュ
ッ
シ
イ

曲
卜
短
調
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ

ィ
、
歌
劇
「
オ
セ
ロ
」
よ
り
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ヤ
…
•
…
・
・
ヴ
ェ

ロ
、
歌
劇
「
セ
ビ
ラ
の
理
髪
師
」
よ
り
仄
か
な
る
竪
：・ロ

…
…
…
…
シ

民・・・
歌
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
ブ
ラ
ー
ム

兎

束

龍

田

中

榮

井

上

武

小

澤

イ
、
死
と
少
女
愛
奏
曲
…
…
…
•
•
…
…

•
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ロ
、
フ
ー
ガ
作
品
五
九
の
第
三
番
終
楽
章
：
·
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
H
ン

光
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
フ

歌
：
·
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
フ

て
·
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
・
フ

暮
…
…
…
…
…
…
…
·
:
;
…
•
フ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．． 
ー
ノ

休

6
、
混

墜

合

唱

憩

5 ヽ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

教

授

ィ

、

練

習

ロ

、

夜

想

ハ
、
交
互
一

二
、
前

奏

4

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

809 

弘

第2章

浅

野

千

鶴

子

浅

野

千

鶴

子
ス

ユ

マ

ン

ル

デ

イ

ッ

シ

ー

ニ

ヨ

ン

ヨ

敦

授

伊

達

ン

弘雄一夫 純
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…
 

．．
 

休

3

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

第
一
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

2
 
ー

大

學

祝

典

序

曲

第
五
交
響
曲
「
運
命
」

プ

ロ

グ
作
品
六
七
、

毛

利

順

子

ハ
短
調
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

イ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
「
四
季
」
よ
り

来

よ
春
：
…
…
・
：
・ハ

ロ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
「
メ
サ
イ
ア
」
よ
り
ハ
レ
ル
ヤ
…

へ

東
京
藝
術
大
學
音
楽
學
部
及

東

京

一

音

楽

學

校

生

徒

敦

授

城

多

又

兵

衛

〔原
資
料
横
組
〕

昭
和
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
演
奏
旅
行

松
尾

高

校

創

立

大

演

奏

會

五
十
周
年
記
念
説
賀

十
月
二
十
一
日
（
土
曜
日

）

竺

琵

疇
33

y

於
上
田
市
公
民
館

管
絃
楽
東
京
藝
術
大
學
―
音
楽
學
部
職
員
生
徒

指

揮

金

子

登

（
上
田
）

作
品
八
0
…
…
…
…
…
·
:
·
…
…
…
…
•
•
プ
ラ
ー
ム
ス

ア
レ
グ
ロ
、
コ
ン
、
ブ
リ
オ
（
ハ
短
調
）

ア
ン
ダ
ン
テ
（
愛
イ
長
調
）

ア
レ
グ
ロ
（
ハ
短
調
）

ア
レ
グ
ロ
（
ハ
長
調
）

息
．．．．．． 

舌‘

ラ

ム 後

援
主

催 合

上
田
松
尾
高
等
學
校

翡

疇

霜

麟

協

賛

會

上

田

市

公

民

館

合
唱
指
揮 唱

ンイ

デ

｝レ

ド

ン

程
ー

十
月
二
十
日
（
金）

二
一
時
三

0
分

上

野

騨

集

合

二
一
時
五

0
分
上
野
猿
（
新
潟
米
原
行
）

十
月
二
十

一
日
（
土
）

八
時
五
九
分

上
田
着

朝
食

（公
民
館
）
食
后
自
由
行
動

書
食

(

”

)

二
二
時

演
奏

（
小
・
中
學
生
の
為
）

一
四
時
ー
一
六
時
第
一
演
奏

一
七
時
三

0
分

夕

食

一
八
時
三

0
分

第

二
演
奏

演
奏
終
了
后
バ
ス
に
て
別
所
温
泉
に
行
き
三
ケ
所
に
分
散
宿
泊
す

宿
泊
旅
館
玉
屋
（
男
生
徒
）
敦
官
二
名
生
徒
一
九
名

柏
屋
（
女
子
、
敦
官
を
含
む
）
一
五
名

花

屋

（

職

員
）

二

四

名

c
 

B
 

A 

？
日 ー

、
鐘
が
鳴

り

ま

す

2

、

カ

ヤ

の

木

山

3
、

カ

ラ

タ

チ

の

花

十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
民
謡

1
、
私
は
臨
栄
に
な
り
た
い

2
、
ジ
ャ
ン
の
愛
を
歌
お
う

3
、
や
さ
し
い
よ
り
も
け
ち
ん
坊
の
フ
イ
リ
ス

歌
劇

「
オ
テ
ロ
」
よ
り

柳

の

歌

4
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
舞
曲
第
五
、
第
六

5
、
碧
き
ド
ナ
ウ
の
流
れ

〔原
資
料
横
組
〕

一
三
時
三

0
分
ま
で ヴ

ェ
ル
デ
イ

ブ
ラ
ー
ム
ス

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

第2部 昭和の東京音楽学校篇
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山
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十
月
二
十
二
日
（
日
）

午
前
中
自
由
行
動

畳
食

―
一
時
四

0
分

―
二
時

0
六
分

一
七
時

0
六
分

ー
注
意
ー
二
十
一
日
（
土
）
の
朝
食
は
各
自
持
参
の
こ
と
。

二
五
・
十
・
一
六

上
田
出
張
管
絃
楽
部
員

十
月
二
十
日
（
金）

0
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

兎
束
、
渡
邊
、
山
田
、
川
田
、
田
中
、
伊
達
、
井
上
、
島
根
、
山
崎
、
河
村

0
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

高
角
、
竹
内
、
黒
崎
、
岡
田
、
岩
田
、
相
澤
、
宮
崎
、
坂
本
、
信
清
、
平
尾

0
ヴ
ィ
オ
ラ

井
上
、
安
藤
、
東
儀
、
吉
江
、
赤
星
、
王

0

セ

ロ小
澤
、
堀
江
、
宮
島
、
野
々
山
、
廣
田
、
堀
内
、
上
村

0

バ

ス

0

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

0

フ
リ
ュ
ー
ト

今

村

、

窪

田

中

山

、

持

丸

、

山

本

宇

野

、

長

谷

川

0

ホ

ル

ン

0

オ
ー
ボ
エ

（
谷
中
）
、
秋
葉
、
（
千
葉
）
、
二
俣

富
山
、
梅
原

0

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

0

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

0
打

楽

器

山
本
、
大
石
、
土
橋
、
長
濱

北

爪

、

新

井

今

村

、

大

橋

0

フ
ァ
ゴ
ッ
ト

0
指

揮

中

田

、

三

原

金

子

0
楽

器

係

石

川

0

ソ
。
フ
ラ
ノ
毛
利

0
一
音
楽
部
長
加
藤

ー
生
徒
全
員
、
楽
器
輸
送

ス
テ
ー
ジ
楽
譜
係
を
願
い
ま
す
。
出
張
中
山
本
が
お

せ
わ
致
し
ま
す
。
l

〔手
書
き
の
横
書
き
〕

イ

ン

ペ

ク

山

本

―
一
時
旅
館
に
て

上
田
騨
集
合

”

狡

車

上
野
着

（二）日
(

1

)

 

(

2

)

 

(

3

)

 

場

合

唱

ジ

。

フ

シ

ー

の

歌

（
ブ
ラ
ー
ム

ス

）
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P
R
O
G
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A
M
 

O
r
c
h
e
st
ra 
O
v
e
rt
u
r
e
^
^
C
O
R
I
O
L
A
N
"
 

o
p
.
 62
 
(
B
e
et
h
o
v
e
n
)
 

C
h
o
r
u
s
^
(
G
I
P
S
Y
 S
O
N
G
"
 o
p
.
1
0
3
 
(
B
r
a
h
m
s
)
 

C
h
o
r
u
s
 &
 O
r
c
h
e
st
r
a
^
(
S
Y
M
P
H
O
N
Y
 N
o
.
 
9
"
 
D
 m
i

n
o
r
 

0
p
.
 12
5
 
(
B
e
et
h
o
v
e
n
)
 

1st
 

m
o
v
e
.
 Al
l
e
g
ro n
o
n
 t
rop
p
o
 u
n
 p
o
c
o
 M
a
e
st
o
s
o
.
 

2
n
d
 m
o
v
e
.
 Sc
h
e
r
z
o
.
 

3
r
d
 
m
o
v
e
.
 Ad
ag
i

o
 m
o
l
t
o
 
e
 C
a
nt
a
bi
le
.
 

4
t

h
 m
o
v
e
.
 Pr
e
st
o
 (
c
h
o
r
a
l
)
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
 N•Kaneko 

S
o
l
o
 

M
.
 Si
b
at
a
.
 

K
.
 Isi
z
u
.
 

Y
•
N
娑
a
n
o

.

J
.
 
M
0
1
ri
.
 

序

曲

コ

リ

オ

ラ

ン

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）

曲

目

第2章

後

熊
本
縣
敦
育
委
員
會

熊
本
日
日
新
聞
社

聾
飼
連
絡
協
議
會

主

援催

ヒ
合目ハ

本
熊

本

市

文

化

會

熊
本
―
音
楽
敦
育
連
盟

同
墜
會
熊
本
支
部

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
ー
十
四
日

宮
崎
）

東

京

上

野

藝

術

大

學

大

演

奏

會

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）

熊
本
市
公
會
堂
ホ
ー
ル

日

所時

午
後
三
時

市

午
後
七
時

演
奏
旅
行
（
熊
本
—
鹿
児
島
ー
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主
催
1
1
疇
麟
麟
疇
一
[
[
』
・
厄
5

會
聞
社

鹿
兒
島
縣
・
鹿
兒
島
縣
敦
育
委
員
會

後
援
11
夕
刊
鹿
兒
島
新
聞
社
・
鹿
兒
島
放
送
局

指
定
席
¥
三
0
0
園
（
前
賣
券
¥
二
五
〇
園
）

一
般
¥
二
0
0
園
（
前
賣
券
¥
―
五
0
園）

學

生

¥
1
0
0
園
（
前
賣
券
¥

八

0

園）

〔
鹿
児
島
で
は
、
昼
の
部
で
三
曲
目
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
〈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ
短

調
〉
（
全
楽
章
）
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
ー
伊
達
良
、
四
曲
目
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
〈
第
九

交
響
曲
二
短
調
〉
（
終
楽
章
の
み
）
が
演
奏
さ
れ
た
。
夜
の
部
は
十
二
日
（
熊
本
）
と
同
じ
。
〕

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
大
傑
作
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
鹿
兒
島
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
は

始
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
優
れ
た
獨
唱
者
四
名
と
管
弦
楽
と
混
磐
合
唱
隊
が

な
け
れ
ば
出
来
な
い
の
で
す
。
日
本
で
始
め
て
こ
の
曲
が
演
奏
さ
れ
た
の
は
大
正
十
三

年
秋
上
野
―
音
楽
學
校
の
職
員
生
徒
に
よ
っ
て
で
あ
り
ま
し
た
。
人
こ
そ
違
え
今
回
こ
の

入

場

料

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
三
日
（
月
）

於

鹿

兒

島

市

中

央

公

民

館

悶
疇
叶
讐
詞
謬
竺
讐
晒
麟

九
州
出
張
管
絃
楽
部
員
兎
束

第

一
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

ニ

伊

達
相
澤

第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ニ
竹
内
井
上

ヴ
ィ
オ
ラ
…
…
…
…
二
吉
江
小
澤

ロ
…
…
…
…

．．． 
（廣
田

セ
〔
曲
目
は
十
二
日
と
同
じ
。
〕

於

宮
崎
縣
公
會
堂

（
薔
東
京
―
音
楽
學
校
）

東
京
藝
術
大
學
―
音
楽
學
部
教
授
學
生
大
演
奏
會

毛中石柴金

子田

睦

津

憲
野

陽

利

順

〔
原
資
料
横
組
〕

第
一
楽
章

第
二
楽
章

第
三
楽
章

第
四
楽
章

）

合

唱

と

（

管

絃

楽

三

第
九
交
響
曲
二
短
調

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）

速
く
し
か
し
過
ぎ
ぬ
よ
う
に
、
且
や
や
荘
厳
に

ス
ケ
ル
ツ
ォ

非
常
に
お
そ
く
且
つ
歌
う
よ
う
に

急
速
に
、
合
唱
（
歓
喜
に
寄
す
）
指

揮
獨

唱

子子ー陸登

學
校
の
約
百
五
十
名
か
ら
成
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
隊
を
嘗
市
に
迎
え
得
た
こ
と
は

又
と
な
い
鹿
兒
島
の
幸
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
に
行
か
な
け
れ
ば
聰
け
な
い
こ
の
大
演

奏
會
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
が
畳
の
部
で
演
奏
さ
れ
ま
す
が
此
も
鹿
兒
島
で
は
始

め
て
の
こ
と
で
す
。

◆
前
賣
券
は
市
内
各
楽
器
店
鹿
兒
島
縣
―
音
楽
同
好
會

（
柿
本
寺
信
用
組
合
内
）
で

猿
賣
し
ま
す
◆

管

絃

楽

と

大

合

唱

東
京
藝
術
大
學
―
音
楽
學
部

東

京

＿

音

楽

學

校

指

揮

金

子

登

午
後
二
時
開
演

十
一
月
十
四
日
（
火
）
｛
午
後
六
時
開
演

韮弄
崎本上邊
明

安
藤

（赤
星

立疇戸
儀清崎根角

（
黒
沼
）
（
宮
島

（
堀
内

後
援

ク← ・・ →｀ ク ― ‘‘ 

岡田川
田中田 日

向

日

々

新

聞
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独
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奏
鳴
曲
作
品
一
〇
一
全
楽
章

作
品
五
二

東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
演
奏

今
年
は
ま
だ
藝
術
大
學
音
楽
學
部
の
卒
業
演
奏
會
で
は
な
く
て
、
酋
来
の
専
門
學
校

と
し
て
の
東
京
音
楽
學
校
の
そ
れ
で
あ
る
。
将
来
の
記
録
の
た
め
に
く
わ
し
く
書
く

と
、
東
京
藝
術
大
學
東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
演
奏
會
と
い
う
ま
こ
と
に
む
ず
か
し
い
こ
と

に
な
る
。

今
年
か
ら
は
、
優
秀
な
學
生
だ
け
が
え
ら
ば
れ
る
と
い
う
従
来
の
慣
習
を
や
ぶ
つ

て
、
全
卒
業
生
が
睛
れ
の
ス
テ
ー
ヂ
に
た
つ
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

學
校
と
し
て
は
そ
れ
が
公
平
で
あ
り
、
ま
た
學
生
に
と
つ
て
も
は
げ
み
に
な
つ
て
大

い
に
よ
い
こ
と
だ
と
お
も
う
が
、
そ
の
結
果
、
人
に
き
か
せ
る
た
め
の
音
楽
會
と
し
て

の
内
容
は
と
う
て
い
充
質
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
文
字
ど
お
り
玉
石
こ
ん

こ
う
で
あ
っ
て
、
き
く
方
に
は
大
い
に
忍
耐
が
い
る
わ
け
で
あ
る
。
今
後
も
こ
う
い
う

方
針
で
、
お
こ
な
わ
れ
る
の
な
ら
ば
、
い
つ
そ
の
こ
と
全
校
の
お
祝
い
演
奏
會
と
し

同

エ
ロ
イ
カ
の
主
題
に
よ
る
十
五
の
変
奏
曲
と
遁
走
曲
同 同

園

部

郎

池

本

純

子

四
、
ピ
ア
ノ
独
奏

諏
詩
曲

ヘ
短
調

シ

ョ

ノぐ

ン

三
、
ピ
ア
ノ
独
奏

五
、
ピ
ア
ノ
独
奏

井

上

葉

ェ
ロ
イ
カ
の
主
題
に
よ
る
十
五
の
変
奏
曲
と
遁
走
曲
作
品
三
五
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

同

小

柳

芳

子

一
、
ピ
ア
ノ
独
奏

ヘ
ン
デ
ル
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
と
遁
走
曲

二、

ピ
ア
ノ
独
奏

作
品
二
四

本
科
卒
業

ス

鈴

木

貴

志

子

プ

ラ

ー

ム

今

堀

美

智

子

作
品
三
五
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

〔

マ

マ

〕

一
人
一
人
が
競
技
會
的
に
熱
中
し
な
い
で
、
力
個
相
應
の
曲
を
ひ
い
て
た
の
し
い

ふ
ん
い
き
を
つ
く
つ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
力
に
あ
ま
る
大
曲
を
背
負
つ
て
、
急
坂

を
の
ぼ
る
よ
う
な
姿
を
み
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
非
藝
術
的
で
味
氣
な
い
も
の

で
あ
る
。
が
し
か
し
、
こ
れ
も
考
え
て
み
れ
ば
、
あ
く
ま
で
き
き
手
の
側
に
た
つ
て
の

い
い
ぶ
ん
で
あ
る
。
し
か
も
、
全
員
出
演
は
決
し
て
皮
肉
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
前
述

の
よ
う
に
事
質
結
構
な
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
年
一
度
の
卒
業
を

機
會
に
、
こ
れ
ぞ
選
良
と
い
う
人
た
ち
だ
け
を
そ
ろ
え
て
校
外
の
人
間
に
き
か
せ
る
、

と
い
う
會
も
や
は
り
―
つ
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
れ
で
も
出

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
一
種
の
悪
平
等
に
お
わ
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
は
し

な
い
か
、
な
ど
と
、
こ
れ
ま
た
き
き
手
の
側
の
注
文
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
會
は
三
月
二
十
八
、
九
雨
日
、
藝
大
奏
楽
堂
で
も
よ
お
さ
れ
た
の

だ
が
、
作
曲
、
磐
楽
、
絃
、
管
、
。
ヒ
ア
ノ
各
部
門
を
通
じ
て
、
今
年
は
、
こ
れ
は
と
お

も
う
人
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
中
に
は
こ
れ
か
ら
受
験
し
て
も
合
格
が
う
た
が
わ
し

い
と
お
も
う
よ
う
な
人
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
こ
そ
藝
術
の
學
校
だ
と
も
い
え

る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
全
般
的
低
調
さ
は
、
大
切
な
時
を
載
手
で
う
ば
わ
れ
た
終
戦
直
後

の
入
學
生
だ
か
ら
だ
、
と
某
先
生
の
お
も
い
や
り
の
あ
る
説
明
で
私
も
納
得
し
た
し
、

ま
た
、
こ
こ
に
も
敷
年
に
わ
た
っ
た
あ
の
戦
手
の
被
害
者
が
あ
る
こ
と
を
し
つ
て
、
卒

業
後
の
精
進
と
狡
展
を
切
望
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

第
一
日
は
作
曲
と
槃
楽
。

作
曲
昨
年
度
毎
日
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
入
賞
の
白
石
顕
雄
（
李
顕
雄
）
氏
の
五
重

奏
曲
が
出
演
者
病
氣
と
い
う
理
由
で
休
演
。

大
橋
博
氏
の
フ
リ
ュ
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
、
美
し
い
。
だ
が

き
わ
め
て
平
凡
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、
そ
れ
に
比
し
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
き
わ
め
て
氣
の

き
い
た
和
墜
の
流
れ
の
あ
る
作
品
だ
が
、
ま
こ
と
に
個
性
に
と
ぼ
し
い
。
こ
の
作
品
の

は
っ
た
り
の
な
い
堅
質
さ
は
、
藝
術
的
に
も
非
藝
術
的
に
も
ど
ち
ら
に
も
道
が
通
じ
そ

う
で
あ
る
。
フ
リ
ュ
ー
ト
の
長
谷
川
博
氏
が
こ
の
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
は
な
は
だ
お
も

い
や
り
な
く
吹
き
と
ば
し
て
い
た
の
に
反
し
て
、
池
本
純
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
、
こ
の

曲
に
あ
る
私
の
い
わ
ゆ
る
氣
の
き
い
た
和
翌
感
を
よ
く
出
し
て
い
た
。

柳
原
徳
蔵
氏
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
（
及
能
春
江
さ
ん
演
奏
）
は
、
音
楽
へ
の
感
動
と

て、
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い
う
よ
り
も
、
主
楽
想
の
展
開
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
よ
う
で
終
始
晦
澁
感
に
お
わ
れ

る
作
品
。
も
つ
と
す
な
お
に
、
力
個
の
ま
ま
に
II
歌
う
“
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
終
楽

章
が
多
少
と
も
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
の
は
、
一
等
す
な
お
に
か
け
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

槃
楽
敷
名
の
外
國
人
特
別
入
學
生
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
し
て
日
本
人
か
ら
は

じ
め
よ
う
。

安
藤
郁
夫
氏
（
バ
リ
ト
ン
）
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
影
法
師
」
と
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
の
「
聖
繹
曲
」
の
二
曲
を
歌
っ
た
が
、
借
り
も
の
の
歌
い
方
が
先
に
立
つ
て
感
じ
ら

れ
る
の
で
、
一
見
お
と
な
び
て
い
る
が
、
質
は
こ
れ
は
た
い
へ
ん
よ
く
な
い
こ
と
だ
と

お
も
う
。
と
い
う
の
は
、
墜
が
生
ま
で
生
硬
な
の
に
歌
い
方
に
だ
け
氣
取
り
が
み
え
る

か
ら
だ
。
何
よ
り
も
ま
ず
墜
の
技
巧
を
ね
つ
て
ほ
し
い
。

鈴
木
逹
也
氏
（
テ
ノ
ー
ル
）
プ
ラ
ー
ム
ス
の
「
五
月
の
夜
」
と
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
の
ト

ス
カ
の
「
星
は
光
り
ぬ
」
。
こ
の
人
は
前
者
に
く
ら
べ
て
ま
じ
め
一
方
だ
が
、
ど
う
も

饉
厳
す
ぎ
る
藝
術
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。
そ
れ
に
槃
楽
的
訓
練
も
う
ん
と
し
て
ほ
し

、。
津
村
ト
シ
子
さ
ん
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
ア
イ
ー
ダ
の

「勝
ち
て
饉
れ
」
。
こ
の
人
の
槃
は

ま
だ
ま
だ
の
び
る
だ
ろ
う
。
ま
だ
ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
い
し
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
力
も
た

り
な
い
が
、
そ
れ
で
も
一
應
オ
ペ
ラ
的
な
ふ
ん
い
き
を
も
つ
て
い
る
。
そ
し
て
表
現
が

す
な
お
な
の
が
な
に
よ
り
い
い
。
し
か
し
、
こ
と
ば
が
と
か
く
口
先
に
こ
も
り
が
ち
に

な
る
の
は
、
オ
ペ
ラ
に
は
と
く
に
よ
く
あ
る
ま
い
。
す
べ
て
が
平
凡
な
よ
さ
だ
が
、
一

切
が
こ
れ
を
打
破
す
る
こ
と
に
か
か
つ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

向
田
壽
子
さ
ん
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
上
野
の
卒
業
演
奏
會
に
も
つ
い
に
（
私
の
記
憶
の

ま
ち
が
い
で
な
け
れ
ば
…
・
:
)
フ
ラ
ン
ス
の
歌
曲
が
登
場
し
た
。
デ
ュ
パ
ル
ク
の
「
旅

へ
の
い
ざ
な
い
」
と
「
フ
ィ
ヂ
レ
」
。
非
常
に
あ
ら
け
ず
り
で
、
チ
ョ
ッ
ト
め
ん
く
ら

っ
た
が
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。
こ
う
い
う
人
は
一音
楽
の
専
門
的
見
方
で
は
鋏
貼
だ
ら

け
な
の
だ
ろ
う
が
、
私
な
ど
か
ら
み
る
と
、

11

歌
“
を
も
つ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。
ま

だ
多
分
に
ド
イ
ツ
く
さ
い
の
と
テ
ム
ボ
が
悪
い
の
で
フ
ラ
ン
ス
の
歌
の
味
が
弱
い
。
浅

野
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
に
ち
が
い
な
い
が
、

一
方
に
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
へ
の
野
望
を
す
て

ず
、
他
方
で
浅
野
先
生
に
竪
楽
的
に
も
藝
術
的
に
も
う
ん
と
イ
ヂ
め
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
だ
。
き
っ
と
よ
く
な
る
、
と
私
は
お
も
う
が
…
…
？

山
越
ミ
ネ
子
さ
ん
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
イ
ェ
ン
ゼ
ン
の
「
ひ
び
け
バ
ン
デ
ー

ロ
」
と

「
そ
よ
吹
く
風
」
。
ま
だ
生
硬
だ
が
磐
の
あ
る
人
だ
。
わ
り
あ
い
に
し
つ
か
り
と
歌
を
つ

か
ん
で
い
て
よ
い
が
、
リ
リ
カ
ル
な
表
情
の
勉
強
が
た
り
な
い
よ
う
だ
。
絶
封
的
な
い

み
を
も
つ
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
が
、
槃
楽
的
に
は
前
の
向
田
さ
ん
よ
り
ま
と
ま
つ
て
い
る

よ
う
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
創
意
の
弱
い
と
こ
ろ
が
山
越
さ
ん
の
弱
貼
で
は
な
い
だ
ろ

n
o
 

う
カ平
井
美
佐
子
さ
ん
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
グ
ゥ
ノ
ー
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
「
ト
ウ
ー
レ
王
」

と
「
賓
石
の
歌
」
。
こ
の
人
も
美
し
い
竪
で
よ
く
ま
と
ま
っ
た
堅
質
な
歌
い
方
だ
が
、

何
か
内
側
か
ら
つ
き
や
ぶ
つ
て
出
る
力
と
、
と
う
す
い
的
な
魅
力
が
な
い
。
メ
ロ
デ
ィ

の
表
現
が
あ
ま
り
に
も
平
面
的
す
ぎ
る
か
ら
だ
。
器
楽
で
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
の
一
っ
―
っ

の
理
解
が
必
要
な
の
と
同
じ
よ
う
に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
動
き
を
は
つ
き
り
と
つ
か
ん
で

情
緒
を
生
か
さ
な
い
と
劇
的
な
説
得
性
が
う
ま
れ
な
い
。

中
西
愛
子
さ
ん
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
ア
ガ
ー
テ
の
ア
リ
ア
」
。
最

初
の
う
ち
表
現
が
不
安
定
だ
っ
た
が
、
こ
の
不
安
定
さ
は
、
技
巧
の
こ
と
以
外
に
、
愛

情
の
歌
を
歌
う
に
は
あ
ま
り
に
も
お
譲
さ
ん
ら
し
い
表
現
に
な
る
こ
と
が
大
き
い
原
因

な
の
だ
ろ
う
。
き
れ
い
な
槃
だ
が
、
そ
の
槃
が

一
貫
し
て
生
き
て
い
な
い
。
自
分
の
氣

持
や
表
現
の
力
個
で
こ
な
せ
る
と
こ
ろ
だ
け
が
綿
密
に
表
現
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
訴

え
る
力
が
散
慢
に
な
る
。
だ
が
こ
の
人
は
ま
だ
の
び
る
人
だ
ろ
う
。

木
下
武
久
氏
（
バ
リ
ト
ン
）
ま
だ
な
ま
な
竪
だ
ー
と
い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
う

る
お
い
を
ま
す
こ
と
も
で
き
る
し
昔
量
も
出
る
と
い
う
い
み
だ
。
し
か
し
、
ゆ
っ
た
り

と
槃
が
出
る
こ
と
が
第
一
の
強
味
だ
。
ヴ
ォ
ル
フ
の
「
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
墓
」
、
「
そ
を

想
ぇ
か
し
」
、
コ
音
楽
學
生
」
の
三
曲
。
少
し
曲
が
重
す
ぎ
た
が
、
よ
く
歌
つ
て
い
た
。

コ
音
楽
學
生
」
が
曲
と
し
て
最
も
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
曲
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
の
動
き
が
か
る
い
の
と
自
分
自
身
で
曲
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま

た
そ
の
反
面
に
、
ヴ
ォ
ル
フ
獨
特
の
せ
ん
さ
い
な
リ
リ
シ
ズ
ム
に
は
嘗
然
の
こ
と
だ

が
、
ま
だ
臨
が
た
た
ぬ

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

何
よ
り
も
墜
を
き
た
え
る
こ
と
に
専

念
し
て
ほ
し
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
程
度
の
素
質
の
よ
さ
は
こ
の
ま
ま
で
は
決
し
て
大

き
く
成
長
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
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中
村
浩
子
さ
ん
（
メ
ッ
ツ
ォ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
「
ド
ン
カ
ル
ロ
」
の
「
き
び
し
き

運

命
」
。
槃
量
も
あ
り
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
表
情
も
一
應
も
つ
て
い
る
。
槃
に
も
う
少
し

ま
る
み
が
ほ
し
い
こ
と
と
、
ピ
ア
ノ
の
美
し
さ
を
ね
ら
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
日
の
限
り

で
は
、
前
の
木
下
氏
と
二
人
が
一
番
黙
敷
が
い
い
だ
ろ
う
。
大
い
に
勉
強
を
の
ぞ
み
た

、。
槃
楽
で
は
四
人
の
外
國
人
特
別
學
生
が
卒
業
し
た
。
ど
の
人
も
日
本
人
と
は
ち
が
つ

た
特
色
の
あ
る
槃
を
も
つ
て
い
る
の
だ
が
、
お
し
い
こ
と
に
き
び
し
い
技
巧
の
修
練
が

た
り
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
但
し
、
「
カ
ル
メ
ン
」
の
「
花
の
歌
」
を
う
た
っ
た
呉
山

京
世
氏
（
テ
ノ
ー
ル
）
は
、
表
現
は
な
か
な
か
成
熟
し
て
い
た
が
、
槃
の
力
が
た
り
な

い
。
と
い
う
こ
と
も
結
局
は
、
技
巧
の
修
練
の
未
熟
に
饉
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
征

服
す
れ
ば
大
い
に
活
躍
で
き
る
だ
ろ
う
。

王
子
薇
さ
ん
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
は
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
ト
ロ
バ
ト
ー
レ
」
の
「
静
夜
」

を
う
た
っ
た
が
、
歌
の
性
格
が
あ
ま
り
お
と
な
し
す
ぎ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
槃
の
修
練

が
ま
だ
足
り
な
い
。
だ
が
非
常
に
す
な
お
な
き
れ
い
な
槃
だ
か
ら
未
来
の
勉
強
を
大
い

に
切
望
し
た
い
。

ダ
イ
ラ
ミ
・
ハ
ッ
サ
ン
氏
（
テ
ノ
ー
ル
）
こ
の
人
の
竪
は
ち
ょ
っ
と
南
欧
人
が
か

つ
て
い
る
し
、
歌
い
方
も
南
欧
的
な
も
の
で
、
マ
ッ
テ
ィ
の
「
箕
賓
に
あ
ら
ず
」
の
方

が
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
シ
ル
ヴ
ィ
ア
姫
」
よ
り
は
る
か
に
よ
く
歌
え
て
い
た
。
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
が
民
謡
的
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
こ
の
人
の
歌
に
は
特
長
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
小
さ
い
槃
で
は
つ
き
り
と
う
た
え
る
訓
練
を
つ
む
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
う

す
れ

ば
、
輩
に
竪
の
大
小
だ
け
で
な
く
、
抒
情
性
が
も
っ
と
ゆ
た
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ

て
表
現
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
第
一
日
は
、
二
人
の
作
曲
と
十
二
人
に
よ
る
墜
楽
十
九
曲
。
純
計
二
十
一
曲

を
き
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
十
把
一
か
ら
げ
に
寸
感
を
書
い
た
の
で
あ
る
か
ら
意
を
つ

く
し
え
て
い
な
い
黙
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

第
二
日
は
管
と
絃
と
ピ
ア
ノ
で
あ
っ
た
。

宇
野
浩
二
氏
（
フ
リ
ュ
ー
ト
）
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
卜
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
(

K

三

一
三
）
。
昔
も
比
較
的
よ
く
、
フ
リ
ュ
ー
ト
の
演
奏
技
巧
を
し
ら
な
い
私
に
は
、
な
か

な
か
の
テ
ク
ニ
シ
ア
ン
に
み
う
け
ら
れ
た
が
、
技
巧
に
ま
か
せ
て
吹
き
ま
く
つ
て
い
る

感
じ
で
、
音
楽
的
な
表
現
が
非
常
に
た
り
な
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
は
ど
ん
な
速
い
昔

〔

マ

マ

〕

型
や
走
句
に
も
獨
特
の
味
わ
い
が
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
人
は
そ
ん
な
こ
と
に
容
捨
な

く
吹
き
ま
く
る
。
そ
こ
に
魅
力
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
な
か
拍
手
が
あ
っ
た
が
、
し
か

し
、
表
現
に

11

歌
“
が
た
り
な
い
こ
と
は
大
き
な
鋏
貼
で
あ
る
。

長
谷
川
博
氏
（
フ
リ
ュ
ー
ト
）
イ
ベ
ー
ル
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
。
昔
に
し
め
り
氣
が

た
り
な
い
で
か
さ
か
さ
し
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
の
弱
貼
だ
。
そ
れ
に
こ
の
人
も
お

そ
ろ
し
く
吹
き
ま
く
る
。
一
っ
―
つ
の
フ
レ
ー
ズ
の
終
り
方
が
馘
暴
だ
。
呼
吸
法
が
悪

い
の
か
そ
れ
と
も
他
の
技
巧
上
の
映
貼
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
曲
も
少
し
荷
が

か
ち
す
ぎ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
河
村
博
子
さ
ん
、
シ
ョ
ー
ソ
ン
の
「
詩
曲
」
（
作
品
二
五
）
は
表

現
は
非
常
に
す
な
お
な
の
だ
が
手
日
に
は
ば
の
な
い
の
が
残
念
だ
。
〔

マ

マ

〕

こ
と
に

E

線
A
線
の
音
色
に
…
•
,
.
。
曲
が
こ
の
人
の
理
解
を
大
部
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
こ
と
も
表
現
を
輩
調
に
し
た
原
因
だ
ろ
う
が
、
ま
だ
勉
強
し
だ
い
で
ど
う
に
で
も
愛

り
う
る
人
だ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
こ
の
人
に
は
自
分
の
主
日
を
ゆ
た
か
に
す
る
こ
と

が
先
決
問
題
だ
。

田
中
榮
＿
氏
（
ヴ
ィ
ウ
タ
ン
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
・
第
五
番
）
。
な
か
な
か
よ
く
勉
強

し
て
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
秀
才
型
の
演
奏
で
あ
る
。
だ
か
ら
蒻
術
味
に
と
ぼ
し
い
。
右
肩

に
力
が
は
い
り
す
ぎ
る
た
め
か
運
弓
が
こ
わ
ば
つ
て
昔
色
が
少
し
か
た
く
な
る
。
こ
の

人
に
も
昔
色
の
愛
化
を
工
夫
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

ピ
ア
ノ

鈴
木
貴
志
子
さ
ん
（
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ヘ
ン
デ
ル
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
作
品
二
四
）
。

部
分
的
な
昔
色
は
悪
く
な
い
の
だ
が
、
ペ
ダ
ル
の
せ
い
か
和
槃
が
に
ご
る
。
こ
の
曲
で

和
墜
が
に
ご
つ
て
は
重
厚
を
と
お
り
こ
し
て
き
き
づ
ら
い
。
主
要
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
浮

彫
的
に
は
つ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

小
柳
芳
子
さ
ん
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
エ
ロ
イ
カ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
作
品
三

五
）
。
こ
の
人
の
ペ
ダ
ル
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
ス
ケ
ー
ル
的
な
上
昇
フ
ィ
ギ
ュ

ー
ル
が
つ
ね
に
一
律
に
に
ご
つ
て
し
ま
う
の
が
非
常
に
氣
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
主
題
を

少
し
ね
ば
り
す
ぎ
る
。
も
う
少
し
明
快
さ
が
ほ
し
か
っ
た
。
綿
恒
に
よ
く
ま
と
ま
つ
て

、
、
、
、

い
わ
ゆ
る
學
校
的
な
黙
敷
で
は
い
い
だ
ろ
う
と
お
も
う
が
、
秀
才
型
で
あ
り
す
ぎ
る
。
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も
つ
と
全
恒
に
わ
た
つ
て
は
つ
ら
つ
さ
が
ほ
し
い
。

井
上
二
葉
さ
ん
（
シ
ョ

パ
ン
の
バ
ラ
ー
ド

・
ヘ
短
調
・
作
品
五
二
）
。
前
の
二
人
に

く
ら
べ
て
こ
の
人
の
ペ
ダ
ル
は
ま
こ
と
に
慣
重
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
昔
の
か
も
し
出

す
ふ
ん
い
氣
が
全
く
ち
が
う
。
そ
れ
は
非
常
に
い
い
の
だ
が
、
こ
の
人
の
シ
ョ
パ
ン
は

あ
ま
り
に
も
少
女
的
な
美
し
さ
に
お
わ
っ
て
い
る
。
右
手
の
シ
ョ
パ
ン
的
フ
ィ
ギ
ュ
ー

ル
は
す
べ
て
美
し
い
の
だ
が
、
低
昔
の
効
果
が
あ
ま
り
に
も
冷
淡
に
あ
っ
か
わ
れ
す
ぎ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
深
さ
が
十
分
に
出
な
い
。
よ
く
ま
と
ま
つ
て
い
る
だ
け
に
も
う

一
息
迫
力
が
ほ
し
か
っ
た
。

今
堀
美
智
子
さ
ん
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
エ
ロ
イ
カ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
。
こ

の
人
は
に
ご
り
が
な
く
て
、
曲
の
構
成
も
わ
り
に
よ
く
つ
か
め
て
い
た
し
、
と
く
に
フ

ュ
ー
グ
の
虞
理
も
よ
か
っ
た
が
、
各
愛
奏
曲
が
主
題
と
統
一
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な

い
の
で
曲
全
想
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
弱
い
。
一
曲
毎
に
猿
想
が
動
揺
し
て
、
奏
者
自

身
の
最
初
の
感
動
が
最
後
ま
で
持
ち
こ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
こ
と
は
と
く
に
大
切
な
こ
と
だ
ろ
う
。

池
本
純
子
さ
ん
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
一
〇
一
番
・
ソ
ナ
タ
）
。
こ
の
人
は
一

等
昔

楽
的
な
人
の
よ
う
だ
。
何
よ
り
も
情
緒
を
も
つ
て
い
る
。
第
一
楽
章
は
あ
ま
り
に
も
少

女
的
な
情
緒
で
、
私
に
は
つ
い
て
い
き
に
く
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
か
え
つ
て
こ
の
人
の

年
齢
に
あ
り
う
る
本
嘗
の
感
動
な
の
だ
ろ
う
。
終
楽
章
の
導
入
部
と
、
第
一
楽
章
の
主

題
が
あ
ら
わ
れ
る
部
分
の
曲
調
は
よ
く
ひ
け
て
い
た
。
フ
ュ
ー
グ
は
も
つ
と
き
び
き
び

し
た
表
現
が
私
に
は
の
ぞ
ま
し
い
が
、
と
も
か
く
力
強
く
ひ
け
て
い
た
。
こ
の
人
が
、

清
澄
で
し
か
も
強
い
打
鍵
I

と
く
に
左
手
に
ー
が
で
き
る
な
ら
も
つ
と
表
現
力
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
こ
の
人
が
、
二
日
間
を
通
じ
て
最
も
一
音
楽
ら

し
い
一
音
楽
を
き
か
せ
て
く
れ
た
。

以
上
、
第
二
日
は
九
人
九
曲
だ
が
、
時
間
は
三
時
間
半
、
疲
労
こ
ん
ぱ
い
し
た
上

で
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
雑
然
と
し
た
感
想
に
お
わ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
奮

闘
さ
れ
た
卒
業
生
諸
君
の
榮
苦
を
お
も
い
や
ら
ざ
る
こ
と
は
な
は
だ
し
い
か
も
し
れ

ぬ
。
だ
が
、
卒
業
生
諸
君
の
勝
来
の
一音楽
生
活
は
、
一
、
二
頁
の
雑
誌
批
評
な
ど
に
左

右
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
諸
君
の
顔
剣
な
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
拙
文
を
近
い

将
来
に
笑
い
の
種
に
す
る
だ
け
の
成
長
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

昭
和
二
十
六
年
五
月
五
日
（
土
）

◎
午
前
七
時
三
十
六
分
東
京
騨
狡
（
湘
南
電
車
）

◎
疲
車
一
時
間
前
八
番
線
ホ
ー
ム
集
合
各
自
乗
車

◎
場
所
静
岡
縣
吉
原
市
公
會
堂

◎

演

奏

二

時

七

時

二

回

◎
曲
目一

、
序
曲
オ
ベ
ロ
ン
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
•
ウ
バ

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

一
、
交
響
曲
第
六
番
「
田
園
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
オ
ー
ヴ
ェ
ン

一
、
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
舞
曲
第
五

•

第
六
界
：
·
…
…
…
…・
・
・
ブ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
揮

山

田

和

指

金

子

イ

ン

ス

ペ

ク

タ

ー

山

本

正

◎
六
日
の
午
前
中
田
子
ノ
浦
海
岸
に
て
地
曳
網
の
接
待
（
但
雨
天
取
止
め
）

午
后
三
時
す
ぎ
の
汽
車
に
て
饉
京
の
豫
定

△
注
意
五
日
の
書
食
は
持
参
の
事
、
尚
四
日
（
金
）
午
后
二
時
よ
り
臨
時
練
習
を
行

い
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
五
月
五
日
演
奏
旅
行
（
吉
原
）

管
弦
楽
部
出
張
演
奏
要
領

―フ 工

〔手
書
き
〕

ム

人登子ス

（
『
昔
築
藝
術
』
第
九
巻
第
五
号
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
、
五
五

l
五
九
頁
）
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年
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四
日
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木
）

東
京
―
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學
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に
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会
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直
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京
芸
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大
学
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学
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会
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会
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北

爪

大

森
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n
 

中

田
西

川

T
r
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mp
et
 

中

山

山

本

H
o
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n
 

谷

中

千

葉

秋

葉
二

俣

T
r
o
m
b
o
n
e
 

山

本
大

石
永

浜

P
e
r
c
u
s
si
o
n
 

Inst
r
u
m
e
nt
s
 

斎

藤

〔手
書
き
の
横
書
き
〕

＊
長
落
葉
の
踊
り
…
…
…
宮
城
道
雄
作
曲

越
後
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松

＊
等
屋 高

＊
能

唄 曲

演

奏

第

一

部

＊
独
唱
・
合
唱
・
管
絃
楽

第
九
交
響
曲
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
四
楽
章
「
歓
喜
に
寄
す
」

ヽ-
:
 ........................... .
 

島
・
・
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

風
・
・
…
…
…

楽第

二

部

邦 洋 曲

目

楽 楽

唄 十三等

贔 絃

小

山

節

子

山高田鈴芳菊

崎橋島木賀岡
み
ど泰佳輝春米

り了了了子弓こ

菊土上

地橋木

悌康

子明江

唄

小小小緒岸

室嵐澤鬱辺
智美恵
江子道子従

等

西鹿西野
島山山口
三美ふ
八智松み
子枝枝子

仕

舞

地

菱

宝

生

九

郎

佐

嘗

地

浅浅武

仕

舞島

澤

俊

田見見山野田

四重重俊尚

郎信弘道萌三

（
十
三
時
開
演
）

（
十
四
時
開
演
）

三
味
線

〔
原
資
料
横
組
〕

独指

唱揮

バテアソ

［ナルご
ン Iトノ

石渡中毛金

津：村利子

憲之浩順

一助子子登
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昭
和
二

0
年
四
年

” ” 大正 ” ” ” ” ” ” ” 
二
二
年
―
二
月

二
年

一
年
五
月

六
年

-
0月

二
三
年
二
月

ニ
八
年

二

0
年

二
月

明
治
―
二
年
一

0
月

一
八
年
三
月

ー

ー

母

校

の

歩

み

七

0
年

l

文
部
省
に
音
楽
取
調
掛
を
置
く

最
初
の
卒
業
生
を
出
す
全
科
卒
業
幸
田
延
子
他
二
名

に
府
縣
派
出
の
博
習
生
二

0
名

取
調
掛
卒
業
式
に
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
指
揮
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
第
一
？
）
初
演

取
調
掛
を
東
京
―
音
楽
学
校
と
改
稲
す

上
野
の
現
校
含
に
移
る

本
校
敦
授
上
原
六
四
郎
著
「
俗
楽
旋
律
考
」
出
版
さ
る
オ

リ
ヂ
ナ
ル
な
科
学
的
音
楽
理
論
書
の
先
翡

紳
田
分
敦
場
創
設

本
校
奏
楽
堂
に
於
け
る
グ
ル
ッ
ク
作
オ
ペ
ラ
「
オ
ル
フ
ォ
イ

ス
」
初
演
柴
田
（
後
の
三
浦
）
環
オ
イ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
を

演
ず
指
揮
ペ
リ
ー
ピ
ア
ノ
伴
奏
ケ
ー
ベ
ル
博
士
オ
ペ
ラ

全
曲
を
舞
台
で
演
じ
た
最
初
の
記
録

ク
ロ
ー
ン
（
指
揮
）
シ
ョ
ル
ツ
（
ピ
ア
ノ
）
新
任
し
ウ
エ
ル
ク

マ
イ
ス
テ
ル
（
チ
ェ
ロ
・
作
曲
）
ペ
ツ
オ
ル
ト
夫
人
（
声
楽
・

ピ
ア
ノ
）
と
合
せ
て
外
人
敦
師
陣
空
前
の
充
実
を
見
る

本
校
職
員
生
徒
に
よ
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
「
第
九
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」
の
初
演
行
わ
る
指
揮
ク
ロ
ー
ン

日
本
の
空
に
始
め
て
「
歓
喜
の
頌
歌
」
が
高
ら
か
に
響
い
た

同
声
会
員
三

0
0
0名
を
突
破
す

美
術
学
校
と
合
併
し
て
東
京
芸
術
大
学
創
設
さ
れ
東
京
―
音
楽
学

校
は
大
学
完
成
ま
で
そ
の
一
部
と
な
る

〔
原
資
料
横
組
〕

ほ
か

七

、

バ

リ

ト

ン

独

唱

五
、
ピ

大
都
市
の
タ
ベ
の
歌

「
メ
ロ
デ
ィ

（演
奏

作
品
三
九

オ
ン
セ
ヴ
ン
ス
」
（
ウ
イ
ン
ド
バ
ン
ド
の
た
め
の
作
品
）

音
楽
学
部
附
属
吹
奏
楽
研
究
部
指
揮
山
本
敦
官
）

北

村

喜

美

夫

六

、

作

品

発

表
_

'

休

憩

ー

|
l

同

コ

ル

ナ

ウ

ト

本

科

卒

業

鏑

木

創

ス
ケ
ル
ツ
オ
嬰
ハ
短
調

シ

ョ
゜
ノヽ

ン

「
さ
す
ら
い
人
」
幻
想
曲

四

、

バ

リ

ト

ン

独

唱

我

が

薔

薇

ノ

独

奏

ア

同

一
、
オ
ル
ガ
ン
独
奏

三、

ピ
コ

ラ

ー

レ
J
 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

大

内

喜

代

子

シ

ユ

マ
ン

同

竹

本

正

俊

ア

ノ

独

奏

本

科

卒

業

下

山

望

（イ）
（口）

我

汝

を

愛

す

紳
は
薔
薇
に
燭
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ

ブ

ーフ

ウ

ン

グ

リ

ク

二

、

バ

リ

ト

ン

独

唱

外
國
人
特
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ス
フ

別
入
学
生

本
科
卒
業

第

日

イ
短
調

昭
和
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
！
三
十
日

卒
業
演
奏
会

三
月
二
十
七
日
（
木
）
午
后
一
時

フ

ラ

ン

ク

小

二
十
八
日
（
金
）

三
十
日
（
日
）

林

俊

子

洋

楽

昭
和
二
十
七
年
三
月
{
-
言
疇
雙
讐

□麟

会
場
東
京
芸
術
大
学
昔
楽
学
部
奏
楽
堂
（
上
野
公
園
）

卒

業

演

奏

會

曲

目

（

昭

和

二

十

六

年

度

）

東
京
蒻
術
大
学
東
京
一
音
楽
学
校

洋
楽
邦
楽
・
洋
楽

第2部 昭和の東京音楽学校篇 822 



—
休
憩
|

—
ー

奏

鳴

曲

七

、

ピ

ア

ノ

独

奏

同

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
奏
鳴
曲
第
一
楽
章

（
演
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
黒
崎
邦
彦
・
ピ
ア
ノ
久
本
成
夫
）

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

歌
劇
「
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
タ
」
よ
り

作
品
一
―
―

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

金

森

晴

生

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
及
び
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
四
重
奏
曲

ア
レ
グ
ロ
ノ
ン
ト
ロ
ッ
ポ
・
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ア
レ
グ
ロ

五
、
作

品

発

表

同

間

宮

芳

生

あ
A

、
そ
は
彼
の
人
か

ヴ
ェ

ル

デ

ィ

幻

想

曲

作

品

四

九

シ

ヨ

ノぐ

ン

六、

同

白

石

亘

子

四、

ピ

ア

ノ

独

奏

同

別

宮

純

子

黒

崎

邦

彦

）

五
、
作

品

発

表

同

室

岡

文

雄

（イ）
（口）

ま
こ
と
か
？

汝
れ
た
ゞ
一
人
の
た
め
に

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
助
奏

テ
イ
ト
・
マ
ッ
テ
ィ

ヘ
ン
リ
ー
・
ゲ
ー
ル

牧

人

ピ

ゼ

ッ

テ

ィ

テ

ノ

ー

ル

独

唱

同

中

西

博

四

、

バ

リ

ト

ン

独

唱

同

芦

野

広

シ

ョ

ー

ソ

ン

協

奏

曲

ノ‘

イ

ド

ン

二、

同

山

下

孝

子

本

科

卒

業

持

丸

栄

ト
短
調

バ
ッ
ハ
11
リ
ス
ト

ッ
テ
ィ

ヽ

ピ

ア

ノ

独

奏

本

科

卒

業

本

多

安

子

第

三

日

洋

楽

二、

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

歌
劇
「
ル
ク
レ
チ
ア
・
ボ
ル
ヂ
ア
」
よ
り

三
、
ト
ラ
ム
。
ヘ
ッ
ト
独
奏

第
二
•
第
三
楽
章

幻
想
曲
と
遁
走
曲

ソ

プ

ラ

ノ

独

唱

リ
ラ
の
咲
く
頃

外
國
人
特

別
入
学
生

何
と
麗
わ
し
い

ド
ニ
ゼ

三
月
二
十
九
日
（
土
）
午
后
一
時

陳

貞

麗

奏

鳴

曲

ロ
短
調
作
品
五
八

シ

ョ
゜
ノヽ

ン

パ
ッ
サ
カ
リ
ア

ハ
短
調

ノゞ

ッ

ノ‘

一
、
オ
ル
ガ
ン
独
奏

十
二
、

。ヒ

ア

ノ

独

奏

同

荘

和

子

本

科

卒

業

島

田

麗

子

旅
へ
の
誘
い

デ

ュ

パ

ル

ク

第

日

三
月
二
十
八
日
（
金
）
午
后
一
時

洋

楽

十
一
、

テ

ノ

ー

ル

独

唱

同

世

川

幻

想

曲

作

品

一

七

シ

ユ

マ
ン

協

奏

曲

第

一

番

卜

短

調

第
一
楽
章
•
第
二
楽
章

ブ

Jレ

ッ

フ

+

、

ピ

ア

ノ

独

奏

同

八

木

登

代

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏

同

岡

田

富

士

子

（イ）
（口）

捨
て
ら
れ
し
少
女

歌
劇
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
よ
り

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

私
の
名
は
ミ
ミ

プ

レー

ッ

チ

ー

二

ヴ

ォ

フ

九、

同

金

子

淑

禰

九、

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

揺

藍

歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り

（イ）
（口）

歌
に
生
き
恋
に
生
き

。
フ
ッ
チ
ー

バ

ラ

ー

ド

作

品

一

七

シ

ョ

ノぐ

ン

メ
フ
ィ
ス
ト

ワ
ル
ツ

八

、

ピ

ア

ノ

独

奏

本

科

卒

業

上

田

菜

々

八、

ピ

ア

ノ

独

奏

同

フ

ォ

林 リ

朝

子

ス

勇 二 レ 卜

本

科

卒

業

柳

原

渥

子
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四

、

長

唄

一
、
宝
生
流

二
、
生
田
流

三
、
生
田
流

+
、
ピ

九、 七、

（イ）
（口）
（ハ）

連

獅

子

等

曲

瀬

昔

等

曲

根

曳

の

松

後

見

平

井

澄

子

間

山

本

則

寿

唄

同

鈴

木

輝

子

能

楽

花

月

シ
テ

第

四

日

八
、
作

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
オ
ラ
及
び
。
ヒ
ア
ノ
の
た
め
の
三
重
奏
曲

第

一

楽

章

（
演
奏
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ピ
ア
ノ
内
藤
芳
枝
）

表

品

発
ー

休表

北
爪
敦
官
・
ヴ
ィ
オ
ラ

憩
l

ハ
長
調
作
品

協

奏

曲

ホ

短

調

作

品

六

四

第

一

楽

章

同 同 同

山

村

昭

子

等

同
十

七

絃

同

関

民

宮

島

こ

う子

等

本

科

卒

業

山

内

喜

美

子

三

絃

上

木

敦

官

同

土

橋

明
菱

田

尚

三

佐

野

萌

地

謡

当

山

俊

道

宝

生

敦

官

朝

倉

粂

太

郎

前

田

忠

茂

七

、

作

品

発

本

科

卒

業

中

尾

米

子

須
崎
應
子
（
本
科
卒
業
）
大
鼓
安
揺
敦
官

ワ

キ

森

茂

好

笛

藤

田

敦

官

小

鼓

田

中

允

奏

鳴

曲

ス

六、

ピ

ア

ノ

独

奏

伊

丹

幸

子

二
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分
邦
楽

ア

ノ

独

奏

変
奏
曲
・
間
奏
曲
・
終
曲

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ブ

ラ

ー

ム

河
野
敦
官
・

デ

ユ

力

歌
劇
「
オ
テ
ロ
」
よ
り

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏

坂

本

玉

明

同

及

能

春

江

柳

の

歌

ヴ
ェ

ル

デ

ィ

祈恋

人

の

死

を

ひ
そ
や
か
な
る
恋

ヴ ヴ

オ オ

り

ヴ

ォ

］レルル

フ

同

泉

静

江

フ フ

ア

ル

ト

独

唱

協
奏
曲
ハ
長
調
（
ケ
ッ
ヒ
ェ
ル
三
一
四
）

第

一

楽

章

同

第
二
楽
章
•
第
三
楽
章

坂

田

智

溶

子

協

奏

曲

第

一

番

卜

短

調

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

同

梅

原

美

男

ブ

Jレ

ツ

フ

永

遠

の

愛

ア

ル

ト

独

唱

ク
ラ
イ
ス
レ
リ
ア
ー
ナ

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏

六

、

ピ

ア

ノ

独

奏ー
休
憩

‘~

四、

ソ

プ

ラ

ノ

独

唱

あ
ふ
る
る
涙

同 同 本
科
卒
業

三

、

オ

ー

ボ

エ

独

奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

マ

ス

ネ

黒

崎

邦

彦

二、

同

伊

藤

礼

子

ブ

ラ

ー

ム

ス

奏

鳴

曲

変

口

短

調

シ

ョ

江

田

礼

子

シ

ユ

マ
ン

ヽ

ピ

ア

ノ

独

奏

同

作
品
三
五

日

午

后

一

時

洋

楽
本

科

卒

業

田

辺

谷

治

子

（
演
奏
戸
ラ
リ
エ
ネ
ッ
ト
大
橋
幸
夫
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
坂
本
玉
明
）

ロ

小

沢

敦

官

・

ピ

ア

ノ

田

村

敦

官

三
味
線

ノぐ

ン 緑

芳

賀

敦

官

菊

岡

米

子

本

科

卒

業

紺

野

幸

子

田

島

佳

子

山

崎

み

ど

り
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十
六
、

十
五
、

十
四
、

十
二
、

十
一
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

奏

鳴

曲

第

七

番

作

品

八

同 同

柴

玲

子

ピ

ア

ノ

独

奏

橋

絢

子

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」
よ
り

さ
ら
ば
故
郷

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

同

平

林

深

汐

協

奏

曲

第

七

番

第

一

楽

章

一
長
調

十
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

。
フ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

同

竹

内

久

文

ソ
。
フ
ラ
ノ
独
唱

歌
劇
「
ル
チ
ア
」
よ
り

優
し
い
声
が
聞
え
る

ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ

同

竹

内

綾

子

ク
ー
。
フ
ラ
ン
の
墓

ラ

ヴ

Iレ

ピ

ア

ノ

独

奏

本

科

卒

業

北

郷

徳

子

ー

休

憩

|
|
l

室
内
の
た
め
の
一
音
楽
第
一
二
番
作
品
七
よ
り

第
五
楽
章
（
終
章
）
序
奏
と
遁
走
曲

フ
ル
ー
ト
吉
田
雅
夫
・
オ
ー
ボ
エ

演
奏
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
北
爪
敦
官
・
ホ
ル
ン

一

フ

ァ

ゴ

ッ

ト

中

田

敦

官

・

ヴ

ィ

オ

ラ

河千鈴
野葉木
敦敦
官馨官
‘--ー/'

+

、

作

品

発

表

同

井

九
、
作

（
演
奏

表

パ
ル
テ
イ
タ
第
三
番
よ
り

ア
レ
グ
ロ
・
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
1
1
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ

フ
ル
ー
ト
吉
田
雅
夫
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

フ

ァ

ゴ

ッ

ト

中

田

敦

官

・

ピ

ア

ノ

大
橋
幸
夫
一

外
山
雄
三

諸

品

発

外

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
奏
鳴
曲

第

一

楽

章

ア

レ

グ

ロ

モ

デ

ラ

ー

ト

（
演
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
黒
崎
邦
彦
・
ピ
ア
ノ

及
能
春
江
）

本
科
卒
業

工

山

雄

誠

上
野
か
ら
粒
ぞ
ろ
い
の
新
人

毎
年
の
こ
と
だ
が
、
春
の
楽
し
み
の
―
つ
は
、
音
楽
学
校
を
出
る
新
人
。
四
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
今
年
の
上
野
の
卒
業
演
奏
成
績
は
全
体
に
粒
が
そ
ろ
っ
て
向
上
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
は
鳥
井
除
子
を
は
じ
め
五
人
出
る
が
、
五
人
と
も

特
色
あ
る
曲
目
で
、
特
色
あ
る
演
奏
を
形
を
く
ず
さ
ず
に
聴
か
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
声

楽
は
音
楽
的
に
は
ピ
ア
ノ
に
劣
っ
た
が
、
特
に
目
立
っ
た
の
は
、
体
格
の
大
き
な
、
声

量
の
あ
る
人
が
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
作
曲
の
諸
井
誠
（
三
郎
氏
二
男
）
、

外
山
雄
三
（
国
彦
氏
三
男
）
、
鏑
木
創
（
欣
作
氏
長
男
）
ら
、
音
楽
人
二
世
が
、
今
年

は
六
名
も
そ
ろ
っ
て
卒
業
し
た
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
日
本
に
お
け
る
洋
楽
が

既
に
相
当
の
歴
史
を
も
っ
て
来
た
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

（
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
十
七
年
四
月
十
四
日
）

十
七
、

奏

鳴

曲

ロ
短
調

リ

ス

卜

ピ

ア

ノ

独

奏

本

科

卒

業

鳥

井

蹄

子

（イ）
（口）

月

牢

嶽

よ

り

五

マ
リ
ア
・
ア
ー
ン

マ
リ
ア
・
ア
ー
ン

825 第2章 昭和13年～27年(1938~1952)


